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本書について ： 

1. 64 歳になった時、日本人は外国語をさらに習得する必要があると感じたので、まだ体が丈夫

な内に、家族や親戚のために学習参考書を残してやりたいと考えて、5 か国語（イタリア語、ス

ペイン語、フランス語、ドイツ語、英語）の学習を始めた。 

2. 約 1 年間、独学で 5 か国語の文法を学習してノートにまとめた。 

3. 数か国語の文法書を比較すると、言語ごとに文法用語が異なる事が不便だと思った。 

4. 基本的には英語の文法用語を利用し、自作の文法用語と規則を作れば、1 種類の用語と規

則を理解するだけで多言語の学習を同時に進められることに気付いた。 

5. 自作の文法用語と規則を用いて構文解析の例を示す書式で参考書を作成すれば、理解しや

すく、多言語にも応用の効く参考書になると考えた。 

6. 自作の文法用語と規則は次ページ以降に示す。 

7. およそ 10 年の時間をかけて、自作の文法規則に従って文法書の例文や小説などを構文解析

して、自作の文法規則の正当性を確認しながら多数の構文解析文書を作成した。 

8. 作成した構文解析文書を用いて、構成要素ごとに例文を抜き出して、自作の用語および規則

の例文として示す形で学習参考書を作成した。 

9. 例文として引用した参考文献の記号は、［書籍記号-第?部-第??章］の形式で記述する。例え

ば、書籍 A の第 1 部、第 2 章であれば、［A-1-2］と記述する。第?部が無い書籍では、［A-2］

のように章番号のみを記入する。 

外国語を独学していると、自分の方法が正しいかどうか不安になりますが、用語と規則を自

作して、多数の例文で正当性が確認できれば、独学でもなんとかやれる気がしてきます。 

独学者はそれぞれ自分に合った方法を試行錯誤して学習するのが良いと思います。 

 

参考文献 

超入門 スペイン語 平成 17 年 3 月 10 日 第 18 版発行 著者 宮本 博司、発行所 ㈱大学書林 

中級スペイン文法 2012 年 2 月 20 日 第 13 刷発行 著者代表 山田 善郎、発行所 ㈱白水社 

［A］やさしく読める スペイン語の昔話 2013 年 8 月 10 日 第 1 刷発行  

著者／松下 直弘 発行者／溝口 明秀 発行所／NHK 出版 

［B］スペイン語で読む やさしいドン・キホーテ 2012 年 12 月 15 日 第 4 刷発行 

著者／ヘスス・マロト、粕谷てる子 原作／セルバンテス 発行者／溝口 明秀 発行所／NHK 出版 

［C］ El Principito 1953 年 スペイン語版初版 翻訳者 Bonifacio del Carril 

発行所 サラマンドラ出版 ISBN: 978-84-9838-149-8 Depósito legal: B-8.767-2015 

原文 Le Petit Prince 1946 年 著者 Antoine de Saint-Exupéry ガリマール出版 パリ 

［D］カミュ 異邦人 インターネットよりスペイン語テキストデータをダウンロード 

http://biblio3.url.edu.gt/Libros/camus/extranjero.pdf 

フランス語原書 L’ÉTRANGER 1967 年 9 月 ガリマール社 出版番号：12784. 
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著者略歴 

 

氏名 三浦 高志 

1972 年 北海道大学工学部電気工学科卒業 

 

半導体集積回路の応用および電子回路の設計について研究 

コンピュータ言語およびソフトウエアを開発 

電子回路網をデジタルデータとしてパーソナルコンピュータに入力して、電子回路の動作をシミュ

レーションするソフトウエアを開発 

アクティブフィルタの設計・周波数特性のグラフ表示・回路図データ出力をするソフトを開発 

https://www.vector.co.jp/vpack/browse/person/an008575.html 

 

2012 年から 5 か国語の学習を開始した。 

コンピュータアプリケーションプログラムの開発では、C++コンパイラという開発ツールを使用した。

C++コンパイラには、作成したプログラムが文法的に正しいかどうかを確認する構文解析部(parser)

があって、プログラムに間違いがあれば指摘してくれるので、間違いを修正するのに役立っていた。 

この仕組みを外国語の学習に応用できないかと考えて、構文解析による学習方法を思いついた。 

 

コンパイラの構文解析部(parser)の動作について 

C++コンパイラを利用して作成するプログラムは、パソコン内ではテキストデータとして与えられます。 

parser はテキストデータを 1 語ずつ読み込んで、区切りの記号が現れると読み込んだ文字列がプ

ログラムの「命令」なのか、その他の単語なのかを判断して適当な場所に格納します。 

格納された単語が、関連する情報が必要な場合にはテキストデータをさらに読み進めて、情報に

相当する語句を取り込んで格納します。 

このようにテキストを読み進める途中で、予定していた情報が得られなかったりすると、parser は文

法エラーを表示して、プログラマーにその内容を知らせます。 

 

外国語の文章を翻訳する場合には、文の先頭から単語を読んでひとまとまりの意味を持つ語句

（we, the flower, in the garden, at night, have finished など）を文の構成要素として印を付けてから、

文の最後まで同様にして構成要素を見つけて印をつけます。その後、印を付けた構成要素の意味

と役割を考えて、「主語」や「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」などに分類して、相互の関連性を

考慮して文全体の意味を解釈して翻訳します。 

 

このように、外国語の翻訳と parser の動作は似ている部分があると考えました。 

 

  

https://www.vector.co.jp/vpack/browse/person/an008575.html


 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素と構文解析の書式 

  4 / 650 

文の構成要素と構文解析の書式 

この章は非常に重要なので、何度も読んで下さい。 

 

文法書によると、日・伊・西・仏・独・英などの言語では異なる文法用語が使用されている

が、この文書では英語の文法用語を基本として、独自解釈も交えて構文解析を行う。 

 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」で構成される。 

また「接続詞」や「関係代名詞」などは「文」と「文」を接続してより複雑な文を構成する

ために使用される。 

 

文の構成要素と単語の品詞についておおまかに説明する。 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態変

化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質・状態を表す「名詞」・「形容詞」・「副詞」。 

 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「句」は 2つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で andや butで結合） 
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名詞・性と数 

「名詞」は人または事物の名称を表す語であり、文中で「主語」、「直接目的語」、「間接目

的語」または「補語」として用いられる。時には、他の「名詞」を修飾する「形容詞」とし

て利用されたり、「時」や「場所」に関する「副詞」として利用されることがある。 

「名詞」が「動詞」のように利用されて「前進！」のような命令文が作られることもある。 

さらに、「名詞」として辞書に載っている単語だけでなく、「動詞」や「形容詞」または「副

詞」が「名詞」的に利用されることもあるので、「名詞」の出現頻度は高い。 

 

「代名詞」は「名詞」の代わりをする語である。代名詞を利用することで、文中に同じ単

語が何度も現れるのを防いで、文を明確化することができる。 

 「名詞句」や「名詞節」も文中で「名詞」と同様の機能として使われる。 

 

 「名詞」は数えられる名詞「可算名詞」と数えられない名詞「不加算名詞」に分けられ、

可算名詞は「普通名詞」と「集合名詞」に、不加算名詞は「固有名詞」、「物質名詞」と「抽

象名詞」に分けられる。 

 

 「普通名詞」は「本」、「猫」、「机」など同じ種類の個体を多数持っているものに与えられ

る名称で、単数か複数かという区別を必要とする。単数の場合は「不定冠詞」か「定冠詞」

を付けるのが原則である。 

 「集合名詞」は「委員会」、「家族」、「警察」のように人・動物・物などの集合体を指す名

詞である。 

 

 「固有名詞」は「富士山」、「パリ」、「ニュートン」などのように、人・場所・事物などに

固有の名称である。本来一つしかないものなので不定冠詞をつけたり、複数形にすることは

原則としてない。定冠詞を付ける場合と付けない場合がある。 

 「物質名詞」は「空気」、「水」、「ワイン」のように物質を表す名称で、一定の形を持たず、

また特別な容器を用いない限り、個々には独立して存在しない。不加算名詞なので、不定冠

詞は付かないし、複数形にもならない。 

 「抽象名詞」は「親切」、「愛」、「悲しみ」、「真理」のように、具体的な形を持たない抽象

的な概念を示す名称である。抽象名詞も数えられないから、不定冠詞は付かないし、複数形

にもならない。 

 

 イタリア語・スペイン語・フランス語・ドイツ語などでは、「名詞」に付属する冠詞・形

容詞は名詞と性・数の一致が必要となり、「名詞」に関係する「動詞」は名詞と数の一致が

必要になる。  



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素と構文解析の書式 

「直接目的語」と「間接目的語」  6 / 650 

「直接目的語」と「間接目的語」 

「僕は君にこの本をあげる」という文は、「主語：僕（は）」、「間接目的語：君に」、「直接目

的語：この本（を）」、「動詞：あげる」という構成要素から作られている。そして、「動詞：

あげる」の動作において動作の主体が操作・加工する対象となるものが「直接目的語：この

本（を）」である。「間接目的語：君に」は「直接目的語」（または「主語」）の移動先（抽象

的な概念の場所も含む）を表しており、動作の主体が操作・加工する対象ではない。 

「直接目的語」は動作の主体が操作・加工する対象を示すと考えると、「人」や「物」を表

す「名詞」類が使用されることが分かる。 

「間接目的語」は「直接目的語」または「話者自身」の移動先を示す場所であると考えると、

場所を表す「人」や「物」または「場所を表す空間」を表す「名詞」類または「副詞」類が

使用されることが分かる。参考：「私は両親に従う。」の「両親」は「両親の希望・意見など

の抽象的な概念の場所」を表す「間接目的語」である。「間接目的語」が名詞・代名詞なら

これを「主語」として受動文を作れるが、副詞類なら受動文を作れない。 

注意：一般の文法書では、「自動詞+前置詞+名詞」の「名詞」を前置詞の「目的語」と説明

しているが、この文書では「前置詞+名詞」または「前置詞+副詞」を「間接目的語」と解釈

して構文解析を進める。この方が文章を理解しやすいと判断したからである。 

この方法によると、「私は学校へ行く」は自動詞の「行く」と前置詞が付いた「学校へ」が

使われており、「学校へ」が「間接目的語」と構文解析されることになる。 

しかし、一般の文法書の解説とは異なるので、学校の試験などでは間違いとされる恐れがあ

ることを注意する必要がある。しかし、フランス語の文法はこの解釈に近い。 

 

まとめ：「直接目的語」は「名詞」類が使われる。 

「間接目的語」は「名詞」類または「副詞」類が使われる。 

 

形容詞 

「名詞」、「代名詞」を修飾・限定するものを「形容詞」という。「形容詞」は事物の性質・

状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「形容詞」類の例示： 

  代名詞：「私の本」、「この本」、「数冊の本」、「どんな本」の下線を付けた語句。 

  冠詞 ：「一冊の本」、「その本」の下線を付けた語句。 

  分詞 ：「眠っている赤ん坊」、「失われた時間」の下線を付けた語句。 

  名詞 ：「空軍」、「石橋」のように「名詞」+「名詞」の語句。 

 形容詞句：「籠の中の鳥」の下線を付けた語句（前置詞で導かれる）。 

 形容詞節：「これはパリで買った指輪です」の下線を付けた語句（関係代名詞で導かれる）。 

 

まとめ：「形容詞節」を含む「形容詞」類は「名詞」類の前後に使用される。  
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不定冠詞 

「形容詞」類の一つである。様々な意味に使われる。 

１．どれでもよい、不定の人や物の一つを指す。 

２．ある具体的な一つの物（人）を指す。 

３．一つの〜という意味をはっきり示す。 

４．〜につきの意味を示す。 

５．或る〜の意味で用いる。 

話の中で初めて述べる「名詞」には不定冠詞を付けて内容を説明して、二度目以降では定冠

詞を付けて使う。 

 

定冠詞 

「形容詞」類の一つである。加算名詞・不加算名詞を問わず、全ての名詞の前に付けること

ができ、その名詞が何らかの意味で特定されたものであることを示す。 

１．先に出た「不定冠詞+名詞」を指す場合。 

２．すでに述べられた事柄に関連して特定される場合。 

３．周囲の状況からそれと分かる場合。 

４．ただ一つしかないものを指す場合。 

５．最上級や唯一的な意味で限定された名詞に付ける。 

６．修飾語句によって限定される場合。 

７．楽器を代表的に指す場合 

 

副詞 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、他の

「副詞」や「形容詞」を修飾する。しかし、名詞・代名詞、句や節または文全体を修飾・限

定することもある。 

 

まとめ：「副詞」類は修飾する語句の近くに置かれるので、「文頭」、「主語」の前後、「動詞」

の前後、「補語」の前後、「文末」のように、文中いたる所に使われる。 

 

比較 

「形容詞」や「副詞」は性質・様態・数量などの程度を表すが、他の物との間の程度の違い

を比較・表現する場合は語形を変えてそれを示す。この語形変化を比較といい、原級、比較

級、最上級の語形と慣用句がある。 
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補語 

「補語」は文中で「主語」や「目的語」の性質・状態を補足説明する語句である。 

「彼は親切だ」、「私は学生だ」など「主語+動詞+補語」の形式で表される文では、下線部分

の事を「補語」といって、「補語」は「主語」を補足説明している。 

また、「私は彼が親切だと分かった」のように「主語+動詞+目的語+補語」の形式で表され

る文では、下線部分の事を「補語」というが、こちらは「主語」ではなく「目的語」（二重

下線部分）を補足説明している。「補語」は主に「名詞」類または「形容詞」類が使われる。 

 

しかし「彼はパリ出身だ」、「この本はカルロスのものだ」、「このテーブルは木製だ」などの

文を「〜である」を表す「動詞」を使って表現すると、下線部分は「副詞句」となる。この

「副詞句」も「主語」を補足説明しているので「補語」である。 

参考：「私は彼が全力を尽くすことを期待している。」は「主語」「不完全他動詞」「目的語」

「補語」の構文によって「補語」が「目的語」の動作を補足説明している。 

「補語」が必要な「動詞」は「〜である」、「〜になる」、「〜と感じる」、「〜と思われる」な

どの意味の「動詞」である。 

 

まとめ：「補語」には「動詞」類、「名詞」類、「形容詞」類および「副詞」類が使用される。 

 

動詞 

「動詞」は人や様々な事物の動きや状態を述べる語である。 

「主語」は「動詞」の動きを実行する主体である。 

「動詞」の種類について： 

完全自動詞 ：「主語」が「動詞」の動作を実行する。 

不完全自動詞：「動詞」と「補語」によって「主語」の性質・状態を補足説明する。 

完全他動詞 ：「主語」が「直接目的語」に対して「動詞」の動作を実行する。 

間接他動詞 ：「動詞」と「間接目的語」で「主語」の移動先を示す。（フランス語文法） 

授与動詞  ：「主語」が「間接目的語」に対して「直接目的語」を与える。 

不完全他動詞：「目的語」の性質・状態を「補語」によって「動詞」で表現したり、 

「補語」で示される動作を「目的語」に対して「動詞」で表現する。 

 

助動詞 

「助動詞」は「動詞」と結びついて可能「〜する事が出来る」、推量「〜するかもしれない」、

義務「〜しなければならない」など、話し手の判断や心理を表す表現を追加する「法助動詞」

とそれ自身は特に意味を持たず現在分詞・過去分詞と結びついて進行形・受動態・完了形な

どの時制・態を形成する助動詞がある。 
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疑問詞 

「誰」、「何」、「どこ（場所）」、「いつ（時）」、「どっち（選択）」など文を形成する要素の一

部分を話し相手に質問する時に、質問の種類を知らせるための語を「疑問詞」という。 

「疑問詞」は文の中で、「主語」、「目的語」、「補語」または「副詞」類として機能するが、

どの場合でも文頭におかれて、最初に質問の種類を明らかにする役目を果たす。 

「疑問代名詞」、「疑問形容詞」および「疑問副詞」の 3 種類がある。 

 

接続詞 

「接続詞」は文中の語・句・節を接続する。 

「等位接続詞」は文法上の働きが対等の関係にある語・句・節を結び付ける。 

 

「従属接続詞」主節の一部として、全体で一つの名詞または副詞の働きをする節を導く接続

詞を従属接続詞と呼ぶ。 

「従属接続詞」+「節」→「従属節」となり、「従属節」が「名詞節」または「副詞節」とし

て働くことになる。 

まとめ：「語・句・節」+「等位接続詞」+「語・句・節」の形式で使用される。 

「主語」+「動詞」+「従属接続詞」+「節」の形式で使用される。 

 

関係詞 

文中の「主語」、「目的語」または「補語」に対して説明を加える場合に、それを「先行詞」

として、説明に適当な「関係詞」に続いて説明の「節」を置くことで、説明の行き届いた文

を作ることができる。「先行詞」は「節」の中で「主語」、「目的語」または「補語」として

機能する。 

まとめ：「関係代名詞」は「名詞」類を修飾する「形容詞節」を導く。 

「関係副詞」は「時」や「場所」を修飾する「副詞節」を導く。 

 

前置詞 

「名詞」・「代名詞」の前に置いて、それらと共に全体として一つの品詞の働きをする語。 

前置詞と結びついた語句の品詞によって、「形容詞句」または「副詞句」として機能する。 

「形容詞句」は「名詞」と結びついて「名詞句」を構成して、文中で「主語」、「目的語」ま

たは「補語」として機能する。 

「副詞句」は文全体や「動詞」・「形容詞」を修飾したり、「間接目的語」として機能する。 
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構文解析の書式 

構文解析は文を構成要素ごとに区切りを付けて、「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副

詞」および「形容詞節」に分類して、文がどのように構成されているかを分かり易く示すこ

とが目的である。 

しかし「形容詞節」は「主語」、「目的語」などと一体化されて、「主語」または「目的語」

として分類することが多い。（「形容詞節」は名詞句の一部になる） 

「目的語」は必要に応じて「間接目的語」と「直接目的語」を明示する。 

 

本文書では、日本語の文を最初に示してから、次の行に外国語の文を示す。そして、外国語

の文の後ろまたは次の行に文全体の構成要素を示す。さらに、その次の行からは、各構成要

素の語句ごとにその読み、語句の品詞（「動詞」の場合はその活用も表記）、日本語の意味、

構成要素名を 1 行から 3 行程度のスペースを使用して表示する。 

複数の語が集まって「主語」、「動詞」、「目的語」または「補語」が作られる場合には、それ

ぞれの単語の読み、品詞、意味を表示する場合がある。この場合には、次の書式に従って表

示する。 

「語句」「読み」「品詞の記号」「意味」（「構成要素名」） 

「品詞の記号」 

  名詞 ：男性名詞 n.m、女性名詞 n.f 

  代名詞：pron、pron.f.のように性別を追加することがある。 

  形容詞：男性形容詞 adj.m 女性形容詞 adj.f 

  複数 ：pl. （名詞、代名詞と形容詞の品詞記号の前または後ろに置く） 

  副詞 ：adv.、「構成要素名：修飾する語句」の形式で説明を加える。 

  動詞 ：接続法・1 人称単数現在なら接・1 単現のように表記、自動詞 v.i、他動詞 v.t 

  動詞句：否定詞+動詞、助動詞+動詞、助動詞+過去分詞、動詞+不定詞など複数の動詞関

連語句は、動詞としての機能と自動詞／他動詞の区別などを示す 

注意：動詞の未来、過去または完了形の場合、< 「原形」の形式で示すときは原形の意味を

表示するが、「原形」を示さない場合は未来、過去または完了形の意味を表示する。 

  接続詞：conj. 接続詞は単語そのものを表示する 

  前置詞：prep 

複数の単語によって名詞句などが作られる場合には、複数の単語の品詞を表示してから、→ 

「複数単語の語句」、品詞記号、意味、構成要素名の形式で表示する。 

数字は読みのスペルをカッコ内に表記した。 

構成要素には「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」、「形容詞」のように下線を追加

した。「補語」、「副詞」および「形容詞」は同じ下線である。また、「間接目的語」と「直接

目的語」も同じ下線である。「動詞句」は「動詞」と同じ下線である。 
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構文解析の例 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

Tengo dolor de garganta por el resfriado durante dos semanas. 

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現 < tener v.t 持つ、ある                                  「動詞」 

dolor de garganta ﾄﾞﾛｵｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙｶﾞﾝﾀ n.m 喉の痛み                       「目的語」 

por el resfriado ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾚｽﾌﾘｱﾄﾞ adv. 風邪のために 

durante dos semanas ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾞｽ･ｾﾏﾅｽ adv. 2 週間 

→ por el resfriado durante dos semanas                          「副詞句：Tengo」 

 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Hoy he comprado 2 (dos) libros de consulta para llevar un diario en italiano e en español.  

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Hoy ｵｲ adv. 今日                                          「副詞：he comprado」 

he comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 購入した                         「動詞句」 

2 libros de consulta ﾄﾞｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｺﾝｽﾙﾀ n.m pl. 2 冊の参考書              「目的語」 

para llevar un diario ﾊﾟﾗ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ･ｳﾝ･ﾃﾞｨｱｰﾘｵ adv. 日記をつけるために 

en italiano e en español ｴﾝ･ｲﾀﾘｱｰﾉ･ｴ･ｴﾝ･ｴｽﾊﾟﾆｮﾙ adv. イタリア語とスペイン語で 

→ para llevar un diario en italiano e en español            「副詞句：he comprado」 

 

山栗が 430g とナスが 2 本採れた。 

He recogido 430 (cuatrocientos treinta) gramos de castaña salvaje y coseché 2 (dos) 

berenjenas.                                 「動詞句」「目的語」y「動詞」「目的語」 

He recogido ｴ･ﾚｺﾋﾄﾞ 1 単現・完了形 拾い集めた                          「動詞句」 

430 gramos de castaña salvaje ｸゎﾄﾛｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｸﾞﾗﾓｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾀﾆｬ･ｻﾙﾊﾞﾍ 

    n.f 山栗を 430g                                                    「目的語」 

coseché ｺｾﾁｪ 1 単点 < cosechar v.t 収穫する                                「動詞」 

2 berenjenas ﾄﾞｽ･ﾍﾞﾚﾝﾍﾅｽ n. 茄子を 2 本                                 「目的語」 

 

 

 

 

文の構成要素と構文解析の書式－終わり 
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文の構成要素 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」などの構成要素で構

成される。また、これらの構成要素は「名詞」、「形容詞」、「副詞」、「前置詞」、「動詞」、「接

続詞」などの単語によって構成される。 

 

文の構成要素について 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は「主語」の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態変

化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質･状態･動作を表す名詞･形容詞･副詞･動詞。 

「副詞」は空間的な位置、順序、時間、様態や条件・原因・理由などを説明する。 

 

単語の品詞について 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

 

「句」と「節」 

「句」は 2 つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2 つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2 つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で and や but で結合） 
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構成要素分割 

文の意味を理解するには、文の先頭から単語を読み、どこまでが文の構成要素になっている

かを判断しながら、文を次々に構成要素に分割してから、各構成要素の中に含まれる単語に

適切な意味を当てはめながら、文全体の意味をまとめる作業を行う。 

この作業は、学習開始当初は非常に時間がかかるかもしれないが、「構成要素」の様々な出

現形態の実例を見て、記憶を集積することで、短時間で実行できるようになると考える。 

本書では「構成要素」の様々な出現形態を示した。言語学習において疑問が生じた場合に、

解決の手助けになれば幸いと考える。 

 

「主語」の例文 

主語は動詞の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」である。 

スペイン語では、主語が明示されない文がある。この場合には、「動詞」の活用形から推察

して、適切な主語を当てはめる必要がある。主語が代名詞の場合にも、代名詞の性と数に応

じて適切な主語を当てはめる必要がある。 

 

頭の上に、搾りたてのミルクを入れた壺を載せていました。［A-1-1］ 

Llevaba en la cabeza un cántaro de leche recién ordeñada. 

                                                    「動詞」「副詞句」「目的語」 

Llevaba ｼﾞｬﾊﾞﾊﾞ 3 単線(llevar)v.t 〜を載せていた                          「動詞」 

en la cabeza ｴﾝ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv. 頭の上に                                   「副詞句」 

un cántaro de leche ｳﾝ･ｶﾝﾀﾛ･ﾃﾞ･ﾚﾁｪ 

n.m ミルクをいれた壺を                                             「目的語」 

recién ordeñada ﾚｼｴﾝ･ｵﾙﾃﾞﾆｬﾀﾞ adj. 搾りたての                 「形容詞句」 

ordeñada adj.f < ordeñado adj.m「搾った」はleche (n.f)に性･数一致 

recién +過去分詞 「〜したばかりの」 

   「主語」はないが、動詞の活用が三人称単数なので、彼または彼女などと推測できる。 

 

道すがら、独り言を言いながら歩いていました。［A-1-1］ 

Por el camino iba diciéndose a si misma :                 「副詞句」「動詞」「副詞句」 

Por el camino ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｶﾐﾉ adv.（時間）道すがら、道のりの間に            「副詞句」 

iba ｲﾊﾞ 3 単線(ir)v.i 進んでいた                                           「動詞」 

diciéndose a si misma ﾃﾞｨｼｴﾝﾄﾞｾ･ｱ･ｼ･ﾐｽﾏ 

   adv. 独り言を言いながら                                             「副詞句」 

   diciéndose（現分）<dicirse v.pr 独り言を言う 

   「主語」はないが、動詞の活用が三人称単数で、si misma から彼女と推測できる。 
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「市場でこのミルクを売れば、5 レアルになるでしょう。［A-1-1］ 

---- En el mercado venderé esta leche y me darán por ella cinco reales. 

「副詞句」「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」 

En el mercado ｴﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 

venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未･推量(vender)v.t 売れば                            「動詞」 

esta leche ｴｽﾀ･ﾚﾁｪ n.f このミルクを                                    「目的語」 

me ﾒ pron 私に                                                   「間接目的語」 

darán ﾀﾞﾗﾝ 3 複未(dar)v.t（ミルクの買い手が）くれるでしょう            「動詞」 

por ella ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｬ adv. ミルクと引き換えに                               「副詞句」 

cinco reales ｼﾝｺ･ﾚｱﾚｽ n. 5 レアルを                                  「直接目的語」 

 

その雌鶏は卵を産んで、その卵から雛鳥が生まれるでしょう。［A-1-1］ 

Esa gallina pondrá huevos, de los cuales nacerán pollitos. 

「主語」「動詞」「目的語」,「副詞句」「動詞」「主語」 

Esa gallina ｴｻ･ｶﾞｼﾞｰﾅ n.f その雌鶏は                                     「主語」 

pondrá 3 単未(poner)v.t（卵を）産むでしょう                               「動詞」 

huevos ｳｪﾎﾞｽ pl.n.m 卵を                                              「目的語」 

de los cuales ﾃﾞ･ﾛｽ･ｸゎﾚｽ adv. その卵から                               「副詞句」 

nacerán ﾅｾﾗﾝ 3 複未(nacer)v.i 生まれるでしょう                            「動詞」 

pollitos ﾎﾟｼﾞﾄｽ pl.n.m(pollo+ -ito) 雛鳥が                                  「主語」 

倒置 

構成要素は「主語」「動詞」の順に出現することが多いですが、文頭に「副詞」、「補語」ま

たは「目的語」が置かれるときには、「動詞」「主語」の順に倒置されます。 

 

雛鳥はやがて成長するでしょう、そうしたら市場で売りましょう。［A-1-1］ 

Los pollitos pronto crecerá y los venderé en el mercado. 

「主語」「副詞」「動詞」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

Los pollitos ﾛｽ･ﾎﾟｼﾞﾄｽ pl.n.m その雛鳥は                                  「主語」 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. やがて、すぐに                                        「副詞」 

crecerá ｸﾚｾﾗ 3 単未(crecer)v.i 成長するでしょう                            「動詞」 

y ｲ conj. そうしたら 

los ﾛｽ pron それら（成長した雛）                                       「目的語」 

venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未(vender)v.t 売りましょう                             「動詞」 

en el mercado ｴ･ﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 
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キツネは招待されていなかったが、出席したいという願望が湧いてきて、友人のコンドルに

自分を連れて行って欲しいと頼みました。［A-1-2］ 

Aunque el zorro no estaba invitado, le entraron ganas de asistir y le pidió a su amigo 

cóndor que lo llevara.             「副詞節」, 「間接目的語」「動詞」「主語」 

y「間接目的語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Aunque ｱｳﾝｹ conj.（譲歩）〜ではあるが                                  「副詞節」 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                      「主語」 

no estaba invitado ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞ･ｲﾝﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単線･受動･否定 

   v.t 招待されていなかった                                    「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に（キツネに）                                         「間接目的語」 

entraron ｴﾝﾄﾗﾛﾝ 3 複点(entrar)v.i 湧いてきた                               「動詞」 

ganas de asistir ｶﾞﾅｽ･ﾃﾞ･ｱｼｽﾃｨﾙ pl.n.f 出席する願望が                      「主語」 

le ﾚ pron 彼に（a su amigo cóndor の先出し） 

pidió ﾋﾟﾃﾞｨｵ 3 単点(pedir)v.t 頼んだ（主語はキツネ）                       「動詞」 

a su amigo cóndor ｱ･ｽ･ｱﾐｺﾞ･ｺﾝﾄﾞﾙ adv. 友人のコンドルに             「間接目的語」 

que ｹ conj.（名詞節を導く、目的語になる）〜ということ              「直接目的語」 

lo ﾛ pron 彼（キツネ）を                                  「目的語」 

llevara ｼﾞｪﾊﾞﾗ 接・3 単過(llevar)v.t 連れて行って欲しいと      「動詞」 

   pedir que + 接続法「〜するようにと頼む」 

 

「おいらはギターが弾けるんだ。」［A-1-2］ 

Yo sé tocar la guitarra.                               《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Yo ｼﾞｮ pron 俺は                                                        「主語」 

sé tocar ｾ･ﾄｶｰﾙ 1 単現･可能(saber+不定詞 tocar)v.t（楽器を）弾ける        「動詞句」 

la guitarra ﾗ･ｷﾞﾀｯﾗ n.f ギターを                                        「目的語」 

 

こうして彼らは飛び立って、ついに雲の間に消えていきました。［A-1-2］ 

Así los dos emprendieron el vuelo hasta perderse entre las nubes. 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「副詞」「動詞」「副詞句」 

Así ｱｼ adv. こうして                                                     「副詞」 

los dos ﾛｽ･ﾄﾞｽ pron 彼ら 2 人は                                          「主語」 

emprendieron ｴﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(emprender)v.t 開始した                 「動詞」 

el vuelo ｴﾙ･ﾌﾞｴﾛ n.m 飛行を                                           「目的語」 

→ emprendieron el vuelo 飛び立った 

hasta perderse ｱｽﾀ･ﾍﾟﾙﾃﾞﾙｾ adv.conj.（結果）ついに見えなくなった   「副詞」「動詞」 

entre las nubes ｴﾝﾄﾚ･ﾗｽ･ﾇﾍﾞｽ adv. 雲の間に                              「副詞句」 
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出席していた鳥たちはみな、キツネを見て驚いたが、彼を宴会場に通してやりました。 

［A-1-2］ 

Todas las aves que estaban presentes se sorprendieron al ver al zorro, pero lo dejaron 

pasar a la sala.       「主語」「動詞句」「副詞句」, pero「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Todas las aves ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｱﾍﾞｽ pl.n.f 鳥たちはみな                           「主語」 

que ｹ pron 関係 〜するところの                                「形容詞節」 

estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線(estar)v.i いた                      「動詞」 

presentes ﾌﾟﾚｾﾝﾃｽ pl.adj. 出席して                       「補語」 

→ Todas las aves que estaban presentes 出席していた鳥たちはみな（「主語」） 

se sorprendieron ｾ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(sorprenderse)v.pr 驚いた          「動詞句」 

al ver ｱﾙ･ﾍﾞｰﾙ adv.（原因）〜を見て                                     「副詞句」 

al zorro ｱﾙ･ｿｯﾛ adv. キツネを                                「間接目的語」 

→ al ver al zorro キツネを見て 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

lo ﾛ pron 彼を（キツネを）                                             「目的語」 

dejaron pasar ﾃﾞﾊﾛﾝ･ﾊﾟｻｰﾙ 3 複点･放任(dejar)v.t 通してやった             「動詞句」 

a la sala ｱ･ﾗ･ｻﾗ adv. 宴会場に                                          「副詞句」 

 

突然、キツネの頭に素晴らしい考えが浮かびました。［A-1-2］ 

De repente se le ocurrió una magnífica idea. 「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「主語」 

De repente ﾃﾞ･ﾚﾍﾟﾝﾃ adv. 突然                                          「副詞句」 

se le ocurrió ｾ･ﾚ･ｵｸﾘｵ 3 単点(le ocurrirse) 

v.pr（le はキツネの頭に）〜がキツネの頭に浮かんだ       「間接目的語」「動詞句」 

una magnífica idea ｳﾅ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ･ｲﾃﾞｱ n.f 素晴らしい考えが                  「主語」 

 

キツネはひどく侮辱されたと感じて、オウムにどなりました。［A-1-2］ 

El zorro se sintió muy ofendido y gritó al loro. 

「主語」「動詞句」「補語」y「動詞」「間接目的語」 

El zorro ｴﾙ･ｿｯﾛ n.m キツネは                                            「主語」 

se sintió ｾ･ｼﾝﾃｨｵ 3 単点(sentirse+補語)v.pr 自分が〜だと感じた            「動詞句」 

muy ofendido ﾑｲ･ｵﾌｪﾝﾃﾞｨﾄﾞ 過去分詞(ofender)adj. ひどく侮辱された         「補語」 

y ｲ conj. そして 

gritó ｸﾞﾘﾄ 3 単点(gritar)v.i どなる、さけぶ                                 「動詞」 

al loro ｱﾙ･ﾛｰﾛ adv. オウムに                                        「間接目的語」 
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自分が侮辱されたのを知って、オウムは大急ぎで戻ってきました。［A-1-2］ 

Al verse insultado, el loro volvió a toda prisa.    「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Al ｱﾙ prep（根拠）〜によって 

verse insultado ﾍﾞﾙｾ･ｲﾝｽﾙﾀﾄﾞ v.pr(verse +補語) 自分が侮辱されているのを知る 

→ Al verse insultado 自分が侮辱されたのを知って                        「副詞句」 

el loro ｴﾙ･ﾛｰﾛ n.m オウムは                                              「主語」 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 戻ってきた                                 「動詞」 

a toda prisa ｱ･ﾄﾀﾞ･ﾌﾟﾘｻ adv. 大急ぎで                                   「副詞句」 

 

しかし誰も彼の救助に来なかったので、可哀そうにキツネは地面に激突しました。［A-1-2］ 

Pero como nadie acudió en su ayuda, el pobre zorro se estrelló contra la tierra. 

Pero 「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                    「主語」 

acudió ｱｸﾃﾞｨｵ 3 単点(acudir)v.i (en に) 行った（→行かなかった）  「動詞」 

en su ayuda ｴﾝ･ｽ･ｱﾕﾀﾞ adv. 彼の救助に                    「間接目的語」 

el pobre zorro ｴﾙ･ﾎﾟﾌﾞﾚ･ｿｯﾛ n.m 可哀そうなキツネは                       「主語」 

se estrelló ｾ･ｴｽﾄｩﾚｼﾞｮ 3 単点(estrellarse)v.pr 激突した                    「動詞句」 

contra la tierra ｺﾝﾄﾗ･ﾗ･ﾃｨｴｯﾗ adv. 地面に向かって                        「副詞句」 

 

イサピーは、美しいが心が冷たい娘で、誰も愛することができなかった。［A-2-1］ 

Isapí era una muchacha hermosa, pero dura de corazón, y no podía amar a nadie. 

「主語」「動詞」「補語」y「動詞句」「目的語」 

Isapí ｲｻﾋﾟ n.f（人名）イサピーは                                         「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜であった                                           「動詞」 

una muchacha hermosa ｳﾅ･ﾑﾁｬﾁｬ･ｴﾙﾓｻ n.f 美しい娘                        「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. 〜だが．．． 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

dura de corazón ﾄﾞｩﾗ･ﾃﾞ･ｺﾗｿﾝ adj. 心が冷たい                             「補語」 

y ｲ conj. そして 

no podía amar ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｱﾏｰﾙ 3 単線･否定(poder+不定詞 amar) 

   v.t 愛することができなかった                                        「動詞句」 

a nadie ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                       「目的語」 
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沢山の男たちが、彼女に愛を告白にやってきたが、イサピーの冷淡で人をさげすむような視

線を前にするとすぐに立ち去るしかなかった。［A-2-1］ 

Muchos hombres vinieron a confesarle su amor, pero tuvieron que marcharse enseguida 

ante la mirada fría y despectiva de Isapí. 

「主語」「動詞句」「目的語」y「動詞句」「副詞句」 

Muchos hombres ﾑﾁｮｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 沢山の男たちが                       「主語」 

vinieron a confesarle ﾋﾞﾆｴﾛﾝ･ｱ･ｺﾝﾌｪｻﾙﾚ 3 複点(venir a+不定詞 confesar+le) 

   v.t 彼女に告白にやってきた                                          「動詞句」 

su amor ｽ･ｱﾓｰﾙ n.m 愛を                                              「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tuvieron que marcharse ﾄｩﾋﾞｴﾛﾝ･ｹ･ﾏﾙﾁｬﾙｾ 3 複点･必要(tener que+不定詞 marcharse) 

   v.pr 立ち去らなければならなかった                                   「動詞句」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに 

ante ｱﾝﾃ prep 〜を前にして                                            「副詞句」 

la mirada ﾗ･ﾐﾗﾀﾞ n.f 眼差し                                     「目的語」 

fría y despectiva ﾌﾘｱ･ｲ･ﾃﾞｽﾍﾟｸﾃｨﾊﾞ 

 adj. 冷淡でさげすむような                         「形容詞句」 

de Isapí ﾃﾞ･ｲｻﾋﾟｰ adj. イサピーの                     「形容詞句」 

 

ウルグアイ川があふれ出して、たくさんの樹木や動物を運び去った。［A-2-1］ 

Se desbordó el río Uruguay y sus aguas arrastraron muchos árboles y animales. 

「動詞句」「主語」y「主語」「動詞」「目的語」 

Se desbordó ｾ･ﾃﾞｽﾎﾞﾙﾄﾞ 3 単点(desbordarse)v.pr あふれ出た               「動詞句」 

el río Uruguay ｴﾙ･ﾘｵ･ｳﾙｸﾞｧｲ n.m ウルグアイ川が                          「主語」 

y ｲ conj. そして 

sus aguas ｽｽ･ｱｸﾞゎｽ pl.n.f その水が                                      「主語」 

arrastraron ｱﾗｽﾄﾗﾛﾝ 3 複点(arrastrar)v.t 運び去った                        「動詞」 

muchos árboles y animales ﾑﾁｮｽ･ｱﾙﾎﾞﾚｽ･ｲ･ｱﾆﾏﾚｽ 

 pl.n. たくさんの樹木や動物を                                        「目的語」 

倒置 

  「動詞」を強調したい場合には、文頭に置いて強調することがある。 

「主語」が長い名詞句の場合には、「動詞」と「主語」の順序を倒置する場合がある。 

文頭に、「副詞」、「補語」または「目的語」が置かれるときにも倒置される。 
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好戦的な部族がその村を襲って、大勢の村人が命を落としたのである。［A-2-1］ 

Una tribu belicosa atacó la aldea y muchos aldeanos perdieron la vida. 

「主語」「動詞」「目的語」y「主語」「動詞」「目的語」 

Una tribu ｳﾅ･ﾄﾘﾌﾞ n.f ある部族が                                        「主語」 

belicosa ﾍﾞﾘｺｻ adj. 好戦的な                                      「形容詞」 

atacó ｱﾀｺ 3 単点(atacar)v.t 攻撃した                                      「動詞」 

la aldea ﾗ･ｱﾙﾃﾞｱ n.f その村を                                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

muchos aldeanos ﾑﾁｮｽ･ｱﾙﾃﾞｱﾉｽ pl.n.m 大勢の村人が                       「主語」 

perdieron ﾍﾟﾙﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(perder)v.t 失った                              「動詞」 

la vida ﾗ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 生命を                                               「目的語」 

 

イサピは彼らと一緒にいたが、彼女の眼には一粒の涙さえも浮かばなかった。［A-2-1］ 

Isapí estaba con ellos, pero ni una lágrima asomaba a sus ojos. 

「主語」「動詞」「副詞句」pero「主語」「動詞」「副詞句」 

Isapí ｲｻﾋﾟ n.f（人名）イサピーは                                         「主語」 

estaba ｱｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i いた                                         「動詞」 

con ellos, ｺﾝ･ｴｼﾞｮｽ adv. 彼らと一緒に                                   「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

ni una lágrima ﾆ･ｳﾅ･ﾗｸﾞﾘﾏ n.f 一粒の涙さえも（〜ない）                   「主語」 

asomaba ｱｿﾏﾊﾞ 3 単線(asomar)v.i (ni により) 現れなかった                  「動詞」 

a sus ojos ｱ･ｽｽ･ｵﾎｽ adv. 彼女の眼には                                   「副詞句」 

 

両足は地面の中に沈み始め、両腕は空に向かって持ち上がっていった。［A-2-1］ 

Los pies empezaron a hundírsele en la tierra y los brazos se le iban levantando hacia el 

cielo.                       「主語」「動詞句」「副詞句」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Los pies ﾛｽ･ﾋﾟｴｽ pl.n.m 両足が                                           「主語」 

empezaron a hundírsele ｴﾝﾍﾟｻﾛﾝ･ｱ･ｳﾝﾃﾞｨﾙｾﾚ 3 複点(empezar a+不定詞 hundirse+le) 

   v.pr 彼女の（両足）が沈み始めた                                     「動詞句」 

en la tierra ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地面の中に                                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

los brazos ﾛｽ･ﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 両腕は                                        「主語」 

se le iban levantando ｾ･ﾚ･ｲﾊﾞﾝ･ﾚﾊﾞﾝﾀﾄﾞ 3 複線･進行形（ir +現在分詞）(levantarse+le) 

   v.pr 彼女にとって持ち上がっていった                                 「動詞句」 

hacia el cielo ｱｼｱ･ｴﾙ･ｼｴﾛ adv. 空に向かって                              「副詞句」 
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イサピーは木に変わっていたのだ。その葉からは、沢山の露がしたたり落ちていた。 

［A-2-1］ 

Isapí se había convertido en un árbol de cuyas hojas caía abundante rocío. 

「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」「動詞」「主語」 

Isapí ｲｻﾋﾟ n.f（人名）イサピーは                                         「主語」 

se había convertido ｾ･ｱﾋﾞｱ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ 3 単線･完了形(convertirse) 

   v.pr 変わっていた                                                   「動詞句」 

en un árbol ｴﾝ･ｳﾝ･ｱﾙﾎﾞﾙ adv. 木に                                        「補語」 

de cuyas hojas ﾃﾞ･ｸﾔｽ･ｵﾊｽ adv.（接続詞的）その葉から                   「副詞節」 

caía ｶｲｱ 3 単線(caer)v.i 落ちていた                                 「動詞」 

abundante rocío ｱﾌﾞﾝﾀﾞﾝﾃ･ﾛｼｵ n.m たくさんの露が                  「主語」 

   文頭に副詞句が置かれて、「動詞」と「主語」が倒置する例 

 

こうして、一度も泣いたことがない娘は、旅人たちの喉の渇きと疲れを癒しながら、永遠に

涙を流すことになったのである。［A-2-1］ 

Y así, la muchacha que nunca había llorado empezó a llorar eternamente, aliviando la 

sed y el cansancio de caminantes.               Y「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

así ｱｼ adv. こうして                                                     「副詞」 

la muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f 娘は                                            「主語」 

que ｹ conj. 〜する                                             「形容詞節」 

nunca había llorado ﾇﾝｶ･ｱﾋﾞｱ･ｼﾞｮﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(llorar) 

   v.i 一度も泣いたことがない                           「動詞句」 

empezó a llorar 3 単点･開始(empezar a+不定詞 llorar)v.i 泣き始めた          「動詞句」 

eternamente ｴﾃﾙﾅﾒﾝﾃ adv. 永遠に                                         「副詞」 

aliviando ｱﾘﾋﾞﾔﾝﾄﾞ ジェルンディオ(aliviar)v.t 癒しながら                  「副詞句」 

la sed y el cansancio de caminantes ﾗ･ｾ･ｲ･ｴﾙ･ｶﾝｻﾝｼｵ･ﾃﾞ･ｶﾐﾅﾝﾃｽ 

 n.m 旅行者たちの喉の渇きと疲れを                              「目的語」 

   sed ｾ n.f（喉の）渇き cansancio ｶﾝｻﾝｼｵ n.m 疲れ caminante ｶﾐﾅﾝﾃ n. 旅行者 

 

ラマンチャのある村に、とても奇妙な習性の年老いた郷士（ごうし）が住んでいた。［B-1］ 

En un lugar de La Mancha vivía un viejo hidalgo de costumbres muy peculiares. 

「副詞句」「動詞」「主語」「形容詞句」 

En un lugar ｴ･ﾇﾝ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. ある村に                                   「副詞句」 

de La Mancha ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ adj. ラマンチャの             「形容詞句：lugar」 

vivía ﾋﾞﾋﾞｱ 3 単線(vivir)v.i 住んでいた                                     「動詞」 
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un viejo hidalgo ｳﾝ･ﾋﾞｴﾎ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ n.m 年老いた郷士が                       「主語」 

  「郷士（ごうし）」とは、城下ではなく農村部に住む「下級武士」を指す。 

de costumbres ﾃﾞ･ｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾚｽ adj. 習性の               「形容詞句：hidalgo」 

muy peculiares ﾑｲ･ﾍﾟｸﾘｱﾚｽ adj. とても奇妙な「形容詞句：costumbres」 

 

狩りなどの、あらゆる健全な趣味を捨て去ってしまい、挙句の果てに、自分の農地の手入れ

まで放棄していた。［B-1］ 

Había ido abandonando todas sus sanas aficiónes, el ejercicio de la caza y hasta el 

cuidado de su hacienda.                 「動詞句」「目的語」「形容詞句」y「副詞句」 

Había ido abandonando ｱﾋﾞｱ･ｲﾄﾞ･ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅﾝﾄﾞ 3 単線･完了形･進行形(ir+abandonar) 

   v.t 捨て去ってしまっている                                          「動詞句」 

todas sus sanas aficiónes ﾄﾀﾞｽ･ｽｽ･ｻﾅｽ･ｱﾌｨｼｵﾈｽ 

 pl.n.f あらゆる健全な趣味を                                         「目的語」 

el ejercicio de la caza ｴﾙ･ｴﾍﾙｼｼｵ･ﾃﾞﾗ･ｶｻ n.m 狩りの訓練などの「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

hasta ｱｽﾀ adv. 〜まで、挙句の果てに                                    「副詞句」 

el cuidado ｴﾙ･ｸｲﾀﾞﾄﾞ n.m 手入れ、管理                         「目的語」 

de su hacienda ﾃﾞ･ｽ･ｱｼｴﾝﾀﾞ adj. 自分の農地の「形容詞句：cuidado」 

   連続する文で、主語が同じ時には省略される 

 

郷士の家には彼の若い姪と家政婦と、耕作地や馬や猟犬の世話をする使用人が住んでいた。 

［B-1］ 

También vivían en la misma casa su joven sobrina, su ama de llaves, y un mozo que 

cuidaba de las tierras, del caballo y de un perro de caza;  

「副詞」「動詞」「副詞句」「主語」,「主語」y「主語」「形容詞節」 

También vivían ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾋﾞﾋﾞｱﾝ 3 複線(vivir)v.i もまた住んでいた      「副詞」「動詞」 

en la misma casa ｴﾝ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ｶｰｻ adv. 同じ家に                            「副詞句」 

su joven sobrina ｽ･ﾎﾍﾞﾝ･ｿﾌﾞﾘﾅ n.f 彼の若い姪                             「主語」 

su ama de llaves ｽ･ｱﾏ･ﾃﾞ･ｼﾞｬﾍﾞｽ n.f 家政婦                               「主語」 

y ｲ conj. そして 

un mozo ｳﾝ･ﾓｿ n.m 使用人                                               「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

cuidaba ｸｲﾀﾞﾊﾞ 3 単線(cuidar)v.i (de を) 手入れする         「動詞」 

de las tierras ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾃｨｴﾗｽ adv. 耕作地を              「間接目的語」 

del caballo ﾃﾞﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｮ adv. 馬を                     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 
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de un perro de caza ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾍﾟﾛ･ﾃﾞ･ｶｻ adv. 猟犬の     「間接目的語」 

  「主語」の列挙（S-1, S-2, y S-3）の例と、 

「主語」の内容を詳しく説明する形容詞節が加えられた例（名詞 que ...） 

 

騎士道物語に描かれていることすべてが現実のように思われた。［B-1］ 

Imaginaba ser realidad cuanto narraban los libros de caballerías. 

「主語」「動詞」「補語」「形容詞節」 

Imaginaba ｲﾏﾋﾅﾊﾞ n. 描かれていること(cosa n.f)                           「主語」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i（仮定法現在）〜かのようである                          「動詞」 

realidad ﾚｱﾘﾀﾞ n.f 現実のこと                                            「補語」 

cuanto ｸゎﾝﾄ pron 〜するすべての                        「形容詞句：Imaginaba」 

narraban ﾅﾗﾊﾞﾝ 3 複線(narrar)v.t 物語った          「動詞」 

los libros de caballerías ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱｽ 

   pl.n.m 騎士道物語が                           「主語」 

 

ドン・キホーテはもうできるだけ早く、神聖な使命を実行したいと考えていました。［B-2］ 

 Estaba ya Don Quijote deseando empezar cuanto antes su sagrada misión;  

「動詞句」「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Estaba ...deseando empezar ｴｽﾀﾊﾞ...ﾃﾞｾｱﾝﾄﾞ･ｴﾝﾍﾟｻｰﾙ 3 単線･進行形(desear+不定詞) 

   v.t 〜を実行したいと考えていた                                      「動詞句」 

ya ｼﾞｬ adv. もう                                                         「副詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

cuanto antes ｸゎﾝﾄ･ｱﾝﾃｽ adv. できるだけ早く                            「副詞句」 

su sagrada misión ｽ･ｻｸﾞﾗﾀﾞ･ﾐｼｫﾝ n.f 彼の神聖な使命を                   「目的語」 

 

ラ・マンチャの広大な平原を前にして、彼の心は喜びで一杯になりました。［B-2］ 

 Se le llenó de alegría el corazón al hallarse ante la inmensa llanura de La Mancha. 

「動詞句」「間接目的語」「主語」「副詞句」 

Se le llenó ｾ･ﾚ･ｼﾞｪﾉ 3 単点(llenarse +le)v.pr (de) 彼には〜で一杯になった   「動詞句」 

de alegría ﾃﾞ･ｱﾚｸﾞﾘｱ adv. 喜びで                                    「間接目的語」 

el corazón ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ n.m 心は                                             「主語」 

al hallarse ｱﾙ･ｱｼﾞｬﾙｾ adv. 〜にいて                                     「副詞句」 

ante la inmensa llanura ｱﾝﾃ･ﾗ･ｲﾝﾒﾝｻ･ｼﾞｬﾇﾗ adv. 広大な平原の前に「副詞句」 

de La Mancha ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ adj. ラ・マンチャの「形容詞句：llanura」 
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しかし、突然、彼に恐ろしい考えが浮かんだ。正式に騎士の叙任を受けていなかったのだ！

騎士道の掟によると、叙任なしには、いかなる戦いでも武器の使用が認められないのだ。 

［B-2］ 

Pero, de pronto, le vino un terrible pensamiento: ¡no había sido armado caballero! y, 

conforme a la ley de caballería, no podría usar sus armas en ninguna batalla. 

Pero「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」 

「動詞句」「補語」y「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

de pronto ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                           「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

vino ﾋﾞﾉ 3 単点(venir)v.i 生じた                                           「動詞」 

un terrible pensamiento ｳﾝ･ﾃﾘﾌﾞﾚ･ﾍﾟﾝｻﾐｪﾝﾄ n.m 恐ろしい考えが            「主語」 

no había sido armado ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ｼﾄﾞ･ｱﾙﾏﾄﾞ 3 単線･完了形･受動･否定(armar) 

   v.t 武装されていなかった → 正式に叙任を受けていなかった            「動詞句」 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士として                                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

conforme a ｺﾝﾌｫﾙﾒ･ｱ adv. 〜に従うと                                    「副詞句」 

la ley ﾗ･ﾚｲ n.f 規則                                            「目的語」 

de caballería ﾃﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ adj. 騎士道の           「形容詞句：ley」 

no podría usar ﾉ･ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ｳｻｰﾙ 3 単過未･許可･否定(poder+不定詞) 

   v.t 使用してはならない                                              「動詞句」 

sus armas ｽｽ･ｱﾙﾏｽ pl.n.f 武器を                                        「目的語」 

en ninguna batalla ｴﾝ･ﾆﾝｸﾞﾅ･ﾊﾞﾀｼﾞｬ adv. いかなる戦いでも               「副詞句」 

 

二人の女は、ドン・キホーテが馬から降りるのを手伝い、彼に食べ物を持ってきた。 

［B-3］ 

Le ayudaron las dos mozas a bajarse del caballo, y le sirvieron la comida. 

「目的語」「動詞」「主語」「補語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

ayudaron +不定詞 ｱﾕﾀﾞﾛﾝ 3 複点(ayudar a+不定詞)v.t（〜するのを）助けた   「動詞」 

las dos mozas ﾗｽ･ﾄﾞｽ･ﾓｻｽ pl.n.f 二人の女は                                「主語」 

a bajarse ｱ･ﾊﾞﾊﾙｾ 不定詞(bajarse de から)adv. 降りるのを                   「補語」 

del caballo ﾃﾞﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｮ adv. 馬から                                「副詞句」 

  この「補語」は「目的語 Le」の動作を表している 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 
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sirvieron ｼﾙﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(servir)v.t（料理を）出した                         「動詞」 

la comida ﾗ･ｺﾐﾀﾞ n.f 食べ物を、料理を                              「直接目的語」 

 

夜が明けると、宿主が、叙任の儀式を厳かに行う準備を整えて、やってきた。［B-3］ 

Al amanecer llegó el ventero dispuesto a celebrar la ceremonia con toda solemnidad. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Al+不定詞 ｱﾙ prep 〜すると                                            「副詞句」 

  不定詞が母音で始まるときは、a の代わりに al が使われる 

amanecer ｱﾏﾈｾｰﾙ v.i 夜が明ける                                   「動詞」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i やってきた、到着した                          「動詞」 

el ventero ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ n.m 宿主が                                          「主語」 

dispuesto ﾃﾞｨｽﾌﾟｴｽﾄ adj. 用意ができた、準備をした                        「補語」 

a celebrar ｱ･ｾﾚﾌﾞﾗｰﾙ adv.（儀式を）行うために                    「副詞句」 

la ceremonia ﾗ･ｾﾚﾓﾆｱ n.f 儀式を                         「目的語」 

con toda solemnidad ｺﾝ･ﾄﾀﾞ･ｿﾚﾑﾆﾀﾞ adv. 厳かに           「副詞句」 

 

ドン・キホーテが旅籠を出たのは夜明け頃と思われる。［B-3］ 

 La del alba sería cuando Don Quijote salió de la venta.       「補語」「動詞」「主語」 

La del alba ﾗ･ﾃﾞﾙ･ｱﾙﾊﾞ n.f 夜明けの頃                                     「補語」 

  La hora del alba の hora が省略された形。「補語」が文頭に来て、倒置文になる。 

sería ｾﾘｱ 3 単過未･推量(ser)v.i 〜であっただろう                           「動詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時は                                          「主語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n． ドン・キホーテが                         「主語」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 出た                                       「動詞」 

de la venta ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adv. 旅籠から                               「副詞句」 

 

ドン・キホーテは、上機嫌で、家に向かって馬の歩を進めた。［B-4］ 

Cabalgó alegremente Don Quijote hacia su casa.   「動詞」「副詞句」「主語」「副詞句」 

Cabalgó ｶﾊﾞﾙｺﾞ 3 単点(cabalgar)v.i 馬の歩を進めた                         「動詞」 

alegremente ｱﾚｸﾞﾚﾒﾝﾃ adv. 上機嫌で                                    「副詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

hacia su casa ｱｼｱ･ｽ･ｶｰｻ adv. 家に向かって                               「副詞句」 
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彼は道の真ん中に馬を止めて、大声で彼らに命じた。「皆の者、止まるのだ！そして皆で認

めるのだ！ラ・マンチャの美しき皇后で、わが貴婦人であるドゥルシネアと比較できる美人

はこの世にいないということを。」［B-4］ 

Paró su caballo en medio de la calzada y, a grandes voces, ordenó: “Deténgase todo el 

mundo, y todo el mundo confiese que no hay en todo ell mundo belleza comparable a la 

bella Emperatriz de La Mancha, mi señora Dulcinea”. 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞句」「動詞」 

《「動詞句」「主語」y「主語」「動詞句」「目的語」》 

Paró ﾊﾟﾛ 3 単点(parar)v.t 止めた                                          「動詞」 

su caballo ｽ･ｶﾊﾞｼﾞｮ n.m 馬を                                           「目的語」 

en medio de la calzada ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾙｻﾀﾞ adv. 道の真ん中に            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

a grandes voces ｱ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ﾎﾞｾｽ adv. 大声で                             「副詞句」 

  voz ﾎﾞｽ n.f 声（(複)voces） 

ordenó ｵﾙﾃﾞﾉ 3 単点(ordenar)v.t 命令した                                  「動詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Deténgase ﾃﾞﾃﾝｶﾞｾ 命・3 単現(detenerse)v.pr 止まるのだ                 「動詞句」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron みな                                     「主語」 

y ｲ conj. そして 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron 皆は                                     「主語」 

confiese ｺﾝﾌｨｴｾ 命・3 単現(confesarse)v.pr 認めるのだ                    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                           「動詞」 

en todo el mundo ｴﾝ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世界中に、この世に         「副詞句」 

belleza ﾍﾞｼﾞｪｻ n.f 美人                                            「主語」 

comparable ｺﾝﾊﾟﾗﾌﾞﾚ adj. 〜と比較できる                       「形容詞句」 

a la bella Emperatriz ｱ･ﾗ･ﾍﾞｼﾞｬ･ｴﾝﾍﾟﾗﾄﾘｽ 

 adv. 美しい皇后と                                  「副詞句」 

de La Mancha ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ adj. ラ・マンチャの  「形容詞句」 

mi señora Dulcinea ﾐ･ｾﾆｮﾗ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adj. 我が貴婦人ドゥルシネア      「主語」 

 

しかし、彼らの中でからかい好きの男が彼に言った。「騎士殿、我々にその貴婦人の肖像画

か何かを見せてください。そうすれば、その方がたとえ片目が見えなくて、もう一方の目か

らは膿が垂れていたとしても、あなたのお望み通りのことを申しましょう。」［B-4］ 

Pero uno de ellos, un poco burlón, le dijo: “Señor caballero, le suplico que nos muestre 

algún retrato de esa señora. Por complacer a vuestra merced diremos lo que pide, aunque 
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sea tuerta de un ojo, y del otro le mane pus”. 

Pero「主語」「間接目的語」「動詞」： 

《「呼びかけ」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞節」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

uno de ellos ｳﾉ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｮｽ n.m 彼らの一人が                                「主語」 

un poco burlón ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾌﾞﾙﾛﾝ adj. からかい好きの                「形容詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単現(decir)v.t 〜と言った                                      「動詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Señor caballero ｾﾆｮｰﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士殿                     「呼びかけ」 

le ﾚ pron あなたに                                         「間接目的語」 

suplico ｽﾌﾟﾘｺ 1 単現(suplicar)v.t お願いします                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                   「直接目的語」 

nos ﾉｽ pron 我々に                            「間接目的語」 

muestre ﾑｴｽﾄﾚ 接・3 単現(mostrar)v.t 見せる           「動詞」 

algún retrato ｱﾙｸﾞﾝ･ﾚﾄﾗﾄ n.m 肖像画か何かを        「目的語」 

de esa señora ﾃﾞ･ｴｻ･ｾﾆｮｰﾗ adj. その貴婦人の「形容詞句」 

Por complacer ﾎﾟﾙ･ｺﾝﾌﾟﾗｾｰﾙ adv. 気に入るように                         「副詞句」 

a vuestra merced ｱ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ adv. あなたに             「間接目的語」 

  vuestra merced 古語で「usted あなた」の意味 

diremos ﾃﾞｨﾚﾓｽ 1 複現(decir)v.t と言います                                「動詞」 

lo ﾛ pron ことを                                                      「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

pide ﾋﾟﾃﾞ 3 単現(pedir)v.t（あなたが）求める、願う              「動詞」 

aunque ｱｳﾝｹ conj. たとえ〜であっても                        「副詞節」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜である                       「動詞」 

tuerta de un ojo ﾄｩｴﾙﾀ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｵﾎ adj. 片目が見えない      「補語」 

y ｲ conj. そして 

del otro ﾃﾞﾙ･ｵﾄﾛ adv. もう一方の目から                 「副詞句」 

le ﾚ pron 彼女に                                  「間接目的語」 

mane ﾏﾈ 接・3 単現(manar)v.i 吹き出ている              「動詞」 

pus ﾌﾟｽ n.m 膿                                        「主語」 
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「わが貴婦人に冒涜の言葉を吐いたからには、お前たちは報いを受けねばならない。」 

［B-4］ 

“Pero vosotros pagaréis la gran blasfemia que habéis dicho contra mi señora”. 

《Pero「主語」「動詞」「目的語」「形容詞節」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

vosotros ﾎﾞｿﾄﾛｽ pron お前たちは                                          「主語」 

pagaréis ﾊﾟｶﾞﾚｲｽ 2 複未(pagar)v.t 〜の報いを受けることになる              「動詞」 

la gran blasfemia ﾗ･ｸﾞﾗﾝ･ﾌﾞﾗｽﾌｪﾐｱ n.f ひどい冒涜の言葉                  「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

habéis dicho ｱﾍﾞｲｽ･ﾃﾞｨﾁｮ 2 複現･完了形(decir)v.t 言った         「動詞句」 

contra mi señora ｺﾝﾄﾗ･ﾐ･ｾﾆｮｰﾗ adv. わが貴婦人に対して         「副詞句」 

 

しかしその時、ロシナンテがつまづいたので、ドン・キホーテは野原に落ちてしまい、かな

りの距離を転がった。［B-4］ 

Pero tropezó entonces Rocinante, y fue rodando su amo un buen trozo por el campo. 

Pero「動詞」「副詞」「主語」y「動詞句」「主語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tropezó ﾄﾛﾍﾟｿ 3 単点(tropezar)v.i つまづいた                               「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そのとき                                            「副詞」 

Rocinante ﾛｼﾅﾝﾃ n. ロシナンテが                                         「主語」 

y ｲ conj. そして 

fue rodando 3 単点･受動(rodar)v.t 転がされた、転がり落ちた               「動詞句」 

su amo ｽ･ｱﾓ n.m ロシナンテの主人は、ドン・キホーテは                   「主語」 

un buen trozo ｳﾝ･ﾌﾞｴﾝ･ﾄﾛｿ n.m かなりの距離                            「副詞句」 

por el campo ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｶﾝﾎﾟ adv. 野原に                                   「副詞句」 

 

僕は、6 歳だった頃、「本当にあった話」という原始林に関する本の中で、素晴らしい挿絵

を一度見たことがある。［C-1］ 

Cuando yo tenía seis años vi una vez una lámina magnífica en un libro sobre el Bosque 

Virgen que se llamaba «Historias Vividas». 

「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」「形容詞節」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（年が）〜歳だった                      「動詞」 

seis años ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 6 歳                                  「目的語」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見た                                                  「動詞」 
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una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度「副詞句」 

una lámina magnífica ｳﾅ･ﾗﾐﾅ・ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ n.f 素晴らしい挿絵を              「目的語」 

  lámina ﾗﾐﾅ n.f 図版、版画  magnífica ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ adj.f 素晴らしい、見事な 

en un libro ｴ･ﾇﾝ･ﾘﾌﾞﾛ adv. 本の中で                                     「副詞句」 

sobre el Bosque Virgen ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾎﾞｽｹ･ﾋﾞﾙﾍﾝ adj. 原始林に関する  「形容詞句」 

  sobre 〜に関する Bosque ﾎﾞｽｹ n.m 森 Virgen ﾋﾞﾙﾍﾝ adj. 未開拓の → 原始林 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

se llamaba ｾ･ｼﾞｬﾏﾊﾞ 3 単線(llamarse) 

v.pr 〜という名前であった、ある                            「動詞句」 

Historias Vividas». ｲｽﾄﾘｱｽ･ﾋﾞﾋﾞﾀﾞｽ pl.n.f 「本当にあった話」      「補語」 

  Historia ｲｽﾄﾘｱ n.f 話、物語 Vivida ﾋﾞﾋﾞﾀﾞ adj.f 体験された、実際にあった 

  文頭の副詞節の「主語」が、続く文の「主語」になっている 

 

その本にはこう書いてあった：「ボア大蛇というものは、獲物をまるごと噛まずに飲み込む、

するともう動けなくなって、獲物を消化するために 6 ヶ月眠り続ける。」［C-1］ 

 El libro decía: «Las serpientes boas tragan sus presas enteras, sin masticarlas. Luego 

no pueden moverse y duermen durante los seis meses de la digestión.» 

「主語」「動詞」： 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「副詞」「動詞句」y「動詞」「副詞句」》 

El libro ｴﾙ･ﾘﾌﾞﾛ n.m その本は                                           「主語」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた、こう書いてあった                  「動詞」 

Las serpientes boas ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ pl.n.f ボア大蛇というものは          「主語」 

tragan ﾄﾗｶﾞﾝ 3 複現(tragar)v.t 飲み込む                                   「動詞」 

sus presas ｽｽ･ﾌﾟﾚｻｽ pl.n.f 獲物を                                       「目的語」 

enteras, ｴﾝﾃﾗｽ adj.pl.f まるまる、全部の                         「形容詞」 

sin masticarlas. ｼﾝ･ﾏｽﾃｨｶﾙ･ﾗｽ adv. かみ砕かずに                         「副詞句」 

  sin+不定詞 「〜せずに、〜しないで」masticar ﾏｽﾃｨｶｰﾙ v.t かみ砕く、かむ 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. その後、それから                                        「副詞」 

no pueden moverse ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾓﾍﾞﾙｾ 3 複現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 動けなくなる                                                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

duermen ﾄﾞｩｴﾙﾒﾝ 3 複現(dormir)v.i 眠る                                   「動詞」 

durante ﾄﾞｩﾗﾝﾃ prep 〜の間                                            「副詞句」 

los seis meses ﾛｽ･ｾｲｽ･ﾒｾｽ pl.n.m 6 ヶ月                           「目的語」 

de la digestión.» ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞｨﾍｽﾁｵﾝ adj.（目的）消化のための 「形容詞句」 
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そこで僕はしばらく密林の冒険についてよく考えた。そして自分で色鉛筆を使って、僕の初

めてのデッサンを描くことに成功した。僕のデッサン第 1 号、それはこんなものだ。 

［C-1］ 

Reflexioné mucho entonces sobre las aventuras de la selva y, a mi vez, logré trazar con 

un lápiz de color mi primer dibujo. Mi dibujo número 1. Era así: 

「動詞」「副詞句」「間接目的語」y「副詞句」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

「主語」,「動詞」「補語」 

Reflexioné ﾚﾌﾚｸｼｮﾈ 1 単点(reflexionar)v.i 熟考した、よく考えた              「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. しばらく、長い間                                         「副詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで、そこで                                      「副詞」 

sobre las aventuras ｿﾌﾞﾚ･ﾗｽ･ｱﾍﾞﾝﾂﾗｽ adv. 冒険について               「間接目的語」 

de la selva ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾊﾞ adj. ジャングルの、密林の             「形容詞句」 

y, ｲ conj. そして 

a mi vez, ｱ･ﾐ･ﾍﾞｽ adv. ぼくはぼくで、自分で                             「副詞句」 

logré trazar ﾛｸﾞﾚ･ﾄﾗｻﾞｰﾙ 1 単点･成就(lograr+不定詞) 

   v.t 絵を描くことに成功した、うまく絵が描けた                        「動詞句」 

con un lápiz de color ｺﾝ･ｳﾝ･ﾗﾋﾟｽ･ﾃﾞ･ｺﾛｰﾙ adv. 色鉛筆で                   「副詞句」 

mi primer dibujo. ﾐ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の初めてのデッサンを            「目的語」 

Mi dibujo número 1. ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳｰﾉ n.m 僕のデッサン第 1 号             「主語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

así: ｱｼ adv. このような                                                   「補語」 

 

大人たちは僕に答えた：「どうして帽子が人を怖がらせるというの？」［C-1］ 

Me contestaron: «¿Por qué habrá de asustar un sombrero?» 

「間接目的語」「動詞」：《「副詞句」「動詞句」「主語」》 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestaron: ｺﾝﾃｽﾀﾛﾝ 3 複点(contestar)v.t 答えた                           「動詞」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ                                              「副詞句」 

habrá de +不定詞 ｱﾌﾞﾗ･ﾃﾞ 3 単未･義務(haber de+不定詞) 

   v. 〜しなければならない                                             「動詞句」 

  「どうして〜しなければならない？」（反語的） 

asustar ｱｽｽﾀｰﾙ 不定詞 v.t 怖がらせる                               「動詞」 

un sombrero?» ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子が                                     「主語」 
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最初の小惑星には、1 人の王様が住んでいた。赤紫の服と白テンの毛皮を着た王様は、とて

も簡素だが、威厳のある玉座に座っていた。［C-10］ 

El primero estaba habitado por un rey. El rey, vestido de púrpura y armiño, estaba 

sentado en un trono muy sencillo y sin embargo majestuoso. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

El primero ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ pron.m（asteroide の代用）最初の小惑星は             「主語」 

estaba habitado ｴｽﾀﾊﾞ･ｱﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単線･受動(habitar)v.t 住まれていた        「動詞句」 

por un rey. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾚｲ adv. 1 人の王様によって                            「副詞句」 

 能動態に翻訳する 

El rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

vestido ﾍﾞｽﾃｨﾄﾞ adj. (de を) 着た                                「形容詞句」 

de púrpura y armiño, ﾃﾞ･ﾌﾟﾙﾌﾟﾗ･ｲ･ｱﾙﾐﾆｮ 

 adj. 赤紫の服と白テンの毛皮を                        「目的語」 

 púrpura ﾌﾟﾙﾌﾟﾗ adj. 赤紫の armiño ｱﾙﾐﾆｮ n.m オコジョ、アーミン、白貂（テン） 

 白テンの毛皮は上流階級の証とされた、冬毛のオコジョは純白でアーミンとも呼ばれた 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

sentado ｾﾝﾀﾄﾞ adj.m 座った                                              「補語」 

en un trono ｴﾝ･ｳﾝ･ﾄﾛﾉ adv. 玉座に                                      「副詞句」 

muy sencillo ﾑｲ･ｾﾝｼｼﾞｮ adj. とても簡素な                      「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、それにもかかわらず      「副詞句」 

majestuoso. ﾏﾍｽﾄｩｵｰｿ adj. 威厳のある                         「形容詞句」 

 

「ああ、ここに家臣が来たぞ！」と王子様を見て、王様が大声で言いました。［C-10］ 

--- ¡Ah! ¡He aquí un súbdito! --- exclamó el rey cuando vio al principito. 

《「感嘆」┃「動詞」「副詞」「目的語」》, 「動詞」「主語」「副詞節」 

¡Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

¡He ｴ 1 単現(haber)v.t 〜がいる                                          「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

un súbdito! --- ｳﾝ･ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄ n.m 家臣                                     「目的語」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                 「動詞」 

el rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                  「主語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜して                                   「副詞節」 

vio ｳﾞｨｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                       「動詞」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                          「目的語」 
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王様たちにとっては世の中がとても単純化されているということを、王子様は知らなかっ

た。つまりすべての人間が家臣なのだ。［C-10］ 

No sabía que para los reyes el mundo está muy simplificado. Todos los hombres son 

súbditos.                             「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

No sabía ﾉ･ｻﾋﾞｱ 3 単線･否定(saber)v.t 知らなかった                      「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

para los reyes ﾊﾟﾗ･ﾛｽ･ﾚｲｼﾞｪｽ adv. 王様にとって                   「副詞句」 

el mundo ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m 世の中は                                   「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                  「動詞」 

muy simplificado. ﾑｲ･ｼﾝﾌﾟﾘﾌｨｶﾄﾞ adj. 単純な                       「補語」 

Todos los hombres ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m すべての人間が                   「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

súbditos. ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄｽ pl.n.m 家臣                                           「補語」 

 

「君がもっとよく見えるように、ちこう寄れ！」と、ついに誰かの王様になって鼻高々の王

様は、王子様に言った。［C-10］ 

--- Acércate para que te vea mejor --- le dijo el rey, que estaba orgulloso de ser al fin rey 

de alguien.         《「動詞句」「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「形容詞節」 

Acércate ｱｾﾙｶ･ﾃ 命・2 単現(acercarse)v.pr 近づきなさい                  「動詞句」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                                      「副詞節」 

te ﾃ pron お前を                                               「目的語」 

vea ﾍﾞｱ 接・1 単現(ver)v.t 見える                                  「動詞」 

mejor --- ﾒﾎｰﾙ adv. もっとよく                                     「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                           「動詞」 

orgulloso ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. (de を) 自慢する                         「補語」 

de ser ﾃﾞ･ｾｰﾙ n. 〜になったことを                       「目的語」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                               「副詞句」 

rey de alguien. ﾚｲ･ﾃﾞ･ｱﾙｷﾞｴﾝ n.m 誰かの王様              「補語」 
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きょう母さんが死んだ。もしかしたら昨日かもしれない。はっきりしない。［D-1-1］ 

Hoy ha muerto mamá. O quizá ayer. No lo sé.  

「副詞」「動詞句」「主語」┃O「副詞句」┃「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Hoy ｵｲ adv. 今日                                                        「副詞」 

ha muerto ｱ･ﾑｴﾙﾄ 3 単現･完了形(morir)v.i 死んだ                         「動詞句」 

mamá. ﾏﾏ n.f 母さんが                                                  「主語」 

O ｵ conj. または 

quizá ｷｻ adv.(quizás) おそらく、多分                                     「副詞」 

ayer. ｱｼﾞｪｰﾙ adv. 昨日                                                   「副詞」 

No ...sé. ﾉ...ｾ 1 単現･否定(saber)v.t 分からない                           「動詞句」 

lo ﾛ pron そのことは                                                   「目的語」 

 

養老院はアルジェから 80Km のマランゴにある。［D-1-1］ 

El asilo de ancianos está en Marengo, a ochenta kilómetros de Argel.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

El asilo de ancianos ｴﾙ･ｱｼﾛ･ﾃﾞ･ｱﾝｼｱﾉｽ n.m 養老院は                       「主語」 

  asilo ｱｼﾛ n.m 保護施設 anciano ｱﾝｼｱﾉ n. 老人 

está ｴｽﾀ 3 単現(ser)v.i（存在）〜にある                                    「動詞」 

en Marengo, ｴﾝ･ﾏﾚﾝｺﾞ adv. マランゴに                                  「副詞句」 

a ochenta kilómetros ｱ･ｵﾁｪﾝﾀ･ｷﾛﾒﾄﾛｽ adv. 80Km のところにある   「副詞句」 

de Argel. ﾃﾞ･ｱﾙﾍﾙ 

 adv.（地名）アルジェから（アルジェリアの首都）      「副詞句」 

 

そもそも、僕が言い訳をする理由はなかった。むしろ彼のほうが僕に弔意を示すのが当たり

前だったのだ。［D-1-1］ 

Al fin y al cabo, no tenía por qué excusarme. Más bien le correspondía a él presentarme 

las condolencias.              「副詞句」,「動詞句」「目的語」 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「間接目的語」「主語」 

Al fin y al cabo, ｱﾙ･ﾌｨﾝ･ｲ･ｱﾙ･ｶﾎﾞ adv. 結局、それというのも、そもそも     「副詞句」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 1 単線･否定(tener)v.t 〜がなかった                        「動詞句」 

por ﾎﾟﾙ prep 原因、理由                                               「目的語」 

qué excusarme. ｹ･ｴｽｸｻﾙ･ﾒ adj.(que+不定詞) 自分が言い訳すべき 「形容詞句」 

Más bien ﾏｽ･ﾋﾞｴﾝ adv. むしろ                                          「副詞句」 

le ﾚ pron 彼にとって                                               「間接目的語」 

correspondía ｺﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(corresponder)v.i 相応しかった               「動詞」 

a él ｱ･ｴﾙ adv. 彼が（presentarme の主語）                          「間接目的語」 
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presentarme ﾌﾟﾚｾﾝﾀﾙ･ﾒ 不定詞(presentar+me)n. 僕に示すことが            「主語」 

las condolencias. ﾗｽ･ｺﾝﾄﾞﾚﾝｼｱｽ pl.n.f 弔意を                        「目的語」 

 

今のところ、母さんはまだ死んでいなかったかのように扱われている。［D-1-1］ 

Por ahora, es un poco como si mamá no estuviera muerta.  「副詞句」,「動詞」「補語」 

Por ahora, ﾎﾟﾙ･ｱｵﾗ adv. 今のところ、さしあたり                         「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un poco como si +接続法 ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾓ･ｼ adv. 少しまるで〜のようだ             「補語」 

mamá ﾏﾏ n.f 母さんは                                              「主語」 

no estuviera ﾉ･ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾗ 接・3 単過･否定(estar)v.i 〜でなかった        「動詞」 

muerta. ﾑｴﾙﾀ adj. 死んだ                                            「補語」 

 

葬儀が終われば反対に、処理済みの 1 件となり、すべてがもっと公式に認められた様相を

呈することになるだろう。［D-1-1］ 

Después del entierro, por el contrario, será un asunto archivado y todo habrá adquirido 

aspecto más oficial.           「副詞句」「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」「目的語」 

Después del entierro, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞﾙ･ｴﾝﾁｴﾛ adv. 葬儀が終われば             「副詞句」 

por el contrario, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｺﾝﾄﾗﾘｵ adv.(al contrario と同義) 反対に           「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未･推測(ser)v.i 〜になるだろう                                 「動詞」 

un asunto ｳﾝ･ｱｽﾝﾄ n.m こと、事柄                                        「補語」 

archivado ｱﾙﾁﾊﾞﾄﾞ 過去分詞･受動(archivar) 

adj.（文書などが）処理された                                   「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてのことが                                           「主語」 

habrá adquirido ｱﾌﾞﾗ･ｱﾄﾞｷﾘﾄﾞ 3 単未･完了形･未来の推測(adquirir) 

   v.t 取得しているだろう                                              「動詞句」 

aspecto más oficial. ｱｽﾍﾟｸﾄ･ﾏｽ･ｵﾌｨｼｬﾙ n.m より公式の様子を              「目的語」 

 

僕はちょっとうっかりしていた。というのは、マヌエルの部屋に上がって、黒のネクタイと

腕章を借りなければならなかったのだ。［D-1-1］ 

Me sentía un poco aturdido pues fue necesario que subiera hasta la habitación de Manuel 

para pedirle prestados una corbata negra y un brazal.  

「動詞句」「補語」「副詞節」 

Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                 「動詞句」 

un poco aturdido ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｱﾄｩﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. ちょっとうかつな、そそっかしい       「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 
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fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                      「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                       「補語」 

que ｹ conj. 〜ということが                                       「主語」 

subiera ｽﾋﾞｴﾗ 接・1 単過(subir)v.i 登る、上がる                「動詞」 

hasta la habitación de Manuel ｱｽﾀ･ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾇｴﾙ 

 adv. マヌエルの部屋まで                             「間接目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                         「副詞句」 

pedirle prestados ﾍﾟﾃﾞｨｰﾙ･ﾚ･ﾌﾟﾚｽﾀﾄﾞｽ 不定詞.pl(pedir prestado) 

v.t 借りる                                        「動詞句」 

una corbata negra ｳﾅ･ｺﾙﾊﾞﾀ･ﾈｸﾞﾗ n.f 黒のネクタイ     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

un brazal. ｳﾝ･ﾌﾞﾗｻｰﾙ n.m 腕章                       「目的語」 

  副詞節の「主語」が名詞節である例文 

 

そして目が覚めた時、僕は 1 人の軍人に寄りかかっていた。彼は僕に微笑みかけて、遠くか

ら来たのかと尋ねた。僕は、それ以上話さなくて済むように、「ええ」とだけ答えた。 

［D-1-1］ 

Y cuando desperté, estaba apoyado contra un militar que me sonrió y me preguntó si 

venía de lejos. Dije "sí" para no tener que hablar más. 

Y「副詞節」,「動詞」「補語」, 

「主語」「間接目的語」「動詞」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

「動詞」「応答」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                           「副詞節」 

desperté, ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾃ 1 単点(despertar)v.i 目覚めた                     「動詞」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

apoyado ｱﾎﾟｲﾔﾄﾞ 過去分詞(apoyar)adj.(contra に) 寄りかかった              「補語」 

contra un militar ｺﾝﾄﾗ･ｳﾝ･ﾐﾘﾀｰﾙ adv. 1 人の軍人に              「間接目的語」 

que ｹ pron（継続）彼は                                                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i(a+人 に) 微笑んだ                           「動詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t(a+人 に) 尋ねた                     「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかを                                             「直接目的語」 

venía ﾍﾞﾆｱ 1 単線(vrnir)v.i 来た、やって来た                    「動詞」 
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de lejos. ﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv. 遠くから                                「副詞句」 

Dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"sí" ｼ adv. そうだ、ええ                                                  「応答」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために、〜するように                       「副詞句」 

no tener que hablar ﾉ･ﾃﾈｰﾙ･ｹ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ 不定詞･否定(tener que+不定詞) 

   v.i 話す必要がない                                            「動詞句」 

más. ﾏｽ adv. それ以上                                             「副詞」 

   「主語」が関係代名詞の場合の例文。「主語」は関係代名詞の前に出現した un militar 

 

養老院は村から 2Km 離れたところにある。［D-1-1］ 

El asilo está a dos kilómetros del pueblo.                   「主語」「動詞」「副詞句」 

El asilo ｴﾙ･ｱｼﾛ n.m 養老院は                                            「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜にある                                         「動詞」 

a dos kilómetros ｱ･ﾄﾞｽ･ｷﾛﾒﾄﾛｽ adv. 2Km のところに                      「副詞句」 

del pueblo. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adv. 村から                               「副詞句」 

 

しかし門衛は、その前に院長に会わなければならないと僕に告げた。［D-1-1］ 

Pero el portero me dijo que era necesario ver antes al director.  

Pero「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el portero ｴﾙ･ﾎﾟﾙﾃﾛ n.m 門衛が                                          「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                      「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                   「補語」 

ver ﾍﾞｰﾙ 不定詞 n. 会うことが                                 「主語」 

antes ｱﾝﾃｽ adv. その前に                                「副詞」 

al director. ｱﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｰﾙ n.m（養老院の）院長に         「目的語」 

 

彼は明るい色の目で僕を見つめた。次に彼は僕の手を握りしめたが、いつまでも手を離して

くれないので、僕はどうやって手を引っ込めるべきか分からないでいた。［D-1-1］ 

Me miró con sus ojos claros. Después me estrechó la mano y la retuvo tanto tiempo que 

yo no sabía cómo retirarla.  

「目的語」「動詞」「副詞句」┃「副詞」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

y「目的語」「動詞」「副詞句」que「主語」「動詞句」「目的語」 
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Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見つめた                                        「動詞」 

con sus ojos ｺﾝ･ｽｽ･ｵﾎｽ adv. 目で                                       「副詞句」 

claros. ｸﾗﾛｽ adj.pl 明るい色の                                  「形容詞」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 次に                                               「副詞」 

me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

estrechó ｴｽﾄﾚﾁｮ 3 単点(estrechar)v.t 握りしめた                           「動詞」 

la mano ﾗ･ﾏﾉ n.f 手を                                             「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron それを                                                      「目的語」 

retuvo ﾚﾄｩﾎﾞ 3 単点(retener)v.t 引き留めた                                「動詞」 

tanto tiempo ﾀﾝﾄ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. あまりにも長く                            「副詞句」 

que ｹ conj. その結果〜ない 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

no sabía ﾉ･ｻﾋﾞｱ 1 単線･否定(saber)v.t 分からないでいた                   「動詞句」 

cómo +不定詞 ｺﾓ n. どのように〜すべきかということ                     「目的語」 

retirarla. ﾚﾁﾗｰﾙ･ﾗ 不定詞(retirar+la)v.t それを引っ込める          「動詞句」 

 

「ムルソーさんは、3 年前にここに入られました。あなたは彼女の唯一の支えでした」 

［D-1-1］ 

 "La señora de Meursault entró aquí hace tres años. Usted era su único sostén."  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

"La señora de Meursault ﾗ･ｾﾆｮﾗ･ﾃﾞ･ﾑﾙｿｰ n.f ムルソーさんは                「主語」 

  señora ｾﾆｮﾗ n.f 成人女性に対する敬称。呼びかけ以外では定冠詞が必要。 

señora の後ろには de を入れることが多い。（señor の後ろには入れない） 

entró ｴﾝﾄﾛ 3 単点(entrar)v.i 入った                                        「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

hace tres años. ｱｾ･ﾄﾚｽ･ｱﾝﾆｮｽ adv. 3 年前に                               「副詞句」 

Usted ｳｽﾃ pron あなたは                                                「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

su único sostén." ｽ･ｳﾆｺ･ｿｽﾃﾝ n.m 唯一の支え                               「補語」 

 

「弁解する必要などありませんよ。お母様の書類は拝見しました」［D-1-1］ 

"No tiene usted por qué justificarse, hijo mío. He leído el legajo de su madre.  

《「動詞句」「主語」「目的語」「呼びかけ」┃「動詞句」「目的語」》 

"No tiene ﾉ･ﾃｨｴﾈ 3 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 
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usted ｳｽﾃ pron あなたは                                                「主語」 

por qué +不定詞 ﾎﾟﾙ･ｹ pron 〜すべき理由                                「目的語」 

justificarse, ﾌｽﾃｨﾌｨｶﾙｾ 不定詞 v.pr 釈明する                       「動詞句」 

hijo mío. ｲﾎ･ﾐｵ adv. 息子よ                                    「呼びかけ」 

He leído ｴ･ﾚｲﾄﾞ 1 単現･完了形(leer)v.t 読んだ                            「動詞句」 

el legajo ｴﾙ･ﾚｶﾞﾎ n.m 書類を                                           「目的語」 

de su madre. ﾃﾞ･ｽ･ﾏﾄﾞﾚ adj. お母様の                          「形容詞句」 

 

「あなたはお母様の生活費用を負担する余裕がなかった。お母様は看護婦が必要でした」 

［D-1-1］ 

Usted no podía subvenir a sus necesidades. Ella necesitaba una enfermera.  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Usted ｳｽﾃ pron あなたは                                                「主語」 

no podía subvenir ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｽﾌﾞﾍﾞﾆｰﾙ 3 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

  v.t(a の) 費用を負担できなかった                                      「動詞句」 

a sus necesidades. ｱ･ｽｽ･ﾈｾｼﾀﾞﾃﾞｽ adv. 彼女の生活の必需品を          「間接目的語」 

Ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                   「主語」 

necesitaba ﾈｾｼﾀﾊﾞ 3 単線(necesitar)v.t 必要としていた                      「動詞」 

una enfermera. ｳﾅ･ｴﾝﾌｪﾙﾒﾗ n.f 看護婦を                                 「目的語」 

 

「あなたの給料では払えない。結局のところ、お母様はここが一番幸せだったのです」 

［D-1-1］ 

Su salario es modesto. Y, al fin de cuentas, era más feliz aquí."  

《「主語」「動詞」「補語」┃Y「副詞句」「動詞」「補語」》 

Su salario ｽ･ｻﾗﾘｵ n.m あなたの給料は                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

modesto. ﾓﾃﾞｽﾄ adj. 低い、つつましい                                     「補語」 

  看護婦の費用を払えるほどではない 

Y, ｲ conj. そして 

al fin de cuentas, ｱﾙ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ･ｸｴﾝﾀｽ adv. 結局のところ                     「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

más feliz aquí." ﾏｽ･ﾌｪﾘｽ･ｱｷ adj. ここにいるのが一番幸せな                  「補語」 
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彼は続けていった：「ご存知の通り、ここには沢山のお仲間がいます、お母様と同年代の方々

です。だからお母様は、昔の思い出話を皆と分かち合うことができました。あなたはお若い

から、お母様はあなたと一緒にいても退屈されたでしょう。」［D-1-1］ 

Él agregó: "Sabe usted, aquí tenía amigos, personas de su edad. Podía compartir 

recuerdos de otros tiempos. Usted es joven y ella debía de aburrirse con usted." 

「主語」「動詞」：《「副詞句」,「副詞」「動詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」 

「主語」「動詞」「補語」y「主語」「動詞」「間接目的語」》 

Él ｴﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 続けていった、付加した                   「動詞」 

"Sabe usted, ｻﾍﾞ･ｳｽﾃ adv. ご存知の通り                                 「副詞句」 

  como usted sabe → Sabe usted 

aquí ｱｷ adv. ここには                                                    「副詞」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t いた                                            「動詞」 

amigos, ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 仲間が何人も                                      「目的語」 

personas ﾍﾟﾙｿﾅｽ pl.n.f（同格）人々が                                   「目的語」 

de su edad. ﾃﾞ･ｽ･ｴﾀﾞ adj. お母様と同年代の                    「形容詞句」 

Podía compartir ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｺﾝﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞) 

   v.t 分かち合えた                                                    「動詞句」 

recuerdos ﾚｸｪﾙﾄﾞｽ pl.n.m 思い出を                                      「目的語」 

de otros tiempos. ﾃﾞ･ｵﾄﾛｽ･ﾃｨｴﾝﾎﾟｽ adj. 昔の                    「形容詞句」 

  en otros tiempos 昔に 

Usted ｳｽﾃ pron あなたは                                                「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

joven ﾎﾍﾞﾝ adj. 若い                                                     「補語」 

y ｲ conj. そして 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                   「主語」 

debía de aburrirse ﾃﾞﾋﾞｱ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾘﾙ･ｾ 3 単線･推測(deber)v.i(de+不定詞) 

   v.pr 退屈したにちがいない                                           「動詞句」 

con usted." ｺﾝ･ｳｽﾃ adv. あなたに                                    「間接目的語」 

 

それは本当だった。母さんが家にいたとき、視線で僕を追って静かに時を過ごしていた。 

［D-1-1］ 

Era verdad. Cuando mamá estaba en casa pasaba el tiempo en silencio, siguiéndome con 

la mirada.              「動詞」「補語」┃「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

verdad. ﾍﾞﾙﾀﾞ adj. 事実、本当の                                          「補語」 
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Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

mamá ﾏﾏ n.f 母さんが                                            「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(èssere)v.i 〜にいた                            「動詞」 

en casa ｴﾝ･ｶｰｻ adv. 家に                                        「副詞句」 

pasaba ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線(pasaba)v.t（時を）過ごしていた                       「動詞」 

el tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間を                                        「目的語」 

en silencio, ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 静かに、黙って                               「副詞句」 

siguiéndome ｼｷﾞｴﾝﾄﾞ･ﾒ 現在分詞(seguir+me)adv. 僕を追いながら          「副詞句」 

con la mirada. ｺﾝ･ﾗ･ﾐﾗﾀﾞ adv. 視線で                            「副詞句」 

 

小さな建物の入り口で、院長は私を置いて戻っていった。［D-1-1］ 

En la puerta de un pequeño edificio el director me abandonó:  

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」 

En la puerta ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ adv. 入り口で                                  「副詞句」 

de un pequeño edificio ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ･ｴﾃﾞｨﾌｨｼｵ adj. 小さな建物の 「形容詞句」 

el director ｴﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｰﾙ n.m 院長は                                       「主語」 

me ﾒ pron 僕から                                                     「目的語」 

abandonó:  ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾉ 3 単点(abandonar)v.t 離れた、去った                   「動詞」 

 

「一応、葬儀は午前 10 時からということに致しました」［D-1-1］ 

En principio, el entierro está fijado para las diez de la mañana.  

《「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」》 

En principio, ｴﾝ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 一応、原則として                         「副詞句」 

el entierro ｴﾙ･ｴﾝﾃｨｴﾛ n.m 葬儀は                                        「主語」 

está fijado ｴｽﾀ･ﾌｨﾊﾄﾞ 3 単現･受動(fijar)v.t 決められている                 「動詞句」 

para las diez ﾊﾟﾗ･ﾗｽ･ﾃﾞｨｴｽ adv. 10 時に                                  「副詞句」 

de la mañana. ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ adj. 午前の                           「形容詞句」 

 

目を覚ました時に、僕が 2 日間の休暇を願い出たときに、どうして社長が不満そうな顔を

していたのかが分かった：今日は土曜日なのだ。［D-1-2］ 

Cuando me desperté comprendí por qué el patrón tenía aspecto descontento cuando le 

pedí los dos días de licencia: hoy es sábado.  

「副詞節」,「動詞」「目的語」：「副詞」「動詞」「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                        「副詞節」 

me desperté ﾒ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾃ 1 単点(despertarse)v.pr 目を覚ました       「動詞句」 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かった                       「動詞」 
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por qué ﾎﾟﾙ･ｹ conj. どうして〜かということが                           「目的語」 

el patrón ｴﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長が                                    「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（感情を）持っていた                     「動詞」 

aspecto descontento ｱｽﾍﾟｸﾄ･ﾃﾞｽｺﾝﾃﾝﾄ n.m 不満そうな様子を       「目的語」 

   aspecto ｱｽﾍﾟｸﾄ n.m 様子 descontento ﾃﾞｽｺﾝﾃﾝﾄ adj. 不満な 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                   「副詞節」 

le ﾚ pron 彼に                                      「間接目的語」 

pedí ﾍﾟﾃﾞｨ 1 単点(pedir)v.t 願い出た                        「動詞」 

los dos días ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 2 日間を             「直接目的語」 

de licencia: ﾃﾞ･ﾘｾﾝｼｱ adj. 休暇の            「形容詞句」 

hoy ｵｲ adv. 今日は                                                       「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

sábado. ｻﾊﾞﾄﾞ n.m 土曜日                                                「補語」 

 

どうもそれを忘れていたようだ。ところが起きる時にそのことが頭に浮かんだのだ。 

［D-1-2］ 

Por decirlo así, lo había olvidado, pero se me ocurrió la idea al levantarme.  

「副詞句」,「目的語」「動詞句」pero「動詞句」「間接目的語」「主語」「副詞句」 

Por decirlo así, ﾎﾟﾙ･ﾃﾞｼﾙﾛ･ｱｼ adv. 言ってみれば、言わば                  「副詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

había olvidado, ｱﾋﾞｱ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞﾄﾞ 1 単線･完了形(olvidar)v.t 忘れていた        「動詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se ...ocurrió ｾ...ｵｸﾘｵ 3 単点(ocurrirse)v.pr（a+人 の）頭に浮かんだ         「動詞句」 

me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

la idea ﾗ･ｲﾃﾞｱ n.f その考えが                                            「主語」 

al levantarme. ｱﾙ･ﾚｳﾞｧﾝﾀﾙﾒ adv.（時点）起きる時に                      「副詞句」 

 

当然、社長は、日曜日を含めると僕が 4 連休を取るのだ、と思ったはずだ。そして、それが

社長には気に入らなかったに違いない。［D-1-2］ 

Naturalmente, el patrón pensó que con el domingo tendría cuatro días de licencia, y eso 

no podía gustarle.             「副詞」,「主語」「動詞」「目的語」y「主語」「動詞句」 

Naturalmente, ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 当然                                        「副詞」 

el patrón ｴﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                            「主語」 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.t(que 〜と) 考えた                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

con el domingo ｺﾝ･ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ adv. 日曜日を含めると               「副詞句」 
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tendría ﾃﾝﾄﾞﾘｱ 1 単過未･推測(tener)v.t 〜を取るだろう               「動詞」 

cuatro días ｸゎﾄﾛ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 4 日間                            「目的語」 

de licencia, ﾃﾞ･ﾘｾﾝｼｱ adj. 休暇の                        「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

no podía gustarle. ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｸﾞｽﾀｰﾙ･ﾚ 3 単線･可能性･否定(poder+不定詞+le) 

   v.i 彼には気に入らなかったに違いない                                「動詞句」 

 

しかし、一方で、母さんの葬儀が今日ではなく昨日だったことは僕のせいじゃあない、また、

どちらにしても、僕は土曜日と日曜日は休めたのだ。［D-1-2］ 

Pero, por una parte, no es culpa mía que hayan enterrado a mamá ayer en vez de hoy, y, 

por otra parte, hubiera tenido el sábado y el domingo de todos modos.  

Pero「副詞句」「動詞」「補語」「主語」y「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

por una parte, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 一方では                                「副詞句」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

culpa mía ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ n.f 僕の間違い、僕が悪い                               「補語」 

que ｹ conj.（価値判断）〜ということは                                    「主語」 

hayan enterrado ｱﾔﾝ･ｴﾝﾃﾗﾄﾞ 接・3 複現･完了形(enterrar)v.t 埋葬した 「動詞句」 

a mamá ｱ･ﾏﾏ n.f 母さんを                                        「目的語」 

ayer ｱｼﾞｪｰﾙ adv. 昨日                                              「副詞」 

en vez de ｴﾝ･ﾍﾞｽ･ﾃﾞ prep 〜の代わりに、〜ではなく           「副詞句」 

hoy, ｵｲ adv. 今日                                      「副詞」 

y, ｲ conj. そして 

por otra parte, ﾎﾟﾙ･ｵﾄﾗ･ﾊﾟﾙﾃ adv. また、他方では                        「副詞句」 

hubiera tenido ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾆﾄﾞ 接・1 単過･完了形･推測(tener)v.t 〜を持てただろう「動詞句」 

el sábado ｴﾙ･ｻﾊﾞﾄﾞ n.m 土曜日を                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el domingo ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ n.m 日曜日を                                     「目的語」 

de todos modos. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾓﾄﾞｽ adv. それでも、とにかく                   「副詞句」 
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「目的語」の例文 

単に「目的語」と表示したり、「間接目的語」や「直接目的語」と表示する場合がある。 

 

ある日、ヒキガエルとレアが出会ったが、レアはぼんやりしていたので、ヒキガエルに挨拶

もしませんでした。［A-1-3］ 

Un día se encontraron un sapo y un ñandú, pero como el ñandú estaba distraído ni 

siquiera saludó al sapo.            「副詞句」「動詞句」「主語」 

, pero 「副詞節」「副詞句」「動詞」「間接目的語」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                             「副詞句」 

se encontraron ｾ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾛﾝ 3 複点(encontrarse)v.pr（偶然）と出会った     「動詞句」 

un sapo ｳﾝ･ｻﾎﾟ n.m ヒキガエルが                                         「主語」 

y ｲ conj. と 

un ñandú ｳﾝ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m レアが（南米の走鳥、ダチョウ avestruz に似ている）「主語」 

→ un sapo y un ñandú pl.n.m ヒキガエルとレアが 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

el ñandú ｴﾙ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m そのレアは                             「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜であった                         「動詞」 

distraído ﾃﾞｨｽﾄﾗｲﾄﾞ adj. ぼんやりした                           「補語」 

ni siquiera ﾆ･ｼｷｴﾗ adv. 〜さえも．．．ない                                「副詞句」 

saludó ｻﾙﾄﾞ 3 単点(saludar)v.t 挨拶した                                   「動詞」 

al sapo ｱﾙ･ｻﾎﾟ adv. ヒキガエルに                                   「間接目的語」 

 

「僕は小さいけれど、足は君より早いんだぜ。」［A-1-3］ 

---- Aunque soy pequeño, tengo los pies más rápidos que tú. 

《「副詞節」, 「動詞」「目的語」》 

Aunque ｱｳﾝｹ conj. 〜だけれど                                          「副詞節」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

pequeño ﾍﾟｹﾆｮ adj. 小さい                                       「補語」 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t（肉体的特徴が）ある                           「動詞」 

los pies ﾛｽ･ﾋﾟｴｽ pl.n.m 足                                             「目的語」 

más rápidos que tú ﾏｽ･ﾗﾋﾟﾄﾞｽ･ｹ･ﾄｩ adj. 君より早い             「形容詞句」 
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「まさか。でも、それほど言うなら、競争しようじゃないか。」［A-1-3］ 

---- No me digas. Pero si insistes tanto, vamos a echar una carrera. 

《「目的語」「動詞句」┃Pero「副詞節」, 「動詞句」「目的語」》 

No me digas ﾉ･ﾒ･ﾃﾞｨｶﾞｽ 命・2 単現･否定（接続法を使用）(decir) 

   v.t 私に言うな、そんなことなはい、まさか                   「目的語」「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

si ｼ conj. もし〜なら                                                  「副詞節」 

insistes ｲﾝｼｽﾃｽ 2 単現(insistir)v.i 主張する                       「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. そんなに                                        「副詞」 

vamos a echar ﾊﾞﾓｻ･ｴﾁｬｰﾙ 1 複現(ir)v.i 〜をしようじゃないか              「動詞句」 

una carrera ｳｰﾅ･ｶﾚﾗ n.f 競争を                                         「目的語」 

 

「いいとも。明日、ここで君を待ってるよ。あの緑の丘の麓まで、誰が先に着くか見てみよ

う。」［A-1-3］ 

---- Muy bien. Mañana te espero aquí. A ver quién llega antes al pie de aquella colina 

verde.                              《（応答）┃「副詞」「目的語」「動詞」「副詞」┃ 

「副詞句」「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」》 

Muy bien ﾑｲ･ﾋﾞｴﾝ adv. いいとも                                          （応答） 

Mañana ﾏﾆｬﾅ adv. 明日                                                  「副詞」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

espero ｴｽﾍﾟﾛ 1 単現･近未来(esperar)v.t 待っているよ                       「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここで                                                      「副詞」 

A ver ｱ･ﾍﾞｰﾙ adv.（〜を）見てみよう                                    「副詞句」 

quién ｷｴﾝ pron 誰が                                                     「主語」 

llega ｼﾞｪｶﾞ 3 単現(llegar)v.i 着く                                          「動詞」 

antes ｱﾝﾃｽ adv.（順序）先に                                              「副詞」 

al pie de aquella colina verde ｱﾙ･ﾋﾟｴ･ﾃﾞ･ｱｹｼﾞｬ･ｺﾘﾅ･ﾍﾞﾙﾃﾞ 

   adv. あの緑の丘の麓まで                                         「間接目的語」 

 

その日の午後、ヒキガエルは仲間たちを探して、道の曲がり角に一匹ずつ配置しました。 

［A-1-3］ 

Esa tarde el sapo buscó a sus compañeros y los colocó uno a uno en cada curva del camino.             

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

Esa tarde ｴｻ･ﾀﾙﾃﾞ n.f その日の午後                                     「副詞句」 

el sapo ｴﾙ･ｻﾎﾟ n.m ヒキガエルは                                          「主語」 

buscó ﾌﾞｽｺ 3 単点(buscar)v.t 探した                                       「動詞」 
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a sus compañeros ｱ･ｽｽ･ｺﾝﾊﾟﾆｪﾛｽ 

 pl.n.（特定の人には a をつける）彼の仲間たちを                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

los ﾛｽ pron 彼らを（仲間たち）                                        「目的語」 

colocó ｺﾛｺ 3 単点(colocar)v.t 配置した                                      「動詞」 

uno a uno ｳﾉ･ｱ･ｳﾉ adv. 一匹ずつ 

en cada curva del camino ｴﾝ･ｶﾀﾞ･ｸﾙﾊﾞ･ﾃﾞﾙ･ｶﾐﾉ adv. 道の曲がり角ごとに    「副詞句」 

 

自分は世界最速の走者だと思っていたレアは、競争相手を後ろに残して、速く走りました。 

［A-1-3］ 

El ñandú, que se creía el mejor corredor del mundo, corrió rápidamente dejando a su 

rival muy atrás.                                        「主語」,「動詞」「副詞句」 

El ñandú ｴﾙ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m レアは                                          「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

se creía ｾ･ｸﾚｲｱ 3 単線(creerse)v.pr 自分を〜と思っていた   「動詞句」 

el mejor corredor del mundo ｴﾙ･ﾒﾎﾙ･ｺﾚﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾑﾝﾄﾞ 

   n.m 世界最速の走者                                    「補語」 

corrió ｺﾘｵ 3 単点(correr)v.i 走った                                         「動詞」 

rápidamente ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 速く                                          「副詞」 

dejando ﾃﾞﾊﾝﾄﾞ 現在分詞(dejar) 残して                                  「副詞句」 

a su rival ｱ･ｽ･ﾘﾊﾞﾙ n.（特定の人は a をつける）競争相手を        「目的語」 

muy atrás ﾑｲ･ｱﾄﾗｽ adv. ずっと後ろに                            「副詞句」 

 

しかし驚いたことに、最初のカーブに近づくと、自分の前に競争相手が見えました。 

［A-1-3］ 

Pero para su sorpresa, al acercarse a la primera curva, vio a su rival delante de él. 

Pero「副詞句」,「副詞句」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

para su sorpresa ﾊﾟﾗ･ｽ･ｿﾙﾌﾟﾚｻ adv.（彼が）驚いたことに                  「副詞句」 

al acercarse ｱﾙ･ｱｾﾙｶﾙｾ adv. 近づくと  

a la primera curva ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ｸﾙﾊﾞ adv. 最初のカーブに                   「副詞句」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見えた                                              「動詞」 

a su rival ｱ･ｽ･ﾘﾊﾞﾙ n.（特定の人は a をつける）競争相手が                「目的語」 

delante de él ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ｴﾙ adv. 自分の前に                               「副詞句」 

 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「目的語」の例文  50 / 650 

レアはヒキガエルを追い越して、もっと速く走り出しました。［A-1-3］ 

El ñandú echó a correr más rápidamente, adelantándose al sapo. 

「主語」「動詞句」「副詞句」,「副詞句」 

El ñandú ｴﾙ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m レアは                                          「主語」 

echó a correr ｴﾁｮ･ｱ･ｺﾚｰﾙ 3 単点(echar a+不定詞 correr)v.i 走り始めた      「動詞句」 

más rápidamente ﾏｽ･ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. もっと速く                          「副詞句」 

adelantándose ｱﾃﾞﾗﾝﾀﾝﾄﾞｾ 現在分詞(adelantarse)v.pr 〜を追い越して      「副詞句」 

al sapo ｱﾙ･ｻﾎﾟ n. ヒキガエルを                                         「目的語」 

 

それにもかかわらず、二番目のカーブを通過する時に、ふたたび競争相手が自分の前を走っ

ているのが見えました。［A-1-3］ 

Sin embargo, al pasar la segunda curva, otra vez vio a su rival corriendo delante de él. 

「副詞句」,「副詞句」,「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Sin embargo ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず、だが、しかし          「副詞句」 

al pasar ｱｳ･ﾊﾟｻｰﾙ adv. 〜を通過する時に                                「副詞句」 

la segunda curva ﾗ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ･ｸﾙﾊﾞ n.f 二番目のカーブを            「目的語」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. ふたたび、また                                   「副詞句」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見えた                                              「動詞」 

a su rival ｱ･ｽ･ﾘﾊﾞﾙ n.（特定の人は a をつける）競争相手が                「目的語」 

corriendo ｺﾘｴﾝﾄﾞ 現在分詞(correr)v.i 走っている                          「副詞句」 

delante de él ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ｴﾙ adv. 自分の前を                        「副詞句」 

 

レアは心配になってきてどんどん走った、だがいつもレアに同じことが起こりました。 

［A-1-3］ 

El ñandú empezó a preocuparse y corrió más y más, pero siempre le pasaba lo mismo. 

「主語」「動詞句」y「動詞」「副詞句」, pero「副詞」「間接目的語」「動詞」「主語」 

El ñandú ｴﾙ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m レアは                                          「主語」 

empezó a preocuparse ｴﾝﾍﾟｿ･ｱ･ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾙｾ 3 単点･開始(empesar a+不定詞 preocuparse) 

   v.pr 心配になってきた                                               「動詞句」 

corrió ｺﾘｵ 3 単点(correr)v.i 走った                                         「動詞」 

más y más ﾏｽ･ｲ･ﾏｽ adv. ますます、どんどん                             「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

le ﾚ pron 彼に（レアに）                                          「間接目的語」 

pasaba ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線(pasar)v.i（3 人称単数のみ）起こった                   「動詞」 

lo mismo ﾛ･ﾐｽﾓ n.m 同じことが                                           「主語」 
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カーブに近づくたびに、競争相手が自分の前に見えたのでした。［A-1-3］ 

Cada vez que se acercaba a una curva, veía a su rival delante de él. 

「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Cada vez que ｶﾀﾞ･ﾍﾞｽ･ｹ adv. 〜するたびに                             「副詞句節」 

se acercaba ｾ･ｱｾﾙｶﾊﾞ 3 単線(acercarse)v.pr 近づく              「動詞句」 

a una curva ｱ･ｳﾅ･ｸﾙﾊﾞ adv. カーブに                          「副詞句」 

veía ﾍﾞｲｱ 3 単線(ver)v.t 見えた                                            「動詞」 

a su rival ｱ･ｽ･ﾘﾊﾞﾙ n.（特定の人は a をつける）競争相手が               「目的語」 

delante de él ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ｴﾙ adv. 自分の前に                               「副詞句」 

 

しかし、ゴールに着く直前に、ヒキガエルの勝利の声が聞こえました。［A-1-3］ 

Pero justo antes de llegar a la meta, oyó la voz triunfante de sapo. 

Pero「副詞句」,「動詞」「目的語」 

justo antes de ﾌｽﾄ･ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ adv. (+不定詞) 〜する直前に                   「副詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 v. 着く                                     「動詞」 

a la meta ｱ･ﾗ･ﾒﾀ adv. ゴールに                             「間接目的語」 

oyó ｵﾖ 3 単点(oír)v.t 聞こえた                                             「動詞」 

la voz triunfante ﾗ･ﾎﾞｽ･ﾄﾘｭﾝﾌｧﾝﾃ n.f 勝利の声                           「目的語」 

de sapo ﾃﾞ･ｻﾎﾟ adj. ヒキガエルの                              「形容詞句」 

 

「君に勝った！君にレースを勝った！」［A-1-3］ 

---- ¡Te gané! ¡Te gané la carrera! 

《「間接目的語」「動詞」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

gané ｶﾞﾈ 1 単点(ganar)v.t 〜に勝った                                      「動詞」 

la carrera ﾗ･ｶﾚﾗ n.f レースを                                       「直接目的語」 

 

レアは敗北を認めなければなりませんでした。［A-1-3］ 

El ñandú tuvo que admitir su derrota.                   「主語」「動詞句」「目的語」 

El ñandú ｴﾙ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m レアは                                          「主語」 

tuvo que ﾄｩﾎﾞ･ｹ 3 単点(tener que+不定詞)v. 〜しなければならなかった     「動詞句」 

admitir ｱﾄﾞﾐﾃｨｰﾙ v.t 受け入れる                                「不定詞」 

su derrota ｽ･ﾃﾞﾛｰﾀ n.f 彼の敗北を                                      「目的語」 
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レアは挑戦的な目つきでヒキガエルに言いました。［A-1-3］ 

El ñandú le dijo al sapo con mirada desafiante. 

「主語」「間接目的語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

El ñandú ｴﾙ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m レアは                                          「主語」 

le ﾚ pron 彼に（al sapo の前だし）                                 「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al sapo ｱﾙ･ｻﾎﾟ adv. ヒキガエルに                                   「間接目的語」 

con mirada desafiante ｺﾝ･ﾐﾗﾀﾞ･ﾃﾞｻﾌｨﾔﾝﾃ adv. 挑戦的な目つきで           「副詞句」 

 

「ところで、どちらが先に朝日を見ることができるかな？」［A-1-3］ 

---- A ver quién podrá ver primero la luz del sol naciente. 

《「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

A ver ｱ･ﾍﾞｰﾙ adv. どれどれ、ところで                                 （呼びかけ） 

quién ｷｴﾝ pron 誰が、どちらが                                           「主語」 

podrá ver ﾎﾟﾄﾞﾗ･ﾍﾞｰﾙ 3 単未･可能・推量(poder)v.t 見ることができるだろう 「動詞句」 

primero ﾌﾟﾘﾒﾛ adv. 先に、早く                                           「副詞」 

la luz ﾗ･ﾙｰｽ n.f 光を                                                   「目的語」 

del sol naciente ｿﾙ･ﾅｼｴﾝﾃ adj. 現れ始めの太陽の                「形容詞句」 

→ la luz del sol naciente n.f 朝日を 

 

一方、ヒキガエルは一番高い山の山頂の方へ、視線を向けました。［A-1-3］ 

En cambio, el sapo dirigió la mirada hacia la cumbre de la montaña más alta. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

En cambio ｴﾝ･ｶﾝﾋﾞｵ adv. 一方、それに引き替え                          「副詞句」 

el sapo ｴﾙ･ｻﾎﾟ n.m ヒキガエルは                                          「主語」 

dirigió ﾃﾞｨﾘﾋｵ 3 単点(dirigir)v.t (hacia の方へ) 向けた                       「動詞」 

la mirada ﾗ･ﾐﾗﾀﾞ n.f 視線を                                            「目的語」 

hacia la cumbre ｱｼｱ･ﾗ･ｸﾝﾌﾞﾚ adv. 山頂の方へ                            「副詞句」 

de la montaña más alta ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾝﾀﾆｬ･ﾏｽ･ｱﾙﾀ adj. 一番高い山の    「形容詞句」 

→ hacia la cumbre de la montaña más alta 一番高い山の山頂の方へ 

 

「見えた！朝日が見えた！日が昇ったぞ！」［A-1-3］ 

---- ¡Ya lo vi! ¡Ya lo vi! ¡Ha salido el sol! 

《「副詞」「目的語」「動詞」┃「副詞」「目的語」「動詞」┃「動詞句」「主語」》 

Ya ﾔ adv. もう                                                           「副詞」 

lo ﾛ pron それが（朝日が）                                            「目的語」 
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vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

Ha salido ｱ･ｻﾘﾄﾞ 3 単現･完了形(salir)v.i 現れた、（日が）昇った            「動詞句」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                  「主語」 

 

こうして、かわいそうに、レアはまたしても敗北を喫したのでした。［A-1-3］ 

Así el pobre ñandú sufrió otra derrota.              「副詞」「主語」「動詞」「目的語」 

Así ｱｼ adv. こうして                                                     「副詞」 

el pobre ñandú ｴﾙ･ﾎﾟﾌﾞﾚ･ﾆｬﾝﾄﾞｩ n.m かわいそうにレアは                   「主語」 

sufrió ｽﾌﾘｵ 3 単点(sufrir)v.t（よくないことを）経験した                     「動詞」 

otra derrota ｵﾄﾗ･ﾃﾞﾛｰﾀ n.f 別の敗北を、またしても敗北を                 「目的語」 

 

その時、反対側から商人たちがやってくるのを見つけて、彼は考えた。「ありがたい！わし

の腕っ節の強さと精神の偉大さを見せる機会をまた与えてくださるとは！」［B-4］ 

Descubrió entonces unos mercaderes que venían en dirección contraria, y pensó: 

“Gracias al cielo, que me proporciona otra ocasión de demostrar la fuerza de mi brazo y 

la grandeza de mi espíritu”. 

「動詞」「副詞」「目的語」「形容詞節」y「動詞」 

《「感嘆」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「形容詞句」》 

Descubrió ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘｵ 3 単点(descubrir)v.t 見つけた                          「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                              「副詞」 

unos mercaderes ｳﾉｽ･ﾒﾙｶﾃﾞﾚｽ pl.n.m 何人かの商人を                     「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

venían ﾍﾞﾆｱﾝ 3 複線(venir)v.i やってきた                         「動詞」 

en dirección contraria ｴﾝ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ･ｺﾝﾄﾗﾘｱ adv. 反対側から      「副詞句」 

y ｲ conj. それで 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.t 〜と考えた                                   「動詞」 

n. 〜ということ（“”の内容）                                           「目的語」 

Gracias al cielo ｸﾞﾗｼｱｽ･ｱﾙ･ｼｴﾛ int. ありがたい                      「感嘆」 

  Gracias a Dios と同様、「よかった、ありがたい、おかげさまで」の意味 

que ｹ pron 〜することが、〜とは                              「形容詞節」 

me ﾒ pron 私に                                    「間接目的語」 

proporciona ﾌﾟﾛﾎﾟﾙｼｮﾅ 3 単現(proporcionar) 

   v.t 与えてくださる                                     「動詞」 

otra ocasión ｵﾄﾗ･ｵｶｼｮﾝ n.f また機会を                「直接目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 v. 〜するという                  「形容詞句」 

demostrar ﾃﾞﾓｽﾄﾗｰﾙ 不定詞 v.t 見せる             「動詞」 
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la fuerza de mi brazo ﾗ･ﾌｴﾙｻ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾌﾞﾗｿ 

  n.f わしの腕っ節の強さ                       「目的語」 

y ｲ conj. と 

la grandeza de mi espíritu ﾗ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｻ･ﾃﾞ･ﾆ･ｴｽﾋﾟﾘﾄｩ 

  n.m 精神の偉大さ                            「目的語」 

 

彼は道の真ん中に馬を止めて、大声で彼らに命じた。「皆の者、止まるのだ！そして皆で認

めるのだ！ラ・マンチャの美しき皇后で、わが貴婦人であるドゥルシネアと比較できる美人

はこの世にいないということを。」［B-4］ 

Paró su caballo en medio de la calzada y, a grandes voces, ordenó: “Deténgase todo el 

mundo, y todo el mundo confiese que no hay en todo el mundo belleza comparable a la 

bella Emperatriz de La Mancha, mi señora Dulcinea”. 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞句」「動詞」 

《「動詞句」「主語」y「主語」「動詞句」「目的語」》 

Paró ﾊﾟﾛ 3 単点(parar)v.t 止めた                                          「動詞」 

su caballo ｽ･ｶﾊﾞｼﾞｮ n.m 馬を                                          「目的語」 

en medio de la calzada ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾙｻﾀﾞ adv. 道の真ん中に            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

a grandes voces ｱ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ﾎﾞｾｽ adv. 大声で                             「副詞句」 

  voz ﾎﾞｽ n.f 声（(複)voces） 

ordenó ｵﾙﾃﾞﾉ 3 単点(ordenar)v.t 命令した                                  「動詞」 

n. 〜ということ（“”の内容）                                           「目的語」 

Deténgase ﾃﾞﾃﾝｶﾞｾ 命・3 単現(detenerse)v.pr 止まるのだ           「動詞句」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron みな                               「主語」 

y ｲ conj. そして 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron 皆は                               「主語」 

confiese ｺﾝﾌｨｴｾ 命・3 単現(confesarse)v.pr 認めるのだ              「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                         「目的語」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                     「動詞」 

en todo el mundo ｴﾝ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世界中に、この世に    「副詞句」 

belleza ﾍﾞｼﾞｪｻ n.f 美人                                       「主語」 

comparable ｺﾝﾊﾟﾗﾌﾞﾚ adj. 〜と比較できる             「形容詞句」 

a la bella Emperatriz ｱ･ﾗ･ﾍﾞｼﾞｬ･ｴﾝﾍﾟﾗﾄﾘｽ 

 adv. 美しい皇后と                         「副詞句」 

de La Mancha ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

 adj. ラ・マンチャの              「形容詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「目的語」の例文  55 / 650 

mi señora Dulcinea ﾐ･ｾﾆｮﾗ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ 

 adj. 我が貴婦人ドゥルシネア                                「主語」 

 

彼の叫び声を聞き、奇妙な甲冑を見て、彼らは彼が尋常ではないと察した。［B-4］ 

 Oyendo sus gritos y viendo su rara armadura, comprendieron su locura. 

「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Oyendo ｵｲｴﾝﾄﾞ 現在分詞(oír)adv. 〜を聞いて                             「副詞句」 

sus gritos ｽｽ･ｸﾞﾘﾄｽ pl.n.m 彼の叫び声を                         「目的語」 

y ｲ conj. そして 

viendo ﾋﾞｴﾝﾄﾞ 現在分詞(ver)adv. 〜を見て                               「副詞句」 

su rara armadura ｽ･ﾗﾗ･ｱﾙﾏﾄﾞｩﾗ n.f 彼の奇妙な甲冑を            「目的語」 

comprendieron ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(comprender)v.t 理解した                「動詞」 

su locura ｽ･ﾛｸｰﾗ n.m 彼の狂気を                                       「目的語」 

 

しかし、彼らの中でからかい好きの男が彼に言った。「騎士殿、我々にその貴婦人の肖像画

か何かを見せてください。そうすれば、その方がたとえ片目が見えなくて、もう一方の目か

らは膿が垂れていたとしても、あなたのお望み通りのことを申しましょう。」［B-4］ 

Pero uno de ellos, un poco burlón, le dijo: “Señor caballero, le suplico que nos muestre 

algún retrato de esa señora. Por complacer a vuestra merced diremos lo que pide, aunque 

sea tuerta de un ojo, y del otro le mane pus”. 

Pero「主語」「間接目的語」「動詞」： 

《「呼びかけ」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞節」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

uno de ellos ｳﾉ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｮｽ n.m 彼らの一人が                                「主語」 

un poco burlón ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾌﾞﾙﾛﾝ adj. からかい好きの                「形容詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単現(decir)v.t 〜と言った                                      「動詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Señor caballero ｾﾆｮｰﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士殿                     「呼びかけ」 

le ﾚ pron あなたに                                         「間接目的語」 

suplico ｽﾌﾟﾘｺ 1 単現(suplicar)v.t お願いします                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                   「直接目的語」 

nos ﾉｽ pron 我々に                            「間接目的語」 

muestre ﾑｴｽﾄﾚ 接・3 単現(mostrar)v.t 見せる           「動詞」 

algún retrato ｱﾙｸﾞﾝ･ﾚﾄﾗﾄ n.m 肖像画か何かを     「直接目的語」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「目的語」の例文  56 / 650 

de esa señora ﾃﾞ･ｴｻ･ｾﾆｮｰﾗ adj. その貴婦人の「形容詞句」 

Por complacer ﾎﾟﾙ･ｺﾝﾌﾟﾗｾｰﾙ adv. 気に入るように                         「副詞句」 

a vuestra merced ｱ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ adv. あなたに             「間接目的語」 

  vuestra merced 古語で「usted あなた」の意味 

diremos ﾃﾞｨﾚﾓｽ 1 複現(decir)v.t と言います                                「動詞」 

lo ﾛ pron ことを                                                      「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

pide ﾋﾟﾃﾞ 3 単現(pedir)v.t（あなたが）求める、願う              「動詞」 

aunque ｱｳﾝｹ conj. たとえ〜であっても                        「副詞節」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜である                       「動詞」 

tuerta de un ojo ﾄｩｴﾙﾀ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｵﾎ adj. 片目が見えない      「補語」 

y ｲ conj. そして 

del otro ﾃﾞﾙ･ｵﾄﾛ adv. もう一方の目から                 「副詞句」 

le ﾚ pron 彼女に                                  「間接目的語」 

mane ﾏﾈ 接・3 単現(manar)v.i 吹き出ている              「動詞」 

pus ﾌﾟｽ n.m 膿                                        「主語」 

 

農夫は、大変な苦労をしてドン・キホーテをロバにのせて、村のほうへ向かった。［B-4］ 

Con gran trabajo, el labrador lo subió sobre su borrico y se encaminó hacia su aldea. 

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」y「動詞句」「副詞句」 

Con ｺﾝ prep（手段）〜によって                                        「副詞句」 

gran trabajo ｸﾞﾗﾝ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 大変な苦労                        「目的語」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

lo ﾛ pron ドン・キホーテを                                            「目的語」 

subió ｽﾋﾞｵ 3 単点(subir)v.t 持ち上げた                                    「動詞」 

sobre su borrico ｿﾌﾞﾚ･ｽ･ﾎﾞﾘｺ adv. ロバの上に                            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

se encaminó ｾ･ｴﾝｶﾐﾉ 3 単点(encaminarse)v.pr 〜に向かった              「動詞句」 

hacia su aldea ﾊｼｱ･ｽ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 彼の村のほうへ                         「副詞句」 

 

日暮れ頃に、二人は村に到着した。しかし農夫は夜になるまで待った。隣人たちに、ひどく

殴られて打ちのめされた郷士を見させないためであった。［B-5］ 

Llegaron a la aldea al atardecer. Pero el labrador esperó a que fuese de noche; así los 

vecinos no verían al hidalgo tan apaleado y molido. 

「動詞」「間接目的語」「副詞句」┃Pero「主語」「動詞」「副詞節」 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞句」 
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Llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 到着した                                「動詞」 

a la aldea ｱ･ﾗ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 村へ                                      「間接目的語」 

al atardecer ｱﾙ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ adv. 日暮れに                                  「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞﾙ n.m 農夫は                                        「主語」 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.i (+a+que... 〜するのを待つ) 待った           「動詞」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜するのを                                             「副詞節」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜になった                            「動詞」 

de noche ﾃﾞ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                        「補語」 

así ｱｼ adv. 〜するように                                                 「副詞」 

los vecinos ﾛｽ･ﾍﾞｼﾉｽ pl.n. 隣人たちが                                      「主語」 

no verían ﾉ･ﾍﾞﾘｱﾝ 3 複過未･否定(ver)v.t 見ない（ようにした）             「動詞句」 

al hidalgo ｱﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ n.m 郷士を                                        「目的語」 

tan apaleado y molido ﾀﾝ･ｱﾊﾟﾚｱﾄﾞ･ｲ･ﾓﾘﾄﾞ 

   adj. ひどく殴られて打ちのめされた                         「形容詞句」 

 

ドン・キホーテに何かが起こったのではないかと心配して、彼を探しに出てきたのだった。 

［B-13］ 

Habían salido a buscar a Don Quijote, preocupados de que le hubiese pasado algo. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Habían salido a buscar ｱﾋﾞｱﾝ･ｻﾘﾄﾞ･ｱ･ﾌﾞｽｶｰﾙ 3 複線･完了形･目的(salir a+不定詞) 

   v.t 探すために出てきた                                              「動詞句」 

a Don Quijote, ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテを                          「目的語」 

preocupados ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾄﾞｽ 過去分詞(preocupar de)adv. 〜を心配して         「副詞句」 

de que ﾃﾞ･ｹ adv. 〜ということを                                「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                     「間接目的語」 

hubiese pasado ｳﾋﾞｴｾ･ﾊﾟｻﾄﾞ 接 se・3 単過(pasar) 

v.i 起こった                                         「動詞句」 

algo. ｱﾙｺﾞ pron 何かが                                   「主語」 

 

「いえ、そうじゃないです。今、シエラ・モレナ山中で苦行をしているところです」とサン

チョは答えた。［B-13］ 

“¡No, no! Está haciendo penitencia en Sierra Morena”--- respondió Sancho ---. 

《「応答」┃「動詞句」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

No, no! ﾉ･ﾉ adv. いえ、そうじゃないです                                  「応答」 

Está haciendo ｴｽﾀ･ｱｼｴﾝﾄﾞ 3 単現･進行形(estar+現在分詞 hacer) 
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   v.t 〜しているところです                                            「動詞句」 

penitencia ﾍﾟﾆﾃﾝｼｱ n.f 苦行を                                          「目的語」 

en Sierra Morena ｴﾝ･ｼｴﾗ･ﾓﾚﾅ adv. シエラ・モレナ山中で                 「副詞句」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

 

「おらは、伝言を届けるためにトボソへ行くところですだ。」しかし、床屋はサンチョが言

っていることを怪しんでいた。［B-13］ 

“Yo voy al Toboso a llevar un recado”. El barbero dudaba de lo que Sancho decía. 

《「主語」「動詞」「副詞句」》,「主語」「動詞」「間接目的語」「形容詞節」 

Yo ｼﾞｮ pron（サンチョ）おらは                                           「主語」 

voy ﾎﾞｲ 1 単現(ir)v.i 行く                                                 「動詞」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソへ                                        「副詞句」 

a llevar ｱ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ adv. 持っていくために、届けるために                  「副詞句」 

un recado ｳﾝ･ﾚｶﾄﾞ n.m 伝言を                                   「目的語」 

El barbero ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ n.m 床屋は                                         「主語」 

dudaba ﾄﾞｩﾀﾞﾊﾞ 3 単線(dudar)v.i (de を) 疑っていた                        「動詞」 

de lo ﾃﾞ･ﾛ adv. そのことを                                         「間接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョが                                     「主語」 

decía. ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っている                           「動詞」 

 

「我々をキハノさんがいる所へ連れて行け」とサンチョに命じた。［B-13］ 

“Llévanos a donde está el señor Quijano”--- le ordenó ---. 

《「動詞句」「副詞句」》, 「目的語」「動詞」 

Llévanos ｼﾞｪﾊﾞﾉｽ 命・2 単現(llevar+nos)v.t 我々を連れて行け             「動詞句」 

a donde ｱ･ﾄﾞﾝﾃﾞ  adv. 〜のところへ                                    「副詞節」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i いる                                     「動詞」 

el señor Quijano ｴﾙ･ｾﾆｮｰﾙ･ｷﾊﾉ n. キハノさんが                     「主語」 

le ﾚ pron 彼に（サンチョに）                                           「目的語」 

ordenó ｵﾙﾃﾞﾉ 3 単点(ordenar)v.t 命じた                                    「動詞」 

 

彼をそこから出すために、彼には、ある王女が危険な状態で、彼の助けが必要だと言った。 

［B-13］ 

Para convencerle de salir de allí, le dijeron que una princesa estaba en peligro y 

necesitaba su ayuda.          「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 
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Para+不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

convencerle ｺﾝﾍﾞﾝｾｰﾙ･ﾚ 不定詞(convencer+le)v.t 彼を納得させる      「動詞」 

de salir ﾃﾞ･ｻﾘｰﾙ 不定詞(salir+de)v.i 〜から出る                「動詞」 

de allí, ﾃﾞ･ｱｼﾞ adv. そこから                                    「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijeron ﾃﾞｨﾍﾛﾝ 3 複点(decir)v.t 言った                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

una princesa ｳｰﾅ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f ある王女が                       「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜である                         「動詞」 

en peligro ｴﾝ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ adv. 危険な状態                          「補語」 

y ｲ conj. そしえ 

necesitaba ﾈｾｼﾀﾊﾞ 3 単線(necesitar)v.t 必要としている          「動詞」 

su ayuda. ｽ･ｱﾕﾀﾞ n.f 彼の助けを                            「目的語」 

 

ドン・キホーテは宿の酒蔵に寝かされたが、すぐに寝入ってしまった。［B-13］ 

Acostaron a Don Quijote en la bodega de la venta, y pronto quedó dormido. 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞」「動詞句」 

Acostaron ｱｺｽﾀﾛﾝ 3 複点(acostar)v.t 寝かせた                              「動詞」 

   受動態に翻訳する（y の後ろの文の主語がドン・キホーテなので） 

a Don Quijote ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテを                           「目的語」 

en la bodega ｴﾝ･ﾗ･ﾎﾞﾃﾞｶﾞ adv. 酒蔵に                                   「副詞句」 

de la venta, ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adj. 宿の                               「形容詞句」 

y  

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. やがて、すぐに                                         「副詞」 

quedó dormido. ｹﾄﾞ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 3 単点(quedar+過去分詞 dormido) 

   v.i 眠ってしまった                                                  「動詞句」 

   (quedar+過去分詞)は受動行為の完了の結果を表す 

 

その他の人たちは、ドン・アロンソ・キハノを見つけてほっとして、夕食を食べた。 

［B-13］ 

Los demás tomaron la cena, tranquilos ya de haber encontrado a Don Alonso Quijano. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Los demás ﾛｽ･ﾃﾞﾏｽ pl.pron その他の人たちは                              「主語」 

tomaron ﾄﾏﾛﾝ 3 複点(tomar)v.t 食べた                                     「動詞」 

la cena, ﾗ･ｾﾅ n.f 夕食を                                                「目的語」 

tranquilos ﾄﾗﾝｷｼﾞｮｽ adj.pl.（副詞的）安心した                           「副詞句」 
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ya ﾔｰ adv. もう                                                  「副詞」 

de +不定詞 ﾃﾞ adv. 〜して                                             「副詞句」 

haber encontrado ｱﾍﾞｰﾙ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾄﾞ 不定詞･完了形(encontrar) 

   v.t 見つけた                                                「動詞句」 

a Don Alonso Quijano. ｱ･ﾄﾞﾝ･ｱﾛﾝｿ･ｷﾊﾉ 

 n. ドン・アロンソ・キハノを                                「目的語」 

 

怒鳴っていた。「わしと戦うことができぬのか、臆病者どもめ！今、お前たちのはらわたを

切り開いてやるわ。」［B-13］ 

Gritaba diciendo: “¡No podréis conmigo, cobardes! Ahora os abriré las tripas”. 

「動詞」「副詞句」 

Gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.i 怒鳴っていた                              「動詞」 

diciendo ﾃﾞｨｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(decir)adv. 〜と言いながら                    「副詞句」 

n. 〜ということ                                                「目的語」 

No podréis (luchar) ﾉ･ﾎﾟﾄﾞﾚｲｽ(ﾙﾁｬｰﾙ) 3 単未･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 戦うことができない                                「動詞句」 

conmigo, ｺﾝﾐｺﾞ adv. わしと                                「副詞」 

cobardes! ｺﾊﾞﾙﾃﾞｽ pl.n.m 臆病者どもめ                 「呼びかけ」 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今                                         「副詞」 

os ｵｽ pron お前たちの                               「間接目的語」 

abriré ｱﾌﾞﾘﾚ 1 単未(abrir)v.t 切り開く                       「動詞」 

las tripas ﾗｽ･ﾄﾘﾊﾟｽ pl.n.f 内臓を、はらわたを          「直接目的語」 

 

「あなた様は今頃何をしていらっしゃるのであろうか？」すると突然、壁の穴から、それは

彼には黄金の格子が付いた窓のように見えていた、女の声が聞こえた。［B-14］ 

¿Qué estará haciendo ahora vuestra merced?”De pronto, a través de un agujero del muro, 

que a él le pareció ventana con rejas de oro, oyó una voz de mujer que decía: 

《「目的語」「動詞句」「副詞」「主語」》,「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

estará haciendo ｴｽﾀﾗ･ｱｼｴﾝﾄﾞ 3 単未･進行形･推量(estar+現在分詞) 

   v.t しているだろうか                                                「動詞句」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今頃は                                                   「副詞」 

vuestra merced ｳﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ n.f あなた様は                             「主語」 

De pronto, ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                          「副詞句」 

a través de ｱ･ﾄﾗﾍﾞｽ･ﾃﾞ adv. 〜を通して、〜の間から                      「副詞句」 

un agujero del muro, ｳﾝ･ｱｸﾞﾍﾛ･ﾃﾞ･ﾑﾛ n.m 壁の穴                 「目的語」 
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que ｹ pron 〜する                                           「形容詞節」 

a él le ｱ･ｴﾙ･ﾚ pron 彼には                         「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(ぱれせｒ)v.i に思われた              「動詞」 

ventana ﾍﾞﾝﾀﾅ n.f 窓                                    「補語」 

con rejas de oro, ｺﾝ･ﾚﾊｽ･ﾃﾞ･ｵﾛ adj. 黄金の格子が付いた「形容詞句」 

oyó ｵﾖ 3 単点(oír)v.t 聞こえた                                             「動詞」 

una voz de mujer ｳｰﾅ･ﾎﾞｽ･ﾃﾞ･ﾑﾍｰﾙ n.f 女の声が                          「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っている                           「動詞」 

 

6 年前サハラ砂漠での故障が起こるまで、このように（大人の話題に合わせて）、本心でお

しゃべりする相手が誰もいないまま、一人で暮らしていた。［C-2］ 

Viví así, solo, sin nadie con quien hablar verdaderamente, hasta que tuve una avería en 

el desierto del Sahara, hace seis años.                 「動詞」「副詞句」, 「副詞節」 

Viví ﾋﾞﾋﾞ 1 単点(vivir)v.i 暮らした                                         「動詞」 

así, solo, ｱｼ･ｿﾛ adv. このように一人で                                   「副詞句」 

sin nadie ｼﾝ･ﾅﾃﾞｨｴ adv. 誰もいないままで                               「副詞句」 

con quien hablar ｺﾝ･ｷｴﾝ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ adj. 一緒におしゃべりする      「形容詞句」 

verdaderamente, ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に、本心で        「副詞」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ conj. 〜するまで                                       「副詞節」 

tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t 持つ                                    「動詞」 

una avería ｳﾅ･ｱﾍﾞﾘｱ n.f 故障                                    「目的語」 

en el desierto del Sahara, ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ･ﾃﾞﾙ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠で   「副詞句」 

hace seis años. ｱｾ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ adv. 6 年前                           「副詞句」 

 

何かが僕のエンジンの中で壊れたのだ。そして僕と一緒に整備士も乗客もいなかったので、

僕はたった一人で困難な修理をやり遂げようとした。［C-2］ 

Algo se había roto en mi motor. Y como no tenía conmigo ni mecánico ni pasajeros, me 

dispuse a realizar, solo, una reparación difícil. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃Y「副詞節」,「動詞句」「副詞」「目的語」 

Algo ｱﾙｺﾞ pron 何かが                                                   「主語」 

se había roto ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾛﾄ 3 単線･完了形(romperse)v.pr 壊れた               「動詞句」 

en mi motor. ｴﾝ･ﾐ･ﾓﾄｰﾙ adv. 僕のエンジンの中で                         「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 1 単線･否定(tener)v.t いなかった                   「動詞句」 
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conmigo ｺﾝﾐｺﾞ adv. 一緒に                                        「副詞」 

ni mecánico ni pasajeros, ﾆ･ﾒｶﾆｺ･ﾆ･ﾊﾟｻﾍﾛｽ 

 pl.n.m 整備士も乗客も〜ない                                 「目的語」 

me dispuse a +不定詞 ﾒ･ﾃﾞｨｽﾌﾟｾ･ｱ 1 単点･準備(disponerse a+不定詞) 

   v.t 〜する準備をした、〜しようとした                                「動詞句」 

realizar, ﾚｱﾘｻｰﾙ 不定詞 v.t 実行する、実現する                      「動詞」 

solo, ｿﾛ adv. 一人で                                                     「副詞」 

una reparación difícil. ｳﾅ･ﾚﾊﾟﾗｼｵﾝ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ n.f 困難な修理を              「目的語」 

 

僕にとっては、生きるか死ぬかの問題だった。せいぜい一週間分の水があった。［C-2］ 

Era, para mí, cuestión de vida o muerte. Tenía agua apenas para ocho días. 

「動詞」「副詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Era, ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

para mí, ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                       「副詞句」 

cuestión ｸｴｽﾁｵﾝ n.f 問題                                                 「補語」 

de vida o muerte. ﾃﾞ･ﾋﾞﾀﾞ･ｵ･ﾑｴﾙﾃ adj. 生きるか死ぬかの           「形容詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t あった                                         「動詞」 

agua ｱｸﾞｧ n.f 水                                                      「目的語」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. やっと、どうにか、せいぜい                  「副詞」 

para ocho días. ﾊﾟﾗ･ｵﾁｮ･ﾃﾞｨｱｽ adj. 一週間分の                         「形容詞句」 

   今日の曜日から一週間後の同じ曜日までの 8 日間 

 

大海の真ん中で難破してゴムボートに乗っている人より、もっと孤立していた。［C-2］ 

Estaba más aislado que un náufrago sobre una balsa en medio del océano. 

「動詞」「補語」「副詞句」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

más aislado ﾏｽ･ｱｲｽﾗﾄﾞ adj. ずっと孤立した                                「補語」 

que ｹ conj.（比較）〜よりも                                            「副詞句」 

un náufrago ｳﾝ･ﾅｳﾌﾗｺﾞ n.m 難破した人                           「目的語」 

sobre una balsa ｿﾌﾞﾚ･ｳﾅ･ﾊﾞﾙｻ adv. ゴムボートで                   「副詞句」 

en medio del océano. ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ｵｾｱﾉ adv. 大海の真ん中で「副詞句」 

 

だから夜明けに、奇妙な可愛らしい声が、僕を起こした時の驚きを想像できるだろう？ 

［C-2］ 

Imaginaos, pues, mi sorpresa cuando, al romper el día, me despertó una extraña vocecita 

que decía:                          「動詞句」「副詞」「目的語」「形容詞節」 
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Imaginaos, ｲﾏﾋﾅｵｽ 命・2 複現(Imaginados の d が消失する)(imaginarse) 

   v.t 想像してごらん、想像できるだろう？                              「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. だから                                                   「副詞」 

mi sorpresa ﾐ･ｿﾙﾌﾟﾚｻ n.f 僕の驚きを                                    「目的語」 

cuando, ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時の                                      「形容詞節」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜する時に                                 「副詞句」 

romper ﾛﾝﾍﾟｰﾙ 不定詞 v.i 始まる                          「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 1 日が                                「主語」 

  → 夜明けに 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

despertó ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertar)v.t 呼び起こした                「動詞」 

una extraña vocecita ｳﾅ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬ･ﾎﾞｾｼﾀ n.f 奇妙な可愛らしい声が   「主語」 

  extraña ｴｸｽﾄﾗﾆｬ adj.f 奇妙な vocecita ﾎﾞｾｼﾀ n.f 小声、可愛らしい声 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                      「動詞」 

 

「お願いだから、僕に子羊を描いてちょうだい！」［C-2］ 

--- Por favor ..., ¡dibújame un cordero!             《「呼びかけ」「動詞句」「目的語」》 

Por favor ..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                             「呼びかけ」 

¡dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい      「動詞句」 

  me は「間接目的語」 「僕のために」 

un cordero! ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                       「目的語」 

 

僕は、雷に打たれたかのように跳び起きた。目をこすった。あたりをよく見た。［C-2］ 

 Me puse en pie de un salto, como golpeado por un rayo. Me froté los ojos. Miré bien. 

「動詞句」「副詞句」,「副詞句」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞」 

Me puse ﾒ･ﾌﾟｾ 1 単点(ponerse)v.pr（姿勢を）とった                      「動詞句」 

en pie ｴﾝ･ﾋﾟｴ adv. 足の上に                                            「副詞句」 

de un salto, ﾃﾞ･ｳﾝ･ｻﾙﾄ adv. 一跳びで                                    「副詞句」 

  → 跳び起きた 

como ｺｰﾓ adv. 〜のように                                              「副詞句」 

golpeado ｺﾞﾙﾍﾟｱﾄﾞ 過去分詞･受動(golpear)v.t 打たれた              「動詞」 

por un rayo. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾗｼﾞｮ adv. 雷に                              「副詞句」 

Me froté ﾒ･ﾌﾛﾃ 1 単点(frotarse)v.pr こすった                             「動詞句」 

los ojos. ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目を                                            「目的語」 

Miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                             「動詞」 
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bien. ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                     「副詞」 

 

すると、全く不思議な男の子が、僕を真剣に眺めているのが見えた。［C-2］ 

Y vi un hombrecito enteramente extraordinario que me examinaba gravemente. 

Y「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Y ｲ conj. そして 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

un hombrecito ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 男の子を                                「目的語」 

  hombrecito : hombre+-cito「小さい」 

enteramente extraordinario ｴﾝﾃﾗﾒﾝﾃ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ 

 adj. 全く不思議な                                          「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

examinaba ｴｸｻﾐﾅﾊﾞ 3 単線(examinar)v.t 調査していた、眺めていた 「動詞」 

gravemente. ｸﾞﾗｰﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 真剣に                              「副詞」 

 

ここに、後になって描くことが出来た最良の肖像画がある。［C-2］ 

He aquí el mejor retrato que, más tarde, logré hacer de él. 

「動詞」「副詞」「目的語」「形容詞節」 

He ｴ 3 単現(haber)v.t ある                                               「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

el mejor retrato ｴﾙ･ﾒﾎｰﾙ･ﾚﾄﾗﾄ n.m 最良の肖像画                         「目的語」 

que, ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

más tarde, ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                           「副詞句」 

logré hacer ﾛｸﾞﾚ･ｱｾｰﾙ 1 単点･達成(lograr+不定詞) 

v.t 描くことが出来た                                      「動詞句」 

de él. ﾃﾞ･ｴﾙ adj. 彼の（肖像画）                            「形容詞句」 

 

それは僕の責任ではない。僕が 6 歳の時に、大人達が絵描きの職業に進むことをあきらめ

させたので、中の見えないボアと中の見えるボアしか描き方を学ばなかったのだ。［C-2］ 

No es por mi culpa. Las personas grandes me desalentaron de mi carrera de pintor 

cuando tenía seis años y sólo había aprendido a dibujar las boas cerradas y las boas 

abiertas.       「動詞句」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」「副詞節」 

y「動詞句」「目的語」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

por mi culpa. ﾎﾟﾙ･ﾐ･ｸﾙﾊﾟ adv. 僕の責任による                              「補語」 
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Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人たちが                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

desalentaron ﾃﾞｻﾚﾝﾀﾛﾝ 3 複点(desalentar)v.t 気落ちさせた                  「動詞」 

de mi carrera de pintor ﾃﾞ･ﾐ･ｶﾚﾗ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾝﾄｰﾙ adv. 絵描きの職業から        「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                           「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（年齢が）〜歳であった                   「動詞」 

seis años ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 6 歳                                   「目的語」 

y ｲ conj. それで 

sólo había aprendido a +不定詞 ｿﾛ･ｱﾋﾞｱ･ｱﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ･ｱ 1 単現･完了形 

   (aprender a+不定詞)v.t 〜のやりかたしか学ばなかった                  「動詞句」 

dibujar ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 不定詞 v.t 描く                                   「動詞」 

las boas cerradas y las boas abiertas. ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｾﾗﾀﾞｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ 

   pl.n.f 中の見えないボアと中の見えるボア                             「目的語」 

 

それで僕は、驚きのために見開いた眼でその出現者を見つめた。忘れないでほしい、この時

僕は、人の住むあらゆる地域から千マイルも離れた所にいたのだ。［C-2］ 

 Miré, pues, la aparición con los ojos absortos por el asombro. No olvidéis que me 

encontraba a mil millas de toda región habitada. 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Miré, ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

la aparición ﾗ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ n.f その出現者を                                 「目的語」 

con los ojos absortos ｺﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ･ｱﾌﾞｿﾙﾄｽ adv. 見開いた眼で                「副詞句」 

  absorto ｱﾌﾞｿﾙﾄ adj. 没頭した、驚いた、呆然とした、目を見張る 

por el asombro. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱｿﾝﾌﾞﾛ adv. 驚きのために                         「副詞句」 

No olvidéis ﾉ･ｵﾙﾋﾞﾃﾞｲｽ 命・2 複現･否定(olvidar)v.t 忘れないでほしい       「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me encontraba ﾒ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 1 単線(encontrarse)v.pr（場所に）いた 「動詞句」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                     「副詞句」 

de toda región ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ adv. 全ての地域から                  「副詞句」 

habitada. ｱﾋﾞﾀﾀﾞ adj.f（región に性･数一致）人が住んでいる「形容詞」 
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人が住むあらゆる地域から千マイルも離れた砂漠の真ん中で、途方に暮れた子供といった

様子が全くなかった。僕はやっと口がきけるようになって、彼に言った。［C-2］ 

No tenía en absoluto la apariencia de un niño perdido en medio del desierto, a mil millas 

de toda región habitada. Cuando al fin logré hablar, le dije: 

「動詞句」「目的語」「形容詞節」┃「副詞節」,「間接目的語」「動詞」 

No tenía en absoluto ﾉ･ﾃﾆｱ･ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ 3 単線･否定(tener)v.t 全くなかった 「動詞句」 

 en absoluto ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ adv.（否定文で）まったく（〜でない） 

la apariencia ﾗ･ｱﾊﾟﾘｴﾝｼｱ n.f 様子、外観、見かけ                        「目的語」 

de un niño perdido ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. 途方に暮れた子供の        「形容詞句」 

 perdido ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. 途方に暮れた、道に迷った 

en medio del desierto, ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠の真ん中で「副詞句」 

a mil millas de toda región habitada. ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ･ｱﾋﾞﾀﾀﾞ 

   adv. 人が住むあらゆる地域から千マイルの所で              「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに、やっと                               「副詞句」 

logré hablar, ﾛｸﾞﾚ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ 1 単点･達成(lograr+不定詞) 

   v.i 話せるようになった                                       「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

その時、僕は主に地理学、歴史学、計算そして文法を勉強したことを思い出して、その坊や

に（少し不機嫌な様子で）「絵は描けない」と言った。すると彼は答えた。［C-2］ 

Recordé entonces que había estudiado principalmente geografía, historia, cálculo y 

gramática, y dije al hombrecito (con un poco de mal humor) que no sabía dibujar. Me 

contestó:  「動詞」「副詞」「目的語」y「動詞」「間接目的語」（「副詞句」）「直接目的語」 

「間接目的語」「動詞」 

Recordé ﾚｺﾙﾃﾞ 1 単点(recordar)v.t 思い出した                              「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                              「副詞」 

que ｹ conj. 〜といういことを                                           「目的語」 

había estudiado ｱﾋﾞｱ･ｴｽﾄｩﾃﾞｨｱﾄﾞ 1 単線･完了形(estudiar)v.t 勉強した「動詞句」 

principalmente ﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙﾒﾝﾃ adv. 主に                              「副詞」 

geografía, historia, cálculo y gramática, ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ･ｲｽﾄﾘｱ･ｶﾙｸﾛ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ 

   pl.n. 地理学、歴史学、計算そして文法を                        「目的語」 

y ｲ conj. そして 

dije ﾃﾞｨﾍ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al hombrecito ｱﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ adv. その坊やに                           「間接目的語」 
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 (con un poco de mal humor) ｺﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾏﾙ･ｳﾓｰﾙ 

   adv. 少し機嫌の悪い様子で                                           「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

no sabía dibujar. ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 1 単線･可能･否定(saber+不定詞) 

   v.t 描けない                                                 「動詞句」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestó: ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.t 答えた                                 「動詞」 

 

僕は羊の絵を描いたことが一度もなかったので、描くことが出来た 2 つの絵のうちの 1 つ

を描いた。［C-2］ 

 Como jamás había dibujado un cordero, rehíce uno de los dos únicos dibujos que era 

capz de hacer.                             「副詞節」,「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 一度も〜ない                                     「副詞」 

había dibujado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dibujar)v.t 絵を描いた「動詞句」 

un cordero, ｳﾝ･ｺﾛｳﾃﾞﾛ n.m 羊を                                 「目的語」 

rehíce ﾚｲｾ 1 単点(rehacer)v.t また描いた                                   「動詞」 

uno ｳﾉ pron 一つの絵を                                                「目的語」 

de los dos únicos dibujos ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ｳﾆｺｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ adj. 2 つの絵の内の「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                               「形容詞節」 

era ｴﾗ 1 単線(ser)v.i 〜であった                              「動詞」 

capz de hacer. ｶﾊﾟｽ･ﾃﾞ･ｱｾｰﾙ adj. 描くことが出来る             「補語」 

 

4 番目の惑星は事業家の惑星だった。その男はあまりにも忙しくて、王子様がやって来ても、

頭を上げさえしなかった。［C-13］ 

El cuatro planeta era el del hombre de negocios. El hombre estaba tan ocupado que ni 

siquiera levantó la babeza cuando llegó el principito. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

El cuatro planeta ｴﾙ･ｸゎﾄﾛ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 4 番目の惑星は                       「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

el del hombre de negocios. ｴﾙ･ﾃﾞﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家の惑星        「補語」 

 el は el planeta の代用 negocio ﾈｺﾞｼｵ n.m 事業 hombre de negocios 事業家 

El hombre ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m その男は                                        「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

tan ocupado ﾀﾝ･ｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. あまりにも忙しい                              「補語」 

que ｹ conj.（tan...que+直説法）その結果〜する                           「副詞節」 
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ni siquiera levantó ﾆ･ｼｷｴﾗ･ｪﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantar) 

v.t 上げることさえもしなかった                               「動詞句」 

 ni ﾆ adv. 〜さえ（ない） siquiera ｼｷｴﾗ adv.（否定の強調）〜さえ（ない） 

la babeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                       「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                   「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i 着いた                         「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が                     「主語」 

 

最初は 22 年前、どこからか落ちてきたコガネムシのせいだった。［C-13］ 

La primera fue hace veintidós años por un abejorro que cayó Dios sabe de dónde. 

《「主語」「動詞」「副詞句」》 

La primera ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ n.f 最初は                                            「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

hace veintidós años ｱｾ･ﾍﾞｲﾝﾃｨﾄﾞｽ･ｱﾝﾆｮｽ adv. 22 年前                      「副詞句」 

por ﾎﾟﾙ adv. 〜のために                                                「副詞句」 

un abejorro ｳﾝ･ｱﾍﾞﾎﾛ n.m コガネムシ                            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

cayó ｶﾖ 3 単点(caer)v.i 落ちてきた                        「動詞」 

Dios sabe de dónde. ﾃﾞｨｵｽ･ｻﾍﾞ･ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ 

 adv. 神のみが知る所から、どこからか                「副詞句」 

 

そいつがすさまじい雑音を出したので、足し算を 4 回も間違えてしまった。［C-13］ 

Produjo un ruido espantoso y cometí cuatro errores en una suma. 

《「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Produjo ﾌﾟﾛﾄﾞｩﾎ 3 単点(producir)v.t 生産した、（音を）たてた               「動詞」 

un ruido ｳﾝ･ﾙｲﾄﾞ n.m 雑音を                                           「目的語」 

espantoso ｴｽﾊﾟﾝﾄｿ adj. すさまじい、恐ろしい                     「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

cometí ｺﾒﾃｨ 1 単点(cometer)v.t（過ちを）犯した                            「動詞」 

cuatro errores ｸゎﾄﾛ･ｴﾛｰﾚｽ pl.n.m 4 回の間違いを                        「目的語」 

en una suma. ｴﾝ･ｳﾅ･ｽﾏ adv. 足し算で                                   「副詞句」 

 

「違うよ！なまけ者たちを夢中にさせる金色の小さな物だよ。だけどおれは真面目なんだ。

夢中になっている時間はないんだ！」［C-13］ 

--- ¡No, no! Cositas doradas que hacen desvariar a los holgazanes. ¡Pero yo soy serio! 

No tengo tiempo para desvariar. 
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《「応答」「主語」┃Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

¡No, no! ﾉ･ﾉ adv. 違うよ！                                               「応答」 

Cositas doradas ｺｼﾀｽ･ﾄﾞﾗﾀﾞｽ pl.n.f 金色の小さな物だよ                     「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

hacen desvariar ｱｾﾝ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ 3 複現･使役(hacer+不定詞) 

   v.i 精神錯乱を起こさせる、夢中にさせる                     「動詞句」 

 desvariar ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ v.i うわごとを言う、精神錯乱を起こす 

a los holgazanes. ｱ･ﾛｽ･ｵﾙｶﾞｻﾈｽ pl.n.m なまけ者たちを          「目的語」 

¡Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo ｼﾞｮ pron おれは                                                      「主語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

serio! ｾﾘｵ adj. まじめな                                                  「補語」 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                              「目的語」 

para desvariar. ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ adj. 夢中になっている            「形容詞句」 

 

この男は、と王子様は心の中で思った、ちょっとあの酔っ払いみたいな理屈を言っている。

それでも、質問を続けた。［C-13］ 

 Éste, se dijo a sí mismo el principito, razona un poco como el ebrio. Sin embargo, siguió 

preguntando:  「主語」,「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」 

Éste, ｴｽﾃ pron この男は                                                  「主語」 

「副詞節」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                 「動詞句」 

a sí mismo ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身に対して                       「副詞句」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟ ﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                          「主語」 

razona ﾗｿﾅ 3 単現(razonar)v.i 理屈を言っている                            「動詞」 

un poco como ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾓ adv. 少し〜のように                             「副詞句」 

el ebrio. ｴﾙ･ｴﾌﾞﾘｵ n.m あの酔っ払い                                     「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

siguió preguntando: ｼｷﾞｵ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾝﾄﾞ 3 単点･継続(seguir+現在分詞) 

  v.t 質問を続けた                                                     「動詞句」 
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「間違いない。君が、誰のものでもないダイヤモンドを見つけたら、それは君のものだ。君

が、誰のものでもない島を見つけたら、それは君のものだ。」［C-13］ 

--- Sin duda. Cuando encuentras un diamante que no es de nadie, es tuyo. Cuando 

encuentras una isla que no es de nadie, es tuya. 

《「補語」┃「副詞節」「動詞」「補語」┃「副詞節」「動詞」「補語」》 

Sin duda. ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adj. 間違いない                                       「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜したら                                「副詞節」 

encuentras ｴﾝｸｪﾝﾄﾗｽ 2 単現(encontrar)v.t 見つける                  「動詞」 

un diamante ｳﾝ･ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃ n.m ダイアモンドを                     「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                   「動詞」 

de nadie, ﾃﾞ･ﾅﾃﾞｨｴ adj. 誰の物でも〜ない                 「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tuyo. ﾄｩﾖ pron.m 君のもの                                               「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したら                                          「副詞節」 

encuentras ｴﾝｸｪﾝﾄﾗｽ 2 単現(encontrar)v.t 見つける                  「動詞」 

una isla ｳﾅ･ｲｽﾗ n.f 島を                                         「目的語」 

que no es de nadie, ｹ･ﾉ･ｴｽ･ﾃﾞ･ﾅﾃﾞｨｴ adj. 誰のものでもない「形容詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tuya. ﾄｩﾔ pron.f 君の物                                                  「補語」 

 

目を覚ました時に、僕が 2 日間の休暇を願い出たときに、どうして社長が不満そうな顔を

していたのかが分かった：今日は土曜日なのだ。［D-1-2］ 

Cuando me desperté comprendí por qué el patrón tenía aspecto descontento cuando le 

pedí los dos días de licencia: hoy es sábado.  

「副詞節」,「動詞」「目的語」：「副詞」「動詞」「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                        「副詞節」 

me desperté ﾒ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾃ 1 単点(despertarse)v.pr 目を覚ました       「動詞句」 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かった                       「動詞」 

por qué ﾎﾟﾙ･ｹ conj. どうして〜かということが                           「目的語」 

el patrón ｴﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長が                                    「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（感情を）持っていた                     「動詞」 

aspecto descontento ｱｽﾍﾟｸﾄ･ﾃﾞｽｺﾝﾃﾝﾄ n.m 不満そうな様子を       「目的語」 

   aspecto ｱｽﾍﾟｸﾄ n.m 様子 descontento ﾃﾞｽｺﾝﾃﾝﾄ adj. 不満な 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                   「副詞節」 

le ﾚ pron 彼に                                      「間接目的語」 
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pedí ﾍﾟﾃﾞｨ 1 単点(pedir)v.t 願い出た                        「動詞」 

los dos días ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 2 日間を             「直接目的語」 

de licencia: ﾃﾞ･ﾘｾﾝｼｱ adj. 休暇の            「形容詞句」 

hoy ｵｲ adv. 今日は                                                       「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

sábado. ｻﾊﾞﾄﾞ n.m 土曜日                                                「補語」 

 

どうもそれを忘れていたようだ。ところが起きる時にそのことが頭に浮かんだのだ。 

［D-1-2］ 

Por decirlo así, lo había olvidado, pero se me ocurrió la idea al levantarme.  

「副詞句」,「目的語」「動詞句」pero「動詞句」「間接目的語」「主語」「副詞句」 

Por decirlo así, ﾎﾟﾙ･ﾃﾞｼﾙﾛ･ｱｼ adv. 言ってみれば、言わば                  「副詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

había olvidado, ｱﾋﾞｱ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞﾄﾞ 1 単線･完了形(olvidar)v.t 忘れていた        「動詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se ...ocurrió ｾ...ｵｸﾘｵ 3 単点(ocurrirse)v.pr（a+人 の）頭に浮かんだ         「動詞句」 

me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

la idea ﾗ･ｲﾃﾞｱ n.f その考えが                                            「主語」 

al levantarme. ｱﾙ･ﾚｳﾞｧﾝﾀﾙﾒ adv.（時点）起きる時に                      「副詞句」 

 

 

当然、社長は、日曜日を含めると僕が 4 連休を取るのだ、と思ったはずだ。そして、それが

社長には気に入らなかったに違いない。［D-1-2］ 

Naturalmente, el patrón pensó que con el domingo tendría cuatro días de licencia, y eso 

no podía gustarle.             「副詞」,「主語」「動詞」「目的語」y「主語」「動詞句」 

Naturalmente, ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 当然                                        「副詞」 

el patrón ｴﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                            「主語」 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.t(que 〜と) 考えた                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

con el domingo ｺﾝ･ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ adv. 日曜日を含めると               「副詞句」 

tendría ﾃﾝﾄﾞﾘｱ 1 単過未･推測(tener)v.t 〜を取るだろう               「動詞」 

cuatro días ｸゎﾄﾛ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 4 日間                            「目的語」 

de licencia, ﾃﾞ･ﾘｾﾝｼｱ adj. 休暇の                        「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

no podía gustarle. ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｸﾞｽﾀｰﾙ･ﾚ 3 単線･可能性･否定(poder+不定詞+le) 
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   v.i 彼には気に入らなかったに違いない                                「動詞句」 

 

しかし、一方で、母さんの葬儀が今日ではなく昨日だったことは僕のせいじゃあない、また、

どちらにしても、僕は土曜日と日曜日は休めたのだ。［D-1-2］ 

Pero, por una parte, no es culpa mía que hayan enterrado a mamá ayer en vez de hoy, y, 

por otra parte, hubiera tenido el sábado y el domingo de todos modos.  

Pero「副詞句」「動詞」「補語」「主語」y「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

por una parte, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 一方では                                「副詞句」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

culpa mía ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ n.f 僕の間違い、僕が悪い                               「補語」 

que ｹ conj.（価値判断）〜ということは                                    「主語」 

hayan enterrado ｱﾔﾝ･ｴﾝﾃﾗﾄﾞ 接・3 複現･完了形(enterrar)v.t 埋葬した 「動詞句」 

a mamá ｱ･ﾏﾏ n.f 母さんを                                        「目的語」 

ayer ｱｼﾞｪｰﾙ adv. 昨日                                              「副詞」 

en vez de ｴﾝ･ﾍﾞｽ･ﾃﾞ prep 〜の代わりに、〜ではなく           「副詞句」 

hoy, ｵｲ adv. 今日                                      「副詞」 

y, ｲ conj. そして 

por otra parte, ﾎﾟﾙ･ｵﾄﾗ･ﾊﾟﾙﾃ adv. また、他方では                        「副詞句」 

hubiera tenido ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾆﾄﾞ 接・1 単過･完了形･推測(tener)v.t 〜を持てただろう「動詞句」 

el sábado ｴﾙ･ｻﾊﾞﾄﾞ n.m 土曜日を                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el domingo ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ n.m 日曜日を                                     「目的語」 

de todos modos. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾓﾄﾞｽ adv. それでも、とにかく                   「副詞句」 

 

もちろん、社長の考えが理解できない訳ではない。［D-1-2］ 

Por supuesto, esto no me impide comprender a mi patrón. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Por supuesto, ﾎﾟﾙ･ｽﾌﾟｴｽﾄ adv. もちろん                                 「副詞句」 

esto ｴｽﾄ pron これは                                                    「主語」 

no ...impide ﾉ...ｲﾝﾋﾟﾃﾞ 3 単現･否定(impedir)v.t(SVO+C:不定詞) 

   v.t O が〜するのを妨げない                                           「動詞句」 

me ﾒ pron 僕が                                                       「目的語」 

comprender ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞･me の動作 v.t 理解する、わかる             「補語」 

a mi patrón. ｱ･ﾐ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長のことを                          「目的語」 
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昨日一日の疲れがまだ残っていたので、起き上がるのが辛かった。［D-1-2］ 

Me costó levantarme porque la jornada de ayer me había cansado.  

「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞節」 

Me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

costó ｺｽﾄ 3 単点(costar)v.i 骨が折れた                                     「動詞」 

levantarme ﾚﾊﾞﾝﾀﾙ･ﾒ 不定詞(levantarse)v.pr,n. 起き上がることは            「主語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

la jornada ﾗ･ﾎﾙﾅﾀﾞ n.f 1 日は                                       「主語」 

de ayer ﾃﾞ･ｱｼﾞｪｰﾙ adj. 昨日の                             「形容詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                 「目的語」 

había cansado. ｱﾋﾞｱ･ｶﾝｻﾄﾞ 3 単線･完了形(cansar)v.t 疲れさせていた 「動詞句」 

   僕を疲れさせていた → 疲れが残っていた 

 

髭を剃っている間、何をしたらよいかと考えていたが、泳ぎに行くことにした。［D-1-2］ 

Mientras me afeitaba me pregunté qué podía hacer y resolví ir a bañarme.  

「副詞節」,「動詞句」「目的語」y「動詞句」 

Mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜している間に                                   「副詞節」 

me afeitaba ﾒ･ｱﾌｪｲﾀﾊﾞ 1 単線(afeitarse)v.pr 髭を剃っていた        「動詞句」 

me pregunté ﾒ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単線(preguntarse)v.pr 考えていた               「動詞句」 

   preguntarse ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾙｾ v.pr 自問する、疑問に思う 

qué ｹ pron（目的語）何を〜するかということを                          「目的語」 

podía hacer ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｱｾｰﾙ 1 単線･許可(poder+不定詞) 

   v.t 〜をしたら良いだろうか                                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

resolví ir ﾚｿﾙﾋﾞ･ｲｰﾙ 1 単点･決心(resolver+不定詞 ir a+不定詞) 

   v.i 行くことに決めた                                                「動詞句」 

a bañarme. ｱ･ﾊﾞﾆｬﾙ･ﾒ 不定詞(bañarse)v.pr 泳ぐ                  「動詞句」 

 

路面電車に乗って、港にある海水浴場に行った。［D-1-2］ 

Tomé el tranvía para ir al establecimiento de baños del puerto.  

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tomé ﾄﾒ 1 単点(tomar)v.t（公共の乗り物に）乗った                         「動詞」 

el tranvía ｴﾙ･ﾄﾗﾝﾋﾞｱ n.m 路面電車に                                    「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. そして〜する、〜するために                       「副詞句」 

   → ここは「〜するため」よりも「そして〜した」と翻訳する 

ir ｲｰﾙ 不定詞 v.i  行く                                            「動詞」 
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al establecimiento de baños ｱﾙ･ｴｽﾀﾌﾞﾚｼﾐｴﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾆｮｽ 

 adv. 海水浴場に                                         「間接目的語」 

   establecimiento ｴｽﾀﾌﾞﾚｼﾐｴﾝﾄ n.m 施設 baños ﾊﾞﾆｮｽ pl.n.m 水浴 

del puerto. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟｴﾙﾄ adv. 港にある                  「副詞句」 

 

そこで僕は、海水浴場の入り口に飛び込んだ。沢山の若者がいた。［D-1-2］ 

Allí me zambullí en la entrada. Había muchos jóvenes.  

「副詞」「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「目的語」 

Allí ｱｼﾞ adv. そこで                                                     「副詞」 

me zambullí ﾒ･ｻﾝﾌﾞｼﾞ 1 単点(zambullir)v.pr（水に）飛び込んだ           「動詞句」 

en la entrada. ｴﾝ･ﾗ･ｴﾝﾄﾗﾀﾞ adv. 海水浴場の入り口に                     「副詞句」 

Había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 〜がいた                                     「動詞」 

muchos jóvenes. ﾑﾁｮｽ･ﾎﾍﾞﾈｽ pl.n.m 沢山の若者が                        「目的語」 

 

水の中で、僕の事務所の元タイピストのマリア・カルドナに出会った。その当時、僕は彼女

をものにしようと思っていた。［D-1-2］ 

En el agua encontré a María Cardona, antigua dactilógrafa de mi oficina, a la que había 

deseado en otro tiempo.                     「副詞句」,「動詞」「目的語」,「副詞節」 

En el agua ｴﾝ･ﾈﾙ･ｱｸﾞｱ adv. 水の中で                                    「副詞句」 

encontré ｴﾝｺﾝﾄﾚ 1 単点(encontrar)v.t（偶然に）出会った                    「動詞」 

a María Cardona, ｱ･ﾏﾘｱ･ｶﾙﾄﾞﾅ n.f マリア・カルドナに                   「目的語」 

antigua dactilógrafa ｱﾝﾁｸﾞゎ･ﾀﾞｸﾁﾛｸﾞﾗﾌｧ 

 n.f（同格）元タイピストの                                 「形容詞句」 

   antigua ｱﾝﾁｸﾞゎ adj.f(+名詞) 元の、旧の 

de mi oficina, ﾃﾞ･ﾐ･ｵﾌｨｼﾅ adj. 僕の事務所の           「形容詞句」 

a la que ｱ･ﾗ･ｹ pron 彼女を〜する                                       「副詞節」 

había deseado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｾｱﾄﾞ 1 単線･完了形(desear) 

v.t 欲情を抱いていた                                         「動詞句」 

en otro tiempo. ｴﾝ･ｵﾄﾛ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ 

 adv. かつて、以前、その当時                                 「副詞句」 

 

彼女もその気があったと思っている。しかしまもなく彼女は会社を辞めてしまったので、僕

たちにはそのチャンスがなかった。［D-1-2］ 

Creo que ella también. Pero se había marchado poco después y no tuvimos ocasión.  

「動詞」「目的語」┃Pero「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「目的語」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t(que 〜だと) 思っている                           「動詞」 
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que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                             「主語」 

también. ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 同様に                                       「副詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se había marchado ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾏﾙﾁｬﾄﾞ 3 単線･完了形･再帰動詞(marcharse) 

v.pr 辞めてしまった                                                 「動詞句」 

poco después ﾎﾟｺ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. まもなく、少し後で                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

no tuvimos ﾉ･ﾄｩﾋﾞﾓｽ 1 複点･否定(tener)v.t 〜がなかった                  「動詞句」 

ocasión. ｵｶｼｵﾝ n.f チャンスが、時間が                                   「目的語」 

 

僕は彼女がブイにあがるのを手伝い、その時に、彼女の胸に軽く触れた。［D-1-2］ 

La ayudé a subir a una balsa y rocé sus senos en ese movimiento.  

「目的語」「動詞」「補語」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

La ﾗ pron 彼女が                                                     「目的語」 

ayudé ｱﾕﾃﾞ 1 単点(ayudar)v.t(a+不定詞)（〜するのを）手伝った              「動詞」 

a subir ｱ･ｽﾋﾞｰﾙ 不定詞･La の動作 v.i(a に) 上がる                          「補語」 

a una balsa ｱ･ｳﾅ･ﾊﾞﾙｻ adv. ブイの上に                             「副詞句」 

  balsa ﾊﾞﾙｻ n.f 筏（フランス語版では bouée ブイなので、boya ブイの方が適当） 

y ｲ conj. そして 

rocé ﾛｾ 1 単点(rozar)v.t かすめた、軽く触った                              「動詞」 

sus senos ｽｽ･ｾﾉｽ pl.n.m 彼女の乳房に                                   「目的語」 

en ese movimiento. ｴﾝ･ｴｾ･ﾓﾋﾞﾐｴﾝﾄ adv. その動作の間に                   「副詞句」 

 

マリアが僕に向かって振り返った。目の上に髪を垂らして、笑っていた。［D-1-2］ 

Se volvió hacia mí. Tenía los cabellos sobre los ojos y reía.  

「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞」 

Se volvió ｾ･ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volverse)v.pr 振り返った                       「動詞句」 

hacia mí. ｱｼｱ･ﾐ adv. 僕のほうへ                                        「副詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（状態）にしていた                              「動詞」 

los cabellos ﾛｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 髪を                                     「目的語」 

sobre los ojos ｿﾌﾞﾚ･ﾛｽ･ｵﾎｽ adv. 目の上に                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

reía. ﾚｲｱ 3 単線(reír)v.i 笑っていた                                        「動詞」 
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素晴らしい時間だった。そこで僕は、ふざけたように、頭を後ろのほうへ移動させて、そっ

と彼女の腹の上に頭を載せた。［D-1-2］ 

El tiempo estaba espléndido y, como bromeando, dejé ir la cabeza hacia atrás y la posé 

sobre su vientre. 「主語」「動詞」「補語」y 

「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

El tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時は                                            「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

espléndido ｴｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. 素晴らしい                                   「補語」 

y, ｲ conj. そして 

como +現在分詞 ｺﾓ adv. 〜するように                                   「副詞句」 

bromeando, ﾌﾞﾛﾒｱﾝﾄﾞ 現在分詞(bromear)v.i ふざける                「動詞」 

dejé ir ﾃﾞﾍ･ｲｰﾙ 1 単点･使役(dejar+不定詞)v.i 行かせた                     「動詞句」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                               「目的語」 

hacia atrás ｱｼｱ･ｱﾄﾗｽ adv. 後ろのほうへ                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron それを                                                      「目的語」 

posé ﾎﾟｾ 1 単点(posar)v.t そっと置いた                                    「動詞」 

sobre su vientre. ｿﾌﾞﾚ･ｽ･ﾋﾞｴﾝﾄﾚ adv. 彼女の腹の上に                     「副詞句」 

 

彼女が何も言わなかったので、僕はそのままでいた。青くそして金色の空全体が僕の目に映

りこんでいた。僕はうなじの下で、マリアの腹が優しく脈打つのを感じていた。［D-1-2］ 

No dijo nada y quedé así. Me daba en los ojos todo el cielo, azul y dorado. Bajo la nuca 

sentía latir suavemente el vientre de María.  

「動詞句」「目的語」y「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」 

「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

No dijo ﾉ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点･否定(decir)v.t 言わなかった                        「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

y ｲ conj. それで 

quedé ｹﾃﾞ ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i 〜のままでいた                            「動詞」 

así. ｱｼ adj. そのような                                                   「補語」 

Me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

daba ﾀﾞﾊﾞ 3 単線(dar)v.t 上映していた                                     「動詞」 

en los ojos ｴﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ adv. 両目の中に                                   「副詞句」 

todo el cielo, ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空全体が                                     「主語」 

azul y dorado. ｱｽﾙ･ｲ･ﾄﾞﾗﾄﾞ adj. 青くて金色の                     「形容詞句」 

Bajo la nuca ﾊﾞﾎ･ﾗ･ﾇｶ adv. うなじの下に                                「副詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「目的語」の例文  77 / 650 

  nuca ﾇｶ n.f えりあし、うなじ 

sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線･感覚(sentir)v.t 感じていた                              「動詞」 

latir ﾗﾁｰﾙ 不定詞 v.i 脈打つ                                               「補語」 

suavemente ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、やさしく                          「副詞」 

el vientre de María. ｴﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄﾚ･ﾃﾞ･ﾏﾘｱ n.m マリアの腹が                 「目的語」 

 

日差しが強烈になると、マリアが海に飛び込み、ぼくもそれに続いた。［D-1-2］ 

Cuando el sol estuvo demasiado fuerte se zambulló y la seguí.   

「副詞節」,「動詞句」y「目的語」「動詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき、〜なので                              「副詞節」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽は                                           「主語」 

estuvo ｴｽﾄｩﾎﾞ 3 単点(estar)v.i 〜になっていた                       「動詞」 

demasiado fuerte ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾌｴﾙﾃ adj. 強すぎる                       「補語」 

se zambulló ｾ･ｻﾝﾌﾞｼﾞｮ 3 単点(zambllirse)v.pr（水に）飛び込んだ           「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron 彼女に                                                      「目的語」 

seguí. ｾｷﾞ 1 単点(seguir)v.t 後を追った、に続いた                          「動詞」 

 

僕は彼女に追いつき、彼女の腰に片手をまわして、一緒に泳いだ。［D-1-2］ 

La alcancé, pasé la mano alrededor de su cintura y nadamos juntos.  

「目的語」「動詞」,「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞」「副詞」 

La ﾗ pron 彼女に                                                      「目的語」 

alcancé, ｱﾙｶﾝｾ 1 単点(alcanzar)v.t 追いついた                              「動詞」 

pasé ﾊﾟｾ 1 単点(pasar)v.t 移動させた                                      「動詞」 

la mano ﾗ･ﾏﾉ n.m 片手を                                               「目的語」 

alrededor de su cintura ｱﾙﾚﾃﾞﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｽ･ｼﾝﾄｩﾗ adv. 彼女の腰の周りに      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

nadamos ﾅﾀﾞﾓｽ 1 複点(nadar)v.i 泳いだ                                    「動詞」 

juntos. ﾌﾝﾄｽ adj. 一緒に                                                  「副詞」 

 

桟橋で体を乾かしているとき、「わたしのほうが焼けているわ」と彼女が言った。［D-1-2］ 

En el muelle mientras nos secábamos me dijo: "Soy más morena que tú."  

「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

En el muelle ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾑｪｼﾞｪ adv. 桟橋で、ふ頭で                           「副詞句」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜している間                                     「副詞節」 

nos secábamos ﾉｽ･ｾｶﾊﾞﾓｽ 1 複線(secarse)v.pr 乾かしていた         「動詞句」 
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me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

n. 〜ということを                                                 「直接目的語」 

"Soy ｿｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                              「動詞」 

más morena ﾏｽ･ﾓﾚﾅ adj. もっと日焼けした                     「補語」 

que tú." ｹ･ﾄｩ adv. あなたよりも                        「副詞句」 

 

僕は、夜、映画に行かないかと誘った。［D-1-2］ 

Le pregunté si quería ir al cine esa noche.        「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼女に                                                  「間接目的語」 

pregunté ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

quería ir ｹﾘｱ･ｲｰﾙ 3 単線･願望･時制の一致(querer+不定詞) 

v.i 行きたい                                               「動詞句」 

al cine ｱﾙ･ｼﾈ adv. 映画に                                「間接目的語」 

esa noche. ｴｻ･ﾉﾁｪ n.f 夜に                                   「副詞句」 

 

最初警察署内では、僕の事件は誰にも興味を抱かせないように見えた。［D-2-1］ 

La primera vez el asunto pareció no interesar a nadie en la comisaría.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

La primera vez ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾍﾞｽ adv. 最初は、はじめは                       「副詞句」 

el asunto ｴﾙ･ｱｽﾝﾄ n.m 事件は                                            「主語」 

pareció no interesar ﾊﾟﾚｼｵ･ﾉ･ｲﾝﾃﾚｻｰﾙ 3 単点･見える(parecer+不定詞･否定形 interesar) 

   v.t 興味を抱かせないように見えた                                    「動詞句」 

a nadie ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰にも                                           「目的語」 

en la comisaría. ｴﾝ･ﾗ･ｺﾐｻﾘｱ adv. 警察署内では                           「副詞句」 

 

しかし最初は、僕の名前と、住所と職業、それに生年月日と出生地だけしか尋ねなかった。

それから、もう弁護士は決めたのかと僕に確認した。［D-2-1］ 

Pero me preguntó, para empezar, solamente mi nombre y dirección, mi profesión, la fecha 

y el lugar de nacimiento. Luego quiso saber si había elegido abogado.  

Pero「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó, ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

para empezar, ﾊﾟﾗ･ｴﾝﾍﾟｻｰﾙ adv. まず最初に                              「副詞句」 
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solamente ｿﾗﾒﾝﾃ adv. 〜だけ、〜しかない                               「副詞句」 

mi nombre ﾐ･ﾉﾝﾌﾞﾚ n.m 僕の名前を                                 「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

dirección, ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ n.f 住所を                                      「直接目的語」 

mi profesión, ﾐ･ﾌﾟﾛﾌｪ f ｼｮﾝ n.f 僕の職業を                           「直接目的語」 

la fecha ﾗ･ﾌｪﾁｬ n.f 日付を                                          「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

el lugar ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所を                                       「直接目的語」 

de nacimiento. ﾃﾞ･ﾅｼﾐｪﾝﾄ adj. 生まれた                     「形容詞句」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. その後で                                                「副詞」 

quiso saber ｷｿ･ｻﾍﾞｰﾙ 3 単点･願望(querer+不定詞)v.t 知ろうとした、尋ねた  「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

había elegido ｱﾋﾞｱ･ｴﾚﾋﾄﾞ 1 単線･完了形(elegir)v.t すでに選んだ     「動詞句」 

abogado. ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 弁護士を                                  「目的語」 

 

「それは一つの意見ですが、ここでは、法律があります。もしあなたが弁護士を選ばないの

でしたら、こちらで国選の弁護士を指名いたします」［D-2-1］ 

"Es una opinión. Sin embargo, ahí está la ley. Si no elige usted abogado nosotros 

designaremos uno de oficio."  

《「動詞」「補語」┃「副詞句」,「動詞」「主語」┃「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」》 

"Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

una opinión. ｳﾅ･ｵﾋﾟﾆｵﾝ n.f 一つの意見、見解                               「補語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、しかしながら                    「副詞句」 

ahí ｱｲ adv. ここでは                                                     「副詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現･存在(estar)v.i 〜がある                                    「動詞」 

la ley. ﾗ･ﾚｲ n.f 法律が                                                    「主語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

no elige ﾉ･ｴﾘﾍ 3 単現･否定(elegir)v.t 選ばない                    「動詞句」 

usted ｳｽﾃ pron あなたが                                         「主語」 

abogado ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 弁護士を                                 「目的語」 

nosotros ﾉｿﾄﾛｽ pron.pl 私たちが                                          「主語」 

designaremos ﾃﾞｼｸﾞﾅﾚﾓｽ 1 複未(designar)v.t 指名する                       「動詞」 

uno ｳﾉ pron 弁護士を                                                  「目的語」 

de oficio." ﾃﾞ･ｵﾌｨｼｵ advj. 国選の                               「形容詞句」 
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僕は、最初は彼をまじめに受け止めなかった。彼はカーテンを下した部屋で僕を迎え入れた。 

［D-2-1］ 

Al principio no le tomé en serio. Me recibió en una habitación cubierta de cortinajes; 

「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞句」 

Al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初は                                    「副詞句」 

no ...tomé ﾉ...ﾄﾒ 1 単点･否定(tomar)v.t 受け止めなかった                  「動詞句」 

le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

en serio. ｴﾝ･ｾﾘｵ adv. まじめに                                          「副詞句」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

recibió ﾚｼﾋﾞｵ 3 単点(recibir)v.t 迎え入れた                                 「動詞」 

en una habitación ｴﾝ･ｳﾅ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ adv. 部屋で                            「副詞句」 

cubierta ｸﾋﾞｴﾙﾀ adj.f(de で) 覆われた                          「形容詞句」 

de cortinajes; ﾃﾞ･ｺﾙﾁﾅﾍｽ adv. カーテンで                「副詞句」 

 

会話が終わると、今度は反対に、僕が彼をじっと見つめた。そして、繊細な顔立ちで、くぼ

んだ青い目で、灰色の長い口髭とほとんど白くなったふさふさの髪をしたとても背の高い

男だということが見て取れた。［D-2-1］ 

Después de nuestra conversación, por el contrario, le miré y vi un hombre de rasgos finos, 

ojos azules hundidos, muy alto, con largos bigotes grises y abundantes cabellos casi 

blancos.                           「副詞句」,「目的語」「動詞」y「動詞」「目的語」 

Después de ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ prep（順序）〜の後で                            「副詞句」 

nuestra conversación, ﾇｴｽﾄﾗ･ｺﾝﾍﾞﾙｻｼｵﾝ n.f 僕たちの会話           「目的語」 

por el contrario, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｺﾝﾄﾗﾘｵ adv.(= al contrario) 反対に                「副詞句」 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                             「動詞」 

y ｲ conj. そして 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t（+目的格補語）知った、見出した                       「動詞」 

un hombre ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男を                                          「目的語」 

de rasgos ﾃﾞ･ﾗｽｺﾞｽ adj. 顔立ちの                               「形容詞句」 

finos, ﾌｨﾉｽ adj.m.pl 繊細な                             「形容詞」 

ojos ｵﾎｽ pl.n.m 目                                               「目的語」 

azules ｱｽﾚｽ adj.m.pl(azul) 青い                           「形容詞」 

hundidos, ｳﾝﾃﾞｨﾄﾞｽ adj.m.pl 沈んだ、くぼんだ      「形容詞」 

muy alto, ﾑｲ･ｱﾙﾄ adj.m とても背の高い                            「形容詞」 

con ｺﾝ adv.（様態）〜をした                               「副詞句」 

largos bigotes grises ﾗﾙｺﾞｽ･ﾋﾞｺﾞﾃｽ･ｸﾞﾘｾｽ 
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 pl.n.m 灰色の長い口髭                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

abundantes cabellos ｱﾌﾞﾝﾀﾞﾝﾃｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ 

 pl.n.m ふさふさの髪                             「目的語」 

casi blancos. ｶｼ･ﾌﾞﾗﾝｺｽ adj.m.pl ほとんど白い「形容詞句」 

 

予審判事は、いくらか口を引きつらせる痙攣があったが、要するに、とても分別があり好感

の持てる人間に見えた。［D-2-1］ 

Me pareció muy razonable y simpático en resumen, a pesar de algunos tics nerviosos que 

le estiraban la boca.                        「間接目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                         「動詞」 

   主語は予審判事 

muy razonable y simpático ﾑｲ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚ･ｲ･ｼﾝﾊﾟﾃｨｺ 

 adj. とても分別があり好感の持てる                                     「補語」 

en resumen, ｴﾝ･ﾚｽﾒﾝ adv. 要約すると、要するに                         「副詞句」 

a pesar de ｱ･ﾍﾟｻｰﾙ･ﾃﾞ prep 〜にもかかわらず、〜であっても              「副詞句」 

algunos tics ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾁｯｸｽ pl.n.m いくらかの痙攣、いくつかの癖    「目的語」 

nerviosos ﾈﾙﾋﾞｵｿｽ adj. 神経質な                          「形容詞」 

que ｹ pron（主語）〜する                       「形容詞節」 

le ﾚ pron 彼の                      「間接目的語」 

estiraban ｴｽﾁﾗﾊﾞﾝ 3 複線(estirar) 

v.t 引きつらせる                        「動詞」 

la boca. ﾗ･ﾎﾞｶ n.f 口を               「直接目的語」 
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「補語」の例文 

「主語」「動詞」「補語」の場合： 

「補語」は名詞または形容詞が使用され、「主語」の性質または状態を表す。 

「主語」「動詞」「目的語」「補語」の場合： 

   「補語」が名詞または形容詞の場合には、「目的語」の性質または状態を表す。 

   「補語」が「動詞」の場合には、「目的語」の動作を表す。 

主動詞が使役・放任の動詞または知覚動詞などの場合。 

 

男は、一文無しになると、悪魔に懇願した。［A-1-4］ 

Cuando el hombre se vio sin un céntimo, le rogó al diablo : 

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

el hombre ｴ･ﾛﾝﾌﾞﾚ n.m 男は                                     「主語」 

se vio ｾ･ﾋﾞｵ 3 単点(verse)v.pr 〜の状態になった                  「動詞句」 

sin un céntimo ｼﾝ･ｳﾝ･ｾﾝﾃｨﾓ adj. 一文無しの                       「補語」 

le ﾚ pron 悪魔に（al diablo の先出）                                「間接目的語」 

rogó ﾛｺﾞ 3 単点(rogar)v.t 懇願した                                        「動詞」 

al diablo ｱﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ adv. 悪魔に                                    「間接目的語」 

 

「悪魔は何歳なのだろうか？とても年を取っていると言われているけど．．．」［A-1-4］ 

《¿Qué edad tendrá el diablo? Dicen que es muy viejo ...》 

《「目的語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」》 

Qué edad ｹ･ｴﾀﾞ n.f 何歳                                               「目的語」 

tendrá ﾃﾝﾄﾞﾗ 3 単未･推量(tener)v.t（年齢が）〜であろうか                  「動詞」 

el diablo ｴﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ n.m 悪魔は                                          「主語」 

Dicen ﾃﾞｨｾﾝ 3 複現(decir)v.t (3 人称複数形+que+直説法) 

   〜だそうだ、〜といわれている                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                     「動詞」 

muy viejo ﾑｲ･ﾋﾞｴﾎ adj. 年を取った                                「補語」 
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「何があったの、ペドロ？顔が真っ青だわ。」［A-1-4］ 

---- ¿Qué te pasa, Pedro? Estás pálido. 

《「主語」「間接目的語」「動詞」（呼びかけ）┃「動詞」「補語」》 

Qué ｹ pron 何が                                                       「主語」 

te ﾃ pron あなたに                                                「間接目的語」 

pasa ﾊﾟｻ 3 単現(pasar)v.i（3 単現でのみ）起こった                         「動詞」 

Pedro ﾍﾟﾄﾞﾛ n.（人名）ペドロ                                        （呼びかけ） 

Estás ｴｽﾀｽ 2 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

pálido ﾊﾟﾘﾄﾞ adj.（顔色が）青白い                                        「補語」 

 

這い這いすると、別の動物、怪鳥のように見えた。［A-1-4］ 

Al andar a gatas, parecía otro animal, un pajarraco.      「副詞句」, 「動詞」「補語」 

Al andar a gatas ｱ･ﾗﾝﾀﾞｰ･ﾗ･ｶﾞﾀｽ adv.（四つん這いで）這い這いすると     「副詞句」 

a + 不定詞（条件）〜するなら 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(perecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

otro animal, un pajarraco ｵﾄﾛ･ｱﾆﾏﾙ･ｳﾝ･ﾊﾟﾊﾗｺ n.m 別の動物、怪鳥に         「補語」 

 

これを聞くと、隠れていた男は、悪魔に大声で言った。［A-1-4］ 

Al escucharlo, el hombre, que había estado escondido, le dijo en voz alta : 

「副詞句」「主語」,「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

Al escucharlo ｱﾙ･ｴｽｸﾁｬﾙﾛ adv. それを聞いて                             「副詞句」 

el hombre ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男は                                             「主語」 

que ｹ conj. 〜していた                                          「形容詞節」 

había estado ｱﾋﾞｱ･ｴｽﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(estar) 

v.i 〜していた                                        「動詞句」 

escondido ｴｽｺﾝﾀﾞﾄﾞ adj.m 隠れた                          「補語」 

le ﾚ pron 彼に（悪魔に）                                           「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

en voz alta ｴﾝ･ﾎﾞｽ･ｱﾙﾀ adv. 大声で                                      「副詞句」 

 

悪魔は激怒して姿を消してしまったので、夫婦はとても幸せに暮らすことができた。 

［A-1-4］ 

El diablo desapareció muy enojado, y el matrimonio pudo vivir muy feliz. 

「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞句」「補語」 

El diablo ｴﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ n.m 悪魔は                                          「主語」 

desapareció ﾃﾞｻﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(desaparecer)v.i 姿を消した                     「動詞」 
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muy enojado ﾑｲ･ｴﾉﾊﾄﾞ adv. 激怒して                                    「副詞句」 

el matrimonio ｴﾙ･ﾏﾄﾘﾓﾆｵ n.m 夫婦は                                      「主語」 

pudo vivir ﾌﾟﾄﾞ･ﾋﾞﾋﾞｰﾙ 3 単点･可能(poder)v.i 暮らすことができた          「動詞句」 

muy feliz ﾑｲ･ﾌｪﾘｽ adj. とても幸せな                                      「補語」 

 

日暮れ頃に、二人は村に到着した。しかし農夫は夜になるまで待った。隣人たちに、ひどく

殴られて打ちのめされた郷士を見させないためであった。［B-5］ 

Llegaron a la aldea al atardecer. Pero el labrador esperó a que fuese de noche; así los 

vecinos no verían al hidalgo tan apaleado y molido. 

「動詞」「間接目的語」「副詞句」┃Pero「主語」「動詞」「副詞節」 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞句」 

Llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 到着した                                「動詞」 

a la aldea ｱ･ﾗ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 村へ                                      「間接目的語」 

al atardecer ｱﾙ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ adv. 日暮れに                                  「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞﾙ n.m 農夫は                                        「主語」 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.i (+a+que... 〜するのを待つ) 待った           「動詞」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜するのを                                             「副詞節」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜になった                            「動詞」 

de noche ﾃﾞ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                        「補語」 

así ｱｼ adv. 〜するように                                                 「副詞」 

los vecinos ﾛｽ･ﾍﾞｼﾉｽ pl.n. 隣人たちが                                      「主語」 

no verían ﾉ･ﾍﾞﾘｱﾝ 3 複過未･否定(ver)v.t 見ない（ようにした）             「動詞句」 

al hidalgo ｱﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ n.m 郷士を                                        「目的語」 

tan apaleado y molido ﾀﾝ･ｱﾊﾟﾚｱﾄﾞ･ｲ･ﾓﾘﾄﾞ 

   adj. ひどく殴られて打ちのめされた                         「形容詞句」 

 

こっそりドン・アロンソ・キハノの家へ行ってみると、大騒ぎになっていた。［B-5］ 

Fue sigilosamente a casa de don Alonso Quijano, y la encontró toda alborotada. 

「動詞」「副詞」「間接目的語」y「目的語」「動詞」「補語」 

Fue ﾌｴ 3 単点(ir)v.i 行った                                               「動詞」 

sigilosamente ｼﾋﾛｻﾒﾝﾃ adv. こっそり                                      「副詞」 

a casa ｱ･ｶｰｻ adv. 家へ                                             「間接目的語」 

de don Alonso Quijano ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｱﾛﾝｿ･ｷﾊﾉ 

 adj. ドン・アロンソ・キハノの                          「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 
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la ﾗ pron それが（家の状態）                                          「目的語」 

encontró ｴﾝｺﾝﾄﾛ 3 単点(encontrar)v.t 〜であるとわかった                   「動詞」 

toda alborotada ﾄﾀﾞ･ｱﾙﾎﾞﾗﾀﾀﾞ adj. 大騒ぎの                               「補語」 

 

家政婦と姪は、郷士の友人だった村の司祭と床屋を呼んでいた。［B-5］ 

El ama y la sobrina habían llamado al cura y al barbero del pueblo, que eran grandes 

amigos del hidalgo.                          「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞節」 

El ama y la sobrina ｴﾙ･ｱﾏ･ｲ･ﾗ･ｿﾋﾞﾘﾅ pl.n.f 家政婦と姪は                    「主語」 

habían llamado ｱﾋﾞｱﾝ･ｼﾞｬﾏﾄﾞ 3 複線･完了形(llamar)v.t 呼んでいた         「動詞句」 

al cura y al barbero ｱﾙ･ｸﾗ･ｲ･ｱﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ pl.n. 司祭と床屋を                「目的語」 

del pueblo ﾃﾞﾙ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adj. 村の                              「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                       「動詞」 

grandes amigos ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 大の友人         「補語」 

del hidalgo ﾃﾞﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ adj. 郷士の           「形容詞句」 

 

二人は、ドン・キホーテの居所をとても心配していた。皆は、再び彼を見て喜んだ。［B-5］ 

Estaban muy preocupados por su paradero. Todos se alegraron al ver de nuevo a su señor.                       

「動詞」「補語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線(estar)v.i 〜だった                                  「動詞」 

muy preocupados ﾑｲ･ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾄﾞｽ pl.adj.m. とても心配した                  「補語」 

por su paradero ﾎﾟﾙ･ｽ･ﾊﾟﾗﾃﾞﾛ adv. 彼の居所を                           「副詞句」 

Todos ﾄﾄﾞｽ pron.pl. すべての人は、皆は                                   「主語」 

se alegraron ｾ･ｱﾚｸﾞﾗﾛﾝ 3 複点(alegrarse)v.pr 喜んだ                      「動詞句」 

al ver ｱﾙ･ｳﾞｪｰﾙ adv. 彼を見て                                           「副詞句」 

de nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. 再び                                    「副詞句」 

a su señor ｱ･ｽ･ｾﾆｮｰﾙ n.m 彼を                                 「目的語」 

 

二人が本を焼いていると、ドン・キホーテが叫んでいるのが聞こえた。［B-5］ 

Estaban quemándolos cuando oyeron gritar a Don Quijote.       「動詞句」「副詞節」 

Estaban quemándolos ｴｽﾀﾊﾞﾝ･ｹﾏﾝﾄﾞ･ﾛｽ 3 複線･進行形(quemar+los) 

   v.t 焼いていた                                                      「動詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. その時〜した                                       「副詞節」 

oyeron ｵｲｴﾛﾝ 3 複点(oír+OD+不定詞)v.t 〜が聞こえた               「動詞」 

gritar ｸﾞﾘﾀｰﾙ 不定詞 v.i わめく、叫ぶ                             「補語」 

a Don Quijote ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテが                   「目的語」 
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彼の部屋に着くと、狂ったように剣を振り回して、架空の騎士たちをののしっているドン・

キホーテが見えた。［B-5］ 

Llegaron a su habitación y lo vieron blandiendo locamente su espada e increpando a 

imaginarios caballeros ...      「動詞」「副詞句」y「目的語」「動詞」「補語」e「補語」 

Llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 着いた                                  「動詞」 

a su habitación ｱ･ｽ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ adv. 彼の部屋に                             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

vieron ﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(ver)v.t 見えた                                         「動詞」 

blandiendo ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｴﾝﾄﾞ 現在分詞･lo の動作(blandir)v.t 振り回している       「補語」 

locamente ﾛｶﾒﾝﾃ adv. 狂ったように                                  「副詞」 

su espada ｽ･ｴｽﾊﾟﾀﾞ n.f 剣を                                       「目的語」 

e ｴ conj. そして 

increpando ｲﾝｸﾚﾊﾟﾝﾄﾞ 現在分詞･lo の動作(increpar)v.t ののしっている        「補語」 

a imaginarios caballeros ｱ･ｲﾏﾋﾅﾘｵｽ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛｽ 

 pl.n.m 架空の騎士たちを                                      「目的語」 

 

なんとか彼を横にすることができると、彼はすぐにすっかり眠り込んでしまった。［B-5］ 

Lograron acostarlo nuevamente y pronto se quedó dormido. 

「動詞句」「目的語」「副詞」y「副詞」「動詞句」「補語」 

Lograron acostarlo ﾛｸﾞﾗﾛﾝ･ｱｺｽﾀﾙﾛ 3 複点･達成(lograr+不定詞+lo) 

   v.t 彼を横にさせることができた                             「動詞句」「目的語」 

  acostar v.t 寝かせる、横たえる 

nuevamente ﾇｴﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 再び、もう一度                                 「副詞」 

y ｲ conj. そして、すると 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに、間もなく                                      「副詞」 

se quedó ｾ･ｹﾄﾞ 3 単点(quedarse)v.pr すっかり〜の状態になった           「動詞句」 

dormido ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ p.p(dormir)adj. 眠った                                   「補語」 
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サンチョ・パンサは、常識をわきまえた誠実な農夫でことわざにも精通した善人だったが、

本のことに関しては全くの無知で、騎士道物語の本のことは見当もつかなかった。［B-5］ 

Era Sancho Panza un honrado campesino, de gran sentido común y buen conocedor de 

refranes; pero totalmente ignorante en cosas de libros, y mucho más en libros de 

caballerías.                「動詞」「主語」「補語」y「補語」；pero「補語」y「補語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                            「主語」 

un honrado campesino ｳﾝ･ｵﾝﾗﾄﾞ･ｶﾝﾍﾟｼﾉ n.m 誠実な農夫                    「補語」 

de gran sentido común ﾃﾞ･ｸﾞﾗﾝ･ｾﾝﾁﾄﾞ･ｺﾑﾝ adj. 常識をわきまえた  「形容詞句」 

  sentido n.m 意識、común adj. 一般の、共通の 

y ｲ conj. そして 

buen conocedor de refranes ﾌﾞｴﾝ･ｺﾉｾﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾚﾌﾗﾈｽ 

 n.m ことわざに精通した善人                                          「補語」 

  conocedor n.m 精通した人、refrán ﾚﾌﾗﾝ n.m ことわざ 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

totalmente ignorante ﾄﾀﾙﾒﾝﾃ･ｲｸﾞﾉﾗﾝﾃ adj. まったく無知な                  「補語」 

en cosas de libros ｴﾝ･ｺｻｽ･ﾃﾞ･ﾘﾌﾞﾛｽ adv. 本のことについては        「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

mucho más ﾑﾁｮ･ﾏｽ adj. もっと無知な                                     「補語」 

en libros de caballerías ｴﾝ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱｽ 

   adv. 騎士道物語の本については                                 「副詞句」 

 

その男が「金ダライ」と呼んでいるものは、昔も、今もそしてこれからも変わりなく「マン

ブリーノのかぶと」である。わしはここにそれを持っているが、正当な戦いで所有者になっ

たのである。［B-15］ 

Lo que él llama“bacía” ha sido, es y será siempre el Yelmo de Mambrino. Aquí lo tengo. 

Yo me hice dueño del Yelmo en legítima batalla. 

「主語」「動詞句」「副詞」「補語」┃「副詞」「目的語」「動詞」 

「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Lo ﾛ pron その物は                                                      「主語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

él ｴﾙ pron その男が                                             「主語」 

llama ｼﾞｬﾏ 3 単現(llamar)v.t 〜と呼んでいる                      「動詞」 

bacía ﾊﾞｼｱ n.f 金ダライ                                       「目的語」 

ha sido, ｱ･ｼﾄﾞ 3 単現･完了形(ser)v.i 昔から〜であった                     「動詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 現在〜である                                          「動詞」 
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y ｲ conj. そして 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i これからも〜である                                  「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. 常に、変わりなく                                    「副詞」 

el Yelmo de Mambrino. ｴﾙ･ｼﾞｪﾙﾓ･ﾃﾞ･ﾏﾝﾌﾞﾘﾉ n.m マンブリーノのかぶと      「補語」 

Aquí ｱｷ adv. ここに                                                     「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

tengo. ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                   「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron わしは                                                      「主語」 

me hice ﾒ･ｲｾ 1 単点(hacerse)v.pr 〜になった                             「動詞句」 

dueño ﾄﾞｩｴﾆｮ n.m 所有者                                                「補語」 

del Yelmo ﾃﾞﾙ･ｼﾞｪﾙﾓ adj. かぶとの                              「形容詞句」 

en legítima batalla. ｴﾝ･ﾚﾋﾃｨﾏ･ﾊﾞﾀｼﾞｬ adv. 正当な戦いで                   「副詞句」 

 

「そして遍歴の騎士道の習慣に従って、この騎士から勝ち取った物をサンチョが持つこと

を許可したのだ。」［B-15］ 

Y, como es costumbre en la andante caballería, permití a Sancho que tomase los despojos 

de este caballero.       《Y,「副詞句」,「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Y, ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

costumbre ｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾚ n.f 習慣                                       「補語」 

en la andante caballería, ｴﾝ･ﾗ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ 

 adv. 遍歴の騎士道の                                   「形容詞句」 

permití ﾍﾟﾙﾐﾁ 1 単点(permitir)v.t 許可した                                 「動詞」 

a Sancho ｱ･ｻﾝﾁｮ n. サンチョに                                     「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

tomase ﾄﾏｾ 接・3 単過(tomar)v.t 手に取る                     「動詞」 

los despojos ﾛｽ･ﾃﾞｽﾍﾟﾎｽ pl.n.m 略奪品を                     「目的語」 

de este caballero. ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ adj. この騎士からの「形容詞句」 

 

「それは盗品ではなく戦利品である。」床屋は叫び続けた。「盗人どもめ！俺のものを返せ！」 

［B-15］ 

No es robo, sino botín legítimo”. El barbero seguía gritando: “¡Ladrones!, devolvedme 

mis cosas”. 

「動詞句」「補語」sino「補語」┃「主語」「動詞句」《「感嘆」「動詞句」「目的語」》 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 
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robo, ﾛﾎﾞ n.m 盗品                                                      「補語」 

sino ｼﾉ conj. そうではなくて〜である 

botín legítimo. ﾎﾞﾃｨﾝ･ﾚﾋﾃｨﾓ n.m 戦利品                                    「補語」 

El barbero ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ n.m 床屋は                                         「主語」 

seguía gritando ｾｷﾞｱ･ｸﾞﾘﾀﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+現在分詞) 

   v.t 〜と叫び続けた                                                  「動詞句」 

Ladrones!, ﾗﾄﾞﾛﾈｽ pl.n.m 盗人どもめ                                     「感嘆」 

devolvedme ﾃﾞﾎﾞﾙﾍﾞ･ﾒ 命・2 複現(devolver+me) 

   v.t 俺に返せ！                                                      「動詞句」 

mis cosas. ﾐｽ･ｺｻｽ pl.n.f 俺のものを                                     「目的語」 

 

「さあ、行くぞ！このおいはぎめ！お前を囚人として王の前に連れて行く。」［B-15］ 

“¡Vamos, salteador de caminos! Te llevaremos preso ante el Rey”. 

《「動詞」「呼びかけ」┃「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」》 

Vamos, ﾊﾞﾓｽ 命・1 複現(ir)v.i さあ行くぞ                                  「動詞」 

salteador de caminos! ｻﾙﾃｱﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾐﾉｽ n.m このおいはぎめ            「呼びかけ」 

Te ﾃ pron お前を                                                      「目的語」 

llevaremos ｼﾞｪﾊﾞﾚﾓｽ 1 複未･意志(llevar)v.t 連れて行く                      「動詞」 

preso ﾌﾟﾚｿ n.m 囚人                                                     「補語」 

ante el Rey”ｱﾝﾃ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. 王の前に                                   「副詞句」 

 

「鎖でつながれた者たちに自由を与えること、弱い者たちを助けること、倒れた者たちを起

こしてやることそして困っている人々を救済すること、そのようなことを、お前たちはおい

はぎと呼ぶのか? お前たちには遍歴の騎士道のことなど分からないだろう。」［B-15］ 

¿Saltear de caminos llamáis a dar libertad a los encadenados, ayudar a los débiles, alzar 

a los caídos, remediar a los necesitados ...? No conocéis la caballería andante.” 

《「補語」「動詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

Saltear de caminos ｻﾙﾃｱｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾐﾉｽ 不定詞 n. おいはぎ（をすること）と      「補語」 

llamáis ｼﾞｬﾏｲｽ 2 複現(llamar)v.t 呼ぶ、言う                               「動詞」 

a +名詞 ｱ n. 〜のことを                                                「目的語」 

dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 n. 与えること                                   「目的語」 

libertad ﾘﾍﾞﾙﾀﾄﾞ n.f 自由を                          「直接目的語」 

a los encadenados, ｱ･ﾛｽ･ｴﾝｶﾃﾞﾅﾄﾞｽ 

 adv. 鎖でつながれた者たちに                      「間接目的語」 

ayudar ｱﾕﾀﾞｰﾙ 不定詞 n. 助けること                              「目的語」 

a los débiles, ｱ･ﾛｽ･ﾃﾞﾋﾞﾚｽ adv. 弱い者たちを               「目的語」 
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alzar ｱﾙｻｰﾙ 不定詞 n. 起こしてやること                           「目的語」 

a los caídos, ｱ･ﾛｽ･ｶｲﾄﾞｽ adv. 倒れた者たちを               「目的語」 

remediar ﾚﾒﾃﾞｨｱｰﾙ 不定詞 n. 救済すること                        「目的語」 

a los necesitados ｱ･ﾛｽ･ﾈｾｼﾀﾄﾞｽ adv. 困っている人々を      「目的語」 

No conocéis ﾉ･ｺﾉｾｲｽ 2 複現･否定(conocer)v.t 分からない                   「動詞句」 

la caballería andante. ﾗ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ n.f 遍歴の騎士道を              「目的語」 

 

注意：最初のセンテンスは、「補語」「動詞」「目的語」の構文であるが、「補語」は不定詞を

使用した句で、「目的語」も不定詞を使用した句が 4 個も続いている複雑な文です。 

しかし「動詞」だけは活用形が使用されているので、動詞の意味から「補語」と「目的語」

を見極めることができます。「補語」=「目的語」（目的格補語）です。 

 

彼らは馬方に、木材を格子に組んだ大きな檻を作るように頼んだ。それは十分に大きくて、

ドン・キホーテがその中にゆったりと入ることができた。［B-16］ 

Encargaron a un carretero que hiciese una gran jaula de palos enrejados. Era bastante 

amplia, y Don Quijote podía caber en ella holgadamente. 

「動詞」「間接目的語」「直接目的語」┃「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Encargaron ｴﾝｶﾙｶﾞﾛﾝ 3 複点(encargar)v.t(a+人+接続法 〜するように)注文した「動詞」 

a un carretero ｱ･ｳﾝ･ｶﾚﾃﾛ n.m 馬方に                               「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜することを                                          「直接目的語」 

hiciese ｲｼｴｾ 接・3 単過 se(hacer)v.t 作る                      「動詞」 

una gran jaula ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾊｳﾗ n.f 大きな檻                    「目的語」 

de palos enrejados. ﾃﾞ･ﾊﾟﾛｽ･ｴﾝﾚﾊﾄﾞｽ adj. 格子に組んだ木材の「形容詞句」 

  palos ﾊﾟﾛｽ pl.n.m 木材 enrejados ｴﾝﾚﾊﾄﾞ pl.n.m 格子 

Era ｴﾗ 3 単過(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

bastante amplia, ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ｱﾝﾌﾟﾘｱ adj.f 十分に大きい                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

podía caber ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｶﾍﾞｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞)v.i 入れた             「動詞句」 

en ella ｴﾝ･ｴｼﾞｬ adv. その中に                                           「副詞句」 

holgadamente. ｵﾙｶﾞﾀﾞﾒﾝﾃ adv. ゆったりと                          「副詞」 
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ドン・キホーテはびっくりして目を覚ましたが、動けなかった。目の前の奇妙な姿を見て驚

くばかりだった。［B-16］ 

Don Quijote se despertó sobresaltado, pero no pudo menearse. Sólo se admiraba de ver 

ante sí tan extrañas figuras. 

「主語」「動詞句」「補語」pero「動詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

se despertó ｾ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertarse)v.pr 目覚めた                   「動詞句」 

sobresaltado, ｿﾌﾞﾚｻﾙﾀﾄﾞ 過去分詞(sobresaltar)adj. びっくりした             「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no pudo menearse. ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ･ﾒﾈｱﾙｾ 3 単点･可能･否定(poder+不定詞 menearse) 

   v.pr 動けなかった                                                   「動詞句」 

Sólo se admiraba ｿﾛ･ｾ･ｱﾄﾞﾐﾗﾊﾞ 3 単線(admirarse+ Sólo)v.pr(de+不定詞) 

  v.t ただ〜して驚いていた                                             「動詞句」 

de ver ﾃﾞ･ﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 見る                                  「動詞句」 

ante sí tan extrañas figuras. ｱﾝﾃ･ｼ･ﾀﾝ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬｽ･ﾌｨｸﾞﾗｽ 

  pl.n.f 目の前の奇妙な姿を                                            「目的語」 

 

「遍歴の騎士道の魔法使いたちが、このように準備したのだ。いずれお前は、最も有名で勇

敢な騎士となり、ラ・マンチャで最も美しい姫君、ドゥルシネア様に出会うだろう。」 

［B-16］ 

Así lo han dispuesto los magos de la caballería andante. Llegarás a ser el más famoso y 

valiente caballero, y encontrarás a tu dama Doña Dulcinea, la más bella princesa de La 

Mancha”.                      《「副詞」「目的語」「動詞句」「主語」┃ 

「動詞句」「補語」y「動詞」「目的語」「形容詞句」》 

Así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

lo ﾛ pron それを（お前の状況を）                                       「目的語」 

han dispuesto ｱﾝ･ﾃﾞｨｽﾌﾟｴｽﾄ 3 複現･完了形(disponer)v.t 命じた、準備した   「動詞句」 

los magos ﾛｽ･ﾏｺﾞｽ pl.n.m 魔法使いたちが                                  「主語」 

de la caballería andante. ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ adj. 遍歴の騎士道の「形容詞句」 

Llegarás a +不定詞 ｼﾞｪｶﾞﾗｽ･ｱ 2 単未･結果(llegar a+不定詞) 

   v. いずれ〜することになるだろう                                     「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                        「動詞」 

el más famoso y valiente caballero, ｴﾙ･ﾏｽ･ﾌｧﾓｰｿ･ｲ･ﾊﾞﾘｴﾝﾃ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ 

   n.m 最も有名で勇敢な騎士                                             「補語」 

y ｲ conj. そして 

encontrarás ｴﾝｺﾝﾄﾗﾗｽ 2 単未(encontrar)v.t 出会う                          「動詞」 
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a tu dama Doña Dulcinea, ｱ･ﾄｩ･ﾀﾞﾏ･ﾄﾞｰﾆｬ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ n.f ドゥルシネア様に   「目的語」 

la más bella princesa de La Mancha ﾗ･ﾏｽ･ﾍﾞｼﾞｬ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

  n.f ラ・マンチャで最も美しい姫君                      「形容詞句：同格」 

 

ドン・キホーテは、彼の輝かしい未来の予言によって慰められていたが、檻に入れられてい

るわが身を思うと、つい叫んでしまった。［B-16］ 

 Quedó Don Quijote consolado con la profecía de su gloria futura. Sin embargo, viéndose 

enjaulado, exclamó:            「動詞」「主語」「補語」「副詞句」┃「副詞句」「動詞」 

Quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i 〜の状態になっていた                         「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

consolado ｺﾝｿﾗﾄﾞ p.p(consolar)adj. 慰められた                             「補語」 

con la profecía ｺﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾛﾌｪｼｱ adv. 予言によって                           「副詞句」 

de su gloria futura. ﾃﾞ･ｽ･ｸﾞﾛﾘｱ･ﾌﾄｩｰﾗ adj. 彼の輝かしい未来の    「形容詞句」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、しかしながら                    「副詞句」 

viéndose ﾋﾞｴﾝﾄﾞｾ 現在分詞(verse)adv. わが身を見ると                     「副詞句」 

enjaulado, ｴﾝﾊｳﾗﾄﾞ p.p(enjaular)adj. 檻に入れられている        「形容詞句」 

exclamó: ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んでしまった                        「動詞」 

 

「お前にはどう見えるのだ、サンチョ、わが友よ？」「なんと言っていいかわからねえだ、

だんな様！」、サンチョは答えた。［B-16］ 

¿Qué te parece esto a ti, Sancho amigo?” “No sé qué decir, señor”--- respondió Sancho ,  

《「補語」「間接目的語」「動詞」「主語」「呼びかけ」》 

《「動詞句」「目的語」「呼びかけ」》,「動詞」「主語」 

Qué ｹ pron どのように                                                  「補語」 

te ﾃ pron お前に                                                  「間接目的語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜のように見える                           「動詞」 

esto ｴｽﾄ pron これは                                                    「主語」 

a ti, Sancho amigo ｱ･ﾃｨ･ｻﾝﾁｮ･ｱﾐｺﾞ n. サンチョ、わが友よ              「呼びかけ」 

No sé ﾉ･ｾ 1 単現･否定(saber)v.t 分からない                              「動詞句」 

qué decir, ｹ･ﾃﾞｼｰﾙ n. 言うべきこと                                      「目的語」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n.m だんな様                                            「呼びかけ」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 答えた                           「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 
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彼が初めて僕の飛行機を見たとき、（僕は飛行機は描かない、僕には複雑すぎる絵だ）、彼は

僕に尋ねた。［C-3］ 

Cuando vio mi avión por primera vez (no dibujaré mi avión porque es un dibujo 

demasiado complicado para mí), me preguntó : 

「副詞節」,（「動詞句」「目的語」「副詞句」）,「間接目的語」「動詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜すると                                「副詞節」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                        「動詞」 

mi avión ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                             「目的語」 

por primera vez ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾍﾞｽ adv. 初めて                      「副詞句」 

(no dibujaré ﾉ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾚ 1 単未･意思･否定(dibujar)v.t 描かない              「動詞句」 

mi avión ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                                     「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら、〜なので                                   「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

un dibujo ｳﾝ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 絵                                       「補語」 

demasiado complicado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｺﾝﾌﾟﾘｶﾄﾞ adj. 複雑すぎる    「形容詞句」 

para mí), ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                 「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó : ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.i 尋ねた                            「動詞」 

 

「この物は何なの？」［C-3］ 

--- ¿Qué es esta cosa?                                    《「動詞」「補語」「主語」》 

¿Qué ｹ pron 何                                                         「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

esta cosa? ｴｽﾀ･ｺｰｻ n.f この物は                                          「主語」 

 

「これは物ではないよ。これは飛ぶんだよ。飛行機だよ。僕の飛行機だよ。」［C-3］ 

--- No es una cosa. Vuela. Es un avión. Es mi avión. 

《「動詞句」「補語」┃「動詞」┃「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

una cosa. ｳﾝｱ･ｺｰｻ n.f 物                                                 「補語」 

Vuela. ﾌﾞｴﾗ 3 単現(volar)v.i 飛ぶ                                          「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un avión. ｳﾝ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.f 飛行機                                            「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

mi avión. ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.f 僕の飛行機                                         「補語」 
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そしてこれが飛ぶんだということを彼に分からせることが出来て、僕は誇らしくなった。そ

の時、彼は大声を上げた。［C-3］ 

 Y me sentí orgulloso haciéndole saber que volaba. Entonces exclamó : 

Y「動詞句」「補語」「副詞句」┃「副詞」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾃｨ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                  「動詞句」 

orgulloso ｵｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. 誇り高い、誇らしい                              「補語」 

haciéndole saber ｱｼｴﾝﾄﾞ･ﾚ･ｻﾍﾞｰﾙ 現在分詞･使役(hacer+人+不定詞) 

   v.t 彼に分からせることができて                                      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

volaba. 3 単線(volar)v.i 飛ぶ                               「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

exclamó : ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ、大声を上げた                 「動詞」 

 

「それじゃあ、君も空から来たんだね！どの惑星から来たの？」［C-3］ 

--- Entonces ¡tú también vienes del cielo! ¿De qué planeta eres? 

《「副詞」,「主語」「動詞」「副詞句」┃「補語」「動詞」》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv.（接続詞的）それじゃあ                              「副詞」 

¡tú también ﾄｩ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 君も                                         「主語」 

vienes ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i 来た                                         「動詞」 

del cielo! ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adv. 空から                                           「副詞句」 

¿De qué planeta ﾃﾞ･ｹ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. どの惑星から                             「補語」 

eres? ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

 → 「どの惑星の出身なの？」→ 「どの惑星から来たの？」 

 

「本当に、これを使ったのなら、それほど遠くから来ることはできなかったはずだ。」 

［C-3］ 

--- Verdad es que, en esto, no puedes haber venido de muy lejos ... 

《「補語」「動詞」「主語」》 

Verdad ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ adj. 本当、真実                                          「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

que, ｹ conj. 〜ということは                                              「主語」 

en esto, ｴﾝ･ｴｽﾄ adv.（仮定の条件文として）これを使ったのなら      「副詞句」 

no puedes +不定詞･完了形 ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞｽ 2 単現･可能性･否定 

v.i 〜することが出来なかったはずだ（かもしれない）             「動詞句」 

haber venido ｱﾍﾞｰﾙ･ﾍﾞﾆﾄﾞ 不定詞･完了形(venir)v.i 来た     「動詞句」 
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de muy lejos ... ﾃﾞ･ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv.（否定文で）そんなに遠くから        「副詞句」 

 la verdad es que+直説法 「本当は〜だ」que 節が仮定法の条件文+帰結文になっている 

 → 「本当の所、この飛行機を使ったのなら、そんなに遠くから来られたはずがないな。」 

 

「その通りだよ。それにもし君がいい子なら、昼の間に羊をつなぐためにロープもあげるよ。

それに棒杭も。」［C-3］ 

--- Seguramente. Y si eres amable te daré tambien una cuerda para atarlo durante el día. 

Y una estaca. 

《「副詞」┃Y「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「目的語」》 

Seguramente. ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. たしかに、その通りだよ                        「副詞」 

Y ｲ conj. それに 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

amable ｱﾏﾌﾞﾚ adj. 優しい、おとなしい、（子供が）いい子            「補語」 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

daré ﾀﾞﾚ 1 単未･意思(dar)v.t あげるよ                                     「動詞」 

tambien una cuerda ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｳﾅ･ｸｴﾙﾀﾞ n.f ロープも                       「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜するために                             「副詞句」 

atarlo ｱﾀﾙ･ﾛ 不定詞 v.t 羊をつなぐ                              「動詞句」 

durante el día. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 昼の間                      「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

una estaca. ｳﾅ･ｴｽﾀｶ n.f 棒杭も                                         「目的語」 

 

「問題ないよ！僕んとこはすごく狭いから！」［C-3］ 

--- ¡No importa! ¡Mi casa es tan pequña!...    《「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

¡No importa! ﾉ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単現･否定(importar)v.i 重要ではない、問題ない   「動詞句」 

¡Mi casa ﾐ･ｶｰｻ n.f 僕の所は                                              「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan pequña!... ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾆｬ adj. とても小さい                                 「補語」 

 

5 番目の惑星はとても奇妙な星だった。それは全ての星の中で一番小さかった。［C-14］ 

El quinto planeta era muy extraño. Era el más pequeño de todos. 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」 

El quinto planeta ｴﾙ･ｷﾝﾄ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 5 番目の惑星は                         「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

muy extraño. ﾑｲ･ｴｸｽﾄﾗﾆｮ adj. とても奇妙な                                「補語」 
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Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

el más pequeño ｴﾙ･ﾏｽ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ n.m 一番小さい星                            「補語」 

de todos. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ adj. 全ての中で                                「形容詞句」 

 

「この男は理屈に合わないかもしれないな。それでも、あの王様や見栄っ張りや事業家や呑

兵衛に来ればたらそれほど馬鹿げていないかも知れないな」［C-14］ 

--- Tal vez este hombre es absurdo. Sin embargo, es menos absurdo que el rey, que el 

vanidoso, que el hombre de negocios y que el bebedor. 

《「副詞句」「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」「副詞句」》 

Tal vez ﾀﾙ･ﾍﾞｽ adv. たぶん                                             「副詞句」 

este hombre ｴｽﾃ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m この男は                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

absurdo. ｱﾌﾟｽﾙﾄﾞ adj. 不条理な、ばかげた、理屈に合わない                 「補語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

menos absurdo ﾒﾉｽ･ｱﾌﾟｽﾙﾄﾞ adj. 馬鹿げていない                           「補語」 

  menos adv. より少なく、〜ほど．．．ない 

que el rey,  ｹ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. あの王様よりも                                「副詞句」 

que el vanidoso, ｹ･ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ adv. あの見栄っ張りよりも                  「副詞句」 

que el hombre de negocios ｹ･ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ adv. あの事業家よりも    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

que el bebedor. ｹ･ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ adv. あの呑兵衛よりも                     「副詞句」 

 

少なくとも、彼の仕事には意味がある。街灯を点灯する時は、まるで星をもう一つ、または

花をもう一輪誕生させるようなものだ。［C-14］ 

Por lo menos su trabajo tiene sentido. Cuando enciende el farol es como si hiciera nacer 

una estrella más, o una flor. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」 

Por lo menos ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. 少なくとも                                 「副詞句」 

su trabajo ｽ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 彼の仕事は                                        「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜がある                                       「動詞」 

sentido. ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 意味                                                「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

enciende ｴﾝｼｴﾝﾃﾞ 3 単現(encender)v.t 点灯する                     「動詞」 

el farol ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                    「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 
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como si +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                       「補語」 

hiciera nacer ｲｼｴﾗ･ﾅｾｰﾙ 接・3 単過･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 誕生させる                                                「動詞句」 

una estrella más, ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ･ﾏｽ n.f 星をもう一つ                  「目的語」 

o ｵ conj. または 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花をもう一輪                                「目的語」 

 

「理解すべきことなんて何もないさ。」と、点灯夫が言った。「指令は指令さ。こんにちは」 

［C-14］ 

--- No hay nada que comprender ---dijo el farolero---. La consigna es la consigna. Buenos 

días.     《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」┃「挨拶」》 

No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t 〜がない                             「動詞句」 

nada que +不定詞 ﾅﾀﾞ･ｹ pron 〜すべきものが何も．．．ない                「目的語」 

comprender --- ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 理解する                      「動詞」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                      「主語」 

La consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

la consigna. ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令                                            「補語」 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                 「挨拶」 

 

王子様はじっと彼を見つめた。王子様は、指令に対してそんなに忠実な、その点灯夫が好き

になった。昔、椅子を動かして、彼自身が追いかけていた日の入りを思い出した。［C-14］ 

 El principito lo miró y le gustó el farolero que era tan fiel a la consigna. Recordó las 

puestas de sol que él mismo había perseguido, en otro tiempo, moviendo su silla. 

「主語」「目的語」「動詞」y「間接目的語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t じっと見つめた                                  「動詞」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼にとって                                               「間接目的語」 

gustó ｸﾞｽﾄ 3 単点(gustar)v.i 気に入った、好きになった                     「動詞」 

el farolero ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m その点灯夫は                                    「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                             「動詞」 

tan fiel ﾀﾝ･ﾌｨｴﾙ adj. そんなに忠実な                       「補語」 
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a la consigna. ｱ･ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ adv. 指令に対して              「副詞句」 

Recordó ﾚｺﾙﾄﾞ 3 単点(recordar)v.t 思い出した                              「動詞」 

las puestas de sol ﾗｽ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りを                       「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

él mismo ｴﾙ･ﾐｽﾓ pron 彼自身が                           「主語」 

había perseguido, ｱﾋﾞｱ･ﾍﾟﾙｾｷﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(perseguir) 

v.t 追いかけていた                                   「動詞句」 

en otro tiempo, ｴﾝ･ｵﾄﾛ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 昔、かつて            「副詞句」 

moviendo ﾓﾋﾞｴﾝﾄﾞ 現在分詞(mover)v.t（手段）〜を動かして「副詞句」 

su silla. ｽ･ｼｼﾞｬ n.f 椅子を                       「目的語」 

 

「君の惑星はすごく小さいから、おおまたぎ 3 回で一周できるね。いつも太陽の下にとど

まるには、ほんとうにゆっくり歩くだけでいいよ」［C-14］ 

--- Tu planeta es tan pequeño que puedes recorrerlo en tres zancadas. No tienes más que 

caminar bastante lentamente para quedar siempre al sol. 

《「主語」「動詞」「補語」「副詞節」┃「動詞句」「副詞句」》 

Tu planeta ﾄｩ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.f 君の惑星は                                       「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan pequeño ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. すごく小さい                                  「補語」 

que ｹ conj. (tan...que) だから〜する                                     「副詞節」 

puedes recorrerlo ﾌﾟｴﾃﾞｽ･ﾚｺﾚﾙ･ﾛ 2 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t その全体を歩き回れる                                     「動詞句」 

en tres zancadas. ｴﾝ･ﾄﾚｽ･ｻﾝｶﾀﾞｽ adv. おおまたぎ 3 回で            「副詞句」 

No tienes más que caminar ﾉ･ﾃｨｴﾈｽ･ﾏｽ･ｹ 2 単現･必要･否定(no tener más que+不定詞) 

   v.i 歩きさえすればよい                                              「動詞句」 

bastante lentamente ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 相当にゆっくり                 「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するためには                                   「副詞句」 

quedar ｹﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.i 〜にとどまる                              「動詞」 

siempre al sol. ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ｱﾙ･ｿﾙ adv. いつも太陽の場所に             「副詞句」 

 

「そんなことをしても、あまり得にはならないね。」と、点灯夫は言った。「この世で好きな

ことは、眠ることだよ！」［C-14］ 

--- Con eso no adelanto gran cosa ---dijo el farolero---. Lo que me gusta en la vida es 

dormir.   《「副詞句」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Con eso ｺﾝ･ｴｿ adv. そんなことをしても                                  「副詞句」 

no adelanto ﾉ･ｱﾃﾞﾗﾝﾄ 1 単現･否定(adelantar)v.t 得られない                「動詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「補語」の例文  99 / 650 

gran cosa --- ｸﾞﾗﾝ･ｯｺｰｻ n.f（否定文で）あまり大したものを                「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫は                                      「主語」 

Lo ﾛ pron 事は                                                          「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕にとって                              「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                      「動詞」 

en la vida ｴﾝ･ﾗ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 人生で、この世で              「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

dormir. ﾄﾞﾙﾐｰﾙ 不定詞 v.i 眠ること                                        「補語」 

 

今日は会社でよく働いた。社長は機嫌がよかった。［D-1-3］ 

Hoy trabajé mucho en la oficina. El patrón estuvo amable.  

「副詞」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Hoy ｵｲ adv. 今日は                                                      「副詞」 

trabajé ﾄﾗﾊﾞﾍ 1 単点(trabajar)v.i 働いた                                   「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. 多く、非常に                                             「副詞」 

en la oficina. ｴﾝ･ﾗ･ｵﾌｨｼﾅ adv. 事務所で、会社で                          「副詞句」 

El patrón ｴﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                           「主語」 

estuvo ｴｽﾄｩﾎﾞ 3 単点(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

amable. ｱﾏﾌﾞﾚ adj. 優しい、親切な、機嫌がよい                           「補語」 

 

僕にとても疲れたのではないかと尋ね、母さんの年齢も尋ねられた。［D-1-3］ 

Me preguntó si no estaba demasiado cansado y quiso saber también la edad de mamá.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞句」「目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

no estaba ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線･否定(estar)v.i 〜でなかった           「動詞」 

demasiado cansado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｶﾝｻﾄﾞ adj. とても疲れた           「補語」 

y ｲ conj. そして 

quiso saber ｷｿ･ｻﾍﾞｰﾙ 3 単点･願望(querer+不定詞)v.t 知りたがった         「動詞句」 

también la edad ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾗ･ｴﾀﾞﾄﾞ n.f 年齢も                              「目的語」 

de mamá. ﾃﾞ･ﾏﾏ adj. 母さんの                                 「形容詞句」 
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僕は間違えないように「60 歳くらいです」と答えた。すると彼は、なぜか、肩の荷を降ろ

したように、そして、この件が終わったと思っているように見えた。［D-1-3］ 

Dije "alrededor de los sesenta" para no equivocarme y no sé por qué pareció quedar 

aliviado y considerar que era un asunto concluido. 

「動詞」《「応答」》「副詞句」y「副詞句」「動詞」「主語」y「主語」 

Dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"alrededor de los sesenta" ｱﾙﾚﾃﾞﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｾｾﾝﾀ n. 「60 歳くらいです」     「応答」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜しないために                            「副詞句」 

no equivocarme ﾉ･ｴｷﾎﾞｶｰﾙ･ﾒ 不定詞･否定形 v.pr 間違えない        「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

no sé ﾉ･ｾ 1 単現･否定(saber)v.t（挿入句）分からないが                    「副詞句」 

por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜか                                       「副詞句」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

quedar ｹﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.i（〜の状態に）なっていること                      「主語」 

aliviado ｱﾘﾋﾞｱﾄﾞ adj. 軽くなった                                    「補語」 

y ｲ conj. そして 

considerar ｺﾝｼﾃﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.t 〜と考えていること                         「主語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                          「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(estar)v.i 〜である                           「動詞」 

un asunto concluido. ｳﾝ･ｱｽﾝﾄ･ｺﾝｸﾙｲﾄﾞ n.m 完結した事                 「補語」 

  asunto ｱｽﾝﾄ n.m 事柄 concluido ｺﾝｸﾙｲﾄﾞ過去分詞(concluir)adj. 完結した 

 

夕方になると、あまり喜びはない。皆が使った回転タオルは完全に湿っているからだ；回転

タオルは一日中使われ続けていたのだ。［D-1-3］ 

Por la tarde encuentro menos placer porque la toalla sin fin que utilizamos está 

completamente húmeda; ha servido durante toda la jornada.  

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞節」；「動詞句」「副詞句」 

Por la tarde ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 夕方になると                               「副詞句」 

encuentro ｴﾝｸｴﾝﾄﾛ 1 単現(encontrar)v.t 見つける                           「動詞」 

menos placer ﾒﾉｽ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ n.m 少ない喜びを                              「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

la toalla sin fin ﾗ･ﾄｱｼﾞｬ･ｼﾝ･ﾌｨﾝ n.f ローラータオルは、回転タオル    「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

utilizamos ｳﾁﾘｻﾓｽ 1 複点(utilizar)v.t 皆が使った       「動詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                  「動詞」 

completamente húmeda; ｺﾝﾌﾟﾚﾀﾒﾝﾃ･ｳﾒﾀﾞ adj. 完全に湿った          「補語」 
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ha servido ｱ･ｾﾙﾋﾞﾄﾞ 3 単現･完了形(servir)v.i 働いた                       「動詞句」 

durante toda la jornada. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾀﾞ･ﾗ･ﾎﾙﾅﾀﾞ adv. 一日中                 「副詞句」 

 

ある日、僕は社長にそのことを言ったことがある。彼は僕に、それは遺憾に思うが、同時に

それは取るに足らない小さなことだと返事をした。［D-1-3］ 

Un día se lo hice notar al patrón. Me respondió que era de lamentar, pero que asimismo 

era un detalle sin importancia. 

「副詞句」,「間接目的語」「直接目的語」「動詞」「間接目的語」 

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」pero「直接目的語」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ n.m ある日                                             「副詞句」 

se ｾ pron（al patrón の前出し）彼に                                「間接目的語」 

lo ﾛ pron そのことを                                               「直接目的語」 

hice notar ｲｾ･ﾉﾀｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 気づかせた、知らせた     「動詞句」 

al patrón. ｱﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ adv. 社長に                                     「間接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                       「動詞」 

de lamentar, ﾃﾞ･ﾗﾒﾝﾀｰﾙ adj. 遺憾に思うべきな                  「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

asimismo ｱｼﾐｽﾓ adv. 同様に、さらに                           「副詞」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                       「動詞」 

un detalle ｳﾝ･ﾃﾞﾀｼﾞｪ n.m 小さいもの                          「補語」 

sin importancia. ｼﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝｼｱ adj. 重要性のない       「形容詞句」 

 

僕が最初に荷台につかまり、素早く飛び乗った。［D-1-3］ 

Fui el primero en tomar apoyo y salté al vuelo.    「動詞」「補語」y「動詞」「副詞句」 

Fui ﾌｲ 1 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

el primero ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ n.m 最初                                            「補語」 

en +不定詞 ｴﾝ adj. 〜するのに                                  「形容詞句」 

tomar ﾄﾏｰﾙ 不定詞 v.t つかむ                              「動詞」 

apoyo ｱﾎﾟｼﾞｮ n.m 支え                                  「目的語」 

   最初に〜した 

y ｲ conj. そして 

salté ｻﾙﾃ 1 単点(saltar)v.i 飛び乗った                                      「動詞」 
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al vuelo. ｱﾙ･ﾌﾞｴﾛ adv. すばやく                                         「副詞句」 

 

それからマヌエルが座るのを手伝った。息が切れた。［D-1-3］ 

Luego ayudé a Manuel a sentarse. Estábamos sin resuello.  

「副詞」「動詞」「目的語」「補語」┃「動詞」「補語」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

ayudé ｱﾕﾃﾞ 1 単点(ayudar)v.t(a+不定詞 〜するのを) 助けた                  「動詞」 

a Manuel ｱ･ﾏﾇｴﾙ n.m マヌエルを                                       「目的語」 

a sentarse. ｱ･ｾﾝﾀﾙ･ｾ 不定詞･Manuel の動作 v.pr 座る                      「補語」 

Estábamos ｴｽﾀﾊﾞﾓｽ 1 複線(estar)v.i 〜だった                              「動詞」 

sin resuello. ｼﾝ･ﾚｽｴｼﾞｮ adj. 息を切らした                                 「補語」 

 

僕たちは汗びっしょりでセレステの店についた。［D-1-3］ 

Llegamos empapados a casa de Celeste.                    「動詞」「補語」「副詞句」 

Llegamos ｼﾞｪｶﾞﾓｽ 1 複点(llegar)v.i(a に) 着いた                            「動詞」 

empapados ｴﾝﾊﾟﾊﾟﾄﾞｽ adj.pl ずぶ濡れの状態で                             「補語」 

  empapado en sudor ｴﾝﾊﾟﾊﾟﾄﾞ･ｴﾝ･ｽﾄﾞｰﾙ adj. 汗びっしょりの 

a casa de Celeste. ｱ･ｶｰｻ･ﾃﾞ･ｾﾚｽﾃ adv. セレステの店に                     「副詞句」 

 

彼は僕に、「何はともあれ、元気かい？」と尋ねた。［D-1-3］ 

Me preguntó si "andaba bien a pesar de todo."    「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

"andaba ｱﾝﾀﾞｰﾊﾞ 3 単線･時制の一致(andar)v.i 〜の状態である    「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. 元気な                                        「補語」 

a pesar de todo." ｱ･ﾍﾟｻｰﾙ･ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ adv. 何はともあれ            「副詞句」 

 

もう遅かったので、路面電車に間に合うように走った。午後はずっと働いた。［D-1-3］ 

Era tarde, y corrí para alcanzar un tranvía. Trabajé toda la tarde.  

「動詞」「補語」y「動詞」「副詞句」┃「動詞」「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

tarde, ﾀﾙﾃﾞ adv. 遅い                                                    「補語」 

y ｲ conj. それで 

corrí ｺﾘ 1 単点(correr)v.i 走った                                           「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜するために                              「副詞句」 
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alcanzar ｱﾙｶﾝｻｰﾙ 不定詞 v.t に追いつく、間に合う                   「動詞」 

un tranvía. ｳﾝ･ﾄﾗﾝﾋﾞｱ n.m 路面電車                              「目的語」 

Trabajé ﾄﾗﾊﾞﾍ 1 単点(trabajar)v.i 働いた                                   「動詞」 

toda la tarde. ﾄﾀﾞ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 午後はずっと                             「副詞句」 

 

会社の中はひどく暑かった。夕方に会社を出て、帰り道に波止場に沿ってゆっくり歩いてい

ると幸せな感じがした。［D-1-3］ 

Hacía mucho calor en la oficina y cuando salí al atardecer me sentí feliz caminando de 

vuelta lentamente a lo largo de los muelles.  

「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞節」,「動詞句」「補語」「副詞句」 

Hacía ｱｼｱ 3 単線･単人称･気候(hacer)v.h 〜だった                          「動詞」 

mucho calor ﾑﾁｮ･ｶﾛｰﾙ n.m すごい暑さ                                   「目的語」 

en la oficina ｴﾝ･ﾗ･ｵﾌｨｼﾅ adv. 会社の中は                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 

salí ｻﾘ 1 単点(salir)v.i（会社を）出た                               「動詞」 

al atardecer ｱﾙ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ adv. 夕方に                             「副詞句」 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾁ 1 単点(sentirse)v.pr 自分を〜だと感じた                   「動詞句」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 

caminando ｶﾐﾅﾝﾄﾞ 現在分詞(caminar)adv. 歩きながら                     「副詞句」 

de vuelta ﾃﾞ･ﾌﾞｴﾙﾀ adv. 帰り道に                                「副詞句」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                「副詞」 

a lo largo de ｱ･ﾛ･ﾗﾙｺﾞ･ﾃﾞ prep 〜に沿って                        「副詞句」 

los muelles. ﾛｽ･ﾑｴｼﾞｪｽ pl.n.m 埠頭、波止場                「目的語」 

 

空は緑色だった。僕は満ち足りた気分だった。けれども、ジャガイモをいくらか茹でておき

たかったので、まっすぐ自分の部屋に帰った。［D-1-3］ 

El cielo estaba verde. Me sentía contento. Sin embargo, volví directamente a mi casa 

porque quería prepararme unas papas hervidas. 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」 

「副詞句」「動詞」「副詞」「間接目的語」「副詞節」 

El cielo ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空は                                                 「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

verde. ﾍﾞﾙﾃﾞ adj. 緑色の                                                 「補語」 

Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分を〜だと感じた                 「動詞句」 

contento. ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 満足した、満ち足りた                                 「補語」 
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Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず、とはいえ              「副詞句」 

volví ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volver)v.i 帰った                                       「動詞」 

directamente ﾃﾞｨﾚｸﾀﾒﾝﾃ adv. 真っすぐに、直接に                           「副詞」 

a mi casa ｱ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 自分の部屋に                                「間接目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

quería prepararme ｹﾘｱ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ･ﾒ 1 単線･願望(querer+不定詞) 

   v.pr 準備しておきたかった、調理したかった                    「動詞句」 

unas papas hervidas. ｳﾅｽ･ﾊﾟﾊﾟｽ･ｴﾙﾋﾞﾀﾞｽ 

 pl.n.f 茹でジャガイモをいくらか                               「目的語」 

   papa ﾊﾟﾊﾟ n.f ジャガイモ hervido ｴﾙﾋﾞﾄﾞ過去分詞(hervir)adj. 茹でた 

 

彼は犬と一緒にいた。彼らが一緒にいるのは、8 年前から見かけられた。［D-1-3］ 

Estaba con su perro. Hace ocho años que se los ve juntos.  

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「目的語」「主語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜いた                                      「動詞」 

con su perro. ｺﾝ･ｽ･ﾍﾟﾛ adv. 犬と一緒に                                  「副詞句」 

Hace ｱｾ 3 単現･単人称動詞(hacer)v.t（時間）〜になる、〜まえからである     「動詞」 

ocho años ｵﾁｮ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 8 年                                          「目的語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

se ...ve ｾ...ｳﾞｪ 3 単現･不特定主語(verse)v.pr 見られる                「動詞句」 

los ﾛｽ pron 彼らを                                               「目的語」 

juntos. ﾌﾝﾄｽ adj. 一緒の、一緒にいる                                「補語」 

 

そのハウンドには皮膚病があった。疥癬だと思うが、それが犬の毛をほとんど失わせて、犬

の皮膚を黒っぽいできものやかさぶたで覆っていた。［D-1-3］ 

El podenco tiene una enfermedad en la piel, creo que sarna, que le hace perder casi todo 

el pelo y lo cubre de placas y costras oscuras.  

「主語」「動詞」「目的語」,「動詞」「目的語」,「形容詞節」 

El podenco ｴﾙ･ﾎﾟﾃﾞﾝｺ n.m（猟犬）そのハウンドは、スパヌエル              「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                           「動詞」 

una enfermedad ｳﾅ･ｴﾝﾌｪﾙﾒﾀﾞ n.f 病気                                   「目的語」 

en la piel, ｴﾝ･ﾗ･ﾋﾟｴﾙ adv. 皮膚に                                 「副詞句」 

creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t（que 〜だと）思う                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

sarna, ｻﾙﾅ n.f 疥癬（かいせん）                                   「補語」 

que ｹ pron（主語）それが〜する                                      「形容詞節」 
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le ﾚ pron 犬に                                                「目的語」 

hace ｱｾ 3 単現･使役(hacer)v.t 〜させる                            「動詞」 

perder ﾍﾟﾙﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 失う                                    「補語」 

casi todo el pelo ｶｼ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾍﾟﾛ n.m ほとんどの毛を         「目的語」 

y ｲ conj. そして 

lo ﾛ pron 犬を                                                 「目的語」 

cubre ｸﾌﾞﾚ 3 単現(cubrir)v.t 覆っている                            「動詞」 

de ﾃﾞ prep（手段）〜によって                                  「副詞句」 

placas ﾌﾟﾗｶｽ pl.n.f できもの                             「目的語」 

y ｲ conj. そして 

costras ｺｽﾄﾗｽ pl.n.f かさぶた                             「目的語」 

oscuras. ｵｽｸﾗｽ adj.f.pl 黒っぽい                   「形容詞」 

疥癬（かいせん） ： 

ヒゼンダニの寄生による皮膚感染症。 

 

彼らは同じ血筋のように見えるが、お互いに嫌っている。［D-1-3］ 

Parecen de la misma raza y, sin embargo, se detestan.  

「動詞」「補語」y「副詞句」「動詞句」 

Parecen ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecer)v.i 〜のように見える                         「動詞」 

de la misma raza ﾃﾞ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ﾗｻ adj. 同じ血筋の                             「補語」 

   raza ﾗｻ n.f 血筋、血統、人種 

y, ｲ conj. そして 

sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず、とはいえ              「副詞句」 

se detestan. ﾃﾞ･ﾃﾞﾃｽﾀﾝ 3 複現･再帰･相互(detestar)v.pr お互いに嫌っている 「動詞句」 

 

そうすると彼らは路上で立ち止まり、犬は恐怖に震え、そして老人は憎しみを剥き出しにし

て互いににらみ合う。［D-1-3］ 

Entonces quedan los dos en la acera y se miran, el perro con terror, el hombre con odio.  

「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」y「動詞句」,「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そうすると                                         「副詞」 

quedan ｹﾀﾞﾝ 3 複現(quedar)v.i（en+場所 〜に）とどまる                   「動詞」 

los dos ﾛｽ･ﾄﾞｽ pron 彼らは                                               「主語」 

en la acera ｴﾝ･ﾗ･ｱｾﾗ adv. 歩道に                                        「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

se miran, ｾ･ﾐﾗﾝ 3 複現･相互(mirarse)v.pr にらみ合う                     「動詞句」 

adv.（様態）〜の状態で                                                 「副詞句」 
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el perro ｴﾙ･ﾍﾟﾛ n.m 犬は                                          「主語」 

con terror, ｺﾝ･ﾃﾛｰﾙ adv. 恐怖に震えて                              「補語」 

el hombre ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 老人は                                    「主語」 

con odio. ｺﾝ･ｵﾃﾞｨｵ adv. 憎しみを剥き出しにして                     「補語」 

 

セレストはいつも、「不幸なことだ」と言う。だが根本的には、誰にも分からない。 

［D-1-3］ 

Celeste dice siempre que "es una desgracia", pero, en el fondo, no se puede saber.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」,pero「副詞句」「動詞句」 

Celeste ｾﾚｽﾃ n.m セレストは                                             「主語」 

dice ﾃﾞｨｾ 3 単現(decir)v.t 言う                                            「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

"es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

una desgracia", ｳﾅ･ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱ n.f 不幸                               「補語」 

pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

en el fondo, ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv. 根本的に、基本的に                        「副詞句」 

no se puede saber. ﾉ･ｾ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ｻﾍﾞｰﾙ 3 単現･可能･一般性･否定(poderse+不定詞) 

   v.t 誰も分からない                                                  「動詞句」 

 

この界隈では、彼は女で飯を食っているという噂だ。しかし、彼は仕事について尋ねられる

と、「倉庫の管理人」と言っている。［D-1-3］ 

En el barrio se dice que vive de las mujeres. Sin embargo, cuando se le pregunta acerca 

de su oficio, es "guardalmacén".  

「副詞句」「動詞句」「主語」┃「副詞句」,「動詞」「補語」 

En el barrio ｴﾝ･ｴﾙ･ﾊﾞﾘｵ adv. この界隈では                               「副詞句」 

se dice ｾ･ﾃﾞｨｾ 3 単現･再帰受動(decirse)v.pr(que 〜であると) 言われている  「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

vive ﾋﾞﾍﾞ 3 単現(vivir)v.i(de で) 生計を立てている                     「動詞」 

de las mujeres. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾑﾍﾚｽ adv.（手段）女で                        「副詞句」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. しかし                                    「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 

se ...pregunta ｾ...ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ 3 単現･再帰受動(preguntarse) 

v.pr 尋ねられる                                              「動詞句」 

le ﾚ pron そのことについて                                  「間接目的語」 

acerca de ｱｾﾙｶ･ﾃﾞ prep 〜について                               「副詞句」 
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su oficio, ｽ･ｵﾌｨｼｵ n.m 彼の仕事                           「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

"guardalmacén". ｸﾞゎﾙﾄﾞ･ｱﾙﾏｾﾝ n.m（guarda+almacén）倉庫の管理人       「補語」 

   guarda ｸﾞゎﾙﾀﾞ n.m 管理人、警備員 almacén ｱﾙﾏｾﾝ n.m 倉庫 

 

概して、彼はあまり人に好かれない。［D-1-3］ 

En general, es poco querido.                           「副詞句」,「動詞」「補語」 

En general, ｴﾝ･ﾍﾈﾗﾙ adv. 概して                                      「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(estar)v.i 〜である                                          「動詞」 

poco querido. ﾎﾟｺ･ｹﾘﾄﾞ 過去分詞･受動･否定(querer)adj. あまり好かれない  「補語」 

 

彼の話は面白いと思う。［D-1-3］ 

Encuentro interesante lo que dice.                         「動詞」「補語」「目的語」 

Encuentro ｴﾝｸｴﾝﾄﾛ 1 単現(encontrar)v.t(SVOC)（O が C だと）評価する、認める「動詞」 

interesante ｲﾝﾃﾚｻﾝﾃ adj. 面白い                                           「補語」 

lo que dice. ﾛ･ｹ･ﾃﾞｨｾ pron 彼の言うことを                               「目的語」 

 

彼の名前は、レーモン・サンテスだ。［D-1-3］ 

Se llama Raimundo Sintés.                                      「動詞句」「補語」 

Se llama ｾ･ｼﾞｬﾏ 3 単現(llamarse)v.i 〜という名前だ                       「動詞句」 

Raimundo Sintés. ﾗｲﾑﾝﾄﾞ･ｼﾝﾃｽ n.m（フランス人の名前で）レーモン・サンテス「補語」 

 

彼はかなり小柄で、肩幅は広くて鼻が潰れている。［D-1-3］ 

Es bastante pequeño, con hombros anchos y nariz de boxeador. 「動詞」「補語」「副詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

bastante pequeño, ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. かなり小柄の                        「補語」 

   bastante ﾊﾞｽﾀﾝﾃ adj. かなりの、十分な 

con ｺﾝ prep（様態）〜をした                                           「副詞句」 

hombros ｵﾝﾌﾞﾛｽ pl.n.m 肩                                      「目的語」 

anchos ｱﾝﾁｮｽ adj.pl 広い                                「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

nariz ﾅﾘｽ n.f 鼻                                                「目的語」 

de boxeador. ﾃﾞ･ﾎﾞｸｾｱﾄﾞｰﾙ adj. ボクサーの             「形容詞句」 

  ボクサーの鼻 → 潰れた鼻 
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いつも身なりがきちんとしている。［D-1-3］ 

Va siempre muy correctamente vestido.                              「動詞」「補語」 

Va ﾊﾞ 3 単現(ir)v.i（状態が）〜である                                       「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                          「副詞」 

muy correctamente vestido. ﾑｲ･ｺﾚｸﾀﾒﾝﾃ･ﾍﾞｽﾁﾄﾞ adj. とても身なりがきちんとした「補語」 

  correctamente ｺﾚｸﾀﾒﾝﾃ adv. きちんと vestido ﾍﾞｽﾁﾄﾞ adj.（服を）着た 

 

彼も、サラマノのことを話すときに、言っていた：「不幸なことじゃあないか！」［D-1-3］ 

También él me ha dicho, hablando de Salamano: "¡Dígame si no es una desgracia!"  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」：《「動詞句」「目的語」》 

También él ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｴﾙ pron 彼も                                          「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

ha dicho, ｱ･ﾃﾞｨﾁｮ 3 単現･完了形(decir)v.t 言った                         「動詞句」 

hablando ｱﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(hablar)v.i 話しながら                        「副詞句」 

de Salamano: ﾃﾞ･ｻﾗﾏﾉ adv. サラマノのことについて           「間接目的語」 

"¡Dígame ﾃﾞｨｶﾞﾒ 命・3 単現(decir+me)v.t 教えてくれ、言ってくれ         「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                             「動詞」 

una desgracia!" ｳﾅ･ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱ n.f 不幸                               「補語」 

 

部屋は汚く、ベッドは乱れていた。［D-1-3］ 

La habitación estaba sucia y la cama deshecha.  

「主語」「動詞」「補語」y「主語」「補語」 

La habitación ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼﾖﾝ n.f 部屋は                                       「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

sucia ｽｼｱ adj.f 汚い                                                     「補語」 

y ｲ conj. そして 

la cama ﾗ･ｶﾏ n.f ベッドは                                                「主語」 

deshecha. ﾃﾞｾﾁｬ adj.f 乱れた                                             「補語」 

 

「ねえ、ムルソーさん」と、僕に言った。「俺は悪い人間ではないが、気が短いんですよ」 

［D-1-3］ 

"Comprende usted, señor Meursault", me dijo, "no se trata de que yo sea malo; pero soy 

rápido.                       《「動詞」「主語」「呼びかけ」》,「間接目的語」「動詞」, 

《「動詞句」「補語」；pero「動詞」「補語」》 

"Comprende ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞ 3 単現･敬称(comprender)v.t 分かるでしょう           「動詞」 
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usted, ｳｽﾃ pron あなたは                                                 「主語」 

señor Meursault", ｾﾆｮｰﾙ･ﾑﾙｿｰ n.m ムルソーさん                       「呼びかけ」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo, ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"no se trata de ﾉ･ｾ･ﾄﾗﾀ･ﾃﾞ 3 単現･否定(tratarse de)v.pr 話は〜ではない    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「補語」 

yo ｼﾞｮ pron 俺は                                                   「主語」 

sea ｾｱ 接・1 単現(ser)v.i（否定に導かれる節は接続法）〜である         「動詞」 

malo; ﾏﾛ adj. 悪い                                                  「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i（生来）〜である                                      「動詞」 

rápido. ﾗﾋﾟﾄﾞ adj. 気が短い                                               「補語」 

「相手の奴が俺に言ったんだ：《男なら、電車から降りろ》」［D-1-3］ 

El otro me dijo: 'Baja del tranvía si eres hombre.'  

《「主語」「間接目的語」「動詞」：“「動詞」「副詞句」”》 

El otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron 相手の奴が                                           「主語」 

me ﾒ pron 俺に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

'Baja ﾊﾞﾊ 命・2 単現(bajar)v.i 降りろ                                      「動詞」 

del tranvía ﾃﾞﾙ･ﾄﾗﾝﾋﾞｱ adv. 電車から                                    「副詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

hombre.' ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男                                            「補語」 

 

「俺は奴に言った：《まあ、落ち着け！》」［D-1-3］ 

Yo le dije: '¡Vamos, quédate tranquilo!'  

《「主語」「間接目的語」「動詞」：“「呼びかけ」「動詞句」「補語」”》 

Yo ｼﾞｮ pron 俺は                                                        「主語」 

le ﾚ pron 奴に                                                     「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

'¡Vamos, ﾊﾞﾓｽ 1 複現･なだめる(ir)v.i まあ                              「呼びかけ」 

quédate ｹﾀﾞﾃ 命・2 単現(quedarse)v.pr 〜の状態になりなさい             「動詞句」 

tranquilo!' ﾄﾗﾝｷｰﾛ adj. 落ち着いた                                        「補語」 
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「奴は、俺が男じゃないと言ったんだ。」［D-1-3］ 

Me dijo que yo no era hombre.                《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

Me ﾒ pron 俺に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

yo ｼﾞｮ pron 俺が                                             「主語」 

no era ﾉ･ｴﾗ 1 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                  「動詞」 

hombre. ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男                                        「補語」 

 

「それで俺は電車を降りて、奴に言った：《やめておけ、そのほうがいい；さもないとお前

の顔を殴り潰すことになる》」［D-1-3］ 

Entonces bajé y le dije: 'Basta, es mejor; o te rompo la jeta.'  

《「副詞」「動詞」y「間接目的語」「動詞」： 

“「動詞」,「動詞」「補語」；o「間接目的語」「動詞」「直接目的語」”》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

bajé ﾊﾞﾍ 1 単点(bajar)v.i（電車を）降りた                                  「動詞」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 奴に                                                     「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

'Basta, ﾊﾞｽﾀ 命・2 単現(bastar)v.i やめておけ                              「動詞」 

  bastar ﾊﾞｽﾀｰﾙ v.i 十分である → これ以上しなくても良い → もうやめなさい 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

mejor; ﾒﾎｰﾙ adj. もっと良い                                              「補語」 

o ｵ conj. さもないと 

te ﾃ pron お前の                                                  「間接目的語」 

rompo ﾛﾝﾎﾟ 1 単現(romper)v.t 壊す、つぶす                                「動詞」 

la jeta.' ﾗ･ﾍﾀ n.f 顔を                                              「直接目的語」 

 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「補語」の例文  111 / 650 

彼女から手紙をもらったその日（彼女は僕の妻になっていないので、これ以上面会に来るこ

とが許されない、と書かれてあった）、その日から僕は、この独房が僕の住みかであり、僕

の人生はここで停止するのだと気づいた。［D-2-2］ 

Desde el día en que recibí su carta (me decía que no le permitían venir más porque no 

era mi mujer), desde ese día sentí que la celda era mi casa y que mi vida se detenía allí.  

「副詞句」（「間接目的語」「動詞」「直接目的語」）,「副詞句」「動詞」「目的語」 

Desde el día ﾃﾞｽﾃﾞ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv.（時間）その日から                       「副詞句」 

en que ｴﾝ･ｹ adj.（その時）〜した                              「形容詞節」 

recibí ﾚｼﾋﾞ 1 単点(recibir)v.t 受け取った                   「動詞」 

su carta ｽ･ｶﾙﾀ n.f 彼女の手紙を                         「目的語」 

(me ﾒ peon 僕に                                                   「間接目的語」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

no ...permitían venir ﾉ...ﾍﾟﾙﾐﾁｱﾝ･ﾍﾞﾆｰﾙ 3 複線･許可･否定(permitir+不定詞) 

   v.t 来ることを許さない                                   「動詞句」 

   受動態に翻訳する 

le ﾚ pron 彼女に                                           「目的語」 

más ﾏｽ adv. これ以上、今後                                   「副詞」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                  「副詞節」 

no era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定･時制の一致(ser)v.i 〜でない      「動詞」 

mi mujer), ﾐ･ﾑﾍｰﾙ n.f 僕の妻                           「補語」 

desde ese día ﾃﾞｽﾃﾞ･ｴｾ･ﾃﾞｨｱ adv. その日から                             「副詞句」 

sentí ｾﾝﾁ 1 単点(sentir)v.t 気づいた                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la celda ﾗ･ｾﾙﾀﾞ n.f この独房が                                     「主語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                           「動詞」 

mi casa ﾐ･ｶｰｻ n.f 僕の住み家                                      「補語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

mi vida ﾐ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 僕の人生は                                     「主語」 

se detenía ｾ･ﾃﾞﾃﾆｱ 3 単線(detenerse)v.pr 停止する                 「動詞句」 

allí. ｱｼﾞ adv. ここで                                              「副詞」 
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僕が光に向かって顔を伸ばし、窓の鉄格子にしがみついていたある日、看守が入ってきて、

面会人がいると僕に告げた。［D-2-2］ 

Un día en que estaba aferrado a los barrotes con el rostro extendido hacia la luz, entró 

un guardián y me dijo que tenía una visita.  

「副詞句」,「動詞」「主語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ n.m ある日                                             「副詞句」 

en que ｴﾝ･ｹ conj. 〜する                                      「形容詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                    「動詞」 

aferrado ｱﾌｪﾗﾄﾞ 過去分詞(aferrar)adj. つかんだ           「補語」 

a los barrotes ｱ･ﾛｽ･ﾊﾞﾛﾃｽ pl.n.m 柵、支柱        「目的語」 

con el rostro extendido ｺﾝ･ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ･ｴｸｽﾃﾝﾃﾞｨﾄﾞ 

 adv. 伸ばされた顔で                          「副詞句」 

   rostro ﾛｽﾄﾛ n.m 顔 extendido ｴｸｽﾃﾝﾃﾞｨﾄﾞ過去分詞･受動(extender)adj. 伸ばされた 

hacia la luz, ｱｼｱ･ﾗ･ﾙｰｽ adv. 光の方へ            「副詞句」 

entró ｴﾝﾄﾛ 3 単点(entrar)v.i 入ってきた                                    「動詞」 

un guardián ｳﾝ･ｸﾞゎﾙﾃﾞｨｱﾝ n.m 看守が                                    「主語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線･時制の一致(tener)v.t 〜がある                 「動詞」 

una visita. ｳﾅ･ﾋﾞｼﾀ n.f 面会者が                            「目的語」 
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「副詞」の例文 

「副詞」は空間的な位置、順序、時間、様態や条件・原因・理由などを説明する。 

 

今からずいぶん前に、ある村に二人の兄弟が住んでいた。［A-1-5］ 

Hace mucho tiempo, en una aldea vivían dos hermanos.   「副詞句」「動詞句」「主語」 

Hace mucho tiempo ｱｾ･ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 今からずいぶん前に              「副詞句」 

en una aldea ｴ･ﾇﾅ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. ある村に                                 「副詞句」 

vivían ﾋﾞﾋﾞｱﾝ 3 複線(vivir)v.i 住んでいた                                  「動詞」 

dos hermanos ﾄﾞｽ･ｴﾙﾏﾉｽ pl.n.m 二人の兄弟が                              「主語」 

 

それに引き換え、弟は貧乏だったが、優しい心の持ち主だった。［A-1-5］ 

En cambio, el menor era pobre, pero tenía buen corazón. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」, pero「動詞」「目的語」 

En cambio ｴﾝ･ｶﾝﾋﾞｵ adv. それに引き換え                                「副詞句」 

el menor ｴﾙ･ﾒﾉﾙ n.m 弟は                                                「主語」 

pobre ﾎﾟﾌﾞﾚ adj. 貧乏な                                                  「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（肉体的・精神的特徴が）あった                   「動詞」 

buen corazón ﾌﾞｴﾝ･ｺﾗｿﾝ n.m 優しい心を                                 「目的語」 

 

ある日、貧しい弟は山に狩りに出かけた。［A-1-5］ 

Un día, el hermano pobre fue a cazar al monte. 「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                            「副詞句」 

el hermano pobre ｴﾙ･ｴﾙﾏﾉ･ﾎﾟﾌﾞﾚ n.m 貧しい弟は                           「主語」 

fue a cazar ﾌｴ･ｱ･ｶｻｰﾙ 3 単点(ir a+不定詞 cazar)v.t 狩りに出かけた           「動詞句」 

al monte ｱﾙ･ﾓﾝﾃ adv. 山に                                             「副詞句」 

 

一日中歩き回ったが、一匹の動物も見つけられなかった。［A-1-5］ 

Anduvo todo el día, pero no pudo encontrar ningún animal. 

「動詞」「副詞句」, pero「動詞句」「目的語」 

Anduvo ｱﾝﾄﾞｩﾎﾞ 3 単点(andar)v.i 歩いた                                   「動詞」 

todo el día ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 一日中                                     「副詞句」 

no pudo encontrar ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ･ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 3 単点･可能･否定(poder) 

   v.t 見つけることができなかった                                      「動詞句」 

ningún animal ﾆﾝｸﾞﾝ･ｱﾆﾏﾙ n.m 一匹の動物も〜ない                      「目的語」 
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とても疲れたので、弟は岩に腰かけた。［A-1-5］ 

Muy cansado, se sentó sobre una roca.                 「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Muy cansado ﾑｲ･ｶﾝｻﾄﾞ （分詞構文）とても疲れたので                    「副詞句」 

se sentó ｾ･ｾﾝﾄ ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 腰かけた                       「動詞句」 

sobre una roca ｿﾌﾞﾚ･ｳﾅ･ﾛｶ adv. 岩の上に                                「副詞句」 

 

ぼんやりしていたので、老人が近づいてきたことにすぐ気が付かなかった。［A-1-5］ 

Estaba tan distraído que no notó enseguida que se le había acercado un anciano. 

「動詞」「補語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜であった                                   「動詞」 

tan distraído ﾀﾝ･ﾄﾗｲﾄﾞ adj. それほどばんやりしていた                      「補語」 

que ｹ conj. 〜ほど                                               「副詞節」 

   tan ... que 〜 「あまり... なので〜する」 

no notó ﾉ･ﾉﾄ 3 単点(notar)v.t（時制の一致）気づかない       「動詞句」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                               「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということに                                「目的語」 

se le había acercado ｾ･ﾚ･ｱﾋﾞｱ･ｱｾﾙｶﾄﾞ 3 単線･完了形(acercarse) 

   v.pr 彼に近づく                                 「動詞句」 

un anciano ｳﾝ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人が                      「主語」 

 

「そこで何をしているのかね？とても悲しそうに見えるが」［A-1-5］ 

---- ¿Qué estás haciendo ahí? Parece que estás muy triste. 

「目的語」「動詞句」「副詞」┃「動詞」「補語」 

Qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

estás haciendo ｴｽﾀｽ･ｱｼｴﾝﾄﾞ 2 単現･進行形(hacer)v.t している             「動詞句」 

ahí ｱｲ adv. そこで                                                      「副詞」 

Parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜のようにみえる                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜であること                                                 「補語」 

estás ｴｽﾀｽ 2 単現(estar)v.i 〜である                                 「動詞」 

muy triste ﾑｲ･ﾄﾘｽﾃ adj. とても悲しい                               「補語」 

 

彼の言うことを聞くと、老人は彼に同情して、袋をひとつ渡しながらこう言った。 

［A-1-5］ 

Al escucharlo, el anciano se compadeció de él y, entregándole una bolsa, le dijo así. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Al escucharlo ｱﾙ･ｴｽｸﾁｬﾙ･ﾛ adv. 彼の言うことを聞くと                    「副詞句」 
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el anciano ｴﾙ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人は                                           「主語」 

se compadeció ｾ･ｺﾝﾊﾟﾃﾞｼｵ 3 単点(compadecerse)v.pr（de に）同情した     「動詞句」 

de él ﾃﾞ･ｴﾙ adv. 彼に                                              「間接目的語」 

entregándole ｴﾝﾄﾚｶﾞﾝﾄﾞ･ﾚ（分詞構文）v.t 彼に渡しながら                 「副詞句」 

una bolsa ｳﾅ･ﾎﾞﾙｻ n.f 袋をひとつ                               「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

 

「この袋を持っていきなさい。中にはトウモロコシの粒が入っているが、家に着くまで袋を

開けてはならない。」［A-1-5］ 

---- Llévate esta bolsa. Dentro hay granos de máiz, pero no la abras hasta que llegues a 

tu casa. 

「動詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞」「目的語」pero「動詞句」「副詞節」 

Llévate ｼﾞｪﾊﾞ･ﾃ 命・2 単現(llevarse)v.pr 持っていきなさい                「動詞句」 

esta bolsa ｴｽﾀ･ﾎﾞﾙｻ n.f この袋を                                        「目的語」 

Dentro ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中に                                                  「副詞」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                          「動詞」 

granos de máiz ｸﾞﾗﾉｽ･ﾃﾞ･ﾏｲｽ pl.n.m トウモロコシの粒                   「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj, しかし 

no la abras ﾉ･ﾗ･ｱﾌﾞﾗｽ 接・2 単現・否定(abrir)v.t それを開けてはならない   「動詞句」 

   la は esta bolsa の代用 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまで                                        「副詞節」 

llegues ｼﾞｪｹﾞｽ 接・2 単現(llegar)v.i 着く                           「動詞」 

a tu casa ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 家に                                    「副詞句」 

 

貧乏な弟は親切な老人の行為に対してよくお礼を言って、帰路についた。［A-1-5］ 

El hermano pobre le agradeció mucho al anciano su gesto de bondad y se puso en camino 

de regreso.         「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」「間接目的語」「直接目的語」 

y「動詞句」「副詞句」 

El hermano pobre ｴﾙ･ｴﾙﾏﾉ･ﾎﾟﾌﾞﾚ n.m 貧乏な弟は                          「主語」 

le ﾚ pron その老人に（al anciano の前だし）                         「間接目的語」 

agradeció ｱｸﾞﾗﾃﾞｼｵ 3 単点(agradecer)v.t 感謝した、お礼した                「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. よく、十分に                                            「副詞」 

al anciano ｱﾙ･ｱﾝｼｱﾉ adv. その老人の                                「間接目的語」 

su gesto de bondad ｽ･ﾍｽﾄ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾝﾀﾞ n.m 老人の親切な行為に          「直接目的語」 
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se puso ｾ･ﾌﾟｿ 3 単点(ponerse)v.pr（位置に）ついた                       「動詞句」 

en camino de regreso ｴﾝ･ｶﾐﾉ･ﾃﾞ･ﾚｸﾞﾚｿ adv. 帰路に                       「副詞句」 

 

歩き続けていたところ、袋がどんどん彼に重くのしかかってきたが、老人の忠告に従って決

して袋を開けなかった。［A-1-5］ 

Mientras iba caminando, la bolsa le iba pesando más y más, pero no la abrió, obedeciendo 

la advertencia del anciano. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

, pero「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜している間                                     「副詞節」 

iba caminando ｲﾊﾞ･ｶﾐﾅﾝﾄﾞ 3 単線(ir + 現在分詞) 

v.i（ゆっくりした進行）歩き続けていた                        「動詞句」 

la bolsa ﾗ･ﾎﾞﾙｻ n.f 袋が                                                  「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

iba pesando ｲﾊﾞ･ﾍﾟｻﾝﾄﾞ 3 単線(ir + 現在分詞) 

v.i（ゆっくりした進行）重くのしかかってきた                         「動詞句」 

más y más ﾏｽ･ｲ･ﾏｽ adv. どんどん                                       「副詞句」 

no la abrió ﾉ･ﾗ･ｱﾌﾞﾘｵ 3 単点･否定(abrir+la)v.t 袋を開けなかった  「動詞句」「目的語」 

obedeciendo ｵﾍﾞﾃﾞｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(obedecer)v.t 〜に従って                 「副詞句」 

la advertencia del anciano ﾗ･ｱﾄﾞﾍﾞﾙﾃﾝｼｱ･ﾃﾞﾙ･ｱﾝｼｱﾉ 

 n.f 老人の忠告                                               「目的語」 

 

家に着いた時には、袋を支えているのがやっとだった。［A-1-5］ 

Apenas podía sostener la bolsa cuando llegó a su casa. 

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

Apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. やっと、どうにか                                      「副詞」 

podía sostener ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｿｽﾃﾈｰﾙ 3 単線(poder+不定詞 sostener) 

v.t 支えることができた                                              「動詞句」 

la bolsa ﾗ･ﾎﾞﾙｻ n.f 袋を                                                「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                           「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i 着いた                                 「動詞」 

a su casa ｱ･ｽ･ｶｰｻ adv. 家に                                     「副詞句」 

 

そして袋を開けてみると、まったく驚嘆してしまった。［A-1-5］ 

Y al abrirla, se quedó maravillado.                       「副詞句」「動詞句」「補語」 

Y al abrirla ｲ･ｱﾙ･ｱﾌﾞﾘｰﾙ･ﾗ adv. そして袋を開けてみると                  「副詞句」 
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se quedó ｾ･ｹﾄﾞ 3 単点(quedarse+補語)v.pr すっかり〜の状態になった       「動詞句」 

maravillado ﾏﾗﾋﾞｼﾞｬﾄﾞ adj. 驚嘆した                                      「補語」 

 

トウモロコシの粒はすべて宝石に変わっていたのである。［A-1-5］ 

Todos los granos de maíz se habían convertido en piedras preciosas. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Todos los granos de maíz ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｸﾞﾗﾉｽ･ﾃﾞ･ﾏｲｽ 

 pl.n.m トウモロコシの粒はすべて                                       「主語」 

se habían convertido ｾ･ｱﾋﾞｱﾝ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ 3 複線･完了形(convertirse) 

   v.pr（en に）変わっていた                                           「動詞句」 

en piedras preciosas ｴﾝ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ･ﾌﾟﾚｼｵｻｽ adv. 宝石に                     「副詞句」 

 

兄はすぐに強い妬（ねた）みを感じた。［A-1-5］ 

Pronto el hermano mayor sintió mucha envidia.     「副詞」「主語」「動詞」「目的語」 

Pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに                                                 「副詞」 

el hermano mayor ｴﾙ･ｴﾙﾏﾉ･ﾏﾖｰﾙ n.m 兄は                                 「主語」 

sintió ｼﾝﾃｨｵ 3 単点(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 

mucha envidia ﾑﾁｬ･ｴﾝﾋﾞﾃﾞｨｱ n.f 強い妬（ねた）みを                     「目的語」 

 

貪欲でいっぱいになって山に向かって、老人が現れるのを待った。［A-1-5］ 

Se dirigió al monte lleno de codicia y esperó a que apareciera el anciano. 

「動詞句」「副詞句」y「動詞」「間接目的語」 

Se dirigió ｾ･ﾃﾞｨﾘﾋｵ 3 単点(dirigirse)v.pr 向かった                        「動詞句」 

al monte ｱﾙ･ﾓﾝﾃ adv. 山に                                             「副詞句」 

lleno de codicia ｼﾞｪﾉ･ﾃﾞ･ｺﾃﾞｨｼｱ adv. 貪欲でいっぱいになって      「副詞句」 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.t 待った                                    「動詞」 

a que ｱ･ｹ adv. 〜するのを                                          「間接目的語」 

apareciera ｱﾊﾟﾚｼｴﾗ 接・3 単過(aparecer)v.i 現れる              「動詞」 

el anciano ｴﾙ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人が                               「主語」 

 

老人は同情しているふりをしながら、彼に何本かの花を渡した。［A-1-5］ 

El anciano le entregó unas flores, fingiendo compasión. 

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

El anciano ｴﾙ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人は                                          「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

entregó ｴﾝﾄﾚｺﾞ 3 単点(entregar)v.t 渡した                                 「動詞」 
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unas flores ｳﾅｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 何本かの花を                             「直接目的語」 

fingiendo ﾌｨﾝﾋｪﾝﾄﾞ 現在分詞 v.t 〜のふりをしながら                      「副詞句」 

compasión ｺﾝﾊﾟｼｮﾝ n.f 同情                                     「目的語」 

 

「この花を帽子につけなさい。」［A-1-5］ 

---- Pon estas flores en tu gorro.                      《「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Pon ﾎﾟﾝ 命・2 単現(poner)v.t つける                                       「動詞」 

estas flores ｴｽﾀｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f この花を                                   「目的語」 

en tu gorro ｴﾝ･ﾄｩ･ｺﾞｯﾛ adv. 君の帽子に                                 「副詞句」 

 

「何かの役に立つかもしれない。」［A-1-5］ 

Te servirán para algo.                           《「間接目的語」「動詞」「副詞句」》 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

servirán ｾﾙﾋﾞﾗﾝ 3 複未･推量(servir) 

v.i (para のために)（この花は） 役に立つかもしれない                   「動詞」 

para algo ﾊﾟﾗ･ｱﾙｺﾞ adv. 何かのために                                   「副詞句」 

 

「家に着くまでは、何があっても帽子を脱いではならない。」［A-1-5］ 

Pase lo que pase, no te quites el gorro hasta que llegues a tu casa. 

《「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

Pase lo que pase ﾊﾟｾ･ﾛ･ｹ･ﾊﾟｾ adv. 何があろうと                          「副詞句」 

no te quites ﾉ･ﾃ･ｷﾃｽ 接・2 単現･否定（否定命令）(quitarse) 

v.pr 脱いではならない                                               「動詞句」 

el gorro ｴﾙ･ｺﾞｯﾛ n.m 帽子を                                            「目的語」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまでは                                      「副詞節」 

llegues ｼﾞｪｹﾞｽ 接・2 単現(llegar)v.i 着く                           「動詞」 

a tu casa ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 家に                                    「副詞句」 

 

帰り道で、貪欲な男に頭がますます重くのしかかってきたが、さらにもっと金持ちになるこ

とを考えて重さに耐えていた。［A-1-5］ 

En el camino de regreso, al hombre codicioso le pesaba más y más la cabeza, pero 

soportaba el peso, pensando enriquecerse aún más. 

「副詞句」, 「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」 

, pero「動詞」「目的語」「副詞句」 

En el camino de regreso ｴ･ﾈﾙ･ｶﾐﾉ･ﾃﾞ･ﾚｸﾞﾚｿ adv. 帰り道で                 「副詞句」 

al hombre codicioso le ｱﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ｺﾃﾞｼｵｿ･ﾚ adv. 彼、貪欲な男に         「間接目的語」 
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pesaba ﾍﾟｻﾊﾞ 3 単線(pesar)v.i 重くのしかかった                            「動詞」 

más y más ﾏｽ･ｲ･ﾏｽ adv. ますます                                       「副詞句」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭が                                                 「主語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

soportaba ｿﾎﾟﾙﾀﾊﾞ 3 単線(soportar)v.t 耐えた                               「動詞」 

el peso ｴﾙ･ﾍﾟｿ n.m 重さ                                                「目的語」 

pensando+不定詞 ﾍﾟﾝｻﾝﾄﾞ 現在分詞 v.i 〜することを考えながら            「副詞句」 

enriquecerse ｴﾝﾘｹｾﾙｾ 不定詞 v.pr 金持ちになる                      「動詞」 

aún más ｱｳﾝ･ﾏｽ adv. さらにもっと                               「副詞句」 

 

「あの花は何に変わっているだろうか？金になっているかな、それとも銀に？」［A-1-5］ 

《¿En qué se habrán convertido las flores? ¿En oro o en plata?》 

《「副詞句」「動詞句」「主語」┃「副詞句」》 

En qué ｴﾝ･ｹ adv. 何に                                                 「副詞句」 

se habrán convertido ｾ･ｱﾌﾞﾗﾝ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ 3 複未･完了形 

   (convertirse)v.pr 変わっているだろう                                 「動詞句」 

las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f あの花は                                         「主語」 

En oro ｴ･ﾉﾛ adv. 金に                                                 「副詞句」 

o ｵ conj. それとも 

en plata ｴﾝ･ﾌﾟﾗﾀ adv. 銀に                                            「副詞句」 

 

家の近くに来たときには、両腕両足は動物の脚に変わっていた。［A-1-5］ 

Cuando estaba cerca de su casa, le habían salido cuernos en la cabeza, y los brazos y las 

piernas se le habían convertido en patas. 

「副詞節」, 「副詞句」「動詞句」「主語」「副詞句」 

y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Cuando ｸﾜﾝﾄﾞ adv. 〜した時                                            「副詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 来た                                 「動詞」 

cerca de su casa ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｽ･ｶｰｻ adv. 家の近くに                   「副詞句」 

le ... en la cabeza ﾚ...ｴﾝ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv. 彼の頭には                          「副詞句」 

habían salido ｱﾋﾞｱﾝ･ｻﾘﾄﾞ 3 複線･完了形(salir)v.i 生えていた               「動詞句」 

cuernos ｸｪﾙﾉｽ pl.n.m 角が                                               「主語」 

y ｲ conj. それに 

los brazos y las piernas ﾛｽ･ﾌﾞﾗｿｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾋﾟｪﾙﾅｽ pl.n. 両腕両足は              「主語」 

se habían convertido ｾ･ｱﾌﾞﾗﾝ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ 3 複未･完了形 

   (convertirse)v.pr 変わっていた                                       「動詞句」 
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le ... en patas ﾚ...ｴﾝ･ﾊﾟﾀｽ adv. 彼の動物の脚に                           「副詞句」 

 

家に着くと、彼の家族は彼だとわからずに、彼を追い払った。［A-1-5］ 

Al llegar a su casa, su familia no lo pudo reconocer y lo ahuyentó. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

y 「目的語」「動詞」 

Al llegar a su casa ｱﾙ･ｼﾞｪｶﾞｰ･ﾗ･ｽ･ｶｰｻ adv. 家に着くと                    「副詞句」 

su familia ｽ･ﾌｧﾐﾘｱ n.f 彼の家族は                                         「主語」 

no lo pudo reconocer ﾉ･ﾛ･ﾌﾟﾄﾞ･ﾚｺﾉｾﾙ 3 単点･否定・可能(poder) 

   v.t 彼を識別できなかった                                            「動詞句」 

lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

ahuyentó ｱｳｲｪﾝﾄ 3 単点(ahuyentar)v.t 追い払った                          「動詞」 

 

ほんの少しの隣人だけが、その動物が強欲な男の帽子をかぶっていることに気が付いて、こ

のように話した。［A-1-5］ 

Sólo algunos vecinos notaron que el animal llevaba el gorro del hombre codicioso y 

hablaron así : 

「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞」 

Sólo algunos vecinos ｿﾛ･ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾍﾞｼﾉｽ pl.n. ほんの少しの隣人だけが         「主語」 

notaron ﾉﾀﾛﾝ 3 複点(notar)v.t 〜に気付いた                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

el animal ｴﾙ･ｱﾆﾏﾙ n.m その動物が                                「主語」 

llevaba ｼﾞｪﾊﾞﾊﾞ 3 単遠(llevar)v.t（衣服を）身に着けていた          「動詞」 

el gorro del hombre codicioso ｴﾙ･ｺﾞｯﾛ･ﾃﾞﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ｺﾃﾞｨｼｮｰｿ 

   n.m 強欲な男の帽子を                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

hablaron ｱﾌﾞﾗﾛﾝ 3 複点(hablar)v.i 話した                                  「動詞」 

así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

 

「なんと不幸なことだ！あの男は強欲のためにシカになってしまったのだ。」［A-1-5］ 

---- ¡Qué desgracia! Por su codicia se convirtió en un venado. 

《「感嘆」┃「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

Qué ｹ int. なんという 

desgracia ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱ n.f 不幸                                              「感嘆」 

Por su codicia ﾎﾟﾙ･ｽ･ｺﾃﾞｨｼｱ adv. 強欲のために                           「副詞句」 

se convirtió ｾ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨｵ 3 単点(convertirse)v.pr 〜に変わってしまった      「動詞句」 
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en un venado ｴ･ﾇﾝ･ﾍﾞﾅﾄﾞ adv. シカに                                   「副詞句」 

 

彼女は施しを受けて暮らしていたが、唯一彼女を慰めたものは、小屋の近くにある美しい

ナシの木だった。［A-1-6］ 

Vivía de las limosnas y lo único que la consolaba era un bonito peral que tenía cerca de 

su choza.                                「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞」「補語」 

Vivía ﾋﾞﾋﾞｱ 3 単線(vivir)v.i (de で) 生計を立てていた                        「動詞」 

de las limosnas ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾘﾓｽﾅｽ adv.（手段）施しで                          「副詞句」 

lo único que la consolaba ﾛ･ｳﾆｺ･ｹ･ﾗ･ｺﾝｿﾗﾊﾞ n. 唯一彼女を慰めたものは       「主語」 

  lo único 唯一のもの que〜したもの「形容詞節」la 彼女を consolaba 慰めた 

un bonito peral ｳﾝ･ﾎﾞﾆﾄ･ﾍﾟﾗﾙ n.m 美しいナシの木                          「補語」 

que tenía cerca de su choza ｹ･ﾃﾆｱ･ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｽ･ﾁｮｻ 

 adj. 小屋の近くにある                                        「形容詞節」 

   tener v.t（場所を示しながら  ．．．に）〜がある 

 

このナシの木はたくさんの実をつけたが、いつもいたずらっ子たちがやってきて、ナシの

実をほとんどすべて彼女から奪っていった。［A-1-6］ 

Este peral daba muchos frutos, pero siempre venían unos chicos traviesos y le quitaban 

casi todas las peras.           「主語」「動詞」「目的語」, pero「副詞」「動詞」「主語」 

y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Este peral ｴｽﾃ･ﾍﾟﾗﾙ n.m このナシの木は                                  「主語」 

daba 3 単線(dar)v.t 生み出した、（実を）つけた                             「動詞」 

muchos frutos ﾑﾁｮｽ･ﾌﾙﾄｽ pl.n.m たくさんの実を                          「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、だが 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

  副詞が節の始めに置かれたので、動詞と主語が倒置する 

venían ﾍﾞﾆｱﾝ 3 複線(venir)v.i やってきた                                  「動詞」 

unos chicos traviesos ｳﾉｽ･ﾁｺｽ･ﾄﾗﾋﾞｴｿｽ pl.n.m いたずらっ子たちが           「主語」 

le ﾚ pron 彼女から                                                 「間接目的語」 

quitaban ｷﾀﾊﾞﾝ 3 複線(quitar)v.t (a から) 奪った                           「動詞」 

casi todas las peras ｶｼ･ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾍﾟﾗｽ pl.n.f ナシの実をほとんどすべて  「直接目的語」 

 

ある夕方、彼女の小屋の入り口に、疲れた様子の旅人が姿を現して、一夜の宿を求めた。 

［A-1-6］ 

Un atardecer, se presentó a la puerta de su choza un viajero cansado, y le pidió 

hospedaje para pasar una noche.              「副詞句」,「動詞句」「副詞句」「主語」 
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y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Un atardecer ｳﾝ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ n.m ある夕方                                 「副詞句」 

se presentó ｾ･ﾌﾟﾚｾﾝﾄ 3 単点(presentarse)v.pr（突然）姿を現した           「動詞句」 

a la puerta de su choza ｱ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ･ﾃﾞ･ｽ･ﾁｮｻ adv. 彼女の小屋の入り口に     「副詞句」 

un viajero cansado ｳﾝ･ﾋﾞｱﾍﾛ･ｶﾝｻﾄﾞ n.m 疲れた様子の旅人が                 「主語」 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

pidió 3 単点(pedir)v.t (a+人 に) 求めた                                     「動詞」 

hospedaje オスペダヘ n.m 宿泊場所を                               「直接目的語」 

para pasar una noche ﾊﾟﾗ･ﾊﾟｻｰﾙ･ｳﾅ･ﾉﾁｪ adj. 一晩過ごすための「形容詞句」 

 

「ほんとうにありがとうございました。今度は、あなたが望むことを言ってください。」 

［A-1-6］ 

---- Muchísimas gracias, señora. Ahora pida usted lo que quiera. 

《「挨拶」（呼びかけ）┃「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

Muchísimas gracias ﾑﾁｼﾏｽ･ｸﾞﾗｼｱｽ n.m 最大の感謝、本当にありがとう        「挨拶」 

   -ísimo, ma 〔絶対最上級〕 

señora ｾﾆｮﾗ n.f あなた                                               （呼びかけ） 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今度は                                                   「副詞」 

pida ﾋﾟﾀﾞ 接・2 敬･単現（命令）(pedir)v.t 願い事を言ってください           「動詞」 

usted ｳｽﾃ pron あなたが                                                 「主語」 

lo que quiera ﾛ･ｹ･ｷｴﾗ n. あなたが望むことを                             「目的語」 

   quiera ｷｴﾗ 接・3 単現(querer)v.t 望む 

 

「1 つだけ、お願いします。私のナシの木に登る者は、誰だろうと、私の許可なしに降り

れないようにお願いします。」［A-1-6］ 

--- Le pido sólo una cosa. Que todo aquel que se suba a mi peral, no pueda bajarse sin 

mi permiso. 《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃Que「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Le ﾚ pron あなたに（旅人に）                                      「間接目的語」 

pido ﾋﾟﾄﾞ 1 単現(pedir)v.t お願いします                                    「動詞」 

sólo una cosa ｿﾛ･ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 1 つだけ                                 「直接目的語」 

Que ｹ conj.（+接続法）〜でありますように                                「感嘆」 

todo aquel que ﾄﾄﾞ･ｱｹﾙ･ｹ 〜する者はみんな                                「主語」 

se suba ｾ･ｽﾊﾞ 接・3 単現(subir)v.pr 登る                          「動詞句」 

a mi peral ｱ･ﾐ･ﾍﾟﾗﾙ n.m 私のナシの木に                      「間接目的語」 

no pueda bajarse ﾉ･ﾌﾟｴﾀﾞ･ﾊﾞﾊﾙｾ 接・3 単現(poder) 

   v.pr 降りれない                                                     「動詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  123 / 650 

sin mi permiso ｼﾝ･ﾐ･ﾍﾟﾙﾐｿ adv. 私の許可なしに                          「副詞句」 

 

ある日の午後、小屋の入り口に巡礼の女が突然姿を現して、言った。［A-1-6］ 

Una tarde se presentó a la puerta de la choza una peregrina y le dijo. 

「副詞句」「動詞句」「副詞句」「主語」y「間接目的語」「動詞」 

Una tarde ｳﾅ･ﾀﾙﾃﾞ adv. ある日の午後                                   「副詞句」 

se presentó ｾ･ﾌﾟﾚｾﾝﾄ 3 単点(presentarse)v.pr（突然）姿を現した           「動詞句」 

a la puerta de la choza ｱ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾁｮｻ adv. 小屋の入り口に           「副詞句」 

una peregrina ｳﾅ･ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾅ n.f 巡礼の女が                                  「主語」 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

ミセリアおばさんは、彼女が誰かすぐに分かった。［A-1-6］ 

La tía Miseria la reconoció al instante.            「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

La tía Miseria ﾗ･ﾃｨｱ･ﾐｾﾘｱ n.f ミセリアおばさんは                          「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

reconoció ﾚｺﾉｼｵ 3 単点(reconocer)v.t 誰だかわかった                        「動詞」 

al instante ｱﾙ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. すぐに                                       「副詞句」 

 

「わかりました。でも旅立つ前に、あなたに私のナシをご馳走したいと思います。」 

［A-1-6］ 

--- Está bien, pero antes de marcharme, me gustaría invitarla a comer mis peras. 

《「承諾」, pero「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                        「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よい                                                     「副詞」 

→ よろしい、わかりました                                               「承諾」 

antes de ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ adv. 〜（する）前に                                   「副詞句」 

marcharme ﾏﾙﾁｬﾙﾒ 不定詞(marcharse)v.pr 出かける             「動詞句」 

→ 旅立つ前に  

me gustaría invitarla a comer ﾒ･ｸﾞｽﾀﾘｱ･ｲﾝﾋﾞﾀﾙﾗ･ｱ･ｺﾒｰﾙ 1 単過未･願望(gustar+不定詞) 

  v.t あなたが〜を食べるのを招待したい（la は間接目的語）               「動詞句」 

mis peras ﾐｽ･ﾍﾟﾗｽ pl.n.f 私のナシを                                     「目的語」 

→ あなたに私のナシをご馳走したいと思います 
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喉が渇いていたので、死神はナシの木に登って、美味しそうなものをいくつか食べ始め

た。［A-1-6］ 

Como tenía sed, la Muerte subió al peral y empezó a comer unas peras de buen aspecto. 

「副詞節」「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞句」「目的語」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 持っていた                             「動詞」 

sed ｾ（ﾄﾞｩ）n.f（喉の）渇き                                   「目的語」 

la Muerte ﾗ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死神は                                              「主語」 

subió ｽﾋﾞｵ 3 単点(subir)v.i 登った                                         「動詞」 

al peral ｱﾙ･ﾍﾟﾗﾙ adv. ナシの木に                                        「副詞句」 

empezó a comer ｴﾝﾍﾟｿ･ｱ･ｺﾒｰﾙ 3 単点･開始(empezar)v.t 食べ始めた         「動詞句」 

unas peras ｳﾅｽ･ﾍﾟﾗｽ pl.n.f ナシをいくつか                               「目的語」 

de buen aspecto ﾃﾞ･ﾌﾞｴﾝ･ｱｽﾍﾟｸﾄ adj. 見かけの良い→美味しそうな「形容詞句」 

 

「ここから私を降ろしてくれたら、お前を永遠に自由の身にしてやろう。」［A-1-6］ 

--- Con la condición de que me permitas bajar de aquí, te dejaré libre para siempre. 

《「副詞節」,「目的語」「動詞」「補語」》 

Con la condición de que ｺﾝ･ﾗ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ･ﾃﾞ･ｹ adv. 〜という条件で          「副詞節」 

me ﾒ pron 私に                                           「間接目的語」 

permitas ﾍﾟﾙﾐﾀｽ 接・2 単現(permitir) 

v.t (+不定詞 〜することを) 許す                               「動詞」 

bajar de aquí ﾊﾞﾊｰﾙ･ﾃﾞ･ｱｷ 不定詞句 n. ここから降りること  「直接目的語」 

te ﾃ pron お前を                                                      「目的語」 

dejaré ﾃﾞﾊﾚ 1 単未(dejar)v.t（〜の状態に）しておこう                       「動詞」 

libre para siempre ﾘﾌﾞﾚ･ﾊﾟﾗ･ｼｴﾝﾌﾟﾚ adj. 永遠に自由の身に                  「補語」 

 

だから、今の世の中でも、貧困が続いており、決して姿を消さないのである。［A-1-6］ 

Por eso, todavía en nuestro mundo sigue la miseria y nunca desaparecerá. 

「副詞句」「動詞」「主語」y「副詞」「動詞」 

Por eso ﾎﾟ･ﾚｿ adv. だから 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ（〜ない） 

en nuestro mundo ｴﾝ･ﾇｴｽﾄﾛ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 私たちの世の中で、今の世の中で    「副詞句」 

sigue ｼｹﾞ 3 単現(seguir)v.i 続いている                                     「動詞」 

la miseria ﾗ･ﾐｾﾘｱ n.f 貧困が                                              「主語」 

nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

desaparecerá ﾃﾞｻﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(desaparecer)v.i 姿を消す                     「動詞」 
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二人は、結構な距離を、上機嫌で歩いてきた。［B-6］ 

Caminaron muy contentos durante varias leguas.                  「動詞」「副詞句」 

Caminaron ｶﾐﾅﾛﾝ 3 複点(caminar)v.i 歩いた                               「動詞」 

muy contentos ﾑｲ･ｺﾝﾃﾝﾄｽ adv. 上機嫌で                                 「副詞句」 

durante varias leguas ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾊﾞﾘｱｽ･ﾚｸﾞｱｽ adv. 結構な距離を             「副詞句」 

 

突然、ドン・キホーテは馬を止め、興奮して叫んだ。「見よ！サンチョ！あの山の上で、巨

大な腕を振っている巨人たちが見えるであろう？」［B-6］ 

De pronto, Don Quijote detuvo su caballo y exclamó exaltado: “¡Mira, Sancho!, ¿ves 

aquellos gigantes sobre el monte, agitando sus enormes brazos? 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞」「目的語」 

De pronto ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                          「副詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

detuvo ﾃﾞﾄｩﾎﾞ 3 単点(detener)v.t 止めた                                   「動詞」 

su caballo ｽ･ｶﾊﾞｼﾞｮ n.m 自分の馬を                                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.t 叫んだ                                「動詞」 

exaltado ｴｸｻﾙﾀﾄﾞ adv. 興奮して                                           「副詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Mira ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t 見よ！                               「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョ                                         「主語」 

ves ｳﾞｪｽ 2 単現(ver)v.t 見える                                     「動詞」 

aquellos gigantes ｱｹｼﾞｮｽ･ﾋｶﾞﾝﾃｽ pl.n.m あそこの巨人たちを       「目的語」 

sobre el monte ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾓﾝﾃ adv. 山の上に                        「副詞句」 

agitando ｱﾋﾀﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 振っている                        「副詞句」 

sus enormes brazos ｽｽ･ｴﾉﾙﾒｽ･ﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 巨大な腕を    「目的語」 

 

「それでは、奴らを残らず退治してやろう！そうすれば、奴らは、犯してきた犯罪やぺてん

の罰を受けることになるだろう」［B-6］ 

Pues los aniquilaré a todos, y recibirán el castigo de sus crímenes y engaños”. 

「副詞」「目的語」「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Pues ﾌﾟｴｽ adv. それでは                                                 「副詞」 

los ﾛｽ pl.pron 彼らを                                                  「目的語」 

aniquilaré ｱﾆｷﾗﾚ 1 単未･意思(aniquilar)v.t 退治してやろう                  「動詞」 

a todos ｱ･ﾄﾄﾞｽ pl.pron すべて残らず                                    「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

recibirán ﾚｼﾋﾞﾗﾝ 3 複未(recibir)v.t 受けることになるだろう                  「動詞」 

el castigo ｴﾙ･ｶｽﾃｺﾞ n.m 罰を                                           「目的語」 

de ﾃﾞ aadj. 〜の                                                     「形容詞句」 

sus crímenes ｽｽ･ｸﾘﾒﾈｽ pl.n.m 犯罪                            「目的語」 

y ｲ conj. と 

engaños ｴﾝｶﾞﾆｮｽ pl.n.m ぺてん                               「目的語」 

 

「何だって？わが友、サンチョよ。こういったことについて、お前は何もわかっていないん

だなあ。だがじきに、わかるようになるであろう。」［B-6］ 

“¡Ah, Sancho amigo, qué poco sabes tú de estas cosas! Ahora te convencerás...” 

《「感嘆」「呼びかけ」,「目的語」「動詞」「主語」「形容詞句」┃「副詞」「動詞句」》 

Ah ｱｰ int. あー、何だって                                                「感嘆」 

Sancho amigo ｻﾝﾁｮ･ｱﾐｺﾞ n. わが友・サンチョよ                        「呼びかけ」 

qué poco ｹ･ﾎﾟｺ pron（感嘆）なんと何も（〜ない）                       「目的語」 

sabes ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 知っている                                    「動詞」 

tú ﾄｩ pron お前は                                                       「主語」 

de estas cosas ﾃﾞ･ｴｽﾀｽ･ｺｻｽ adj. こういったことについて          「形容詞句：poco」 

Ahora ｱｵﾗ adv. じきに、今に                                             「副詞」 

te convencerás ﾃ･ｺﾝﾍﾞﾝｾﾗｽ 2 単未(convencerse)v.pr 分かるようになるだろう「動詞句」 

 

それから、貴婦人ドゥルシネアの加護を念じつつ、ロシナンテに拍車をあてて、槍を振りか

ざして、風車に向かって全速力で駆け出した。［B-6］ 

Y, encomendándose a su señora Dulcinea, picó espuelas a Rocinante y salió galopando, 

lanza en ristre, hacia los molinos. 

Y「副詞句」,「動詞」「直接目的語」「間接目的語」y「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

encomendándose ｴﾝｺﾒﾝﾀﾞﾝﾄﾞｾ 現在分詞(encomendarse) 

v.pr (a+人 に) 保護を依頼しつつ                                      「副詞句」 

a su señora Dulcinea ｱ･ｽ･ｾﾆｮﾗ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adv. 貴婦人ドゥルシネアに「間接目的語」 

picó ﾋﾟｺ 3 単点(picar)v.t（馬に拍車）をあてた                              「動詞」 

espuelas ｴｽﾌﾟｴﾗｽ pl.n.f 拍車を                                      「直接目的語」 

a Rocinante ｱ･ﾛｼﾅﾝﾃ adv. ロシナンテに                              「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 駆け出た                                         「動詞」 

galopando ｷﾞｬﾛﾊﾟﾝﾄﾞ adv. 全速力で                                       「副詞」 
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lanza en ristre ﾗﾝｻ･ｴﾝ･ﾘｽﾄﾚ adv. 槍を振りかざして                       「副詞句」 

  lanza n.f 槍  en ristre adv.（武器などを）振りかざして、構えて 

hacia los molinos ｱｼｱ･ﾛｽ･ﾓﾘﾉｽ adv. 風車のほうへ                        「副詞句」 

 

しかしもう何もドン・キホーテを引き止めることはできなかった。その時、突風が吹いて、

風車の羽根がいっそう速く回り始めた。［B-6］ 

Pero nada podía ya detener a Don Quijote. Sopló un poco de viento, y las aspas giraron 

más rápidamente. 

Pero「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「主語」y「主語」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も（〜ない）                                            「主語」 

podía ya detener ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾔｰ･ﾃﾞﾃﾈｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞) 

   v.t（否定文）もう引き止めることはできなかった                       「動詞句」 

a Don Quijote. ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adv. ドン・キホーテを                        「目的語」 

Sopló ｿﾌﾟﾛ 3 単点(soplar)v.i（風が）吹いた                                「動詞」 

un poco de viento ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾋﾞｴﾝﾄ n.m 少しの風が                        「主語」 

y ｲ conj. そして 

las aspas ﾗｽ･ｱｽﾊﾟｽ pl.n.f 風車の羽根が                                    「主語」 

giraron ﾋﾗﾛﾝ 3 複点(girar)v.i 回った                                       「動詞」 

más rápidamente ﾏｽ･ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. いっそう速く                        「副詞句」 

 

「ああ、悪党どもめ！たとえ千本の腕を動かそうとも、恐れはしないぞ」とドン・キホーテ

は叫んだ。［B-6］ 

“¡Ah, bellacos, traidores!, no os tengo miedo aunque mováis mil brazos”---- gritaba Don 

Quijote ----. 

《「間投」┃「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「副詞節」》「動詞」「主語」 

Ah, bellacos, traidores! ｱｰ･ﾍﾞｼﾞｬｺｽ･ﾄﾗｲﾄﾞﾚｽ int. ああ、悪党どもめ           「間投」 

  bellaco n.m 不良、詐欺師  traidor n.m 裏切り者、悪人 

no ...tengo ﾉ...ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない、持たない                  「動詞句」 

os ｵｽ pron お前たちに                                              「間接目的語」 

miedo ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖を                                            「直接目的語」 

aunque +接続法 ｱｳﾝｹ conj. たとえ〜であっても                           「副詞節」 

mováis ﾓﾊﾞｲｽ 接・2 複現(mover)v.t 動かす                          「動詞」 

mil brazos ﾐﾙ･ﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 千本の腕を                           「目的語」 

gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.t と叫んだ                                  「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 
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「お前たちが犯したあらゆる悪事に対して、高い報いを受けることになるぞ！」こう言いな

がら、最初に出会った風車の羽根の一つに槍を突き立てた。［B-6］ 

“Vais a pagar caro todas vuestras felonías.” Y, diciendo esto, clavó su lanza en una de 

las aspas del primer molino que encontró. 

《「動詞句」「補語」「目的語」》┃Y「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Vais a pagar ﾊﾞｲｽ･ｱ･ﾊﾟｶﾞｰﾙ 2 複現･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.t 〜の報いを受けることになるぞ                                    「動詞句」 

caro ｶﾛ adj. 高い                                                        「補語」 

todas vuestras felonías ﾄﾀﾞｽ･ﾌﾞｴｽﾄﾗｽ･ﾌｪﾛﾆｱｽ pl.n.f あらゆる悪事に        「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

diciendo esto ﾃﾞｨｼｴﾝﾄﾞ･ｴｽﾄ 現在分詞(decir)adv. こういいながら            「副詞句」 

clavó ｸﾗﾎﾞ 3 単点(clavar)v.t 打ち込んだ、突き立てた                        「動詞」 

su lanza ｽ･ﾗﾝｻ n.f 槍を                                                「目的語」 

en una de las aspas ｴ･ﾇﾅ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｱｽﾊﾟｽ adv. 羽根の一つに                 「副詞句」 

del primer molino ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾓﾘﾉ adj. 最初の風車の            「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

encontró ｴﾝｺﾝﾄﾛ 3 単点(encontrar)v.t 彼が出会った       「動詞」 

 

風車の羽根は、かなりの力と速度で回転していたので、あっという間に馬も騎士も引っ掛け

て、空中に放り上げた。［B-6］ 

 Con tanta fuerza y velocidad giraban las aspas, que engancharon bruscamente al 

caballo y al caballero, lanzándoles por el aire. 

「副詞句」「動詞」「主語」que「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Con tanta fuerza y velocidad ｺﾝ･ﾀﾝﾀ･ﾌｴﾙｻ･ｲ･ﾍﾞﾛｼﾀﾞｯﾄﾞ 

   adv.（理由の節を構成する）かなりの力と速度で                        「副詞句」 

giraban ﾋﾗﾊﾞﾝ 3 複線(girar)v.i 回転していた                                「動詞」 

las aspas ﾗｽ･ｱｽﾊﾟｽ pl.n.f 羽根は                                          「主語」 

que ｹ conj.（con の理由節に対する結果節）そして〜する                「形容詞節」 

engancharon ｴﾝｶﾞﾝﾁｬﾛﾝ 3 複点(enganchar)v.t 引っ掛けた          「動詞」 

bruscamente ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. あっという間に                      「副詞」 

al caballo y al caballero ｱﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｮ･ｲ･ｱﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ 

   pl.n.m 馬も騎士も                                         「目的語」 

lanzándoles ﾗﾝｻﾝﾄﾞ･ﾚｽ 現在分詞(lanzar+les) 

adv. 彼らを放り投げながら、（結果）〜投げた                「副詞句」 

por el aire ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱｲﾚ adv. 空中に                     「副詞句」 
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サンチョ・パンサは、ロバに乗って大急ぎで駆けつけましたが、着いた時にはすでに、主人

も馬もひどい傷を負って、地面に転がり落ちていました。［B-6］ 

Sancho Panza venía en su asno tan rápido como podía; pero cuando llegó, ya estaban 

rodando por tierra..., malheridos. 

「主語」「動詞」「副詞句」;「副詞節」,「副詞」「動詞句」「副詞句」「補語」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                            「主語」 

venía ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i やって来た                                     「動詞」 

en su asno ｴﾝ･ｽ･ｱｽﾉ adv. ロバに乗って                                  「副詞句」 

tan rápido como podía ﾀﾝ･ﾗﾋﾟﾄﾞ･ｺﾓ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ adv. 可能な限り速く           「副詞句」 

pero cuando ﾍﾟﾛ･ｸゎﾝﾄﾞ conj. しかし〜する時                            「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i 着いた                                「動詞」 

ya ﾔｰ adv. もう、すでに                                                  「副詞」 

estaban rodando ｴｽﾀﾊﾞﾝ･ﾛﾀﾞﾝﾄﾞ 3 複線･完了形(rodar)v.i 転がり落ちていた  「動詞句」 

por tierra ﾎﾟﾙ･ﾃｨｴﾗ adv. 地面に                                         「副詞句」 

malheridos ﾏﾚﾘﾄﾞｽ adj.pl. ひどい傷を負って                               「補語」 

 

「このようなことはよくあることじゃ。次は、打ち破ろうではないか．．．そしてお前は自分

の島を手に入れるのだ。」［B-6］ 

“Son gajes del oficio. En otra ocasión venceremos ..., y tendrás tu isla”. 

《「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」y「動詞」「目的語」》 

Son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

gajes del oficio ｶﾞﾍｽ･ﾃﾞﾙ･ｵﾌｨｼｵ pl.n.m 職業上の煩わしさ                    「補語」 

En otra ocasión ｴﾝ･ｵﾄﾗ･ｵｶｼｵﾝ adv. 次の機会には                         「副詞句」 

venceremos ﾍﾞﾝｾﾚﾓｽ 1 複未･勧誘(vencer)v.t 打ち破ろうではないか           「動詞」 

y ｲ conj. そして 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 手に入れるだろう                          「動詞」 

tu isla ﾄｩ･ｲｽﾗ n.f 自分の島を                                           「目的語」 

 

それから数日が過ぎた。司祭と床屋は、計画を立てた。友人の郷士ドン・キホーテを牛車に

乗せて一緒に連れて行き、家に着いたらしっかり面倒を見て、ドン・キホーテの精神錯乱の

治療をするのである。［B-16］ 

Pasaron varios días desde entonces. El cura y el barbero habían planeado llevarse a su 

amigo hidalgo en una carreta de bueyes, y cuando llegasen a su casa, cuidarle bien y 

tratar de curar la locura de Don Quijote. 

「動詞」「主語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」,「副詞節」「目的語」y「目的語」 
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Pasaron ﾊﾟｻﾛﾝ 3 複点(pasar)v.i 過ぎた                                     「動詞」 

varios días ｳﾞｧﾘｵｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 数日が                                    「主語」 

desde entonces. ﾃﾞｽﾃﾞ･ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから、その後                     「副詞句」 

El cura y el barbero ｴﾙ･ｸﾗ･ｲ･ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ pl.n. 司祭と床屋は                  「主語」 

habían planeado ｱﾋﾞｱﾝ･ﾌﾟﾗﾈｱﾄﾞ 3 複線･完了形(planear)v.t 計画を立てた    「動詞句」 

llevarse ｼﾞｪﾊﾞﾙｾ 不定詞 v.pr 一緒に連れて行くこと                       「目的語」 

a su amigo hidalgo ｱ･ｽ･ｱﾐｺﾞ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ adv. 友人の郷士ドン・キホーテを「目的語」 

en una carreta ｴﾝ･ｳﾅ･ｶﾚﾀ adv. 荷車に乗せて                        「副詞句」 

de bueyes, ﾃﾞ･ﾌﾞｴｼﾞｪｽ adj. 牛の                          「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

cuando ｸｧﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                          「副詞節」 

llegasen ｼﾞｪｶﾞｾﾝ 接・3 複過(llegar)v.i 着いた                       「動詞」 

a su casa, ｱ･ｽ･ｶｻ adv. 家に                                     「副詞句」 

cuidarle ｸｲﾀﾞｰﾙ･ﾚ 不定詞(cuidar+le)v.t 面倒を見ること                    「目的語」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. しっかり                                           「副詞」 

y ｲ conj. そして 

tratar de curar ﾄﾗﾀｰﾙ･ﾃﾞ･ｸﾗｰﾙ 不定詞(tratar de+不定詞) 

   v.t 治療しようとすること                                            「目的語」 

la locura ﾗ･ﾛｸｰﾗ n.f 精神錯乱を                                 「目的語」 

de Don Quijote. ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adj. ドン・キホーテの      「形容詞句」 

 

彼らは馬方に、木材を格子に組んだ大きな檻を作るように頼んだ。それは十分に大きくて、

ドン・キホーテがその中にゆったりと入ることができた。［B-16］ 

Encargaron a un carretero que hiciese una gran jaula de palos enrejados. Era bastante 

amplia, y Don Quijote podía caber en ella holgadamente. 

「動詞」「間接目的語」「直接目的語」┃「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Encargaron ｴﾝｶﾙｶﾞﾛﾝ 3 複点(encargar)v.t(a+人+接続法 〜するように)注文した「動詞」 

a un carretero ｱ･ｳﾝ･ｶﾚﾃﾛ n.m 馬方に                               「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜することを                                          「直接目的語」 

hiciese ｲｼｴｾ 接・3 単過 se(hacer)v.t 作る                      「動詞」 

una gran jaula ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾊｳﾗ n.f 大きな檻                    「目的語」 

de palos enrejados. ﾃﾞ･ﾊﾟﾛｽ･ｴﾝﾚﾊﾄﾞｽ adj. 格子に組んだ木材の「形容詞句」 

  palos ﾊﾟﾛｽ pl.n.m 木材 enrejados ｴﾝﾚﾊﾄﾞ pl.n.m 格子 

Era ｴﾗ 3 単過(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

bastante amplia, ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ｱﾝﾌﾟﾘｱ adj.f 十分に大きい                         「補語」 

y ｲ conj. そして 
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Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

podía caber ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｶﾍﾞｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞)v.i 入れた             「動詞句」 

en ella ｴﾝ･ｴｼﾞｬ adv. その中に                                           「副詞句」 

holgadamente. ｵﾙｶﾞﾀﾞﾒﾝﾃ adv. ゆったりと                          「副詞」 

 

それから、そっと静かにドン・キホーテが寝ているところに入った。細心の注意をして、彼

の手足を縛った。［B-16］ 

Después, muy silenciosamente, entraron a donde Don Quijote dormía. Con mucho 

cuidado le ataron las manos y los pies. 

「副詞句」,「動詞」「副詞節」┃「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Después, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから、その後                                  「副詞」 

muy silenciosamente, ﾑｲ･ｼﾚﾝｼｵｻﾒﾝﾃ adv. そっと静かに                    「副詞句」 

entraron ｴﾝﾄﾗﾛﾝ 3 複点(entrar)v.i 入った                                  「動詞」 

a donde ｱ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 〜する場所へ                                     「副詞節」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテが                        「主語」 

dormía. ﾄﾞﾙﾐｱ 3 単線(dormir)v.i 寝ていた                         「動詞」 

Con mucho cuidado ｺﾝ･ﾐﾁｮ･ｸｲﾀﾞﾄﾞ adv. 細心の注意をして                 「副詞句」 

le ﾚ pron 彼の                                                     「間接目的語」 

ataron ｱﾀﾛﾝ 3 複点(atar)v.t 縛った                                        「動詞」 

las manos y los pies. ﾗｽ･ﾏﾉｽ･ｲ･ﾛｽ･ﾋﾟｴｽ pl.n 手足を                   「直接目的語」 

 

ドン・キホーテの妄想の中では、これらの人々は魔法にかけられたこの城の幽霊のように思

われた。［B-16］ 

 En su desvariada imaginación, estos personajes se le representaban como fantasmas de 

este encantado castillo.                「副詞句」,「主語」「動詞句」「間接目的語」 

En ｴﾝ adv. 〜の中では                                                 「副詞句」 

su desvariada imaginación, ｽ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱﾀﾞ･ｲﾏﾋﾅｼｵﾝ n.f 彼の妄想     「目的語」 

 desvariada ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱﾀﾞ adj.f < desvariar v.i うわごとを言う 

estos personajes ｴｽﾄｽ･ﾍﾟﾙｿﾅﾍｽ pl.n.m この人々は                          「主語」 

se le representaban ｾ･ﾚ･ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞﾝ 3 複線(representarse+le) 

   v.pr 彼に想像させた、彼には〜に思われた                            「動詞句」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                          「間接目的語」 

fantasmas ﾌｧﾝﾀｽﾏｽ pl.n.m 幽霊                             「目的語」 

de este encantado castillo. ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ 

   adj. この魔法にかけられた城の                  「形容詞句」 
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サンチョ・パンサは、もちろん、司祭が企てたこの計画を分かっていたが、あの襲撃と主人

の拘束がどのような結果をもたらすかを見るまでは何も言わないと決めていた。［B-16］ 

Sancho Panza sí descubrió el plan que tramaba el cura; pero no quiso decir nada hasta 

ver en qué paraba aquel asalto y prisión de su amo. 

「主語」「副詞」「動詞」「目的語」pero「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                            「主語」 

sí ｼ adv.（肯定の強調）もちろん                                          「副詞」 

descubrió ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘｵ 3 単点(descubrir)v.t 分かった                           「動詞」 

el plan ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾝ n.m この計画を                                        「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

tramaba ﾄﾗﾏﾊﾞ 3 単線(tramar)v.t 企てた                         「動詞」 

el cura; ｴﾙ･ｸﾗ n.m 司祭が                                      「主語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no quiso decir ﾉ･ｷｿ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単点･意志･否定(querer+不定詞) 

   v.t 言わないと決めていた                                            「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

hasta +不定詞 ｱｽﾀ adv. 〜するまでは                                    「副詞句」 

ver ﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 見る                                          「動詞」 

en qué ｴﾝ･ｹ con. どう〜するかということを                      「目的語」 

paraba ﾊﾟﾗﾊﾞ 3 単線(parar)v.i（結果が）〜になった         「動詞」 

aquel asalto ｱｹﾙ･ｱｻﾙﾄ n.m あの襲撃                       「主語」 

y ｲ conj. そして 

prisión de su amo. ﾌﾟﾘｼｵﾝ･ﾃﾞ･ｽ･ｱﾓ n.f 主人の拘束          「主語」 

 

突然、地の底から湧き出るような恐ろしい声が聞こえた。それは床屋の演じた声だった。 

「おお、哀れな姿の騎士よ！お前がいる状況について心配することはない。」［B-16］ 

 De pronto, se oyó una voz temerosa y profunda, la voz fingida del barbero: “¡Oh, 

caballero de la triste figura!, no te preocupes por la situación en que vas. 

「副詞句」,「動詞句」「主語」,「主語」:《「感嘆」「呼びかけ」「動詞句」「間接目的語」》 

De pronto, ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. いきなり、突然                                「副詞句」 

se oyó ｾ･ｵﾖ 3 単点(oírse)v.pr 聞こえた                                   「動詞句」 

una voz  ｳﾅ･ﾎﾞｽ n.f 声が                                                 「主語」 

temerosa y profunda, ﾃﾒﾛｰｻ･ｲ･ﾌﾟﾛﾌﾝﾀﾞ 

 adj.f 地の底から湧き出るような恐ろしい                       「形容詞句」 

la voz ﾗ･ﾎﾞｽ n.f それは声である                                          「主語」 

fingida ﾌｨﾝﾋﾀﾞ adj. 偽りの、演じた                                「形容詞」 
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del barbero ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ adj. 床屋の                              「形容詞句」 

Oh, ｵｰ int. おお                                                         「感嘆」 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士よ                                         「呼びかけ」 

de la triste figura!, ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾘｽﾃ･ﾌｨｸﾞﾗ adj. 哀れな姿の           「形容詞句」 

no te preocupes ﾉ･ﾃ･ﾌﾟﾚｵｸｲﾍﾟｽ 命・2 単現･否定(preocuparse) 

   v.pr 心配するな                                                     「動詞句」 

por la situación ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｼﾄｩｱｼｵﾝ adv. 状況について                     「間接目的語」 

en que vas. ｴﾝ･ｹ･ｳﾞｧｽ adv. お前がいる                     「形容詞節」 

 

ドン・キホーテを家に連れ戻すための準備はすべて整った。その時、サンチョは話そうとし

たが、床屋が謎めいた声で彼に話かけた。［B-17］ 

Todo estaba ya preparado para llevarlo a casa. Sancho quiso hablar entonces, pero el 

barbero se dirigió a él con voz misteriosa:  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

「主語」「動詞句」「副詞」pero「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Todo ﾄﾄﾞ pron すべてのことは                                            「主語」 

estaba ya preparado ｴｽﾀﾊﾞ･ｼﾞｬ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾄﾞ 3 単線･受動(preparar) 

   v.t もう準備された                                                  「動詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

llevarlo ｼﾞｪﾊﾞﾙ･ﾛ 不定詞(llevar+lo)v.t 彼を連れて行く              「動詞句」 

a casa. ｱ･ｶｰｻ adv. 家に                                          「副詞句」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

quiso hablar ｷｿ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ 3 単点･意志(querer+不定詞)v.i 話そうとした        「動詞句」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el barbero ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ n.m 床屋が                                          「主語」 

se dirigió ｾ･ﾃﾞｨﾘﾋｵ 3 単点(dirigirse)v.pr 声をかけた                       「動詞句」 

a él ｱ･ｴﾙ adv. 彼に                                                 「間接目的語」 

con voz misteriosa: ｺﾝ･ﾎﾞｽ･ﾐｽﾃﾘｵｿ adv. 謎めいた声で                     「副詞句」 

 

覆面をした司祭と床屋は、馬に乗って牛車のあとに続いた。そして 6 日後に、ドン・キホー

テの村に到着した。［B-17］ 

 El cura y el barbero, enmascarados, subieron a caballo y siguieron al carro. Al cabo de 

seis días llegaron a la aldea de Don Quijote. 

「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」「動詞」「副詞句」 

El cura y el barbero, ｴﾙ･ｸﾗ･ｲ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ pl.n. 司祭と床屋は                     「主語」 
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enmascarados, ｴﾝﾏｽｶﾗﾄﾞｽ 過去分詞.pl 覆面を付けた               「形容詞句」 

subieron ｽﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(subir)v.i (a に) 乗った                              「動詞」 

a caballo ｱ･ｶﾊﾞｼﾞｮ adv. 馬に                                        「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

siguieron ｼｷﾞｴﾛﾝ 3 複点(seguir)v.t 〜のあとに続いて行った                  「動詞」 

al carro. ｱﾙ･ｶｯﾛ adv. 牛車の                                            「副詞句」 

Al cabo de ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ adv. 〜の後に                                     「副詞句」 

seis días ｾｲｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 6 日                                  「目的語」 

llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 到着した                                 「動詞」 

a la aldea ｱ･ﾗ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 村に                                          「副詞句」 

de Don Quijote. ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adj. ドン・キホーテの              「形容詞句」 

 

ドン・キホーテは、間もなくすっかり眠り込んだ。サンチョの妻も来て、ロバが元気かどう

かを尋ねた。「おらよりはましだべ。」、サンチョは答えた。［B-17］ 

Pronto se quedó dormido. También acudió la mujer de Sancho. Preguntó si venía bueno 

el asno. “Mejor que yo”--- respondió Sancho ---. 

「副詞」「動詞」「補語」┃「副詞」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」 

《「補語」》,「動詞」「主語」 

Pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 間もなく                                               「副詞」 

se quedó ｾ･ｹﾄﾞ 3 単点(quedarse)v.pr すっかり〜の状態になる                「動詞」 

dormido. ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 過去分詞 adj. 眠った                                     「補語」 

También ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜も                                                「副詞」 

acudió ｱｸﾃﾞｨｵ 3 単点(acudir)v.i 来た                                       「動詞」 

la mujer de Sancho. ﾗ･ﾑﾍｰﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾁｮ n.f サンチョの妻が                     「主語」 

Preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

venía ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i 〜である                                「動詞」 

bueno ﾌﾞｴﾉ adj. 元気な                                            「補語」 

el asno. ｴﾙ･ｱｽﾉ n.m ロバが                                        「主語」 

Mejor ﾒﾎｰﾙ adj. 〜より良い                                               「補語」 

que yo ｹ･ｼﾞｮ adv. オラより                                        「副詞句」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵｲ 3 単点(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                                「主語」 
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このようにして、僕は 2 番目のとても重要な事を知った。彼の出身の惑星は、1 件の家より

もほんの少し大きいくらいだということだ！［C-4］ 

Supe así una segunda cosa muy importante. ¡Su planeta de origen era apenas más 

grande que una casa!             「動詞」「副詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Supe ｽﾍﾟ 1 単点(saber)v.t 知った                                          「動詞」 

así ｱｼ adv. このようにして                                               「副詞」 

una segunda cosa ｳﾅ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ･ｺｰｻ n.f 2 番目の事を                         「目的語」 

muy importante. ﾑｲ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. とても重要な                 「形容詞句」 

¡Su planeta ｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 彼の惑星は                                       「主語」 

de origen ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾝ adj. 出身の                                   「形容詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

apenas más grande ｱﾍﾟﾅｽ･ﾏｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. ほんの少し大きな                 「補語」 

que una casa! ｹ･ｳﾅ･ｶｰｻ adv. 1 件の家よりも                         「副詞句」 

 

そのことはあまり僕を驚かさなかった。地球、木星、火星それに金星のように名前がある大

きな惑星の他に、何百もの名前が無い惑星があって、時には、あまりにも小さくて望遠鏡を

使ってもほとんど見ることが出来ないということをよく知っていたから。［C-4］ 

 No podía sorprenderme mucho. Sabía bien que fuera de los grandes planetas como la 

Tierra, Júpiter, Marte y Venus, que tienen nombre, hay centenares de planetas, a veces 

tan pequeños que apenas se los puede ver con el telescopio. 

「動詞句」「副詞」「動詞」「副詞」「目的語」 

No podía sorprenderme ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾄﾞ･ﾒ 3 単線･可能･否定(poder+不定詞+me) 

   v.t 僕を驚かすことはできなかった                                    「動詞句」 

mucho. ﾑﾁｮ adv.（否定文で）あまり                                       「副詞」 

Sabía ｻﾋﾞｱ 1 単線(saber)v.t 知っていた                                    「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

fuera de ﾌｴﾗ･ﾃﾞ adv. 〜の他に                                   「副詞句」 

los grandes planetas ﾛｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ pl.n.m 大きな惑星  「目的語」 

como ｺﾓ adj. 〜のような                                「形容詞句」 

la Tierra, Júpiter, Marte y Venus, ﾗ･ﾃｨｴﾗ･ﾌﾋﾟﾃﾙ･ﾏﾙﾃ･ｲ･ﾍﾞﾇｽ 

   pl.n. 地球、木星、火星、それに金星            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                      「形容詞節」 

tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t ある          「動詞」 

nombre, ﾉﾝﾌﾞﾚ n.m 名前が               「目的語」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t ある                                「動詞」 
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centenares de planetas, ｾﾝﾃﾅﾚｽ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ 

 pl.n.m 何百もの星が                                   「目的語」 

a veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時には                                「副詞句」 

tan pequeños ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾆｮｽ adj. あまりにも小さい               「補語」 

que ｹ conj.（tan...que）それで〜できないほど            「形容詞節」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. ほとんど〜ない                 「副詞」 

se ｾ pron 人は                                   「主語」 

los ﾛｽ pron それらの惑星を                     「目的語」 

puede ver ﾌﾟｴﾃﾞ･ﾍﾞｰﾙ 3 単現･可能(poder+不定詞) 

v.t（否定文で）見ることが出来ない            「動詞句」 

con el telescopio. ｺﾝ･ｴﾙ･ﾃﾚｽｺｰﾌﾟ adv. 望遠鏡で    「副詞句」 

 

天文学者が名前のない惑星を発見すると、それに名前の代わりに番号を付ける。例えば、そ

れを「小惑星 3251」と呼ぶ。［C-4］ 

Cuando un astrónomo descubre alguno le da un número por nombre. Lo llama por 

ejemplo : 《el asteroide 3251》. 

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

「目的語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

un astrónomo ｳﾝ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ n.m 天文学者が                           「主語」 

descubre ﾃﾞｽｸﾌﾞﾚ 3 単現(descubrir)v.t 発見する                     「動詞」 

alguno ｱﾙｸﾞﾉ pron 名前のない惑星を                             「目的語」 

le ﾚ pron それに                                                   「間接目的語」 

da ﾀﾞ 3 単現(dar)v.t（名前）をつける                                      「動詞」 

un número ｳﾝ･ﾇﾒﾛ n.m 番号を                                      「直接目的語」 

por nombre. ﾎﾟﾙ･ﾉﾝﾌﾞﾚ adv. 名前として、名前の代わりに                 「副詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

llama ｼﾞｬﾏ 3 単現(llamar)v.t 呼ぶ                                         「動詞」 

por ejemplo : ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                    「副詞句」 

《el asteroide 3251》. ｴﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾄﾚｽ･ﾐﾙ･ﾄﾞｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ｼﾝｸｪﾝﾃｨｳﾉ 

   n.m 小惑星 3251                                                      「補語」 

 

僕には、王子様の出身の惑星が「小惑星 B612」であると信ずる真面目な理由がある。 

［C-4］ 

 Tengo serias razones para creer que el planeta de donde venía el principito es el 

asteroide B612.                                        「動詞」「目的語」「副詞句」 
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Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

serias razones ｾﾘｱｽ･ﾗｿﾈｽ pl.n.f 真面目な理由が                           「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ 〜するために                                         「副詞句」 

creer ｸﾚｴﾙ 不定詞 v.t 信じる                                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星は                       「主語」 

de donde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこから〜する          「形容詞節」 

venía ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i 来た             「動詞」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                              「動詞」 

el asteroide B612. ｴﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

 n.m 「小惑星 B612」                                  「補語」 

 

の小惑星は、1909 年にトルコの天文学者によって望遠鏡を使って一度しか発見されたこと

がなかった。［C-4］ 

Este asteroide sólo ha sido visto una vez con el telescopio, en 1909, por un astrónomo 

turco.                                          「主語」「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Este asteroide ｴｽﾃ･ｱｽﾃﾛｵｲﾃﾞ n.m この小惑星は                             「主語」 

sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                                      「副詞」 

ha sido visto ｱ･ｼﾄﾞ･ﾋﾞｽﾄ 3 単現･完了形･受動(ver)v.t 見出された            「動詞句」 

una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度                                                 「副詞」 

con el telescopio, ｺﾝ･ｴﾙ･ﾃﾚｽｺｰﾌﾟ adv. 望遠鏡を使って                     「副詞句」 

en 1909, ｴﾝ･ﾐﾙ･ﾉﾍﾞｼｴﾝﾄｽ･ﾇｴﾍﾞ adv. 1909 年に                             「副詞句」 

por un astrónomo turco. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ･ﾄｩﾙｺ 

 adv. トルコの天文学者によって                                       「副詞句」 

 

その天文学者は、当時、国際天文学会で彼の発見についての立派な発表を行いました。 

［C-4］ 

El astrónomo hizo, entonces, una gran demostración de su descubrimiento en un 

Congreso Internacional de Astronomía.    「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

El astrónomo ｴﾙ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ n.m その天文学者は                               「主語」 

hizo, ｲｿ 3 単点(hacer)v.t 行った                                           「動詞」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. 当時、その時                                       「副詞」 

una gran demostración ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾃﾞﾓｽﾄﾗｼｵﾝ n.f 立派な発表を               「目的語」 

de su descubrimiento ﾃﾞ･ｽ･ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘﾐｴﾝﾄ adj. 彼の発見についての  「形容詞句」 

en un Congreso Internacional de Astronomía. ｴﾝ･ｳﾝ･ｺﾝｸﾞﾚｿ･ｲﾝﾃﾙﾅｼｮﾅﾙ･ﾃﾞ･ｱｽﾄﾛﾉﾐｱ 
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   adv. 国際天文学会で                                                 「副詞句」 

 

ところが、彼の着ている服が場違いだったので、誰も彼を信用しませんでした。大人という

のはそのようなものです。［C-4］ 

Pero nadie le creyó por culpa de su vestido. Las personas grandes son así. 

Pero「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                             「主語」 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

creyó ｸﾚｲｼﾞｮ 3 単点(creer)v.t（否定文で）信じなかった                      「動詞」 

por culpa de su vestido. ﾎﾟﾙ･ｸﾙﾊﾟ･ﾃﾞ･ｽ･ﾍﾞｽﾁﾄﾞ 

   adv. 彼の衣服の間違いのために、服が場違いだったので                 「副詞句」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人というのは              「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

así. ｱｼ adv. そのような                                                   「補語」 

 

小惑星 B612 の評判にとって幸運だったのは、トルコの独裁者が、違反すれば死刑という条

件で、国民がヨーロッパ風の服を着るように義務付けたことだ。［C-4］ 

 Felizmente para la reputación del asteroide B612, un dictador turco obligó a su pueblo, 

bajo pena de muerte, a vestirse a la europea. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」「補語」 

Felizmente ﾌｪﾘｽﾒﾝﾃ adv. 幸運なことに                                    「副詞」 

para la reputación ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾚﾋﾟｭﾀｼｵﾝ adv. 評判にとって               「副詞句」 

del asteroide B612, ﾃﾞﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

 adj. 小惑星 B612 の                                  「形容詞句」 

un dictador turco ｳﾝ･ﾃﾞｨｸﾀﾄﾞｰﾙ･ﾄｩﾙｺ n.m トルコの独裁者が                 「主語」 

obligó ｵﾌﾞﾘｺﾞ 3 単点(obligar)v.t (a+不定詞) 〜することを義務付けた          「動詞」 

a su pueblo, ｱ･ｽ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adv. 国民に                                     「目的語」 

bajo pena de ... ﾊﾞﾎ･ﾍﾟｰﾅ･ﾃﾞ adv.（違反すれば）〜の罰を受ける条件で      「副詞句」 

 pena ﾍﾟｰﾅ n.d 罰 bajo pena de ... 〜という罰のもとで 

muerte, ﾑｴﾙﾃ n.f 死                                            「目的語」 

a vestirse ｱ･ﾍﾞｽﾃｨﾙｾ 不定詞 v.pr（国民が）服を着る                         「補語」 

a la europea. ｱ･ﾗ･ｴｳﾛﾍﾟｱ adv. ヨーロッパ風に                       「副詞句」 
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その天文学者は、1920 年に大変上品な服を着て、学会での発表をやり直した。すると今回

は、皆が彼の意見に同意した。［C-4］ 

El astrónomo repitió su demostración en 1920, con un traje muy elegante. Y esta vez todo 

el mundo compartió su opinión. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」 

El astrónomo ｴﾙ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ n.m その天文学者は                               「主語」 

repitió ﾚﾍﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t もう一度行った                             「動詞」 

su demostración ｽ･ﾃﾞﾓｽﾄﾗｼｵﾝ n.f 発表を                                 「目的語」 

en 1920, ｴﾝ･ﾐﾙ･ﾉﾍﾞｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃ adv. 1920 年に                            「副詞句」 

con un traje muy elegante. ｺﾝ･ｳﾝ･ﾄﾗﾍ･ﾑｲ･ｴﾚｶﾞﾝﾃ adv. 大変上品な服を着て  「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

esta vez ｴｽﾀ･ﾍﾞｽ n.f 今回は                                             「副詞句」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron 皆が                                     「主語」 

compartió ｺﾝﾊﾟﾙﾁｵ 3 単点(compartir)v.t 共有した、同意した                 「動詞」 

su opinión. ｽ･ｵﾋﾟﾆｵﾝ n.m 彼の意見に                                    「目的語」 

 

君たちに小惑星 B612 に関するこのような細かなことを語ったり、その番号を打ち明けたり

したが、それは大人の人たちのためなのだ。［C-4］ 

 Si os he referido estos detalles acerca del asteroide B612 y si os he confiado su número 

es por las personas grandes.                  「副詞節」y「副詞節」,「動詞」「補語」 

Si ｼ conj.（事実の提示・対立）〜ではあるが                             「副詞節」 

os ｵｽ pron 君たちに                                        「間接目的語」 

he referido ｴ･ﾚﾌｪﾘﾄﾞ 1 単現･完了形(referir)v.t 語った              「動詞句」 

estos detalles ｴｽﾄｽ･ﾃﾞﾀｼﾞｪｽ pl.n.m このような細かなことを       「目的語」 

acerca del asteroide B612 ｱｾﾙｶ･ﾃﾞﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

   adj. 小惑星 B612 に関する                          「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj.（事実の提示・対立）〜ではあるが                             「副詞節」 

os ｵｽ pron 君たちに                                        「間接目的語」 

he confiado ｴ･ｺﾝﾌｨｱﾄﾞ 1 単現･完了形(confiar)v.t 打ち明けた        「動詞句」 

su número ｽ･ﾇﾒﾛ n.m その番号を                                「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

por las personas grandes. ﾎﾟﾙ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人のため           「補語」 

 por は間接的な原因を表す de は直接的な原因を表す 
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大人の人たちは数字が好きだ。君たちが彼らに新しい友達のことを話しても、彼らは肝心な

ことは絶対に訊かない。［C-4］ 

Las personas grandes aman las cifras. Cuando les habláis de un nuevo amigo, no os 

interrogan jamás sobre lo esencial. 

「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞句」「目的語」「動詞句」「間接目的語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人たちは              「主語」 

aman ｱﾏﾝ 3 複現(amar)v.t 好きだ                                         「動詞」 

las cifras. ﾗｽ･ｼﾌﾗｽ pl.n.f 数字が                                         「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に、〜すると                              「副詞節」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                         「間接目的語」 

habláis ｱﾌﾞﾗｲｽ 2 複現(hablar)v.i (de について) 話す                 「動詞」 

de un nuevo amigo, ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾇｴﾎﾞ･ｱﾐｺﾞ adv. 新しい友達について  「間接目的語」 

no ...interrogan jamás ﾉ...ｲﾝﾃﾛｶﾞﾝ･ﾊﾏｽ 3 複現･否定(interrogar+ jamás) 

   v.t （彼らは）絶対に訊かない                                        「動詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                                                   「目的語」 

sobre lo esencial. ｿﾌﾞﾚ･ﾛ･ｴｾﾝｼｱﾙ adv. 肝心なことについて             「間接目的語」 

 

1 本の街灯と 1 人の点灯夫を入れるのにぎりぎりの場所があった。［C-14］ 

Había apenas lugar para alojar un farol y un farolero.    「動詞」「目的語」「副詞句」 

Había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t あった                                       「動詞」 

apenas lugar ｱﾍﾟﾅｽ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m ぎりぎりの場所が                        「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するのに                                      「副詞句」 

alojar ｱﾛﾊｰﾙ 不定詞 v.t（物を）入れる                              「動詞」 

un farol y un farolero. ｳﾝ･ﾌｧﾛｰﾙ･ｲ･ｳﾝ･ﾌｧﾛﾚﾛ 

   pl.n.m 1 本の街灯と 1 人の点灯夫を                            「目的語」 

 

「この男は理屈に合わないかもしれないな。それでも、あの王様や見栄っ張りや事業家や呑

兵衛に来ればたらそれほど馬鹿げていないかも知れないな」［C-14］ 

--- Tal vez este hombre es absurdo. Sin embargo, es menos absurdo que el rey, que el 

vanidoso, que el hombre de negocios y que el bebedor. 

《「副詞句」「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」「副詞句」》 

Tal vez ﾀﾙ･ﾍﾞｽ adv. たぶん                                             「副詞句」 

este hombre ｴｽﾃ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m この男は                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

absurdo. ｱﾌﾟｽﾙﾄﾞ adj. 不条理な、ばかげた、理屈に合わない                 「補語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 
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es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

menos absurdo ﾒﾉｽ･ｱﾌﾟｽﾙﾄﾞ adj. 馬鹿げていない                           「補語」 

  menos adv. より少なく、〜ほど．．．ない 

que el rey,  ｹ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. あの王様よりも                                「副詞句」 

que el vanidoso, ｹ･ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ adv. あの見栄っ張りよりも                  「副詞句」 

que el hombre de negocios ｹ･ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ adv. あの事業家よりも    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

que el bebedor. ｹ･ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ adv. あの呑兵衛よりも                     「副詞句」 

 

少なくとも、彼の仕事には意味がある。街灯を点灯する時は、まるで星をもう一つ、または

花をもう一輪誕生させるようなものだ。［C-14］ 

Por lo menos su trabajo tiene sentido. Cuando enciende el farol es como si hiciera nacer 

una estrella más, o una flor. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」 

Por lo menos ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. 少なくとも                                 「副詞句」 

su trabajo ｽ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 彼の仕事は                                        「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜がある                                       「動詞」 

sentido. ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 意味                                                「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

enciende ｴﾝｼｴﾝﾃﾞ 3 単現(encender)v.t 点灯する                     「動詞」 

el farol ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                    「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

como si +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                       「補語」 

hiciera nacer ｲｼｴﾗ･ﾅｾｰﾙ 接・3 単過･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 誕生させる                                                「動詞句」 

una estrella más, ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ･ﾏｽ n.f 星をもう一つ                  「目的語」 

o ｵ conj. または 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花をもう一輪                                「目的語」 

 

この星に着いたとき、王子様はうやうやしく点灯夫に挨拶した。［C-14］ 

 Cuando llegó al planeta saludó con respeto al farolero: 

「副詞節」,「副詞」「動詞句」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i 着いた                                「動詞」 

al planeta ｱﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. この惑星に                         「間接目的語」 

saludó ｻﾙﾄﾞ 3 単点(saldar)v.t に挨拶した                                   「動詞」 
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con respeto ｺﾝ･ﾚｽﾍﾟﾄ adv. うやうやしく、敬意を込めて                   「副詞句」 

al farolero: ｱﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫                                        「目的語」 

 

「こんにちは。どうして今街灯を消したの？」［C-14］ 

--- Buenos días. ¿Por qué acabas de apagar el farol? 

《「挨拶」┃「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                 「挨拶」 

¿Por qué ﾎﾟﾙｹ adv. どうして                                            「副詞句」 

acabas de apagar ｱｶﾊﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾊﾟｶﾞｰﾙ 2 単現･完了直後(acabar de+不定詞) 

   v.t ちょうど今消した                                                「動詞句」 

el farol? ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                          「目的語」 

 

それから赤い格子縞のハンカチで自分の額を拭いた。［C-14］ 

Luego se enjugó la frente con un pañuelo a cuadros rojos. 

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

se enjugó ｾ･ｴﾝﾌｺﾞ 3 単点(enjugarse)v.pr（自分の体の）〜を拭いた         「動詞句」 

la frente ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ n.f 額を                                               「目的語」 

con un pañuelo  ｺ･ﾇﾝ･ﾊﾟﾆｭｴﾛ adv. ハンカチで                            「副詞句」 

a cuadros ｱ･ｸゎﾄﾞﾛｽ adj. 格子縞の                             「形容詞句」 

rojos. ﾛﾎｽ adj.pl. 赤の                               「形容詞句」 

 

「恐ろしい仕事をしているのさ。昔は理にかなっていたんだ」［C-14］ 

--- Tengo un oficio terrible. Antes era razonable. 

《「動詞」「目的語」┃「副詞」「動詞」「補語」》 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t（+動作名詞）をしている                        「動詞」 

un oficio ｳﾝ･ｵﾌｨｼｵ n.m 仕事を                                          「目的語」 

terrible. ﾃﾘﾌﾞﾚ adj. 恐ろしい                                    「形容詞」 

Antes ｱﾝﾃｽ adv. 以前は、昔は                                            「副詞」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

razonable. ﾗｿﾅﾌﾞﾚ adj. 道理にかなった、妥当な                            「補語」 

 

朝には街灯を消し、夜になると街灯を点灯していたんだ。昼間の残りは休んで過ごし、夜の

残りは眠ったものだよ。［C-14］ 

Apagaba por la mañana y encendía por la noche. Tenía el resto del día para descansar, y 

el resto de la noche para dormir...   「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」 
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「動詞」「目的語」「副詞句」y「目的語」「副詞句」 

Apagaba ｱﾊﾟｶﾞﾊﾞ 3 単線(apagar)v.t 消した                                 「動詞」 

por la mañana ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. 朝に、午前中に                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

encendía ｴﾝｾﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(encender)v.t 点灯する                            「動詞」 

por la noche. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                       「副詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（日･時を）過ごした                             「動詞」 

el resto del día ｴﾙ･ﾚｽﾄ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 昼間の残りを                       「目的語」 

para descansar, ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ adv. 休むために                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el resto de la noche ｴﾙ･ﾚｽﾄ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾉﾁｪ n.m 夜の残りを                     「目的語」 

para dormir... ﾊﾟﾗ･ﾄﾞﾙﾐｰﾙ adv. 眠るために                               「副詞句」 

 

「指令は変わっていない」と、点灯夫は言った。「そこに悲劇があるんだ！年ごとに惑星は

少しずつ早く自転しているんだ。それでも指令は変わっていないんだよ」［C-14］ 

--- La consigna no ha cambiado ---dijo el farolero---. ¡Ahí está el drama! Año tras año el 

planeta gira más rápido y la consigna no ha cambiado. 

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「副詞」「動詞」「主語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞句」》 

La consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 

no ha cambiado ﾉ･ｱ･ｶﾝﾋﾞｱﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(cambiar)v.i 変わらなかった「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                      「主語」 

¡Ahí ｱｲ adv. そこに                                                      「副詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現(ser)v.i 〜がある                                          「動詞」 

el drama! ｴﾙ･ﾄﾞﾗﾏ n.m 悲劇が                                            「主語」 

Año tras año ｱﾆｮ･ﾄﾗｽ･ｱﾆｮ adv. 年々、年ごとに                           「副詞句」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星は                                           「主語」 

gira ﾋﾗ 3 単現(girar)v.i 自転している                                      「動詞」 

más rápido ﾏｽ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. 少しずつ早く                                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

la consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 

no ha cambiado. ﾉ･ｱ･ｶﾝﾋﾞｱﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(cambiar)v.i 変わらなかった「動詞句」 
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僕は 1 週間ずっとよく働いた。［D-1-4］ 

Trabajé mucho toda la semana.                                   「動詞」「副詞句」 

Trabajé ﾄﾗﾊﾞﾍ 1 単点(trabajar)v.i 働いた                                   「動詞」 

mucho ﾑｰﾁｮ adv. 非常に、よく                                           「副詞」 

toda la semana. ﾄﾀﾞ･ﾗ･ｾﾏｰﾅ adv. 1 週間ずっと                            「副詞句」 

 

マヌエルと 2 度映画を見に行った、ところが彼はスクリーン上で何が起こっているか分か

らなくなることがあった。［D-1-4］ 

Fui dos veces al cine con Manuel, que nunca comprende lo que sucede en la pantalla.  

「動詞句」「副詞句」「間接目的語」「副詞句」,「形容詞節」 

Fui ﾌｲ 1 単点(ir)v.i 行った                                                「動詞」 

dos veces ﾄﾞｽ･ﾍﾞｾｽ adv. 2 度                                            「副詞句」 

al cine ｱﾙ･ｼﾈ adv. 映画に                                           「間接目的語」 

con Manuel, ｺﾝ･ｴﾏﾇｴﾙ adv. マヌエルと一緒に                             「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

nunca comprende ﾇﾝｶ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞ 2 単現･否定(comprender) 

v.t 分からない（ことがある）                               「動詞句」 

   nunca ﾇﾝｶ adv. かつて〜ない → 〜しないことがある 

lo ﾛ pron ことを                                             「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

sucede ｽｾﾃﾞ 3 単現(suceder)v.i 起こっている     「動詞」 

en la pantalla. ｴﾝ･ﾗ･ﾊﾟﾝﾀｼﾞｬ 

 adv. スクリーン上で                       「副詞句」 

 

僕はいつも彼に説明しなければならない。［D-1-4］ 

Siempre hay que darle explicaciones.                    「副詞」「動詞句」「目的語」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

hay que darle ｱｲ･ｹ･ﾀﾞｰﾙ･ﾚ 1 単現･必要(haber que+不定詞 dar+le) 

   v.t（動作を）彼に〜をしなければならない                               「動詞句」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f 説明を                                 「目的語」 

 

昨日は土曜日だったので、約束していた通り、マリーがやって来た。［D-1-4］ 

Ayer era sábado, y María vino, como habíamos convenido.  

「副詞」「動詞」「補語」y「主語」「動詞」「副詞節」 

Ayer ｱｼﾞｪｰﾙ adv. 昨日は                                                 「副詞」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 
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sábado, ｻﾊﾞﾄﾞ n.m 土曜日                                                「補語」 

y ｲ conj. そして 

María ﾏﾘｱ n.f マリーが                                                  「主語」 

vino, ﾋﾞﾉ 3 単点(venir)v.i やって来た                                      「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

habíamos convenido. ｱﾋﾞｱﾓｽ･ｺﾝﾍﾞﾆﾄﾞ 1 複現･完了形(convenir) 

v.t 約束した、取り決めた                                      「動詞句」 

 

彼女がすごく欲しくなった。赤と白の縞模様の素晴らしいドレスを着て、革のサンダルを履

いていたからだ。［D-1-4］ 

La deseé mucho porque tenía un lindo vestido a rayas rojas y blancas, y sandalias de 

cuero.                                        「目的語」「動詞」「副詞」,「副詞節」 

La ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

deseé ﾃﾞｾｴ 1 単点(desear)v.t 求めた                                        「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. すごく                                                  「副詞」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj.（理由）〜なので                                      「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（自分の身に）着ける、履く                「動詞」 

un lindo vestido ｳﾝ･ﾘﾝﾄﾞ･ﾍﾞｽﾁﾄﾞ n.m 素晴らしいドレスを           「目的語」 

   lindo ﾘﾝﾄﾞ adj. 素晴らしい、綺麗な vestido ﾍﾞｽﾁﾄﾞ n.m ドレス、衣服 

a rayas ｱ･ﾗﾔｽ adj.f.pl 縞模様の                          「形容詞句」 

rojas y blancas, ﾛﾊｽ･ｲ･ﾌﾞﾗﾝｶｽ adj.f.pl 赤と白の  「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

sandalias ｻﾝﾀﾞﾘｱｽ pl.n.f サンダルを                              「目的語」 

de cuero. ﾃﾞ･ｸｪﾛ adj.（材料）革の                       「形容詞句」 

 

僕たちはバスに乗って、アルジェから数キロの、岩の間に挟まれ、岸辺の縁がアシで取り囲

まれた浜辺に行った。［D-1-4］ 

Tomamos un autobús y fuimos a algunos kilómetros de Argel a una playa encerrada entre 

rocas y rodeada de cañaverales del lado de la ribera.  

「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞句」「間接目的語」 

Tomamos ﾄﾏﾓｽ 1 複点(tomar)v.t（公共の乗り物に）乗った                   「動詞」 

un autobús ｳﾝ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

fuimos ﾌｲﾓｽ 1 複点(ir)v.i 行った                                           「動詞」 

a algunos kilómetros de Argel ｱ･ｱﾙｸﾞﾉｽ･ｷﾛﾒﾄﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾍﾙ 

   adv.（地点）アルジェから数キロの                                    「副詞句」 
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a una playa ｱ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜辺に                                「間接目的語」 

encerrada ｴﾝｾﾗﾀﾞ 過去分詞･受動(encerrar)adj.f 〜に囲まれた 「形容詞句」 

entre rocas ｴﾝﾄﾚ･ﾛｶｽ adv. 岩の間に                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

rodeada ﾛﾃﾞｱﾀﾞ 過去分詞･受動(rodear)adj.f 〜に取り囲まれた「形容詞句」 

de cañaverales ﾃﾞ･ｶﾆｬﾍﾞﾗﾚｽ adv.（動作主）アシで   「副詞句」 

del lado de la ribera. ﾃﾞﾙ･ﾗﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾘﾍﾞﾗ 

 adv. 岸辺の縁が                                「副詞句」 

 

午後 4 時の太陽はそれほど熱くなかった。それでも水はぬるくて、細長く、ゆったりとした

小さな波が打ち寄せていた。［D-1-4］ 

El sol de las cuatro no calentaba demasiado, pero el agua estaba tibia, con pequeñas olas 

alargadas y perezosas.  

「主語」「動詞句」「副詞」,pero「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

El sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽は                                                  「主語」 

de las cuatro ﾃﾞ･ﾗｽ･ｸゎﾄﾛ adj.（限定）（午後）4 時の               「形容詞句」 

no calentaba ﾉ･ｶﾚﾝﾀﾊﾞ 3 単線･否定(calentar)v.i 熱を出していなかった      「動詞句」 

demasiado, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv.（否定分で）それほど                             「副詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水は                                               「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

tibia, ﾁﾋﾞｱ adj.f(tibio) ぬるい、温かい                                     「補語」 

con ｺﾝ prep（状況）〜と伴って                                         「副詞句」 

pequeñas olas ﾍﾟｹﾆｬｽ･ｵﾗｽ pl.n.f 小さい波                        「目的語」 

alargadas ｱﾗﾙｶﾞﾀﾞｽ adj.f.pl 細長い                       「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

perezosas. ﾍﾟﾚｿｻｽ adj.f.pl ぐずぐずとした                 「形容詞」 

 

泳ぎながら、波頭を口に含み、全ての泡を口の中に保ったままで、素早く仰向けになり、そ

の泡を空に向かって噴き出すというのだ。［D-1-4］ 

Al nadar había que beber en la cresta de las olas, conservar en la boca toda la espuma, y 

ponerse enseguida de espaldas para proyectarla hacia el cielo.  

「副詞句」,「動詞句」「副詞句」,「動詞句」「副詞句」「目的語」y 

「動詞句」「副詞」「補語」 

Al nadar ｱﾙ･ﾅﾀﾞｰﾙ adv. 泳ぐときに、泳ぎながら                         「副詞句」 

había que beber ｱﾋﾞｱ･ｹ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 1 単線･必要(haber que+不定詞) 
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   v.t 飲まなければならなかった                                        「動詞句」 

en la cresta ｴﾝ･ﾗ･ｸﾚｽﾀ adv.（波動の）波頭で                             「副詞句」 

de las olas, ﾃﾞ･ﾗｽ･ｵﾗｽ adj. 波の                                「形容詞句」 

conservar ｺﾝｾﾙﾊﾞｰﾙ 1 単線･必要(haber que+不定詞)v.t 保たなければならない「動詞句」 

en la boca ｴﾝ･ﾗ･ﾎﾞｶ adv. 口の中に                                      「副詞句」 

toda la espuma, ﾄﾀﾞ･ﾗ･ｴｽﾌﾟｰﾏ n.f すべての泡を                          「目的語」 

y ｲ conj. そして 

ponerse ﾎﾟﾈﾙｾ 1 単線･必要(haber que+不定詞) 

v.pr（姿勢を）取らなくてはならない                                  「動詞句」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

de espaldas ﾃﾞ･ｴｽﾊﾟﾙﾀﾞｽ adv. 仰向けに                                    「補語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（継続）そして〜する                        「副詞句」 

proyectarla ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰﾙ･ﾗ 不定詞 v.t それを噴出する         「動詞句」 

hacia el cielo. ｱｼｱ･ｴﾙ･ｼｴﾛ adv. 空に向かって                「副詞句」 

 

すると、ふんわりとした泡のレース模様が出来て、空中で消えてしまったり、温かい雨のよ

うに僕の顔に降りかかったりするのだ。［D-1-4］ 

Se formaba entonces un encaje espumoso que se desvanecía en el aire o caía como lluvia 

tibia sobre la cara.  

「動詞句」「副詞」「主語」que「動詞句」「副詞句」o「動詞句」「副詞句」 

Se formaba ｾ･ﾌｫﾙﾏﾊﾞ 3 単線･再帰受動(formarse)v.pr 形作られた           「動詞句」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると                                             「副詞」 

un encaje ｳﾝ･ｴﾝｶﾍ n.f レース（状のもの）                                 「主語」 

espumoso ｴｽﾌﾟﾓｿ adj. 泡立つ                                      「形容詞」 

que ｹ conj.（継続）そして〜する 

se desvanecía ｾ･ﾃﾞｽﾊﾞﾈｼｱ 3 単線(desvanecerse)v.pr 消える                「動詞句」 

en el aire ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｲﾚ adv. 空中で                                        「副詞句」 

o ｵ conj. または 

caía ｶｲｱ 3 単線(caer)v.i 落ちてきた                                        「動詞」 

como lluvia ｺﾓ･ｼﾞｭﾋﾞｱ adv. 雨のように                                  「副詞句」 

tibia ﾁﾋﾞｱ adj.f 温かい                                          「形容詞」 

sobre la cara. ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｶﾗ adv. 自分の顔の上に                            「副詞句」 

 

やがて、塩の苦みのせいで、口が焼けたように感じた。［D-1-4］ 

Pero al cabo sentí la boca quemada por la amargura de la sal.  

Pero「副詞句」,「動詞」「目的語」「補語」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  148 / 650 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

al cabo ｱﾙ･ｶﾎﾞ adv. ついに、結局、やがて                               「副詞句」 

sentí ｾﾝﾁ 1 単点(sentir)v.t 感じた                                         「動詞」 

la boca ﾗ･ﾎﾞｶ n.f 口が                                                 「目的語」 

quemada ｹﾏﾀﾞ adj.f 焼けた                                               「補語」 

por la amargura ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｱﾏﾙｸﾞﾗ adv. 苦みのせいで                    「副詞句」 

de la sal. ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾙ adj. 塩の                               「形容詞句」 

 

するとマリーが僕に近づいてきて、水中で僕に抱きついた。［D-1-4］ 

María se me acercó entonces y se estrechó contra mí en el agua.  

「主語」「動詞句」「副詞」y「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

se me acercó ｾ･ﾒ･ｱｾﾙｺ 3 単点(acercarse+me)v.pr 僕に近づいてきた         「動詞句」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると                                             「副詞」 

y ｲ conj. そして 

se estrechó ｾ･ｴｽﾄﾚﾁｮ 3 単点(estrecharse)v.pr 抱きついた                  「動詞句」 

contra mí ｺﾝﾄﾗ･ﾐ adv. 僕に                                         「間接目的語」 

en el agua. ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水中で                                    「副詞句」 

 

彼女の舌が、僕の焼け付いた唇を冷ましてくれた。それから僕たちは少しの間、波にもまれ

て転げまわった。［D-1-4］ 

Su lengua refrescaba mis labios y rodamos entre las olas durante un momento. 

「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞句」 

Su lengua ｽ･ﾚﾝｸﾞゎ n.f 彼女の舌が                                        「主語」 

refrescaba ﾚﾌﾚｽｶﾊﾞ 3 単線(refrescar)v.t 冷やした                            「動詞」 

mis labios ﾐｽ･ﾗﾋﾞｵｽ pl.n.m 僕の唇を                                    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

rodamos ﾛﾀﾞﾓｿｽ 1 複点(rodar)v.i 転がった                                  「動詞」 

entre las olas ｴﾝﾄﾚ･ﾗｽ･ｵﾗｽ adv. 波の中で                                「副詞句」 

durante un momento. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少しの間                     「副詞句」 

 

浜辺に上がってまた服を着た時、マリーは潤んでキラキラする目で僕を見ていた。［D-1-4］ 

Cuando nos vestimos nuevamente en la playa, María me miraba con ojos brillantes.  

「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

nos vestimos ﾉｽ･ﾍﾞｽﾁﾓｽ 1 複点(vestirse)v.pr 服を着た              「動詞句」 
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nuevamente ﾇｴﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 再び                                    「副詞」 

en la playa, ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜辺で                             「副詞句」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miraba ﾐﾗﾊﾞ 3 単線(mirar)v.t 見つめていた                                「動詞」 

con ojos brillantes. ｺﾝ･ｵﾎｽ･ﾌﾞﾘｼﾞｬﾝﾃｽ adv. 潤んで輝く目で                「副詞句」 

 

僕は彼女にキスをした。この瞬間から、僕たちはもう何も話さなかった。［D-1-4］ 

La besé. A partir de ese momento no hablamos más.  

「目的語」「動詞」┃「副詞句」「動詞句」 

La ﾗ pron 彼女に                                                      「目的語」 

besé. ﾍﾞｾ 1 単点(besar)v.t キスをした                                      「動詞」 

A partir de ese momento ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｴｾ･ﾓﾒﾝﾄ adv. この瞬間から        「副詞句」 

no hablamos más. ﾉ･ｱﾌﾞﾗﾓｽ･ﾏｽ 1 複点･否定(hablar)v.i もう何も話さなかった「動詞句」 

 

彼女を抱き寄せ、急いでバスに乗り、街に戻り、僕の部屋に入り、ベッドに飛び込んだ。 

［D-1-4］ 

La estreché contra mí y nos apresuramos a buscar un autobús, regresar, ir a casa y 

arrojarnos sobre la cama. 「目的語」「動詞」「副詞句」y「動詞句」「目的語」,「動詞句」, 

「動詞句」「間接目的語」y「動詞句」「間接目的語」 

La ﾗ pron.f 彼女を                                                     「目的語」 

estreché ｴｽﾄﾚﾁｪ 1 単点(estrechar)v.t 抱きしめた、抱き寄せた                「動詞」 

contra ｺﾝﾄﾗ prep（方向）〜に向かって                                  「副詞句」 

mí ﾐ pron 僕に                                                「目的語」 

y ｲ conj. そして 

nos apresuramos a +不定詞 ﾉｽ･ｱﾌﾟﾚｽﾗﾓｽ･ｱ 1 複点･急ぎ(apresurarse a+不定詞) 

   v. 急いで〜した                                                     「動詞句」 

buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ 不定詞 v.t 取りに行く、乗りに行く                 「動詞句」 

un autobús, ｳﾝ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                                      「目的語」 

regresar, ﾚｸﾞﾚｻｰﾙ 不定詞 v.i 戻る                                        「動詞句」 

ir ｲｰﾙ 不定詞 v.i 行く                                                  「動詞句」 

a casa ｱ･ｶｰｻ adv. 部屋に                                           「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

arrojarnos ｱﾛﾊﾙ･ﾉｽ 不定詞(arrojarse)v.pr(sobre 〜に) 飛び込む            「動詞句」 

sobre la cama. ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｶﾏ adv. ベッドに                             「間接目的語」 
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窓は開けたままにしておいた。僕たちの日に焼けた体の上で、夏の夜が流れ落ちていくのが

感じられて気持ちよかった。［D-1-4］ 

Había dejado la ventana abierta y era agradable sentir derramarse la noche de verano 

sobre nuestros cuerpos morenos. 「動詞句」「目的語」「補語」y「動詞」「補語」「主語」 

Había dejado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dejar)v.t 〜のままにしておいた    「動詞句」 

la ventana ﾗ･ﾍﾞﾝﾀﾅ n.f 窓を                                            「目的語」 

abierta ｱﾋﾞｴﾙﾀ adj.f 開いた                                               「補語」 

y ｲ conj. そして 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

agradable ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adj. 気持ちの良い                                    「補語」 

sentir ｾﾝﾁｰﾙ 不定詞･知覚動詞 v.t(SVO+不定詞 O が〜するのを) 感じることは  「主語」 

derramarse ﾃﾞﾗﾏｰﾙｾ 不定詞･noche の動作 v.pr こぼれる                「補語」 

la noche de verano ﾗ･ﾉﾁｪ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗﾉ n.f 夏の夜が                      「目的語」 

sobre nuestros cuerpos ｿﾌﾞﾚ･ﾇｴｽﾄﾛｽ･ｸｴﾙﾎﾟｽ 

 adv. 僕たちの体の上で                                     「副詞句」 

morenos. ﾓﾚﾉｽ adj.pl 日に焼けた                       「形容詞」 

 

マリーはその日は帰らずにいたので、一緒に昼を食べようと言った。［D-1-4］ 

Esa mañana María se quedó y le dije que almorzaríamos juntos.  

「副詞句」「主語」「動詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Esa mañana ｴｻ･ﾏﾆｬﾅ n.f その日の朝は                                  「副詞句」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

se quedó ｾ･ｹﾄﾞ 3 単点(quedarse)v.pr 帰らないでいた、留まっていた        「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

almorzaríamos ｱﾙﾓﾙｻﾘｱﾓｽ 1 複過未･婉曲･勧誘(almorzar) 

v.i 昼食を食べないか？                                     「動詞」 

juntos. ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                      「副詞」 

 

階段を上る時、レーモンの部屋で女の声が聞こえた。［D-1-4］ 

Al subir oía una voz de mujer en la habitación de Raimundo.  

「副詞句」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Al subir ｱﾙ･ｽﾋﾞｰﾙ adv. 上がる時に                                      「副詞句」 

oía ｵｲｱ 1 単線(oír)v.t が聞こえた                                          「動詞」 
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una voz ｳﾅ･ﾎﾞｽ n.f 声が                                                「目的語」 

de mujer ﾃﾞ･ﾑﾍｰﾙ adj. 女の                                    「形容詞句」 

en la habitación ｴﾝ･ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ adv. 部屋で                               「副詞句」 

de Raimundo. ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                       「形容詞句」 

 

少ししてから、サラマノ老人が犬を叱った。階段の木のステップで靴底と爪の物音がして、

次に「薄汚い死に損ないめ！」が聞こえてから、彼らは通りへ出て行った。［D-1-4］ 

Poco después, el viejo Salamano regañó al perro, oímos ruido de suelas y uñas en los 

peldaños de madera de la escalera y luego: "¡Cochino! ¡Carroña!" Salieron a la calle.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」,「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞」《「感嘆」》 

「動詞」「副詞句」 

Poco después, ﾎﾟｺ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 少ししてから                            「副詞句」 

el viejo Salamano ｴﾙ･ﾋﾞｴﾎ･ｻﾗﾏﾉ n.m サラマノ老人が                        「主語」 

regañó ﾚｶﾞﾆｮ 3 単点(regañar)v.t 叱った                                    「動詞」 

al perro, ｱﾙ･ﾍﾟﾛ n.m 犬を                                              「目的語」 

oímos ｵｲﾓｽ 1 複点(oír)v.t が聞こえた                                       「動詞」 

ruido ﾙｲﾄﾞ n.m 物音                                                   「目的語」 

de suelas ﾃﾞ･ｽｪﾗｽ adj. 靴底の                                 「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

uñas ｳﾆｬｽ adj. 爪の                                          「形容詞句」 

en los peldaños ｴﾝ･ﾛｽ･ﾍﾟﾙﾀﾞﾆｮｽ adv. 段で、ステップで                    「副詞句」 

de madera ﾃﾞ･ﾏﾃﾞﾗ adj.（材料）木の                           「形容詞句」 

de la escalera ﾃﾞ･ﾗ･ｴｽｶﾚﾗ adj. 階段の                 「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

luego: ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

"¡Cochino! ¡Carroña!" ｺﾁﾉ･ｶﾛﾆｬ int. 薄汚い死に損ないめ！                「感嘆」 

Salieron ｻﾘｴﾛﾝ 3 複点(salir)v.i（a に）出て行った                          「動詞」 

a la calle. ｱ･ﾗ･ｶｼﾞｪ adv. 通りへ                                         「副詞句」 

 

マリーが笑った時、彼女に対する欲望がまた湧いてきた。［D-1-4］ 

Cuando rió, tuve nuevamente deseos de ella.     「副詞節」,「動詞」「副詞」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

rió, ﾘｵ 3 単点(reír)v.i 笑った                                       「動詞」 

tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t（感情を）抱いた                                「動詞」 

nuevamente ﾇｴﾊﾞﾒﾝﾃ adv. また、再び                                     「副詞」 

deseos ﾃﾞｾｵｽ pl.n.m 欲望                                              「目的語」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  152 / 650 

de ella. ﾃﾞ･ｴｼﾞｬ adj.（方向）彼女への                          「形容詞句」 

 

少し後で、僕が彼女を愛してるかと尋ねた。［D-1-4］ 

Un momento después me preguntó si la amaba.  

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Un momento después ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 少し後で                     「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

la ﾗ pron 彼女を                                           「目的語」 

amaba. ｱﾏﾊﾞ 1 単線･時制の一致(amar)v.t 愛している            「動詞」 

 

彼女は悲しそうな顔をした。しかし昼食の準備をしている時に、特に理由もなく余りにもけ

なげに笑うので、僕は思わず彼女にキスをした。［D-1-4］ 

Pareció triste. Mas al preparar el almuerzo, y sin motivo alguno, se echó otra vez a reír 

de tal manera que la besé.  

「動詞」「補語」┃Mas「副詞句」y「副詞句」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に見えた                                「動詞」 

triste. ﾄﾘｽﾃ adj. 悲しい                                                   「補語」 

Mas ﾏｽ conj.（文語）しかし（= pero） 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜している時に                                      「副詞句」 

preparar ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.t 準備する                             「動詞」 

el almuerzo, ｴﾙ･ｱﾙﾑｴﾙｿ n.m 昼食を                              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

sin motivo ｼﾝ･ﾓﾁﾎﾞ adv. 理由なしに                                     「副詞句」 

alguno, ｱﾙｸﾞﾉ adj. なんらかの                                   「形容詞」 

se echó ｾ･ｴﾁｮ 3 単点(echarse)v.pr（+a+不定詞）〜し始めた                「動詞句」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. 再び、また                                       「副詞句」 

a reír ｱ･ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                           「動詞句」 

de tal manera ﾃﾞ･ﾀﾙ･ﾏﾈﾗ adv. 余りにもけなげに                          「副詞句」 

   de ﾃﾞ prep（手段）〜によって tal ﾀﾙ adj. それほどまでの manera ﾏﾈﾗ n.f 仕方 

que ｹ conj.（tal... que その結果）〜する                                 「副詞節」 

la ﾗ pron 彼女に                                                「目的語」 

besé. ﾍﾞｾ 1 単点(besar)v.t キスした                                 「動詞」 

  悲しんでいるのに笑顔を見せたことに対して心が動かされた結果の動作を表している 
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al +不定詞 ：同時、条件 

「〜する（〜した）時」を意味し、主動詞との同時性を表します。「〜すれば」（条件） 

（不定詞と主動詞の主語は異なっていても構わない） 

Nos quitamos los zapatos al entrar en casa. 私達は家に入る時靴を脱ぎます。 

Al llegar a la estación, comenzó a llover. 駅に着いたら雨が降り出した。（主語が異なる例） 

 

この時、レーモンの部屋で言い争う物音が突然起こった。［D-1-4］ 

En ese momento el ruido de una disputa estalló en la habitación de Raimundo. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」 

En ese momento ｴﾝ･ｴｾ･ﾓﾒﾝﾄ adv. この時                                 「副詞句」 

el ruido ｴﾙ･ﾙｲﾄﾞ n.m 物音が、騒音、騒ぎ                                  「主語」 

de una disputa ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾀ adj. 口論の、言い争い              「形容詞句」 

estalló ｴｽﾀｼﾞｮ 3 単点(estallar)v.i（危機などが）突然起こった                「動詞」 

en la habitación ｴﾝ･ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ adv. 部屋で                               「副詞句」 

de Raimundo. ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                       「形容詞句」 

 

最初に、女の甲高い声が聞こえてから、次にレーモンの声が聞こえた：「俺を騙しやがって！

俺を騙しやがって！俺を騙したらどうなるか教えてやる」［D-1-4］ 

Se oyó al principio una voz aguda de mujer y luego a Raimundo que decía: "¡Me has 

engañado, me has engañado! Yo te voy a enseñar a engañarme."  

「動詞句」「副詞句」「主語」y「副詞」「主語」： 

《「目的語」「動詞句」、「目的語」「動詞句」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「間接目的語」》 

Se oyó ｾ･ｵｼﾞｮ 3 単点･再帰受動(oírse)v.pr（音が主語）聞こえた             「動詞句」 

al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初に                                    「副詞句」 

una voz ｳﾅ･ﾎﾞｽ n.f 声が                                                  「主語」 

aguda ｱｸﾞﾀﾞ adj.f 甲高い、鋭い                                   「形容詞」 

de mujer ﾃﾞ･ﾑﾍｰﾙ adj. 女の                              「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                 「副詞」 

a Raimundo ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.f レーモンの声が                                  「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた                      「動詞」 

"¡Me ﾒ pron 俺を                                                      「目的語」 

has engañado, ｱｽ･ｴﾝｶﾞﾆｬﾄﾞ 2 単現･完了形(engañar)v.t 騙した             「動詞句」 

me has engañado! ﾒ･ｱｽ･ｴﾝｶﾞﾆｬﾄﾞ adv. 俺を騙したな！           「目的語」「動詞句」 
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Yo ｼﾞｮ pron 俺は                                                        「主語」 

te ﾃ pron お前に                                                  「間接目的語」 

voy a enseñar ﾎﾞｲ･ｱ･ｴﾝｾﾆｬｰﾙ 1 単現･近接未来(ir a+不定詞 enseñar) 

   v.t(a+不定詞 〜することについて) 教えてやる                         「動詞句」 

a engañarme." ｱ･ｴﾝｶﾞﾆｬﾙ･ﾒ adv. 俺を騙すということについて         「間接目的語」 

 

何度か鈍い物音がしてから、女が叫んだ。しかしその声があまりにも激しかったので、すぐ

大勢の人が廊下に集まってきた。［D-1-4］ 

Algunos ruidos sordos y la mujer aulló, pero de tan terrible manera que inmediatamente 

el pasillo se llenó de gente.  

「主語」y「主語」「動詞」pero「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Algunos ruidos ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾙｲﾄﾞｽ pl.n.m 何度かの物音                          「主語」 

sordos ｿﾙﾄﾞｽ adj.pl 鈍い                                          「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

la mujer ﾗ･ﾑﾍｰﾙ n.f 女が                                                 「主語」 

aulló, ｱｳｼﾞｮ 3 単点(aullar)v.i 大声を上げた、遠吠えした                     「動詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

de tan terrible manera ﾃﾞ･ﾀﾝ･ﾃﾘﾌﾞﾚ･ﾏﾈﾗ adv.（理由）あまりにも激しかったので「副詞句」 

que ｹ conj.(tan...que+直説法) それで〜する 

inmediatamente ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに                                 「副詞」 

el pasillo ｴﾙ･ﾊﾟｼｼﾞｮ n.m 廊下は                                           「主語」 

se llenó ｾ･ｼﾞｪﾉ 3 単点(se llenar)v.pr（de で）いっぱいになった            「動詞句」 

de gente. ﾃﾞ･ﾍﾝﾃ adv. 人で                                             「副詞句」 

 

マリーと僕も部屋の外に出た。女はずっと叫び続け、レーモンは殴り続けていた。［D-1-4］ 

También María y yo salimos. La mujer gritaba sin cesar y Raimundo pegaba sin cesar.  

「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞」「副詞句」 

También María y yo ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾏﾘｱ･ｲ･ｼﾞｮ pl.n マリーと僕も                   「主語」 

salimos. ｻﾘﾓｽ 1 複点(salir)v.i 外に出た                                     「動詞」 

La mujer ﾗ･ﾑﾍｰﾙ n.f 女は                                                 「主語」 

gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.i 叫んでいた                                「動詞」 

sin cesar ｼﾝ･ｾｻｰﾙ adv. 休みなく、ずっと                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

pegaba ﾍﾟｶﾞﾊﾞ 3 単線(pegar)v.t 叩っていた                                 「動詞」 

sin cesar. adv. 休みなく、ずっと                                        「副詞句」 
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それでも、配管工をしている 3 階の住人と一緒に、警官が到着した。［D-1-4］ 

Sin embargo, llegó con el inquilino del segundo, que es plomero.  

「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                 「副詞句」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i（警官が）到着した                             「動詞」 

con el inquilino ｺﾝ･ｴﾙ･ｲﾝｷﾘﾉ adv. 住人と一緒に                          「副詞句」 

del segundo, ﾃﾞﾙ･ｾｸﾞﾝﾄﾞ adj.  adj. 3 階の                       「形容詞句」 

   segundo piso ｾｸﾞﾝﾄﾞ･ﾋﾟｿ n.m 3 階 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                              「動詞」 

plomero. ﾌﾟﾛﾒﾛ n.m 配管工                               「補語」 

 

警官はドアを叩いたが、もう何も聞こえなかった。［D-1-4］ 

Golpeó en la puerta y no se oyó nada más.       「動詞」「副詞句」y「動詞句」「主語」 

Golpeó ｺﾞﾙﾍﾟｵ 3 単点(golpear)v.t（警官が）叩いた                          「動詞」 

en la puerta ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ adv. ドアの表面を                               「副詞句」 

   golpear la puerta 「ドアを叩く」 

y ｲ conj. そして 

no se oyó ﾉ･ｾ･ｵﾖ 3 単点･再帰受動･否定(oírse)v.pr（音が主語）聞こえなかった「動詞句」 

nada más. ﾅﾀﾞ･ﾏｽ pron もうなにも〜ない                                   「主語」 

 

もっと強く叩くと、少ししてから女がまた泣き出して、レーモンがドアを開けた。［D-1-4］ 

Golpeó con más fuerza y, al cabo de un momento, la mujer lloró otra vez y Raimundo 

abrió.        「動詞」「副詞句」y「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞」 

Golpeó ｺﾞﾙﾍﾟｵ 3 単点(golpear)v.t（警官が）叩いた                          「動詞」 

con más fuerza ｺﾝ･ﾏｽ･ﾌｴﾙｻ adv. もっと強く                              「副詞句」 

y, ｲ conj. そして 

al cabo de ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ prep 〜の後で                                     「副詞句」 

un momento, ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ n.m 短時間                               「目的語」 

la mujer ﾗ･ﾑﾍｰﾙ n.f 女が                                                 「主語」 

lloró ｼﾞｮﾛ 3 単点(llorar)v.i 泣いた                                         「動詞」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. また、再び                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

abrió. ｱﾌﾞﾘｵ 3 単点(abrir)v.t 開けた                                       「動詞」 
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レーモンはタバコをくわえたままで、少しにやけた様子をしていた。女がドアに向かって突

進してきて、警官に、レーモンが自分を殴ったのだと訴えた。［D-1-4］ 

Tenía un cigarrillo en la boca y el aire dulzón. La muchacha se precipitó hacia la puerta 

y declaró al agente que Raimundo le había pegado.   

「動詞」「目的語」「副詞句」y「目的語」 

「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 〜があった、（様子を）していた                  「動詞」 

un cigarrillo ｳﾝ･ｼｶﾞﾘｼﾞｮ n.m タバコを                                   「目的語」 

en la boca ｴﾝ･ﾗ･ﾎﾞｶ adv. 口に                                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el aire ｴﾙ･ｱｲﾚ n.m 様子を                                              「目的語」 

dulzón. ﾄﾞｩﾙｿﾝ adj.(= dulzarró) 甘ったるい、にやけた             「形容詞」 

La muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f 女は                                            「主語」 

se precipitó ｾ･ﾌﾟﾚｼﾋﾟﾄ 3 単点(precipitarse)v.pr 突進してきた              「動詞句」 

hacia la puerta ｱｼｱ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ adv.（方向）ドアの方に                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

declaró ﾃﾞｸﾗﾛ 3 単点(declarar)v.t はっきりと言った                         「動詞」 

al agente ｱﾙ･ｱﾍﾝﾃ adv. 警官に                                      「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                             「主語」 

le ﾚ pron 彼女を                                            「目的語」 

había pegado. ｱﾋﾞｱ･ﾍﾟｶﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(pegar)v.t 殴った     「動詞句」 
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動詞の利用形態について 

 

法と時制 

法とは、言語表現の内容に対する話し手の態度（見聞きしたままの事実の叙述か、主観的想

定か、可能性の表現か、など）が反映された動詞の形態のことであり、時制は、その表現内

容の時間的関係が動詞の形になって表れたものである。そして動詞が人称ごとに変化する、

英語でいう「定形動詞」に相当するものに直説法、接続法、命令法という 3 つの法があり、

一方、英語の「不定形動詞」に相当する不定法には、不定詞、現在分詞、過去分詞という 3

つの形がある。「不定形動詞」は文の構成要素としては、「主語」、「補語」、「動詞句」、「副詞

句」あるいは「形容詞句」として利用される。 

 

直説法 

物事を見聞きし、了解したままの「事実」として述べる、もっとも広く用いられる法で

ある。動詞そのものが活用変化する「単純時制」が 5 つ、〈助動詞 haber の変化形+過

去分詞〉という結合の形「複合時制」が 4 つ、計 9 つの時制が含まれている。 

 

接続法 

見聞きしたままの「（客観的）事実」を表現する直説法に対し、接続法は、考え・感じ・

願いという精神活動を介して、事物を「（主観的）想念」の形で表す。この対立はとき

に、「確実・現実性（直説法）」対「不確実・非現実性（接続法）」の一面を持つ。同時

にもっぱら従属節内で用いられるという構文上の際立った特徴を備え、ときに見られ

る独立節での使用は、主節が省略された従属節でのものと考えることが出来る。 

接続法には単純時制「現在」「過去」と、複合時制「現在完了」「過去完了」の 4 つの時

制がある。 

 

命令法 

相手に指示や依頼をするときに使用される。一人称単数に対する活用はない。二人称

単数および二人称複数に対する活用がある。その他の人称に対する命令と否定命令に

対しては、接続法の活用が利用される。また、依頼や提案の表現にも利用される。 
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動詞の活用、常用動詞の活用表 

動詞の語尾には-ar, -er, -ir の 3 種類があり、この語尾が主語の人称と数に応じて変化します。 

 

 

 

  

tomar comer partir

直・現在 -ar 直・現在 -er 直・現在 -ir

tomo

tomas

toma

tomamos

tomáis

toman

直・点過去 -ar 直・点過去 -er 直・点過去 -ir

 tomé

 tomaste

 tomó

 tomamos

 tomasteis

 tomaron

直・線過去 -ar 直・線過去 -er 直・線過去 -ir

 tomaba

 tomabas

 tomaba

 tomábamos

 tomabais

 tomaban

直・未来 -ar 直・未来 -er 直・未来 -ir

 tomaré comeré  partiré

 tomarás  comerás  partirás

 tomará comerá  partirá

 tomaremos comeremos  partiremos

 tomaréis comeréis  partiréis

 tomarán comerán  partirán

comen , parten

como , parto

comes , partes

 come , parte

 comemos , partemos

coméis , partéis

comían , partían

comí , partí

comiste , partiste

comió , partió

comimos , partimos

comisteis , partisteis

comieron , partieron

comía , partía

comías , partías

comía , partía

comíamos , partíamos

comíais , partíais
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tomar comer partir

直・過去未来 -ar 直・過去未来 -er 直・過去未来 -ir

 tomaría comería  partiría

 tomarías comerías  partirías

 tomaría comería  partiría

 tomaríamos comeríamos  partiríamos

 tomaríais comeríais  partiríais

 tomarían comerían  partirían

接・現在 -ar 接・現在 -er 接・現在 -ir

 tome

 tomes

 tome

 tomemos

 toméis

 tomen

接・過去ra形 -ar 接・過去ra形 -er 接・過去ra形 -ir

 tomara

 tomaras

 tomara

 tomáramos

 tomarais

 tomaran

接・過去se形 -ar 接・過去-se形 -er 接・過去se形 -ir

 tomase

 tomases

 tomase

 tomásemos

 tomaseis

 tomasen

coman , partan

coma , parta

comas , partas

coma , parta

comamos , partamos

comáis , partáis

comiesen , partiesen

comiera , partiera

comieras , partieras

comiera , partiera

comiéramos , partiéramos

comierais , partierais

comieran , partieran

comiese , partiese

comieses , partieses

comiese , partiese

comiésemos , partiésemos

comieseis , partieseis
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動詞の用法 

直説法・現在の用法 

● 現在の事柄：「〜する」「〜している」 

● 確実な未来の事柄 

 

直説法・現在完了の用法 

現在と何らかのつながりを持つ過去の事柄を表します。 

現在完了 ← haberの現在形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 現在の時点で完了した行為：「もう〜してしまった」 

● 現在と関係のあるまだ過ぎ去っていない期間内（今日、今週、今月、今年など）の行為 

● 現在までの経験を表します 

 

直説法・点過去の用法 

   過去のある時点や一定期間に終了した事柄を表します。「〜した」に相当。 

完了形は「直前過去」と呼ばれ、過去のある時点の後すぐに起こる事を表すが、現在では点

過去で代用されている。 

 

直説法・線過去の用法 

● 過去のある時点での継続的な行為や状態を表します。「〜していた」に相当。 

● 過去の反復行為や習慣を表します。「〜したものだ」「よく〜していた」に相当。 

 

直説法・過去完了の用法 

線過去の完了形で、過去のある時点より前に行われた事柄を表す時制です。 

過去完了 ← haberの線過去形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 過去のある時点までに完了した行為：「（その時までに）すでに〜してしまっていた」 

● 過去のある時点までの経験：「（その時までに）すでに〜したことがあった」 

 

直説法・未来の用法 

● 未来の事柄に対する推量や話し手の意志を表します：「〜するだろう･〜するつもりだ」 

● 現在の事柄についての推量を表します：「〜だろう」 

 

直説法・未来完了の用法 

未来完了 ← haberの未来形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 未来のある時点までに完了していると推測される行為や状態を表します：「（そのときに

は）〜してしまっているだろう」 

● 現在完了の推量を表します：「（今頃はもう）〜してしまっているだろう」 
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直説法・過去未来の用法 

● 過去から見た未来の事柄 

● 過去の事柄の推量  

● 婉曲表現 

● 現在・未来の仮定的条件（省略されることも多い）の下での可能性 

 

直説法・過去未来完了の用法 

過去未来完了 ← haberの過去未来形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 過去から見た未来のある時点での完了 

● 過去のある時点での完了の推量 

 

接続法・現在の用法 

接続法は特定の主動詞に導かれた従属節の中とか命令の表現などに使われます。 

接続法は「不確かな」あるいは「まだ実現していない」事柄を話し手の頭の中で考えられた

こととして主観的に述べる表現法です。形式上は、接続詞（que など）に導かれる従属節（名

詞節・形容詞節・副詞節）の中で、 

特定の表現 + que + 接続法  

という構文でよく用いられます。 

● 名詞節で、主節の動詞が「願望・依頼・勧告・命令・許可・禁止」など意志を表すとき。 

● 名詞節で、主節の動詞が「疑惑・否定」などを表すとき。 

● 名詞節で、主節の動詞が喜怒哀楽・恐れなどの「感情」を表すとき。 

● 名詞節で、主節が「必要性・可能性」など価値判断を表す無人称表現で。 

● 関係代名詞 que などによって導かれる形容詞節で、関係詞の内容が「不特定」または

「否定」の意味を表すとき。 

● 「目的」を表す副詞節で。 

● 「時」を表す副詞節で、内容が未来のとき。 

● 「譲歩」を表す副詞節で、内容が仮定的なとき及び慣用表現で。 

 

接続法・現在完了の用法 

接続法現在完了 ← haberの接続法現在形 + 過去分詞（語尾は不変）  

接続法現在に「完了」の意味が加わった時制で、接続法現在と同様に、接続法が要求される

従属節の中で用いられます。 
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接続法・過去の用法 

● 過去時制で、接続法現在の場合と同様に接続法を要求する従属節の中で。 

● 主節の動詞が過去未来のとき、従属節の中で。 

● 婉曲表現で：querer の-ra 形は遠まわしな表現に使われます。 

 

接続法・過去完了の用法 

接続法過去完了 ← haberの接続法過去形 + 過去分詞（語尾は不変）  

接続法過去に「完了」の意味が加わった時制で、接続法が要求される従属節の中で用いられます。 

条件文での利用 

「もし〜ならば．．．する」と仮定を表す条件文は現実的条件文と非現実的条件文に分けられ

ますが、次のような構文になります。 

☆ 現実的条件文 

現在・未来についての実現可能な仮定を表す場合は直説法を用います。 

条件節「もし〜ならば」 帰結節「．．．する（だろう）」
si + 直説法 直説法／命令法  

Si tengo tiempo, te llamaré por teléfono. もし時間があったら君に電話するよ。 

Si hace buen tiempo mañana, iremos a la piscina. 

 もし明日天気が良ければ私達はプールに行くつもりです。 

   Si usted tiene prisa, tome un taxi.       急いでいるのならタクシーに乗りなさい。 

☆ 非現実的条件文 

事実に反したり、実現不可能な事柄に対する仮定を表します。 

● 現在の事実に反対の仮定文 

条件節「もし〜ならば」 帰結節「．．．するのだが」
si + 接続法過去 直説法過去未来  

   Si yo tuviera dinero, viajaría por toda España. 

                         もしお金を持っていればスペイン中を旅行するのですが。 

● 過去の事実に反対の仮定文 

条件節「もし〜だったら」 帰結節「．．．したのだが」
si + 接続法過去完了 直説法過去未来完了  

   Si yo hubiera tenido dinero, habría viajado por toda España. 

もしあの時私がお金を持っていたならば、スペイン中を旅行したのですが。 

☆ si を用いないで条件を表すことがあります。 

   Sin tu ayuda no podríamos hacer nada. 

 君の助力がなかったら私達は何も出来ないだろう。 
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命令法・命令形 

命令法は「命令」だけでなく「〜して下さい」という依頼の表現としてよく使われる。 

命令形の作り方 

☆ 肯定命令 

● tú、vosotros に対する命令形 

命令の相手 命令形の作り方
tú 直説法現在3人称単数と同形

vosotros 不定詞の語尾の-rを-dに変える  

   Habla más despacio.           もっとゆっくり話しなさい。（despacio ゆっくり） 

Comed de prisa.               急いで食べなさい。（prisa 迅速） 

Abre la puerta.                ドアを開けなさい。 

¡Oye!                         ねぇ、ちょっと（← 聞きなさい） 

＊ 主語は省略できますが、付ける場合は動詞の後に置くのがふつうです。 

＊ tú に対する不規則な命令形 

 

Pon este libro sobre la mesa.    この本を机の上に置きなさい。 

Ten paciencia.                 辛抱しなさい。（paciencia 忍耐） 

Ven aquí.                      こちらへ来なさい。 

● usted, ustedes に対する命令形：それぞれの接続法現在形を用いる。 

Hable usted más despacio.     もっとゆっくり話してください。 

Abra la puerta, por favor.      ドアを開けて下さい。 

¡Oiga!                        もしもし、すみません。 

Venga usted en seguida.        すぐ来てください。（seguido, da すぐに、まっすぐ） 

＊ nosotros に対する命令「〜しましょう」には接続法現在形が用いられますが、《vamos a 

+ 不定詞》で代用することも出来ます。 

   Cantemos. = Vamos a cantar.    歌いましょう。 

＊ ir の nosotros に対する命令には直説法現在形の vamos を使います。 

   Vamos juntos.                  いっしょに行きましょう。 

☆ 否定命令 

すべての人称に対して《no + 接続法現在形》で表現される。 

   No hables tan de prisa.         そんなに早口でしゃべるな。 

   No abra usted la ventana.      窓を開けないで下さい。 

   No pongas el vaso en la silla.    コップを椅子の上に置くな。 

 

  

poner tener venir hacer

pon ten ven haz

salir decir ser ir

sal di sé ve
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動詞+現在分詞、動詞+過去分詞 

 

estar+現在分詞 ：動作の進行形 「〜しつつある」 

estar+過去分詞 ：動作の結果生じた状態 「〜になっている、〜している」 

 

haber+過去分詞 ：動作の完了形 「〜した」 

（現在完了・過去完了・未来完了。過去未来完了） 

 

continuar+現在分詞 : 〜し続く 

seguir+現在分詞    : 〜し続ける、〜であり続ける 

andar+現在分詞  ： 〜している（断続的な継続） 

ir+現在分詞        : 〜していく（ゆっくりとした進行） 

quedar+現在分詞  ： 〜し続ける 

acabar+現在分詞   ： 結局は〜する 

venir+現在分詞    ： ずっと〜してきている（徐々に展開している進行形） 

 

quedar+過去分詞  ： 受動行為の完了の結果 

ir+過去分詞       ： 動的な状態（estar+過去分詞による受動態よりも動的な状態） 

llevar+過去分詞   ： すでに〜してある（能動行為の完了） 

tener+過去分詞   ： 〜してある（完了・状態・結果・反復） 

verse+過去分詞   ： 〜の状態にある 

seguir+過去分詞  ： 〜し続ける、〜であり続ける（ある時点における継続の強調） 
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使役・放任動詞と知覚動詞 

 

使役・放任・知覚動詞の構文は、「主語」「動詞」「目的語」「補語」の形となり、 

「補語」は動詞の不定詞や過去分詞または現在分詞が用いられて、「目的語」の動作を表す。 

使役・放任の場合には、「動詞」+「補語」を「動詞句」として翻訳することが多い。 

この構文で補語が形容詞の場合は、目的語の性質・状態などを表す。 

 

使役 hacer  〜させる 

hacer + 不定詞／hacer que +接続法 

Hice venir a mi hermano. 私は弟を来させた。 

Les (Los) hice callar. 私は彼らを黙らせた。 

Los rayos del sol hacen crecer las plantas. 日光は植物を成長させる。 

Hazles entrar. 彼らを入らせなさい。 

Me hicieron repetir la lección. 私はその課題を復習させられた。 

Voy a hacer limpiar el cuarto. 部屋を掃除してもらおう。 

Siempre nos hace esperar mucho tiempo. 彼はいつも私達を長く待たせる。 

El maestro hizo reír a todos.             先生はみんなを笑わせた。 

Le hice que cerrara la puerta en seguida. 私は彼にドアをすぐに閉めさせた。 

Este jugador hará que nuestro país gane el partido. 

                         この選手がいるので我が国は試合に勝てるだろう。 

 

放任 dejar   〜させる、〜させておく 

dejar +不定詞／+過去分詞／+現在分詞／dejar que +接続法 

Dejé salir el agua. 私は水を出しっぱなしにした。 

Déjeme pensar un momento. ちょっと考えさせてください。 

Vamos a dejarle decir lo que quiera. 彼の好きに言わせておこう。 

No te dejo hacer lo que quieras. おまえに好き勝手なまねはさせないぞ。 

El ruido en la calle no me dejaba dormir. 通りの騒音で私は眠れなかった。 

No me dejaron pasar.                   彼等は私を通してくれなかった。 

No debes dejar la puerta abierta.        君はドアを開け放しにしてはいけない。 

Si sales de casa, deja dicho adónde vas. 出かける時はどこへ行くのか言って行け。 

Has de dejar acabada la tarea. 仕事を終わらせておかなくてはいけないよ。 

Le he dejado arreglándose para salir. 私は彼が外出の支度をしているのを止めなかった。 

Deja que tu hijo venga con nosotros. 君の息子を僕たちと一緒に来させたまえ。 

 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

動詞の用法 使役・放任動詞と知覚動詞 167 / 650 

知覚動詞 ver, oír, escuchar, mirar, sentir など 

知覚動詞 + 目的語 + 不定詞／現在分詞  

（人・物）が〜するのを見る（聞く．．．） 

Veía a los niños correr.             私は子供たちが走るのを見ていた。 

Ayer vimos a Juan paseando.       私達は昨日フアンが散歩しているのを見ました。 

¿Oíste cantar a Teresa?            君はテレサが歌うのを聞きましたか？ 

－Sí, la oí cantando anoche.      －ええ、昨晩彼女が歌っているのを聞きました。 

Oímos gritar a alguien en la calle. 誰かが通りで叫んでいるのが聞こえた。 

Oí a los niños cantando.           子供たちが歌っているのが聞こえた。 

Siento mucho no poder ir con usted. あなたと一緒に行けなくてとても残念に思います。 

Observábamos florecer los narcisos. 私たちはスイセンの花が開くのを観察していました。 

Le escuchaba cantar muy bien.     私は彼がとても上手に歌うのを聞いていました。 
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「動詞」の例文 

直説法・現在と直説法現在完了 

 

遠い昔、とても美しい動物がいた。［A-2-2］ 

Hace mucho tiempo, había un animal muy hermoso.     「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Hace ｱｾ 3 単現(単人称動詞・前置詞的) 〜前に、〜前から                  「副詞句」 

mucho tiempo ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 長い間 

→ 遠い昔に 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 〜がいた                                      「動詞」 

un animal ｳﾝ･ｱﾆﾏﾙ n.m 動物が                                         「目的語」 

muy hermoso ﾑｲ･ｴﾙﾓｿ adj. とても美しい                      「形容詞句」 

 

（あれはいったい何だろう？きっと侵入者に違いない！）［A-2-2］ 

《¿Qué será? Debe de ser una intrusa.》       “「補語」「動詞」┃「動詞句」「補語」” 

Qué ｹ pron 何                                                          「補語」 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i あれは〜だろう                                「動詞」 

Debe de ser ﾃﾞﾍﾞ･ﾃﾞ･ｾｰﾙ 3 単現･推定(deber de+不定詞 ser) 

   v.i 〜であるに違いない                                              「動詞句」 

una intrusa ｳｰﾅ･ｲﾝﾄｩﾙｻ n.f 侵入者                                        「補語」 

 

「友よ、心配しなくてもよい。あのきれいな星は、我々の宇宙を侵略するつもりはない。」 

［A-2-2］ 

--- No te preocupes, amigo. Aquella hermosa estrella no tiene ninguna intención de 

invadir nuestro universo.      《「動詞句」（呼びかけ）┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

No te preocupes ﾉ･ﾃ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟｽ 接・2 単現･否定(preocuparse 否定命令) 

v.pr 心配しなくてよい                                               「動詞句」 

amigo ｱﾐｺﾞ n.m 友よ                                                （呼びかけ） 

Aquella hermosa estrella ｱｹｼﾞｬ･ｴﾙﾓｻ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f あのきれいな星は          「主語」 

no tiene ﾉ･ﾃｨｴﾈ 3 単現･否定(tener)v.t ない                               「動詞句」 

ninguna intención ﾆﾝｸﾞﾅ･ｲﾝﾃﾝｼｵﾝ n.f どんな意図も〜ない                 「目的語」 

de invadir nuestro universo ﾃﾞ･ｲﾝﾊﾞﾃﾞｨｰﾙ･ﾇｴｽﾄﾛ･ｳﾆﾍﾞﾙｿ 

   adj. 我々の宇宙を侵略するという                            「形容詞句」 
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「よそ者よ、よく聞け。私の敬愛する月が居らっしゃる、この神聖な空を、お前が侵略する

ことは許さない。今すぐ、立ち去れ！」［A-2-2］ 

--- Escúchame, forastera. No quiero que invadas este sagrado cielo donde se encuentra 

mi adorada Luna. Aléjate ahora mismo. 

《「動詞句」（呼びかけ）┃「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」》 

Escúchame ｴｽｸﾁｬﾒ 命・2 単現(escuchar +me)v.t 私の言うことを聞け       「動詞句」 

forastera ﾌｫﾗｽﾃﾗ n.f よそ者よ(estrella に対応)                          （呼びかけ） 

No quiero ﾉ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer)v.t 望まない                         「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

invadas ｲﾝﾊﾞﾀﾞｽ 接・2 単現(invadir)v.t 侵略する                   「動詞」 

este sagrado cielo ｴｽﾃ･ｻｸﾞﾗﾄﾞ･ｼｴﾛ n.m この神聖な空を           「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこに                                「形容詞節」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾗ 3 単現(encontrarse)v.pr 居る「動詞句」 

mi adorada Luna ﾐ･ｱﾄﾞﾗﾀﾞ･ﾙﾅ n.f 私の敬愛する月が   「主語」 

Aléjate ｱﾚﾊﾃ 命・2 単現(alejarse)v.pr 遠ざかれ、立ち去れ                 「動詞句」 

ahora mismo ｱｵﾗ･ﾐｽﾓ adv. 今すぐ                                       「副詞句」 

 

「なんと無礼な！私の美しさがわからないのか？」［A-2-2］ 

--- ¡Qué impertinente eres! ¿No te das cuenta de mi belleza? 

《「補語」「動詞」┃「動詞句」「間接目的語」》 

Qué impertinente ｹ･ｲﾝﾍﾟﾙﾃｨﾈﾝﾃ adj. 何と無礼な                            「補語」 

No te das cuenta ﾉ･ﾃ･ﾀﾞｽ･ｸｴﾝﾀ 2 単現･否定(darse cuenta de ...に) 

   v.i 気付かない                                                      「動詞句」 

de mi belleza ﾃﾞ･ﾐ･ﾍﾞｼﾞｪｻ adv. 私の美しさに                         「間接目的語」 

 

「わたしは、皆に称賛してもらうためにここにきているのだ！いずれ、自分の無礼を後悔す

るぞ！」［A-2-2］ 

Estoy aquí para que todo el mundo me admire. ¡Ya te arrepentirás de tu insolencia! 

《「動詞」「副詞」「副詞節」┃「副詞」「動詞句」「間接目的語」》 

Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i いる                                          「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ conj.（目的）〜するために                               「副詞節」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m みんなが                          「主語」 

me ﾒ pron 私を                                                「目的語」 

admire ｱﾄﾞﾐﾚ 接・3 単現(admirar)v.t 称賛する                      「動詞」 

→ 受動態で翻訳する 
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Ya ﾔｰ adv.（+未来形）いずれ                                             「副詞」 

te arrepentirás ﾃ･ｱﾚﾍﾟﾝﾃｨﾗｽ 2 単未(arrepentirse)v.pr (de を) 後悔するぞ    「動詞句」 

de tu insolencia ﾃﾞ･ﾄｩ･ｲﾝｿﾚﾝｼｱ n.f 自分の無礼を                      「間接目的語」 

 

「皆さん全員を、今度の満月の夜に開催される祭りに、ご招待します！」［A-2-2］ 

--- ¡Todos ustedes están invitados a una fiesta que se celebrará la próxima noche de luna 

llena!                                      《「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

Todos ustedes ﾄﾄﾞｽ･ｳｽﾃﾃﾞｽ pl.n. 皆さんは全員                              「主語」 

están invitados ｴｽﾀﾝ･ｲﾝﾋﾞﾀﾄﾞｽ 3 複現･受動(invitar)v.t 招待されています    「動詞句」 

a una fiesta ｱ･ｳﾅ･ﾌｨｴｽﾀ n.f 祭りに                                  「間接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                        「形容詞節」 

se celebrará ｾ･ｾﾚﾌﾞﾗﾗ 3 単未(celebrarse) 

v.pr 開催される                                「動詞句」 

la próxima noche ﾗ･ﾌﾟﾛｷｼﾏ･ﾉﾁｪ 

 adv. 今度の夜に                               「副詞句」 

de luna llena ﾃﾞ･ﾙﾅ･ｼﾞｪﾅ 

   adj. 満月の                         「形容詞句」 

→ 受動文を能動文に翻訳する 

 

「今度のお祭り用に、美しいケープを作ろう。」［A-2-2］ 

《Voy a hacerme una linda capa para la fiesta.》     《「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Voy a hacerme ﾎﾞｲ･ｱ･ｱｾﾙﾒ 1 単現･意志(ir a+不定詞 hacerme) 

   v.t 自分のために〜を作ろう                                         「動詞句」 

una linda capa ｳﾅ･ﾘﾝﾀﾞ･ｶﾊﾟ n.f 美しいケープを                          「目的語」 

para la fiesta ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ adv. 祭り用に                                「副詞句」 

 

「そこで何をしているんだい？」［A-2-2］ 

--- ¿Qué estás haciendo ahí?                          《「目的語」「動詞句」「副詞」》 

Qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

estás haciendo ｴｽﾀｽ･ｱｼｴﾝﾄﾞ 2 単現･進行形(hacer)v.t している             「動詞句」 

ahí ｱｲ adv. そこで                                                       「副詞」 

 

「ああ、僕の気をそらさないでくれ！今、湖の祭り用にケープを編んでいるところだ。」 

［A-2-2］ 

--- ¡Ay, no me distraigas! Estoy tejiendo una capa para la fiesta del lago. 

《「感嘆」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「動詞句」「目的語」「副詞句」》 
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Ay ｱｲ int. ああ！あっ！                                                  「感嘆」 

no ...distraigas ﾉ...ﾃﾞｨｽﾄﾗｲｶﾞｽ 接・2 単現･否定（否定命令）(distraer) 

   v.t 気をそらさせないでくれ                                          「動詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

Estoy tejiendo ｴｽﾄｲ･ﾃﾋｴﾝﾄﾞ 1 単現･進行形(tejer)v.t 編んでいる            「動詞句」 

una capa ｳﾅ･ｶｰﾊﾟ n.f ケープを                                          「目的語」 

para la fiesta del lago ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾗｰｺﾞ adv. 湖の祭り用に            「副詞句」 

 

「だけど、どうやって仕上げるつもりだい？祭りは、今夜だよ。」［A-2-2］ 

--- Pero, ¿cómo piensas terminarla? La fiesta es esta noche. 

《Pero「副詞」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも、だが 

cómo ｺﾓ adv. どのように、どうやって                                     「副詞」 

piensas terminarla ﾋﾟｴﾝｻｽ･ﾃﾙﾐﾅﾙﾗ 2 単現(pensar+不定詞 terminar+la) 

   v.t それを仕上げようと思っている                           「動詞句」「目的語」 

La fiesta ﾗ･ｼｴｽﾀ n.f 祭りは                                               「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i（+場所・時の副詞  行事が）ある                       「動詞」 

esta noche ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩                                           「副詞句」 

 

「そうだよ！もう、何人かは湖畔で踊っていると思うよ。」［A-2-2］ 

--- Claro. Me imagino que ya algunos están bailando en la orilla del lago. 

《「感嘆」┃「動詞句」「目的語」》 

Claro ｸﾗﾛ int. そのとおりだ！                                            「感嘆」 

Me imagino ﾒ･ｲﾏﾋﾉ 1 単現(imaginarse)v.pr 想像する、と思う              「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                 「副詞」 

algunos ｱﾙｸﾞﾉｽ pron.pl. 何人かは                                「主語」 

están bailando ｴｽﾀﾝ･ﾊﾞｲﾗﾝﾄﾞ 3 複現･進行形(bailar)v.i 踊っている 「動詞句」 

en la orilla del lago ｴﾝ･ﾗ･ｵﾘｼﾞｬ･ﾃﾞﾙ･ﾗｰｺﾞ adv. 湖畔で            「副詞句」 

 

「ああ、時間が経つのはなんて速いんだ！いつも僕は、日数を間違えてしまう。」［A-2-2］ 

--- ¡Ay, cómo pudo pasar el tiempo tan rápido! Siempre calculo mal los días. 

《「感嘆」┃「副詞」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Ay ｱｲ int. ああ！                                                        「感嘆」 

cómo ｺﾓ 何と〜なのだ adv.                                               「感嘆」 

pudo pasar ﾌﾟﾄﾞ･ﾊﾟｻｰﾙ 3 単点･可能(poder+不定詞 pasar) 
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   v.i（時間が）経ってしまう                                     「動詞句」 

el tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                    「主語」 

tan rápido ﾀﾝ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. こんなに                                「副詞句」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

calculo ｶﾙｸﾛ 1 単現(calcular)v.t 計算する                                  「動詞」 

mal ﾏﾙ adv. 間違えて、悪く                                              「副詞」 

los días ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 日数を                                         「目的語」 

 

「ああ、キツネにだまされた！まだ、満月になっていない。」［A-2-2］ 

《¡Ay, me engañó el zorro! Todavía la luna no está llena.》 

《「感嘆」「目的語」「動詞」「主語」┃「副詞」「主語」「動詞句」「補語」》 

Ay ｱｲ int. ああ！                                                        「感嘆」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

engañó ｴﾝｶﾞﾆｮ 3 単点(engañar)v.t だました                                「動詞」 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                              「主語」 

→ 受動態に翻訳する 

Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ（〜ない）                                      「副詞」 

la luna ﾗ･ﾙﾅ n.f 月が                                                    「主語」 

no está ﾉ･ｴｽﾀ 3 単現･否定(estar)v.i 〜ではない                           「動詞句」 

llena ｼﾞｪﾅ adj. 満ちた、満月の                                           「補語」 

 

「サンチョよ、見るがいい！遍歴の騎士道の敵どもが、どれほどわしを憎んでいるかを。」

とぼそぼそとつぶやいた。［B-6］ 

“Ya ves, Sancho, cuánto me odian los enemigos de la caballería andante”--- murmuró 

---.                                              《「呼びかけ」「目的語」》,「動詞」 

Ya ves, Sancho ﾔｰ･ﾍﾞｽ･ｻﾝﾁｮ int. ほら見よ！サンチョ                    「呼びかけ」 

cuánto ｸゎﾝﾄ conj. どれだけ〜であるかということ                        「目的語」 

me ﾒ pron わしを                                             「目的語」 

odian ｵﾃﾞｨｱﾝ 3 複現(odiar)v.t 憎んでいる                          「動詞」 

los enemigos ﾛｽ･ｴﾈﾐｺﾞｽ pl.n.m 敵どもが                          「主語」 

de la caballería andante ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾗ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ 

   adj. 遍歴の騎士道の                                「形容詞句」 

murmuró ﾑﾙﾑﾛ 3 単点(murmurar)v.i つぶやいた                            「動詞」 
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「見よ、サンチョ。あそこに邪悪な人さらいどもがやって来る。誰か貴婦人を捕虜としてあ

の馬車の中に乗せているに違いない。」［B-6］ 

“Mira, Sancho; por allí vienen unos perversos secuestradores. Seguro que llevan 

prisionera a una princesa dentro del coche”. 

《「呼びかけ」「副詞句」「動詞」「主語」┃「補語」「主語」》 

Mira, Sancho ﾐﾗ･ｻﾝﾁｮ 命・2 単現(mirar)v.t 見よ、サンチョ              「呼びかけ」 

por allí ﾎﾟ･ﾗｼﾞ adv. あそこに                                           「副詞句」 

vienen ﾋﾞｴﾈﾝ 3 複現(vener)v.i やって来る                                  「動詞」 

unos perversos secuestradores ｳﾉｽ･ﾍﾟﾙﾍﾞﾙｿｽ･ｾｸｴｽﾄﾗﾄﾞﾚｽ 

   pl.n.m 邪悪な人さらいどもが                                           「主語」 

  perverso ﾍﾟﾙﾍﾞﾙｿ adj. 邪悪な secuestrador ｾｸｴｽﾄﾗﾄﾞｰﾙ n.m 誘拐犯 

Seguro ｾｸﾞﾛ adj. 確実な                                                  「補語」 

  「動詞」es が省略されている「Es seguro que ... 〜であることは間違いない」 

que +直説法 ｹ conj. 〜ということは                                       「主語」 

llevan ｼﾞｪﾊﾞﾝ 3 複現(llevar)v.t 乗せている                            「動詞」 

prisionera ﾌﾟﾘｼｮﾈﾗ n.f 捕虜として                                   「補語」 

a una princesa ｱ･ｳｰﾅ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f 誰か貴婦人を                      「目的語」 

dentro del coche ﾃﾞﾝﾄﾛ･ﾃﾞﾙ･ｺﾁｪ adv. あの馬車の中に                 「副詞句」 

 

「人さらいではありませんよ！だんな様」とサンチョが答えた。［B-6］ 

“No son secuestradores, señor”--- respondió Sancho ---; 

《「動詞句」「補語」「呼びかけ」》,「動詞」「主語」 

No son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜ではない                              「動詞句」 

secuestradores ｾｸｴｽﾄﾗﾄﾞﾚｽ pl.n.m 人さらい                                「補語」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n.m だんな様                                            「呼びかけ」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョが                                               「主語」 

 

「あれはサン・ベニート修道会の修道士たちですよ。修道服を見れば彼らだと分かりますよ。

それに修道士たちはあの馬車とは別に来ていますから、あれは旅行者の馬車ですよ。」 

［B-6］ 

“son frailes de la orden de San Benito. Los conozco por sus hábitos. Y ellos van aparte 

del coche. Es un coche de viajeros”.   《「動詞」「補語」┃「目的語」「動詞」「副詞句」 

Y「主語」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

frailes ﾌﾗｲﾚｽ pl.n.m 修道士たち                                           「補語」 
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de la orden ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞ･ﾗ･ｵﾙﾃﾞﾝ adj. 修道会の                       「形容詞句」 

  orden ｵﾙﾃﾞﾝ adj. 修道会 

de San Benito ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾍﾞﾆｰﾄ adj. サン・ベニートの      「形容詞句」 

Los ﾛｽ pron 彼らを                                                    「目的語」 

conozco ｺﾉｽｺ 1 単現(conocer)v.t 識別できます                              「動詞」 

por sus hábitos ﾎﾟﾙ･ｽｽ･ｱﾋﾞﾄｽ adv. 彼らの修道服で                        「副詞句」 

Y ｲ conj. それに 

ellos ｴｼﾞｮｽ pl.pron 彼ら（修道士）は                                      「主語」 

van ﾊﾞﾝ 3 複現(ir)v.i（相手が話者の所へ）来ています                       「動詞」 

aparte del coche ｱﾊﾟﾙﾃ･ﾃﾞﾙ･ｺﾁｪ adv. あの馬車とは別に                    「副詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un coche ｳﾝ･ｺﾁｪ n.m 馬車                                                「補語」 

de viajeros ﾃﾞ･ﾋﾞｱﾍﾛｽ adj. 旅行者たちの                          「形容詞句」 

 

「我が麗しの貴婦人、あなたはもう自由の身になりましたぞ。」［B-6］ 

“Veustra hermosura, señora mía, ha quedado libre.   《「呼びかけ」「動詞句」「補語」》 

Veustra hermosura, señora mía ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ｴﾙﾓｽﾗ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾐｱ 

   n.f 我が麗しの貴婦人                                              「呼びかけ」 

ha quedado ｱ･ｹﾀﾞﾄﾞ 3 単現･完了形(quedar)v.i 〜になった                 「動詞句」 

libre ﾘﾌﾞﾚ adj. 自由な                                                   「補語」 

 

あなたを誘拐した悪党は、私がこの逞しい腕によって打ち負かしました。［B-6］ 

La soberbia de vuestros secuestradores ya está humillada por mi fuerte brazo. 

「主語」「形容詞句」,「副詞」「動詞句」「副詞句」 

La soberbia ﾗ･ｿﾍﾞﾙﾋﾞｱ n.f 悪い奴は                                       「主語」 

de vuestros secuestradores ﾃﾞ･ｳﾞｴｽﾄﾛｽ･ｾｸｴｽﾄﾗﾄﾞﾚｽ 

   adj. あなたを誘拐した                                       「形容詞句」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

está humillada ｴｽﾀ･ｳﾐｼﾞｬﾀﾞ 3 単現･受動(humillar) 

   v.t 面目を失っている、打ち負かされている                            「動詞句」 

  能動態に翻訳する 

por mi fuerte brazo ﾎﾟﾙ･ﾐ･ﾌｴﾙﾃ･ﾌﾞﾗｿ adv. 私の逞しい腕によって           「副詞句」 

 

「私は、あなた様の忠実なしもべ、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャでござる。」［B-6］ 

Yo soy vuestro fiel servidor Don Quijote de La Mancha.        「主語」「動詞」「補語」 

Yo ｼﾞｮ pron 私は                                                        「主語」 
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soy ｿｲ 1 単現（ser）v.i 〜である                                         「動詞」 

vuestro fiel servidor ﾌﾞｴｽﾄﾛ･ﾌｨｴﾙ･ｾﾙﾋﾞﾄﾞｰﾙ n.m あなた様の忠実なしもべ     「補語」 

Don Quijote de La Mancha ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

 n. ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ                            「同格」 

 

「もし私から受けた恩を返したいのであれば、あなたにお願いがあります。トボソに戻り、

我が貴婦人ドゥルシネア様のもとへ赴き、あなたを自由にするために私が行ったことを話

して聞かせてやって欲しいのです。」［B-6］ 

En pago del beneficio que de mí habéis recibido, os ruego que volváis al Toboso y os 

presentéis a mi señora doña Dulcinea, y le contéis lo que por vuestra libertad he hecho.” 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

En pago ｴﾝ･ﾊﾟｺﾞ adv. お返しについては                                 「副詞句」 

del beneficio ﾃﾞﾙ･ﾍﾞﾈﾌｨｼｵ adj. 恩恵の                           「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                            「形容詞節」 

de mí ﾃﾞ･ﾐ adv. 私から                                「副詞句」 

habéis recibido ｱﾍﾞｲｽ･ﾚｼﾋﾞﾄﾞ 2 複現･完了形(recibir) 

   v.t 受けた                                         「動詞句」 

os ｵｽ pron（二人称複数）あなたに                                  「間接目的語」 

ruego ﾙｴｺﾞ 1 単現(rogar)v.t お願いしたい                                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

volváis ﾎﾞﾙﾊﾞｲｽ 接・2 複現(volver)v.i (a に) 戻る                「動詞」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソに                             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

os presentéis ｵｽ･ﾌﾟﾚｾﾝﾃｲｽ 接・2 複現(presentarse) 

   v.pr 姿を現す                                            「動詞句」 

a mi señora doña Dulcinea ｱ･ﾐ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾄﾞﾝﾆｬ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ 

   adv. 我が貴婦人ドゥルシネア様のもとへ                    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼女に                                        「間接目的語」 

contéis ｺﾝﾃｲｽ 接・2 複現(contar)v.t 話して聞かせてやる          「動詞」 

lo que ﾛ･ｹ n. 〜ということを                                 「目的語」 

por vuestra libertad ﾎﾟﾙ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾘﾍﾞﾙﾀ 

 adv. あなたの自由のために                         「副詞句」 

he hecho ﾍ･ﾍﾁｮ 1 単現･完了形(hacer)v.t 私がした       「動詞句」 
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「なんだと、へっぽこ騎士め！戻るもんか! もしお前、馬車通さない。お前殺す、私ビスカ

ヤ人。わかるか？」［B-6］ 

“¡No, caballero, no volvemos! Si no dejar coche, mato como estoy vizcaíno. ¿Entender?” 

《「呼びかけ」「感嘆」「副詞節」,「動詞」「副詞節」,「動詞」》 

No, caballero ﾉ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ int. なんだと、へっぽこ騎士め！               「呼びかけ」 

no volvemos ﾉ･ﾎﾞﾙﾍﾞﾓｽ 1 複現･否定(volver)v.i 戻るもんか!                  「感嘆」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

no dejar ﾉ･ﾃﾞﾊｰﾙ 不定詞･否定 v.t 〜させない                     「動詞句」 

  本来は、no dejas pasar coche 2 単現･放任･否定(dejar+不定詞)「馬車を通過させない」 

coche ｺﾁｪ n.m 馬車を                                         「目的語」 

mato ﾏﾄ 1 単現(matar)v.t 殺す                                            「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                「動詞」 

   国籍など永続的な性質を表す時は、ser を使用するので、本来は soy となる。 

vizcaíno ﾋﾞｽｶｲﾉ n.m ビスカヤ人                                   「補語」 

Entender ｴﾝﾃﾝﾃﾞﾙ 不定詞 v.t わかるか？                                   「動詞」 

  本来は、Entiendes ｴﾝﾃｨｴﾝﾃﾞｽ 2 単現 を使うところ 

 

「まともに話せないお前が、何を言っているんだ？」とドン・キホーテが叫んだ。［B-6］ 

“¿Qué dices tú, malhablado?”--- exclamó Don Quijote ---. 

《「目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

Qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

dices ﾃﾞｨｾｽ 2 単現(decir)v.t 言っている                                    「動詞」 

tú, malhablado ﾄｩ･ﾏﾗﾌﾞﾗﾄﾞ pron まともに話せないお前が                   「主語」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.t 叫んだ                                「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテが                                「主語」 

 

「その者を放してやって下さい、騎士殿！トボソへ行って、あなたの貴婦人をお訪ねするこ

とを約束いたしますから」と言った。［B-6］ 

“¡Déjelo, señor! Le prometo ir al Toboso y presentarme ante su dama”--- dijo ---. 

《「感嘆」「目的語」「動詞句」「間接目的語」y「動詞句」「副詞句」》,「動詞」 

Déjelo, señor! ﾃﾞﾍ･ﾛ･ｾﾆｮｰﾙ 命・3 単現(dejar+lo) 

  v.t その者を放してやって下さい、騎士殿                                「感嘆」 

Le ﾚ pron あなたに                                                    「目的語」 

prometo ir ﾌﾟﾛﾒﾄ･ｲｰﾙ 1 単現･約束(prometer+不定詞) 

   v.i 行くことを約束します                                            「動詞句」 
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al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソへ                                    「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

presentarme ﾌﾟﾚｾﾝﾀﾙﾒ 不定詞 v.pr 姿を現す                             「動詞句」 

ante su dama ｱﾝﾃ･ｽ･ﾀﾞﾏ adv. あなたの貴婦人の前に                      「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「羊が低木を好んで食べるというのは、本当なの？そうじゃないの？」［C-5］ 

 ---¿Es verdad, no es cierto, que a los corderos les gusta comer arbustos? 

《「動詞」「補語」,「動詞」「補語」,「主語」》 

¿Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である？                                          「動詞」 

verdad, ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実                                                 「補語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない？                                  「動詞」 

cierto, ｼｴﾙﾄ adj. 確実な                                                  「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                              「主語」 

a los corderos ｱ･ﾛｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ adv. 羊にとって                    「間接目的語」 

les ﾚｽ pron 彼らにとって                                    「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 好ましい                               「動詞」 

comer ｺﾒｰﾙ 不定詞 v.t 食べることは                                 「主語」 

arbustos? ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木を                            「目的語」 

 

「そう、本当だよ」［C-5］ 

 --- Sí. Es verdad.                                    《「応答」┃「動詞」「補語」》 

Sí. ｼ adv. そうだ                                                        「応答」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

verdad. ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実                                                 「補語」 

 

「ああ、それならよかった！」［C-5］ 

 ---¡Ah! ¡Qué contento estoy!                          《「感嘆」┃「補語」「動詞」》 

¡Ah! ｱ int. ああ                                                         「感嘆」 

¡Qué contento ｹ･ｺﾝﾃﾝﾄ adj. なんと嬉しい                                  「補語」 

estoy! ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                      「動詞」 

 

「従って、羊たちはバオバブも食べるということだよね？」［C-5］ 

 ---¿De manera que comen también baobabs?    《De manera que「動詞」「目的語」》 

¿De manera que +直説法 ﾃﾞ･ﾏﾈﾗ･ｹ conj. 従って〜する 

comen ｺﾒﾝ 3 複現(comer)v.t 食べる                                        「動詞」 
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también baobabs? ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブも                    「目的語」 

 

僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて教会の建物みたいな大木なんだと言う事を分か

らせて、さらに、もし彼が象の群れ全体を連れて行ったとしてもその群れはたった一本のバ

オバブさえも食べつくせないだろうと気づかせた。［C-5］ 

 Hice notar al principito que los baobabs no son arbustos, sino árboles grandes como 

iglesias, y que aun si llevara con él toda una tropa de elefantes, la tropa no acabaría con 

un solo baobab.               「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」y「直接目的語」 

Hice notar ｲｾ･ﾉﾀｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 〜を気づかせた          「動詞句」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                              「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブは                    「主語」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定（ser）v.i 〜ではない                  「動詞」 

arbustos, ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木                                「補語」 

sino ｼﾉ conj. (no+) そうではなくて 

árboles grandes ｱﾙﾎﾞﾚｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.m 大木                   「補語」 

como iglesias, ｺﾓ･ｲｸﾞﾚｼｱ adv. 教会の建物みたいな     「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

aun si ｱｳﾝ･ｼ conj. もし〜したとしても                       「副詞節」 

llevara ｼﾞｪﾊﾞﾗ 接・3 単過（仮定法過去）(llevar) 

v.t 連れて行った                                   「動詞」 

con él ｺ･ﾈﾙ adv. 彼と一緒に                         「副詞句」 

toda una tropa de elefantes, ﾄﾀﾞ･ｳﾅ･ﾄﾙﾊﾟ･ﾃﾞ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｽ 

 n.f 象の群れ全部を                              「目的語」 

la tropa ﾗ･ﾄﾛﾊﾟ n.f その群れは                                 「主語」 

no acabaría ﾉ･ｱｶﾊﾞﾘｱ 3 単未･否定(acabar) 

v.i (con を) 食べつくせないだろう                          「動詞句」 

con un solo baobab. ｺﾝ･ｳﾝ･ｿﾛ･ﾊﾞｵﾊﾞｳ 

 adv. たった一本のバオバブも                              「目的語」 

 

「成長する前は、バオバブでも最初は小さいんでしょう？」［C-5］ 

 --- Los baobabs, antes de crecer, comienzan por ser pequños. 

「主語」「副詞句」「動詞句」「補語」 

Los baobabs, ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                                「主語」 

antes de crecer, ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｸﾚｾﾙ adv. 成長する前は                          「副詞句」 
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comienzan por +不定詞 ｺﾐｴﾝｻﾝ･ﾎﾟﾙ 3 複現･開始(comenzar por+不定詞) 

  v.i 最初は〜である                                                   「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜である                                        「動詞」 

pequños. ﾍﾟｹﾆｮｽ adj.pl 小さい                                            「補語」 

 

「その通り！だけど、どうして君の羊が小さいバオバブを食べる事を望むの？」［C-5］ 

 --- ¡Es cierto! Pero ¿por qué quieres que tus corderos comas baobabs pequeños? 

《「動詞」「補語」┃Pero「副詞句」「動詞」「目的語」》 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

cierto! ｼｴﾙﾄ adj. 確実な、正しい                                          「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

¿por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                           「副詞句」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現(querer)v.t 望む                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜と言う事を                                               「目的語」 

tus corderos ﾄｩｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 君の羊が                          「主語」 

coman ｺﾏﾝ 接・3 複現(comer)v.t 食べるだろう                      「動詞」 

baobabs pequeños? ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ･ﾍﾟｹﾆｮｽ pl.n.m 小さいバオバブを      「目的語」 

 

しかし種は目には見えない。彼らはその中のどれかが目覚める気になるまで、地面の神秘の

中で眠り続けているのだ。［C-5］ 

Pero las semillas son invisibles. Duermen en el secreto de la tierra hasta que a una de 

ellas se le ocurre despertarse. 

Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

las semillas ﾗｽ･ｾﾐｼﾞｬｽ pl.n.f 種は                                         「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

invisibles. ｲﾝﾋﾞｼﾌﾞﾚｽ adj.pl. 目に見えない                                 「補語」 

Duermen ﾄﾞｩｴﾙﾒﾝ 3 複現(dormir)v.i 眠っている                            「動詞」 

en el secreto de la tierra ｴﾝ･ｴﾙ･ｾｸﾚﾄ･ﾃﾞ･ﾀ･ﾃｨｴﾗ adv. 地面の神秘の中で      「副詞句」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ conj. 〜するまで                                       「副詞節」 

a una de ellas ｱ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. その中の一つにとって       「間接目的語」 

se le ocurre despertarse. ｾ･ﾚ･ｵｸﾚ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ 3 単現(ocurrirse+不定詞) 

   v.pr 目を覚ます気になる                                      「動詞句」 

 ocurrirse+不定詞 ｵｸﾘﾙ･ｾ v.pr 〜する気になる（不定詞が主語：gustar 型動詞） 

 le は「間接目的語」その種にとって 

despertarse ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ v.pr 目を覚ます、目覚める 
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それから背伸びをして、最初は遠慮がちに、罪のない魅力的な小枝を太陽に向かって伸ばし

ていく。［C-5］ 

Entonces se estira y, tímidamente al comienzo, crece hacia el sol una encantadora 

briznilla inofensiva.         「副詞」「動詞句」y「副詞句」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

se estira ｾ･ｴｽﾃｨﾗ 3 単現(estirarse)v.pr 背伸びをする                      「動詞句」 

y, ｲ conj. そして 

tímidamente ﾁﾐﾀﾞﾒﾝﾃ adv. おずおずと、遠慮がちに                         「副詞」 

al comienzo, ｱﾙ･ｺﾐｴﾝｿ adv. 初めは                                      「副詞句」 

crece ｸﾚｾ 3 単現(crecer)v.t 伸ばしていく                                   「動詞」 

hacia el sol ｱｼｱ･ｴﾙ･ｿﾙ adv. 太陽の方へ                                   「副詞句」 

una encantadora briznilla inofensiva. ｳﾅ･ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞﾗ･ﾌﾞﾘﾂﾆｼﾞｬ･ｲﾉﾌｪﾝｼﾊﾞ 

   n.f 罪のない魅力的な小枝を                                          「目的語」 

 encantadora ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞﾗ adj.f 魅力的な briznilla ﾌﾞﾘﾂﾆｼﾞｬ n.f(brizna+illa) 一辺 

 -illo は<示小接尾辞> inofensiva ｲﾉﾌｪﾝｼﾊﾞ adj.f 無害な 

 

もし悪い植物の問題ならば、それと気づいたらすぐに引き抜かなければならない。［C-5］ 

Si se trata de una planta mala, debe arrancarse la planta inmediatamente, en cuanto se 

ha podido reconocerla.              「副詞節」,「動詞句」「目的語」「副詞」「副詞節」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

se trata ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現(tratarse)v.pr (de の) 問題である            「動詞句」 

  問題は〜である、〜が問題である 

de una planta mala, ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗﾝﾀ･ﾏﾗ adj. 悪い植物の              「補語」 

debe arrancarse ﾃﾞﾍﾞ･ｱﾗﾝｶﾙ･ｾ 3 単現･必要(deber+不定詞) 

  v.t（根元から）引き抜かなければならない                              「動詞句」 

 se は「人は」の意味で、主語を表す 

la planta ﾗ･ﾌﾟﾗﾝﾀ n.f その植物を                                        「目的語」 

inmediatamente, ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに                                 「副詞」 

en cuanto +直説法 ｴﾝ･ｸゎﾝﾄ conj. 〜するとすぐに                        「副詞節」 

se ｾ pron 人が                                                  「主語」 

ha podido reconocerla. ｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ﾚｺﾉｾﾙ･ﾗ 3 単現･完了形･可能(poder+不定詞) 

  v.t 悪い植物と気付いた                                       「動詞句」 
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その惑星の地面にはバオバブの種がはびこっていた。そしてもし一本のバオバブでも、丁度

良い時に引き抜かないと、もう厄介払いすることは不可能になる。そしてバオバブが惑星全

体を覆いつくしてしまう。［C-5］ 

El suelo del planeta estaba infestado. Y si un baobab no se arranca a tiempo, ya no es 

posible desembarazarse de él. Invade todo el planeta. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Y「副詞節」,「副詞」「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「目的語」 

El suelo del planeta ｴﾙ･ｽｴﾛ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星の地面は                「主語」 

estaba infestado. ｴｽﾀﾊﾞ･ｲﾝﾌｪｽﾀﾄﾞ 3 単線･受動(infestar) 

v.t （バオバブの種に）はびこられていた                              「動詞句」 

  能動態に翻訳する 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もしなにならば                                              「副詞節」 

un baobab ｳﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブが                      「主語」 

no se arranca ﾉ･ｾ･ｱﾗﾝｶ 3 単現･再帰受動･否定(arrancarse) 

v.pr 引き抜かれない                                         「動詞句」 

a tiempo, ｱ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 丁度良い時に                           「副詞句」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

posible ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. 可能な                                                「補語」 

desembarazarse ﾃﾞｾﾝﾊﾞﾗｻｰﾙ･ｾ 不定詞 v.pr (de を) 厄介払いすることは        「主語」 

de él. ﾃﾞ･ｴﾙ adv. バオバブを                                   「間接目的語」 

Invade ｲﾝﾊﾞﾃﾞ 3 単現(invadir)v.t 侵略する                                 「動詞」 

todo el planeta. ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星全体を                            「目的語」 

 

根によってそれに穴を開ける。そしてもしその惑星が小さすぎて、バオバブが多すぎる時に

は、バオバブはその惑星を破裂させてしまう。［C-5］ 

Lo perfora con sus raíces. Y si el planeta es demaciado pequño y si los baobabs son 

demaciado numerosos, lo hacen estallar. 

「目的語」「動詞」「副詞句」┃Y「副詞節」y「副詞節」, 「目的語」「動詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

perfora ﾍﾟﾙﾌｫﾗ 3 単現(perforar)v.t 〜に穴を開ける                          「動詞」 

con sus raíces. ｺﾝ･ｽｽ･ﾗｲｾｽ adv. 根によって                              「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星が                                「主語」 
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es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

demaciado pequño ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 小さすぎる                  「補語」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブが                         「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

demaciado numerosos, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾇﾒﾛｿｽ adj. 多すぎる                 「補語」 

lo ﾛ pron その惑星を                                                   「目的語」 

hacen estallar. ｱｾﾝ･ｴｽﾀｼﾞｬｰﾙ 3 複現･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 爆発（破裂）させてしまう                                        「動詞句」 

 

「それは規律の問題なんだ」と後になって王子様は僕に言った。［C-5］ 

 《Es cuestión de disciplina --- me decía más tarde el principito ---.  

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

cuestión ｸｪｽﾁｵﾝ n.f 問題                                                 「補語」 

de disciplina --- ﾃﾞ・ﾃﾞｨｯｼﾌﾟﾘﾅ adj. 規律の                       「形容詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

más tarde ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                                      「副詞句」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

 

「朝に自分の身づくろいを終えたら、星の手入れを入念にしなくてはいけないんだ。」 

［C-5］ 

Cuando uno termina de arreglarse por la mañana, debe hacer cuidadosamente la 

limpieza del planeta.                    《「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

uno ｳﾉ pron 人が                                                「主語」 

termina de arreglarse ﾃﾙﾐﾅ･ﾃﾞ･ｱﾚｸﾞﾗﾙｾ 3 単現･完了(terminar de+不定詞) 

   v.pr 身づくろいを終わらせる                                 「動詞句」 

 terminar de+不定詞 「〜し終える」 

por la mañana, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ adv. 朝に                            「副詞句」 

debe hacer ﾃﾞﾍﾞ･ｱｾｰﾙ 3 単現･必要(deber+不定詞)v.t 〜しなければならない  「動詞句」 

cuidadosamente ｸｲﾀﾞﾄﾞｻﾒﾝﾃ adv. 入念に、注意深く                       「副詞句」 

la limpieza ﾗ･ﾘﾝﾋﾟｴｻ n.f 掃除を、手入れを                               「目的語」 

del planeta. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adj. 星の                               「形容詞句」 
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「とても小さい時はバラによく似ているそれらの枝をバラの間から見分けたらすぐに、し

っかりとバオバブを引き抜くことに専念しなければならないんだ。」［C-5］ 

Hay que dedicarse regularmente a arrancar los baobabs en cuanto se los distingue entre 

los rosales, a los que se parecen mucho cuando son muy jóvenes.  

《「動詞句」「副詞句」「間接目的語」「副詞節」》 

Hay que +不定詞 ｱｲ･ｹ 3 単現(hay que+不定詞)v. 〜しなければならない     「動詞句」 

dedicarse ﾃﾞﾃﾞｨｶﾙｾ 不定詞 v.pr (a+不定詞 〜することに) 専念する  「動詞句」 

regularmente ﾚｸﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則正しく                                 「副詞句」 

a arrancar ｱ･ｱﾗﾝｶｰﾙ 不定詞 v.t 〜を引き抜くことに                   「間接目的語」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブを                   「目的語」 

en cuanto ｴﾝ･ｸゎﾝﾄ conj. 〜するとすぐに                                「副詞節」 

se ｾ pron 人が                                                   「主語」 

los ﾛｽ pron それらを                                            「目的語」 

distingue ﾃﾞｨｽﾃｨﾝｹﾞ 3 単現(distinguir)v.t 見分ける                  「動詞」 

entre los rosales, ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ﾛｻﾚｽ adv. バラの中から                 「副詞句」 

a los ｱ･ﾛｽ pron バラに                                     「間接目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

se parecen ｾ･ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecerse)v.pr 似ている      「動詞句」 

mucho ﾑﾁｮ adv. とても                                 「副詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                         「副詞節」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                    「動詞」 

muy jóvenes. ﾑｲ･ﾎﾍﾞﾈｽ adj.pl. とても若い          「補語」 

 

「とても退屈な仕事だけど、実に簡単だよ」［C-5］ 

Es un trabajo muy aburrido, pero muy fácil.》        《「動詞」「補語」,pero「補語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un trabajo ｳﾝ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 仕事                                             「補語」 

muy aburrido, ﾑｲ･ｱﾌﾞﾘﾄﾞ adj. とても退屈な                      「形容詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

muy fácil.》ﾑｲ･ﾌｧｼﾙ adj. とても簡単な                                     「補語」 

 

「いつか彼らが旅行するとき」と僕に言った。「彼らの役に立つかもしれないよ」［C-5］ 

《Si algún día viajan --- me decía --- podrá serles útil.  

《「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞句」「補語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 
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algún día ｱﾙｸﾞﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. いつか                               「副詞句」 

viajan --- ﾋﾞｱﾊﾝ 3 複現(viajar)v.i 旅行する                          「動詞」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

decía --- ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                      「動詞」 

podrá +不定詞 ﾎﾟﾄﾞﾗ 3 単未･可能性(poder+不定詞)v. 〜するかもしれない   「動詞句」 

serles ｾｰﾙ･ﾚｽ 不定詞 v.i 彼らにとって〜になる                   「動詞句」 

útil. ｳﾃｨﾙ adj. 役に立つ                                                  「補語」 

 

「時には、仕事を後回しにしても不都合が生じないことがある」［C-5］ 

A veces no hay inconveniente en dejar el trabajo para más tarde.  

《「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

A veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時々、時には                                       「副詞句」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t 〜がない                              「動詞句」 

inconveniente ｲﾝｺﾝﾍﾞﾆｴﾝﾃ n.m 不都合が                                 「目的語」 

en +不定詞 ｴﾝ adv. 〜することにおいて、〜しても                        「副詞句」 

dejar ﾃﾞﾊｰﾙ 不定詞 v.t（の状態に）しておく                         「動詞」 

el trabajo ｴﾙ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 仕事を                                  「目的語」 

para más tarde. ﾊﾟﾗ･ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. もっと遅くに、後回しに         「副詞句」 

 

しかしバオバブの話ならば、後回しにすることは大惨事につながる。［C-5］ 

Pero, si se trata de los baobabs, es siempre una catástrofe.  

Pero「副詞節」,「動詞」「副詞」「補語」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

se trata ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現(tratarse)v.pr (de 〜についての) 話である     「動詞句」 

de los baobabs, ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ adv. バオバブについての       「間接目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつだって                                          「副詞」 

una catástrofe. ｳﾅ･ｶﾀｽﾄﾛﾌｪ n.f 大惨事                                     「補語」 

 

道徳家の口調で言う事は、僕はあまり好きではない。［C-5］ 

No me gusta mucho adoptar tono de moralista.                    「動詞句」「主語」 

No me gusta mucho ﾉ･ﾒ･ｸﾞｽﾀ･ﾑﾁｮ 3 単現･否定(gustar)v.i あまり好きでない 「動詞句」 

 me は「間接目的語」僕にとって 

adoptar ｱﾄﾞﾌﾟﾀｰﾙ 不定詞 v.t 〜を採用することは                           「主語」 

tono de moralista. ﾄﾉ･ﾃﾞ･ﾓﾗﾘｽﾀ n.m 道徳家の口調を                「目的語」 
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しかしバオバブの危険性はあまり知られていない、そして小惑星で道に迷った人によって

もたらされる危険はあまりにも重大なので、一度だけ私の慎み深さを忘れることにする。 

［C-5］ 

Pero el peligro de los baobabs es tan poco conocido, y los riesgos corridos por quien se 

extravía en un asteroide son tan importantes, que, por una vez, salgo de mi reserva. 

Pero「主語」「動詞句」Y「主語」「動詞」「補語」que「副詞句」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el peligro de los baobabs ｴﾙ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ n.m バオバブの危険性    「主語」 

es tan poco conocido, ｴｽ･ﾀﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾉｼﾄﾞ 3 単現･受動･否定(conocer) 

v.t（否定文で）あまり知られていない                                 「動詞句」 

 tan poco ﾀﾝ･ﾎﾟｺ adv.（否定文で）あまり〜ない 

y ｲ conj. そして 

los riesgos ﾛｽ･ﾘｴｽｺﾞｽ pl.n.m 危険は                                       「主語」 

corridos ｺﾘﾄﾞｽ 過去分詞･受動.pl(correr)v.t さらされた、もたらされた「形容詞句」 

por quien ﾎﾟﾙ･ｷｴﾝ adv. 〜する人によって                  「副詞句」 

se extravía ｾ･ｴｸｽﾄﾗﾋﾞｱ 3 単現(extraviarse) 

v.pr 道に迷っている                            「動詞句」 

en un asteroide ｴ･ﾇﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ adv. 小惑星で        「副詞句」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

tan importantes, ﾀﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｽ adj. あまりにも重大な                       「補語」 

que, ｹ conj.(tan...que) それで〜する 

  tan ... que+直説法（肯定文）「あまりに．．．なので〜する」 

  tan ... que+接続法（否定文）「〜できないほど．．．ではない」 

  No es tan caro que no pueda comprarlo. それは私が買えないほど高価ではない。 

por una vez, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度だけ                                   「副詞句」 

salgo ｻﾙｺﾞ 1 単現(salir)v.i (de から) 離れる                                「動詞」 

de mi reserva. ﾃﾞ･ﾐ･ﾚｾﾙﾊﾞ adv. 私の慎重さから、慎み深さから             「副詞句」 

 

そしてこう言いたい：「子供たちよ！バオバブには用心するんだよ」［C-5］ 

Y digo: 《¡Niños! ¡Cuidado con los baobabs!》 

Y「動詞」：《「呼びかけ」┃「動詞」「間接目的語」》 

Y ｲ conj. そして 

digo: ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t こう言いたい                                  「動詞」 

¡Niños! ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供たちよ！                                     「呼びかけ」 

¡Cuidado ｸｲﾀﾞﾄﾞ 過去分詞･命令(cuidar)v.i (con に) 用心しなさい             「動詞」 
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con los baobabs!》ｺﾝ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                     「間接目的語」 

 

僕と同様、それと知らずにいる僕の友達をずっと前から付け狙っている危険があることを、

彼らに知らせるために、僕はそんなにもこの絵に集中して仕上げたんだ。［C-5］ 

Para prevenir a mis amigos de un peligro que desde hace tiempo los acecha, como a mí 

mismo, sin conocerlo, he trabajado tanto en este dibujo. 

「副詞句」,「動詞句」「副詞」「間接目的語」 

Para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

prevenir ﾌﾟﾚﾍﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.t (de 危険を) 知らせる                   「動詞」 

a mis amigos ｱ･ﾐｽ･ｱﾐｺﾞｽ adv. 友達に                         「間接目的語」 

de un peligro ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険を                       「直接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                             「形容詞節」 

desde hace tiempo ﾃﾞｽﾃﾞ･ｱｾ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 以前から、昔から「副詞句」 

los ﾛｽ pl.pron 彼らを                                  「目的語」 

acecha, ｱｾﾁｬ 3 単現(acechar) 

v.t 見張っている、つけねらっている                   「動詞」 

como a mí mismo, ｺﾓ･ｱ･ﾐ･ﾐｽﾓ adv. 僕と同様に          「副詞句」 

sin conocerlo, ｼﾝ･ｺﾉｾﾙ･ﾛ adv. それを知らずに           「副詞句」 

he trabajado ｴ･ﾄﾗﾊﾞﾊﾄﾞ 1 単現･完了形(trabajar)v.i 作業した               「動詞句」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. そんなにも                                                「副詞」 

en este dibujo. ｴﾝ･ｴｽﾃ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adv. この絵に                          「間接目的語」 

 

僕が与える教訓は考慮する価値がある。たぶん君たちは疑問に思うだろう。「どうしてこの

本には、バオバブの絵のように立派な絵が他にないのだろう」と。［C-5］ 

La lección que doy es digna de tenerse en cuenta. Quizá os preguntaréis: 《¿Por qué no 

hay, en este libro, otros dibujos tan grandiosos como el dibujo de los baobabs?》 

「主語」「動詞」「補語」┃「副詞」「動詞句」： 

《「副詞句」「動詞句」「副詞句」「目的語」「形容詞句」》 

La lección ﾗ･ﾚｸｼｵﾝ n.f 教訓は                                             「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

doy ﾄﾞｲ 1 単現(dar)v.t 与える                                    「動詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

digna ﾃﾞｨｸﾞﾅ adj.f (de+不定詞) 〜する値がある                             「補語」 

de tenerse en cuenta. ﾃﾞ･ﾃﾈﾙｾ･ｴﾝ･ｸｪﾝﾀ 不定詞 v.pr 考慮する          「動詞句」 

Quizá ｷｻ adv. 多分                                                      「副詞」 

os preguntaréis: ｵｽ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾚｲｽｵｽ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾚｲｽ 2 複未(preguntarse) 
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   v.i 疑問に思うだろう                                                「動詞句」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                          「副詞句」 

no hay, ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t ない                                 「動詞句」 

en este libro, ｴﾝ･ｴｽﾃ･ﾘﾌﾞﾛ adv. この本には                               「副詞句」 

otros dibujos ｵﾄﾛｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ pl.n.m 別の絵が                              「目的語」 

tan grandiosos ﾀﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｵｿｽ adj. これほど堂々とした、立派な         「形容詞句」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                     「副詞句」 

el dibujo de los baobabs?》ｴﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ 

   n.m バオバブの絵                                  「目的語」 

 

答えはとても簡単。他の絵も描いてみたけど、上手くいかなかったんだ。バオバブの絵を描

いた時は、急を要するという意識が僕を駆り立てていたんだ。［C-5］ 

La respuesta es bien simple: He intentado hacerlos, pero sin éxito. Cuando dibujé los 

baobabs me impulsó el sentido de la urgencia. 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

「副詞節」, 「目的語」「動詞」「主語」 

La respuesta ﾗ･ﾚｽﾌﾟｴｽﾀ n.f 答えは                                        「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

bien simple: ﾋﾞｴﾝ･ｼﾝﾌﾟﾚ adj. とても簡単な                                 「補語」 

He intentado hacerlos, ｴ･ｲﾝﾃﾝﾀﾄﾞ･ｱｾﾙ･ﾛｽ 1 単現･完了形･試行(intentar+不定詞) 

   v.t 他の絵も描いてみた                                              「動詞句」 

pero sin éxito. ﾍﾟﾛ･ｼﾝ･ｴｸｼﾄ adv. しかし成功せずに、上手くいかなかった    「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t を描いた                           「動詞」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブを                       「目的語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

impulsó ｲﾝﾌﾟﾙｿ 3 単点(impulsar)v.t 駆り立てていた                        「動詞」 

el sentido ｴﾙ･ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 意識が                                           「主語」 

de la urgencia. ﾃﾞ･ﾗ･ｳﾙﾍﾝｼｱ adj. 緊急の                          「形容詞句」 

 

外から電話がかかってくることを、社長が嫌っていることは知っていたので、僕はすぐにレ

ーモンの電話を切ろうとした。［D-1-5］ 

Quise cortar enseguida porque sé que al patrón no le gusta que nos telefoneen de afuera.  

「動詞句」「副詞」「副詞節」 

Quise cortar ｷｾ･ｺﾙﾀｰﾙ 1 単点･意思(querer+不定詞)v.t 切ろうとした         「動詞句」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 
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porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

sé ｾ 1 単現(saber)v.t 知っている                                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

al patrón ｱﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ adv. 社長にとって                 「間接目的語」 

no ...gusta ﾉ...ｸﾞｽﾀ 3 単現･否定(gustar)v.i 気に入らない     「動詞句」 

le ﾚ pron 彼にとって                                「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                「主語」 

nos ﾉｽ pron 僕たちに                          「間接目的語」 

telefoneen ﾃﾚﾌｫﾈｴﾝ 接・3 複現(telefonear) 

v.i 電話をかける                                  「動詞」 

de afuera. ﾃﾞ･ｱﾌｴﾗ adv. 外から                     「副詞句」 

 

「家の近くでそいつを見かけたら、俺に知らせてくれ」僕は、了解したと言った。［D-1-5］ 

"Sí lo ves cerca de casa avísame." Dije que quedaba convenido. 

《「副詞節」,「動詞句」》,「動詞」「目的語」 

"Sí ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

lo ﾛ pron そいつを                                             「目的語」 

ves ﾍﾞｽ 2 単現(ver)v.t 見かける                                   「動詞」 

cerca de casa ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｶｰｻ adv. 家の近くで                        「副詞句」 

avísame." ｱﾋﾞｻ･ﾒ 命・2 単現(avisar+me)v.t 俺に知らせてくれ             「動詞句」 

  avisar ｱﾋﾞｻｰﾙ v.t 知らせる、通知する 

Dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. なにということを                                           「目的語」 

quedaba ｹﾀﾞﾊﾞ 1 単線(quedar)v.i（+補語  〜の状態に）なる         「動詞」 

convenido. ｺﾝﾍﾞﾆﾄﾞ 過去分詞(convenir)adj. 了解した、合意した      「補語」 

 

「君は若い。だからその暮らしは、君が気に入るに違いないと思っている」［D-1-5］ 

"Usted es joven y me parece que es una vida que debe de gustarle." 

《「主語」「動詞」「補語」y「間接目的語」「動詞」「主語」》 

"Usted ｳｽﾃ pron 君は                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

joven ﾎﾍﾞﾝ adj. 若い                                                     「補語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜に思われる                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 
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es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

una vida ｳﾅ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 生活                                          「補語」 

que ｹ pron（同格）〜という                               「形容詞節」 

debe de gustarle." ﾃﾞﾍﾞ･ﾃﾞ･ｸﾞｽﾀｰﾙ･ﾚ 3 単現･推定(deber de+不定詞) 

   v.i 君が気に入るに違いない                      「動詞句」 

 

僕は、生活は変わるものではないし、いずれにしてもどんな生活でも同じようなもので、僕

のここでの生活はまったく気に入らないわけではない、と返事をした。［D-1-5］ 

Respondí que nunca se cambia de vida, que en todo caso todas valían igual y que la mía 

aquí no me disgustaba en absoluto.         「動詞」「目的語」,「目的語」y「目的語」 

Respondí ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 返事をした                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

nunca se cambia ﾇﾝｶ･ｾ･ｶﾝﾋﾞｵ 3 単現･否定(cambiarse) 

v.pr 変わるものではない                                      「動詞句」 

de vida, ﾃﾞ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 生活が                                 「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

en todo caso ｴﾝ･ﾄﾄﾞ･ｶｿ adv. いずれにしても                      「副詞句」 

todas ﾄﾀﾞｽ pron どんな生活も                                     「主語」 

valían ﾊﾞﾘｱﾝ 3 複線･時制の一致(valer)v.i 価値がある                 「動詞」 

igual ｲｸﾞﾜﾙ adj. 同様の                                           「補語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la mía aquí ﾗ･ﾐｱ･ｱｷ pron.f 僕のここでの生活は                     「主語」 

no ...disgustaba ﾉ...ﾃﾞｨｽｸﾞｽﾀﾊﾞ 3 単線･否定(disgustar) 

v.t 気に入らないわけではない                                 「動詞句」 

me ﾒ pron 僕にとって                                      「間接目的語」 

en absoluto.  ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ adv.（否定文で）まったく〜でない       「副詞句」 

 

「それじゃあ、どうして私と結婚するの？」と、マリーは言った。［D-1-5］ 

"¿Por qué, entonces, casarte conmigo?", dijo.  《「副詞句」,「動詞句」「副詞」》,「動詞」 

"¿Por qué, ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                         「副詞句」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それでは                                           「副詞」 

casarte ｶｻﾙ･ﾃ 2 単現(casarse)v.pr(con と) 結婚する                       「動詞句」 

conmigo?", ｺﾝﾐｺﾞ adv. 私と                                               「副詞」 

dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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彼女に言った：「汚い所さ。ハトがいて、暗い中庭があって、みんな青白い肌をしてる」 

［D-1-5］ 

Le dije: "Es sucio. Hay palomas y patios oscuros. La gente tiene la piel blanca." 

「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Le ﾚ pron 彼女に                                                  「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

sucio. ｽｼｵ adj. 汚い                                                      「補語」 

Hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がいる                                         「動詞」 

palomas ﾊﾟﾛﾏｽ pl.n.f ハトが                                            「目的語」 

y ｲ conj. そして 

patios oscuros. ﾊﾟﾁｵｽ･ｵｽｸﾛｽ pl.n.m 暗い中庭が                           「目的語」 

La gente ﾗ･ﾍﾝﾃ n.f 人々は                                                「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t（特徴を）している                              「動詞」 

la piel blanca." ﾗ･ﾋﾟｴﾙ･ﾌﾞﾗﾝｶ n.f 青白い肌                               「目的語」 

   piel ﾋﾟｴﾙ n.f 皮膚、肌 blanca ﾌﾞﾗﾝｶ adj.f(blanco) 白い、青白い 

 

彼女は僕を見つめて言った：「何の用事か、知りたくないの？」［D-1-5］ 

Me miró: "¿No quieres saber qué tengo que hacer?"  

「目的語」「動詞」：《「動詞句」「目的語」》 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró: ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見つめた                                        「動詞」 

"¿No quieres saber ﾉ･ｷｴﾚｽ･ｻﾍﾞｰﾙ 2 単現･願望･否定･疑問文(querer+不定詞) 

   v.t 知りたくないの？                                                「動詞句」 

qué ｹ pron 〜をするかということを                                     「目的語」 

tengo que hacer?" ﾃﾝｺﾞ･ｹ･ｱｾｰﾙ 1 単現･必要(tener que+不定詞) 

   v.t しなければならない                                       「動詞句」 

 

しかし、犬の寿命は人間より短いので、結局は、二人そろって老人になってしまったのだ。 

［D-1-5］ 

Pero como un perro vive menos que un hombre habían concluido por ser viejos al mismo 

tiempo.                                              「副詞節」,「動詞句」「補語」 

Pero 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

un perro ｳﾝ･ﾍﾟﾛ n.m 犬は                                         「主語」 
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vive ﾋﾞﾍﾞ 3 単現(vivir)v.i 生きる                                    「動詞」 

menos ﾒﾉｽ adv.（時間）より短く、少なく                            「副詞」 

que un hombre ｹ･ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ adv.（比較）人間よりも            「副詞句」 

habían concluido por ser ｱﾋﾞｱﾝ･ｺﾝｸﾙｲﾄﾞ･ﾎﾟﾙ･ｾｰﾙ 3 複線･完了形･結局 

   (concluir por+不定詞)v.i 結局〜になった                               「動詞句」 

viejos ﾋﾞｴﾎｽ pl.n 老人に                                                  「補語」 

al mismo tiempo. ｱﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 同時に                        「副詞句」 

 

しかし彼の話によると、あの犬の本当の病気は老いだった。そして老いは直せないのだ。 

［D-1-5］ 

Pero según él su verdadera enfermedad era la vejez, y la vejez no se cura. 

Pero「主語」「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

según él ｾｸﾞﾝ･ｴﾙ adv. 彼の話によると                                   「副詞句」 

su verdadera enfermedad ｽ･ｳﾞｪﾙﾀﾞﾃﾞﾗ･ｴﾝﾌｪﾙﾒﾀﾞ n.f あの犬の本当の病気は   「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

la vejez, ﾗ･ﾍﾞﾍｽ n.f 老い                                                 「補語」 

y ｲ conj. そして 

la vejez ﾗ･ﾍﾞﾍｽ n.f 老いは                                                「主語」 

no se cura. ﾉ･ｾ･ｸﾗ 3 単現･再帰(curarse)v.pr 治らない                     「動詞句」 

 

未だになぜか分からないが、この点で僕が悪く思われていたとはその時まで知らなかった

し、母さんを世話するだけの十分な金がなかったのだから養老院は自然なことだと思う、と

僕は答えた。［D-1-5］ 

Respondí, aún no sé por qué, que hasta ese instante ignoraba que se me juzgase mal a 

este respecto, pero que el asilo me había parecido una cosa natural desde que no tenía 

bastante dinero para cuidar a mamá.                    「動詞」「副詞節」「目的語」 

Respondí, ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 〜と答えた                        「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv.（否定文で）（譲歩）いまだに〜ないが                       「副詞節」 

no sé ﾉ･ｾ 1 単現(saber)v.t 分からない                            「動詞句」 

por qué, ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜか                                      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

hasta ese instante ｱｽﾀ･ｴｾ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. その時まで                 「副詞句」 

ignoraba ｲｸﾞﾉﾗﾊﾞ 1 単線(ignorar)v.t 知らないでいた                 「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

se ...juzgase ｾ...ﾌｽﾞｶﾞｾ 接・3 単過(juzgarse) 
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v.pr 人々が判断していた                               「動詞句」 

me ﾒ pron 僕のことを                                「間接目的語」 

mal ﾏﾙ adj. 悪い、親不孝な                                 「補語」 

a este respecto, ｱ･ｴｽﾃ･ﾚｽﾍﾟｸﾄ adv.（根拠）この点で    「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

el asilo ｴﾙ･ｱｼﾛ n.m 養老院は                               「主語」 

me ﾒ pron 僕には                                   「間接目的語」 

había parecido ｱﾋﾞｱ･ﾊﾟﾚｼﾄﾞ 3 単線･完了形(parecer) 

v.i 〜に思われた                                      「動詞句」 

una cosa ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 事                                     「補語」 

natural ﾅﾄｩﾗﾙ adj. 自然な                          「形容詞」 

desde que ﾃﾞｽﾃﾞ･ｹ conj.（理由）〜なのだから、〜である以上「副詞節」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 1 単線･否定(tener)v.t 〜がない       「動詞句」 

bastante dinero ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾃﾞｨﾈﾛ n.m 十分な金が       「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜するのに           「副詞句」 

cuidar ｸｲﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t 世話をする           「動詞」 

a mamá. ｱ･ﾏﾏ n.f 母さんを                 「目的語」 

 

「そうですね」と、彼は僕に言った。「それに、養老院なら、少なくとも仲間ができます」 

［D-1-5］ 

"Sí", me dijo, "y en el asilo por lo menos se hacen compañeros".  

《「応答」》,「間接目的語」「動詞」,《y「副詞句」「動詞句」「補語」》 

"Sí", ｼ adv.（相槌）そうだろうね                                          「応答」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo, ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"y ｲ conj, それに 

en el asilo ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｼﾛ adv. 養老院では                                    「副詞句」 

por lo menos ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. 少なくとも                                 「副詞句」 

se hacen ｾ･ｱｾﾝ 3 複現(hacerse)v.pr（互いに）〜になれる                  「動詞句」 

compañeros". ｺﾝﾊﾟﾈﾛｽ pl.n.m 仲間                                        「補語」 
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彼は少し微笑み、出ていく前に僕に言った：「今晩は、犬たちが吠えなければいいんですが。

いつも、うちの犬じゃないかって思ってしまうんです」［D-1-5］ 

Sonrió levemente y antes de partir me dijo: "Espero que los perros no ladrarán esta noche. 

Siempre me parece que es el mío." 

「動詞」「副詞」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」： 

《「動詞」「目的語」┃「副詞」「間接目的語」「動詞」「主語」》 

Sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreí)v.i 微笑んだ                                     「動詞」 

levemente ﾚﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 軽く、少し                                        「副詞」 

y ｲ conj. そして 

antes de partir ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ adv. 出ていく前に                       「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Espero ｴｽﾍﾟﾛ 1 単現(esperar)v.t（que 〜を）希望する                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

los perros ﾛｽ･ﾍﾟﾛｽ pl.n.m 犬たちが                                 「主語」 

no ladrarán ﾉ･ﾗﾄﾞﾗﾗﾝ 3 複未･否定(ladrar)v.i（犬が）吠えない       「動詞句」 

esta noche. ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩は                                  「副詞句」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜に思われる                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                              「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

el mío." ｴﾙ･ﾐｵ n.m 私の犬                                         「補語」 
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直説法・点過去 

 

この知らせを聞くと、動物たちは皆、皮膚や羽根を綺麗に整えて、お祭りに出席する準備を

始めた。［A-2-3］ 

Al enterarse de la noticia, todos los animales comenzaron a prepararse para asistir a la 

fiesta, limpiándose las pieles y las plumas. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞句」 

Al enterarse ｱﾙ･ｴﾝﾃﾗﾙｾ adv. 〜を知ると、〜を聞くと                     「副詞句」 

de la noticia ﾃﾞ･ﾗ･ﾉﾃｨｼｱ adv. この知らせを                       「目的語」 

todos los animales ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｱﾆﾏﾚｽ pl.n.m 動物たちは皆                      「主語」 

comenzaron a prepararse ｺﾒﾝｻﾛﾝ･ｱ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾙｾ 3 複点(comenzar a+不定詞 prepararse) 

   v.pr 準備を始めた                                                   「動詞句」 

para asistir ﾊﾟﾗ･ｱｼﾂﾃｨｰﾙ adv. 出席するために                            「副詞句」 

a la fiesta ｱ･ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ adv. お祭りに                          「間接目的語」 

limpiándose ﾘﾝﾋﾟｱﾝﾄﾞｾ 現在分詞 adv. 綺麗に整えて                       「副詞句」 

las pieles y las plumas ﾗｽ･ﾋﾟｴﾚｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾌﾟﾙﾏｽ 

   pl.n.f 皮膚や羽根を                                           「目的語」 

 

アルマジロは、あまり綺麗な皮膚ではなかったので、このように思った。［A-2-3］ 

El armadillo, que no tenía una piel muy bonita, pensó así : 

「主語」,「副詞節」,「動詞」「副詞」 

El armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m アルマジロは                              「主語」 

que ｹ conj.（原因を説明する独立節）〜なので                            「副詞節」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 3 単線･否定(tener)v.t なかった                    「動詞句」 

una piel muy bonita ｳﾅ･ﾋﾟｴﾙ･ﾑｲ･ﾎﾞﾆﾀ n.f 綺麗な皮膚             「目的語」 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.t と考えた                                     「動詞」 

así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

 

アルマジロは編み物上手だったので、とても繊細なケープを作り始めた。［A-2-3］ 

Como el armadillo era buen tejedor, empezó a hacer un tejido muy fino. 

「副詞節」,「動詞句」「目的語」 

Como ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                         「副詞節」 

el armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m アルマジロは                      「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                    「動詞」 

buen tejedor ﾌﾞｴﾝ･ﾃﾍﾄﾞｰﾙ n.m 編み物上手                         「補語」 

empezó a hacer ｴﾝﾍﾟｿ･ｱ･ｱｾｰﾙ 3 単点･開始(empzar a+不定詞 hacer) 
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   v.t 作り始めた                                                      「動詞句」 

un tejido ｳﾝ･ﾃﾋﾄﾞ n.m 織物（ケープ）を                                 「目的語」 

muy fino ﾑｲ･ﾌｨﾉ adj. とても繊細な                             「形容詞句」 

 

満月までにまだ何日もあったが、彼は毎日仕事に打ち込んだのである。［A-2-3］ 

Todavía faltaban muchos días para la luna, pero cada día se concentró en el trabajo. 

「副詞」「動詞」「主語」「副詞句」, pero「副詞句」「動詞句」「間接目的語」 

Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ（否定の意味を含む）                             「副詞」 

faltaban ﾌｧﾙﾀﾊﾞﾝ 3 複線(faltar)v.i 残っていた                              「動詞」 

muchos días ﾑﾁｮｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 何日も                                    「主語」 

para la luna ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾙﾅ adv. 満月までに                                   「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

cada día ｶﾀﾞ･ﾃﾞｨｱ adv. 毎日                                            「副詞句」 

se concentró ｾ･ｺﾝｾﾝﾄﾛ 3 単点(concentrarse)v.pr 集中した                  「動詞句」 

en el trabajo ｴ･ﾈﾙ･ﾄﾗﾊﾞﾎ adv. 仕事に                                「間接目的語」 

 

ある日、狐が巣穴の近くを通りかかり、アルマジロに尋ねた。［A-2-3］ 

Un día, pasó el zorro cerca de su madriguera y le preguntó al armadillo : 

「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」 

y「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ n.m ある日                                             「副詞句」 

pasó ﾊﾟｿ 3 単点(pasar)v.i 通りかかった                                    「動詞」 

el zorro ｴﾙ･ｿｯﾛ n.m 狐が                                                 「主語」 

cerca de su madriguera ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｽ･ﾏﾄﾞﾘｹﾞﾗ adv. 彼の巣穴の近くを          「副詞句」 

le ... al armadillo ﾚ...ｱﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ adv. マルマジロに                  「間接目的語」 

   間接目的語は動詞の前と後ろに代名詞と前置詞+名詞で二重に示されることが多い。 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

 

アルマジロは、驚いて叫んだ。［A-2-3］ 

El armadillo exclamó asustado :                             「主語」「動詞」「副詞」 

El armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m アルマジロは                              「主語」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.t 叫んだ                                「動詞」 

asustado ｱｽｽﾀﾄﾞ 過去分詞 adv. 驚いて                                     「副詞」 
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「今晩だって？」［A-2-3］ 

--- ¿Dijiste esta noche?                                        《「動詞」「目的語」》 

Dijiste ﾃﾞｨﾋｽﾃ 2 単点(decir)v.t 〜と言った                                  「動詞」 

esta noche ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ n.m 今晩                                           「目的語」 

→ 「今晩」と言ったのか？ → 今晩だって？ 

 

「ああ、時間が経つのはなんて速いんだ！いつも僕は、日数を間違えてしまう。」［A-2-3］ 

--- ¡Ay, cómo pudo pasar el tiempo tan rápido! Siempre calculo mal los días. 

《「感嘆」┃「副詞」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Ay ｱｲ int. ああ！                                                        「感嘆」 

cómo ｺﾓ 何と〜なのだ adv.                                               「感嘆」 

pudo pasar ﾌﾟﾄﾞ･ﾊﾟｻｰﾙ 3 単点･可能(poder+不定詞 pasar) 

   v.i（時間が）経ってしまう                                     「動詞句」 

el tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                    「主語」 

tan rápido ﾀﾝ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. こんなに                                「副詞句」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

calculo ｶﾙｸﾛ 1 単現(calcular)v.t 計算する                                   「動詞」 

mal ﾏﾙ adv. 間違えて、悪く                                              「副詞」 

los días ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 日数を                                         「目的語」 

 

悲しそうなマルマジロの顔を見て、キツネはずる賢そうに笑みを浮かべて去って行った。 

［A-2-3］ 

Al ver la cara triste del armadillo, el zorro se marchó riendo maliciosamente. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Al ver ｱﾙ･ﾍﾞｰﾙ adv. 〜を見て                                           「副詞句」 

la cara triste ﾗ･ｶﾗ･ﾄｩﾘｽﾃ n.f 悲しそうな顔を                    「目的語」 

del armadillo ﾃﾞﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ adj. マルマジロの        「形容詞句」 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                              「主語」 

se marchó ｾ･ﾏﾙﾁｮ 3 単点(se marchar)v.pr 去って行った                   「動詞句」 

riendo ﾘｴﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 笑みを浮かべながら                          「副詞句」 

maliciosamente ﾏﾘｼｵｻﾒﾝﾃ adv. ずる賢そうに                       「副詞」 

 

アルマジロは、とてもがっかりしていたが、仕事を再開した。［A-2-3］ 

Aunque estaba muy desanimado, el armadillo reanudó el trabajo. 

「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Aunque ｱｳﾝｹ conj. 〜ではあるが                                        「副詞節」 
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estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜であった                          「動詞」 

muy desanimado ﾑｲ･ﾃﾞｻﾆﾏﾄﾞ adj. とてもがっかりした              「補語」 

el armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m マルマジロは                               「主語」 

reanudó ﾚｱﾇﾄﾞ 3 単点(reanudar)v.t 再開した                               「動詞」 

el trabajo ｴﾙ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 仕事を                                         「目的語」 

 

今度はもっと太い糸を使用して、すばやく編んだ。［A-2-3］ 

Esta vez, usando hilos más gruesos, tejió con rapidez.   「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

Esta vez ｴｽﾀ･ﾍﾞｽ adv. 今度は                                           「副詞句」 

usando ｳｻﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 〜を使用して                               「副詞句」 

hilos más gruesos ｲﾛｽ･ﾏｽ･ｸﾞﾙｴｿｽ pl.n.m もっと太い糸を         「目的語」 

tejió ﾃﾋｵ 3 単点(tejer)v.t 編んだ                                          「動詞」 

con rapidez ｺﾝ･ﾗﾋﾟﾃﾞｽ adv. すばやく                                    「副詞句」 

 

仕事が進むにつれて、以前の繊細さは失われていったが、マルマジロは熱心に編み続けた。 

［A-2-3］ 

A medida que avanzaba, se iba perdiendo la finura de antes, pero el armadillo siguió 

tejiendo afanosamente.   「副詞句」,「動詞句」「副詞句」pero「主語」「動詞」「副詞」 

A medida que+直説法 ｱ･ﾒﾃﾞｨﾀﾞ･ｹ adv. 〜するのに応じて、〜につれて      「副詞句」 

avanzaba ｱﾊﾞﾝｻﾊﾞ 3 単線(avanzar)v.i（仕事が）進む               「動詞」 

se iba ｾ･ｲﾊﾞ 3 単線(irse)v.pr 〜になっていった                           「動詞句」 

perdiendo ﾍﾟﾙﾃﾞｨｴﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 失われて                            「副詞句」 

la finura de antes ﾗ･ﾌｨﾇﾗ･ﾃﾞ･ｱﾝﾃｽ n.f 以前の繊細さ             「目的語」 

el armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m マルマジロは                               「主語」 

siguió tejiendo ｼｷﾞｵﾃﾋｴﾝﾄﾞ 3 単点･進行形(seguir)v.t 編み続けた              「動詞」 

afanosamente ｱﾌｧﾉｻﾒﾝﾃ adv. 熱心に                                       「副詞」 

 

ちょうど夕方に、ケープが完成した。アルマジロは、初めて試着するために巣穴から出た。 

［A-2-3］ 

Justo al caer la tarde, terminó la capa. El armadillo salió de su madriguera para 

estrenarla.                「副詞句」,「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Justo al+不定詞 ﾌｽﾄ･ｱﾙ adv. ちょうど〜する時                           「副詞句」 

caer ｶｴﾙ 不定詞 v.i 傾く                                        「動詞」 

la tarde ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ n.f 夕方が                                      「主語」 

terminó ﾃﾙﾐﾉ 3 単点(terminar)v.t 完成した                                「動詞」 

la capa ﾗ･ｶﾊﾟ n.f ケープを                                             「目的語」 
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El armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m マルマジロは                              「主語」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 出た                                             「動詞」 

de su madriguera ﾃﾞ･ｽﾏﾄﾞﾘｹﾞﾗ adv. 巣穴から                             「副詞句」 

para+不定詞  ﾊﾟﾗ prep 〜するために                                    「副詞句」 

estrenarla ｴｽﾄﾚﾅﾙﾗ v.t 初めてそれを着てみる                     「動詞句」 

 

その時、空から微笑みかけている上弦の月が見えた。［A-2-3］ 

Entonces vio la luna creciente que le sonreía desde el cielo. 

「副詞」「動詞」「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                               「動詞」 

la luna creciente ﾗ･ﾙﾅ･ｸﾚｼｴﾝﾃ n.f 上弦の月を                            「目的語」 

que ｹ pron 〜している                                       「形容詞節」 

le ﾚ pron 彼に                                    「間接目的語」 

sonreía ｿﾝﾚｲｱ 3 単線(sonreír)v.i 微笑みかけている          「動詞」 

desde el cielo ﾃﾞｽﾃﾞ･ｴﾙ･ｼｴﾛ adv. 空から                 「副詞句」 

 

「ああ、キツネにだまされた！まだ、満月になっていない。」［A-2-3］ 

《¡Ay, me engañó el zorro! Todavía la luna no está llena.》 

《「感嘆」「目的語」「動詞」「主語」┃「副詞」「主語」「動詞句」「補語」》 

Ay ｱｲ int. ああ！                                                        「感嘆」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

engañó ｴﾝｶﾞﾆｮ 3 単点(engañar)v.t だました                                「動詞」 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                              「主語」 

→ 受動態に翻訳する 

Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ（〜ない）                                      「副詞」 

la luna ﾗ･ﾙﾅ n.f 月が                                                    「主語」 

no está ﾉ･ｴｽﾀ 3 単現･否定(estar)v.i 〜ではない                           「動詞句」 

llena ｼﾞｪﾅ adj. 満ちた、満月の                                           「補語」 

 

彼は激しい怒りを覚えたが、すぐに怒りは静まった。月の光の下でケープを見ると、思って

いたよりもずっときれいにできていたのだ。［A-2-3］ 

Se puso furioso, pero pronto se apaciguó su ira. Al ver la capa bajo la luz de la luna, era 

más bonita de lo que pensaba. 

「動詞句」「補語」pero「副詞」「動詞句」「主語」┃「動詞」「補語」「副詞句」 

Se puso ｾ･ﾌﾟｿ 3 単点(ponerse)v.pr (+補語)〜になった                      「動詞句」 
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furioso ﾌﾘｵｿ adj. 激怒した                                                「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに                                                 「副詞」 

se apaciguó ｾ･ｱﾊﾟｼｸﾞｫ 3 単点(apaciguarse)v.pr 静まった                  「動詞句」 

su ira ｽ･ｲﾗ n.f 怒りは                                                    「主語」 

Al ver ｱﾙ･ﾍﾞｰﾙ adv. 〜を見ると                                         「副詞句」 

la capa ﾗ･ｶﾊﾟ n.f ケープを                                     「目的語」 

bajo la luz de la luna ﾊﾞﾎ･ﾗ･ﾙｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾙﾅ adv. 月の光の下で        「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

más bonita ﾏｽ･ﾎﾞﾆﾀ adj. もっときれいな                                   「補語」 

de lo que pensaba ﾃﾞ･ﾛ･ｹ･ﾍﾟﾝｻﾊﾞ adv. 考えていたよりも                  「副詞句」 

 

網目はむらがあったが、そのことで逆にケープが独創的に見えた。［A-2-3］ 

El tejido salió desigual, pero así, la capa parecía original. 

「主語」「動詞」「補語」pero「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

El tejido ｴﾙ･ﾃﾋﾄﾞ n.m 網目は                                             「主語」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i (+補語．結果として)〜になった                     「動詞」 

desigual ﾃﾞｼｸﾞゎﾙ adj. むらのある                                        「補語」 

así ｱｼ adv. それで                                                       「副詞」 

la capa ﾗ･ｶﾊﾟ n.f ケープは                                                 「主語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

original ｵﾘﾋﾅﾙ aadj. 独創的な                                             「補語」 

 

案の定、アルマジロが湖の祭りに姿を現すと、どの動物たちも、彼の美しいケープに驚いた

のである。［A-2-3］ 

Efectivamente, cuando apareció el armadillo en la fiesta del lago, todas los animales se 

quedaron sorprendidos de su linda capa. 「副詞」「副詞節」,「主語」「動詞句」「補語」 

Efectivamente ｴﾌｪｸﾃｩﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 案の定                                   「副詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜する時                                           「副詞節」 

apareció ｱﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(aparecer)v.i 現れた                       「動詞」 

el armadillo ｴﾙ･ｱﾙﾏﾃﾞｨｼﾞｮ n.m アルマジロが                     「主語」 

en la fiesta del lago ｴﾝ･ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾗｺﾞ adv. 湖の祭りに        「副詞句」 

todas los animales ﾄﾀﾞｽ･ﾛｽ･ｱﾆﾏﾚｽ pl.n.m どの動物たちも                    「主語」 

se quedaron ｾ･ｹﾀﾞﾛﾝ 3 複点(quedarse)v.pr (+補語) すっかり〜の状態になった「動詞句」 

sorprendidos ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞｽ p.p.adj. 驚いた                                 「補語」 

de su linda capa ﾃﾞ･ｽ･ﾘﾝﾀﾞ･ｶﾊﾟ adv. 彼の美しいケープに            「副詞句」 
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ドン・キホーテは満足して、サンチョのいる場所へ戻った。［B-8］ 

Quedó así satisfecho Don Quijote y volvió a donde estaba su escudero. 

「動詞句」「主語」y「動詞」「副詞句」 

Quedó así satisfecho ｹﾄﾞ･ｱｼ･ｻﾃｨｽﾌｪﾁｮ 3 単点･受動行為･完了(quedar+過去分詞+ así) 

   v.i このように満足した                                              「動詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

y ｲ conj. そして 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 戻った                                     「動詞」 

a donde ｱ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 〜する場所へ                                      「副詞句」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i いる                                「動詞」 

su escudero ｽ･ｴｽｸﾃﾞﾛ n.m 彼の従者（サンチョ）                   「主語」 

 

とても誇らしげに、彼に尋ねた。「サンチョよ、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャよりも

強くて寛大な騎士を見たことがあるかね？」［B-8］ 

Muy orgulloso, le preguntó: “¿Has visto, Sancho, un caballero más poderoso e indulgente 

que Don Quijote de La Mancha?” 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Muy orgulloso ﾑｲ･ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adv. とても誇らしげに                        「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

n. 〜ということ                                                    「直接目的語」 

Has visto ｱｽ･ﾋﾞｽﾄ 2 単現･完了形(ver)v.t 見たことがある        「動詞句」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョ                                  「呼びかけ」 

un caballero ｳﾝ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士を                         「目的語」 

más poderoso e indulgente ﾏｽ･ﾎﾟﾃﾞﾛｿ･ｴ･ｲﾝﾄﾞｩﾙﾍｪﾝﾃ 

   adj. より強くて寛大な                         「形容詞句」 

que Don Quijote de La Mancha ヶ・ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

 adv. ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャよりも    「副詞句」 

 

「だんな様、おらが見たのは、星ですだ。修道士の従者たちに、棒でボカボカ殴られて、目

から星がでただよ。」とサンチョ・パンサは答えた。［B-8］ 

“Lo que he visto, señor, son las estrellas; pues me han molido a palos los escuderos de 

los frailes”--- respondió Sancho Panza ---. 

《「主語」「形容詞節」「呼びかけ」「動詞」「補語」「副詞節」》「動詞」「主語」 

Lo ﾛ pron それは                                                        「主語」 
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que ｹ adj. 〜する                                                    「形容詞節」 

he visto ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 私が見た                  「動詞句」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n.m だんな様                                            「呼びかけ」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星                                         「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ adv. 〜なので                                                「副詞節」 

me ﾒ pron 私を                                                「目的語」 

han molido ｱﾝ･ﾓﾘﾄﾞ 3 複現･完了形(moler)v.t ひどい目に会わせた   「動詞句」 

  受動態に翻訳する 

a palos ｱ･ﾊﾟﾛｽ adv. 棒で殴って                                  「副詞句」 

los escuderos ﾛｽ･ｴｽｸﾃﾞﾛｽ pl.n.m 従者たち                          「主語」 

de los frailes ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾌﾗｲﾚｽ adj. 修道士の                  「形容詞句」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                            「主語」 

 

「嘆くでない、サンチョよ。」と彼を叱って言った。「今夜、休むことができる城を探しに行

こう。」［B-8］ 

“¡No te quejes, hombre!”--- le amonestó Don Quijote ---. “Vamos ahora a buscar un 

castillo donde podamos descansar.” 

《「動詞句」「呼びかけ」》「間接目的語」「動詞」「主語」 

《「動詞句」「目的語」「形容詞節」》 

No te quejes ﾉ･ﾃ･ｹﾍｽ 命・2 単現･否定(quejarse)v.pr 不平をいうな            「動詞句」 

hombre ｵﾝﾌﾞﾚ n.m お前                                              「呼びかけ」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

amonestó ｱﾓﾈｽﾄ 3 単点(amonestar)v.t 叱って言った                         「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

n. 〜ということ                                                    「直接目的語」 

Vamos ahora a buscar ﾊﾞﾓｽ･ｱｵﾗ･ｱ･ﾌﾞｽｶｰﾙ 1 複現･勧誘(vamos a+不定詞+ ahora) 

   v.t さあ探しに行こう                                     「動詞句」 

un castillo ｳﾝ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ n.m 城を                             「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ pron 〜する                                 「形容詞節」 

podamos descansar ﾎﾟﾃﾞﾓｽ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ 1 複現･可能(poder+不定詞) 

   v.i 休むことができる                          「動詞句」 
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どこかの人里に着く前に日が沈んで、もう暗くなっていた。その時、数軒の小屋が見えた。 

［B-8］ 

 Antes de llegar a poblado alguno, se puso el sol. Ya iba oscureciendo. Vieron entonces 

unas chozas. 

「副詞句」,「動詞句」「主語」┃「副詞」「動詞句」┃「動詞」「副詞」「目的語」 

Antes de ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ adv. 〜の前に                                         「副詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 v.i 着く                                     「動詞」 

a poblado alguno ｱ･ﾎﾟﾌﾞﾗﾄﾞ･ｱﾙｸﾞﾉ adv. どこかの人里に            「副詞句」 

se puso ｾ･ﾌﾟｿ 3 単点(ponerse)v.pr（太陽が）沈んだ                       「動詞句」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                  「主語」 

Ya ﾔｰ adv. もう、すでに                                                 「副詞」 

iba oscureciendo ｲﾊﾞ･ｵｽｸﾚｼｴﾝﾄﾞ 3 単線･進行形(ir+現在分詞) 

   v.i 暗くなっていた                                                  「動詞句」 

Vieron ﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(ver)v.t 見えた                                        「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                              「副詞」 

unas chozas ｳﾅｽ･ﾁｮｻｽ pl.n.f 数軒の小屋                                  「目的語」 

 

そのすぐ近くにはヤギ使いたちがいて、夕食を用意していた。火の上には鍋がかかっており、

うまそうな匂いがサンチョとドン・キホーテを引き付けた。［B-8］ 

Junto a ellas estaban unos cabreros preparando la cena. Sobre el fuego había un caldero 

cuyo buen olor atrajo a Sancho y a Don Quijote. 

「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」┃「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Junto a ellas ﾌﾝﾄ･ｱ･ｴｼﾞｬｽ adv. そのすぐ近くには                         「副詞句」 

  ellas は chozas（数軒の小屋）の代用 

estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線(estar)v.i（存在）いた                               「動詞」 

unos cabreros ｳﾉｽ･ｶﾌﾞﾚﾛｽ pl.n.m ヤギ使いたちが                           「主語」 

preparando ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(preparar)adv. 〜を用意して               「副詞句」 

la cena ﾗ･ｾﾅ n.f 夕食を                                         「目的語」 

Sobre el fuego ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ adv. 火の上には                             「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t あった                                        「動詞」 

un caldero ｳﾝ･ｶﾙﾃﾞﾛ n.m 鍋                                            「目的語」 

cuyo ｸﾖ adj. 〜する                                          「形容詞節」 

buen olor ﾌﾞｴﾝ･ｵﾛｰﾙ n.m うまそうな匂いが               「主語」 

atrajo ｱﾄﾗﾎ 3 単点(atraer)v.t 引き付ける                 「動詞」 

a Sancho y a Don Quijote ｱ･ｻﾝﾁｮ･ｲ･ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ 

   n. サンチョとドン・キホーテを                     「目的語」 
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「こちらへどうぞ、だんな！ちょうど良い時に、到着なさった。さあ、馬から降りて食べて

ください！」とヤギ使いの長老が招いてくれた。［B-8］ 

“¡Venga, señor! Llegan ustedes a tiempo. Apéense ya ...¡y a comer!”--- invitó el mayor 

---.  

《「動詞」「呼びかけ」┃「動詞」「主語」「副詞句」┃「動詞句」「副詞」y「副詞句」》 

「動詞」「主語」 

Venga, señor! ﾍﾞﾝｶﾞ･ｾﾆｮｰﾙ 命・3 単現(venir+ señor) 

v.i こちらへどうぞ、だんな                                 「動詞」「呼びかけ」 

Llegan ｼﾞｪｶﾞﾝ 3 複現(llegar)v.i 着きましたね                               「動詞」 

ustedes ｳｽﾃﾃﾞｽ pron あなたたちは                                        「主語」 

a tiempo ｱ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. ちょうど良い時に                                「副詞句」 

Apéense ｱﾍﾟｴﾝｾ 命・3 複現(apearse)v.pr（馬から）降りてください         「動詞句」 

ya ﾔｰ adv. さあ                                                          「副詞」 

y ｲ conj. そして 

a comer ｱ･ｺﾒｰﾙ adj. 食べるために                                       「副詞句」 

invitó ｲﾝﾋﾞﾄ 3 単点(invitar)v.t 招いた                                      「動詞」 

el mayor ｴﾙ･ﾏﾖｰﾙ n.m ヤギ使いの長老が                                   「主語」 

 

「ご厚意を受けようではないか、サンチョ」とドン・キホーテは言った。［B-8］ 

“Aceptemos, Sancho, su hospitalidad”--- dijo Don Quijote ---.  

《「動詞」「呼びかけ」「目的語」》「動詞」「主語」 

Aceptemos ｱｾﾌﾟﾃﾓｽ 命・1 複現･勧誘(aceptar)v.t 受け入れようではないか     「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョ                                             「呼びかけ」 

su hospitalidad ｽ･ｵｽﾋﾟﾀﾘﾀﾞ n.f 歓待、ご厚意を                           「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

 

二人はおいしく夕食を食べ、野天で寝た。［B-8］ 

 Cenaron bien y durmieron a la intemperie.       「動詞」「副詞」y「動詞」「副詞句」 

Cenaron ｾﾅﾛﾝ 3 複点(cebar)v.t 夕食を食べた                               「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. おいしく                                                 「副詞」 

y ｲ conj. そして 

durmieron ﾄﾞｩﾙﾐｴﾛﾝ 3 複点(dormir)v.i 寝た                                「動詞」 

a la intemperie ｱ･ﾗ･ｲﾝﾃﾝﾍﾟﾘｴ adv. 野天で                                「副詞句」 
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夜が明け始めるとすぐに、ドン・キホーテはサンチョに馬に鞍をつけるように命じて、二人

は旅路についた。［B-8］ 

Apenas empezó a amanecer, Don Quijote mandó a Sancho ensillar, y se pusieron en 

camino.           「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」「補語」y「動詞句」「副詞句」 

Apenas ｱﾍﾟﾅｽ conj. 〜するとすぐに                                     「副詞節」 

empezó a amanecer ｴﾝﾍﾟｿ･ｱ･ｱﾏﾈｾｰﾙ 3 単点･開始(empezar a+不定詞) 

   v.i 夜が明け始めた                                          「動詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

mandó ﾏﾝﾄﾞ 3 単点(mandar)v.t 命じた                                     「動詞」 

a Sancho ｱ･ｻﾝﾁｮ adv. サンチョに                                       「目的語」 

ensillar ｴﾝｼｼﾞｬｰﾙ v.t 馬に鞍をつける                                      「補語」 

y ｲ conj. そして 

se pusieron ｾ･ﾌﾟｼｴﾛﾝ 3 複点(ponerse)v.pr（姿勢を）とった               「動詞句」 

en camino ｴﾝ･ｶﾐﾉ adv. 旅路に                                          「副詞句」 

 

午前中いっぱいは、誰にも出会うことなく、馬に乗って旅路を進んだ。［B-8］ 

Cabalgaron toda la mañana sin encontrarse con nadie.             「動詞」「副詞句」 

Cabalgaron ｶﾊﾞﾙｶﾞﾛﾝ 3 複点(cabalgar)v.i 馬に乗って進んだ                 「動詞」 

toda la mañana ﾄﾀﾞ･ﾗ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. 午前中いっぱいは                      「副詞句」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜することなく                                     「副詞句」 

encontrarse ｴﾝｺﾝﾄﾗﾙｾ 不定詞 v.pr (con) 〜と出会う                  「動詞」 

con nadie ｺﾝ･ﾅﾃﾞｨｴ adv. 誰とも（〜ない）                   「間接目的語」 

 

広い牧草地に差し掛かったので、二人は休憩することにした。そこでサンチョは、思う存分

牧草を食べられるように、馬とロバの 2 匹を放してやった。［B-8］ 

En un ancho prado decidieron descansar; y Sancho dejó sueltas a las dos cabalgaduras 

para que gozasen a sus anchas. 

「副詞句」,「動詞句」; y「主語」「動詞」「補語」「目的語」「副詞節」 

En un ancho prado ｴ･ﾇﾝ･ｱﾝﾁｮ･ﾌﾟﾗﾄﾞ adv. 広い牧草地で                   「副詞句」 

decidieron descansar ﾃﾞｼﾃﾞｨｴﾛﾝ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ 3 複点･決定(decidir+不定詞) 

   v.i 休憩することにした                                              「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

dejó ﾃﾞﾎ 3 単点(dejar)v.t（+「補語」、の状態に）しておいた                 「動詞」 

sueltas ｽｪﾙﾀｽ adj.f.pl. 解き放した                                         「補語」 

a las dos cabalgaduras ｱ･ﾗｽ･ﾄﾞｽ･ｶﾊﾞﾙｶﾞﾄﾞｩﾗｽ 
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 pl.n.f 馬とロバの 2 匹を                                              「目的語」 

  cabalgadura ｶﾊﾞﾙｶﾞﾄﾞｩﾗ n.f 乗用の動物（ここでは、馬とロバ） 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                               「副詞節」 

gozasen ｺﾞｻｾﾝ 接・3 複過(gozar)v.i 楽しむ                         「動詞」 

  ここでは、牧草を食べること 

a sus anchas ｱ･ｽｽ･ｱﾝﾁｬｽ adv. のびのびと、思う存分              「副詞句」 

 

その草原あたりでは、ガリシアの馬方の雌馬たちが草を食べていた。それを見て、ロシナン

テは長いこと忘れていた愛のときめきを思い出した。［B-8］ 

Andaban por aquel campo paciendo las yeguas de unos arrieros gallegos; y sucedío que, 

al verlas, Rocinante recordó sus viejos amores. 

「動詞句」「副詞句」「動詞句」「主語」; y「動詞」「主語」 

Andaban ｱﾝﾀﾞﾊﾞﾝ 3 複線(andar+現在分詞)v.i (por のあたりに) 〜していた   「動詞句」 

por aquel campo ﾎﾟﾙ･ｱｹﾙ･ｶﾝﾎﾟ adv. その草原あたりに                     「副詞句」 

paciendo ﾊﾟｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(pacer)v.i 草を食べて                          「動詞句」 

las yeguas ﾗｽ･ｲｪｸﾞゎｽ pl.n.f 雌馬が                                       「主語」 

de unos arrieros gallegos ﾃﾞ･ｳﾉｽ･ｱﾘｴﾛｽ･ｶﾞｼﾞｪｺﾞｽ adj. ガリシアの馬方の「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

sucedío +que+直説法 ｽｾﾃﾞｨｵ 3 単点(suceder)v.i 〜が起こった                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

al verlas ｱﾙ･ｳﾞｪﾙﾗｽ adv. 雌馬を見て                               「副詞句」 

Rocinante ﾛｼﾅﾝﾃ n. ロシナンテは                                   「主語」 

recordó ﾚｺﾙﾄﾞ 3 単点(recordar)v.t 思い出した                         「動詞」 

sus viejos amores ｽｽ･ﾋﾞｴﾎｽ･ｱﾓﾚｽ pl.n.m 古びた愛情を               「目的語」 

 

雌馬への本能を満足させようとして、興奮して早足で駈け寄った。［B-8］ 

Trotando excitado, corrió a satisfacer sus instintos con las yeguas. 

「副詞句」,「動詞句」「目的語」 

Trotando ﾄﾛﾀﾝﾄﾞ 現在分詞(trotar)adv. 早足で駆けながら                   「副詞句」 

excitado ｴｷｼﾀﾄﾞ adv. 興奮して                                    「副詞」 

corrió a satisfacer ｺﾘｵ･ｱ･ｻﾃｨｽﾌｧｾｰﾙ 3 単点･目的(correr a+不定詞) 

   v.t 満足させるために急いだ                                          「動詞句」 

sus instintos ｽｽ･ｲﾝｽﾃｨﾝﾄｽ pl.n.m 本能を                                 「目的語」 

con las yeguas ｺﾝ･ﾗｽ･ｲｪｸﾞゎｽ adj. 雌馬への                    「形容詞句」 
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雌馬たちは、後ろ足で蹴ったり噛みついたりと、けんか腰に出迎えた。それでもロシナンテ

はしつこく迫った。［B-8］ 

Ellas lo recibieron con malos modales, a coces y a mordiscos. Rocinante insistía ... 

「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」 

Ellas ｴｼﾞｬｽ pron 雌馬たちは                                             「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

recibieron ﾚｼﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(recibir)v.t 迎えた                               「動詞」 

con malos modales ｺﾝ･ﾏﾛｽ･ﾓﾀﾞﾚｽ adv. けんか腰に                       「副詞句」 

  malo ﾏﾛ adl. 悪い modal ﾓﾀﾞﾙ n.m 物腰 → 歓迎しない姿勢で 

a coces ｱ･ｺｾｽ adv. 後ろ足を跳ね上げて                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

a mordiscos ｱ･ﾓﾙﾃﾞｨｽｺｽ adv. 噛みついて                       「副詞句」 

Rocinante ﾛｼﾅﾝﾃ n. ロシナンテは                                         「主語」 

insistía ... ｲﾝｼｽﾁｱ 3 単線(insistir)v.i しつこく迫った                         「動詞」 

 

ロシナンテが雌馬たちに迷惑をかけているように見えた馬方たちは、ロシナンテを棒で殴

り始めて、半死半生の状態にした。［B-8］ 

 Viendo los arrieros que molestaba(n) a sus yeguas, se liaron a palos con Rocinante hasta 

dejarlo medio muerto.          「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Viendo ﾋﾞｴﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 〜を見て                                   「副詞句」 

los arrieros ﾛｽ･ｱﾘｴﾛｽ pl.n.m 馬方たちは                                   「主語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 

molestaba ﾓﾚｽﾀﾊﾞ 3 単線(molestar)v.t 迷惑をかけている     「動詞」 

   主語はロシナンテなので動詞の活用は単数になるはず（n は不要と思う） 

a sus yeguas ｱ･ｽｽ･ｲｪｸﾞゎｽ pl.n.f 雌馬たちに         「間接目的語」 

se liaron ｾ･ﾘｱﾛﾝ 3 複点(liarse)v.pr (a 殴打などを) 始めた                 「動詞句」 

a palos ｱ･ﾊﾟﾛｽ n.m 棒で殴る                                           「目的語」 

con Rocinante ｺﾝ･ﾛｼﾅﾝﾃ adv. ロシナンテと                               「副詞句」 

hasta +不定詞 ｱｽﾀ adv. 〜するまで                                      「副詞句」 

dejarlo ﾃﾞﾊﾙﾛ 不定詞(dejar+lo)v.t 彼を〜にする                     「動詞」 

medio muerto ﾃﾞﾃﾞｨｵ･ﾑｴﾙﾄ adj. 半死の                             「補語」 

 

「わが友、サンチョよ」とドン・キホーテは言った。「奴らは悪人のようだ。ロシナンテに

無礼なことをしたかたき討ちをするから、手伝え！」［B-8］ 

“Amigo Sancho”--- dijo Don Quijote ---, “parece que son gente de baja condición. 

Ayudame a tomar venganza de la ofensa que han hecho a Rocinante”. 
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《「呼びかけ」》「動詞」「主語」《「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」「形容詞節」》 

Amigo Sancho ｱﾐｺﾞ･ｻﾝﾁｮ int. わが友、サンチョよ                      「呼びかけ」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜らしい                                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「補語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

gente de baja condición ﾍﾝﾃ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾊ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾝ 

 pl.n.f 悪い奴ら                                                 「補語」 

Ayudame a tomar ｱﾕﾀﾞﾒ･ｱ･ﾄﾏｰﾙ 命・2 単現(ayudar +me+a+不定詞) 

   v.t 〜するのを手伝え                                                「動詞句」 

venganza ﾍﾞﾝｶﾞﾝｻ n.f 報復、かたき討ち                                 「目的語」 

de la ofensa ﾃﾞ･ﾗ･ｵﾌｪﾝｻ adj. 無礼に対する                         「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

han hecho ｱﾝ･ｴﾁｮ 3 複現･完了形(hacer)v.t 奴らがした           「動詞句」 

a Rocinante ｱ･ﾛｼﾅﾝﾃ adv. ロシナンテに                    「間接目的語」 

 

「かたき討ちをするだって？」とサンチョは言い返した。［B-8］ 

“¿Venganza?”--- replicó Sancho ---.                    《「目的語」》「動詞」「主語」 

Venganza ﾍﾞﾝｶﾞﾝｻ n.f 報復、かたき討ち                                 「目的語」 

replicó ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単点(replicar)v.t 言い返した                                「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

 

「わしは百人力だ！」とドン・キホーテは叫んだ。［B-8］ 

“Yo valgo por cien”--- exclamó Don Quijote. 《「動詞」「主語」「補語」》,「動詞」「主語」 

Yo ｼﾞｮ pron わしは                                                      「主語」 

valgo ﾊﾞﾙｺﾞ 1 単現(valer)v.i（por に）相当する                             「動詞」 

por cien ﾎﾟﾙ･ｼｴﾝ adv. 百人に                                             「補語」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.t と叫んだ                              「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

 

そしていきなり、馬方たちに襲いかかっていった。［B-8］ 

Y, sin más, arremetió contra los arrieros.             「副詞句」「動詞」「間接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

sin más ｼﾝ･ﾏｽ adv. 理由もなく、いきなり                                「副詞句」 

arremetió ｱｯﾚﾒﾁｵ 3 単点(arremeter)v.i 襲いかかった                        「動詞」 
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contra los arrieros ｺﾝﾄﾗ･ﾛｽ･ｱﾘｴﾛｽ adv. 馬方たちに向かって            「間接目的語」 

 

馬方たちはこん棒で応戦してきて、すぐにサンチョとドン・キホーテをぼろぼろになるまで

突き倒した。その後、あっという間に立ち去って行った。［B-8］ 

Estos respondieron con sus estacas, y pronto derribaron a Sancho y a Don Quijote, 

dejándolos destrozados. Después se marcharon a toda prisa. 

「主語」「動詞」「副詞句」y「副詞」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Estos ｴｽﾄｽ pron.pl. 馬方たちは                                           「主語」 

respondieron ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(responder)v.i 応戦した                    「動詞」 

con sus estacas ｺﾝ･ｽｽ･ｴｽﾀｶｽ adv. こん棒で                               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに、間もなく                                       「副詞」 

derribaron ﾃﾞｯﾘﾊﾞﾛﾝ 3 複点(derribar)v.t 突き倒した                         「動詞」 

a Sancho y a Don Quijote ｱ･ｻﾝﾁｮ･ｲ･ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ 

   pl.n. サンチョとドン・キホーテを                                    「目的語」 

dejándolos ﾃﾞﾊﾝﾄﾞﾛｽ 現在分詞(dejar+los)adv. 彼らを〜の状態にして        「副詞句」 

destrozados ﾃﾞｽﾄﾛｻﾄﾞｽ adj.pl. ぼろぼろに打ちのめした             「補語」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. その後                                            「副詞」 

se marcharon ｾ･ﾏﾙﾁｬﾛﾝ 3 複点(marcharse)v.pr 立ち去った                 「動詞句」 

a toda prisa ｱ･ﾄﾀﾞ･ﾌﾟﾘｻ adv. 大急ぎで、あっという間に                   「副詞句」 

 

「ありったけの力を絞り出すのだ、友よ！」ドン・キホーテは頼んだ。「何とかしてわしを

お前のロバに乗せて、一番近くの城に連れて行ってくれ」［B-8］ 

“Saca fuerzas de flaqueza, amigo”--- rogó Don Quijote ---; “y ponme, como puedas, 

sobre tu asno. Llévame al castillo más cercano”. 

《「動詞」「目的語」「呼びかけ」》,「動詞」「主語」, 

《y「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Saca ｻｶ 命・2 単現(sacar)v.t 引き出せ、絞り出せ                           「動詞」 

fuerzas de flaqueza ﾌｴﾙｻｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗｸｴｻ n.f ありったけの力を                 「目的語」 

   flaqueza ﾌﾗｸｴｻ n.f やせていること  「貧弱な体からすべての力を出せ！」 

amigo ｱﾐｺﾞ n.m 友よ                                                「呼びかけ」 

rogó ﾛｺﾞ 3 単点(rogar)v.t 頼んだ                                          「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

y ｲ conj. そして 

ponme ﾎﾟﾝ･ﾒ 命・2 単現(poner+me)v.t わしを置いてくれ           「動詞」「目的語」 
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como puedas ｺﾓ･ﾌﾟｴﾀﾞｽ adv. 何とかして                                 「副詞句」 

sobre tu asno ｿﾌﾞﾚ･ﾄｩ･ｱｽﾉ adv. お前のロバの上に                        「副詞句」 

Llévame ｼﾞｪﾊﾞ･ﾒ 命・2 単現(llevar+me)v.t わしを連れて行ってくれ「動詞」「目的語」 

al castillo ｱﾙ･ｶｽﾃｨｰｼﾞｮ adv. 城に                                       「副詞句」 

más cercano ﾏｽ･ｾﾙｶﾉ adj. 一番近くの                         「形容詞句」 

 

サンチョ・パンサは、主人をロバの背を横切るように乗せて、端綱を引いて、宿を探した。 

［B-8］ 

Colocó Sancho Panza a su señor atravesado en el burro y, tirando del ramal, buscó una 

posada.             「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」y「副詞句」「動詞」「目的語」 

Colocó ｺﾛｺ 3 単点(colocar)v.t (en しかるべき所に) 置いた                    「動詞」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                            「主語」 

a su señor ｱ･ｽ･ｾﾆｮｰﾙ n.m 主人を                                        「目的語」 

atravesado ｱﾄﾗﾍﾞｻﾄﾞ adj. 横切った                              「形容詞」 

  ドン・キホーテはぐったりして、ロバの背にうつ伏せにしがみついていた。 

en el burro ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾞｯﾛ adv. ロバの上に                                   「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

tirando ﾃｨﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(tirar)v.i (de を) 引きながら                      「副詞句」 

del ramal ﾃﾞﾙ･ﾗﾏﾙ n.m（馬の）端綱を                           「目的語」 

buscó ﾌﾞｽｺ 3 単点(buscar)v.t 探した                                       「動詞」 

una posada ｳﾅ･ﾎﾟｻﾀﾞ n.f 宿を                                          「目的語」 

 

ああ、王子様。このように少しづつ、君の憂鬱な人生が分かってきた。［C-6］ 

¡Ah, principito! Así, poco a poco, comprendí tu pequeña vida melancólica. 

「感嘆」┃「副詞句」「動詞」「目的語」 

¡Ah, principito! ｱ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ int. ああ、王子様                              「感嘆」 

Así, ｱｼ adv. このように                                                  「副詞」 

poco a poco, ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 少しづつ、ゆっくり                          「副詞句」 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かってきた                  「動詞」 

tu pequeña vida melancólica. ﾄｩ･ﾍﾟｹﾝﾆｬ･ﾋﾞﾀﾞ･ﾒﾗﾝｺﾘｶ 

   n.f 君の憂鬱な人生を                                                「目的語」 

 pequeña ﾍﾟｹﾝﾆｬ adj.f 小さい、いとしい vida ﾋﾞﾀﾞ n.f 人生 

 melancólica ﾒﾗﾝｺﾘｶ adj.f 憂鬱な 
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長い間、穏やかな日の入りだけが君の気晴らしだったんだね。［C-6］ 

Durante mucho tiempo tu única distracción fue la suavidad de las puestas de sol. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Durante mucho tiempo ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い間                   「副詞句」 

tu única distracción ﾄｩ･ｳﾆｶ･ﾃﾞｨｽﾄﾗｸｼｵﾝ n.f 君の唯一の娯楽は               「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

la suavidad ﾗ･ｽゎﾋﾞﾀﾞ n.f 穏やかさ                                       「補語」 

de las puestas de sol. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾌﾟｴｽﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ adj. 日の入りの         「形容詞句」 

 puesta ﾌﾟｴｽﾀ n.f（日・月の）入り 

 

4 日目の朝、君が僕に言った時、僕はこの新しい細部を知った。［C-6］ 

Me enteré de este nuevo detalle, en la mañana del cuarto día, cuando me dijiste: 

「動詞句」「間接目的語」「副詞句」「副詞節」 

Me enteré ﾒ･ｴﾝﾃﾚ 1 単点(enterarse)v.pr (de+名詞 を) 知った               「動詞句」 

de este nuevo detalle, ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ﾇｴﾎﾞ･ﾃﾞﾀｼﾞｪ adv. この新しい細部を      「間接目的語」 

en la mañana del cuarto día, ｴﾝ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ･ﾃﾞﾙ･ｸﾜﾙﾄ･ﾃﾞｨｱ 

   adv. 4 日目の朝に                                                    「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                           「副詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                             「間接目的語」 

dijiste: ﾃﾞｨﾋｽﾃ 2 単点(decir)v.t 言った                               「動詞」 

 

最初、君はとても驚いたように見えた。そして君は自分自身をあざ笑って、僕に言ったね。 

［C-6］ 

 Al principio pareciste muy sorprendido; luego, te reíste de ti mismo. Y me dijiste: 

「副詞句」「動詞」「補語」;「副詞」「動詞句」「間接目的語」┃「間接目的語」「動詞」 

Al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初は                                    「副詞句」 

pareciste ﾊﾟﾚｼｽﾃ 2 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                       「動詞」 

muy sorprendido; ﾑｲ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. とても驚いた                        「補語」 

luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

te reíste ﾃ･ﾚｲｽﾃ 2 単点(reírse)v.pr (de を) あざ笑った                     「動詞句」 

de ti mismo. ﾃﾞ･ﾃｨ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身を                             「間接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijiste: 2 単点(decir)v.t 言った                                             「動詞」 

 

「ある日、僕は日の入りを 43 回見たよ」［C-6］ 
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--- Un día, vi ponerse el sol cuarenta y tres veces. 

《「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」「副詞句」》 

Un día, ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                            「副詞句」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver+O+不定詞)v.t （O が〜するのを）見た                     「動詞」 

ponerse ﾎﾟﾈﾙｾ 不定詞 v.pr 沈む                                           「補語」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                「目的語」 

cuarenta y tres veces. ｸゎﾚﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾍﾞｾｽ pl.n.f 43 回                     「副詞句」 

 

そして少したってから、君は付け加えたよね。［C-6］ 

Y poco después agregaste:                                      Y「副詞句」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

poco después ﾎﾟｺ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 少し後になって                           「副詞句」 

agregaste: ｱｸﾞﾚｶﾞｽﾃ 2 単点(agregar)v.t 言い足した                          「動詞」 

 

王子様は返事をしなかった。［C-6］ 

 El principito no respondió.                                      「主語」「動詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

no respondió. ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(responder)v.i 返事をしなかった     「動詞句」 

 

逮捕されるとすぐに、僕は何度も尋問を受けた。［D-2-1］ 

Inmediatamente después de mi arresto fui interrogado varias veces.  

「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Inmediatamente ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに、即時に                         「副詞」 

después de ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ prep.（時間･順序）〜の後で                      「副詞句」 

mi arresto ﾐ･ｱﾚｽﾄ n.m 僕の逮捕                                「目的語」 

fui interrogado ﾌｲ･ｲﾝﾃﾛｶﾞﾄﾞ 1 単点･受動(interrogar)v.t 尋問された        「動詞句」 

varias veces. ﾊﾞﾘｱｽ･ﾍﾞｾｽ adv. 何度も                                   「副詞句」 

 

しかしそれは人定尋問で、あまり時間はかからなかった。［D-2-1］ 

Pero se trataba de interrogatorios de identificación que no duraron largo tiempo.  

Pero「動詞句」「間接目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se trataba ｾ･ﾄﾗﾀﾊﾞ 3 単線(tratarse)v.pr(de) 話は〜だった                  「動詞句」 

de interrogatorios ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾛｶﾞﾄﾘｵｽ adv. 尋問の                        「間接目的語」 

de identificación ﾃﾞ･ｲﾃﾞﾝﾃｨﾌｨｶｼｵﾝ adj. 身元証明の          「形容詞句」 

   interrogatorio de identidad 「人定尋問」 
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que ｹ pron（結果）（主語）それで〜する          「形容詞節」 

no duraron ﾉ･ﾄﾞｩﾗﾛﾝ 3 複点･否定(durar) 

v.i 続かなかった                      「動詞句」 

largo tiempo. ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い時間  「副詞句」 

 

最初警察署内では、僕の事件は誰にも興味を抱かせないように見えた。［D-2-1］ 

La primera vez el asunto pareció no interesar a nadie en la comisaría.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

La primera vez ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾍﾞｽ adv. 最初は、はじめは                       「副詞句」 

el asunto ｴﾙ･ｱｽﾝﾄ n.m 事件は                                            「主語」 

pareció no interesar ﾊﾟﾚｼｵ･ﾉ･ｲﾝﾃﾚｻｰﾙ 3 単点･見える(parecer+不定詞･否定形 interesar) 

   v.t 興味を抱かせないように見えた                                    「動詞句」 

a nadie ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰にも                                           「目的語」 

en la comisaría. ｴﾝ･ﾗ･ｺﾐｻﾘｱ adv. 警察署内では                           「副詞句」 

 

それから 8 日後に、予想とは反対に、予審判事は好奇の目で僕を見た。［D-2-1］ 

Por el contrario, ocho días después el juez de instrucción me miró con curiosidad.  

「副詞句」「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Por el contrario, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｺﾝﾄﾗﾘｵ adv. 反対に、それどころか                「副詞句」 

ocho días después ｵﾁｮ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから 8 日後に              「副詞句」 

el juez de instrucción ｴﾙ･ﾌｴｽ･ﾃﾞ･ｲﾝｽﾄﾙｸｼｵﾝ n.m 予審判事は                 「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た、眺めた                                    「動詞」 

con curiosidad. ｺﾝ･ｸﾘｵｼﾀﾞ adv. 好奇の目で                              「副詞句」 

 

しかし最初は、僕の名前と、住所と職業、それに生年月日と出生地だけしか尋ねなかった。

それから、もう弁護士は決めたのかと僕に確認した。［D-2-1］ 

Pero me preguntó, para empezar, solamente mi nombre y dirección, mi profesión, la fecha 

y el lugar de nacimiento. Luego quiso saber si había elegido abogado.  

Pero「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó, ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

para empezar, ﾊﾟﾗ･ｴﾝﾍﾟｻｰﾙ adv. まず最初に                              「副詞句」 

solamente ｿﾗﾒﾝﾃ adv. 〜だけ、〜しかない                               「副詞句」 

mi nombre ﾐ･ﾉﾝﾌﾞﾚ n.m 僕の名前を                                 「直接目的語」 
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y ｲ conj. そして 

dirección, ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ n.f 住所を                                      「直接目的語」 

mi profesión, ﾐ･ﾌﾟﾛﾌｪ f ｼｮﾝ n.f 僕の職業を                           「直接目的語」 

la fecha ﾗ･ﾌｪﾁｬ n.f 日付を                                          「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

el lugar ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所を                                       「直接目的語」 

de nacimiento. ﾃﾞ･ﾅｼﾐｪﾝﾄ adj. 生まれた                     「形容詞句」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. その後で                                                「副詞」 

quiso saber ｷｿ･ｻﾍﾞｰﾙ 3 単点･願望(querer+不定詞)v.t 知ろうとした、尋ねた  「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

había elegido ｱﾋﾞｱ･ｴﾚﾋﾄﾞ 1 単線･完了形(elegir)v.t すでに選んだ     「動詞句」 

abogado. ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 弁護士を                                  「目的語」 

 

僕はまだ決めていないと答えた。それから単に確認のために、弁護士をつけることが絶対に

必要なのか、と彼に尋ねた。「どうしてですか？」と、彼は言った。［D-2-1］ 

Reconocí que no, y simplemente por saber, le pregunté si era absolutamente necesario 

tener uno. "¿Por qué?" dijo.  

「動詞」「目的語」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃《「応答」》「動詞」 

Reconocí ﾚｺﾉｼ 1 単点(reconocer)v.t 認めた、答えた                          「動詞」 

que no, ｹ･ﾉ n. まだ決めていないと                                      「目的語」 

y ｲ conj. そして 

simplemente por saber, ｼﾝﾌﾟﾚﾒﾝﾃ･ﾎﾟﾙ･ｻﾍﾞｰﾙ adv.（目的）単に確認のために 「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

pregunté ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(estar)v.i 〜である                     「動詞」 

absolutamente necesario ｱﾌﾟｿﾙﾀﾒﾝﾃ･ﾈｾｻﾘｵ adj. 絶対に必要な      「補語」 

tener uno. ﾃﾈｰﾙ･ｳﾉ adv.（条件）弁護士をつけることが     「副詞句」 

"¿Por qué?" ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                          「応答」 

dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

この事件は非常に単純だと思っているからと彼に答えた。彼は微笑んで言った：［D-2-1］ 

Le contesté que encontraba el asunto muy simple. Sonrió y dijo:  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「動詞」y「動詞」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

contesté ｺﾝﾃｽﾃ 1 単点(contestar)v.t 答えた                                 「動詞」 
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que ｹ conj. 〜といいうことを                                       「直接目的語」 

encontraba ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 3 単線･時制の一致(encontrar) 

v.t 〜と評価している                                       「動詞」 

el asunto ｴﾙ･ｱｽﾝﾄ n.m この事件は                           「目的語」 

muy simple. ﾑｲ･ｼﾝﾌﾟﾚ adj. 非常に単純な                       「補語」 

Sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i 微笑んだ                                    「動詞」 

y ｲ conj. そして 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

司法当局がそんな細々したことまで面倒を見てくれるのは、とても便利だと思った。 

［D-2-1］ 

Me pareció muy cómodo que la justicia se encargara de esos detalles.  

「間接目的語」「動詞」「補語」「主語」 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に思われた                              「動詞」 

muy cómodo ﾑｲ･ｺﾓﾄﾞ adj. とても便利な                                    「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

   cómodo「便利な」という評価に対する節なので、接続法を使用する 

la justicia ﾗ･ﾌｽﾃｨｼｱ n.f 司法が、司法当局が                          「主語」 

se encargara ｾ･ｴﾝｶﾙｶﾞﾗ 接・3 単過･時制の一致(encargarse) 

v.pr(de を) 引き受ける                                         「動詞句」 

de esos detalles. ﾃﾞ･ｴｿｽ･ﾃﾞﾀｼﾞｪｽ adv. そのような細かいことを   「間接目的語」 

 

僕はそう言った。彼は僕に同意して、法律はうまくできているという結論に達した。 

［D-2-1］ 

Se lo dije. Estuvo de acuerdo y llegó a la conclusión de que la ley estaba bien hecha. 

「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「動詞」「補語」y「動詞」「間接目的語」 

Se ...dije. ｾ...ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decirse)v.pr 言った                              「動詞句」 

lo ﾛ pron そのことを                                                   「目的語」 

Estuvo ｴｽﾄｩﾎﾞ 3 単点(estar)v.i 〜だった                                   「動詞」 

de acuerdo ﾃﾞ･ｱｸｴﾙﾄﾞ adj. 意見が一致した                                 「補語」 

y ｲ conj. そして 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i(a に) 達した                                  「動詞」 

a la conclusión ｱ･ﾗ･ｺﾝｸﾙｼｵﾝ adv. 結論に                             「間接目的語」 

de que ﾃﾞ･ｹ adj.（同格）〜の                              「形容詞節」 

la ley ﾗ･ﾚｲ n.f 法律は                                「主語」 
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estaba bien hecha. ｴｽﾀﾊﾞ･ﾋﾞｴﾝ･ｴﾁｬ 3 単線･受動.f･時制の一致(hacer) 

  v.t うまく出来ている                            「動詞句」 

 

僕は、最初は彼をまじめに受け止めなかった。彼はカーテンを下した部屋で僕を迎え入れた。 

［D-2-1］ 

Al principio no le tomé en serio. Me recibió en una habitación cubierta de cortinajes; 

「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞句」 

Al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初は                                    「副詞句」 

no ...tomé ﾉ...ﾄﾒ 1 単点･否定(tomar)v.t 受け止めなかった                  「動詞句」 

le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

en serio. ｴﾝ･ｾﾘｵ adv. まじめに                                          「副詞句」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

recibió ﾚｼﾋﾞｵ 3 単点(recibir)v.t 迎え入れた                                 「動詞」 

en una habitación ｴﾝ･ｳﾅ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ adv. 部屋で                            「副詞句」 

cubierta ｸﾋﾞｴﾙﾀ adj.f(de で) 覆われた                          「形容詞句」 

de cortinajes; ﾃﾞ･ｺﾙﾁﾅﾍｽ adv. カーテンで                「副詞句」 

 

デスクの上にはランプが 1 つあって、肘掛け椅子を照らしていた。彼はそこに僕を座らせ

たが、その一方で、彼は暗がりの中に留まり続けていた。［D-2-1］ 

sobre el escritorio había una sola lámpara que iluminaba el sillón donde me hizo sentar 

mientras él quedaba en la oscuridad.           「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞節」 

sobre el escritorio ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ｴｽｸﾘﾄﾘｵ adv. デスクの上には                  「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 〜があった                                   「動詞」 

una sola lámpara ｳﾅ･ｿﾗ･ﾗﾝﾊﾟﾗ n.f ランプが 1 つ                         「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

iluminaba ｲﾙﾐﾅﾊﾞ 3 単線(iluminar)v.t 照らしていた        「動詞」 

el sillón ｴﾙ･ｼｼﾞｮﾝ n.m 肘掛け椅子を                    「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこに〜する               「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                      「目的語」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t 〜させた   「動詞」 

sentar ｾﾝﾀｰﾙ 不定詞･me の動作 

v.t 座らせる                         「補語」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. その一方で                                       「副詞節」 

él ｴﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

quedaba ｹﾀﾞﾊﾞ 3 単線(quedar)v.i(en に) とどまっていた             「動詞」 

en la oscuridad. ｴﾝ･ﾗ･ｵｽｸﾘﾀﾞ adv. 暗がりの中に                   「副詞句」 
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いくつかの本で、似たような描写を読んだことがあるけれども、僕には、すべてがゲームの

ように思われた。［D-2-1］ 

Había leído una descripción semejante en los libros y todo me pareció un juego.  

「動詞句」「目的語」「副詞句」y「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」 

Había leído ｱﾋﾞｱ･ﾚｲﾄﾞ 1 単線･完了形(leer)v.t 読んだことがある            「動詞句」 

una descripción ｳﾅ･ﾃﾞｽｸﾘﾌﾟｼｵﾝ n.f 描写を、記述                         「目的語」 

semejante ｾﾒﾊﾝﾃ adj. 似た、類似の                              「形容詞」 

en los libros ｴﾝ･ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ adv. 本の中で                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                                  「主語」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に思われた                             「動詞」 

un juego. ｳﾝ･ﾌｴｺﾞ n.m あそび、ゲーム                                    「補語」 

 

会話が終わると、今度は反対に、僕が彼をじっと見つめた。そして、繊細な顔立ちで、くぼ

んだ青い目で、灰色の長い口髭とほとんど白くなったふさふさの髪をしたとても背の高い

男だということが見て取れた。［D-2-1］ 

Después de nuestra conversación, por el contrario, le miré y vi un hombre de rasgos finos, 

ojos azules hundidos, muy alto, con largos bigotes grises y abundantes cabellos casi 

blancos.                           「副詞句」,「目的語」「動詞」y「動詞」「目的語」 

Después de ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ prep（順序）〜の後で                            「副詞句」 

nuestra conversación, ﾇｴｽﾄﾗ･ｺﾝﾍﾞﾙｻｼｵﾝ n.f 僕たちの会話           「目的語」 

por el contrario, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｺﾝﾄﾗﾘｵ adv.(= al contrario) 反対に                「副詞句」 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

y ｲ conj. そして 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t（+目的格補語）知った、見出した                       「動詞」 

un hombre ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男を                                          「目的語」 

de rasgos ﾃﾞ･ﾗｽｺﾞｽ adj. 顔立ちの                               「形容詞句」 

finos, ﾌｨﾉｽ adj.m.pl 繊細な                             「形容詞」 

ojos ｵﾎｽ pl.n.m 目                                               「目的語」 

azules ｱｽﾚｽ adj.m.pl(azul) 青い                           「形容詞」 

hundidos, ｳﾝﾃﾞｨﾄﾞｽ adj.m.pl 沈んだ、くぼんだ      「形容詞」 

muy alto, ﾑｲ･ｱﾙﾄ adj.m とても背の高い                            「形容詞」 

con ｺﾝ adv.（様態）〜をした                               「副詞句」 
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largos bigotes grises ﾗﾙｺﾞｽ･ﾋﾞｺﾞﾃｽ･ｸﾞﾘｾｽ 

 pl.n.m 灰色の長い口髭                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

abundantes cabellos ｱﾌﾞﾝﾀﾞﾝﾃｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ 

 pl.n.m ふさふさの髪                             「目的語」 

casi blancos. ｶｼ･ﾌﾞﾗﾝｺｽ adj.m.pl ほとんど白い「形容詞句」 

 

予審判事は、いくらか口を引きつらせる痙攣があったが、要するに、とても分別があり好感

の持てる人間に見えた。［D-2-1］ 

Me pareció muy razonable y simpático en resumen, a pesar de algunos tics nerviosos que 

le estiraban la boca.                        「間接目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                         「動詞」 

   主語は予審判事 

muy razonable y simpático ﾑｲ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚ･ｲ･ｼﾝﾊﾟﾃｨｺ 

 adj. とても分別があり好感の持てる                                     「補語」 

en resumen, ｴﾝ･ﾚｽﾒﾝ adv. 要約すると、要するに                         「副詞句」 

a pesar de ｱ･ﾍﾟｻｰﾙ･ﾃﾞ prep 〜にもかかわらず、〜であっても              「副詞句」 

algunos tics ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾁｯｸｽ pl.n.m いくらかの痙攣、いくつかの癖    「目的語」 

nerviosos ﾈﾙﾋﾞｵｿｽ adj. 神経質な                          「形容詞」 

que ｹ pron（主語）〜する                       「形容詞節」 

le ﾚ pron 彼の                      「間接目的語」 

estiraban ｴｽﾁﾗﾊﾞﾝ 3 複線(estirar) 

v.t 引きつらせる                        「動詞」 

la boca. ﾗ･ﾎﾞｶ n.f 口を               「直接目的語」 

 

取調室を出るとき、僕は彼に手を差し出しそうにさえなった。だが、危ういところで、自分

が人を殺していたことを思い出した。［D-2-1］ 

Cuando salí, hasta iba a tenderle la mano, pero recordé a tiempo que había matado a un 

hombre.              「副詞節」「動詞句」「目的語」,pero「動詞」「副詞句」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

salí, ｻﾘ 1 単点(salir)v.i 出た                                       「動詞」 

hasta ｱｽﾀ prep.（副詞的に iba...を強調する）〜さえ                 「副詞」 

iba a tenderle ｲﾊﾞ･ｱ･ﾃﾝﾃﾞｰﾙ･ﾚ 1 単線･近接未来(ir a+不定詞 tender+le) 

   v.t 彼に差し出すところだった                                        「動詞句」 

la mano, ﾗ･ﾏﾉ n.f 手を                                                 「目的語」 
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pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

recordé ﾚｺﾙﾃﾞ 1 単点(recordar)v.t 思い出した                              「動詞」 

a tiempo ｱ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 間に合って                                      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

había matado ｱﾋﾞｱ･ﾏﾀﾄﾞ 1 単現･完了形(matar)v.t 殺していた       「動詞句」 

a un hombre. ｱ･ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 人を                               「目的語」 

 

次の日、弁護士が僕に面会に拘置所にやって来た。［D-2-1］ 

Al día siguiente un abogado vino a verme a la prisión.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Al día siguiente ｱﾙ･ﾃﾞｨｱ･ｼｷﾞｴﾝﾃ adv.（時点）次の日に                    「副詞句」 

   siguiente ｼｷﾞｴﾝﾃ adj. 次の、次に続く、翌‥ 

un abogado ｳﾝ･ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 弁護士が                                     「主語」 

vino a verme ﾋﾞﾉ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ･ﾒ 3 単点･目的(venir a+不定詞 ver+me) 

   v.t 僕に面会いに来た                                                「動詞句」 

   venir a+不定詞  「〜するために来る、〜するようになる」 

   venir de+不定詞 「〜してきたところである」 

a la prisión. ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾘｼｵﾝ adv. 刑務所に、拘置所に                         「副詞句」 

 

彼は小脇に抱えていた書類カバンをベッドの上に置いてから自己紹介した。それから、関係

書類には目を通しましたと僕に言った。［D-2-1］ 

Puso sobre la cama la cartera que llevaba bajo el brazo, se presentó y me dijo que había 

estudiado el expediente.  

「動詞」「副詞句」「目的語」,「動詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Puso ﾌﾟｿ 3 単点(poner)v.t 置いた                                          「動詞」 

sobre la cama ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｶﾏ adv. ベッドの上に                              「副詞句」 

la cartera ﾗ･ｶﾙﾃﾗ n.f 書類カバンを                                      「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

llevaba ｼﾞｪﾊﾞﾊﾞ 3 単線(llevar)v.t 持っていた               「動詞」 

bajo el brazo, ﾊﾞﾎ･ｴﾙ･ﾌﾞﾗｿ adv. 小脇に                  「副詞句」 

   llevar un libro bajo el brazo 本を小脇に抱えている 

se presentó ｾ･ﾌﾟﾚｾﾝﾄ 3 単点(presentarse)v.pr 自己紹介した                「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 
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había estudiado ｱﾋﾞｱ･ｴｽﾄｩﾃﾞｨｱﾄﾞ 3 単線･完了形(estudiar) 

v.t 目を通した、検討した                                 「動詞句」 

el expediente. ｴﾙ･ｴｸｽﾍﾟﾃﾞｨｴﾝﾃ n.m 関係文書を                「目的語」 

 

僕の事件は困難だが、彼は僕が彼を信頼するならば成功するだろうと思っている。僕は彼に

礼を言った。すると彼は言った：「本題に入りましょう」［D-2-1］ 

El asunto era delicado, pero no dudaba del éxito si le tenía confianza. Le agradecí y me 

dijo: "Vamos al grano." 

「主語」「動詞」「補語」,pero「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

「目的語」「動詞」y「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「間接目的語」》 

El asunto ｴﾙ･ｱｽﾝﾄ n.m 僕の事件は                                        「主語」 

   この文は、ムルソーが思ったことである 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                                  「動詞」 

delicado, ﾃﾞﾘｶﾄﾞ adj. 微妙な、難しい                                      「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no dudaba ﾉ･ﾄﾞｩﾀﾞﾊﾞ 3 単線･否定･時制の一致(dudar)v.i(de を) 疑わない    「動詞句」 

del éxito ﾃﾞﾙ･ｴｸｼﾄ adv. 成功を                                      「間接目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

le ﾚ pron 彼の                                              「間接目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線･時制の一致(tener)v.t 取る、得る                    「動詞」 

confianza. ｺﾝﾌｨｱﾝｻ n.f 信頼を                                「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼に                                                        「目的語」 

agradecí ｱｸﾞﾗﾃﾞｼ 1 単線(agradecer)v.t 感謝した、礼を言った                「動詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Vamos ﾊﾞﾓｽ 1 複現･勧誘(ir)v.i 行きましょう                               「動詞」 

al grano." ｱﾙ･ｸﾞﾗﾉ adv. 本題に                                      「間接目的語」 

   grano ｸﾞﾗﾉ n.m 穀物 ir al grano 「本題に入る」 

 

彼はベッドに腰かけ、当局は既に僕の私生活に関する情報を収集し終えたと教えてくれた。 

［D-2-1］ 

Se sentó en la cama y me explicó que habían tomado informes sobre mi vida privada. 

「動詞句」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Se sentó ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 腰かけた                            「動詞句」 

en la cama ｴﾝ･ﾗ･ｶﾏ adv. ベッドの上に                                   「副詞句」 
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y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

explicó ｴｸｽﾌﾟﾘｺ 3 単点(explicar)v.t 説明した、教えた                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

habían tomado ｱﾋﾞｱﾝ･ﾄﾏﾄﾞ 3 複線･完了形(tomar) 

v.t（当局が）集めた                                      「動詞句」 

この時、すでに動作が終了している 

受動態に翻訳してもよいが、ここは敢えて能動態で翻訳してみた 

informes ｲﾝﾌｫﾙﾒｽ pl.n.m(informe) 情報を                     「目的語」 

sobre mi vida ｿﾌﾞﾚ･ﾐ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 僕の生活に関して      「副詞句」 

privada. ﾌﾟﾘﾊﾞﾀﾞ adj.f(privado) 私的な         「形容詞」 

 

「分かってください」と、弁護士は僕に言った。「あなたにこのことを尋ねるのは少し心苦

しいのですが、非常に重要なことなのです」［D-2-1］ 

"Usted comprenderá", me dijo el abogado, "me molesta un poco tener que preguntarle 

esto. Pero es muy importante.  

《「主語」「動詞」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」┃Pero「動詞」「補語」》 

"Usted ｳｽﾃ pron あなたは                                                「主語」 

comprenderá", ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾗ 3 単未･依頼(comprender) 

v.t 分かってください、分かるだろう                                    「動詞」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el abogado, ｴﾙ･ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 弁護士は                                     「主語」 

"me ﾒ pron 私に                                                  「間接目的語」 

molesta ﾓﾚｽﾀ 3 単現(molestar)v.t 軽い痛みを与える                         「動詞」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                               「副詞句」 

tener que preguntarle ﾃﾈｰﾙ･ｹ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｰﾙ･ﾚ 不定詞(tener que preguntar+le) 

   n. あなたに聞かなければならないことは                                 「主語」 

esto. ｴｽﾄ pron これを                                             「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

muy importante. ﾑｲ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 非常に重要な                            「補語」 
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直説法・線過去と過去完了 

 

昔々、火というものはまだ知られていなかった。［A-2-4］ 

Hace mucho tiempo, no se conocía el fuego.               「副詞句」「動詞句」「主語」 

Hace mucho tiempo ｱｾ･ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 昔々                             「副詞句」 

no se conocía ﾉ･ｾ･ｺﾉｼｱ 3 単線･否定･再帰受動(conocerse) 

   v.pr 知られていなかった                                             「動詞句」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火というものは                                      「主語」 

 

動物たちだけでなく人間たちも、生の食物を食べていた。［A-2-4］ 

No sólo los animales sino también los humanos comían los alimentos crudos. 

「主語」「動詞」「目的語」 

No sólo los animales ﾉ･ｿﾛ･ﾛｽ･ｱﾆﾏﾚｽ pl.n.m 動物たちだけでなく              「主語」 

sino también los humanos ｼﾉ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾛｽ･ｳﾏﾉｽ pl.n.m 人間たちも            「主語」 

comían ｺﾐｱﾝ 3 複線(comer)v.t 食べていた                                  「動詞」 

los alimentos crudos ﾛｽ･ｱﾘﾒﾝﾄｽ･ｸﾙﾄﾞｽ pl.n.m 生の食物を                  「目的語」 

 

明かりがなかったので、夜にはどこもが暗く、その暗闇が彼らに大変な恐怖を与えていた。 

［A-2-4］ 

Como no había luz, todo estaba oscuro por la noche y la oscuridad les daba mucho miedo. 

「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」「副詞句」y「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

no había ﾉ･ｱﾋﾞｱ 3 単線･否定(haber)v.t 〜がなかった             「動詞句」 

luz ﾙｰｽ n.f 明かり                                             「目的語」 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが、どこも                                          「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

oscuro ｵｵｽｸﾛ adj. 暗い                                                   「補語」 

por la noche ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜には                                      「副詞句」 

y 

la oscuridad ﾗ･ｵｽｸﾘﾀﾞ n.f 暗闇は                                          「主語」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

daba ﾀﾞﾊﾞ 3 単線(dar)v.t 与えていた                                       「動詞」 

mucho miedo ﾑﾁｮ･ﾐｴﾄﾞ n.m 大変な恐怖を                            「直接目的語」 
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ジャガーだけが火を持っていて、快適に暮らしていた。［A-2-4］ 

Sólo el jaguar tenía fuego y vivía cómodamente. 

「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞」 

Sólo el jaguar ｿﾛ･ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーだけが                           「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 持っていた                                     「動詞」 

fuego ﾌｴｺﾞ n.m 火を                                                   「目的語」 

vivía ﾋﾞﾋﾞｱ 3 単線(vivir)v.i 暮らしていた                                  「動詞」 

cómodamente ｺﾓﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 快適に                                        「副詞」 

 

ジャガーはとても力が強かったので、みんなが彼を恐れ、思い切って彼から火を盗み出そう

とする動物はいなかった。［A-2-4］ 

Como el jaguar era muy poderoso, todos le temian y ningún animal se atrevía a robarle 

el fuego. 

「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」y「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

el jaguar ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーは                               「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                     「動詞」 

muy poderoso ﾑｲ･ﾎﾟﾃﾞﾛｿ adj. とても力強い                        「補語」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron みんなが                                                「主語」 

le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

temian ﾃﾐｱﾝ 3 複線(temer)v.t 恐れていた                                  「動詞」 

ningún animal ﾆﾝｸﾞﾝ･ｱﾆﾏﾙ n.m どの動物も〜ない                          「主語」 

se atrevía a robarle ｾ･ｱﾄﾚﾋﾞｱ･ｱ･ﾛﾊﾞﾙﾚ 3 単線(atreverse a+不定詞 robar+le) 

   v.t 思い切って彼から盗み出そうと（しなかった）        「動詞句」「間接目的語」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火を                                         「直接目的語」 

 

ある日の午後のこと、バシリスクは、川辺で寒さに震えながら歩いている子供たちと老人た

ちを見た。［A-2-4］ 

Una tarde, un basillisco vio a los niños y los ancianos que caminaban tiritando de frío a 

la orilla del río.                               「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」 

Una tarde ｳﾅ･ﾀﾙﾃﾞ n.f ある日の午後                                    「副詞句」 

un basillisco ｳﾝ･ﾊﾞｼﾘｽｺ n.m バシリスクは                                 「主語」 

  basillisco バシリスク（イグアナ科のトカゲ：後足で水面上を走る） 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                               「動詞」 

a los niños y los ancianos ｱ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ･ｲ･ﾛｽ･ｱﾝｼｱﾉｽ 

   pl.n. 子供たちと老人たちを                                          「目的語」 
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que ｹ conj. 〜する                                           「形容詞節」 

caminaban ｶﾐﾅﾊﾞﾝ 3 複線(caminar)v.i 歩いていた          「動詞」 

tiritando ﾁﾘﾀﾝﾄﾞ 現在分詞・分詞構文 adv. 震えながら     「副詞句」 

de frío a la orilla del río ﾃﾞ･ﾌﾘｵ･ｱ･ﾗ･ｵﾘｼﾞｬ･ﾃﾞﾙ･ﾘｵ 

   adv. 川辺で寒さに                                  「副詞句」 

 

バシリスクはジャガーがどこに住んでいるかを知っていた。［A-2-4］ 

El basillisco sabía dónde vivía el jaguar.                   「主語」「動詞」「目的語」 

El basillisco ｴﾙ･ﾊﾞｼﾘｽｺ n.m バシリスクは                                  「主語」 

sabía ｻﾋﾞｱ 3 単線(saber)v.t 知っていた                                    「動詞」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこで〜する                                         「目的語」 

vivía ﾋﾞﾋﾞｱ 3 単線(vivir)v.i 住んでいる                            「動詞」 

el jaguar ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーが                              「主語」 

 

火の持ち主が、どのように時間を過ごしているかも知っていた。［A-2-4］ 

Sabía también cómo pasaba su tiempo el dueño del fuego.          「動詞」「目的語」 

Sabía ｻﾋﾞｱ 3 単線(saber)v.t 知っていた                                    「動詞」 

también cómo ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｺﾓ adv. どのように〜することも                    「目的語」 

pasaba ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線(pasar)v.i 過ごしている                      「動詞」 

su tiempo ｽ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間を                                「目的語」 

el dueño del fuego ｴﾙ･ﾄﾞｩｴﾆｮ･ﾃﾞﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火の持ち主が          「主語」 

 

ジャガーはぐっすりと眠っていた。［A-2-4］ 

El jaguar estaba durmiendo profundamente.               「主語」「動詞句」「副詞」 

El jaguar ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーは                                      「主語」 

estaba durmiendo ｴｽﾀﾊﾞ･ﾄﾞｩﾙﾐｴﾝﾄﾞ 3 単線･進行形(dormir)v.i 眠っていた  「動詞句」 

profundamente ﾌﾟﾛﾌﾝﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 深く、ぐっすりと                         「副詞」 

 

遠くからでも、ジャガーのいびきが聞こえていた。［A-2-4］ 

Se oían sus ronquidos desde lejos.                       「動詞句」「主語」「副詞句」 

Se oían ｾ･ｵｲｱﾝ 3 複線(oirse)v.pr 聞こえていた                            「動詞句」 

sus ronquidos ｽｽ･ﾛﾝｷﾄﾞｽ pl.n.m ジャガーのいびきが                        「主語」 

desde lejos ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv. 遠くから                                     「副詞句」 
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バシリスクは、壁の隙間を通って、ジャガーの家の中に入った。すると、想像していた通り、

ジャガーはかまどの近くでいびきをかいていた。［A-2-4］ 

El basillisco entró en su casa por una abertura de la pared y, como se imaginaba, el jaguar 

estaba roncando cerca del fogón. 

「主語」「動詞」「副詞句」y「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

El basillisco ｴﾙ･ﾊﾞｼﾘｽｺ n.m バシリスクは                                  「主語」 

entró ｴﾝﾄﾛ 3 単点(entrar)v.i 入った                                        「動詞」 

en su casa ｴﾝ･ｽ･ｶｰｻ adv. ジャガーの家の中に                            「副詞句」 

por una abertura de la pared ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ｱﾍﾞﾙﾄｩﾗ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾚ 

   adv. 壁の隙間を通って                                               「副詞句」 

y ｲ conj. すると 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

se imaginaba ｾ･ｲﾏﾋﾅﾊﾞ 3 単線(imaginarse)v.pr 想像していた       「動詞句」 

el jaguar ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーは                                       「主語」 

estaba roncando ｴｽﾀﾊﾞ･ﾛﾝｶﾝﾄﾞ 3 単線･進行形(roncar)v.i いびきをかいていた「動詞句」 

cerca del fogón ｾﾙｶ･ﾃﾞﾙ･ﾌｫｺﾞﾝ adv. かまどの近くで                       「副詞句」 

 

突然、ジャガーは目を覚まし、火が盗まれたことに気付いた。［A-2-4］ 

De repente, el jaguar se despertó y se dio cuenta de que le habían robado el fuego. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」y「動詞句」「目的語」 

De repente ﾃﾞ･ﾚﾍﾟﾝﾃ adv. 突然                                          「副詞句」 

el jaguar ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーが                                       「主語」 

se despertó ｾ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertarse)v.pr 目を覚ました               「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

se dio cuenta de ｾ･ﾃﾞｨｵ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 3 単点(darse cuenta de) 〜に気付いた     「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

le ﾚ pron それ（火）が (el fuego の先出)                         「目的語」 

habían robado ｱﾋﾞｱﾝ･ﾛﾊﾞﾄﾞ 3 複線･完了形･受動(robar)v.t 盗まれた  「動詞句」 

  誰かが盗んだ → 盗まれた 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火が                                       「目的語」 

 

ジャガーは火の盗人を追いかけようとしたができなかった。ジャガーは泳げなかったのだ。 

［A-2-4］ 

El jaguar trató de perseguir al ladrón del fuego, pero no pudo, porque no sabía nadar. 

「主語」「動詞句」「目的語」, pero「動詞句」「副詞節」 

El jaguar ｴﾙ･ﾊｸﾞゎﾙ n.m ジャガーは                                      「主語」 
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trató de perseguir ﾄﾗﾄ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾙ･ｾｷﾞｰﾙ 3 単点(tratar de+不定詞 perseguir) 

   v.t 追いかけようとした                                              「動詞句」 

  tratar de+不定詞「〜しようと試みる」 

al ladrón del fuego ｱﾙ･ﾗﾄﾞﾛﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾌｴｺﾞ n. 火の盗人を                     「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no pudo ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ 3 単点･否定(poder)v.t できなかった                       「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                            「副詞節」 

no sabía nadar ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾅﾀﾞｰﾙ 3 単線･可能･否定(saber+不定詞 nadar) 

   v.i 泳げなかった                                            「動詞句」 

 

夕食を食べた後で、サンチョはロバと一緒に横になり、ドン・キホーテは馬方が眠っている

寝床の隣のワラの寝床に横になった。［B-9］ 

Después de cenar, se acostaron, Sancho junto a su asno y Don Quijote junto a otro lecho 

de paja donde dormía un arriero. 

「副詞句」,「動詞句」「主語」「副詞句」y「主語」「副詞句」「形容詞節」 

Después de cenar ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｾﾅｰﾙ adv. 夕食を食べた後で                 「副詞句」 

se acostaron ｾ･ｱｺｽﾀﾛﾝ 3 複線(acostarse)v.pr 横になった                   「動詞句」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

junto a su asno ﾌﾝﾄ･ｱ･ｽ･ｱｽﾉ adv. ロバと一緒に                           「副詞句」 

  junto a ﾌﾝﾄ･ｱ 〜と一緒に、〜の隣に 

y ｲ conj. そして 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

junto a otro lecho de paja ﾌﾝﾄ･ｱ･ｵﾄﾛ･ﾚﾁｮ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾊ 

 adv. 別のワラの寝床の隣に                                           「副詞句」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adj. 〜する                                              「形容詞節」 

dormía ﾄﾞﾙﾐｱ 3 単線(dormir)v.i 眠っている                        「動詞」 

un arriero ｳﾝ･ｱﾘｴﾛ n.m 馬方が                                   「主語」 

 

その馬方は、マリトルネスと逢引の約束をしていたのだ。つまり、皆が寝静まった頃に、彼

女が彼のところへやってきて、一夜を共に過ごす予定だった。［B-9］ 

El arriero había concertado con Maritornes un encuentro: cuando todos durmiesen, ella 

vendría con él y pasarían la noche juntos. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」： 

「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞」「目的語」「副詞」 

El arriero ｴﾙ･ｱﾘｴﾛ n.m その馬方は                                        「主語」 

había concertado ｱﾋﾞｱ･ｺﾝｾﾙﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(concertar)v.t 取り決めていた 「動詞句」 
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con Maritornes ｺﾝ･ﾏﾘﾄﾙﾈｽ adv. マリトルネスと                       「間接目的語」 

un encuentro ｳﾝ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾛ n.m 逢引の約束を                          「直接目的語」 

cuando ｸｧﾝﾄﾞ adv. 〜するとき                                          「副詞節」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron.pl. 誰もが                                       「主語」 

durmiesen ﾄﾞｩﾙﾐｴｾﾝ 接・3 複過(dormir)v.i 眠っただろう            「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                   「主語」 

vendría ﾍﾞﾝﾄﾞﾘｱ 3 単過未 v.i やってくる（予定）                           「動詞」 

con él ｺﾝ･ｴﾙ adv. 彼のところに                                     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

pasarían ﾊﾟｻﾘｱﾝ 3 複過未(pasar)v.t 過ごす（予定）                        「動詞」 

la noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 一夜を                                              「目的語」 

juntos ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                                  「副詞」 

 

あたりは静まり返って、真っ暗だった。［B-9］ 

 Todo estaba silencioso y oscuro.                            「主語」「動詞」「補語」 

Todo ﾄﾄﾞ pron あたりはみな                                              「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

silencioso ｼﾚﾝｼｵｿ adj. 静かな                                             「補語」 

y ｲ conj. そして 

oscuro ｵｽｸﾛ adj. 暗い                                                    「補語」 

 

マリトルネスは、こっそりと約束した客の寝床に近づいてきたが、何も見えなかったので寝

床を間違えてしまい、ドン・キホーテの上に身を投げかけてしまった。［B-9］ 

Maritornes se acercaba sigilosamente al lecho de su cliente; pero no veía ..., y equivocó 

los lechos: se echó sobre Don Quijote. 

「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」;  

pero「動詞句」y「動詞」「目的語」;「動詞句」「副詞句」 

Maritornes ﾏﾘﾄﾙﾈｽ n. マリトルネスは                                     「主語」 

se acercaba ｾ･ｱｾﾙｶﾊﾞ 3 単線(acercarse)v.pr 近づいてきた                  「動詞句」 

sigilosamente ｼﾋﾛｻﾒﾝﾃ adv. こっそりと                                    「副詞」 

al lecho de su cliente ｱﾙ･ﾚﾁｮ･ﾃﾞ･ｽ･ｸﾘｴﾝﾃ adv. 約束した客の寝床に      「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no veía ... ﾉ･ﾍﾞｲｱ 3 単線･否定(ver)v.t 何も見えなかった                   「動詞句」 

y ｲ conj. それで 

equivocó ｴｷﾎﾞｺ 3 単点(equivocar)v.t 間違えた                               「動詞」 

los lechos ﾛｽ･ﾚﾁｮｽ pl.n.m 寝床を                                        「目的語」 
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se echó ｾ･ｴﾁｮ 3 単点(echarse)v.pr 身を投げかけた                        「動詞句」 

sobre Don Quijote ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adv. ドン・キホーテの上に              「副詞句」 

 

ドン・キホーテは彼女の匂いをかいで、多分、先ほど彼の駄馬が感じたと同じ本能を感じて、

彼女を自分のほうへ引き寄せて言った。［B-9］ 

El caballero la olió y, sintiendo tal vez los mismos instintos que había sentido antes su 

rocín, la atrajo hacia sí y dijo:  

「主語」「目的語」「動詞」y「副詞句」,「目的語」「動詞」「副詞句」y「動詞」 

El caballero ｴﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士（ドン・キホーテ）は                     「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

olió ｵﾘｵ 3 単点(oler)v.t 〜の匂いをかいだ                                  「動詞」 

y ｲ conj. そして 

sintiendo ｼﾝﾁｴﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 〜を感じて                              「副詞句」 

tal vez ﾀﾙ･ﾍﾞｽ adv. たぶん                                      「副詞句」 

los mismos instintos ﾛｽ･ﾐｽﾓｽ･ｲﾝｽﾃｨﾝﾄｽ 

 pl.n.m 同じ本能を                                           「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                           「形容詞節」 

había sentido ｱﾋﾞｱ･ｾﾝﾁﾄﾞ 3 単線･完了形(sentir)v.t 感じた「動詞句」 

antes ｱﾝﾃｽ adv. 先ほど                                 「副詞」 

su rocín ｽ･ﾛｼﾝ n.m 彼の駄馬が                          「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

atrajo ｱﾄﾗﾎ 3 単点(atraer)v.t 引き寄せた                                  「動詞」 

hacia sí ｱｼｱ･ｼ adv. 自分のほうへ                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「ここで何があったんだ？」と宿の主人がどなって、彼らを引き離そうとした。［B-9］ 

“¿Qué demonios pasa aquí?”--- gritaba el ventero ---; y trató de separarlos. 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞」,y「動詞句」「目的語」 

Qué demonios ｹ･ﾃﾞﾓﾆｵｽ pron いったい何が                                「主語」 

   demonio ﾃﾞﾓﾆｵ n.m 悪魔、（疑問詞+複数で強調の意味）いったい 

pasa ﾊﾟｻ 3 単現(pasar)v.i 起こった、あった                                「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここで                                                      「副詞」 

gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.i どなった                                  「動詞」 

el ventero ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ n.m 宿の主人が                                       「主語」 

y ｲ conj. そして 
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trató de separarlos ﾄﾗﾄ･ﾃﾞ･ｾﾊﾟﾗﾙ･ﾛｽ 3 単点･試行(tratar de+不定詞 separar+los) 

   v.t 彼らを引き離そうとした                                 「動詞句」「目的語」 

 

まったくの暗闇の中で、全員が手当たり次第に、蹴ったり、殴ったりしていた。［B-9］ 

Totalmente a oscuras, todos repartían patadas y puñetazos a diestro y siniestro. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Totalmente a oscuras ﾄﾀﾙﾒﾝﾃ･ｱ･ｵｽｸﾗｽ adv. まったく真っ暗で              「副詞句」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron 全員が                                                   「主語」 

repartían ﾚﾊﾟﾙﾁｱﾝ 3 複線(repartir)v.t 散らばした                           「動詞」 

patadas ﾊﾟﾀﾀﾞｽ pl.n.f 蹴り                                             「目的語」 

y ｲ conj. そして 

puñetazos ﾌﾟﾆｪﾀｿｽ pl.n.m 殴打                                         「目的語」 

a diestro y siniestro ｱ･ﾃﾞｨｴｽﾄﾛ･ｲ･ｼﾆｴｽﾄﾛ adv. 手当たり次第に             「副詞句」 

 

泊まっていたサンタ・エルマンダー市民警察の一員が、ランプを片手に持って、騒ぎを鎮め

るためにやってきた。［B-9］ 

Un cuadrillero de la Santa Hermandad, que allí se alojaba, vino con un candil en la mano 

a poner orden.                                      「主語」「動詞」「副詞句」 

Un cuadrillero ｳﾝ･ｸゎﾄﾞﾘｼﾞｪﾛ n.m 一員、メンバー                         「主語」 

de la Santa Hermandad ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾀ･ｴﾙﾏﾝﾀﾞ 

   adj. サンタ・エルマンダー市民警察の                        「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                            「形容詞節」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                     「副詞」 

se alojaba ｱﾛﾊﾊﾞ 3 単線(alojarse)v.pr 泊まっていた       「動詞句」 

vino ﾋﾞﾉ 3 単点(venir)v.i やってきた                                       「動詞」 

con un candil ｺ･ﾇﾝ･ｶﾝﾃﾞｨﾙ adv. ランプを持って                           「副詞句」 

en la mano ｴﾝ･ﾗ･ﾏﾉ adv. 手に、片手に                                   「副詞句」 

a poner ｱ･ﾎﾟﾈﾙ adv. もたらすために                                     「副詞句」 

orden ｵﾙﾃﾞﾝ n.m 秩序                                          「目的語」 

   騒ぎを鎮めるために 

 

ドン・キホーテは金を払わずに宿を出た。それが城だと信じ込んでいたからである。 

［B-10］ 

Salió Don quijote de la venta sin pagar, pues creía que era un castillo. 

「動詞」「主語」「副詞句」,「副詞節」 

Salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 出た                                             「動詞」 
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Don quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

de la venta ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adv. 宿から                                       「副詞句」 

sin pagar ｼﾝ･ﾊﾟｶﾞｰﾙ adv. 金を払わずに                                  「副詞句」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

creía ｸﾚｲｱ 3 単線(creer)v.t 信じていた                              「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜である                              「動詞」 

un castillo ｳﾝ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ n.m 城                              「補語」 

 

「助けてくだせえ、だんな様！殺されちまうだ。」サンチョ・パンサは叫んだ。［B-10］ 

“¡Socorro, señor, que me matan!”--- gritaba Sancho Panza ---. 

《「感嘆」「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

Socorro señor ｿｺﾛ･ｾﾆｮｰﾙ int. 助けてくだせえ、だんな様                     「感嘆」 

que ｹ conj. 〜である（特に翻訳しない） 

me ﾒ pron 私を                                                       「目的語」 

matan ﾏﾀﾝ 3 複現(matar)v.t 殺す                                          「動詞」 

  受動態に翻訳する 

gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.i 叫んだ                                    「動詞」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                           「主語」 

 

彼らが宿の門を閉めてしまったので、ドン・キホーテは中に入ることができなかった。 

［B-10］ 

Habían cerrado el portón de la venta, y Don Quijote no podía entrar. 

「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞句」 

Habían cerrado ｱﾋﾞｱﾝ･ｾﾗﾄﾞ 3 複線･完了形(cerrar)v.t 閉めてしまった      「動詞句」 

el portón ｴﾙ･ﾎﾟﾙﾄﾝ n.m 門を                                           「目的語」 

de la venta ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adj. 宿の                               「形容詞句」 

y ｲ conj. それで 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

no podía entrar ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｴﾝﾄﾗｰﾙ 3 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.i 入ることができなかった                                          「動詞句」 
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「浅ましくも臆病なものどもめ！弱い者いじめしかできないのか！その気があるなら、わ

しと戦え！」と外から叫ぶことしかできなかった。［B-10］ 

“¡Viles y cobardes criaturas, sólo abusáis de los débiles! ¡Luchad contra mí si os 

atrevéis!”--- clamaba desde fuera ---. 

《「呼びかけ」「副詞」「動詞」「間接目的語」┃「動詞」「間接目的語」「副詞節」》 

「動詞」「副詞句」 

Viles ﾋﾞﾚｽ adj.pl. あさましい                                 「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

cobardes ｺﾊﾞﾙﾃﾞｽ adj.pl. 臆病な                              「形容詞」 

criaturas ｸﾘｱﾄｩﾗｽ pl.n.f ものども                                     「呼びかけ」 

sólo ｿﾛ adv. 〜しか．．．ない                                              「副詞」 

abusáis ｱﾌﾞｻｲｽ 2 複現(abusar)v.i (de を) 暴行する                          「動詞」 

de los débiles ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾃﾞﾋﾞﾚｽ adv. 弱い者を                            「間接目的語」 

Luchad ﾙﾁｬ 命・2 複現(luchar)v.i 戦え                                     「動詞」 

contra mí ｺﾝﾄﾗ･ﾐ adv. わしと                                       「間接目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

os atrevéis ｵｽ･ｱﾄﾚﾍﾞｲｽ 2 複現(atreverse)v.pr 敢えてする             「動詞」 

clamaba ｸﾗﾏﾊﾞ 3 単線(clamar)v.t 叫んだ                                   「動詞」 

desde fuera ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾌｴﾗ adv. 外から                                      「副詞句」 

 

羊の群れと一緒にこちらに向かってきていた羊飼いたちは彼に向かって叫んだ、しかしド

ン・キホーテは気にもとめなかった。［B-10］ 

Los pastores que venían con los rebaños le gritaban ...; pero Don Quijote no hacía caso. 

「主語」「間接目的語」「動詞」;pero「主語」「動詞句」「目的語」 

Los pastores ﾛｽ･ﾊﾟｽﾄﾚｽ pl.n.m 羊飼いたちは                               「主語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

venían ﾍﾞﾆｱﾝ 3 複線(venir)v.i こちらへ向かってきていた          「動詞」 

con los rebaños ｺﾝ･ﾛｽ･ﾚﾊﾞﾆｮｽ adv. 群れと一緒に               「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

gritaban ｸﾞﾘﾀﾊﾞﾝ 3 複線(gritar)v.i 叫んだ                                  「動詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

no hacía ﾉ･ｱｼｱ 3 単線･否定(hacer)v.t 〜しなかった                       「動詞句」 

caso ｶｰｿ n.m 問題                                                     「目的語」 

  → 問題にしなかった、気にもとめなかった 
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羊飼いたちは、彼のところまでやってきて、見ると、彼が死んでしまったと思った。 

［B-10］ 

Los pastores llegaron hasta él, y creyeron que estaba muerto. 

「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞」「目的語」 

Los pastores ﾛｽ･ﾊﾟｽﾃﾛｽ pl.n.m 羊飼いたちは                               「主語」 

llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 到着した                                 「動詞」 

hasta él ｱｽﾀ･ｴﾙ adv. 彼のところまで                                「間接目的語」 

y ｲ conj. それで 

creyeron ｸﾚｼﾞｪﾛﾝ 3 複点(creer)v.t 〜だと思った                            「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                            「動詞」 

muerto ﾑｴﾙﾄ adj. 死んだ                                         「補語」 

 

彼らは 10 頭を超える傷ついた羊を集めて、その場を立ち去った。［B-10］ 

Recogieron las ovejas heridas, que pasaban de diez, y se fueron. 

「動詞」「目的語」「形容詞句」y「動詞句」 

Recogieron ﾚｺﾋｴﾛﾝ 3 複点(recoger)v.t 集めた                               「動詞」 

las ovejas ﾗｽ･ｵﾍﾞﾊｽ pl.n.f 羊を                                         「目的語」 

heridas ｴﾘﾀﾞｽ adj.pl.f. 傷ついた                                        「形容詞」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

pasaban ﾊﾟｻﾊﾞﾝ 3 複線(pasar)v.i (de を) 超える                   「動詞」 

de diez ﾃﾞ･ﾃﾞｨｴｽ adv. 10 頭を                              「間接目的語」 

y ｲ conj. それから 

se fueron ｾ･ﾌｴﾛﾝ 3 複点(irse)v.pr その場を立ち去った                     「動詞句」 

 

「あきらめてはならん、友よ！」とドン・キホーテは元気づけた。［B-10］ 

“¡Nada de eso, amigo!”--- le animaba Don Quijote ---. 

《「感嘆」「呼びかけ」》,「目的語」「動詞」「主語」 

Nada de eso ﾅﾀﾞ･ﾃﾞ･ｴｿ adv. とんでもない、何を言うか！                    「感嘆」 

amigo ｱﾐｺﾞ n.m 友よ                                                「呼びかけ」 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

animaba ｱﾆﾏﾊﾞ 3 単線(animar)v.t 元気づけた                              「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 
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僕はそれを知らなかった。その時僕は、エンジンのきつく締まり過ぎたボルトを外そうとし

ていてとても忙しかった。［C-7］ 

 Yo no lo sabía. Estaba entonces muy ocupado tratando de destornillar un bulón 

demasiado ajustado de mi motor.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no ...sabía. ﾉ...ｻﾋﾞｱ 1 単線･否定(saber)v.t 知らなかった                    「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

muy ocupado ﾑｲ･ｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. とても忙しい                                 「補語」 

tratando de destornillar ﾄﾗﾀﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾃﾞｽﾄﾙﾆｼﾞｬｰﾙ 現在分詞(tratar de+不定詞) 

   v.t 〜のネジ釘を外そうとしていて                                    「副詞句」 

un bulón ｱﾝ･ﾌﾞﾛﾝ n.m ボルトを                                  「目的語」 

demasiado ajustado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｱﾌｽﾀﾄﾞ adj. きつく締まり過ぎた     「形容詞句」 

de mi motor. ﾃﾞ･ﾐ･ﾓﾄｰﾙ adj. エンジンの               「形容詞句」 

 

故障がとても深刻だということが分かり始めた上に、水が底をついて最悪の事態に対する

恐怖が起こってきたので、僕はとても心配になっていた。［C-7］ 

Estaba muy preocupado, pues mi avería comenzaba a resultarme muy grave y el agua 

que se agotaba me hacía temor lo peor.                   「動詞」「補語」,「副詞節」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

muy preocupado, ﾑｲ･ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. とても心配な                          「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

mi avería ﾐ･ｱﾍﾞﾘｱ n.f 故障が                                      「主語」 

comenzaba a resultarme ｺﾒﾝｻﾊﾞ･ｱ･ﾚｽﾙﾀﾙ･ﾒ 3 単線･開始(comenzar a+不定詞+me) 

   v.i 僕にとって〜の結果になり始めていた                       「動詞句」 

 comenzar a+不定詞 「〜し始める」 resultar ﾚｽﾙﾀｰﾙ v.i 〜の結果になる 

muy grave ﾑｲ･ｸﾞﾗｰﾍﾞ adj. とても深刻な                            「補語」 

y ｲ conj. そして 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞｧ n.m 水は                                         「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

se agotaba ｾ･ｱｺﾞﾀﾊﾞ 3 単線(agotarse)v.pr 枯渇している  「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                             「間接目的語」 

hacía ｱｼｱ 3 単線(hacer)v.t 〜を生じさせた、起こさせた               「動詞」 

temor lo peor. ﾃﾓｰﾙ･ﾚ･ﾍﾟｵｰﾙ n.m 最悪の恐怖を                     「目的語」 
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王子様は、一度言い出した質問は決してあきらめなかった。［C-7］ 

 El principito jamás renunciaba a una pregunta, una vez que la había formulado. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

jamás renunciaba ﾊﾏｽ･ﾚﾇﾝｼｱﾊﾞ 3 単線･否定(renunciar) 

v.i 決してあきらめなかった                                          「動詞句」 

a una pregunta, ｱ･ｳﾅ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ adv. 質問を                           「間接目的語」 

una vez que ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ｹ conj. 一度〜したら                                「副詞節」 

 この「副詞節」は pregunta を修飾する「形容詞節」と考えても良い 

la ﾗ pron それを                                               「目的語」 

había formulado. ｱﾋﾞｱ･ﾌｫﾙﾑﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(formular) 

v.t（考えを）表明した                                        「動詞句」 

 

僕はボルトのせいで苛立っていたので、いい加減に答えた。［C-7］ 

Yo estaba irritado por mi bulón y respondí cualquier cosa: 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」y「動詞」「目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

irritado ｲﾘﾀﾄﾞ 過去分詞(irritar)adj. 苛立った                              「補語」 

por mi bulón ﾎﾟﾙ･ﾐ･ﾌﾞﾛﾝ adv. ボルトのせいで                           「副詞句」 

y ｲ conj. それで 

respondí ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                             「動詞」 

cualquier cosa: ｸゎﾙｷｴ･ｺｰｻ n.f 適当なことを                             「目的語」 

  cualquiera ｸゎﾙｷｴﾗ adj.（名詞の前では cualquier）（+名詞）どんな（〜でも） 

 

僕は何も答えなかった。その瞬間、心の中で思っていた。「もしこのボルトがまだ抵抗する

なら、金槌で飛ばしてやろう」［C-7］ 

No respondí nada. En ese instante me decía: 《Si este bulón todavía resiste, lo haré saltar 

de un martillazo.》               「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」： 

《「副詞節」,「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

No respondí ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点･否定(responder)v.t 答えなかった           「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

En ese instante ｴﾝ･ｴｾ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. その瞬間                             「副詞句」 

me decía: ﾒ･ﾃﾞｼｱ 1 単線(decirse)v.pr 心の中で思っていた                 「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 直説法・線過去と過去完了 234 / 650 

este bulón ｴｽﾃ･ﾌﾞﾛﾝ n.m このボルトが                            「主語」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                         「副詞」 

resiste, ﾚｼｽﾃ 3 単現(resistir)v.i 抵抗する                           「動詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

haré saltar ｱﾚ･ｻﾙﾀｰﾙ 1 単未･使役(hacer+不定詞)v.t 飛ばしてやろう         「動詞句」 

de un martillazo.》ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｬｿ adv. 金槌で                           「副詞句」 

 

彼は僕を見ていた。僕は彼にとってはとても醜く見えるものにかがみ込んで、手には金槌を

もち、指はグリースで真っ黒になっていた。［C-7］ 

Me veía con el martillo en la mano y los dedos negros de grasa, inclinado sobre un objeto 

que le parecía muy feo.                  「目的語」「動詞」「形容詞句」,「形容詞句」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

veía ﾍﾞｲｱ 3 単線(ver)v.t 見ていた                                         「動詞」 

con ｺﾝ adj. 〜の                                                    「形容詞句」 

el martillo en la mano ｺﾝ･ｴﾙ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｮ･ｴﾝ･ﾗ･ﾏﾉ n.m 手に金槌     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

los dedos negros de grasa, ﾛｽ･ﾃﾞﾄﾞｽ･ﾈｸﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗｻ 

 pl.n.m グリースで真っ黒の指                               「目的語」 

inclinado ｲﾝｸﾘﾅﾄﾞ adj. 傾いた、かがみ込んだ                           「形容詞句」 

sobre un objeto ｿﾌﾞﾚ･ｳﾝ･ｵﾌﾟﾍﾄ adv. 物体の上に                  「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

le ﾚ pron 彼にとって                            「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜に見える             「動詞」 

muy feo. ﾑｲ･ﾌｪｵ adj. とても醜い                        「補語」 

 

彼は本当にすごく苛立っていた。金色の髪を風になびかせていた。［C-7］ 

Estaba verdaderamente muy irritado. Sacudía al viento sus cabellos dorados. 

「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」「目的語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

verdaderamente ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                            「副詞」 

muy irritado. ﾑｲ･ｲﾘﾀﾄﾞ adj. すごく苛立った                                「補語」 

Sacudía ｻｸﾃﾞｨｱ 3 単線(sacudir)v.t 揺り動かしていた                        「動詞」 

al viento ｱﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄ adv. 風に                                            「副詞句」 

sus cabellos dorados. ｽｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ･ﾄﾞﾗﾄﾞｽ pl.n.m 金色の髪を               「目的語」 
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王子様は、今では激怒のために真っ青になっていた。［C-7］ 

El principito estaba ahora pálido de cólera.           「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今では                                                   「副詞」 

pálido ﾊﾟﾘﾄﾞ adj.（顔色が）青白い                                        「補語」 

de cólera. ﾃﾞ･ｺﾚﾗ adv.（原因）激怒のために                        「副詞句」 

 

彼はそれ以上なにも言えなかった。突然、すすり泣いた。日はとっくに暮れていた。 

［C-7］ 

No pudo decir nada más. Estalló bruscamente en sollozos. La noche había caído. 

「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」 

No pudo decir ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単点･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 言うことが出来なかった                                          「動詞句」 

nada más. ﾅﾀﾞ･ﾏｽ pron それ以上なにも〜ない                           「目的語」 

Estalló ｴｽﾀｼﾞｮ 3 単点(estallar)v.i (en で)（感情が）爆発した                「動詞」 

bruscamente ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然                                         「副詞」 

en sollozos. ｴﾝ･ｿｼﾞｮｿｽ adv. すすり泣きに                                「副詞句」 

La noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 夜は                                                  「主語」 

había caído. ﾊﾋﾞｱ･ｶｲﾄﾞ 3 単線･完了形(caer)v.i すでに暮れていた           「動詞句」 

 

僕はすでに工具を手放していた。かなづちも、ボルトも、喉の渇きも、死の恐怖でさえ、ど

うでもよかった。［C-7］ 

Yo había dejado mis herramientas. No me importaban ni el martillo, ni el bulón, ni la 

sed, ni la muerte.                   「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「主語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

había dejado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dejar)v.t 手放していた             「動詞句」 

mis herramientas. ﾐｽ･ｴﾗﾐｴﾝﾀｽ pl.n.f 工具を                              「目的語」 

No me importaban ﾉ･ﾒ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾊﾞﾝ 3 複線･否定(importar)v.i 重要でなかった 「動詞句」 

  me は「間接目的語」僕にとって 

ni el martillo, ﾆ･ｴﾙ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｮ n.m かなづちも                               「主語」 

 ni は連続で否定する接続詞 〜も〜も．．．ない 

ni el bulón, ﾆ･ｴﾙ･ﾌﾞﾛﾝ n.m ボルトも                                 「主語」 

ni la sed, ﾆ･ﾗ･ｾﾄﾞ n.f 喉の渇きも                                    「主語」 

ni la muerte. ﾆ･ﾗ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死も                                     「主語」 
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1 つの星の上に、惑星の上に、僕の星、地球の上に、慰めを必要とする 1 人の王子様がいた。 

［C-7］ 

En una estrella, en un planeta, el mío, la Tierra, había un principito que necesitaba 

consuelo.                                              「副詞句」「動詞」「目的語」 

En una estrella, ｴﾝ･ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adv. 1 つの星の上に                       「副詞句」 

en un planeta, ｴﾝ･ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 惑星の上に                             「副詞句」 

el mío, la Tierra, ｴﾙ･ﾐｵ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 僕の星、地球の上に                  「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t いた                                          「動詞」 

un principito ｳﾝ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 1 人の王子様が                            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

necesitaba ﾈｾｼﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(necesitar)v.t 必要としている  「動詞」 

consuelo. ｺﾝｽｴﾛ n.m 慰めを                                    「目的語」 

 

何を言うべきかがよく分からなかった。自分がひどく間抜けに思われた。どうしたら彼の心

に届くのか、どこでその答えに出会えるのか分からなかった。涙の国というのは、それほど

不思議なところ！［C-7］ 

No sabía bien qué decir. Me sentía muy torpe. No sabía cómo llegar a él, dónde 

encontrarlo... ¡Es tan misterioso el país de las lágrimas!... 

「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「補語」┃「動詞句」「目的語」 

No sabía bien ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾋﾞｴﾝ 1 単線･否定(saber)v.t よく分からなかった      「動詞句」 

qué decir. ｹ･ﾃﾞｼｰﾙ pron 何を言うべきかと言う事を                       「目的語」 

Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                 「動詞句」 

muy torpe. ﾑｲ･ﾄｵﾙﾍﾟ adj. ひどく間抜けな、不器用な                        「補語」 

No sabía ﾉ･ｻﾋﾞｱ 1 単線･否定(saber)v.t 分からなかった                    「動詞句」 

cómo +不定詞 ｺﾓ adv. どのようにして〜するかという方法                 「目的語」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 v.i（心に）届く                              「動詞」 

a él, ｱ･ｴﾙ pron 彼の心に                                   「間接目的語」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこで〜するかという方法                             「目的語」 

encontrarlo... ｴﾝｺﾝﾄﾗﾙ･ﾛ 不定詞 v.t それに出会う                  「動詞句」 

 lo は彼の心に届くための方法を指す 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

tan misterioso ﾀﾝ･ﾐｽﾃﾘｵｿ adj. それほど不思議な                            「補語」 

el país de las lágrimas!... ｴﾙ･ﾊﾟｲｽ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾗｸﾞﾘﾏｽ n.m 涙の国は               「主語」 
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彼は僕の協力を望んでいた。彼は僕に、あの日は辛かったかと尋ねた。［D-2-1］ 

Quería que le ayudara. Me preguntó si había sentido pena aquel día.  

「動詞」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Quería ｹﾘｱ 3 単線(querer)v.t 望んでいた                                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

le ﾚ pron 彼を                                                  「目的語」 

ayudara. ｱﾕﾀﾞﾗ 接・1 単過･願望(ayudar)v.t 助ける                   「動詞」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

había sentido ｱﾋﾞｱ･ｾﾝﾁﾄﾞ 1 単線･完了形(sentir)v.t 感じた      「動詞句」 

pena ﾍﾟﾅ n.f 苦悩を                                        「目的語」 

aquel día. ｱｹﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. あの日                              「副詞句」 

 

僕はこの質問にとても驚いた。そして僕がその質問をしなければならなかったとしたら、と

ても心苦しいと感じただろうと思った。［D-2-1］ 

Esta pregunta me sorprendió mucho y me parecía que me habría sentido muy molesto si 

yo hubiera tenido que formularla.  

「主語」「目的語」「動詞」「副詞」y「間接目的語」「動詞」「主語」 

Esta pregunta ｴｽﾀ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f この質問は                                 「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

sorprendió ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(sorprender)v.t 驚かした                      「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. 非常に                                                   「副詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように思われた                        「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

me habría sentido ﾒ･ｱﾌﾞﾘｱ･ｾﾝﾁﾄﾞ 1 単過未･完了形･推量(sentirse) 

   v.pr 〜と感じただろう                                          「動詞句」 

muy molesto ﾑｲ･ﾓﾚｽﾄ adj. とても心苦しい                            「補語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                           「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                           「主語」 

hubiera tenido que formularla. ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾆﾄﾞｹﾌｫﾙﾑﾗｰﾙ･ﾗ 接・1 単過･完了形･必要･仮定 

   (tener que+不定詞 formular+la) 

v.t その質問をしなければならなかった                    「動詞句」 
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それでも、僕は自問する習慣があまりないので、それに答えることは難しいと返事した。 

［D-2-1］ 

Sin embargo, respondí que había perdido un poco la costumbre de interrogarme y que 

me era difícil informarle.                              「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、それにもかかわらず              「副詞句」 

respondí ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた、返事をした                 「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

había perdido ｱﾋﾞｱ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ 1 単線･完了形(perder)v.t 失っていた  「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 多少は                                     「副詞句」 

la costumbre ﾗ･ｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾚ n.f 習慣を                              「目的語」 

de interrogarme ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾛｶﾞﾙ･ﾒ adj.（同格）自問するという「形容詞句」 

   interrogarse ｲﾝﾃﾛｶﾞﾙｾ v.pr 自問すす、自分自身に質問する 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me ﾒ pron 僕にとって                                      「間接目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                          「動詞」 

difícil ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj. 困難な、難しい                                「補語」 

informarle. ｲﾝﾌｫﾙﾏｰﾙ･ﾚ 不定詞(informar+le)n. その質問に答えることは「主語」 

   informar ｲﾝﾌｫﾙﾏｰﾙ v.t 知らせる、通知する 

 

多分、僕は母さんを愛していた。しかしそれは何の意味もない。［D-2-1］ 

Sin duda quería mucho a mamá, pero eso no quería decir nada.  

「副詞句」「動詞」「副詞」「目的語」,pero「動詞句」「目的語」 

Sin duda ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. 間違いなく、多分、きっと                        「副詞句」 

quería ｹﾘｱ 1 単線(querer)v.t 愛していた                                   「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. とても                                                   「副詞」 

a mamá, ｱ･ﾏﾏ n.f 母さんを                                             「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

eso ｴｿ pron そのことは                                                  「主語」 

no quería decir ﾉ･ｹﾘｱ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単線･否定(querer decir)v.t 意味しない       「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も                                                   「目的語」 

 

正常な人間なら誰でも、多かれ少なかれ、愛する人の死を望んだことがあるはずだ。 

［D-2-1］ 

Todos los seres normales habían deseado más o menos la muerte de aquellos a quienes 

amaban.                                       「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 
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Todos los seres ﾄﾄﾞｿｳ･ﾛｽ･ﾚﾚｽ pl.n.m すべての人間は                        「主語」 

   seres ｾﾚｽ pl.n.m(ser) 存在、人、人間 

normales ﾉﾙﾏﾚｽ adj.pl.m 正常な、普通の                           「形容詞」 

habían deseado ｱﾋﾞｱﾝ･ﾃﾞｾｱﾄﾞ 3 複過･完了形(desear)v.t 望んだ             「動詞句」 

más o menos ﾏｽ･ｵ･ﾒﾉｽ adv. 多かれ少なかれ                                「副詞」 

la muerte ﾗ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死を                                              「目的語」 

de aquellos ﾃﾞ･ｱｹｼﾞｮｽ adj. その人の                            「形容詞句」 

a quienes ｱ･ｷｴﾈｽ pron.pl（目的語）その人を〜する     「形容詞節」 

amaban. ｱﾏﾊﾞﾝ 3 複線(amar)v.t 愛していた       「動詞」 

 

僕は彼に、自分は身体的欲求によって感情が混乱しやすい性質なのだと説明した。 

［D-2-1］ 

Le expliqué que tenía una naturaleza tal que las necesidades físicas alteraban a menudo 

mis sentimientos.                              「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

expliqué ｴｸｽﾌﾟﾘｹ 1 単点(explicar)v.t 説明した                              「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線･時制の一致(tener)v.t 〜がある                  「動詞」 

una naturaleza ｳﾅ･ﾅﾄｩﾗﾚｻ n.f 気質、性質                     「目的語」 

tal que ﾀﾙ･ｹ pron（同格）〜という                  「形容詞節」 

las necesidades ﾗｽ･ﾈｾｼﾀﾞﾃﾞｽ 

 pl.n.f(necesidad) 生理的欲求が              「主語」 

físicas ﾌｨｼﾞｶｽ adj.f.pl 身体の           「形容詞」 

alteraban ｱﾙﾃﾗﾊﾞﾝ 3 複線･時制の一致(alterar) 

v.t（秩序などを）混乱させる                「動詞」 

a menudo ｱ･ﾒﾇﾄﾞ adv. 時々、しばしば        「副詞句」 

mis sentimientos. ﾐｽ･ｾﾝﾁﾐｴﾝﾄｽ 

 pl.n.m 自分の感情を                      「目的語」 

 

母さんの葬式の日は、僕はとても疲れていたし、眠かった。だから何が起こっているのか分

からなかった。［D-2-1］ 

El día del entierro de mamá estaba muy cansado y tenía sueño, de manera que no me di 

cuenta de lo que pasaba.       「副詞句」「動詞」「補語」y「動詞」「目的語」「副詞節」 

El día ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m あの日                                             「副詞句」 

del entierro de mamá ﾃﾞﾙ･ｴﾝﾃｨｴﾛ･ﾃﾞ･ﾏﾏ adj. 母さんの葬式の     「形容詞句」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 
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muy cansado ﾑｲ･ｶﾝｻﾄﾞ adj. とても疲れた                                  「補語」 

y ｲ conj. そして 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t あった                                          「動詞」 

sueño, ｽｪﾆｮ n.m 眠気                                                  「目的語」 

de manera que+直説法 ﾃﾞ･ﾏﾈﾗ･ｹ conj.（結果）だから〜する               「副詞節」 

no me di cuenta de ﾉ･ﾒ･ﾃﾞｨ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 1 単点･否定(darse cuenta de) 

v.pr 〜が分からなかった、気づかなかった                     「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                               「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

pasaba. ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線･時制の一致(pasar) 

v.i 起こっている                              「動詞」 

de manera que+直説法  （結果）だから〜 

Tenía que estar con mi famillia, de manera que no pude ir a buscarte. 

家族と一緒に居なければならなかったので私は君を迎えに行けなかった。 

de manera que+接続法  （様態）〜するように 

Salí de casa de manera que no me viera mamá. 

私はお母さんに見つからないように家を出た。 

 

自信をもって言えるのは、母さんが死ななかったほうが良かったと思っていることだ。 

［D-2-1］ 

Lo que podía afirmar con seguridad es que hubiera preferido que mamá no hubiese 

muerto.                                                   「主語」「動詞」「補語」 

Lo ﾛ pron それは                                                        「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

podía afirmar ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｱﾌｨﾙﾏｰﾙ 1 単線･可能･時制の一致(poder+不定詞) 

  v.t 断言できる                                         「動詞句」 

con seguridad ｺﾝ･ｾｸﾞﾘﾀﾞ adv. 自信をもって                「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

hubiera preferido ｳﾋﾞｴﾗ･ﾌﾟﾚﾌｪﾘﾄﾞ 接・1 単過･完了形･推量(preferir) 

   v.t 〜のほうが良いと思っただろう                               「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                        「目的語」 

mamá ﾏﾏ n.f 母さんが                                       「主語」 

no hubiese muerto. ﾉ･ｳﾋﾞｴｾ･ﾑｴﾙﾄ 接・3 単過･完了形･否定･仮定(morir) 

   v.i 死ななかったら                                       「動詞句」 
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彼はじっと考えてから、あの日は本来の感情を抑えていたとは言えないのかと僕に尋ねた。 

［D-2-1］ 

Reflexionó. Me preguntó si podía decir que aquel día había dominado mis sentimientos 

naturales.                           「動詞」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Reflexionó. ﾚﾌﾚｸｼｵﾉ 3 単点(reflexionar)v.i 熟考した                         「動詞」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた、質問した                   「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

podía decir ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞) 

v.t(que 〜と) 言うことが出来る                           「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「目的語」 

aquel día ｱｹﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. あの日は                    「副詞句」 

había dominado ｱﾋﾞｱ･ﾄﾞﾐﾅﾄﾞ 1 単線･完了形(dominar) 

v.t 抑えつけていた                               「動詞句」 

mis sentimientos naturales. ﾐｽ･ｾﾝﾁﾐｴﾝﾄｽ･ﾅﾄｩﾅﾚｽ 

 pl.n.m 自分本来の感情を                          「目的語」 

 

彼はほとんど悪意に満ちた口調で僕に言った：いずれにしても、養老院の院長と職員が証人

として喚問されるだろう。すると、「僕にとって全く都合の悪い局面になるかも知れない。」 

［D-2-1］ 

Me dijo casi malignamente que en cualquier caso el director y el personal del asilo serían 

oídos como testigos y que "podía resultarme una muy mala jugada".  

「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

casi malignamente ｶｼ･ﾏﾘﾆｬﾒﾝﾃ adv. ほとんど悪意を持って                「副詞句」 

   maligno ﾏﾘｸﾞﾉ adj. 悪意のある(malicioso) 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

en cualquier caso ｴﾝ･ｸゎﾙｷｴﾙ･ｶｰｿ 

 adv.（英：in any case）どんな場合でも、いずれにしても    「副詞句」 

el director ｴﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｰﾙ n.m 院長が                            「主語」 

y ｲ conj. そして 

el personal del asilo ｴﾙ･ﾍﾟﾙｿﾅﾙ･ﾃﾞﾙ･ｱｼﾛ n.m 養老院の職員が     「主語」 

serían oídos ｾﾘｱﾝ･ｵｲﾄﾞｽ 3 複未･受動.pl(oír)v.t 聞かれるだろう  「動詞句」 

como testigos ｺﾓ･ﾃｽﾁｺﾞｽ adv. 証人として                     「副詞句」 

y ｲ conj. そして 
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que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

"podía resultarme ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾚｽﾙﾀｰﾙ･ﾒ 3 単線･可能性･時制の一致 

(poder+不定詞 resultar+me) 

v.i 僕にとって〜の結果になるかもしれない                 「動詞句」 

una muy mala jugada". ｳﾅ･ﾑｲ･ﾏﾗ･ﾌｶﾞﾀﾞ n.f とても悪い局面      「補語」 

   mala ﾏﾗ adj.f(malo) 悪い、都合の悪い jugada ﾌｶﾞﾀﾞ n.f 局面 

 

僕は検事に、あの話は僕の事件と関係がないと主張したが、彼は、僕が今までに裁判に関わ

ったことがないことは明らかであるとしか答えなかった。［D-2-1］ 

Le hice notar que esa historia no tenía relación con mi asunto, pero se limitó a 

responderme que era evidente que nunca había estado en relaciones con la justicia. 

「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」,pero「動詞句」「目的語」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

hice notar ｲｾ･ﾉﾀｰﾙ 1 単点･指摘(hacer notar)v.t 指摘した、強調した        「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

esa historia ｴｻ･ｲｽﾄﾘｱ n.f あの話は                             「主語」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 3 単線･否定･時制の一致(tener)v.t ない          「動詞句」 

relación ﾚﾗｼｵﾝ n.f 関係                                      「目的語」 

con mi asunto, ｺﾝ･ﾐ･ｱｽﾝﾄ adv. 僕の事件と              「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se limitó ｾ･ﾘﾐﾄ 3 単点(limitarse)v.t(+a+不定詞) 〜するに留めた            「動詞句」 

a responderme ｱ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞﾙ･ﾒ 不定詞 v.t 僕に答える                「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                          「動詞」 

evidente ｴﾋﾞﾃﾞﾝﾃ adj. あきらかな                                  「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                        「主語」 

nunca había estado ﾇﾝｶ･ｱﾋﾞｱ･ｴｽﾀﾄﾞ 1 単線･完了形･存在･否定(estar) 

v.i 〜に居たことがなかった                               「動詞句」 

en relaciones ｴﾝ･ﾚﾗｼｵﾈｽ adv. 関係のある場に                「副詞句」 

con la justicia. ｺﾝ･ﾗ･ﾌｽﾃｨｼｱ adv. 裁判と             「副詞句」 

 

出来ることなら、僕は彼を引き留めて、僕が彼の好意を望んでいることを伝えたかった。そ

れは、彼にうまく弁護してもらうためではなく、言ってみれば、素直な気持ちからだ。 

［D-2-1］ 

Hubiese querido retenerle; explicarle que deseaba su simpatía, no para ser defendido 

mejor, sino, si puedo decirlo, naturalmente.           「動詞句」「目的語」,「副詞句」 
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Hubiese querido ｳﾋﾞｴｾ･ｹﾘﾄﾞ 接・1 単過･完了形･願望(querer)v.t(+不定詞) 

   v. 出来ることなら〜したかったのだが                                 「動詞句」 

retenerle; ﾚﾃﾈｰﾙ･ﾚ 不定詞(retener+le)v.t 彼を引き留める           「動詞句」 

explicarle ｴｸｽﾌﾟﾘｶｰﾙ･ﾚ 不定詞(explicarle)v.t 彼に説明する          「動詞句」 

   Hubiese querido+ explicarle 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

deseaba ﾃﾞｾｱﾊﾞ 1 単線･時制の一致(desear)v.t 望んでいる             「動詞」 

su simpatía, ｽ･ｼﾝﾊﾟﾁｰｱ n.f 彼の好意を                            「目的語」 

no para +不定詞 ﾉ･ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜するためではなく                   「副詞句」 

ser defendido ｾｰﾙ･ﾃﾞﾌｪﾝﾃﾞｨﾄﾞ 不定詞･受動形(defender)v.t 弁護される「動詞句」 

mejor, ﾒﾎｰﾙ adv. よい状況に、うまく                                「副詞」 

sino, ｼﾉ conj. そうではなく 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                  「副詞節」 

puedo decirlo, ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾃﾞｼｰﾙ･ﾛ 1 単現･可能(poder+不定詞) 

v.t 言うことができる                                          「動詞句」 

   → 言うなら、言ってみれば、言わば 

naturalmente. ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 自然に、素直に                               「副詞」 

 

なによりも、僕は彼を居心地の悪い状況にしていたことに気付いた。［D-2-1］ 

Me daba cuenta sobre todo de que lo ponía en una situación incómoda.  

「動詞句」「副詞句」「間接目的語」 

Me daba cuenta ﾒ･ﾀﾞﾊﾞ･ｸｴﾝﾀ 1 単線･気付き(darse cuenta de...) 

v.pr 〜に気付いた、分かった                                         「動詞句」 

sobre todo ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ adv. とりわけ、なによりも                          「副詞句」 

de que ﾃﾞ･ｹ adv. 〜ということに                                    「間接目的語」 

lo ﾛ pron 彼を                                              「目的語」 

ponía ﾎﾟﾆｱ 1 単線(poner)v.t 置いていた                         「動詞」 

en una situación ｴﾝ･ｳﾅ･ｼﾄｩｱｼｵﾝ adv. 状況に                   「副詞句」 

incómoda. ｲﾝｺﾓﾀﾞ 

 adj.f(incómodo) 居心地の悪い、気分を害する        「形容詞」 

 

彼は僕が言うことを理解できなかったので、少し僕が恨めしかったのだ。［D-2-1］ 

No me comprendía y estaba un poco resentido conmigo.  

「動詞句」「目的語」「動詞句」y「動詞」「補語」 

No ...comprendía ﾉ...ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｱ 3 単線･否定(comprender)v.t 理解できなかった「動詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                        「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                        「副詞句」 

resentido ﾚｾﾝﾁﾄﾞ adj. 恨んでいる                                         「補語」 

conmigo. ｺﾝﾐｺﾞ adv. 僕に対して                                     「副詞」 

 

僕は彼に、自分はほかのみんなと同じだ、まったく同じだとはっきり言いたかった。 

［D-2-1］ 

Sentía deseos de asegurarle que yo era como todo el mundo, absolutamente como todo el 

mundo.                                                         「動詞」「目的語」 

Sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentir)v.t 感じていた                                   「動詞」 

deseos ﾃﾞｾｵｽ pl.n.m 願望を                                             「目的語」 

de asegurarle ﾃﾞ･ｱｾｸﾞﾗﾙ･ﾚ 不定詞･同格 v.t 彼に保証するという   「形容詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                             「目的語」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                 「主語」 

era ｴﾗ 1 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である          「動詞」 

como todo el mundo, ｺﾓ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 皆と同じ  「補語」 

absolutamente ｱﾌﾟｿﾙﾀﾒﾝﾃ adv. まったく       「副詞」 

como todo el mundo. ｺﾓ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 皆と同じ  「補語」 

 

しかし、そんなことを言ったところで結局はあまり役には立たない。面倒になってやめた。 

［D-2-1］ 

Pero todo esto en el fondo no tenía gran utilidad y renuncié por pereza. 

Pero「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」y「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

todo esto ﾄﾄﾞ･ｴｽﾄ pron このすべては                                      「主語」 

en el fondo ｴﾝ･ｴﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv. 根本的に                                   「副詞句」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 3 単線･否定(tener)v.t 〜がない                            「動詞句」 

gran utilidad ｸﾞﾗﾝ･ｳﾁﾘﾀﾞ n.f 大きな有用性                               「目的語」 

y ｲ conj. そして 

renuncié ﾚﾇﾝｼｴ 1 単点(renunciar)v.i 放棄した、あきらめた                  「動詞」 

por pereza. ﾎﾟﾙ･ﾍﾟﾚｻ adv.（理由）怠惰のために、面倒なので               「副詞句」 

 

時刻は午後二時だった。今回は、紗のカーテンのお陰で光が差し込み、執務室は明るかった。 

［D-2-1］ 

Eran las dos de la tarde, y esta vez el escritorio estaba lleno de luz apenas tamizada por 
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una cortina de gasa.              「動詞」「補語」,y「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

las dos ﾗｽ･ﾄﾞｽ pl.n.f（時刻が）2 時                                        「補語」 

de la tarde, ﾃﾞ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adj. 午後の                               「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

esta vez ｴｽﾀ･ﾍﾞｽ adv. 今回は、今度は                                   「副詞句」 

el escritorio ｴﾙ･ｴｽｸﾘﾄﾘｵ n.m 事務所は、机は                               「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

lleno de luz ｼﾞｪﾉ･ﾃﾞ･ﾙｰｽ adj. 光でいっぱいの、溢れた                       「補語」 

   前回は光を通さないカーテンで囲まれて、暗い部屋だった 

apenas tamizada ｱﾍﾟﾅｽ･ﾀﾐｻﾀﾞ 過去分詞･受動(tamizar) 

   adj. ほとんどふるいにかけられずに                              「副詞句」 

por una cortina de gasa. ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ｺﾙﾁﾅ･ﾃﾞ･ｶﾞｻ 

 adv.（動作主）紗のカーテンによって                     「副詞句」 

   cortina ｺﾙﾁﾅ n.f カーテン gasa ｶﾞｻ n.f 目の粗い薄布、紗（しゃ） 

紗（しゃ） ： 

織り目がきわめて粗く、軽くて薄い絹織物 

 

ひどく暑かった。［D-2-1］ 

Hacía mucho calor.                                              「動詞」「目的語」 

Hacía ｱｼｱ 3 単線･単人称(hacer)v.t（天候）〜だった                         「動詞」 

mucho calor. ﾑﾁｮ･ｶﾛｰﾙ n.m ひどい暑さ                                  「目的語」 

 

彼は僕を座らせると、とても丁寧に、「よんどころない事情で」僕の弁護士が来られなかっ

たと教えてくれた。［D-2-1］ 

Me hizo sentar y con suma cortesía me declaró que por "un contratiempo" mi abogado no 

había podido venir.  

「目的語」「動詞」「補語」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t(+不定詞) 〜させた                            「動詞」 

sentar ｾﾝﾀｰﾙ 不定詞･me の動作 v.t 座らせる                                「補語」 

y ｲ conj. そして 

con ｺﾝ prep（手段）〜によって                                         「副詞句」 

suma ｽﾏ adj.f(sumo)（+名詞）最高の                    「形容詞」 

cortesía ｺﾙﾃｼｰｱ n.f 礼儀、礼節                                  「目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 
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declaró ﾃﾞｸﾗﾛ 3 単点(declarar)v.t 明言した                                 「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

por "un contratiempo" ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ｺﾝﾄﾗﾚｨｴﾝﾎﾟ 

 adv.（理由）「よんどころのない事情で」                   「副詞句」 

 contratiempo ｺﾝﾄﾗﾚｨｴﾝﾎﾟ n.m 不慮の出来事、不都合、災難 

mi abogado ﾐ･ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 僕の弁護士が                      「主語」 

no había podido venir. ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｳﾞｪﾆｰﾙ 3 単線･完了形･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.i 来られなかった                                      「動詞句」 

 

それでも僕には、判事の質問に答えず、僕の弁護士が付き添うまで待つという権利がある。 

［D-2-1］ 

Pero tenía derecho de no contestar a sus preguntas y de esperar a que el abogado pudiese 

asistirme.                                                  Pero「動詞」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線･時制の一致(tener)v.t 〜がある                            「動詞」 

derecho ﾃﾞﾚﾁｮ n.m 権利                                                「目的語」 

de no contestar ﾃﾞ･ﾉ･ｺﾝﾃｽﾀｰﾙ 不定詞･同格(de+不定詞) 

adj. 答えないという                                        「形容詞句」 

a sus preguntas ｱ･ｽｽ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｽ adv. 判事の質問に    「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

de esperar ﾃﾞ･ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ 不定詞･同格(de+不定詞)adj. 待つという    「形容詞句」 

a que ｱ･ｹ adv. 〜ということを                      「間接目的語」 

el abogado ｴﾙ･ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞ n.m 僕の弁護士が       「主語」 

pudiese asistirme. ﾌﾟﾃﾞｨｾ･ｱｼｼﾁﾙ･ﾒ 接・3 単過･可能･過去における未来推測 

   (poder+不定詞)v.t 僕に付き添える         「動詞句」 
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直説法・未来と未来完了 

 

「市場でこのミルクを売れば、5 レアルになるでしょう。［A-1-1］ 

---- En el mercado venderé esta leche y me darán por ella cinco reales. 

「副詞句」「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」 

En el mercado ｴﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 

venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未･推量(vender)v.t 売れば                             「動詞」 

esta leche ｴｽﾀ･ﾚﾁｪ n.f このミルクを                                    「目的語」 

me ﾒ pron 私に                                                   「間接目的語」 

darán ﾀﾞﾗﾝ 3 複未(dar)v.t（ミルクの買い手が）くれるでしょう              「動詞」 

por ella ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｬ adv. ミルクと引き換えに                               「副詞句」 

cinco reales ｼﾝｺ･ﾚｱﾚｽ n. 5 レアルを                                  「直接目的語」 

 

その 5 レアルで、雌鶏を買いましょう。［A-1-1］ 

Con esos cinco reales compraré una gallina.              「副詞句」「動詞」「目的語」 

Con esos cinco reales ｺﾝ･ｴｿｽ･ｼﾝｺ･ﾚｱﾚｽ adv. その 5 レアルで               「副詞句」 

compraré ｺﾝﾌﾟﾗﾚ 1 単未(comprar)v.t 買いましょう                          「動詞」 

una gallina ｳﾅ･ｶﾞｼﾞｰﾅ n.f 雌鶏を                                        「目的語」 

 

その雌鶏は卵を産んで、その卵から雛鳥が生まれるでしょう。［A-1-1］ 

Esa gallina pondrá huevos, de los cuales nacerán pollitos. 

「主語」「動詞」「目的語」,「副詞句」「動詞」「主語」 

Esa gallina ｴｻ･ｶﾞｼﾞｰﾅ n.f その雌鶏は                                      「主語」 

pondrá 3 単未(poner)v.t（卵を）産むでしょう                               「動詞」 

huevos ｳｪﾎﾞｽ pl.n.m 卵を                                              「目的語」 

de los cuales ﾃﾞ･ﾛｽ･ｸゎﾚｽ adv. その卵から                               「副詞句」 

nacerán ﾅｾﾗﾝ 3 複未(nacer)v.i 生まれるでしょう                            「動詞」 

pollitos ﾎﾟｼﾞﾄｽ pl.n.m(pollo+ -ito) 雛鳥が                                  「主語」 

 

雛鳥はやがて成長するでしょう、そうしたら市場で売りましょう。［A-1-1］ 

Los pollitos pronto crecerá y los venderé en el mercado. 

「主語」「副詞」「動詞」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

Los pollitos ﾛｽ･ﾎﾟｼﾞﾄｽ pl.n.m その雛鳥は                                  「主語」 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. やがて、すぐに                                        「副詞」 

crecerá ｸﾚｾﾗ 3 単未(crecer)v.i 成長するでしょう                            「動詞」 

y ｲ conj. そうしたら 
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los ﾛｽ pron それら（成長した雛）                                       「目的語」 

venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未(vender)v.t 売りましょう                             「動詞」 

en el mercado ｴ･ﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 

 

稼いだお金で、山羊を買いましょう、すると子ヤギを産むでしょう。［A-1-1］ 

Con el dinero que saque compraré una cabra, que tendrá cabritos. 

「副詞句」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」 

Con el dinero ｺ･ﾈﾙ･ﾃﾞｨﾈﾛ adv. そのお金で                              「副詞句」 

que saque ｹ･ｻｹ adj. 1 単点(sacar) 得た、稼いだ                 「形容詞節」 

→ Con el dinero que saque 稼いだお金で 

compraré ｺﾝﾌﾟﾗﾚ 1 単未(comprar)v.t 買いましょう                          「動詞」 

una cabra ｳﾅ･ｶﾌﾞﾗ n.f 山羊を                                           「目的語」 

que ｹ pron その山羊は                                                   「主語」 

tendrá ﾃﾝﾄﾞﾗ 3 単未(tener)v.t（子を）産むでしょう                         「動詞」 

cabritos ｶﾌﾞﾘﾄｽ pl.n.m 子ヤギを                                        「目的語」 

 

子ヤギが成長したら市場で売りましょう、そうしたら相当な金額になるでしょう。［A-1-1］ 

Cuando crezcan los venderé en el mercado y me pagará mucho por ellos. 

「副詞句」「目的語」「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞句」 

crezcan ｸﾚｽｶﾝ 接・3 複現(crecer)v.i 成長する                        「動詞」 

→ Cuando crezcan （子ヤギが）成長したら 

los ﾛｽ pron それら（成長した子ヤギを）                                 「目的語」 

venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未(vender)v.t 売りましょう                            「動詞」 

en el mercado ｴ･ﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 

y ｲ conj. そうしたら 

me ﾒ pron 私に                                                    「間接目的語」 

pagará ﾊﾟｶﾞﾗ 3 単未(pagar)v.t（金を）払う                                 「動詞」 

mucho por ellos ﾑﾁｮ･ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｮｽ adv. 子ヤギに対して相当な金額を          「副詞句」 

 

「おいらの音楽で宴会を活気づけられるよ。」［A-1-2］ 

Con mi música podré animar la fiesta.               《「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Con mi música ｺﾝ･ﾐ･ﾑｼｶ adv. おいらの音楽で                            「副詞句」 

podré animar ﾎﾟﾄﾞﾚ･ｱﾆﾏｰﾙ 1 単未･可能(poder+不定法) 

   v.t 活気づけられる                                                  「動詞句」 

la fiesta ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ n.f 宴会を                                             「目的語」 
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「ああ！どうしたら地上に降りられるんだろう？」［A-1-2］ 

---- ¡Ay! ¿Cómo podré bajar?                            《「感嘆」「副詞」「動詞句」》 

Ay ｱｲ int. ああ！                                                        「感嘆」 

Cómo ｺﾓ adv.（疑問文で）どうしたら                                     「副詞」 

podré bajar ﾎﾟﾄﾞﾚ･ﾊﾞﾊｰﾙ 1 単未･可能(poder) 

v.i 地上に降りることができる                                        「動詞句」 

 

《おいらのことを馬鹿にして笑っているのは、誰だろう？》［A-1-2］ 

《¿Quién será el que se burla de mí?》                     《「補語」「動詞」「主語」》 

Quién ｷｴﾝ pron 誰                                                       「補語」 

será ｾﾗ 1 単未･推量(ser)v.i 〜だろうか                                    「動詞」 

el que ｴﾙ･ｹ pron 〜する人は                                              「主語」 

se burla ｾ･ﾌﾞﾙﾗ 3 単現(burlarse de を)v.t 馬鹿にして笑っている     「動詞句」 

de mí ﾃﾞ･ﾐ adv. おいらのことを                              「間接目的語」 

 

「ところで、どちらが先に朝日を見ることができるかな？」［A-1-3］ 

---- A ver quién podrá ver primero la luz del sol naciente. 

《「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

A ver ｱ･ﾍﾞｰﾙ adv. どれどれ、ところで                                 （呼びかけ） 

quién ｷｴﾝ pron 誰が、どちらが                                           「主語」 

podrá ver ﾎﾟﾄﾞﾗ･ﾍﾞｰﾙ 3 単未･可能・推量(poder)v.t 見ることができるだろう「動詞句」 

primero ﾌﾟﾘﾒﾛ adv. 先に、早く                                           「副詞」 

la luz ﾗ･ﾙｰｽ n.f 光を                                                   「目的語」 

del sol naciente ｿﾙ･ﾅｼｴﾝﾃ adj. 現れ始めの太陽の                「形容詞句」 

→ la luz del sol naciente n.f 朝日を 

 

「よし、わかった。明日、ここで会おう。」［A-1-3］ 

---- Muy bien. Mañana nos veremos aquí mismo.《「副詞句」┃「副詞」「動詞句」「副詞句」》 

Muy bien ﾑｲ･ﾋﾞｴﾝ adv. それは結構だ、よしわかった                        （応答） 

Mañana ﾏﾆｬﾅ adv. 明日                                                  「副詞」 

nos veremos ﾉｽ･ﾍﾞﾚﾓｽ 1 複未(verse)v.pr（お互いに）会おう                「動詞句」 

aquí mismo ｱｷ･ﾐｽﾓ adv.（まさに）ここで                                「副詞句」 
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「わかった。もし私の年齢を言い当てたら、お前から何も取り上げないことにしよう。」 

［A-1-4］ 

---- Bien, Si adivinas mi edad, no te quitaré nada. 

《（応答）, 「副詞節」, 「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Bien ﾋﾞｴﾝ adv. よろしい、わかった                                        （応答） 

Si ｼ conj.（条件）もし〜なら                                           「副詞節」 

adivinas ｱﾃﾞｨﾋﾞﾅｽ 2 単現(adivinar)v.t 言い当てる、見抜く          「動詞」 

mi edad ﾐ･ｴﾀﾞ n.f 私の年齢を                                  「目的語」 

no te quitaré nada ﾉ･ﾃ･ｷﾀﾚ･ﾅﾀﾞ 1 単未･否定(quitar) 

  v.t お前から何も取り上げないだろう「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

  te は「間接目的語」nada は「直接目的語」 

 

「悪魔は何歳なのだろうか？とても年を取っていると言われているけど．．．」［A-1-4］ 

《¿Qué edad tendrá el diablo? Dicen que es muy viejo ...》 

《「目的語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」》 

Qué edad ｹ･ｴﾀﾞ n.f 何歳                                               「目的語」 

tendrá ﾃﾝﾄﾞﾗ 3 単未･推量(tener)v.t（年齢が）〜であろうか                  「動詞」 

el diablo ｴﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ n.m 悪魔は                                          「主語」 

Dicen ﾃﾞｨｾﾝ 3 複現(decir)v.t (3 人称複数形+que+直説法) 

   〜だそうだ、〜といわれている                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                     「動詞」 

muy viejo ﾑｲ･ﾋﾞｴﾎ adj. 年を取った                                「補語」 

 

「やつの年齢を言い当てれば許すと言われたが、どうすればそんなことが出来るんだ。」 

［A-1-4］ 

Me perdonará si adivino su edad, pero ¿cómo podré adivinarla? 

《「目的語」「動詞」「副詞節」, pero「副詞」「動詞句」「目的語」》 

Me ﾒ pron 私を                                                       「目的語」 

perdonará ﾍﾟﾙﾄﾞﾅﾗ 3 単未(perdonar)v.t（悪魔は）許してくれるだろう        「動詞」 

si ｼ conj. もし〜するなら                                               「副詞節」 

adivino ｱﾃﾞｨﾋﾞﾉ 1 単現(adivinar)v.t 言い当てる                             「動詞」 

su edad ｽ･ｴﾀﾞ n.f 悪魔の年齢を                                         「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

cómo ｺﾓ adv. どうすれば、どのようにして                                 「副詞」 

podré adivinarla ﾎﾟﾄﾞﾚ･ｱﾃﾞｨﾋﾞﾅﾙﾗ 1 単未･可能(poder) 
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   v.t 年齢を言い当てられる（la は su edad の代用）             「動詞句」「目的語」 

 

「あなたは心配しないで！私がきっと助けるから。」［A-1-4］ 

---- No te preocupes. Yo te salvaré.           《「動詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」》 

No te preocupes ﾉ･ﾃ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟｽ 接・2 単現･否定命令(preocuparse) 

   v.pr あなたは心配しないで                                           「動詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 私が                                                        「主語」 

te ﾃ pron あなたを                                                    「目的語」 

salvaré ｻﾙﾊﾞﾚ 1 単未(salvar)v.t きっと助ける                               「動詞」 

 

「何かの役に立つかもしれない。」［A-1-5］ 

Te servirán para algo.                           《「間接目的語」「動詞」「副詞句」》 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

servirán ｾﾙﾋﾞﾗﾝ 3 複未･推量(servir) 

v.i (para のために)（この花は） 役に立つかもしれない                   「動詞」 

para algo ﾊﾟﾗ･ｱﾙｺﾞ adv. 何かのために                                   「副詞句」 

 

「あの花は何に変わっているだろうか？金になっているかな、それとも銀に？」［A-1-5］ 

《¿En qué se habrán convertido las flores? ¿En oro o en plata?》 

《「副詞句」「動詞句」「主語」┃「副詞句」》 

En qué ｴﾝ･ｹ adv. 何に                                                 「副詞句」 

se habrán convertido ｾ･ｱﾌﾞﾗﾝ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ 3 複未･完了形 

   (convertirse)v.pr 変わっているだろう                                 「動詞句」 

las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f あの花は                                         「主語」 

En oro ｴ･ﾉﾛ adv. 金に                                                 「副詞句」 

o ｵ conj. それとも 

en plata ｴﾝ･ﾌﾟﾗﾀ adv. 銀に                                            「副詞句」 

 

「サンチョよ、その金のかぶとを持ってきなさい。すぐにかぶってみよう。これで、あの勇

敢なマンブリーノの騎士が、どんな戦いであってもわしを守ってくれるであろう。」 

［B-11］ 

“Trae, Sancho, ese yelmo de oro. Me lo pondré enseguida. Así, el poderoso caballero 

Mambrino me protegerá en todas las batallas”. 

《「動詞」「呼びかけ」「目的語」┃「動詞句」「副詞」 

「副詞」「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」》 

Trae ﾄﾗｴ 命・2 単現(traer)v.t 持ってきなさい                              「動詞」 
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Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョよ                                           「呼びかけ」 

ese yelmo de oro ｴｾ･ｲｪﾙﾓ･ﾃﾞ･ｵﾛ n.m その金のかぶとを                    「目的語」 

Me lo pondré ﾒ･ﾛ･ﾎﾟﾝﾄﾞﾚ 1 単未(ponerse+lo)v.pr それをかぶってみよう     「動詞句」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

Así ｱｼ adv. これで                                                       「副詞」 

el poderoso caballero Mambrino ｴﾙ･ﾎﾟﾃﾞﾛｰｿ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ﾏﾝﾌﾞﾘｰﾉ 

   n.m あの勇敢なマンブリーノの騎士が                                   「主語」 

me ﾒ pron わしを                                                     「目的語」 

protegerá ﾌﾟﾛﾃﾍﾗ 3 単未(proteger)v.t 守ってくれるだろう                   「動詞」 

en todas las batallas ｴﾝ･ﾄﾄﾞｽ･ﾗｽ･ﾊﾞﾀｼﾞｬｽ adv. どんな戦いにおいても       「副詞句」 

 

「だから紐でしっかり留めないと、落ちてしまいますよ。」［B-11］ 

Tendrá que sujetárselo bien con una cinta; si no, se le caerá”. 

「動詞句」「副詞句」；「副詞句」「動詞句」 

Tendrá que +不定詞 ﾃﾝﾄﾞﾗ･ｹ 3 単未(tener que+不定詞) 

   v. 〜しなければならないでしょう                                    「動詞句」 

sujetárselo ｽﾍﾀﾙｾﾛ 不定詞 v.pr それを自分に留める                 「動詞」 

bien con una cinta ﾋﾞﾔﾝ･ｺ･ﾇﾅ･ｼﾝﾀ adv. 紐でしっかり                     「副詞句」 

si no, ｼ･ﾉ adv. そうしなければ                                         「副詞句」 

se le caerá ｾ･ﾚ･ｶｴﾗ 3 単未(caerse+le)v.pr あなたから落ちてしまうでしょう 「動詞句」 

 

「わしがお前たちに、恩に報いるということを教えてやる、そしてお前たちは、好むと好む

まいとトボソのドゥルシネア様の前に顔を出さねばならないのだ。」［B-11］ 

“Yo os enseñaré a ser agradecido, y tendréis que presentaros ante Doña Dulcinea del 

Toboso, queráis o no”. 

《「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞句」「副詞句」》 

Yo ｼﾞｮ pron わしが                                                      「主語」 

os ｵｽ pron お前たちに                                             「間接目的語」 

enseñaré ｴﾝｾﾆｬﾚ 1 単未(enseñar a+不定詞)v.t 〜のしかたを教えてやる        「動詞」 

a ser ｱ･ｾｰﾙ 不定詞 n. 〜でいること                                  「直接目的語」 

agradecido, ｱｸﾞﾗﾃﾞｼﾄﾞ adj. 感謝した                           「補語」 

y ｲ conj. そして 

tendréis que presentaros ﾃﾝﾄﾞﾚｲｽ･ｹ･ﾌﾟﾚｾﾝﾀﾙ･ｵｽ 2 複未･必要(tener que+不定詞) 

   v.pr(presentarse) お前たちは顔を出さねばならないだろう               「動詞句」 

ante Doña Dulcinea del Toboso, ｱﾝﾃ･ﾄﾞﾆｬ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾎﾞｿ 

   adv. トボソのドゥルシネア様の前に                                   「副詞句」 
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queráis o no ｹﾗｲｽ･ｵ･ﾉ 接・2 複現(querer)v.t 好むと好むまいと             「副詞句」 

 

「今頃、サンタ・エルマンダーの警護の者たちは我々を探し始めているでしょう。もし奴ら

に見つかれば、漕役刑にされてしまうでしょう。」［B-12］ 

Los guardas de la Santa Hermandad andarán ahora buscándonos. Si nos encuentran, 

nos condenarán a galeras”. 

「主語」「動詞句」┃「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Los guardas ﾛｽ･ｸﾞｧﾙﾀﾞｽ pl.n.m 警護の者たちは                            「主語」 

de la Santa Hermandad ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾝﾀ･ｴﾙﾏﾝﾀﾞ adj. サンタ・エルマンダーの「形容詞句」 

andarán ｱﾝﾀﾞﾗﾝ 3 複未(andar+現在分詞)v. 〜し始めるだろう              「動詞句」 

ahora buscándonos. ｱｵﾗ･ﾌﾞｽｶﾝﾄﾞ･ﾉｽ 現在分詞(buscar+nos+ahora) 

   v.t 今頃我々を探している                                    「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

nos ﾉｽ pron 我々を                                            「目的語」 

encuentran, ｴﾝｸｪﾝﾄﾗﾝ 3 複現(encontrar)v.t 見つける                「動詞」 

nos ﾉｽ pron 我々を                                                「間接目的語」 

condenarán ｺﾝﾃﾞﾅﾗﾝ 3 複未(condenar)v.t 〜（の刑）に宣告するだろう        「動詞」 

a galeras ｱ･ｶﾞﾚﾗｽ adv. 漕役刑に                                    「直接目的語」 

 

見よ、サンチョ、我が従者よ。ここでわしがすることをしっかりと記憶にとどめておけ。 

［B-12］ 

Mira, Sancho, escudero mío, toma bien en la memoria lo que aquí me verás hacer. 

「動詞」「呼びかけ」,「動詞」「副詞句」「目的語」 

Mira, ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t 見よ                                        「動詞」 

Sancho, ｻﾝﾁｮ n. サンチョよ                                          「呼びかけ」 

escudero mío, ｴｽｸﾃﾞﾛ･ﾐｵ n.m 我が従者よ                              「呼びかけ」 

toma ﾄﾏ 命・2 単現(tomar)v.t とれ                                        「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく、しっかりと                                          「副詞」 

en la memoria ｴﾝ･ﾗ･ﾒﾓﾘｱ adv. 記憶に                                    「副詞句」 

lo que ﾛ･ｹ pron 〜することを                                           「目的語」 

aquí ｱｷ adv. ここで                                               「副詞」 

me ﾒ pron 私が                                                 「目的語」 

verás ﾍﾞﾗｽ 2 単未･命令(ver)v.t 見るのだ                            「動詞」 

hacer. ｱｾｰﾙ 不定詞 v.t する                                        「補語」 

  ver+目的語+不定詞 「目的語が〜するのを見る」知覚動詞 
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お前がトボソへ行って、わしが耐え忍んでいる苦行についてドゥルシネア様に語ってほし

いのだ。手紙も持っていくのだぞ。［B-12］ 

Quiero que vayas al Toboso y le cuentes a Dulcinea los sufrimientos que paso por ella. 

También le llevarás una carta”.   「動詞」que「間接目的語」「動詞」 

y「直接目的語」「動詞」「直接目的語」「直接目的語」 

「副詞」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer que+接続法)v.t 〜を望にたい、〜だとうれしい      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

vayas ﾊﾞﾔｽ 接・2 単現(ir)v.i 行ってくれる                           「動詞」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソへ                              「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼女に                                            「間接目的語」 

cuentes ｸｴﾝﾃｽ 接・2 単現(contar)v.t 語ってくれる                    「動詞」 

a Dulcinea ｱ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adv. ドゥルシネア様に                   「間接目的語」 

los sufrimientos ﾛｽ･ｽﾌﾘﾐｴﾝﾄｽ pl.n.m 苦行を                    「直接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                  「形容詞節」 

paso ﾊﾟｿ 1 単現(pasar)v.t 耐え忍んでいる        「動詞」 

por ella. ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｬ adv. 彼女のために           「副詞句」 

También ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

llevarás ｼﾞｪﾊﾞﾗｽ 2 単未･命令(llevar)v.t 持っていくのだぞ                   「動詞」 

una carta ｳｰﾅ･ｶﾙﾀ n.f 手紙                                         「直接目的語」 

 

怒鳴っていた。「わしと戦うことができぬのか、臆病者どもめ！今、お前たちのはらわたを

切り開いてやるわ。」［B-13］ 

Gritaba diciendo: “¡No podréis conmigo, cobardes! Ahora os abriré las tripas”. 

「動詞」「副詞句」 

Gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.i 怒鳴っていた                              「動詞」 

diciendo ﾃﾞｨｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(decir)adv. 〜と言いながら                    「副詞句」 

n. 〜ということ                                                「目的語」 

No podréis (luchar) ﾉ･ﾎﾟﾄﾞﾚｲｽ(ﾙﾁｬｰﾙ) 3 単未･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 戦うことができない                                「動詞句」 

conmigo, ｺﾝﾐｺﾞ adv. わしと                                「副詞」 

cobardes! ｺﾊﾞﾙﾃﾞｽ pl.n.m 臆病者どもめ                 「呼びかけ」 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今                                         「副詞」 

os ｵｽ pron お前たちの                               「間接目的語」 
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abriré ｱﾌﾞﾘﾚ 1 単未(abrir)v.t 切り開く                       「動詞」 

las tripas ﾗｽ･ﾄﾘﾊﾟｽ pl.n.f 内臓を、はらわたを          「直接目的語」 

 

「あなた様は今頃何をしていらっしゃるのであろうか？」すると突然、壁の穴から、それは

彼には黄金の格子が付いた窓のように見えていた、女の声が聞こえた。［B-14］ 

¿Qué estará haciendo ahora vuestra merced?”De pronto, a través de un agujero del muro, 

que a él le pareció ventana con rejas de oro, oyó una voz de mujer que decía: 

《「目的語」「動詞句」「副詞」「主語」》,「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

estará haciendo ｴｽﾀﾗ･ｱｼｴﾝﾄﾞ 3 単未･進行形･推量(estar+現在分詞) 

   v.t しているだろうか                                               「動詞句」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今頃は                                                   「副詞」 

vuestra merced ｳﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ n.f あなた様は                             「主語」 

De pronto, ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                          「副詞句」 

a través de ｱ･ﾄﾗﾍﾞｽ･ﾃﾞ adv. 〜を通して、〜の間から                      「副詞句」 

un agujero del muro, ｳﾝ･ｱｸﾞﾍﾛ･ﾃﾞ･ﾑﾛ n.m 壁の穴                 「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                           「形容詞節」 

a él le ｱ･ｴﾙ･ﾚ pron 彼には                         「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(ぱれせｒ)v.i に思われた              「動詞」 

ventana ﾍﾞﾝﾀﾅ n.f 窓                                    「補語」 

con rejas de oro, ｺﾝ･ﾚﾊｽ･ﾃﾞ･ｵﾛ adj. 黄金の格子が付いた「形容詞句」 

oyó ｵﾖ 3 単点(oír)v.t 聞こえた                                             「動詞」 

una voz de mujer ｳｰﾅ･ﾎﾞｽ･ﾃﾞ･ﾑﾍｰﾙ n.f 女の声が                          「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っている                           「動詞」 

 

マリトルネスは、からかってやろうと思って言った。「あなた様の勇敢な手の片方だけでも、

あなたへの愛を感じるためには十分です。」［B-14］ 

 Maritornes, queriendo hacer burla, dijo: “Sólo una de vuestras valerosas manos será 

suficiente para desahogar nuestro amor”.        「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

Maritornes, ﾏﾘﾄﾙﾈｽ n. マリトルネスは                                     「主語」 

queriendo hacer ｹﾘｴﾝﾄﾞ･ｱｾｰﾙ 現在分詞(querer+不定詞) 

   v.t 〜をしたいと思って                                              「副詞句」 

burla, ﾌﾞﾙﾗ n.f からかい                                        「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

n. 〜ということを                                                     「目的語」 
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Sólo una ｿﾛ･ｳﾅ n.f 片方だけでも                                  「主語」 

de vuestras valerosas manos ﾃﾞ･ﾌﾞｴｽﾄﾗｽ･ﾊﾞﾚﾛｻｽ･ﾏﾉｽ 

  adj. あなた様の勇敢な手の                             「形容詞句」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜です                                     「動詞」 

suficiente ｽﾌｨｼｴﾝﾃ adj. 十分な                                   「補語」 

para desahogar ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｻｵｶﾞｰﾙ adv. 溢れ出させるために           「副詞句」 

nuestro amor ﾇｴｽﾄﾛ･ｱﾓｰﾙ n.m 私たちの愛を              「目的語」 

 

その叫び声に、皆が近づいてきた。ドン・キホーテは説明しようとした。「皆さん！この愚

かな男の間違いがはっきりとわかるでしょう。」［B-14］ 

A los gritos, se acercaron todos. Don Quijote trató de explicar: “Vuestras mercedes verán 

claramente el error de este buen hombre. 

「副詞句」,「動詞句」「主語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

A los gritos, ｱ･ﾛｽ･ｸﾞﾘﾄｽ adv. その叫び声に                               「副詞句」 

se acercaron ｾ･ｱｾﾙｶﾛﾝ 3 複点(acercarse)v.pr 近づいてきた                 「動詞句」 

todos. ﾄﾄﾞｽ pron 皆が                                                    「主語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

trató de explicar ﾄﾗﾄ･ﾃﾞ･ｴｸｽﾌﾟﾘｶｰﾙ 3 単点･試行(tratar de+不定詞) 

   v.t 〜と説明しようとした                                            「動詞句」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Vuestras mercedes ﾌﾞｴｽﾄﾗｽ･ﾒﾙｾﾃﾞｽ pl.n.f 皆さん                「呼びかけ」 

verán ﾍﾞﾗﾝ 3 複未(ver)v.t 分かるでしょう                          「動詞」 

claramente ｸﾗﾗﾒﾝﾃ adv. はっきりと                               「副詞」 

el error ｴﾙ･ｴﾛｰﾙ n.m 間違いを                                  「目的語」 

de este buen hombre. ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ﾌﾞｴﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ adj. この愚かな男の「形容詞句」 

  この buen は反語として使われている。 

 

その男が「金ダライ」と呼んでいるものは、昔も、今もそしてこれからも変わりなく「マン

ブリーノのかぶと」である。わしはここにそれを持っているが、正当な戦いで所有者になっ

たのである。［B-14］ 

Lo que él llama“bacía” ha sido, es y será siempre el Yelmo de Mambrino. Aquí lo tengo. 

Yo me hice dueño del Yelmo en legítima batalla. 

「主語」「動詞句」「副詞」「補語」┃「副詞」「目的語」「動詞」 

「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Lo ﾛ pron その物は                                                      「主語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 
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él ｴﾙ pron その男が                                             「主語」 

llama ｼﾞｬﾏ 3 単現(llamar)v.t 〜と呼んでいる                      「動詞」 

bacía ﾊﾞｼｱ n.f 金ダライ                                       「目的語」 

ha sido, ｱ･ｼﾄﾞ 3 単現･完了形(ser)v.i 昔から〜であった                     「動詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 現在〜である                                          「動詞」 

y ｲ conj. そして 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i これからも〜である                                 「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. 常に、変わりなく                                    「副詞」 

el Yelmo de Mambrino. ｴﾙ･ｼﾞｪﾙﾓ･ﾃﾞ･ﾏﾝﾌﾞﾘﾉ n.m マンブリーノのかぶと      「補語」 

Aquí ｱｷ adv. ここに                                                     「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

tengo. ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                   「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron わしは                                                      「主語」 

me hice ﾒ･ｲｾ 1 単点(hacerse)v.pr 〜になった                             「動詞句」 

dueño ﾄﾞｩｴﾆｮ n.m 所有者                                                「補語」 

del Yelmo ﾃﾞﾙ･ｼﾞｪﾙﾓ adj. かぶとの                              「形容詞句」 

en legítima batalla. ｴﾝ･ﾚﾋﾃｨﾏ･ﾊﾞﾀｼﾞｬ adv. 正当な戦いで                   「副詞句」 

 

 

「さあ、行くぞ！このおいはぎめ！お前を囚人として王の前に連れて行く。」［B-15］ 

“¡Vamos, salteador de caminos! Te llevaremos preso ante el Rey”. 

《「動詞」「呼びかけ」┃「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」》 

Vamos, ﾊﾞﾓｽ 命・1 複現(ir)v.i さあ行くぞ                                  「動詞」 

salteador de caminos! ｻﾙﾃｱﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾐﾉｽ n.m このおいはぎめ            「呼びかけ」 

Te ﾃ pron お前を                                                      「目的語」 

llevaremos ｼﾞｪﾊﾞﾚﾓｽ 1 複未･意志(llevar)v.t 連れて行く                      「動詞」 

preso ﾌﾟﾚｿ n.m 囚人                                                     「補語」 

ante el Rey”ｱﾝﾃ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. 王の前に                                   「副詞句」 

 

「遍歴の騎士道の魔法使いたちが、このように準備したのだ。いずれお前は、最も有名で勇

敢な騎士となり、ラ・マンチャで最も美しい姫君、ドゥルシネア様に出会うだろう。」 

［B-16］ 

Así lo han dispuesto los magos de la caballería andante. Llegarás a ser el más famoso y 

valiente caballero, y encontrarás a tu dama Doña Dulcinea, la más bella princesa de La 

Mancha”.                      《「副詞」「目的語」「動詞句」「主語」┃ 

「動詞句」「補語」y「動詞」「目的語」「形容詞句」》 
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Así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

lo ﾛ pron それを（お前の状況を）                                       「目的語」 

han dispuesto ｱﾝ･ﾃﾞｨｽﾌﾟｴｽﾄ 3 複現･完了形(disponer)v.t 命じた、準備した   「動詞句」 

los magos ﾛｽ･ﾏｺﾞｽ pl.n.m 魔法使いたちが                                  「主語」 

de la caballería andante. ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ adj. 遍歴の騎士道の「形容詞句」 

Llegarás a +不定詞 ｼﾞｪｶﾞﾗｽ･ｱ 2 単未･結果(llegar a+不定詞) 

   v. いずれ〜することになるだろう                                     「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                        「動詞」 

el más famoso y valiente caballero, ｴﾙ･ﾏｽ･ﾌｧﾓｰｿ･ｲ･ﾊﾞﾘｴﾝﾃ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ 

   n.m 最も有名で勇敢な騎士                                             「補語」 

y ｲ conj. そして 

encontrarás ｴﾝｺﾝﾄﾗﾗｽ 2 単未(encontrar)v.t 出会う                          「動詞」 

a tu dama Doña Dulcinea, ｱ･ﾄｩ･ﾀﾞﾏ･ﾄﾞｰﾆｬ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ n.f ドゥルシネア様に   「目的語」 

la más bella princesa de La Mancha ﾗ･ﾏｽ･ﾍﾞｼﾞｬ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

  n.f ラ・マンチャで最も美しい姫君                      「形容詞句：同格」 

 

「夜になったら、私に覆いをかけてくださいね。ここはとても寒いから。居心地がよくない

わ。私がいた場所はね．．．」［C-8］ 

--- Por la noche me meterás bajo un globo. Aquí hace mucho frío. Hay pocas comodidades. 

Allá, de donde vengo... 

《「副詞句」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「副詞」「動詞」「目的語」 

「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Por la noche ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜になったら                               「副詞句」 

me ﾒ pron 私を                                                       「目的語」 

meterás ﾒﾃﾗｽ 2 単未(meter)v.t に入れてください                           「動詞」 

bajo un globo. ﾊﾞﾎ･ｳﾝ･ｸﾞﾛﾎﾞ adv. 覆いの下に                             「副詞句」 

Aquí ｱｷ adv. ここは                                                     「副詞」 

hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.h（天候が）〜である                               「動詞」 

mucho frío. ﾑﾁｮ･ﾌﾘｵ n.m すごい寒さ                                    「目的語」 

Hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                         「動詞」 

pocas comodidades. ﾎﾟｶｽ･ｺﾓﾃﾞｨﾀﾞﾃﾞｽ pl.n.f 快適さ〜ほとんどない          「目的語」 

Allá, ｱｼﾞｬ adv. あちら                                                 「副詞句」 

de donde vengo... ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ･ﾍﾞﾝｺﾞ adj. そこから私が来た         「形容詞句」 
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「そんなに風邪をひいている訳ではないの。夜の涼しい風が私を元気にしてくれるはずよ。

私は花なんだから」［C-8］ 

--- No estoy tan resfriada como para... El aire fresco de la noche me hará bien. Soy una 

flor.        《「動詞句」「補語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

No estoy ﾉ･ｴｽﾄｲ 1 単現･否定(estar)v.i 〜ではない                         「動詞句」 

tan resfriada ﾀﾝ･ﾚｽﾌﾘｱﾀﾞ adj.f そんなに風邪をひいた                       「補語」 

como para... ｺﾓ･ﾊﾟﾗ adv. ．．．〜みたいに                           「副詞句」 

El aire fresco ｴﾙ･ｱｲﾚ･ﾌﾚｽｺ n.m 涼しい風が                                 「主語」 

de la noche ﾃﾞ･ﾗ･ﾉﾁｪ adj. 夜の                                   「形容詞句」 

me ﾒ pron 私を                                                       「目的語」 

hará ｱﾗ 3 単未(hacer)v.t する                                            「動詞」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. 元気に                                                   「補語」 

Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花                                                  「補語」 

 

「蝶々ってとてもきれいだと思うわ。蝶々でなければ、誰が私を訪ねてくれるのかしら？あ

なたは遠くへ行くのでしょう？」［C-8］ 

¡Parece que es tan hermoso! Si no, ¿quien habrá de visitarme? Tú estarás lejos. 

《「動詞」「主語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

¡Parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜のように思われる、見える                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

tan hermoso! ﾀﾝ･ｴﾙﾓｿ adj. とてもきれいな                           「補語」 

Si no, ｼ･ﾉ adv. 蝶々でなければ                                          「副詞句」 

¿quien ｷｴﾝ pron 誰が                                                    「主語」 

habrá de +不定詞 ｱﾌﾞﾗ･ﾃﾞ 3 単未･必要(haber de+不定詞) 

   v.t 〜しなければならない                                            「動詞句」 

visitarme? ﾋﾞｼﾀﾙ･ﾒ 不定詞 v.t 私を訪問する                      「動詞句」 

Tú ﾄｩ pron あなたは                                                     「主語」 

estarás ｴｽﾀﾗｽ 2 単未(estar)v.i 行くのでしょう                              「動詞」 

lejos. ﾚﾎｽ adv. 遠くへ                                                  「副詞句」 
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「もしわしが命令したら．．．」と王様はいつも言っていた。「もしわしがある将軍に、海鳥に

変身するように命令して、その将軍がそれに従わないとしたら、それは将軍の過ちではなく、

わしの過ちだろう」［C-10］ 

《Si ordeno --- decía habitualmente ---, si ordeno a un general que se transforme en ave 

marina y si el general no obedece, no será culpa del general. Será culpa mía.》 

《「副詞節」》,「動詞」「副詞」,《「副詞節」y「副詞節」,「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》 

Si ordeno --- ｼ･ｵﾙﾃﾞﾉ adv. もしわしが命令したら                          「副詞節」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた                                     「動詞」 

habitualmente ---, ｱﾋﾞﾄｩｱﾙﾒﾝﾃ adv. いつも                                 「副詞」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命令する                           「動詞」 

a un general ｱ･ｳﾝ･ﾍﾈﾗﾙ adv. ある将軍に                       「間接目的語」 

que ｹ 〜ということを                                        「直接目的語」 

se transforme ｾ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾒ 接・3 単現(transformarse) 

v.pr 変身する                                      「動詞句」 

en ave marina ｴﾝ･ｱﾍﾞ･ﾏﾘﾅ adv. 海鳥に                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. 〜ならば                                                     「副詞節」 

el general ｴﾙ･ﾍﾈﾗﾙ n.m その将軍が                                 「主語」 

no obedece, ﾉ･ｵﾍﾞﾃﾞｾ 3 単現･否定(obedecer)v.t 従わない            「動詞句」 

no será ﾉ･ｾﾗ 3 単未･否定(ser)v.i 〜でないだろう                            「動詞」 

culpa del general. ｸﾙﾊﾟ･ﾃﾞﾙ･ﾍﾈﾗﾙ n.f 将軍の過ち                            「補語」 

Será ｾﾗ 3 単未 (ser)v.i 〜だろう                                          「動詞」 

culpa mía.》ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ n.f わしの過ち                                       「補語」 

 

「もし君が、自分の国民に対して海に行って自殺しろと言ったら、革命が起こるだろう。わ

しの命令は道理にかなっているから、国民に服従を要求する権利があるのじゃ」［C-10］ 

Si ordenas a tu pueblo que vaya a arrojarse al mar, hará una revolución. Tengo derecho 

a exigir obediencia porque mis órdenes son razonables. 

《「副詞節」,「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

ordenas ｵﾙﾃﾞﾅｽ 2 単現(ordenar)v.t 命令する                         「動詞」 

a tu pueblo ｱ･ﾄｩ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adv. 君の国民に対して                「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                   「直接目的語」 

vaya a arrojarse ﾊﾞﾔ･ｱ･ｱﾛﾊﾙｾ 接・3 単現･命･行く(ir a+不定詞 arrojarse) 

   v.pr 自殺しに行け                                  「動詞句」 
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al mar, ｱﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海に                              「副詞句」 

hará ｱﾗ 3 単未(hacer)v.t 〜を生じさせるだろう                             「動詞」 

una revolución. ｳﾅ･ﾚﾎﾞﾙｼｵﾝ n.f 革命を                                   「目的語」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

derecho ﾃﾞﾚﾁｮ n.m 権利                                                「目的語」 

a exigir ｱ･ｴｸｼﾋｰﾙ 不定詞 adj. 〜を要求する                             「形容詞句」 

obediencia ｵﾍﾞﾃﾞｨｴﾝｼｱ n.f 服従を                              「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

mis órdenes ﾐｽ･ｵﾙﾃﾞﾈｽ pl.n.m わしの命令は                        「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                     「動詞」 

razonables. ﾗｿﾅﾌﾞﾚｽ adj.pl 道理にかなった                         「補語」 

 

「君の日の入りは見られるだろう。そのように要請しておく。しかし、わしの統治術による

と、条件が整うまで待つことにしよう」［C-10］ 

--- Tendrás tu puesta de sol. Lo exigiré. Pero esperaré, con mi ciencia de gobernante, a 

que las condiciones sean favorables. 

《「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」┃Pero「動詞」「副詞句」「目的語」》 

Tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 手に入れるだろう                          「動詞」 

tu puesta de sol. ﾄｩ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.f 日の入りを                          「目的語」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

exigiré. ｴｸｼﾋﾚ 1 単未(exigir)v.t 要請しておこう                             「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

esperaré, ｴｽﾍﾟﾗﾚ 1 単未･意思(esperar)v.t 待とう                            「動詞」 

con mi ciencia de gobernante, ｺﾝ･ﾐ･ｼｴﾝｼｱ･ﾃﾞ･ｺﾞﾍﾞﾙﾅﾝﾃ 

   adv. 統治術を使って                                                 「副詞句」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜ということを                                         「目的語」 

las condiciones ﾗｽ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾈｽ pl.n.f 条件が                         「主語」 

sean ｾｱﾝ 接・3 複現(ser)v.i 〜になる                              「動詞」 

favorables. ﾌｧﾎﾞﾗﾌﾞﾚｽ adj.pl 好都合な                             「補語」 

 

「それはいつになるのですか？」と、王子様は問い詰めた。［C-10］ 

--- ¿Y esto cuándo sucederá? --- indagó el principito. 

《Y「主語」「副詞」「動詞」》,「動詞」「主語」 

¿Y ｲ conj. それで 

esto ｴｽﾄ pron それは                                                     「主語」 

cuándo ｸゎﾝﾄﾞ adv. いつ                                                 「副詞」 
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sucederá? --- ｽｾﾃﾞﾗ 3 単未(suceder)v.i 起こる                               「動詞」 

indagó ｲﾝﾀﾞｺﾞ 3 単点(indagar)v.i 尋問した、問い詰めた                     「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「えーと」と、まず大きいカレンダーを調べてから、王様は答えた。「えーと、それは．．．

およそ．．．、それは今晩 7 時 40 分ちょうどくらいになるだろう」［C-10］ 

--- ¡Hem! ¡Hem! --- le respondió el rey, que consultó antes un grueso calendario ---, ¡

hem!, ¡hem!, ¡será a las..., a las..., será esta noche a las siete y cuarenta en punto!  

《「言いよどみ」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞節」, 

《「言いよどみ」,「動詞」「副詞句」, 「動詞」「副詞句」》 

¡Hem! ¡Hem! --- ｴﾝ･ｴﾝ int. えーと                                  「言いよどみ」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ conj. 〜をして                                                   「副詞節」 

consultó ｺﾝｽﾙﾄ 3 単点(consultar)v.t 調べた、参照した                「動詞」 

antes ｱﾝﾃｽ adv. 先に、まず                                       「副詞」 

un grueso calendario ---, ｳﾝ･ｸﾞﾙｴｿ･ｶﾚﾝﾀﾞﾘｵ n.m 大きいカレンダーを「目的語」 

¡hem!, ¡hem!, ｴﾝ･ｴﾝ int. えーと                                    「言いよどみ」 

¡será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜頃になるだろう                                  「動詞」 

a las..., a las..., ｱ･ﾗｽ．．．ｱ･ﾗｽ adv. 何時ごろ                              「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜頃になるだろう                                   「動詞」 

esta noche ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩                                           「副詞句」 

a las siete y cuarenta ｱ･ﾗｽ･ｼｴﾃ･ｲ･ｸゎﾚﾝﾀ adv. 7 時 40 分                   「副詞句」 

en punto! ｴﾝ･ﾌﾟﾝﾄ adv. ちょうど                                        「副詞句」 

 

「その時になれば、どれほどわしの命令が守られるかが分かるだろう」［C-10］ 

¡Y verás cómo soy obedecido!                               《Y「動詞」「目的語」》 

¡Y ｲ conj. そうすれば、その時になれば 

verás ﾍﾞﾗｽ 2 単未(ver)v.t 分かるだろう                                    「動詞」 

cómo ｺﾓ adv. どれほど〜するかと言う事を                               「目的語」 

soy obedecido! ｿｲ･ｵﾍﾞﾃﾞｼﾄﾞ 1 単現･受動(obedecer)v.t 従われている  「動詞句」 

 

「それでは、自分自身を裁きなさい」と、王様は返事をした。［C-10］ 

--- Te juzgarás a ti mismo --- le respondió el rey ---. 

《「目的語」「動詞」「目的語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 
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Te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

juzgarás ﾌｽﾞｶﾞﾗｽ 2 単未・勧誘(juzgar)v.t 裁きなさい                        「動詞」 

a ti mismo --- ｱ･ﾃｨ･ﾐｽﾓ pron 自分自身を                                 「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 返事をした                       「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                               「主語」 

 

その年老いたネズミを裁いてくれないか？時々、そのネズミに死刑を宣告してくれないか。 

［C-10］ 

Podrás juzgar a la vieja rata. La condenarás a muerte de vez en cuando. 

「動詞句」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Podrás juzgar ﾎﾟﾄﾞﾗｽ･ﾌｽｶﾞｰﾙ 2 単未･依頼(poder+不定詞) 

   v.t 裁判をしてくれないかね                                          「動詞句」 

a la vieja rata. ｱ･ﾗ･ﾋﾞｴﾊ･ﾗﾀ n.f その年老いたネズミを                     「目的語」 

La ﾗ pron そのネズミに                                            「間接目的語」 

condenarás ｺﾝﾃﾞﾅﾗｽ 2 単未･依頼(condenar)v.t 判決を下してくれ             「動詞」 

a muerte ｱ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死、死刑を                                     「直接目的語」 

de vez en cuando. ﾃﾞ･ﾍﾞｽ･ｴﾝ･ｸゎﾝﾄﾞ adv. 時々                            「副詞句」 

 

そうするとネズミの命は君の判決次第になるだろう。しかしネズミを生かしておくために、

毎回そのネズミを赦免してくれ。ネズミは 1 匹しかいないのだから。［C-10］ 

Así su vida dependerá de tu justicia. Pero la indultarás cada vez para conservarla. No 

hay más que una.                 「副詞」「主語」「動詞」「間接目的語」 

Pero「目的語」「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

Así ｱｼ adv. そうすると                                                   「副詞」 

su vida ｽ･ﾋﾞﾀﾞ n.f ネズミの命は                                          「主語」 

dependerá ﾃﾞﾍﾟﾝﾃﾞﾗ 3 単未(depender)v.i 〜次第になるだろう                「動詞」 

de tu justicia. ﾃﾞ･ﾄｩ･ﾌｽﾃｨｼｱ adv. 君の判決                           「間接目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

la ﾗ pron そのネズミを                                                「目的語」 

indultarás ｲﾝﾄﾞｩﾙﾀﾗｽ 2 単未･依頼(indultar)v.t 赦免してくれ                「動詞」 

cada vez ｶﾀﾞ･ﾍﾞｽ adv. 毎回                                             「副詞句」 

para conservarla. ﾊﾟﾗ･ｺﾝｾﾙﾊﾞﾙ･ﾗ adv. ネズミを残しておくために           「副詞句」 

No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                               「動詞句」 

más que una. ﾏｽ･ｹ･ｳﾅ pron（否定文で）1 匹しか                         「目的語」 
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2 時のバスに乗ろう。そうすれば午後のうちに着くだろう。［D-1-1］ 

Tomaré el autobús a las dos y llegaré por la tarde. 「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞句」 

Tomaré ﾄﾏﾚ 1 単未･意志(tomar)v.t（乗り物に）乗ろう                      「動詞」 

el autobús ｴﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                                       「目的語」 

a las dos ｱ･ﾗｽ･ﾄﾞｽ adj. 2 時の                                 「形容詞句」 

y ｲ conj. そうすれば 

llegaré ｼﾞｪｶﾞﾚ 1 単未･推測(llegar)v.i 着くだろう                           「動詞」 

por la tarde. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 午後に、午後のうちに                      「副詞句」 

 

そうすれば通夜に出られて、明日の晩には戻れるだろう。僕は社長に 2 日間の休暇を願い

出た。このような事情を聴けば、社長も僕の休暇を認めない訳にはいかなかった。 

［D-1-1］ 

De esa manera podré velarla, y regresaré mañana por la noche. Pedí dos días de licencia 

a mi patrón y no pudo negármelos ante una excusa semejante.  

「副詞句」「動詞句」y「動詞」「副詞句」 

「動詞」「直接目的語」「間接目的語」y「動詞句」「副詞句」 

De esa manera ﾃﾞ･ｴｻ･ﾏﾈﾗ adv. そうすれば                               「副詞句」 

  de ﾃﾞ prep（手段）〜で esa ｴｻ adj.f(eso) その manera ﾏﾈﾗ n.f 方法、仕方 

podré +不定詞 ﾎﾟﾄﾞﾚ 1 単未･推測(poder+不定詞)v.t 〜することができるだろう「動詞句」 

velarla, ﾍﾞﾗｰﾙ･ﾗ 不定詞(velar+la)v.t（母さんの）通夜をする         「動詞句」 

  velar a un muerto 通夜をする 

y ｲ conj. そして 

regresaré ﾚｸﾞﾚｻﾚ 1 単未･推測(regresar)v.i 戻れるだろう                    「動詞」 

mañana por la noche. ﾏﾆｬﾅ･ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 明日の晩に                    「副詞句」 

Pedí ﾍﾟﾃﾞｨ 1 単点(pedir)v.t 願い出た                                      「動詞」 

dos días de licencia ﾄﾞｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾘｾﾝｼｱ n.f 2 日間の休暇を            「直接目的語」 

a mi patrón ｱ･ﾐ･ﾊﾟﾄﾛﾝ adv. 社長に、経営者に                        「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

no pudo +不定詞 ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ 3 単点･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 〜できなかった                                                  「動詞句」 

negármelos ﾈｶﾞｰﾙ･ﾒ･ﾛｽ 不定詞(negar+me+los) 

   v.t 僕の休暇を認めない                                       「動詞句」 

ante ｱﾝﾃ prep 〜の前では                                              「副詞句」 

una excusa ｳﾅ･ｴｽｸｰｻ n.f 口実                                   「目的語」 

semejante. ｾﾒﾊﾝﾃ adj. このような                        「形容詞」 
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しかし、あさって喪中の僕を見かけたら、社長はたぶんそうするだろう。［D-1-1］ 

Pero lo hará sin duda pasado mañana, cuando me vea de luto.  

Pero「目的語」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

lo ﾛ pron(presentarme las condolencias の代用) そのことを                「目的語」 

   僕に弔意を示すということを 

hará ｱﾗ 3 単未･推測(hacer)v.t するだろう                                  「動詞」 

sin duda ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. 間違いなく、たぶん                              「副詞句」 

pasado mañana, ﾊﾟｻﾄﾞ･ﾏﾆｬﾅ adv. あさって                               「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                         「副詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                                 「目的語」 

vea ﾍﾞｱ 接・3 単現･推測(ver)v.t 見るだろう                          「動詞」 

de luto. ﾃﾞ･ﾙｰﾄ adj.（様態）（me を修飾）喪中の          「形容詞句」 

  luto ﾙｰﾄ n.m 喪中、喪服 estar de luto 喪中である llevar luto 喪服を着ている 

 

葬儀が終われば反対に、処理済みの 1 件となり、すべてがもっと公式に認められた様相を

呈することになるだろう。［D-1-1］ 

Después del entierro, por el contrario, será un asunto archivado y todo habrá adquirido 

aspecto más oficial.           「副詞句」「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」「目的語」 

Después del entierro, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞﾙ･ｴﾝﾁｴﾛ adv. 葬儀が終われば             「副詞句」 

por el contrario, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｺﾝﾄﾗﾘｵ adv.(al contrario と同義) 反対に           「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未･推測(ser)v.i 〜になるだろう                                「動詞」 

un asunto ｳﾝ･ｱｽﾝﾄ n.m こと、事柄                                        「補語」 

archivado ｱﾙﾁﾊﾞﾄﾞ 過去分詞･受動(archivar) 

adj.（文書などが）処理された                                   「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてのことが                                            「主語」 

habrá adquirido ｱﾌﾞﾗ･ｱﾄﾞｷﾘﾄﾞ 3 単未･完了形･未来の推測(adquirir) 

   v.t 取得しているだろう                                              「動詞句」 

aspecto más oficial. ｱｽﾍﾟｸﾄ･ﾏｽ･ｵﾌｨｼｬﾙ n.m より公式の様子を              「目的語」 

 

「後になれば、自分が幸せだったということが分かるだろう」［D-1-3］ 

Más tarde te darás cuenta de la felicidad que tenías.'" 

《「副詞句」「動詞句」「間接目的語」》 

Más tarde ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                                     「副詞句」 

te darás cuenta ﾃ･ﾀﾞﾗｽ･ｸｪﾝﾀ 2 単未(darse cuenta de...)v.pr 〜が分かるだろう「動詞句」 
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de la felicidad ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞﾘｼﾀﾞﾄﾞ adv. 幸せのことが                      「間接目的語」 

que tenías.'" ｹ･ﾃﾆｱｽ adj. お前が持っていた                  「形容詞節」 

 

後で戻ってきたら、女と一緒に寝て、まさに終わる瞬間に女の顔に唾を吐いて、女を道路に

放り出してやろうと考えていた。［D-1-3］ 

Después, cuando regresara, se acostaría con ella, y "justo en el momento de acabar" le 

escupiría en la cara y la echaría a la calle.  

「副詞句」,「動詞句」「副詞句」y 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「副詞句」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

Después, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 後で                                              「副詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 

regresara, ﾚｸﾞﾚｻﾗ 3 単未･仮定(regresar)v.i 戻ってきた               「動詞」 

se acostaría ｾ･ｱｺｽﾀﾘｱ 3 単過未･仮定(acostarse)v.pr(con 〜と) 寝よう       「動詞句」 

con ella, ｺﾝ･ｴｼﾞｬ adv. 女と                                             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

"justo en el momento de acabar" ﾌｽﾄ･ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾓﾒﾝﾄ･ﾃﾞ･ｱｶﾊﾞｰﾙ 

  adv. まさに終わる瞬間に                                              「副詞句」 

le ﾚ pron 女の                                                     「間接目的語」 

escupiría ｴｽｸﾋﾟﾘｱ 3 単過未･意思(escupir)v.i 唾をはいてやろう               「動詞」 

en la cara ｴﾝ･ﾗ･ｶﾗ adv. 顔に                                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron 女を                                                        「目的語」 

echaría ｴﾁｬﾘｱ 3 単過未･意思(echar)v.t 放り出してやろう                    「動詞」 

a la calle. ｱ･ﾗ･ｶｼﾞｪ adv. 道路に                                         「副詞句」 

 

警官は、拾ってもよいと答えてから、さらに付け加えた：「だがこの次は、警官はただの木

偶の坊ではないということを覚えておけ」［D-1-4］ 

El agente respondió que sí y agregó: "Pero la próxima vez sabrás que un agente no es un 

monigote."    「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」：《Pero「副詞句」「動詞」「目的語」》 

El agente ｴﾙ･ｱﾍﾝﾃ n.m 警官は                                            「主語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t（que と）答えた                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

sí ｼ adv.（拾って）よろしい                                       「応答」 

y ｲ conj. そして 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 言い足した                               「動詞」 

"Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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la próxima vez ﾗ･ﾌﾟﾛｷｼﾏ･ﾍﾞｽ n.f この次は                                「副詞句」 

sabrás ｻﾌﾞﾗｽ 2 単未･命令(saber)v.t 覚えておけ                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

un agente ｳﾝ･ｱﾍﾝﾃ n.m 警官は                                     「主語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                             「動詞」 

un monigote." ｳﾝ･ﾓﾆｺﾞﾃ n.m 操り人形                              「補語」 

 

レーモンは女の方に振り向いて、言った：「おい、お前！楽しみにしていろ！いずれまた会

うことになるだろう」［D-1-4］ 

Raimundo se volvió entonces hacia la muchacha y le dijo: "Espera, chiquita, ya nos 

volveremos a encontrar."  

「主語」「動詞句」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

se volvió ｾ･ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volverse)v.pr 振り返った                       「動詞句」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時、それで、すると                             「副詞」 

hacia la muchacha ﾊｼｱ･ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ adv. 女の方に                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 女に                                                     「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

n. 〜ということを                                                  「直接目的語」 

"Espera, ｴｽﾍﾟﾗ 命・2 単現(esperar)v.t 期待していろ！           「動詞」 

chiquita, ﾁｷﾀ n.f おいお前                                 「呼びかけ」 

ya ﾔｰ adv.（+未来形）いずれ                                  「副詞」 

nos volveremos a encontrar." ﾉｽ･ﾎﾞﾙﾍﾞﾚﾓｽ･ｱ･ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 1 複未･再会(volver a+不定詞) 

   v.pr(encontrarse) また会うことになるだろう               「動詞句」 

   volver a+不定詞 「再び〜する」 encontrarse 「互いに出会う」 

 

「でも、捕まってしまうでしょう？せめて、誰かが拾ってくれたらいいんですが」［D-1-4］ 

"Pero ellos lo agarrarán, ¿comprende usted? Si por lo menos alguien lo recogiera.  

《Pero「主語」「目的語」「動詞句」,「呼びかけ」┃「副詞句」「主語」「目的語」「動詞句」》 

"Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

ellos ｴｼﾞｮｽ pron 彼らが                                                  「主語」 

lo ﾛ pron あの犬を                                                    「目的語」 

agarrarán, ｱｶﾞﾗﾗﾝ 3 複未(agarrar)v.t 捕まえるだろう                       「動詞」 

   受動態に翻訳する 

¿comprende usted? ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾃﾞ･ｳｽﾃ 
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 adv.（同意を求める）わかるでしょう？そうでしょ？                 「呼びかけ」 

Si ｼ conj.（譲歩）たとえ〜しても                                       「副詞句」 

por lo menos ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. せめて、少なくとも                 「副詞句」 

alguien ｱﾙｷﾞｴﾝ pron 誰かが                                              「主語」 

lo ﾛ pron あの犬を                                                    「目的語」 

recogiera. ﾚｺﾋｴﾗ 接・3 単過･願望(recoger)v.t 拾ってくれたら                「動詞」 

 

「代理業者があれを捕まえてしまうでしょう、間違いなく」［D-1-4］ 

Los agentes lo agarrarán es seguro."                         「主語」「動詞」「補語」 

Los agentes ﾛｽ･ｱﾍﾝﾃｽ pl.n.m（保健所の）代理業者が〜することは            「主語」 

lo ﾛ pron あの犬を                                                「目的語」 

agarrarán ｱｶﾞﾗﾗﾝ 3 複未(agarrar)v.t 捕獲するだろう                   「動詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

seguro." ｾｸﾞﾛ adj. 間違いない                                             「補語」 
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直説法・過去未来と過去未来完了 

 

「わかりました。でも旅立つ前に、あなたに私のナシをご馳走したいと思います。」 

［A-1-6］ 

--- Está bien, pero antes de marcharme, me gustaría invitarla a comer mis peras. 

《「承諾」, pero「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                        「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よい                                                     「副詞」 

→ よろしい、わかりました                                               「承諾」 

antes de ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ adv. 〜（する）前に                                   「副詞句」 

marcharme ﾏﾙﾁｬﾙﾒ 不定詞(marcharse)v.pr 出かける             「動詞句」 

→ 旅立つ前に  

me gustaría invitarla a comer ﾒ･ｸﾞｽﾀﾘｱ･ｲﾝﾋﾞﾀﾙﾗ･ｱ･ｺﾒｰﾙ 1 単過未･願望(gustar+不定詞) 

  v.t あなたが〜を食べるのを招待したい（la は間接目的語）               「動詞句」 

mis peras ﾐｽ･ﾍﾟﾗｽ pl.n.f 私のナシを                                     「目的語」 

→ あなたに私のナシをご馳走したいと思います 

 

「でも、僕の薬草がなかったら、お姫様は、今生きてはいないだろうな。」［A-1-8］ 

--- Pero, sin mi hierba medicinal la princesa no estaría viva ahora. 

《Pero「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」「副詞」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

sin mi hierba medicinal ｼﾝ･ﾐ･ｲｪﾙﾊﾞ･ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙ adv. 僕の薬草がなかったら    「副詞句」 

la princesa ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f お姫様は                                         「主語」 

no estaría ﾉ･ｴｽﾀﾘｱ 3 単過未･推測(estar)v.i 〜ではないだろう              「動詞句」 

viva ﾋﾞﾊﾞ adj. 生きている                                                「補語」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今                                                       「副詞」 

 

「なんでも差し出すわ。もし泉の水が町に届くのならば。悪魔に魂をあげても構わない。」 

［A-2-10］ 

---- Daría cualquier cosa si el agua de la fuente llegara hasta la ciuda. No me importaría 

dar el alma al diablo. “「動詞」「目的語」「副詞節」┃「動詞句」「間接目的語」「主語」” 

Daría ﾀﾞﾘｱ 1 単未(dar)v.t 与えるだろう                                    「動詞」 

cualquier cosa ｸﾜﾙｷｴ･ｺｰｻ n.f どんなものでも                             「目的語」 

  cualquiera adj. どんな（名詞の前では cualquier、複数は cualesquier） 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el agua de la fuente ｴﾙ･ｱｸﾞゎ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｴﾝﾃ n.m 泉の水が              「主語」 
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llegara ｼﾞｪｶﾞﾗ 接・3 単現(llegar)v.i 届く                           「動詞」 

hasta la ciuda ｱｽﾀ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ adv. 町まで                           「副詞句」 

No ...importaría ﾉ...ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾘｱ 3 単過未･否定(importar) 

   v.i 重要ではない、構わない                                          「動詞句」 

me ﾒ pron 私にとって                                              「間接目的語」 

dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 n. 与えることが                                          「主語」 

el alma ｴﾙ･ｱﾙﾏ n.f 魂を                                      「直接目的語」 

al diablo ｱﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ adv. 悪魔に                              「間接目的語」 

 

しかし、突然、彼に恐ろしい考えが浮かんだ。正式に騎士の叙任を受けていなかったのだ！

騎士道の掟によると、叙任なしには、いかなる戦いでも武器の使用が認められないのだ。 

［B-2］ 

Pero, de pronto, le vino un terrible pensamiento: ¡no había sido armado caballero! y, 

conforme a la ley de caballería, no podría usar sus armas en ninguna batalla. 

Pero「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」 

「動詞句」「補語」y「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

de pronto ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                           「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

vino ﾋﾞﾉ 3 単点(venir)v.i 生じた                                           「動詞」 

un terrible pensamiento ｳﾝ･ﾃﾘﾌﾞﾚ･ﾍﾟﾝｻﾐｪﾝﾄ n.m 恐ろしい考えが             「主語」 

no había sido armado ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ｼﾄﾞ･ｱﾙﾏﾄﾞ 3 単線･完了形･受動･否定(armar) 

   v.t 武装されていなかった → 正式に叙任を受けていなかった            「動詞句」 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士として                                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

conforme a ｺﾝﾌｫﾙﾒ･ｱ adv. 〜に従うと                                    「副詞句」 

la ley ﾗ･ﾚｲ n.f 規則                                            「目的語」 

de caballería ﾃﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ adj. 騎士道の           「形容詞句：ley」 

no podría usar ﾉ･ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ｳｻｰﾙ 3 単過未･許可･否定(poder+不定詞) 

   v.t 使用してはならない                                              「動詞句」 

sus armas ｽｽ･ｱﾙﾏｽ pl.n.f 武器を                                        「目的語」 

en ninguna batalla ｴﾝ･ﾆﾝｸﾞﾅ･ﾊﾞﾀｼﾞｬ adv. いかなる戦いでも               「副詞句」 

 

ドン・キホーテが旅籠を出たのは夜明け頃と思われる。［B-3］ 

 La del alba sería cuando Don Quijote salió de la venta.       「補語」「動詞」「主語」 

La del alba ﾗ･ﾃﾞﾙ･ｱﾙﾊﾞ n.f 夜明けの頃                                     「補語」 
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  La hora del alba の hora が省略された形。「補語」が文頭に来て、倒置文になる。 

sería ｾﾘｱ 3 単過未･推量(ser)v.i 〜であっただろう                           「動詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時は                                           「主語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n． ドン・キホーテが                         「主語」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 出た                                       「動詞」 

de la venta ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adv. 旅籠から                               「副詞句」 

 

従者が、そういった細々したことをやってくれるかもしれない。［B-3］ 

Él se encargaría de esas menudencias.               「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Él ｴﾙ pron その従者が                                                   「主語」 

se encargaría ｾ･ｴﾝｶﾙｶﾞﾘｱ 3 単過未(encargarse) 

v.pr 引き受けてくれるかもしれない                                  「動詞句」 

de esas menudencias ﾃﾞ･ｴｻｽ･ﾒﾇﾃﾞﾝｼｱｽ adv. そういった細々したこと   「間接目的語」 

 

日暮れ頃に、二人は村に到着した。しかし農夫は夜になるまで待った。隣人たちに、ひどく

殴られて打ちのめされた郷士を見させないためであった。［B-5］ 

Llegaron a la aldea al atardecer. Pero el labrador esperó a que fuese de noche; así los 

vecinos no verían al hidalgo tan apaleado y molido. 

「動詞」「間接目的語」「副詞句」┃Pero「主語」「動詞」「副詞節」 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞句」 

Llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 到着した                                「動詞」 

a la aldea ｱ･ﾗ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 村へ                                      「間接目的語」 

al atardecer ｱﾙ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ adv. 日暮れに                                  「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞﾙ n.m 農夫は                                        「主語」 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.i (+a+que... 〜するのを待つ) 待った           「動詞」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜するのを                                             「副詞節」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜になった                            「動詞」 

de noche ﾃﾞ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                        「補語」 

así ｱｼ adv. 〜するように                                                 「副詞」 

los vecinos ﾛｽ･ﾍﾞｼﾉｽ pl.n. 隣人たちが                                      「主語」 

no verían ﾉ･ﾍﾞﾘｱﾝ 3 複過未･否定(ver)v.t 見ない（ようにした）            「動詞句」 

al hidalgo ｱﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ n.m 郷士を                                        「目的語」 

tan apaleado y molido ﾀﾝ･ｱﾊﾟﾚｱﾄﾞ･ｲ･ﾓﾘﾄﾞ 

   adj. ひどく殴られて打ちのめされた                         「形容詞句」 
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その馬方は、マリトルネスと逢引の約束をしていたのだ。つまり、皆が寝静まった頃に、彼

女が彼のところへやってきて、一夜を共に過ごす予定だった。［B-9］ 

El arriero había concertado con Maritornes un encuentro: cuando todos durmiesen, ella 

vendría con él y pasarían la noche juntos. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」： 

「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞」「目的語」「副詞」 

El arriero ｴﾙ･ｱﾘｴﾛ n.m その馬方は                                        「主語」 

había concertado ｱﾋﾞｱ･ｺﾝｾﾙﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(concertar)v.t 取り決めていた 「動詞句」 

con Maritornes ｺﾝ･ﾏﾘﾄﾙﾈｽ adv. マリトルネスと                       「間接目的語」 

un encuentro ｳﾝ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾛ n.m 逢引の約束を                          「直接目的語」 

cuando ｸｧﾝﾄﾞ adv. 〜するとき                                          「副詞節」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron.pl. 誰もが                                       「主語」 

durmiesen ﾄﾞｩﾙﾐｴｾﾝ 接・3 複過(dormir)v.i 眠っただろう            「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                   「主語」 

vendría ﾍﾞﾝﾄﾞﾘｱ 3 単過未 v.i やってくる（予定）                          「動詞」 

con él ｺﾝ･ｴﾙ adv. 彼のところに                                     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

pasarían ﾊﾟｻﾘｱﾝ 3 複過未(pasar)v.t 過ごす（予定）                        「動詞」 

la noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 一夜を                                              「目的語」 

juntos ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                                  「副詞」 

 

「おお、麗しの貴婦人よ！できるものなら私もあなたと楽しみたい、しかし私を誘惑するこ

とはできないと分かって下さい。なぜなら私の心は、トボソのドゥルシネア様のところにあ

りますから。」［B-9］ 

“¡Oh, bella dama! Ciertamente desearía gozar con vos; pero has de saber que no podrás 

seducirme porque tengo puesto el corazón en mi señora Dulcinea del Toboso”.  

《「感嘆」┃「副詞」「動詞句」「副詞句」；pero「動詞句」「目的語」》 

Oh, bella dama ｵ･ﾍﾞｼﾞｬ･ﾀﾞﾏ int. おお、麗しの貴婦人よ                     「感嘆」 

Ciertamente ｼｴﾙﾀﾒﾝﾃ adv. もちろん、確かに                               「副詞」 

desearía gozar ﾃﾞｾｱﾘｱ･ｺﾞｻｰﾙ 1 単過未･願望(desear+不定詞) 

   v.i できるものなら楽しみたい                                        「動詞句」 

con vos ｺﾝ･ﾎﾞｽ adv. あなたと                                           「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

  「過去未来...pero」 〜したいができない 

has de saber ｱｽ･ﾃﾞ･ｻﾍﾞｰﾙ 2 単現･義務(haber de+不定詞) 

   v.t 知るべきである                                                  「動詞句」 
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que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

no podrás seducirme ﾉ･ﾎﾟﾄﾞﾗｽ･ｾﾄﾞｩｼﾙﾒ 2 単未･可能･否定(poder+不定詞+me) 

   v.t 私を誘惑できない                                       「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                   「副詞節」 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                  「動詞」 

puesto ﾌﾟｴｽﾄ n.m 場所                              「目的語」 

el corazón ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ n.m 心の（ための）     「形容詞句」 

  puesto del corazón の間違い？ 

en mi señora Dulcinea del Toboso ｴﾝ･ﾐ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾎﾞｿ 

   adv. トボソのドゥルシネア様のところに            「副詞句」 

  → 私の心は、トボソのドゥルシネア様のところにあります 

 

「それはできない！我々は一緒に歩いていくことはできない。そんなことをしたら、サン

タ・エルマンダー警察にすぐに見つかってしまうから。」［B-11］ 

“ Eso es imposible. No podemos caminar juntos, pues la Santa Hermandad nos 

encontraría enseguida.      《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞」,「副詞節」》 

Eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i （estar）v.i 〜である                                  「動詞」 

imposible. ｲﾝﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. 不可能な                                        「補語」 

No podemos caminar ﾉ･ﾎﾟﾃﾞﾓｽ･ｶﾐﾅｰﾙ 1 複現･否定(poder+不定詞) 

   v.i 歩いて行くことはできない                                        「動詞句」 

juntos, ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                                 「副詞」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

la Santa Hermandad ﾗ･ｻﾝﾀ･ｴﾙﾏﾝﾀﾞﾄﾞ n.f サンタ・エルマンダー警察が「主語」 

nos ﾉｽ pron.pl. 我々を                                          「目的語」 

encontraría ｴﾝｺﾝﾄﾗﾘｱ 3 単過未(encontrar)v.t 見つけるかもしれない   「動詞」 

enseguida. ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                   「副詞」 

 

きっとドルシネアには、彼の主人は彼女を恋して気が変になったと言うのであろう。 

［B-12］ 

Bien podría decirle a Dulcinea que su señor estaba loco por ella. 

「副詞」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Bien ﾋﾞｴﾝ adv. きっと                                                    「副詞」 

podría decirle ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ﾃﾞｼﾙ･ﾚ 3 単過未･推量(poder+不定詞 decir+le) 

   v.t 彼女に言うのだろう                                              「動詞句」 

a Dulcinea ｱ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adv. ドルシネアに                             「間接目的語」 
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que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

su señor ｽ･ｾﾆｮｰﾙ n.m 彼の主人は                              「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜になっている                    「動詞」 

loco ﾛｺ adj. 気が変になった                                    「補語」 

por ella. ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｬ adv. 彼女を恋して                          「副詞句」 

 

「いや、望まないね。そんなことしたら、その人も私たちも破滅するよ。」とテレサは答え

た。「忘れちゃいけないよ、私たちは、昔も、今もずっと百姓なんだ。有難いことだよ。」 

［B-18］ 

“¡No!, pues sería su perdición y la nuestra”--- respondió Teresa ---. “No debemos olvidar 

lo que fuimos y lo que somos; campesinos siempre, ¡y a mucha honra!”. 

《「応答」「副詞節」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「目的語」y「感嘆」》 

¡No!, ﾉ adv. いや、望まない                                              「応答」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

sería ｾﾘｱ 3 単過未(ser)v.i 〜になってしまうだろう                   「動詞」 

su perdición ｽ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨｼｵﾝ n.f その人の破滅                          「補語」 

y ｲ conj. そして 

la nuestra ﾗ･ﾇｴｽﾄﾗ n.f 私たちの破滅                          「補語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

Teresa ﾃﾚｻ n. テレサは                                                   「主語」 

No debemos olvidar ﾉ･ﾃﾞﾍﾞﾓｽ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ 1 複現･禁止(deber+不定詞) 

   v.t 忘れてはいけない                                                「動詞句」 

lo ﾛ pron そのことを                                                  「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

fuimos ﾌｲﾓｽ 1 複点(ser)v.i 〜だった                             「動詞」 

y ｲ conj. そして 

lo ﾛ pron そのことを                                                  「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

somos; ｿﾓｽ 1 複現(ser)v.i 〜である                              「動詞」 

campesinos ｶﾝﾍﾟｼﾉｽ pl.n.m 百姓                               「補語」 

siempre, ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも、ずっと                           「副詞」 

y ｲ conj. そして 

a mucha honra! ｱ･ﾑﾁｬ･ｵﾝﾗ int.（皮肉を込めて）有難いことだ！              「感嘆」 
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「我々もその結婚式に参加して彼らを祝福し、彼らの新しい生活のために、幸先を祝いたい

ものだのう、サンチョよ！」［B-22］ 

“Podríamos ir y darles nuestra bendición y buenos augurios para la nueva vida que 

comienzan, ¿verdad, Sancho?” 

《「動詞句」「目的語」「副詞句」「形容詞節」, 「確認」「呼びかけ」》 

Podríamos ir ﾎﾟﾄﾞﾘｱﾓｽ･ｲｰﾙ 1 複過未･願望(poder+不定詞) 

   v.i 我々も参加したいものだ                                          「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

darles ﾀﾞｰﾙ･ﾚｽ 不定詞(dar+les)v.t 彼らに与えたいものだ                  「動詞句」 

nuestra bendición ﾇｴｽﾄﾗ･ﾍﾞﾝﾃﾞｨｼｵﾝ n.f 祝福を                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

buenos augurios ﾌﾞｴﾉｽ･ｱｳｸﾞﾘｵｽ pl.n.m 幸先を                           「目的語」 

para la nueva vida ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾇｴﾊﾞ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 新しい生活のために             「副詞句」 

que comienzan, ｹ･ｺﾐｴﾝｻﾝ adj. 彼らが始める                            「形容詞節」 

¿verdad, ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f そうだろう                                          「確認」 

Sancho?”ｻﾝﾁｮ n. サンチョよ                                         「呼びかけ」 

 

「その 20 ドゥカードをわしによこせ。もしお前がそのように必死に身を守っていたなら、

お前が純潔を失うことはなかっただろうからな。」［B-24］ 

“Dadme los 20 ducados. Si hubierais defendido así, con tanto ahínco, vuestra virginidad, 

no la habríais perdido”. 

《「動詞句」「目的語」┃「副詞節」, 「目的語」「動詞句」》 

Dadme ﾀﾞﾄﾞ･ﾒ 命・2 単現(dar+me)v.t わしによこせ                       「動詞句」 

los 20 ducados. ﾛｽ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾄﾞｩｶﾄﾞｽ pl.n.m その 20 ドゥカードを            「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

hubierais defendido ｳﾋﾞｴﾗｲｽ･ﾃﾞﾌｪﾝﾃﾞｨﾄﾞ 接・2 複過･完了形(defender) 

v.t 身を守っていた                                           「動詞句」 

así, ｱｼ adv. そのように                                   「副詞」 

con tanto ahínco, ｺﾝ･ﾀﾝﾄ･ｱｲﾝｺ adv. とても熱心に、必死に         「副詞句」 

  条件文「もし〜ならば」 

vuestra virginidad, ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾋﾞﾙﾋﾆﾀﾞﾄﾞ n.f お前の純潔を                   「目的語」 

no la habríais perdido”.ﾉ･ﾗ･ｱﾌﾞﾘｱｲｽ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ 2 複過未･完了形･否定(perder+la) 

   v.t 失うことはなかっただろう                                        「動詞句」 

  過去未来完了は条件法の帰結文として利用される 
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「間違いなく、おぬしは誰がドゥルシネア様であるかを知らぬとみえる。もしもあの方に一

度でも会っていたら、あれほどの美人は他にはいないことが分かっていただろう。」 

［B-25］ 

“Ciertamente no sabéis quién es la ilustre Dulcinea, pues si la hubierais visto, 

comprenderíais que no hay ni puede haber belleza semejante”. 

《「副詞」「動詞句」「目的語」,「副詞節」,「動詞」「目的語」》 

Ciertamente ﾁｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. 確かに、間違いなく                             「副詞」 

no sabéis ﾉ･ｻﾍﾞｲｽ 2 複現･否定(saber)v.t おぬしは知らない                 「動詞句」 

n. 〜ということを                                                      「目的語」 

quién ｷｴﾝ pron 誰が                                              「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

la ilustre Dulcinea, ﾗ･ｲﾙｽﾄﾚ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ n.f ドゥルシネア様              「補語」 

  ilustre ｲﾙｽﾄﾚ adj. 名高い、（敬称・尊称）様 

pues si ﾌﾟｴｽ･ｼ conj. もしも〜ならば                                     「副詞節」 

la ﾗ pron 彼女に                                               「目的語」 

hubierais visto, ｳﾋﾞｴﾗｲｽ･ﾋﾞｽﾄ 接・2 複過･完了形(ver)v.t 会った     「動詞句」 

comprenderíais ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾘｱｲｽ 2 複過未･条件法(comprender) 

   v.t 分かっていただろう                                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                        「動詞句」 

ni puede haber ﾆ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ｱﾍﾞｰﾙ 3 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t いることも出来ない                                       「動詞句」 

belleza semejante”.ﾍﾞｼﾞｪｻ･ｾﾒﾊﾝﾃ n.f あれほどの美人は            「目的語」 

 

「象たちを次々に重ねなければならないだろうな」［C-5］ 

 --- Habría que ponerlos unos sobre otros...             「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Habría que ponerlos ｱﾌﾞﾘｱ･ｹ･ﾎﾟﾈﾙ･ﾛｽ 1 単過未･必要(haber que+不定詞) 

   v.t 象たちを乗せなければならないだろうな                            「動詞句」 

unos ｳﾉｽ n.m 何頭かを                                                 「目的語」 

sobre otros... ｿﾌﾞﾚ･ｵﾄﾛｽ adv. 他の象の上に                               「副詞句」 

 

日の入りを見るには、フランスに 1 分で行く事が出来れば十分なのだが。［C-6］ 

Bastaría poder ir a Francia en un minuto para asistir a la puesta del sol. 

「動詞句」「主語」「副詞句」 

Bastaría +不定詞 ﾊﾞｽﾀﾘｱ 3 単過未(bastar+不定詞)v.i 〜すれば十分なのだが 「動詞句」 

 bastar +不定詞／que+接続法 「不定詞／que+接続法」が「主語」である 
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poder ir ﾎﾟﾃﾞｰﾙ･ｲｰﾙ 不定詞･可能(poder+不定詞)v.i 行くことが出来ることが   「主語」 

a Francia ｱ･ﾌﾗﾝｼｱ adv. フランスに                            「間接目的語」 

en un minuto ｴ･ﾇﾝ･ﾐﾇﾄ adv. 1 分で                                「副詞句」 

para asistir ﾊﾟﾗ･ｱｼｽﾃｨｰﾙ adv. (a に) 居合わせるために                    「副詞句」 

a la puesta del sol. ｱ･ﾗ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adv. 日の入りに         「間接目的語」 

 

「もしも親切心がおありになるなら、私のことを思い出していただけないでしょうか？」 

［C-8］ 

¿Tendrías la bondad de acordarte de mí?                        《「動詞」「目的語」》 

¿Tendrías ﾃﾝﾄﾞﾘｱｽ 2 単過未(tener)v.t 〜を持っていただけないでしょうか？   「動詞」 

  過去未来時制は「丁寧な依頼」の意味で使用される 

la bondad ﾗ･ﾎﾞﾝﾀﾞﾄﾞ n.f 親切心、好意                                   「目的語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adj.（同格）〜するという                        「形容詞句」 

acordarte ｱｺﾙﾀﾞﾙ･ﾃ 不定詞(acordarse)v.pr (de を) 思い出す「動詞句」 

de mí? ﾃﾞ･ﾐ adv. わたくしのことを                  「間接目的語」 

 

「トラなんて怖くないわ、でも空気の流れが嫌なのです。ついたてをお持ちじゃありませ

ん？」［C-8］ 

--- No temo a los tigres, pero siento horror a las corrientes de aire. ¿No tendrías un 

biombo?《「動詞句」「目的語」,pero「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

No temo ﾉ･ﾃﾓ 1 単現･否定(temer)v.t 恐れない                            「動詞句」 

a los tigres, ｱ･ﾛｽ･ﾃｨｸﾞﾚｽ pl.n.m トラを                                  「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siento ｼｴﾝﾄ 1 単現(sentir)v.t 感じる                                       「動詞」 

horror ｵﾛｰﾙ n.m 恐怖、嫌悪                                            「目的語」 

a las corrientes ｱ･ﾗｽ･ｺﾘｴﾝﾃｽ adv. 流れに対して                           「副詞句」 

de aire. ﾃﾞ･ｱｲﾚ adj. 空気の                                    「形容詞句」 

¿No tendrías ﾉ･ﾃﾝﾄﾞﾘｱｽ 2 単過未･否定(tener) 

v.t 〜をお持ちではなかったかしら？                                  「動詞句」 

un biombo? ｳﾝ･ﾋﾞｵﾝﾎﾞ n.m 風除け、ついたて                            「目的語」 
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もし彼がそんな権力を持っていたなら、43 回といわず 72 回も、いや 100 回も、もしかす

ると 200 回さえも、全く椅子を動かす必要もなく、同じ日のうちに日の入りを何度も見る

ことができただろうに。［C-10］ 

¡Si él lo hubiera detentado, habría podido asistir, no a cuarenta y tres, sino a setenta y 

dos, o aun a cien, o aun a doscientas puestas de sol en el mismo día, sin necesidad de 

mover jamás la silla!              「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

¡Si ｼ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

él ｴﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

lo ﾛ pron そんな権力を                                         「目的語」 

hubiera detentado, ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞﾃﾝﾀﾄﾞ 接・3 単過･完了形･仮定(detentar) 

   v.t（権力を）不当に保持していたら                           「動詞句」 

habría podido asistir, ｱﾌﾞﾘｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｱｼｽﾃｨｰﾙ 3 単過未･完了形･可能(poder+不定詞) 

   v.i 居合わせることが出来ただろうに                                  「動詞句」 

  → 〜を見ることがで出来ただろうに 

no a cuarenta y tres, ﾉ･ｱ･ｸゎﾚﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ adv. 43 回ではなく                 「副詞句」 

sino a setenta y dos, ｼﾉ・ア・せてんた･ｲ･ﾄﾞｽ adv. そうではなく 72 回      「副詞句」 

o aun a cien, ｵ･ｱｳﾝ･ｱ･ｼｴﾝ adv. 100 回さえも                              「副詞句」 

o aun a doscientas ｵ･ｱｳﾝ･ｱ･ﾄﾞｽｼｴﾝﾀｽ adv. もしかすると 200 回さえも       「副詞句」 

puestas de sol ﾌﾟｴｽﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りを                            「目的語」 

en el mismo día, ｴ･ﾈﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃﾞｨｱ adv. 同じ日に、1 日のうちに              「副詞句」 

sin necesidad de +不定詞 ｼﾝ･ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ adv. 〜する必要もなく            「副詞句」 

mover ﾓﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 動かす                                     「動詞」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 全く〜ない、一度も〜ない                          「副詞」 

la silla! ﾗ･ｼｼﾞｬ n.f 椅子を                                       「目的語」 

 

「もしわしが将軍に、蝶々のように花から花へ飛べと命令したり、悲劇を書けと命令したり、

海鳥に変身しろと命令したとして、その将軍が命令に従わないとしたら、彼とわしのどちら

が間違えているのだろうか？」［C-10］ 

--- Si ordeno a un general que vuele de flor en flor como una mariposa, o que escriba una 

tragedia, o que se transforme en ave marina, y si el general no ejecuta la orden recibida, 

¿quién, él o yo, estaría en falta?     《「副詞節」y「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命令する                          「動詞」 

a un general ｱ･ｳﾝ･ﾍﾈﾗﾙ adv. 将軍に                         「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「直接目的語」 

vuele ﾌﾞｴﾚ 接・3 単現(volar)v.i 飛ぶ、飛べ              「動詞」 
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de flor en flor ﾃﾞ･ﾌﾛｰﾙ･ｴﾝ･ﾌﾛｰﾙ adv. 花から花へ        「副詞句」 

como una mariposa, ｺﾓ･ｳﾅ･ﾏﾘﾎﾟｻ adv. 蝶々のように    「副詞句」 

o ｵ conj. または 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「直接目的語」 

escriba ｴｽｸﾘﾊﾞ 接・3 単現(escribir)v.t 書け              「動詞」 

una tragedia, ｳﾅ･ﾄﾗﾍﾃﾞｨｱ n.f 悲劇作品を              「目的語」 

o ｵ conj. または 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「直接目的語」 

se transforme ｾ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾒ 接・3 単現(transformarse) 

v.pr 変身しろ                                    「動詞句」 

en ave marina, ｴﾝ･ｱﾍﾞ･ﾏﾘﾅ adv. 海鳥に           「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el general ｴﾙ･ﾍﾈﾗﾙ n.m その将軍が                                「主語」 

no ejecuta ﾉ･ｴﾍｸﾀ 3 単現･否定(ejecutar)v.t 実行しない             「動詞句」 

la orden recibida, ﾗ･ｵﾙﾃﾞﾝ･ﾚｼﾋﾞﾀﾞ n.f 受けた命令を               「目的語」 

¿quién, ｷｴﾝ pron 誰が                                                   「主語」 

él o yo, ｴﾙ･ｵ･ｼﾞｮ adj. 彼かわしの                                「形容詞句」 

estaría ｴｽﾀﾘｱ 3 単過未(estar)v.i 〜であろうか                             「動詞」 

en falta? ｴﾝ･ﾌｧﾙﾀ adv. 間違えている                                      「補語」 

 

「もし陛下がきちんと命令に従って欲しいならば、分別のある命令をしてください」 

［C-10］ 

--- Si Vuestra Majestad desea ser obedecido puntualmente podría darme una orden 

razonable.                                        《「副詞節」,「動詞句」「目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

Vuestra Majestad ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾏﾍｽﾀﾄﾞ n.f 陛下が                         「主語」 

desea ﾃﾞｾｱ 3 単現(desear)v.t (+不定詞) 〜したい                    「動詞句」 

ser obedecido ｾｰﾙ･ｵﾍﾞﾃﾞｼﾄﾞ 不定詞･受動(obedecer)v.t 従われる「動詞句」 

puntualmente ﾌﾟﾝﾄｩｱﾙﾒﾝﾃ adv. きちんと                      「副詞」 

podría darme ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ﾀﾞﾙ･ﾒ 3 単過未･仮定(poder+不定詞) 

   v.t 私に与えるのが良いでしょう                                      「動詞句」 

una orden razonable. ｳﾅ･ｵﾙﾃﾞﾝ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚ n.m 分別のある命令を             「目的語」 
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「例えば、すぐに出発しなさい、と僕に命令されたら良いと思います。私には、状況が好都

合なように見えます」［C-10］ 

Podría ordenarme, por ejemplo, que parta antes de un minuto. Me parece que las 

condiciones son favorables... 

《「動詞句」「副詞句」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「主語」》 

Podría ordenarme, ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ｵﾙﾃﾞﾅﾙ･ﾒ 3 単過未･仮定(poder+不定詞) 

   v.t 僕に命令してはいかがですか                                      「動詞句」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                    「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

parta ﾊﾟﾙﾀ 接・3 単現･命令(partir)v.i 出発しなさい                  「動詞」 

antes de un minuto. ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾐﾇﾄ adv. すぐに、1 分以内に       「副詞句」 

Me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜に見える、思われる                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

las condiciones ﾗｽ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾈｽ pl.n.f 状況が                            「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

favorables... ﾌｧﾎﾞﾗﾌﾞﾚｽ adj.pl 好都合な                                「補語」 

 

「この人は．．．」と、王子様はさらに遠くまで旅を続けながら心の中で思った。「この人は、

他のみんなから、王様からも、見栄っ張りからも、呑兵衛からも、事業家からも軽蔑される

だろうな」［C-14］ 

《Éste ---se dijo el principito mientras proseguía su viaje hacia más lejos---, éste sería 

despreciado por todos los otros, por el rey, por el vanidoso,  

por bebedor, por el hombre de negocios. 

《主語》,「動詞句」「主語」「副詞節」,《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Éste --- ｴｽﾃ pron この人は                                                「主語」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(deccirse)v.pr 心の中で思った                        「動詞句」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜しながら                                       「副詞節」 

proseguía ﾌﾟﾛｾｷﾞｱ 3 単線(proseguir)v.i 続けた                      「動詞」 

su viaje ｽ･ﾋﾞｱﾍ n.m 旅を                                       「目的語」 

hacia más lejos---, ｱｼｱ･ﾏｽ･ﾚﾎｽ adv. さらに遠くまで               「副詞句」 

éste ｴｽﾃ pron この人は                                                   「主語」 

sería despreciado ｾﾘｱ･ﾃﾞｽﾌﾟﾚｼｱﾄﾞ 3 単過未･受動･推測(desprecer)v.t 

   v.t 軽蔑されるだろう                                                「動詞句」 

  過去未来時制は推測を表す（英語では would be despised） 
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por todos los otros, ﾎﾟﾙ･ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ adv. 他のみんなから                「副詞句」 

por el rey, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. 王様から                                      「副詞句」 

por el vanidoso, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ adv. 見栄っ張りから                      「副詞句」 

por bebedor, ﾎﾟﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ adv. 呑兵衛から                               「副詞句」 

por el hombre de negocios. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ adv. 事業家から       「副詞句」 

 

だがそれは慣れのせいだ。数か月後、養老院から出されたとしても泣いていただろう。 

［D-1-1］ 

Pero era por la fuerza de la costumbre. Al cabo de unos meses habría llorado si se la 

hubiera retirado del asilo.       Pero「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞句」「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

por la fuerza ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾌｴﾙｻ adv. 効果のせい                                  「補語」 

de la costumbre. ﾃﾞ･ﾗ･ｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾚ adj. 習慣の                      「形容詞句」 

Al cabo de ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ prep 〜の後に                                     「副詞句」 

unos meses ｳﾉｽ･ﾒｾｽ pl.n.m 数か月                               「目的語」 

habría llorado ｱﾌﾞﾘｱ･ｼﾞｮﾗﾄﾞ 3 単過未･完了形･推量(llorar)v.i 泣いていただろう「動詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

se ｾ pron 誰かが                                                 「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                               「目的語」 

hubiera retirado ｳﾋﾞｴﾗ･ﾚﾁﾗﾄﾞ 接・3 単過･完了形･仮定法過去完了(retirar) 

   v.t 外に出した（としたならば）                               「動詞句」 

del asilo. ﾃﾞﾙ･ｱｼﾛ adv. 養老院から                               「副詞句」 

 

「そうすれば、お通夜もなさることが出来ると考えまして」［D-1-1］ 

Hemos pensado que así podría usted velar a la difunta.        《「動詞句」「目的語」》 

Hemos pensado ｴﾓｽ･ﾍﾟﾝｻﾄﾞ 1 複現･完了形(pensar)v.t 考えた               「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

así ｱｼ adv. そうすると                                            「副詞」 

podría ...velar ﾎﾟﾄﾞﾘｱ...ﾍﾞﾗｰﾙ 3 単過未･推測(poder+不定詞) 

   v.t 監視できるだろう（お通夜で見守ること）                    「動詞句」 

usted ｳｽﾃ pron あなたが                                           「主語」 

a la difunta. ｱ･ﾗ･ﾃﾞｨﾌﾝﾀ n.f 故人を                                「目的語」 
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もし誰かが彼に、いずれはマランゴの養老院で門衛として終わるだろうと、前もって言って

いたとしたら彼はとても驚いたに違いない。［D-1-1］ 

Se habría que dado muy asombrado si alguien le hubiera dicho que acabaría de portero 

en el asilo de Marengo.                                 「動詞句」「補語」「副詞節」 

Se habría que dado ｾ･ｱﾌﾞﾘｱ･ｹ･ﾀﾞﾄﾞ 3 単過未･完了形･強い推測･必然(darse) 

   v.pr 〜になったに違いない                                           「動詞句」 

   haber que+過去分詞 「〜したに違いない」 darse ﾀﾞｰﾙ･ｾ v.pr 〜に身を任せる 

   Se habría quedado (quedarse) 「すっかり〜の状態になっただろう」（推測） 

muy asombrado ﾑｲ･ｱｿﾝﾌﾞﾗﾄﾞ adj. とても驚いた                            「補語」 

  英語では「He must have been astonished much」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

alguien ｱﾙｷﾞｴﾝ pron 誰かが                                       「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                             「間接目的語」 

hubiera dicho ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞｨﾁｮ 接・3 単過･完了形･仮定(decir) 

v.t 言っていたとする                                         「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                  「直接目的語」 

acabaría ｱｶﾊﾞﾘｱ 3 単過未･推測(acabar) 

v.i(de として) 終わるだろう                          「動詞」 

de portero ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾃｰﾛ adv.（役割）門衛として           「副詞句」 

en el asilo de Marengo. ｴ･ｴﾙ･ｱｼﾛ･ﾃﾞ･ﾏﾚﾝｺﾞ 

 adv. マランゴの養老院で                           「副詞句」 

フランス語原文では、 

On l'aurait bien étonné en lui disant qu'il finirait concierge à l'asile de Marengo. 

のように、仮定文（en lui disan que+条件法現在）の帰結として、条件法現在完了(aurait 

étonné)を用いて過去における未来完了という形で強い推測が表現されている。 

haber que+過去分詞、haber que+不定詞 ： 

スペイン語の haber que は法助動詞で、haber que+不定詞では「〜しなければならない」

という意味を表し、tener que+不定詞と同様に用いられる。 

一方、haber que+過去分詞では、英語の must と have の両方の機能を持つ助動詞として

「〜したに違いない」という表現になる。ここでは、habría que+過去分詞のように、haber

を過去未来形とすることで、過去における未来完了の形で強い推測が表現されている。 
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女は 2 列目で仲間の 1 人の陰に隠れていたので、よく見えなかった。女は規則的にしゃく

りあげて泣いていたが、決して泣き止まないように見えた。［D-1-1］ 

Estaba en segunda fila, oculta por una de sus compañeras, y no la veía bien. Lloraba con 

pequeños gritos, regularmente; me parecía que no se detendría jamás.  

「動詞」「副詞句」「補語」y「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞」 

「動詞」「副詞句」；「間接目的語」「動詞」「主語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3単線(estar)v.i 〜にいた                                      「動詞」 

en segunda fila, ｴﾝ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ･ﾌｨﾗ adv. 2 列目に                             「副詞句」 

oculta ｵｸﾙﾀ adj. 隠れた                                                  「補語」 

por una de sus compañeras, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｽｽ･ｺﾝﾊﾟﾆｪﾗｽ 

 adv. 仲間の 1 人の陰に                                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして、それで 

no ...veía ﾉ...ﾍﾞｲｱ 1 単点･否定(ver)v.t 見えなかった                       「動詞句」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                     「副詞」 

Lloraba ｼﾞｮﾗﾊﾞ 3 単線(llorar)v.i 泣いていた                                「動詞」 

con pequeños gritos, ｺﾝ･ﾍﾟｹﾆｮｽ･ｸﾞﾘﾄｽ adv. しゃくりあげて                「副詞句」 

regularmente; ﾚｸﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則的に                             「副詞」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                              「主語」 

no se detendría ﾉ･ｾ･ﾃﾞﾃﾝﾄﾞﾘｱ 3 単過未･過去の推測･否定(detenerse) 

   v.pr 止まらないだろう                                         「動詞句」 

jamás. ﾊﾏｽ adv. 決して                                             「副詞」 

 

長い間、田舎に来ていなかったので、母さんのことがなければ、散歩をしたら楽しいだろう

という気がした。［D-1-1］ 

Hacía mucho que no iba al campo y sentía el placer que habría tenido en pasearme de no 

haber sido por mamá.                           「動詞」「副詞」y「動詞」「目的語」 

Hacía ｱｼｱ 3 単線･単人称(hacer)v.h(que 〜してから) ．．．になる              「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. 長い時間                                                 「副詞」 

que ｹ conj. 〜してから                                            「副詞節」 

no iba ﾉ･ｲﾊﾞ 1 単線･否定(ir)v.i 行かない                     「動詞句」 

al campo ｱﾙ･ｶﾝﾎﾟ adv. 田舎に                              「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 
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el placer ｴﾙ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ n.m 喜びを                                         「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                            「形容詞節」 

habría tenido ｱﾌﾞﾘｱ･ﾃﾆﾄﾞ 1 単過未･完了形･過去の推測(tener) 

   v.t 持っただろう                                     「動詞句」 

en pasearme ｴﾝ･ﾊﾟｾｱﾙﾒ adv. 散歩するのに                「副詞句」 

de +不定詞 ﾃﾞ adv. 〜すれば                             「副詞句」 

no haber sido ﾉ･ｱﾍﾞｰﾙ･ｼﾄﾞ 不定詞･完了形･否定(ser) 

v.i 〜でなかった                              「動詞句」 

por mamá. ﾎﾟﾙ･ﾏﾏ adv.（原因）母さんのことが    「副詞句」 

   母さんのことがなければ、散歩をすることに対して、持ったであろう喜びを感じた 

 

彼はすぐに自分も葬儀に参列する予定だと言ったので、僕は感謝を伝えた。［D-1-1］ 

Enseguida me dijo que asistiría al entierro y le di las gracias.  

「副詞」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

asistiría ｱｼｽﾁﾘｱ 3 単過未･予定(asistir)v.i 出席する予定だ         「動詞」 

al entierro ｱﾙ･ｴﾝﾁｴﾛ adv. 葬儀に                         「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

di ﾃﾞｨ 1 単点(dar)v.t 伝えた                                              「動詞」 

las gracias. ﾗｽ･ｸﾞﾗｼｱｽ pl.n.f 感謝を                                 「直接目的語」 

 

葬儀では、当番の看護婦を含めて、僕と彼だけになると教えてくれた。［D-1-1］ 

Me advirtió que yo y él estaríamos solos, con la enfermera de servicio.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

advirtió ｱﾄﾞﾋﾞﾙﾁｵ 3 単点(advertir)v.t 知らせた、教えた                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

yo y él ｼﾞｮ･ｲ･ｴﾙ pron 僕と彼は                                「主語」 

estaríamos ｴｽﾀﾘｱﾓｽ 1 複過未･予定(estar)v.i 〜になるだろう      「動詞」 

solos, ｿﾛｽ adj.pl だけ                                         「補語」 

con la enfermera ｺﾝ･ﾗ･ｴﾝﾌｪﾙﾒﾗ adv. 看護婦を含めて           「副詞句」 

de servicio. ﾃﾞ･ｾﾙﾋﾞｼｵ adj. 当番の                  「形容詞句」 
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同じ村にある教会に行くには、徒歩で少なくても 45 分はかかるだろうと説明してくれた。 

［D-1-1］ 

Me advirtió que llevaría tres cuartos de hora de marcha, por lo menos, llegar a la iglesia, 

que se halla en el pueblo mismo.                「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

advirtió ｱﾄﾞﾋﾞﾙﾁｵ 3 単点(advertir)v.t 知らせた、説明した                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

llevaría ｼﾞｪﾊﾞﾘｱ 3 単過未･推測(llevar)v.t（時間が）かかるだろう  「動詞」 

tres cuartos de hora ﾄﾚｽ･ｸゎﾙﾄｽ･ﾃﾞ･ｵﾗ pl.n.m 45 分の時間      「目的語」 

de marcha, ﾃﾞ･ﾏﾙﾁｬ adj. 歩行の、行進の            「形容詞句」 

por lo menos, ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. 少なくても                     「副詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞･目的 n. 着くためには                    「主語」 

a la iglesia, ｱ･ﾗ･ｲｸﾞﾚｼｱ adv. 教会に                「間接目的語」 

que ｹ pron 〜する                       「形容詞節」 

se halla ｾ･ｱｼﾞｬ 3 単現(hallarse) 

v.pr(en に) ある                「動詞句」 

en el pueblo mismo. ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ･ﾐｽﾓ 

 adv. 同じ村の中に             「副詞句」 

 

他にも記憶に残っているのは、教会と歩道の村人たち、墓地の墓石の赤いゼラニウム、ペレ

スの失神（まるで糸が切れた操り人形のようだった）、［D-1-1］ 

Hubo también la iglesia y los aldeanos en las aceras, los geranios rojos en las tumbas del 

cementerio, el desvanecimiento de Pérez (habríase dicho un títere dislocado),  

「動詞」「副詞」「目的語」y「目的語」, 「目的語」, 「目的語」(「動詞句」「目的語」) 

Hubo ｳﾎﾞ 3 単点(haber)v.i（+単数･複数名詞）〜があった（記憶にあった）    「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜も                                                「副詞」 

la iglesia ﾗ･ｲｸﾞﾚｼｱ n.f 教会                                             「目的語」 

y ｲ conj. そして 

los aldeanos ﾛｽ･ｱﾙﾃﾞｱﾉｽ pl.n.m 村人たち                                「目的語」 

en las aceras, ｴﾝ･ﾗｽ･ｱｾﾗｽ adj. 歩道の                          「形容詞句」 

los geranios rojos ﾛｽ･ﾍﾗﾆｵｽ･ﾛﾎｽ pl.n.m 赤いゼラニウム                   「目的語」 

en las tumbas ｴﾝ･ﾗｽ･ﾄｩﾝﾊﾞｽ adj. 墓の、墓所の                 「形容詞句」 

del cementerio, ﾃﾞﾙ･ｾﾒﾝﾃﾘｵ adj. 墓地の               「形容詞句」 

el desvanecimiento ｴﾙ･ﾃﾞｽﾊﾞﾈｼﾐｴﾝﾄ n.m 失神                            「目的語」 

de Pérez ﾃﾞ･ﾍﾟﾚｽ adj. ペレスの                                「形容詞句」 
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 (habríase dicho ｱﾌﾞﾘｱｾ･ﾃﾞｨﾁｮ 3 単過未･完了形･再帰受動･推測(decirse) 

   v.pr 〜と言われたかもしれない                                       「動詞句」 

un títere ｳﾝ･ﾁｰﾃﾚ n.m 操り人形                                           「主語」 

dislocado), ﾃﾞｨｽﾛｶﾄﾞ 過去分詞･受動(dislocar) 

v.t 関節を外された、糸が切られた                               「形容詞」 

 

当然、社長は、日曜日を含めると僕が 4 連休を取るのだ、と思ったはずだ。そして、それが

社長には気に入らなかったに違いない。［D-1-2］ 

Naturalmente, el patrón pensó que con el domingo tendría cuatro días de licencia, y eso 

no podía gustarle.             「副詞」,「主語」「動詞」「目的語」y「主語」「動詞句」 

Naturalmente, ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 当然                                        「副詞」 

el patrón ｴﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                            「主語」 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.t(que 〜と) 考えた                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

con el domingo ｺﾝ･ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ adv. 日曜日を含めると               「副詞句」 

tendría ﾃﾝﾄﾞﾘｱ 1 単過未･推測(tener)v.t 〜を取るだろう               「動詞」 

cuatro días ｸゎﾄﾛ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 4 日間                            「目的語」 

de licencia, ﾃﾞ･ﾘｾﾝｼｱ adj. 休暇の                        「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

no podía gustarle. ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｸﾞｽﾀｰﾙ･ﾚ 3 単線･可能性･否定(poder+不定詞+le) 

   v.i 彼には気に入らなかったに違いない                                「動詞句」 

 

彼らは声を限りに、「我らがチームは不滅だ」と、叫び、歌っていた。［D-1-2］ 

Gritaban y cantaban a voz en cuello que su club no perecería jamás.  

「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Gritaban ｸﾞﾘﾀﾊﾞﾝ 3 複線(gritar)v.t 怒鳴った、叫んだ                        「動詞」 

y ｲ conj. そして 

cantaban ｶﾝﾀﾊﾞﾝ 3 複線(cantar)v.t 歌った                                  「動詞」 

a voz en cuello ｱ･ﾎﾞｽ･ｴﾝ･ｸｪｼﾞｮ adv. 声を張り上げて、声を限りに          「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

su club ｽ･ｸﾙﾌﾞ n.m 彼らのクラブは                                「主語」 

no perecería jamás. ﾉ･ﾊﾟﾚｾﾘｱ･ﾊﾏｽ 3 単過未･否定･推量(perecer) 

v.i 不滅だろう                                               「動詞句」 
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調理をしないで済むと思ったので、承諾した。［D-1-3］ 

Pensé que me evitaría cocinar y acepté.                  「動詞」「目的語」y「動詞」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.t(que 〜と) 思った                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me evitaría cocinar ﾒ･ｴｳﾞｨﾀﾘｱ･ｺｼﾅｰﾙ 1 単過未･推量(evitarse+不定詞) 

   v.pr 調理をしなくて済むことになるだろう                      「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

acepté. ｱｾﾌﾟﾃ 1 単点(aceptar)v.t 承諾した                                  「動詞」 

 

僕が彼を助けることができるとか、すぐにでも彼は僕の仲間になるだろうとも言っていた。 

［D-1-3］ 

que podía ayudarlo y que inmediatamente sería mi camarada.  

「直接目的語」y「直接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

podía ayudarlo ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｱﾕﾀﾞﾙ･ﾛ 1 単線･可能(poder+不定詞 ayudar+lo) 

   v.t 彼を助けることができる                               「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

inmediatamente ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに                       「副詞」 

sería ｾﾘｱ 3 単過未･未来の推測(ser)v.i 〜になるだろう            「動詞」 

mi camarada. ﾐ･ｶﾏﾗﾀﾞ n. 僕の仲間                              「補語」 

 

《どうして、半日でも働かないんだ？細々としたことについては俺の助けになるんだが》 

［D-1-3］ 

'¿Por qué no trabajas medio día? Me ayudarías para todas las cosas chicas.  

“「副詞句」「動詞句」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞句」” 

'¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                          「副詞句」 

no trabajas ﾉ･ﾄﾗﾊﾞﾊｽ 2 単現･否定(trabajar)v.i 働かない                   「動詞句」 

medio día? ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞｨｱ n.m 半日                                        「副詞句」 

Me ﾒ pron 俺を                                                       「目的語」 

ayudarías ｱﾕﾀﾞﾘｱｽ 2 単過未･推測(ayudar)v.t 助けることになるだろう        「動詞」 

para todas las cosas chicas. ﾊﾟﾗ･ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｺｻｽ･ﾁｶｽ 

 adv.（目的）雑多なことについて                                     「副詞句」 
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あの女を懲らしめる必要があるかどうかと、もし彼の立場なら何をするかを僕に尋ねた。 

［D-1-3］ 

Me preguntó si encontraba que se la debía castigar y qué haría yo en su lugar.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

encontraba ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 1 単線(encontrar)v.t（que 〜だと）思う    「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「目的語」 

se la debía castigar ｾ･ﾗ･ﾃﾞﾋﾞｱ･ｶｽﾁｶﾞｰﾙ 3 単線･必要(deber+不定詞) 

   v.t 彼女を懲らしめなければならない                      「動詞句」 

  se は「自分は」la は「あの女」 

y ｲ conj. そして 

qué ｹ pron 何を                                                   「直接目的語」 

haría ｱﾘｱ 1 単過未･推量(hacer)v.t するだろうか                 「動詞」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                             「主語」 

en su lugar. ｴﾝ･ｽ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. 彼の立場では                    「副詞句」 

 

後で戻ってきたら、女と一緒に寝て、まさに終わる瞬間に女の顔に唾を吐いて、女を道路に

放り出してやろうと考えていた。［D-1-3］ 

Después, cuando regresara, se acostaría con ella, y "justo en el momento de acabar" le 

escupiría en la cara y la echaría a la calle.  

「副詞句」,「動詞句」「副詞句」y 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「副詞句」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

Después, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 後で                                              「副詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 

regresara, ﾚｸﾞﾚｻﾗ 3 単未･仮定(regresar)v.i 戻ってきた               「動詞」 

se acostaría ｾ･ｱｺｽﾀﾘｱ 3 単過未･仮定(acostarse)v.pr(con 〜と) 寝よう      「動詞句」 

con ella, ｺﾝ･ｴｼﾞｬ adv. 女と                                             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

"justo en el momento de acabar" ﾌｽﾄ･ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾓﾒﾝﾄ･ﾃﾞ･ｱｶﾊﾞｰﾙ 

  adv. まさに終わる瞬間に                                              「副詞句」 

le ﾚ pron 女の                                                     「間接目的語」 

escupiría ｴｽｸﾋﾟﾘｱ 3 単過未･意思(escupir)v.i 唾をはいてやろう              「動詞」 

en la cara ｴﾝ･ﾗ･ｶﾗ adv. 顔に                                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 
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la ﾗ pron 女を                                                        「目的語」 

echaría ｴﾁｬﾘｱ 3 単過未･意思(echar)v.t 放り出してやろう                    「動詞」 

a la calle. ｱ･ﾗ･ｶｼﾞｪ adv. 道路に                                         「副詞句」 

 

確かに、このやり方ならば、女は懲りるだろうと僕は思った。［D-1-3］ 

Me pareció que, en efecto, de ese modo quedaría castigada.  

「間接目的語」「動詞」「主語」 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように思われた                        「動詞」 

que, ｹ conj. 〜ということは                                              「主語」 

en efecto, ｴﾝ･ｴﾌｪｸﾄ adv. 実際に                                   「副詞句」 

de ese modo ﾃﾞ･ｴｾ･ﾓﾄﾞ adv.（条件）このやり方ならば               「副詞句」 

quedaría ｹﾀﾞﾘｱ 3 単過未･推測(quedar)v.i 〜の状態になるだろう        「動詞」 

castigada. ｶｽﾁｶﾞﾀﾞ 過去分詞･受動(castigar)adj.f 懲らしめられた       「補語」 

 

僕が何も言わなかったので、それを今すぐに書いてもらうことは僕の迷惑になるだろうか

と尋ねた。それで、僕はそんなことはないと答えた。［D-1-3］ 

Como no dijera nada, me preguntó si me molestaría hacerlo enseguida y respondí que no.

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞」「目的語」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

no dijera ﾉ･ﾃﾞｨﾍﾗ 接・1 単過･否定(decir)v.t 言わなかった          「動詞句」 

nada, ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                     「目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                            「目的語」 

molestaría ﾓﾚｽﾀﾘｱ 3 単過未･推測(molestar)v.t 迷惑をかけるだろう「動詞」 

hacerlo ｱｾﾙ･ﾛ 不定詞 v.t それをすることは                     「主語」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                          「副詞」 

y ｲ conj. そして 

respondí ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                             「動詞」 

que no. ｹ･ﾉ conj. 大丈夫だと                                           「目的語」 
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マリーはその日は帰らずにいたので、一緒に昼を食べようと言った。［D-1-4］ 

Esa mañana María se quedó y le dije que almorzaríamos juntos.  

「副詞句」「主語」「動詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Esa mañana ｴｻ･ﾏﾆｬﾅ n.f その日の朝は                                  「副詞句」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

se quedó ｾ･ｹﾄﾞ 3 単点(quedarse)v.pr 帰らないでいた、留まっていた        「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

almorzaríamos ｱﾙﾓﾙｻﾘｱﾓｽ 1 複過未･婉曲･勧誘(almorzar) 

v.i 昼食を食べないか？                                     「動詞」 

juntos. ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                      「副詞」 

 

レーモンが体が震えるほど酔っ払っているのは恥ずべきことだ、と警官は付け加えた。 

［D-1-4］ 

Agregó que Raimundo debería de sentirse avergonzado de estar borracho al punto de 

temblar como lo hacía.                                           「動詞」「目的語」 

Agregó ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t（警官は）付け加えた                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                 「主語」 

debería de +不定詞 ﾃﾞﾍﾞﾘｱ･ﾃﾞ 3 単過未･推定･義務(deber de+不定詞) 

   v. 〜するべきだろう                                          「動詞句」 

sentirse ｾﾝﾁﾙｾ 不定詞 v.pr（自分を〜だと）感じる          「動詞句」 

avergonzado de +不定詞 ｱﾍﾞﾙｺﾞﾝｻﾄﾞ･ﾃﾞ 過去分詞(avergonzar de+不定詞) 

   adj. 〜することを恥ずかしく思う                        「補語」 

estar ｴｽﾀｰﾙ 不定詞 v.i 〜である                       「動詞」 

borracho ﾎﾞﾗﾁｮ adj. 酔った                           「補語」 

al punto de temblar ｱﾙ･ﾌﾟﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾃﾝﾌﾞﾗｰﾙ 

 adv. 震えるまで                           「副詞句」 

como lo hacía. ｺﾓ･ﾛ･ｱｼｱ adv. そんなにも       「副詞句」 
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彼も同じ意見だった。そして、警官は十分に任務を果たしたけれども、女が受けた打撃に変

わりはないだろうと彼は指摘した。［D-1-4］ 

Era también su Opinión, y observó que el agente había actuado bien, pero que no 

cambiaría en nada los golpes que ella había recibido.  

「動詞」「副詞」「補語」y「動詞」「目的語」pero「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

su Opinión, ｽ･ｵﾋﾟﾆｵﾝ n.f 彼の意見                                        「補語」 

y ｲ conj. そして 

observó ｵﾌﾟｾﾙﾎﾞ 3 単点(observar)v.t(que 〜と) 指摘した                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

el agente ｴﾙ･ｱﾍﾝﾃ n.m 警官が                                     「主語」 

había actuado ｱﾋﾞｱ･ｱｸﾄｩｱﾄﾞ 3 単線･完了形(actuar) 

v.t 行動した、職務を果たした                                 「動詞句」 

bien, ﾋﾞﾔﾝ adv. 十分に                                            「副詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no cambiaría ﾉ･ｶﾝﾋﾞｱﾘｱ 3 単過未･否定･未来の予想(cambiar) 

v.i 変わりがないだろう                                       「動詞句」 

en nada los golpes ｴﾝ･ﾅﾀﾞ･ﾛｽ･ｺﾞﾙﾍﾟｽ adv. 打撃について何も〜ない  「副詞句」 

que ｹ pron（目的語）〜する                           「形容詞節」 

ella ｴｼﾞｬ pron 女が                              「主語」 

había recibido. ｱﾋﾞｱ･ﾚｼﾋﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(recibir) 

v.t 既に受けた                               「動詞句」 

 

そこで僕は、野犬収容施設に行ったほうが良い、もしいたら、手数料をいくらか払えば犬を

返してもらえるから、と彼に言った。［D-1-4］ 

Le dije entonces que debía ir a la perrera y que se lo devolverían mediante el pago de 

algunos derechos.        「間接目的語」「動詞」「副詞」「直接目的語」y「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                              「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

debía ir ﾃﾞﾋﾞｱ･ｲｰﾙ 3 単線･妥当(deber+不定詞) 

v.i 行ったほうが良い                                     「動詞句」 

a la perrera ｱ･ﾗ･ﾍﾟﾚﾗ adv. 野犬収容施設に                「間接目的語」 
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y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

se ...devolverían ｾ...ﾃﾞﾎﾞﾙﾍﾞﾘｱﾝ 3 複過未･推量(devolverse) 

v.pr 返却するだろう                                     「動詞句」 

lo ﾛ pron 犬を                                             「目的語」 

mediante ﾒﾃﾞｨｱﾝﾃ prep（方法）〜によって                   「副詞句」 

el pago ｴﾙ･ﾊﾟｺﾞ n.m 支払い                         「目的語」 

de algunos derechos. ﾃﾞ･ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾃﾞﾚﾁｮｽ 

 adj. いくらかの手数料の                「形容詞句」 

   derechos ﾃﾞﾚﾁｮｽ pl.n.m(derecho)（[複]で）手数料 

 

彼は、その手数料は高いのだろうか、と尋ねた。［D-1-4］ 

Me preguntó si los derechos serían elevados.     「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

los derechos ﾛｽ･ﾃﾞﾚﾁｮｽ pl.n.m(derecho)（[複]で）手数料は      「主語」 

serían ｾﾘｱﾝ 3 複過未･推量(ser)v.i 〜なのだろう                「動詞」 

elevados. ｴﾚﾊﾞﾄﾞｽ adj.m.pl 高い                              「補語」 
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接続法・現在と現在完了 

 

子ヤギが成長したら市場で売りましょう、そうしたら相当な金額になるでしょう。［A-1-1］ 

Cuando crezcan los venderé en el mercado y me pagará mucho por ellos. 

「副詞句」「目的語」「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞句」 

crezcan ｸﾚｽｶﾝ 接・3 複現(crecer)v.i 成長する                       「動詞」 

→ Cuando crezcan （子ヤギが）成長したら 

los ﾛｽ pron それら（成長した子ヤギを）                                 「目的語」 

venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未(vender)v.t 売りましょう                             「動詞」 

en el mercado ｴ･ﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 

y ｲ conj. そうしたら 

me ﾒ pron 私に                                                    「間接目的語」 

pagará ﾊﾟｶﾞﾗ 3 単未(pagar)v.t（金を）払う                                 「動詞」 

mucho por ellos ﾑﾁｮ･ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｮｽ adv. 子ヤギに対して相当な金額を          「副詞句」 

 

稼いだお金で雌牛を買いましょう、すると沢山の子牛を産むでしょう。［A-1-1］ 

Con el dinero que gane compraré una vaca, que tendrá muchos terneros. 

「副詞句」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」 

Con el dinero ｺ･ﾈﾙ･ﾃﾞｨﾈﾛ･ｹ･ｶﾞﾈ adv. 稼いだお金で                        「副詞句」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

gane ｶﾞﾈ 接・3 単現･推測・仮定(ganar)v.t 稼ぐ            「動詞」 

   gane ｶﾞﾈ 接・3 単現(ganar)v.t 稼ぐ（少女の想念なので接続法を用いる） 

compraré ｺﾝﾌﾟﾗﾚ 1 単未(comprar)v.t 買いましょう                          「動詞」 

una vaca ｳﾅ･ﾊﾞｶ n.f 雌牛を                                             「目的語」 

que ｹ pron その雌牛は                                                   「主語」 

tendrá ﾃﾝﾄﾞﾗ 3 単未(tener)v.t（子を）産むでしょう                         「動詞」 

muchos terneros ﾑﾁｮｽ･ﾃﾙﾈﾛｽ pl.n. 沢山の子牛を                          「目的語」 

 

子牛たちが成長したら、市場で売りましょう。［A-1-1］ 

Cuando ellos crezcan los venderé en el mercado. 「副詞節」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

ellos ｴｼﾞｮｽ pron 子牛が                                          「主語」 

crezcan ｸﾚｽｶﾝ 接・3 複現(crecer) 

v.i 成長する（少女の想念なので接続法を用いる）                「動詞」 

los ﾛｽ pron.pl 成長した子牛たち                                        「目的語」 
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venderé ﾍﾞﾝﾃﾞﾚ 1 単未(vender)v.t 売りましょう                             「動詞」 

en el mercado ｴ･ﾈﾙ･ﾒﾙｶﾄﾞ adv. 市場で                                   「副詞句」 

 

「おい、君、僕を踏みつけるなよ」と、驚いて飛び上がりながら叫びました。［A-1-3］ 

---- ¡Eh, amigo, no me pises! ---- gritó el sapo, saltando del susto. 

《「感嘆」（呼びかけ）「目的語」「動詞句」》, 「動詞」「主語」「副詞句」 

Eh ｴ int. おい                                                           「感嘆」 

amigo ｱﾐｺﾞ n. 君                                                    （呼びかけ） 

no me pises ﾉ･ﾒ･ﾋﾟｾｽ 命･2 単現･否定（接続法を使用）(pisar) 

   v.t 僕を踏みつけるな                                       「目的語」「動詞句」 

  引用符の内容が gritó の「目的語」になる。 

gritó ｸﾞﾘﾄ 3 単点(gritar)v.i 叫んだ                                         「動詞」 

el sapo ｴﾙ･ｻﾎﾟ n.m ヒキガエルは                                          「主語」 

saltando ｻﾙﾀﾝﾄﾞ 現在分詞(saltar)v.i 飛び上がりながら                     「副詞句」 

del susto ﾃﾞﾙ･ｽｽﾄ adv. 驚いて                                    「副詞句」 

 

「あなたは心配しないで！私がきっと助けるから。」［A-1-4］ 

---- No te preocupes. Yo te salvaré.           《「動詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」》 

No te preocupes ﾉ･ﾃ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟｽ 接・2 単現･否定命令(preocuparse) 

   v.pr あなたは心配しないで                                           「動詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 私が                                                        「主語」 

te ﾃ pron あなたを                                                    「目的語」 

salvaré ｻﾙﾊﾞﾚ 1 単未(salvar)v.t きっと助ける                               「動詞」 

 

「この袋を持っていきなさい。中にはトウモロコシの粒が入っているが、家に着くまで袋を

開けてはならない。」［A-1-5］ 

---- Llévate esta bolsa. Dentro hay granos de máiz, pero no la abras hasta que llegues a 

tu casa. 

「動詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞」「目的語」pero「動詞句」「副詞節」 

Llévate ｼﾞｪﾊﾞ･ﾃ 命・2 単現(llevarse)v.pr 持っていきなさい                「動詞句」 

esta bolsa ｴｽﾀ･ﾎﾞﾙｻ n.f この袋を                                        「目的語」 

Dentro ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中に                                                  「副詞」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                          「動詞」 

granos de máiz ｸﾞﾗﾉｽ･ﾃﾞ･ﾏｲｽ pl.n.m トウモロコシの粒                   「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj, しかし 

no la abras ﾉ･ﾗ･ｱﾌﾞﾗｽ 接・2 単現・否定(abrir)v.t それを開けてはならない   「動詞句」 
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   la は esta bolsa の代用 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまで                                        「副詞節」 

llegues ｼﾞｪｹﾞｽ 接・2 単現(llegar)v.i 着く                           「動詞」 

a tu casa ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 家に                                    「副詞句」 

 

「家に着くまでは、何があっても帽子を脱いではならない。」［A-1-5］ 

Pase lo que pase, no te quites el gorro hasta que llegues a tu casa. 

《「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

Pase lo que pase ﾊﾟｾ･ﾛ･ｹ･ﾊﾟｾ adv. 何があろうと                          「副詞句」 

no te quites ﾉ･ﾃ･ｷﾃｽ 接・2 単現･否定（否定命令）(quitarse) 

v.pr 脱いではならない                                               「動詞句」 

el gorro ｴﾙ･ｺﾞｯﾛ n.m 帽子を                                            「目的語」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまでは                                      「副詞節」 

llegues ｼﾞｪｹﾞｽ 接・2 単現(llegar)v.i 着く                           「動詞」 

a tu casa ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 家に                                    「副詞句」 

 

「ほんとうにありがとうございました。今度は、あなたが望むことを言ってください。」 

［A-1-6］ 

---- Muchísimas gracias, señora. Ahora pida usted lo que quiera. 

《「挨拶」（呼びかけ）┃「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

Muchísimas gracias ﾑﾁｼﾏｽ･ｸﾞﾗｼｱｽ n.m 最大の感謝、本当にありがとう        「挨拶」 

   -ísimo, ma 〔絶対最上級〕 

señora ｾﾆｮﾗ n.f あなた                                               （呼びかけ） 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今度は                                                   「副詞」 

pida ﾋﾟﾀﾞ 接・2 敬･単現（命令）(pedir)v.t 願い事を言ってください          「動詞」 

usted ｳｽﾃ pron あなたが                                                 「主語」 

lo que quiera ﾛ･ｹ･ｷｴﾗ n. あなたが望むことを                             「目的語」 

   quiera ｷｴﾗ 接・3 単現(querer)v.t 望む 

 

「1 つだけ、お願いします。私のナシの木に登る者は、誰だろうと、私の許可なしに降り

れないようにお願いします。」［A-1-6］ 

--- Le pido sólo una cosa. Que todo aquel que se suba a mi peral, no pueda bajarse sin 

mi permiso.    《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃Que「主語」「動詞句」「副詞

句」》 

Le ﾚ pron あなたに（旅人に）                                      「間接目的語」 

pido ﾋﾟﾄﾞ 1 単現(pedir)v.t お願いします                                    「動詞」 
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sólo una cosa ｿﾛ･ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 1 つだけ                                 「直接目的語」 

Que ｹ conj.（+接続法）〜でありますように                                「感嘆」 

todo aquel que ﾄﾄﾞ･ｱｹﾙ･ｹ 〜する者はみんな                                「主語」 

se suba ｾ･ｽﾊﾞ 接・3 単現(subir)v.pr 登る                          「動詞句」 

a mi peral ｱ･ﾐ･ﾍﾟﾗﾙ n.m 私のナシの木に                      「間接目的語」 

no pueda bajarse ﾉ･ﾌﾟｴﾀﾞ･ﾊﾞﾊﾙｾ 接・3 単現(poder) 

   v.pr 降りれない                                                     「動詞句」 

sin mi permiso ｼﾝ･ﾐ･ﾍﾟﾙﾐｿ adv. 私の許可なしに                          「副詞句」 

 

「どうぞ木に登って、好きなだけ摘み取って下さい。」［A-1-6］ 

Suba usted al árbol y recoja todas las que quiera. 

《「動詞」「主語」「副詞句」y「動詞」「目的語」》 

Suba ｽﾊﾞ 接・2 敬･単現（命令）(subir)v.i 登ってください                  「動詞」 

al árbol ｱﾙ･ｱﾙﾎﾞﾙ adv. ナシの木に                                      「副詞句」 

recoja ﾚｺﾊ 接・2 敬･単現（命令）(recoger)v.t（果実を）摘み取って下さい    「動詞」 

las que quiera ﾗｽ･ｹ･ｹﾘｱ pl.n. 望むだけのものを                          「目的語」 

 

「ここから私を降ろしてくれたら、お前を永遠に自由の身にしてやろう。」［A-1-6］ 

--- Con la condición de que me permitas bajar de aquí, te dejaré libre para siempre. 

《「副詞節」,「目的語」「動詞」「補語」》 

Con la condición de que ｺﾝ･ﾗ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ･ﾃﾞ･ｹ adv. 〜という条件で          「副詞節」 

me ﾒ pron 私に                                           「間接目的語」 

permitas ﾍﾟﾙﾐﾀｽ 接・2 単現(permitir) 

v.t (+不定詞 〜することを) 許す                              「動詞」 

bajar de aquí ﾊﾞﾊｰﾙ･ﾃﾞ･ｱｷ 不定詞句 n. ここから降りること  「直接目的語」 

te ﾃ pron お前を                                                      「目的語」 

dejaré ﾃﾞﾊﾚ 1 単未(dejar)v.t（〜の状態に）しておこう                       「動詞」 

libre para siempre ﾘﾌﾞﾚ･ﾊﾟﾗ･ｼｴﾝﾌﾟﾚ adj. 永遠に自由の身に                  「補語」 

 

「娘は、私たちに最も有益な品物を持ってくる者と結婚するだろう。」［A-1-8］ 

--- Mi hija se casará con el que nos traiga la cosa más valiosa. 

《「主語」「動詞」「間接目的語」》 

Mi hija ﾐ･ｲﾊ n.f 娘は                                                    「主語」 

se casará ｾ･ｶｻﾗ 3 単未(casarse)v.pr (con と) 結婚するだろう               「動詞句」 

con el que ｺ･ﾈﾙ･ｹ conj. 〜する者と                                  「間接目的語」 

nos ﾉｽ pron 私たちに                                 「間接目的語」 
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traiga ﾄﾗｲｶﾞ 接・3 単現(traer)v.t 持ってくる                  「動詞」 

la cosa más valiosa ﾗ･ｺｻ･ﾏｽ･ﾊﾞﾘｵｻ n.f 最も有益な品物を 「直接目的語」 

 

「僕には、お姫様と結婚する権利がある。なぜなら、僕の鏡がなかったら、この出来事に

すぐ気づかなかったのだから。」［A-1-8］ 

--- Tengo derecho a casarme con la princesa, porque sin mi espejo no nos hubiéramos 

dado cuenta del acontecimiento enseguida. 

《「動詞」「目的語」, porque「副詞句」「動詞句」「間接目的語」「副詞」》 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 〜を持っている、〜がある                      「動詞」 

derecho ﾃﾞﾚﾁｮ n.m (+a+不定詞) （〜する）権利                          「目的語」 

a casarme con la princesa ｱ･ｶｻﾙﾒ･ｺﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ 

 adj. お姫様と結婚するという                               「形容詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら 

sin mi espejo ｼﾝ･ﾐ･ｴｽﾍﾟﾎ adv. 僕の鏡がなかったら                        「副詞句」 

no nos hubiéramos dado cuenta de ﾉ･ﾉｽ･ｳﾋﾞｴﾗﾓｽ･ﾀﾞﾄﾞ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 接・1 複現･完了形･否定 

(darse+cuenta de) v.t（del = de el）気づかなかっただろう               「動詞句」 

鏡の若者の推測なので、接続法を使用している 

el acontecimiento ｴﾙ･ｱｺﾝﾃｼﾐｪﾝﾄ n.m（del = de el）この出来事に            「目的語」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

 

「僕の長靴がなかったら、こんなに早くここまで来ることができなかっただろう。」 

［A-1-8］ 

--- Sin mi bota no hubiéramos podido venir hasta aquí tan pronto. 

《「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

Sin mi bota ｼﾝ･ﾐ･ﾎﾞﾀ adv. 僕の長靴がなかったら                         「副詞句」 

no hubiéramos podido venir ﾉ･ｳﾋﾞｴﾗﾓｽ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ﾍﾞﾆｰﾙ 接・1 複現･完了形･可能･否定 

   (poder+不定詞 venir)v.i 来ることができなかっただろう                 「動詞句」 

hasta aquí ｱｽﾀ･ｱｷ adv. ここまで                                        「副詞句」 

tan pronto ﾀﾝ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. こんなに早く                         「副詞句」 

 

「ペドロが戻ってくる前に、逃げてください。どうかお願いします！」［A-1-9］ 

¡Huya antes de que vuelva Pedro, por favor!           《「動詞」「副詞節」「副詞句」》 

Huya ｳｰﾔ 命・3 単現(huir)v.i 逃げてください                              「動詞」 

antes de que+接続法 ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｹ adv. 〜する前に                          「副詞節」 

vuelva ﾌﾞｴﾙﾊﾞ 接・3 単現(volver)v.i 戻る                          「動詞」 

Pedro ﾍﾟﾄﾞﾛ n.（人名）ペドロが                                  「主語」 
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por favor ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. どうか                                       「副詞句」 

 

「一度も泣いたことのないあの女が、どうかいつも涙を流して泣きますように！誰にも同

情したことが一度もないあの女が、ほかの人たちのために涙を流して尽くしますよう

に！」［A-2-1］ 

--- ¡Que aquella mujer que nunca ha llorado, llore siempre! ¡Que aquella mujer que 

nunca se ha compadecido de nadie, sirva a los demás con su llanto! 

Que「主語」,「動詞」「副詞」 

Que「主語」,「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Que ｹ +接続法 conj. 〜しますように                                      （祈願） 

aquella mujer ｱｹｼﾞｬ･ﾑﾍﾙ n.f あの女が                                     「主語」 

que ｹ conj. 〜する                                              「形容詞節」 

nunca ﾇﾝｶ adv. 一度も〜ない                                「副詞」 

ha llorado ｱ･ｼﾞｮﾗﾄﾞ 3 単現･完了形(llorar)v.i 泣いたことがある「動詞句」 

llore ｼﾞｮﾚ 接・3 単現(llorar)v.i 泣きますように                             「動詞」 

siempre ｼｪﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

Que ｹ +接続法 conj. 〜しますように                                      （祈願） 

aquella mujer ｱｹｼﾞｬ･ﾑﾍﾙ n.f あの女が                                     「主語」 

que ｹ conj. 〜する                                             「形容詞節」 

nunca ﾇﾝｶ adv. 一度も〜ない                               「副詞」 

se ha compadecido ｾ･ｱ･ｺﾝﾊﾟﾃﾞｼﾄﾞ 3 単現･完了形(compadecerse) 

   v.pr (de･con に) 同情したことがある                    「動詞句」 

de nadie ﾃﾞ･ﾅﾃﾞｨｴ adv. 誰にも〜ない                  「間接目的語」 

sirva ｼﾙﾊﾞ 接・3 単現(servir)v.i (a に) 尽くしますように                    「動詞」 

a los demás ｱ･ﾛｽ･ﾃﾞﾏｽ adv. ほかの人たちに                          「間接目的語」 

con su llanto ｺﾝ･ｽ･ｼﾞｬﾝﾄ adv. 涙を流して                                「副詞句」 

 

「友よ、心配しなくてもよい。あのきれいな星は、我々の宇宙を侵略するつもりはない。」 

［A-2-2］ 

--- No te preocupes, amigo. Aquella hermosa estrella no tiene ninguna intención de 

invadir nuestro universo.      《「動詞句」（呼びかけ）┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

No te preocupes ﾉ･ﾃ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟｽ 接・2 単現･否定(preocuparse 否定命令) 

v.pr 心配しなくてよい                                               「動詞句」 

amigo ｱﾐｺﾞ n.m 友よ                                                （呼びかけ） 

Aquella hermosa estrella ｱｹｼﾞｬ･ｴﾙﾓｻ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f あのきれいな星は          「主語」 

no tiene ﾉ･ﾃｨｴﾈ 3 単現･否定(tener)v.t ない                               「動詞句」 
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ninguna intención ﾆﾝｸﾞﾅ･ｲﾝﾃﾝｼｵﾝ n.f どんな意図も〜ない                 「目的語」 

de invadir nuestro universo ﾃﾞ･ｲﾝﾊﾞﾃﾞｨｰﾙ･ﾇｴｽﾄﾛ･ｳﾆﾍﾞﾙｿ 

   adj. 我々の宇宙を侵略するという                            「形容詞句」 

 

「よそ者よ、よく聞け。私の敬愛する月が居らっしゃる、この神聖な空を、お前が侵略する

ことは許さない。今すぐ、立ち去れ！」［A-2-2］ 

--- Escúchame, forastera. No quiero que invadas este sagrado cielo donde se encuentra 

mi adorada Luna. Aléjate ahora mismo. 

《「動詞句」（呼びかけ）┃「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」》 

Escúchame ｴｽｸﾁｬﾒ 命・2 単現(escuchar +me)v.t 私の言うことを聞け       「動詞句」 

forastera ﾌｫﾗｽﾃﾗ n.f よそ者よ(estrella に対応)                          （呼びかけ） 

No quiero ﾉ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer)v.t 望まない                         「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

invadas ｲﾝﾊﾞﾀﾞｽ 接・2 単現(invadir)v.t 侵略する                  「動詞」 

este sagrado cielo ｴｽﾃ･ｻｸﾞﾗﾄﾞ･ｼｴﾛ n.m この神聖な空を           「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこに                                「形容詞節」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾗ 3 単現(encontrarse)v.pr 居る「動詞句」 

mi adorada Luna ﾐ･ｱﾄﾞﾗﾀﾞ･ﾙﾅ n.f 私の敬愛する月が   「主語」 

Aléjate ｱﾚﾊﾃ 命・2 単現(alejarse)v.pr 遠ざかれ、立ち去れ                 「動詞句」 

ahora mismo ｱｵﾗ･ﾐｽﾓ adv. 今すぐ                                       「副詞句」 

 

「わたしは、皆に称賛してもらうためにここにきているのだ！いずれ、自分の無礼を後悔す

るぞ！」［A-2-2］ 

Estoy aquí para que todo el mundo me admire. ¡Ya te arrepentirás de tu insolencia! 

《「動詞」「副詞」「副詞節」┃「副詞」「動詞句」「間接目的語」》 

Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i いる                                           「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ conj.（目的）〜するために                               「副詞節」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m みんなが                          「主語」 

me ﾒ pron 私を                                                「目的語」 

admire ｱﾄﾞﾐﾚ 接・3 単現(admirar)v.t 称賛する                      「動詞」 

→ 受動態で翻訳する 

Ya ﾔｰ adv.（+未来形）いずれ                                             「副詞」 

te arrepentirás ﾃ･ｱﾚﾍﾟﾝﾃｨﾗｽ 2 単未(arrepentirse)v.pr (de を) 後悔するぞ    「動詞句」 

de tu insolencia ﾃﾞ･ﾄｩ･ｲﾝｿﾚﾝｼｱ n.f 自分の無礼を                      「間接目的語」 
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「ああ、僕の気をそらさないでくれ！今、湖の祭り用にケープを編んでいるところだ。」 

［A-2-3］ 

--- ¡Ay, no me distraigas! Estoy tejiendo una capa para la fiesta del lago. 

《「感嘆」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Ay ｱｲ int. ああ！あっ！                                                  「感嘆」 

no ...distraigas ﾉ...ﾃﾞｨｽﾄﾗｲｶﾞｽ 接・2 単現･否定（否定命令）(distraer) 

   v.t 気をそらさせないでくれ                                          「動詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

Estoy tejiendo ｴｽﾄｲ･ﾃﾋｴﾝﾄﾞ 1 単現･進行形(tejer)v.t 編んでいる             「動詞句」 

una capa ｳﾅ･ｶｰﾊﾟ n.f ケープを                                          「目的語」 

para la fiesta del lago ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾗｰｺﾞ adv. 湖の祭り用に            「副詞句」 

 

 (キツネがこのケープを見たら、死ぬほど欲しがるだろうな。) ［A-2-3］ 

《Cuando el zorro vea esta capa, se morirá de envidia.》 

“「副詞節」,「動詞句」「副詞句」” 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜する時                                           「副詞節」 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                     「主語」 

vea ﾍﾞｱ 接・3 単現(ver)v.t 見る                                  「動詞」 

esta capa ｴｽﾀ･ｶﾊﾟ n.f このケープを                            「目的語」 

se morirá ｾ･ﾓﾘﾗ 3 単未(morirse)v.pr 死んでしまうだろう                  「動詞句」 

de envidia ﾃﾞ･ｴﾝﾋﾞﾃﾞｨｱ adv. ねたみで、羨望で                           「副詞句」 

→ 死ぬほど欲しくなるだろうな 

 

そして大声で言いました。「もし私がどこかで巨人に出会って、そいつを打ち負かすとした

ら、そやつを送るべき貴婦人がいて、わが貴婦人の前でぐったりした巨人がこう言うとした

ら素晴らしいことだろう。」［B-2］ 

Y decía en voz alta : “Si yo me encuentro por ahí con algún gigante y le venzo, ¿no será 

bien tener a quien enviarle, y que se hinque de rodillas ante mi dulce señora, y diga 

rendido :                   Y「動詞」「副詞句」 

「副詞節」,「動詞句」「補語」「主語」y「主語」《「目的語」》 

Y ｲ conj. そして 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

en voz alta ｴﾝ･ﾎﾞｽ･ｱﾙﾀ adv. 大声で                                      「副詞句」 

〜と「言った内容」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 私が                                                「主語」 
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me encuentro ﾒ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾛ 1 単現(encontrarse)v.pr 出会う           「動詞句」 

por ahí ﾎﾟﾙ･ｱｲ adv. その辺で、どこかで                          「副詞句」 

con algún gigante ｺﾝ･ｱﾙｸﾞﾝ･ﾋｶﾞﾝﾃ adv. 巨人に                「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron それを                                               「目的語」 

venzo ﾍﾞﾝｿ 1 単現(vencer)v.t 打ち負かす                           「動詞」 

no será ﾉ･ｾﾗ 3 単未･否定(ser)v.i 〜でないだろうか                        「動詞句」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よい                                                      「補語」 

tener ﾃﾈｰﾙ 不定詞句 n. 持つこと                                          「主語」 

a quien +不定詞 ｱ･ｷｴﾝ adv. 〜すべき誰か（貴婦人）           「間接目的語」 

enviarle ｴﾝﾋﾞｱﾙﾚ 不定詞 adj. そやつを送る     「形容詞句：quien」 

  関係詞・疑問詞+不定詞 「〜すべき．．．」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「主語」 

se hinque de rodillas ｾ･ｲﾝｹ･ﾃﾞ･ﾛﾃﾞｨｼﾞｬｽ 接・3 単現(hincarse) 

v.pr 膝まづくとしたら                                       「動詞句」 

ante mi dulce señora ｱﾝﾃ･ﾐ･ﾄﾞｩﾙｾ･ｾﾆｮｰﾗ 

   adv. わが貴婦人の前で                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

diga ﾃﾞｨｶﾞ 接・3 単現(decir)v.t 言うとしたら                     「動詞句」 

rendido ﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adv. ぐったりして                                「副詞」 

 

旅籠の主人の前でひざまずいて、言った。「慈悲深い城主殿、お願いします。私を遍歴の騎

士にしてください。」［B-3］ 

Se hincó de rodillas ante el ventero y le dijo: “Ruego a vuestra merced, señor castellano, 

que me haga CABALLERO ANDANTE.   「動詞句」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」 

《「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Se hincó ｾ･ｲﾝｺ 3 単点(hincarse)v.pr 突き刺さった                        「動詞句」 

de rodillas ﾃﾞ･ﾛﾃﾞｨｼﾞｬｽ adv. 膝から                                     「副詞句」 

→ ひざまずいた 

ante el ventero ｱﾝﾃ･ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ adv. 旅籠の主人の前で                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

Ruego ﾙｴｺﾞ 1 単現(rogar)v.t お願いします                                 「動詞」 

a vuestra merced, señor castellano ｱ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾ･ｾﾆｮｰﾙ･ｶｽﾃｼﾞｬﾉ 
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   n.m 慈悲深い城主殿に                                           「間接目的語」 

  castellano n.m 城主 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

me ﾒ pron 私を                                           「目的語」 

haga ｱｶﾞ 接・3 単現(hacer)v.t にする                          「動詞」 

CABALLERO ANDANTE ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ 

   n.m 遍歴の騎士                                          「補語」 

 

「この槍で突き刺されたくなかったら、少年の縄を解いてやれ。」［B-3］ 

“Desatad al mozo si no queréis que os atraviese con mi lanza”. 

《「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Desatad ﾃﾞｻﾀｯﾄﾞ 命・2 複現(desatar)v.t（縄を）解いてやれ                  「動詞」 

  二人称複数形（敬称）を使うことで、自分の身分が高いと示そうとしている。 

al mozo ｱﾙ･ﾓｿ n.m 少年を                                              「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

no queréis ﾉ･ｹﾚｲｽ 2 複現･否定(querer)v.t 望まない                「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 

os ｵｽ pron お主を（人称代名詞 2 人称複数）             「目的語」 

atraviese ｱﾄﾗﾋﾞｴｾ 接・1 単現(atravesar) 

   v.t 突き刺す                                          「動詞」 

con mi lanza ｺﾝ･ﾐ･ﾗﾝｻ adv. わしの槍で                  「副詞句」 

→（受動態に翻訳する）この槍で突き刺されたくなかったら 

 

「見てください、だんな様。こいつは私の羊を何頭か逃がしてしまったんです。それなのに、

私に給金を払えと言ってるんですよ。」と農夫は答えた。［B-3］ 

“Mire, señor, que me perdió varias ovejas, y aun así quiere que le pague su salario”---

- respondió el labrador ----.                《「呼びかけ」「目的語」》----「動詞」「主語」 

Mire, señor ﾐﾚ･ｾﾆｮｰﾙ 命・3 単現(mirar)v.t 見てください、だんな様       「呼びかけ」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

me ﾒ pron 私の                                           「間接目的語」 

perdió ﾍﾟﾙﾃﾞｨｵ 3 単点(perder)v.t 逃がした                         「動詞」 

varias ovejas ﾊﾞﾘｱｽ･ｵﾍﾞﾊｽ pl.n.f 羊を何匹か                 「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

aun así ｱｳﾝ･ｱｼ adv. それなのにこんな風に                      「副詞句」 

quiere ｷｴﾚ 3 単現(querer)v.t 要求している                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 
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le ﾚ pron 彼に                                    「間接目的語」 

pague ﾊﾟｹﾞ 接・1 単現(pagar)v.t 払う                     「動詞」 

su salario ｽ･ｻﾗﾘｵ n.m 給金を                       「直接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

 

しかし、彼らの中でからかい好きの男が彼に言った。「騎士殿、我々にその貴婦人の肖像画

か何かを見せてください。そうすれば、その方がたとえ片目が見えなくて、もう一方の目か

らは膿が垂れていたとしても、あなたのお望み通りのことを申しましょう。」［B-4］ 

Pero uno de ellos, un poco burlón, le dijo: “Señor caballero, le suplico que nos muestre 

algún retrato de esa señora. Por complacer a vuestra merced diremos lo que pide, aunque 

sea tuerta de un ojo, y del otro le mane pus”. 

Pero「主語」「間接目的語」「動詞」： 

《「呼びかけ」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞節」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

uno de ellos ｳﾉ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｮｽ n.m 彼らの一人が                                「主語」 

un poco burlón ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾌﾞﾙﾛﾝ adj. からかい好きの                「形容詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単現(decir)v.t 〜と言った                                      「動詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Señor caballero ｾﾆｮｰﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士殿                     「呼びかけ」 

le ﾚ pron あなたに                                         「間接目的語」 

suplico ｽﾌﾟﾘｺ 1 単現(suplicar)v.t お願いします                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                   「直接目的語」 

nos ﾉｽ pron 我々に                            「間接目的語」 

muestre ﾑｴｽﾄﾚ 接・3 単現(mostrar)v.t 見せる          「動詞」 

algún retrato ｱﾙｸﾞﾝ･ﾚﾄﾗﾄ n.m 肖像画か何かを        「目的語」 

de esa señora ﾃﾞ･ｴｻ･ｾﾆｮｰﾗ adj. その貴婦人の「形容詞句」 

Por complacer ﾎﾟﾙ･ｺﾝﾌﾟﾗｾｰﾙ adv. 気に入るように                         「副詞句」 

a vuestra merced ｱ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ adv. あなたに             「間接目的語」 

  vuestra merced 古語で「usted あなた」の意味 

diremos ﾃﾞｨﾚﾓｽ 1 複現(decir)v.t と言います                                「動詞」 

lo ﾛ pron ことを                                                      「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

pide ﾋﾟﾃﾞ 3 単現(pedir)v.t（あなたが）求める、願う              「動詞」 
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aunque ｱｳﾝｹ conj. たとえ〜であっても                        「副詞節」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜である                       「動詞」 

tuerta de un ojo ﾄｩｴﾙﾀ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｵﾎ adj. 片目が見えない      「補語」 

y ｲ conj. そして 

del otro ﾃﾞﾙ･ｵﾄﾛ adv. もう一方の目から                 「副詞句」 

le ﾚ pron 彼女に                                  「間接目的語」 

mane ﾏﾈ 接・3 単現(manar)v.i 吹き出ている              「動詞」 

pus ﾌﾟｽ n.m 膿                                        「主語」 

 

「ああ、悪党どもめ！たとえ千本の腕を動かそうとも、恐れはしないぞ」とドン・キホーテ

は叫んだ。［B-6］ 

“¡Ah, bellacos, traidores!, no os tengo miedo aunque mováis mil brazos”---- gritaba Don 

Quijote ----. 

《「間投」┃「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「副詞節」》「動詞」「主語」 

Ah, bellacos, traidores! ｱｰ･ﾍﾞｼﾞｬｺｽ･ﾄﾗｲﾄﾞﾚｽ int. ああ、悪党どもめ           「間投」 

  bellaco n.m 不良、詐欺師  traidor n.m 裏切り者、悪人 

no ...tengo ﾉ...ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない、持たない                  「動詞句」 

os ｵｽ pron お前たちに                                              「間接目的語」 

miedo ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖を                                            「直接目的語」 

aunque +接続法 ｱｳﾝｹ conj. たとえ〜であっても                           「副詞節」 

mováis ﾓﾊﾞｲｽ 接・2 複現(mover)v.t 動かす                          「動詞」 

mil brazos ﾐﾙ･ﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 千本の腕を                           「目的語」 

gritaba ｸﾞﾘﾀﾊﾞ 3 単線(gritar)v.t と叫んだ                                  「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

 

「はい、だんな様。ここはそういうことにしておきましょう、それより先に進みましょう」

と従者は言った。［B-7］ 

“Bueno, señor”--- comentó su escudero ---; “dejemos así las cosas y sigamos adelante”. 

《「応答」》「動詞」「主語」《「動詞」「副詞」「目的語」y「動詞」「副詞」》 

Bueno, señor ﾌﾞｴﾉ･ｾﾆｮｰﾙ adv. はい、だんな様                              「応答」 

comentó ｺﾒﾝﾄ 3 単点(comentar)v.t 話した、言った                          「動詞」 

su escudero ｽ･ｴｽｸﾃﾞﾛ n.m 従者は                                         「主語」 

n. サンチョの話の続き 

dejemos ﾃﾞﾍﾓｽ 接・1 複現･勧誘(dejar)v.t 〜のままにしましょう      「動詞」 

así ｱｼ adv. そのように                                            「副詞」 

las cosas ﾗｽ･ｺｻｽ pl.n.f 物事を                                   「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

sigamos ｼｶﾞﾓｽ 接・1 複現･提案(seguir)v.t 続けましょう              「動詞」 

adelante ｱﾃﾞﾗﾝﾃ adv. 先へ                                         「副詞」 

 

「もし私から受けた恩を返したいのであれば、あなたにお願いがあります。トボソに戻り、

我が貴婦人ドゥルシネア様のもとへ赴き、あなたを自由にするために私が行ったことを話

して聞かせてやって欲しいのです。」［B-7］ 

En pago del beneficio que de mí habéis recibido, os ruego que volváis al Toboso y os 

presentéis a mi señora doña Dulcinea, y le contéis lo que por vuestra libertad he hecho.” 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

En pago ｴﾝ･ﾊﾟｺﾞ adv. お返しについては                                 「副詞句」 

del beneficio ﾃﾞﾙ･ﾍﾞﾈﾌｨｼｵ adj. 恩恵の                           「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                            「形容詞節」 

de mí ﾃﾞ･ﾐ adv. 私から                                「副詞句」 

habéis recibido ｱﾍﾞｲｽ･ﾚｼﾋﾞﾄﾞ 2 複現･完了形(recibir) 

   v.t 受けた                                         「動詞句」 

os ｵｽ pron（二人称複数）あなたに                                  「間接目的語」 

ruego ﾙｴｺﾞ 1 単現(rogar)v.t お願いしたい                                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

volváis ﾎﾞﾙﾊﾞｲｽ 接・2 複現(volver)v.i (a に) 戻る               「動詞」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソに                             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

os presentéis ｵｽ･ﾌﾟﾚｾﾝﾃｲｽ 接・2 複現(presentarse) 

   v.pr 姿を現す                                           「動詞句」 

a mi señora doña Dulcinea ｱ･ﾐ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾄﾞﾝﾆｬ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ 

   adv. 我が貴婦人ドゥルシネア様のもとへ                    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼女に                                        「間接目的語」 

contéis ｺﾝﾃｲｽ 接・2 複現(contar)v.t 話して聞かせてやる         「動詞」 

lo que ﾛ･ｹ n. 〜ということを                                 「目的語」 

por vuestra libertad ﾎﾟﾙ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾘﾍﾞﾙﾀ 

 adv. あなたの自由のために                         「副詞句」 

he hecho ﾍ･ﾍﾁｮ 1 単現･完了形(hacer)v.t 私がした        「動詞句」 
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「そして、わが友よ、遍歴の騎士道がどれほど寛大で平等をめざすかが分かるように、わし

のそばに座ることを許可する、離れて食べなくてもよいぞ。」［B-8］ 

“Y para que veas, amigo, cuán magnánima e igualitaria es la caballería andante, te 

permito que te sientes a mi lado, y no tengas que comer aparte.” 

《Y「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞句」「副詞」》 

Y ｲ conj. そして 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するために、〜するように                 「副詞句」 

veas ﾍﾞｱｽ 接・2 単現(ver)v.t 知る                                「動詞」 

amigo ｱﾐｺﾞ n.m 友よ                                        「呼びかけ」 

cuán ｸゎﾝ n. どれほど〜であるかということ                    「目的語」 

magnánima e igualitaria ﾏｸﾞﾅﾆﾏ･ｴ･ｲｸﾞｱﾘﾀﾘｱ 

 adj. 寛大で平等をめざす                               「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                              「動詞」 

la caballería andante ﾗ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ n.f 遍歴の騎士道が 「主語」 

te ﾃ pron お前を                                                   「間接目的語」 

permito ﾍﾟﾙﾐﾄ 1 単現(permitir)v.t 許す、許可する                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

te sientes ﾃ･ｼｴﾝﾃｽ 接・2 単現(sentarse)v.pr 座る                「動詞」 

a mi lado ｱ･ﾐ･ﾗﾄﾞ adv. わしのそばに                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

no tengas que comer ﾉ･ﾃﾝｶﾞｽ･ｹ･ｺﾒｰﾙ 2 単現･必要･否定(tener que+不定詞) 

   v.t 食べなくてもよい                                                「動詞句」 

aparte ｱﾊﾟﾙﾃ adv. 離れて                                                 「副詞」 

 

「立ち上がれ、サンチョよ！」あの 2 つの大軍が平原で戦うのを防がなければならない。 

［B-10］ 

“¡Arriba, Sancho, tenemos que evitar que esos dos grandes ejércitos se enfrenten en la 

llanura!                                《「感嘆」「呼びかけ」》,「動詞句」「目的語」 

Arriba ｱﾘｰﾊﾞ int. 立ち上がれ！                                           「感嘆」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョよ                                           「呼びかけ」 

tenemos que evitar ﾃﾈﾓｽ･ｹ･ｴﾋﾞﾀｰﾙ 1 複現･必要(tener que+不定詞) 

  v.t を避けなければならない、防がなければならない                     「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

esos dos grandes ejércitos ｴｿｽ･ﾄﾞｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ｴﾍﾙｼﾄｽ 

 pl.n.m あの 2 つの大軍が                                       「主語」 

se enfrenten ｾ･ｴﾝﾌﾚﾝﾃﾝ 接・3 複現(enfrentarse)v.pr 対戦する      「動詞句」 
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en la llanura ｴﾝ･ﾗ･ｼﾞｬﾇﾗ adv. 平原で                            「副詞句」 

 

「家に帰りましょう、だんな様！約束された島のことはあきらめますから。」［B-10］ 

“¡Volvámonos a casa, señor! Renuncio a mi isla prometida”. 

《「動詞句」「間接目的語」「呼びかけ」┃「動詞」「目的語」》 

Volvámonos ﾎﾞﾙﾊﾞﾓｵｽﾉｽ 命・1 複現･勧誘(volverse)v.pr 帰りましょう       「動詞句」 

  接・1 複現 volvamos + nos → Volvámonos  「Let us return」 

a casa ｱ･ｶｰｻ adv. 家へ                                             「間接目的語」 

señor ｾﾆｮｰﾙ adv. だんな様                                            「呼びかけ」 

Renuncio ﾚﾇﾝｼｵ 1 単現(renunciar)v.i あきらめます                          「動詞」 

a mi isla ｱ･ﾐ･ｲｽﾗ adv. 私の島のことは                               「間接目的語」 

prometida ﾌﾟﾛﾒﾁﾀﾞ adj. 約束された                          「形容詞」 

 

ドン・キホーテは自分の意見を述べた。「ガレー船の漕役刑囚であろうとなかろうと、なん

ぴとも強制されたりすることがあってはならない。」［B-11］ 

Don Quijote comentó: “Galeotes o no, no es justo que nadie vaya forzado.  

「主語」「動詞」《「副詞句」「動詞句」「補語」「主語」》 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

comentó ｺﾒﾝﾄ 3 単点(comentar)v.t 意見を述べた                            「動詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Galeotes o no ｶﾞﾚｵﾃｽ･ｵ･ﾉ  

adv.（条件）ガレー船の漕役刑囚であろうとなかろうと                  「副詞句」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

justo ﾌｽﾄ adj. 正当な                                                     「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も（〜ない）                                  「主語」 

vaya forzado ﾊﾞｲﾔ･ﾌｫﾙｻﾄﾞ 接・3 単現･受動(ir+過去分詞) 

   v.t 強制されたりする                                         「動詞句」 

 

今、お前たちが自由を手に入れたからには、わしはお前たちに希望する。わしの行為に対す

る感謝を示してトボソへ出向き、わが貴婦人ドルシネア様に誰がお前たちを自由にしたか

を話してもらいたい。［B-11］ 

“Ahora que habéis conseguido la libertad, os pido que, en agradecimiento a este favor, 

os dirijáis al Toboso y digáis a mi señora Dulcinea quién os ha dejado libres nuevamente”.                      

「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今                                                     「副詞句」 
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que ｹ pron 〜する                                              「副詞節」 

habéis conseguido ｱﾍﾞｲｽ･ｺﾝｾｷﾞﾄﾞ 2 複現･完了形(conseguir) 

   v.t 獲得した、手に入れた                                「動詞句」 

la libertad, ﾗ･ﾘﾍﾞﾙﾀﾄﾞ n.f 自由を                            「目的語」 

os ｵｽ pron.pl. お前たちに                                          「間接目的語」 

pido ﾋﾟﾄﾞ 1 単現(pedir)v.t 頼む、希望する                                 「動詞」 

que, ｹ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

en agradecimiento ｴﾝ･ｱｸﾞﾗﾃﾞｼﾐｪﾝﾄ adv. 感謝のために          「副詞句」 

a este favor, ｱ･ｴｽﾃ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. わしの行為に対する   「形容詞句」 

os dirijáis ｵｽ･ﾃﾞｨﾘﾊｲｽ 接・2 複現(dirigirse)v.pr 向かってくれる「動詞句」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソへ                         「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

digáis ﾃﾞｨｶﾞｲｽ 接・2 複現(decir)v.t 言ってくれる               「動詞」 

a mi señora Dulcinea ｱ･ﾐ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ  

adv. 私の貴婦人ドルシネア様に                       「間接目的語」 

quién ｷｴﾝ pron 誰が〜するかということを               「直接目的語」 

os ｵｽ pron.pl. お前たちを                       「目的語」 

ha dejado ｱ･ﾃﾞﾊﾄﾞ 3 単現･完了形(dejar) 

v.t 〜の状態にした                           「動詞句」 

libres ﾘﾌﾞﾚｽ adj.pl. 自由な                        「補語」 

nuevamente ﾆｴﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 再び                    「副詞」 

 

「いまいましい、詐欺師どもめ！」ドン・キホーテは叫んだ。［B-11］ 

“¡Maldita sea vuestra estampa, bellaco!”--- exclamó Don Quijote ---. 

《「補語」「動詞」「主語」、「感嘆」》,「動詞」「主語」 

Maldita ﾏﾙﾃﾞｨﾀ adj. 呪われた                                             「補語」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜だろう                                        「動詞」 

vuestra estampa, ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ｴｽﾀﾝﾊﾟ n.f お前たちの様子は                      「主語」 

  「いまいましい」という意味の俗語 

bellaco ﾍﾞｼﾞｬｺ n.m 詐欺師め！                                            「感嘆」 

exclamó ｴｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                  「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

 

「わしがお前たちに、恩に報いるということを教えてやる、そしてお前たちは、好むと好む

まいとトボソのドゥルシネア様の前に顔を出さねばならないのだ。」［B-11］ 

“Yo os enseñaré a ser agradecido, y tendréis que presentaros ante Doña Dulcinea del 
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Toboso, queráis o no”. 

《「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞句」「副詞句」》 

Yo ｼﾞｮ pron わしが                                                      「主語」 

os ｵｽ pron お前たちに                                             「間接目的語」 

enseñaré ｴﾝｾﾆｬﾚ 1 単未(enseñar a+不定詞)v.t 〜のしかたを教えてやる        「動詞」 

a ser ｱ･ｾｰﾙ 不定詞 n. 〜でいること                                  「直接目的語」 

agradecido, ｱｸﾞﾗﾃﾞｼﾄﾞ adj. 感謝した                           「補語」 

y ｲ conj. そして 

tendréis que presentaros ﾃﾝﾄﾞﾚｲｽ･ｹ･ﾌﾟﾚｾﾝﾀﾙ･ｵｽ 2 複未･必要(tener que+不定詞) 

   v.pr(presentarse) お前たちは顔を出さねばならないだろう               「動詞句」 

ante Doña Dulcinea del Toboso, ｱﾝﾃ･ﾄﾞﾆｬ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾎﾞｿ 

   adv. トボソのドゥルシネア様の前に                                   「副詞句」 

queráis o no ｹﾗｲｽ･ｵ･ﾉ 接・2 複現(querer)v.t 好むと好むまいと             「副詞句」 

 

二人が山に向かって歩いている時、サンチョ・パンサが言った。「旦那様、あの山中に身を

隠すのは名案だと思いますよ」［B-12］ 

Cuando iban caminando hacia los montes, dijo Sancho Panza: “Bien me parece, señor, 

que nos escondamos en esas montañas. 

「副詞節」,「動詞」「主語」 

《「補語」「間接目的語」「動詞」「呼びかけ」「主語」》 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜するときに                                       「副詞節」 

iban caminando ｲﾊﾞﾝ･ｶﾐﾅﾝﾄﾞ 3 複線･進行形(ir+現在分詞) 

   v.i 歩いていた                                                「動詞句」 

hacia los montes, ｱｼｱ･ﾛｽ･ﾓﾝﾃｽ adv. 山のほうに                    「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

Sancho Panza ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾝｻ n. サンチョ・パンサは                           「主語」 

n. 〜ということ                                                       「目的語」 

Bien ﾋﾞｴﾝ adv. よい                                              「補語」 

me ﾒ pron 私には                                          「間接目的語」 

parece, ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 思われる                           「動詞」 

señor, ｾﾆｮｰﾙ n.m 旦那様                                      「呼びかけ」 

que ｹ conj. 〜ということは                                        「主語」 

nos escondamos ﾉｽ･ｴｽｺﾝﾀﾞﾓｽ 接・1 複現(esconderse) 

   v.pr 身を隠す                                           「動詞句」 

en esas montañas. ｴﾝ･ｴｻｽ･ﾓﾝﾀﾆｬｽ adv. あの山中に           「副詞句」 
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「とんでもない！」とドン・キホーテは言い返した。「わしは逃げも隠れもしないぞ。いい

かよく覚えておけ、サンチョよ」［B-12］ 

“¡Nada de eso!”--- replicó Don Quijote ---. “No voy a esconderme. Quiero que sepas 

esto, Sancho:  

《「間投」》,「動詞」「主語」┃《「動詞句」┃「動詞」「目的語」「呼びかけ」》 

Nada de eso! ﾅﾀﾞ･ﾃﾞ･ｴｿ int. とんでもない                                  「間投」 

replicó ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単点(replicar)v.t 言い返した                                「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

No voy a esconderme. ﾉ･ﾎﾞｲ･ｱ･ｴｽｺﾝﾃﾞﾙ･ﾒ 1 単現･近接未来･否定(ir a+不定詞) 

   v.pr(esconderse) 逃げも隠れもしないぞ                                「動詞句」 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 望む                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

  命令・依頼「〜してくれ、〜しろよ」 

sepas ｾﾊﾟｽ 接・2 単現(saber)v.t 覚えておく                        「動詞」 

esto, ｴｽﾄ pron これを                                          「目的語」 

Sancho: ｻﾝﾁｮ n. サンチョよ                                          「呼びかけ」 

 

わしがこれまでにしてきたことや、いまやっていること、それにこれからやることはすべて、

遍歴の騎士道の規律と完全に一致するのだ。［B-12］ 

Todo cuanto he hecho en el pasado, hago en el presente, o vaya a hacer en el futuro, está 

en perfecta concordancia con las reglas de la caballería andante”. 

「主語」「形容詞節」,「動詞」「補語」 

Todo ﾄﾄﾞ pron（単数扱い）すべての事は                                   「主語」 

cuanto ｸゎﾝﾄ pron 〜するすべて                                      「形容詞節」 

he hecho ｴ･ｴﾁｮ 1 単現･完了形(hacer)v.t してきた               「動詞句」 

en el pasado, ｴ･ﾈﾙ･ﾊﾟｻﾄﾞ adv. これまでに                      「副詞句」 

hago ｱｺﾞ 1 単現(hacer)v.t している                              「動詞」 

en el presente, ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾟﾚｾﾝﾃ adv. 今現在                       「副詞句」 

o ｵ conj. または 

vaya a hacer ﾊﾞﾔ･ｱ･ｱｾｰﾙ 接・1 単現･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.t 行うであろう                                          「動詞句」 

en el futuro, ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾄｩﾛ adv. これから、将来                   「副詞句」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

en perfecta concordancia ｴﾝ･ﾍﾟﾙﾌｪｸﾀ･ｺﾝｺﾙﾀﾞﾝｼｱ adv. 完全な一致に           「補語」 

con las reglas ｺﾝ･ﾗｽ･ﾚｸﾞﾗｽ adv. 規律と                             「副詞句」 

de la caballería andante ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ 
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 adj. 遍歴の騎士道の                                   「形容詞句」 

 

お前がトボソへ行って、わしが耐え忍んでいる苦行についてドゥルシネア様に語ってほし

いのだ。手紙も持っていくのだぞ。［B-12］ 

Quiero que vayas al Toboso y le cuentes a Dulcinea los sufrimientos que paso por ella. 

También le llevarás una carta”.   「動詞」que「間接目的語」「動詞」 

y「直接目的語」「動詞」「直接目的語」「直接目的語」 

「副詞」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer que+接続法)v.t 〜を望にたい、〜だとうれしい      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

vayas ﾊﾞﾔｽ 接・2 単現(ir)v.i 行ってくれる                           「動詞」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソへ                              「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼女に                                            「間接目的語」 

cuentes ｸｴﾝﾃｽ 接・2 単現(contar)v.t 語ってくれる                    「動詞」 

a Dulcinea ｱ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adv. ドゥルシネア様に                   「間接目的語」 

los sufrimientos ﾛｽ･ｽﾌﾘﾐｴﾝﾄｽ pl.n.m 苦行を                    「直接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                  「形容詞節」 

paso ﾊﾟｿ 1 単現(pasar)v.t 耐え忍んでいる        「動詞」 

por ella. ﾎﾟﾙ･ｴｼﾞｬ adv. 彼女のために           「副詞句」 

También ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

llevarás ｼﾞｪﾊﾞﾗｽ 2 単未･命令(llevar)v.t 持っていくのだぞ                    「動詞」 

una carta ｳｰﾅ･ｶﾙﾀ n.f 手紙                                         「直接目的語」 

 

「これは年をとりすぎているよ。僕は長生きしそうな羊が欲しいんだよ。」［C-2］ 

--- Éste es demasiado viejo. Quiero un cordero que viva mucho tiempo. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Éste ｴｽﾃ pron これは                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

demasiado viejo. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾋﾞｴﾎ adj. 年をとりすぎた                         「補語」 

 demasiado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりに viejo ﾋﾞｴﾎ adj. 年をとった 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 欲しい                                       「動詞」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                                          「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

viva ﾋﾞﾊﾞ 接・3 単現(vivir)v.i 生きるだろう                       「動詞」 
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mucho tiempo. ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 長い間                         「副詞句」 

 

そう言って王子様は大声で笑って、僕をすごく苛立たせた。人々には僕の災難をまじめに受

け取って欲しいんだ。［C-3］ 

Y el principito soltó una magnífica carcajada que me irritó mucho. Quiero que se tomen 

en serio mis desgracias.   Y「主語」「動詞」「目的語」「形容詞節」┃「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

soltó ｿﾙﾄ 3 単点(soltar)v.t 発した                                          「動詞」 

una magnífica carcajada ｳﾅ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ･ｶﾙｶﾊﾀﾞ n.f すごく大きな笑い声を     「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

irritó mucho. ｲﾘﾄ･ﾑﾁｮ 3 単点(irritar)v.t すごく苛立たせた        「動詞句」 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 望む                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

se ｾ pron 人々は                                                 「主語」 

tomen ﾄﾒﾝ 接・3 複現(tomar)v.t 受け止める                         「動詞」 

en serio ｴﾝ･ｾﾘｵ adv. adv. 真剣に、真面目に                        「副詞句」 

mis desgracias. ﾐｽ･ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱｽ pl.n.f 僕の災難を                    「目的語」 

 

「でも、羊にどこへ行って欲しいというの（行く所なんてないよ）？」［C-4］ 

--- Pero ¿adónde quieres que vaya?                 《Pero「副詞」「動詞」「目的語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

¿adónde ｱﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこへ                                        「副詞：vaya」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現･願望(querer)v.t 望んでいる                            「動詞」 

que ｹ conj. 〜することを                                               「目的語」 

vaya? ﾊﾞﾔ 接・3 単現(ir)v.i 行く                                   「動詞」 

 → 羊がどこへ行けばよいと（君は思うのか？） 

 →（反語的）王子様のところは狭いので、迷子になるほど、遠くへ行くところは無い 

 

なぜなら僕はこの本を軽々しく読んで貰いたくないから。王子様との思い出を語ることは

僕にはつらいことなんだ。僕の友人が羊と一緒に行ってしまってから、もう 6 年にもなる。 

［C-4］ 

 Pues no me gusta que se lea mi libro a la ligera. ¡Me apena tanto relatar estos 

recuerdos!... Hace ya seis años que mi amigo se fue con su cordero. 

Pues「動詞句」「主語」┃「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」┃「副詞句」「副詞節」 
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Pues ﾌﾟｴｽ conj. なぜなら〜なので 

no me gusta ﾉ･ﾒ･ｸﾞｽﾀ 3 単現･否定(gustar)v.i 〜は私にとって好ましくない  「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

se lea ｾ･ﾚｱ 接・3 単現･再帰受動(leerse)v.pr 読まれる                「動詞句」 

mi libro ﾐ･ﾘﾌﾞﾛ n.m 僕の本が                                       「主語」 

a la ligera. ｱ･ﾗ･ﾘｹﾞﾗ adv. 軽率に、軽々しく                        「副詞句」 

¡Me ﾒ pron 僕に                                                  「間接目的語」 

apena ｱﾍﾟﾅ 3 単現(apenar)v.t つらい思いをさせる                          「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. とても                                                    「副詞」 

relatar ﾚﾗﾀｰﾙ 不定詞 v.t 〜を語ることは                                   「主語」 

estos recuerdos!... ｴｽﾄｽ･ﾚｸｪﾙﾄﾞｽ pl.n.m この思い出を                「目的語」 

Hace ya seis años ｱｾ･ｼﾞｬ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ 3 単現(hacer...que) 

v.h（単人称）〜してからもう 6 年になる                                「副詞句」 

que ｹ conj. 〜してから                                                 「副詞節」 

mi amigo ﾐ･ｱﾆｺﾞ n.m 僕の友人が                                  「主語」 

se fue ｾ･ﾌｴ 3 単点(irse)v.pr 行ってしまった                       「動詞句」 

con su cordero. ｺﾝ･ｽ･ｺﾙﾃﾞﾛ adv. 羊と一緒に                       「副詞句」 

 

「その通り！だけど、どうして君の羊が小さいバオバブを食べる事を望むの？」［C-5］ 

 --- ¡Es cierto! Pero ¿por qué quieres que tus corderos comas baobabs pequeños? 

《「動詞」「補語」┃Pero「副詞句」「動詞」「目的語」》 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

cierto! ｼｴﾙﾄ adj. 確実な、正しい                                          「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

¿por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                           「副詞句」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現(querer)v.t 望む                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜と言う事を                                               「目的語」 

tus corderos ﾄｩｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 君の羊が                          「主語」 

coman ｺﾏﾝ 接・3 複現(comer)v.t 食べるだろう                      「動詞」 

baobabs pequeños? ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ･ﾍﾟｹﾆｮｽ pl.n.m 小さいバオバブを      「目的語」 

 

「日が沈むのを、待たなくては」［C-6］ 

--- Esperar a que el sol se ponga.                             「動詞」「間接目的語」 

Esperar ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.i 待つ                                          「動詞」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜することを                                       「間接目的語」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                       「主語」 
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se ponga. ｾ･ﾎﾟﾝｶﾞ 接・3 単現(ponerse)v.pr 沈む               「動詞句」 

 

「僕の星以外のどんな場所にも存在しない、この世で唯一の一輪の花を僕が知っていて、そ

の花を子羊が、ある朝自分がしていることの意味も分からずに、ただの一撃で消滅させてし

まうかもしれないということが、重要ではないというのか？」［C-7］ 

¿Y no es importante que yo conozca una flor única en el mundo, que no existe en ninguna 

parte, salvo en mi planeta, y que un corderito puede aniquilar una mañana, así, de un 

solo golpe, sin darse cuenta de lo que hace? 

《Y「動詞句」「補語」「主語」y「主語」》 

¿Y ｲ conj. そして 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定･疑問(estar)v.i 〜でないというのか？               「動詞句」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                          「補語」 

 主節が価値判断を表す無人称表現なので、従属節は接続法となる 

que ｹ conj.（+接続法）〜ということが                                     「主語」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                   「主語」 

conozca ｺﾉｽｶ 接・1 単現(conocer)v.t 知っている                       「動詞」 

una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                                    「目的語」 

única en el mundo, ｳﾆｶ･ｴ･ﾈﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adj. この世で唯一の      「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                  「形容詞節：flor」 

no existe ﾉ･ｴｸｼｽﾃ 3 単現･否定(existir)v.i 存在しない   「動詞句」 

en ninguna parte, ｴﾝ･ﾆﾝｸﾞﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どんな場所にも 「副詞句」 

salvo en mi planeta, ｻﾙﾎﾞ･ｴﾝ･ﾐ･ﾌﾟﾗﾈﾀ 

 adj. 僕の星以外の                       「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj.（目的語）その花を〜することが                                「主語」 

un corderito ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾘﾄ n.m 子羊が                                  「主語」 

 cordero ｺﾙﾃﾞﾛ n.m ヒツジ + -ito（示小接尾辞）→ corderito ｺﾙﾃﾞﾘﾄ n.m 子羊 

puede aniquilar ﾌﾟｴﾃﾞ･ｱﾆｷﾗｰﾙ 3 単現･可能性(poder+不定詞) 

   v.t 消滅させるかもしれない                                     「動詞句」 

una mañana, ｳﾅ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. ある朝                                「副詞句」 

así, ｱｼ adv. このように                                             「副詞」 

de un solo golpe, ﾃﾞ･ｳﾝ･ｿﾛ･ｺﾞﾙﾍﾟ adv.（手段）ただの一撃で          「副詞句」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜しないで                                    「副詞句」 

darse cuenta de ﾀﾞﾙｾ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 不定詞 v.pr 〜に気付く        「動詞句」 

lo ﾛ pron そのこと                                        「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 
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hace? ｱｾ 3 単現(hacer)v.t 自分がしている            「動詞」 

 

「もし誰かが、何百万、何千万という星の中に一例しか存在しないという、たった一輪の花

を愛しているなら、星たちを見るだけで十分幸せになれる。」［C-7］ 

--- Si alguien ama a una flor de la que no existe más que un ejemplar entre los millones 

y millones de estrellas, es bastante para que sea feliz cuando mira a las estrellas. 

《「副詞節」,「動詞」「補語」「副詞節」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

alguien ｱﾙｷﾞｴﾝ pron 誰かが                                       「主語」 

ama ｱﾏ 3 単現(amar)v.t 愛している                                「動詞」 

a una flor ｱ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                             「目的語」 

de la ﾃﾞ･ﾗ adj.（同格）〜という花の                           「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

no existe ﾉ･ｴｸｼｽﾃ 3 単現･否定(existir)v.i 存在しない     「動詞句」 

más que un ejemplar ﾏｽ･ｹ･ｳﾝ･ｴﾍﾝﾌﾟﾗｰﾙ adv. 一例しか   「副詞句」 

entre los millones y millones de estrellas, ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ｲ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ 

   adv. 何百万、何千万という星のなかで               「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

bastante ﾊﾞｽﾀﾝﾃ adj. 十分な                                              「補語」 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ conj. 〜するために                              「副詞節」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜になる                                 「動詞」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                             「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                 「副詞節」 

mira ﾐﾗ 3 単現(mirar)v.t 見る                              「動詞」 

a las estrellas. ｱ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちを              「目的語」 

 

「蝶々と知り合いになりたいなら、2 匹や 3 匹の毛虫は我慢しなくちゃならないわ」［C-9］ 

--- Es preciso que soporte dos o tres orugas si quiero conocer a las mariposas. 

《「動詞」「補語」「主語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

preciso ﾌﾟﾚｼｿ adj.（判断）必要な                                          「補語」 

que ｹ conj.（接続法）〜ということが                                      「主語」 

soporte ｿﾎﾟﾙﾃ 接・1 単現(soportar)v.t 耐える、耐え忍ぶ               「動詞」 

dos o tres orugas ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ｵﾙｶﾞｽ pl.n.f 2 匹や 3 匹の毛虫を         「目的語」 

si ｼ conj. もしなにならば                                         「副詞節」 

quiero conocer ｷｴﾛ･ｺﾉｾｰﾙ 1 単現･願望(querer+不定詞) 
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   v.t と知り合いになりたい                               「動詞句」 

a las mariposas. ｱ･ﾗｽ･ﾏﾘﾎﾟｻｽ pl.n.f 蝶々と                  「目的語」 

 

「君がもっとよく見えるように、ちこう寄れ！」と、ついに誰かの王様になって鼻高々の王

様は、王子様に言った。［C-10］ 

--- Acércate para que te vea mejor --- le dijo el rey, que estaba orgulloso de ser al fin rey 

de alguien.         《「動詞句」「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「形容詞節」 

Acércate ｱｾﾙｶ･ﾃ 命・2 単現(acercarse)v.pr 近づきなさい                  「動詞句」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                                      「副詞節」 

te ﾃ pron お前を                                               「目的語」 

vea ﾍﾞｱ 接・1 単現(ver)v.t 見える                                  「動詞」 

mejor --- ﾒﾎｰﾙ adv. もっとよく                                     「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                           「動詞」 

orgulloso ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. (de を) 自慢する                         「補語」 

de ser ﾃﾞ･ｾｰﾙ n. 〜になったことを                       「目的語」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                               「副詞句」 

rey de alguien. ﾚｲ･ﾃﾞ･ｱﾙｷﾞｴﾝ n.m 誰かの王様              「補語」 

 

だがこれでは何も分からない。たぶん昨日だったのだろう。［D-1-1］ 

Pero no quiere decir nada. Quizá haya sido ayer. 

Pero「動詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞句」「副詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no quiere decir ﾉ･ｷｴﾚ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単現･意志･否定(querer+不定詞) 

   v.t（この電報は）言おうとしない                                     「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

Quizá ｷｻ adv. 多分                                                      「副詞」 

haya sido ｱﾔ･ｼﾄﾞ 接・3 単現･完了形･推量(ser)v.i 〜だったのだろう         「動詞句」 

ayer. ｱｼﾞｪｰﾙ adv. 昨日                                                   「副詞」 
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「お巡りさん！」と、その時、レーモンが尋ねた。「法律じゃあ、人のことを“ひも”なん

て呼ぶことを許しているんですか？」［D-1-4］ 

"Señor agente", preguntó entonces Raimundo, "¿permite la ley que se llame rufián a un 

hombre?"         《「呼びかけ」》,「動詞」「副詞」「主語」,《「動詞」「主語」「目的語」》 

"Señor agente", ﾈﾆｮｰﾙ･ｱﾍﾝﾃ n.m お巡りさん                            「呼びかけ」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時、それで                                      「副詞」 

Raimundo, ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

"¿permite ﾍﾟﾙﾐﾃ 3 単現･疑問文(permitir)v.t 許すのか？                      「動詞」 

la ley ﾗ･ﾚｲ n.f 法律は                                                    「主語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

  主節が「願望・依頼・勧告・命令・許可・禁止」など意志を表す時は、接続法を使う。 

se ｾ pron こいつが                                               「主語」 

llame ｼﾞｬﾒ 接・3 単現(llamar)v.t 呼ぶ                              「動詞」 

rufián ﾙﾌｨｱﾝ n.m ひもと                                          「補語」 

a un hombre?" ｱ･ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 人のことを                        「目的語」 

 

僕がドアを開けると、彼は一瞬戸口にとどまって、僕に言った：「すみません！すみません！」 

［D-1-4］ 

Cuando abrí quedó un momento en el umbral y me dijo: "¡Discúlpeme, discúlpeme! ..."  

「副詞節」,「動詞」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」：《「嘆願」》 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

abrí ｱﾌﾞﾘ 1 単点(abrir)v.t 開けた                                  「動詞」 

quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i(en 場所に)とどまっていた                      「動詞」 

un momento ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 一瞬                                         「副詞句」 

en el umbral ｴﾝ･ｴﾙ･ｳﾝﾌﾞﾗﾙ adv. 戸口に                                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"¡Discúlpeme, discúlpeme! ..." ﾃﾞｨｽｸﾙﾍﾟ･ﾒ･ﾃﾞｨｽｸﾙﾍﾟ･ﾒ 接・3 単現(disculpar+me) 

   v.t 私を許してください、すみません                                    「嘆願」 
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恐らく、このことが僕を一番苦しめた。僕はベッドの板から剥ぎ取った木っ端を吸った。 

［D-2-2］ 

Quizá haya sido esto lo que más me abatió. Chupaba trozos de madera que arrancaba de 

la tabla de la cama.            「副詞」「動詞句」「補語」「主語」┃「動詞」「目的語」 

Quizá ｷｻ adv. たぶん、おそらく                                          「副詞」 

haya sido ｱﾔ･ｼﾄﾞ 接・3 単現･完了形･推測(ser)v.i 〜だっただろう           「動詞句」 

esto ｴｽﾄ pron これ（タバコが禁止されていること）                         「補語」 

lo que ﾛ･ｹ pron（主語）〜することは                                      「主語」 

más ﾏｽ adv. 最も、一番                                             「副詞」 

me ﾒ pron 僕を「                                                   目的語」 

abatió. ｱﾊﾞﾁｵ 3 単点(abatir)v.t 気落ちさせた、苦しめた                 「動詞」 

Chupaba ﾁｭﾊﾟﾊﾞ 1 単線(chupar)v.t 吸っていた、しゃぶっていた              「動詞」 

trozos de madera ﾄﾛｿｽ･ﾃﾞ･ﾏﾃﾞﾗ pl(trozo).n.m 木っ端を                    「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

arrancaba ｱﾗﾝｶﾊﾞ 1 単線(arrancar)v.t 剥ぎ取った           「動詞」 

de la tabla ﾃﾞ･ﾗ･ﾀﾌﾞﾗ adv. 板から                       「副詞句」 

de la cama. ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾏ adj. ベッドの              「形容詞句」 
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接続法・過去と過去完了 

 

キツネは招待されていなかったが、出席したいという願望が湧いてきて、友人のコンドルに

自分を連れて行って欲しいと頼みました。［A-1-2］ 

Aunque el zorro no estaba invitado, le entraron ganas de asistir y le pidió a su amigo 

cóndor que lo llevara.             「副詞節」, 「間接目的語」「動詞」「主語」 

y「間接目的語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Aunque ｱｳﾝｹ conj.（譲歩）〜ではあるが                                  「副詞節」 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                      「主語」 

no estaba invitado ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞ･ｲﾝﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単線･受動･否定 

   v.t 招待されていなかった                                    「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に（キツネに）                                         「間接目的語」 

entraron ｴﾝﾄﾗﾛﾝ 3 複点(entrar)v.i 湧いてきた                               「動詞」 

ganas de asistir ｶﾞﾅｽ･ﾃﾞ･ｱｼｽﾃｨﾙ pl.n.f 出席する願望が                      「主語」 

le ﾚ pron 彼に（a su amigo cóndor の先出し） 

pidió ﾋﾟﾃﾞｨｵ 3 単点(pedir)v.t 頼んだ（主語はキツネ）                       「動詞」 

a su amigo cóndor ｱ･ｽ･ｱﾐｺﾞ･ｺﾝﾄﾞﾙ adv. 友人のコンドルに             「間接目的語」 

que ｹ conj.（名詞節を導く、目的語になる）〜ということ              「直接目的語」 

lo ﾛ pron 彼（キツネ）を                                  「目的語」 

llevara ｼﾞｪﾊﾞﾗ 接・3 単過(llevar)v.t 連れて行って欲しいと      「動詞」 

   pedir que + 接続法「〜するようにと頼む」 

 

マントをたくさん広げて自分を受け止めてくれるようにと、下に向かって叫びました。 

［A-1-2］ 

Gritó hacia abajo que lo recibieran con mantas extendidas.「動詞」「副詞句」「目的語」 

Gritó ｸﾞﾘﾄ 3 単点(gritar)v.t (+que+直説法) 〜と大声で言った                「動詞」 

hacia abajo ｱｼｱ･ｱﾊﾞﾎ adv. 下のほうに向かって                           「副詞句」 

que ｹ conj.（名詞節を導く）〜ということ                                「目的語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                「目的語」 

recibieran ﾚｼﾋﾞｴﾗﾝ 接・3 複過(recibir)v.t 受け取ってくれるように   「動詞」 

con mantas extendidas ｺﾝ･ﾏﾝﾀｽ･ｴｽﾃﾝﾃﾞｨﾀﾞｽ 

 adv. マントをたくさん広げて                                「副詞句」 

 

貪欲でいっぱいになって山に向かって、老人が現れるのを待った。［A-1-5］ 

Se dirigió al monte lleno de codicia y esperó a que apareciera el anciano. 

「動詞句」「副詞句」y「動詞」「間接目的語」 
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Se dirigió ｾ･ﾃﾞｨﾘﾋｵ 3 単点(dirigirse)v.pr 向かった                        「動詞句」 

al monte ｱﾙ･ﾓﾝﾃ adv. 山に                                             「副詞句」 

lleno de codicia ｼﾞｪﾉ･ﾃﾞ･ｺﾃﾞｨｼｱ adv. 貪欲でいっぱいになって      「副詞句」 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.t 待った                                    「動詞」 

a que ｱ･ｹ adv. 〜するのを                                          「間接目的語」 

apareciera ｱﾊﾟﾚｼｴﾗ 接・3 単過(aparecer)v.i 現れる              「動詞」 

el anciano ｴﾙ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人が                               「主語」 

 

妻はびっくりしたが、まるでなにも知らないかのように、冷静に答えた。［A-1-7］ 

La esposa se asustó, pero les contestó con serenidad, como si no supiera nada: 

「主語」「動詞句」, pero「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

como si「動詞句」「目的語」 

La esposa ﾗ･ｴｽﾎﾟｻ n.f 妻は                                               「主語」 

se asustó ｾ･ｱｽｽﾄ 3 単点(asustarse)v.pr びっくりした                      「動詞句」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

contestó ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.i (a に) 答えた                           「動詞」 

con serenidad ｺﾝ･ｾﾚﾆﾀﾞ adv. 冷静に                                     「副詞句」 

como si ｺﾓ･ｼ conj.（+接続法）まるで〜であるかのように 

no supiera ﾉ･ｽﾋﾟｴﾗ 接・3 単過(saber)v.t 知らない                        「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron なにも〜ない                                            「目的語」 

 

『御方様、私は巨人カラクリアンブロと申します。比類なき騎士ドン・キホーテ・デ・ラ・

マンチャが、私を打ち破り、あなた様の御前に参上するように私に命じました。どうぞあな

た様のお好きなようになさってください』と。［B-2］ 

《¡Yo, señora, soy el gigante Caraculiambro, a quien venció el imponderable caballero 

Don Quijote de La Mancha, el cual me mandó que me presentase ante vuestra merced 

para que disponga de mí a su voluntad!》?” 

「主語」「呼びかけ」「動詞」「補語」 

「目的語」「動詞」「主語」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 私は                                                        「主語」 

señora ｾﾆｮﾗ n.f 御方様                                               「呼びかけ」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

el gigante Caraculiambro ｴﾙ･ﾋｶﾞﾝﾃ･ｶﾗｸﾘｱﾝﾌﾞﾛ n.m 巨人カラクリアンブロ    「補語」 

a quien ｱ･ｷｴﾝ adv. その私を                                            「目的語」 

venció ﾍﾞﾝｼｵ 3 単点(vencer)v.t 打ち破った                                 「動詞」 

el imponderable caballero Don Quijote de La Mancha 
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  ｴﾙ･ｲﾝﾎﾟﾝﾃﾞﾗﾌﾞﾚ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

 n.m 比類なき騎士ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャが                    「主語」 

el cual ｴﾙ･ｸﾜﾙ n.m その騎士が                                            「主語」 

me ﾒ pron 私に                                                   「間接目的語」 

mandó ﾏﾝﾄﾞ 3 単点(mandar+que+接続法)v.t 命じた                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜することを                                           「直接目的語」 

me presentase ﾒ･ﾌﾟﾚｾﾝﾀｾ 接・1 単過(presentarse) 

   v.pr 私が姿を現すようにと                               「動詞句」 

ante vuestra merced ｱﾝﾃ･ｳﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ adv. あなた様の前に  「副詞句」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するために、〜してください           「副詞句」 

disponga ﾃﾞｨｽﾎﾟﾝｶﾞ 接・3 単現(disponer+de) 

   v.i あなたが〜を自由に使う                         「動詞」 

de mí ﾃﾞ･ﾐ adv. 私を                           「間接目的語」 

a su voluntad ｱ･ｽ･ﾎﾞﾙﾝﾀｯﾄﾞ adv. 好きなように        「副詞句」 

 

そして彼女には、自分の名前と釣り合いが取れて、お姫様の名前に使われるような名前を考

え抜いた結果、ドゥルシネア・デル・トボソと名付けることにしました。［B-2］ 

y buscándole nombre que no desdijese mucho del suyo, y que tirase al de princesa, vino 

a llamarla Dulcinea del Toboso:                          「副詞句」,「動詞句」「補語」 

y ｲ conj. そして 

buscándole ﾌﾞｽｶﾝﾄﾞ･ﾚ 現在分詞(buscar + le)v.t 彼女に〜を探して           「副詞句」 

nombre ﾉﾝﾌﾞﾚ n.m 名前を                                      「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                   「形容詞節」 

no desdijese ﾉ･ﾃﾞｽﾃﾞｨﾍｾ 接・3 単過･否定(desdecir) 

   v.i (de と) 調和する、釣り合いが取れる       「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. よく                           「副詞」 

del suyo ﾃﾞﾙ･ｽｰﾖ adv. 彼自身の名前と     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ pron 〜する                                   「形容詞節」 

tirase ﾃｨﾗｾ 接・3 単過(tirar)v.i (a の) 用途になる「動詞」 

al de princesa ｱﾙ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ adv. 姫の名前の「間接目的語」 

  al → al nombre 

vino a llamarla ﾋﾞﾉ･ｱ･ｼﾞｬﾏﾙ･ﾗ 3 単点･完了(venir a+不定詞 llamar+la) 

   v.t 彼女を〜と名付けることにした                                    「動詞句」 

Dulcinea del Toboso ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾎﾞｿ n. ドゥルシネア・デル・トボソ       「補語」 
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彼はこのことを深く悩んで、旅を続けるか、家に帰るか迷いました。しかし、精神の錯乱と

ドゥルシネア様への愛が勝っていたので、そのまま旅を続けて、最初に見つけた城で騎士に

なることにしました。［B-2］ 

 Profundamente preocupado por esto, dudaba si seguir adelante o volverse a casa; pero, 

pudiendo más su falta de juicio y el amor a Dulcinea, decidió continuar y hacerse 

caballero en el primer castillo que encontrarse. 

「副詞句」「動詞句」pero「副詞句」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Profundamente ﾌﾟﾛﾌﾝﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 深く                                   「副詞句」 

preocupado ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾄﾞ 過去分詞(preocupar)adv. 悩んで             「動詞」 

por esto ﾎﾟﾙ･ｴｽﾄ adv. このことに対して                     「間接目的語」 

dudaba si+不定詞 ﾄﾞｩﾀﾞﾊﾞ･ｼ 3 単線(dudar) 

v.i 〜するかどうか迷った                                            「動詞句」 

seguir adelante ｾｸﾞｨｰﾙ･ｱﾃﾞﾗﾝﾃ 不定詞句 v.t 前に進む、旅を続ける「動詞句」 

o ｵ conj. または 

volverse a casa ﾎﾞﾙﾍﾞﾙｾ･ｱ･ｶｰｻ 不定詞句 v.pr 家に帰る            「動詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

pudiendo más ﾌﾟﾃﾞｨｴﾝﾄﾞ･ﾏｽ 現在分詞 adv. 力が強かったので              「副詞句」 

su falta de juicio ｽ･ﾌｧﾙﾀ･ﾃﾞ･ﾌｲｼｵ n.m 判断力の欠如、精神の錯乱   「目的語」 

y ｲ conj. それと 

el amor a Dulcinea ｴﾙ･ｱﾓｰﾙ･ｱ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ n.m ドゥルシネア様への愛  「目的語」 

decidió continuar ﾃﾞｼﾃﾞｨｵ･ｺﾝﾁﾇｱｰﾙ 3 単点(decidir+不定詞) 

   v.i 旅を続けることにした                                            「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

hacerse ｱｾﾙｾ 不定詞(decidir+不定詞)v.pr 〜になることにした              「動詞句」 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士                                               「補語」 

en el primer castillo ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ adv. 最初の城で                 「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                 「形容詞節：castillo」 

encontrase ｴﾝｺﾝﾄﾗｾ 接・3 単過(encontrar) 

v.t 見つけた                              「動詞」 

 

彼は手綱を緩めて、この奇妙な企ての進路をロシナンテに任せることにしました。［B-2］ 

Aflojó las riendas y dejó a Rocinante que le guiase en esta singular empresa. 

「動詞」「目的語」y「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Aflojó ｱﾌﾛﾎ 3 単点(aflojar)v.t 緩めた                                       「動詞」 

las riendas ﾗｽ･ﾘｴﾝﾀﾞｽ pl.n.f 手綱を                                      「目的語」 

y ｲ conj. そして 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 接続法・過去と過去完了 323 / 650 

dejó ﾃﾞﾎ 3 単点(dejar que+接続法)v.t 〜させておいた                       「動詞」 

a Rocinante ｱ･ﾛｼﾅﾝﾃ adv. ロシナンテに                             「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                          「直接目的語」 

le ﾚ pron 彼を（ドン・キホーテを）                       「目的語」 

guiase ｸﾞｲｱｾ 接・3 単過(guiar)v.t 導く                       「動詞」 

en esta singular empresa ｴ･ﾈｽﾀ･ｼﾝｸﾞﾗｰﾙ･ｴﾝﾌﾟﾚｻ 

   adv. この奇妙な企てにおいて                           「副詞句」 

 

おびえた農夫はその少年の縄を解いてやり、農場に戻ったら、給金を払うと約束した。 

［B-3］ 

Temeroso, el labrador desató al muchacho y prometió darle el dinero cuando regresasen 

al cortijo.                   「主語」「動詞」「目的語」y「動詞句」「目的語」「副詞節」 

Temeroso ﾃﾒﾛｿ adj. 怯えた                              「形容詞：labrador」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

desató ﾃﾞｻﾄ 3 単点(desatar)v.t 縄を解いてやった                           「動詞」 

al muchacho ｱﾙ･ﾑﾁｬﾁｮ n.m その少年                                    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

prometió darle ﾌﾟﾛﾒﾃｨｵ･ﾀﾞﾙﾚ 3 単点･約束(prometer+不定詞) 

   v.t 支払うことを約束した                                            「動詞句」 

el dinero ｴﾙ･ﾃﾞｨﾈﾛ n.m 金を                                            「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜するとき                                         「副詞節」 

regresasen ﾚｸﾞﾚｻｾﾝ 接・3 複過(regresar)v.i 帰ったら                「動詞」 

al cortijo ｱﾙ･ｺﾙﾃｨﾎ adv. 農場に                                  「副詞句」 

 

日暮れ頃に、二人は村に到着した。しかし農夫は夜になるまで待った。隣人たちに、ひどく

殴られて打ちのめされた郷士を見させないためであった。［B-5］ 

Llegaron a la aldea al atardecer. Pero el labrador esperó a que fuese de noche; así los 

vecinos no verían al hidalgo tan apaleado y molido. 

「動詞」「間接目的語」「副詞句」┃Pero「主語」「動詞」「副詞節」 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞句」 

Llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 到着した                                「動詞」 

a la aldea ｱ･ﾗ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 村へ                                      「間接目的語」 

al atardecer ｱﾙ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ adv. 日暮れに                                  「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞﾙ n.m 農夫は                                        「主語」 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.i (+a+que... 〜するのを待つ) 待った           「動詞」 
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a que ｱ･ｹ conj. 〜するのを                                             「副詞節」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜になった                            「動詞」 

de noche ﾃﾞ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                        「補語」 

así ｱｼ adv. 〜するように                                                 「副詞」 

los vecinos ﾛｽ･ﾍﾞｼﾉｽ pl.n. 隣人たちが                                      「主語」 

no verían ﾉ･ﾍﾞﾘｱﾝ 3 複過未･否定(ver)v.t 見ない（ようにした）             「動詞句」 

al hidalgo ｱﾙ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ n.m 郷士を                                        「目的語」 

tan apaleado y molido ﾀﾝ･ｱﾊﾟﾚｱﾄﾞ･ｲ･ﾓﾘﾄﾞ 

   adj. ひどく殴られて打ちのめされた                         「形容詞句」 

 

ビスカヤ人は、ひどく出血した。それで、貴婦人が馬車から降りてきて、ひざまづいてドン・

キホーテに彼を許してほしいと頼んだ。［B-7］ 

Sangraba tanto el vizcaíno, que su señora bajó del coche y, poniéndose de rodillas, pidió 

a Don Quijote que lo perdonara.  「動詞」「副詞」「主語」que「主語」「動詞」「副詞句」 

y「副詞句」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Sangraba ｻﾝｸﾞﾗﾊﾞ 3 単線(sangrar)v.i 出血した                             「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. ひどく                                                    「副詞」 

el vizcaíno ｴﾙ･ﾋﾞｽｶｲﾉ n.m ビスカヤ人は                                   「主語」 

que ｹ conj. そのために、それで 

su señora ｽ･ｾﾆｮｰﾗ n.f 貴婦人が                                            「主語」 

bajó ﾊﾞﾎ 3 単点(bajar)v.i 降りてきた                                       「動詞」 

del coche ﾃﾞﾙ･ｺﾁｪ adv. 馬車から                                        「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

poniéndose de rodillas ﾎﾟﾆｴﾝﾄﾞｾ･ﾃﾞ･ﾛﾃﾞｨｼﾞｬｽ 現在分詞(ponerse de de rodillas) 

   adv. ひざまずいて                                                   「副詞句」 

pidió ﾋﾟﾃﾞｨｵ 3 単点(pedir)v.t 頼んだ                                       「動詞」 

a Don Quijote ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテに                       「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

lo ﾛ pron 彼を                                             「目的語」 

perdonara ﾍﾟﾙﾄﾞﾅﾗ 接・3 単過(perdonar)v.t 許す                「動詞」 

 

その馬方は、マリトルネスと逢引の約束をしていたのだ。つまり、皆が寝静まった頃に、彼

女が彼のところへやってきて、一夜を共に過ごす予定だった。［B-9］ 

El arriero había concertado con Maritornes un encuentro: cuando todos durmiesen, ella 

vendría con él y pasarían la noche juntos. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」： 
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「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞」「目的語」「副詞」 

El arriero ｴﾙ･ｱﾘｴﾛ n.m その馬方は                                        「主語」 

había concertado ｱﾋﾞｱ･ｺﾝｾﾙﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(concertar)v.t 取り決めていた 「動詞句」 

con Maritornes ｺﾝ･ﾏﾘﾄﾙﾈｽ adv. マリトルネスと                       「間接目的語」 

un encuentro ｳﾝ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾛ n.m 逢引の約束を                          「直接目的語」 

cuando ｸｧﾝﾄﾞ adv. 〜するとき                                          「副詞節」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron.pl. 誰もが                                       「主語」 

durmiesen ﾄﾞｩﾙﾐｴｾﾝ 接・3 複過(dormir)v.i 眠っただろう            「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                   「主語」 

vendría ﾍﾞﾝﾄﾞﾘｱ 3 単過未 v.i やってくる（予定）                           「動詞」 

con él ｺﾝ･ｴﾙ adv. 彼のところに                                     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

pasarían ﾊﾟｻﾘｱﾝ 3 複過未(pasar)v.t 過ごす（予定）                        「動詞」 

la noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 一夜を                                              「目的語」 

juntos ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                                  「副詞」 

 

彼らが近づいた時、ドン・キホーテは護送している役人一行を引き止めて、警護の一人に、

ガレー船の漕役囚人を連行している理由を教えてほしいと頼んだ。［B-11］ 

Cuando llegaron cerca, Don Quijote detuvo a la comitiva y pidió a uno de los guardas, 

que le informase de las razones por las que llevaban presos a los galeotes. 

「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜するとき                                         「副詞節」 

llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 来た                             「動詞」 

cerca ｾﾙｶ adv. 近くに                                            「副詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

detuvo ﾃﾞﾄｩﾎﾞ 3 単点(detener)v.t 止めた、引き止めた                       「動詞」 

a la comitiva ｱ･ﾗ･ｺﾐﾁﾊﾞ n.f 護送している役人一行を                      「目的語」 

y ｲ conj. そして 

pidió ﾋﾟﾃﾞｨｵ 3 単点(pedir)v.t 頼んだ                                       「動詞」 

a uno de los guardas ｱ･ｳｰﾉ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｸﾞｧﾙﾀﾞｽ n.m 警護の一人に          「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

le informase ﾚ･ｲﾝﾌｫﾙﾏｾ 接・3 単過 se･願望(informar+le) 

v.pr (de について) 彼に教えてほしい                      「動詞句」 

de las razones ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾗｿﾈｽ adv. 理由について             「間接目的語」 

por las que ﾎﾟﾙ･ﾗｽ･ｹ adv. どうして〜                        「副詞節」 

llevaban ｼﾞｪﾊﾞﾊﾞﾝ 3 複線(llevar)v.t （人）を連行していた「動詞」 
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presos ﾌﾟﾚｿｽ adj.pl 捕えられた                         「補語」 

  llevar preso a+人  人を連行する（llevar+過去分詞は「すでに〜してある」の意味） 

a los galeotes ｱ･ﾛｽ･ｶﾞﾚｵﾃｽ pl.n. ガレー船の漕役囚人   「目的語」 

 

「道を開けろ！我々は急いでいるんだ。それに頭にかぶっている金ダライをまっすぐに直

したらどうなんだ、この愚か者！」［B-11］ 

“¡Apártese del camino, que llevamos prisa! Y enderézase ese bacín que lleva en la 

cabeza, imbécil”. 

《「動詞句」「副詞句」,「副詞節」┃Y「動詞」「目的語」「形容詞節」「呼びかけ」》 

Apártese ｱﾊﾟﾙﾃｾ 命・3 単現(apartarse)v.pr 離れろ、それよ                「動詞句」 

del camino, ﾃﾞﾙ･ｶﾐｰﾉ adv. 道から                                       「副詞句」 

que ｹ conj.（強調）〜なのだ                                           「副詞節」 

llevamos ｼﾞｪﾊﾞﾓｽ 1 複現(llevar)v.t 〜がある                        「動詞」 

prisa! ﾌﾟﾘｻ n.f 緊急性                                          「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

enderézase ｴﾝﾃﾞﾚｻｾ 接・3 単過(enderezar)v.t まっすぐに直したらどうだ      「動詞」 

  enderézcase は間違い 

ese bacín ｴｾ･ﾊﾞｼﾝ n.m その金ダライを                                  「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

lleva ｼﾞｪﾊﾞ 3 単現(llevar)v.t 身に着けている                      「動詞」 

en la cabeza, ｴﾝ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv. 頭の上に                         「副詞句」 

imbécil”ｲﾝﾍﾞｼﾙ adj. 愚か者                                          「呼びかけ」 

 

それから数日が過ぎた。司祭と床屋は、計画を立てた。友人の郷士ドン・キホーテを牛車に

乗せて一緒に連れて行き、家に着いたらしっかり面倒を見て、ドン・キホーテの精神錯乱の

治療をするのである。［B-16］ 

Pasaron varios días desde entonces. El cura y el barbero habían planeado llevarse a su 

amigo hidalgo en una carreta de bueyes, y cuando llegasen a su casa, cuidarle bien y 

tratar de curar la locura de Don Quijote. 

「動詞」「主語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」,「副詞節」「目的語」y「目的語」 

Pasaron ﾊﾟｻﾛﾝ 3 複点(pasar)v.i 過ぎた                                     「動詞」 

varios días ｳﾞｧﾘｵｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 数日が                                    「主語」 

desde entonces. ﾃﾞｽﾃﾞ･ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから、その後                     「副詞句」 

El cura y el barbero ｴﾙ･ｸﾗ･ｲ･ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾛ pl.n. 司祭と床屋は                  「主語」 

habían planeado ｱﾋﾞｱﾝ･ﾌﾟﾗﾈｱﾄﾞ 3 複線･完了形(planear)v.t 計画を立てた    「動詞句」 

llevarse ｼﾞｪﾊﾞﾙｾ 不定詞 v.pr 一緒に連れて行くこと                       「目的語」 
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a su amigo hidalgo ｱ･ｽ･ｱﾐｺﾞ･ｲﾀﾞﾙｺﾞ adv. 友人の郷士ドン・キホーテを「目的語」 

en una carreta ｴﾝ･ｳﾅ･ｶﾚﾀ adv. 荷車に乗せて                        「副詞句」 

de bueyes, ﾃﾞ･ﾌﾞｴｼﾞｪｽ adj. 牛の                          「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

cuando ｸｧﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                          「副詞節」 

llegasen ｼﾞｪｶﾞｾﾝ 接・3 複過(llegar)v.i 着いた                       「動詞」 

a su casa, ｱ･ｽ･ｶｻ adv. 家に                                     「副詞句」 

cuidarle ｸｲﾀﾞｰﾙ･ﾚ 不定詞(cuidar+le)v.t 面倒を見ること                    「目的語」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. しっかり                                           「副詞」 

y ｲ conj. そして 

tratar de curar ﾄﾗﾀｰﾙ･ﾃﾞ･ｸﾗｰﾙ 不定詞(tratar de+不定詞) 

   v.t 治療しようとすること                                            「目的語」 

la locura ﾗ･ﾛｸｰﾗ n.f 精神錯乱を                                 「目的語」 

de Don Quijote. ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adj. ドン・キホーテの      「形容詞句」 

 

彼らは馬方に、木材を格子に組んだ大きな檻を作るように頼んだ。それは十分に大きくて、

ドン・キホーテがその中にゆったりと入ることができた。［B-16］ 

Encargaron a un carretero que hiciese una gran jaula de palos enrejados. Era bastante 

amplia, y Don Quijote podía caber en ella holgadamente. 

「動詞」「間接目的語」「直接目的語」┃「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Encargaron ｴﾝｶﾙｶﾞﾛﾝ 3 複点(encargar)v.t(a+人+接続法 〜するように)注文した「動詞」 

a un carretero ｱ･ｳﾝ･ｶﾚﾃﾛ n.m 馬方に                               「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜することを                                          「直接目的語」 

hiciese ｲｼｴｾ 接・3 単過 se(hacer)v.t 作る                      「動詞」 

una gran jaula ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾊｳﾗ n.f 大きな檻                    「目的語」 

de palos enrejados. ﾃﾞ･ﾊﾟﾛｽ･ｴﾝﾚﾊﾄﾞｽ adj. 格子に組んだ木材の「形容詞句」 

  palos ﾊﾟﾛｽ pl.n.m 木材 enrejados ｴﾝﾚﾊﾄﾞ pl.n.m 格子 

Era ｴﾗ 3 単過(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

bastante amplia, ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ｱﾝﾌﾟﾘｱ adj.f 十分に大きい                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

podía caber ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｶﾍﾞｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞)v.i 入れた             「動詞句」 

en ella ｴﾝ･ｴｼﾞｬ adv. その中に                                           「副詞句」 

holgadamente. ｵﾙｶﾞﾀﾞﾒﾝﾃ adv. ゆったりと                          「副詞」 
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それから 3 日後、彼らは馬に乗せる振り分け荷物と金の入った袋を準備して、誰にも見ら

れることなく夜明け前に出発した。［B-19］ 

Tres días después, prepararon las alforjas y la bolsa de dineros. Salieron antes del 

amanecer, sin que nadie los viese. 

「副詞句」「動詞」「目的語」┃「動詞」「副詞句」「副詞節」 

Tres días después, ﾄﾚｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから 3 日後                「副詞句」 

prepararon ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾛﾝ 3 複点(preparar)v.t 準備した                          「動詞」 

las alforjas ﾗｽ･ｱﾙﾌｫﾙﾊｽ pl.n.f 鞍かばん、振り分け荷物                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

la bolsa de dineros. ﾗ･ﾎﾞﾙｻ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨﾈﾛｽ n.f 金の入った袋                   「目的語」 

Salieron ｻﾘｴﾛﾝ 3 複点(salir)v.i 出発した                                    「動詞」 

antes del amanecer, ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞﾙ･ｱﾏﾈｾｰﾙ adv. 夜明け前に                    「副詞句」 

sin que ｼﾝ･ｹ adv. 〜することなしに                                     「副詞節」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                      「主語」 

los ﾛｽ pron 彼らを                                              「目的語」 

viese. ﾋﾞｴｾ 接・3 単過(ver)v.t 見る                                 「動詞」 

   受動態に翻訳する「誰にも見られずに」 

 

ドン・キホーテは膝まづいて、貴婦人が到着するのを待った。［B-20］ 

Púsose de hinojos Don Quijote, y esperóa que llegase su dama. 

「動詞句」「副詞句」「主語」y「動詞」「間接目的語」 

Púsose ﾌﾟｿ･ｾ 3 単点(ponerse)v.pr（姿勢を）とった                        「動詞句」 

de hinojos ﾃﾞ･ﾋﾉﾎｽ adv. 膝まづいて                                      「副詞句」 

Don Quijote, ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                「主語」 

y ｲ conj. そして 

esperó ｴｽﾍﾟﾛ 3 単点(esperar)v.i (a que+接続法 〜するのを) 待った           「動詞」 

a que ｱ･ｹ adv. 〜するのを                                         「間接目的語」 

llegase ｼﾞｪｶﾞｾ 接・3 単過(llegar)v.i 到着する                   「動詞」 

su dama. ｽ･ﾀﾞﾏ n.f 貴婦人が                                  「主語」 

 

医者は、もう手の施しようがないと皆に伝えた。ドン・キホーテは静かにこれを聞いていた

が、皆に自分を一人にして欲しいと頼んだ。それは遺言書を作成して、自分の気持ちを整理

したかったためである。［B-26］ 

El médico les dijo que no había remedio. Don Quijote oyó esto sosegadamente, y les pidió 

que lo dejasen solo, pues quería hacer testamento y preparar su alma. 

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞」 
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y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」,「副詞節」 

El médico ｴﾙ･ﾒﾃﾞｨｺ n.m 医者は                                           「主語」 

les ﾚｽ pron 人々に                                                 「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

no había ﾉ･ｱﾋﾞｱ 3 単線･否定(haber)v.t ない                   「動詞句」 

remedio. ﾚﾒﾃﾞｨｵ n.m 治療法が                               「目的語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

oyó ｵﾖ 3 単点(oír)v.t 聞いた                                               「動詞」 

esto ｴｽﾄ pron これを                                                   「目的語」 

sosegadamente, ｿｾｶﾞﾀﾞﾒﾝﾃ adv. おとなしく、静かに                         「副詞」 

y ｲ conj. そして 

les ﾚｽ pron 人々に                                                 「間接目的語」 

pidió ﾋﾟﾃﾞｨｵ 3 単点(pedir)v.t 頼んだ                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

lo ﾛ pron 彼を                                             「目的語」 

dejasen ﾃﾞﾊｾﾝ 接・3 複過(dejar)v.t（〜の状態に）しておく       「動詞」 

solo, ｿﾛ adj. 一人の                                          「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

quería hacer ｹﾘｱ･ｱｾｰﾙ 3 単線･願望(querer+不定詞)v.t 〜を作りたかった「動詞句」 

testamento ﾃｽﾀﾒﾝﾄ n.m 遺言書を                                   「目的語」 

y ｲ conj. そして 

preparar ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.t 心構えをする                            「動詞」 

su alma. ｽ･ｱﾙﾏ n.f 自分の気持ちを                                  「目的語」 

 

「わしの財産は姪のために残すが、条件がある。もし結婚するなら、騎士道物語の本を知ら

ない男と結婚するのが条件だ。」［B-26］ 

Mi hacienda queda para mi sobrina, con la condición de que, si deseara casarse, se case 

con hombre que no sepa de libros de caballerías ...” 

《「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞句」》 

Mi hacienda ﾐ･ｱｼｴﾝﾀﾞ n.f わしの財産は                                    「主語」 

queda ｹﾀﾞ 3 単現(quedar)v.i 残る                                         「動詞」 

para mi sobrina, ﾊﾟﾗ･ﾐ･ｿﾌﾞﾘﾅ adv. 姪のために                            「副詞句」 

con la condición de ｺﾝ･ﾗ･ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾝ･ﾃﾞ adv, 〜という条件で                 「副詞句」 

que, ｹ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                   「副詞節」 
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deseara casarse, ﾃﾞｾｱﾗ･ｶｻﾙｾ 接・3 単過･願望(desear+不定詞) 

   v.pr 結婚を希望する                            「動詞句」 

se case ｾ･ｶｾ 接・3 単現(casarse)v.pr 結婚する               「動詞句」 

con hombre ｺﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ adv. 男と                            「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                      「形容詞節」 

no sepa ﾉ･ｾﾊﾟ 接・3 単現･否定(saber)v.t 知らない  「動詞句」 

de libros de caballerías ...”ﾃﾞ･ﾘﾌﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾘｱｽ 

 pl.n.m 騎士道物語の本を                       「目的語」 

 

そこで僕は、大人の人が理解できるように、ボア大蛇の内部を描いた。［C-1］ 

Dibujé entonces el interior de la serpiente boa a fin de que las personas grandes pudiesen 

comprender.                           「動詞」「副詞」「目的語」「副詞節」 

Dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた、スケッチした                      「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そこで                                              「副詞」 

el interior de la serpiente boa ｴﾙ･ｲﾝﾃﾘｵｰﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ 

  n.m ボア大蛇の内部を                                                「目的語」 

a fin de que+接続法 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ･ｹ adv.（目的）〜するために                 「副詞節」 

las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人が           「主語」 

pudiesen comprender. ﾌﾟﾃﾞｨｴｾﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 接・3 複過･可能･願望(poder+不定詞) 

   v.t 理解できたらと                                           「動詞句」 

 

大人の人たちは、中が見えるものだろうと見えないものだろうとボア大蛇の絵を脇におい

て、もう少し、地理学や歴史や数学や文法に興味を持ちなさいと、僕に助言した。［C-1］ 

 Las personas grandes me aconsejaron que dejara a un lado los dibujos de serpientes 

boas abiertas o cerradas y que me interesara un poco más en la geografía, la historia, el 

cálculo y la gramática.    「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「直接目的語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人は                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

aconsejaron ｱｺﾝｾﾊﾛﾝ 3 複点(aconsejar)v.t (que+接続法) 助言した             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

dejara ﾃﾞﾊﾗ 接・1 単過(dejar)v.t 置いておく                    「動詞」 

a un lado ｱ･ｳﾝ･ﾗﾄﾞ adv. 脇に                               「副詞句」 

los dibujos ﾛｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ pl.n.m 絵を                          「目的語」 

de serpientes boas ﾃﾞ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ adj. ボア大蛇の       「形容詞句」 

abiertas o cerradas ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ･ｵ･ｾﾗﾀﾞｽ 

 adj. 中が見えるものだろうと見えないものだろうと       「形容詞句」 
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y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

me interesara ﾒ･ｲﾝﾃﾚｻﾗ 接・1 単過(interesarse)v.pr 興味を示す 「動詞句」 

un poco más ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾏｽ adv. もう少し                         「副詞句」 

en la geografía, ｴﾝ･ﾗ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ adv. 地理学に             「間接目的語」 

la historia, ﾗ･ｲｽﾄﾘｱ n.f 歴史学に                   「目的語」 

el cálculo ｴﾙ･ｶﾙｸﾛ n.m 数学に                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

la gramática. ﾗ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ n.f 文法に                 「目的語」 

 

すると、彼はとても重大な事のようにとても静かに繰り返した。［C-2］ 

Repitió entonces, muy suavemente, como si fuese una cosa muy seria: 

「動詞」「副詞句」,「副詞節」 

Repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                「動詞」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると                                             「副詞」 

muy suavemente, ﾑｲ･ｽゎ-ﾍﾞﾒﾝﾃ adv. とても静かに                        「副詞句」 

 suavemente ｽゎ-ﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

si ｼ conj. もし〜なら、もしかして〜                                「強調」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜である                               「動詞」 

una cosa muy seria: ｳﾅ･ｺｰｻ･ﾑｲ･ｾﾘｱ n.f とても重大な事               「補語」 

 

人が住んでいる全ての場所から千マイルも離れたところで、しかも死の危険にさらされな

がら、羊の絵を描くなんてことは、馬鹿げた事と思われたが、僕はポケットから 1 枚の紙と

万年筆を取り出した。［C-2］ 

Por absurdo que me pareciese, a mil millas de todo lugar habitado y en peligro de muerte, 

saqué del bolsillo una hoja de papel y una estilográfica. 

「補語」「間接目的語」「動詞」,「副詞句」 

「動詞」「副詞句」「目的語」 

Por absurdo ﾎﾟﾙ･ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞ adv. 馬鹿げた事と                               「補語」 

que ｹ conj.（主語と動詞の間に挿入して逆接）〜ではあるが 

me ﾒ pron 自分に                                                 「間接目的語」 

pareciese, ﾊﾟﾚｼｴｾ 接・1 単過(parecer)v.i 〜のように見えた                  「動詞」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                             「副詞句」 

de todo lugar ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. 全ての場所から                          「副詞句」 

habitado. ｱﾋﾞﾀﾄﾞ adj.f（lugar に性･数一致）人が住んでいる        「形容詞」 
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y ｲ conj. そして 

en peligro de muerte, ｴﾝ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾑｴﾙﾃ adv. 死の危険の中で             「副詞句」 

 peligro ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険 muerte ﾑｴﾙﾃ n.f 死 

saqué ｻｹ 1 単点(sacar)v.t 取り出した                                      「動詞」 

del bolsillo ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットから                               「副詞句」 

una hoja de papel ｳﾅ･ｵﾊ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾍﾟﾙ n.f 紙を 1 枚                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

una estilográfica. ｳﾅ･ｴｽﾃｨﾛｸﾞﾗﾌｨｶ n.f 万年筆                             「目的語」 

 

出来ることなら、この物語を妖精の物語のような調子で始めたかったのだが。できれば次の

ように言いたかった。［C-4］ 

Hubiera deseado comenzar esta historia a la manera de los cuentos de hadas. Hubiera 

deseado decir :                           「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」 

Hubiera deseado +不定詞 ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞｾｱﾄﾞ 接・1 単過･完了形･婉曲(desear+不定詞) 

   v. 〜したかったのだが                                               「動詞句」 

comenzar ｺﾒﾝｻｰﾙ 不定詞 v.t 始める                                「動詞」 

esta historia ｴｽﾀ･ｲｽﾄﾘｱ n.f この物語を                                  「目的語」 

a la manera ｱ･ﾗ･ﾏﾈﾗ adv. 〜の様子で                                    「副詞句」 

de los cuentos de hadas. ﾃﾞ･ﾛｽ･ｸｪﾝﾄｽ･ﾃﾞ･ｱﾀﾞｽ adj. 妖精の物語の  「形容詞句」 

 cuento ｸｪﾝﾄ n.m 話、物語 hada ｱﾀﾞ n.f 妖精 

Hubiera deseado +不定詞 ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞｾｱﾄﾞ 接・1 単過･完了形･婉曲(desear+不定詞) 

   v. 〜したかったのだが                                               「動詞句」 

decir : ﾃﾞｼｰﾙ 不定詞 v.t 言う                                       「動詞」 

 

僕は、羊が低木を食べることがなぜそれほど重要なのかが分からなかった。しかし、王子様

は付け加えて言った。［C-5］ 

 No comprendí por qué era tan importante que los corderos comiesen arbustos. Pero el 

principito agregó :                            「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」 

No comprendí ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点･否定(comprender)v.t 分からなかった     「動詞句」 

por qué ﾎﾟﾙ･ｹ conj. なぜ〜であるかと言う事を                           「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                      「動詞」 

tan importante ﾀﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. それほど重要な                    「補語」 

que ｹ conj. 〜ということが                                        「主語」 

los corderos ﾛｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 羊が                           「主語」 

comiesen ｺﾐｴｾﾝ 接・3 複過(comer)v.t 食べるだろう             「動詞」 

arbustos. ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木を                           「目的語」 
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Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

agregó : ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えて言った                        「動詞」 

 

僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて教会の建物みたいな大木なんだと言う事を分か

らせて、さらに、もし彼が象の群れ全体を連れて行ったとしてもその群れはたった一本のバ

オバブさえも食べつくせないだろうと気づかせた。［C-5］ 

 Hice notar al principito que los baobabs no son arbustos, sino árboles grandes como 

iglesias, y que aun si llevara con él toda una tropa de elefantes, la tropa no acabaría con 

un solo baobab.               「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」y「直接目的語」 

Hice notar ｲｾ･ﾉﾀｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 〜を気づかせた          「動詞句」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                              「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブは                    「主語」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定（ser）v.i 〜ではない                  「動詞」 

arbustos, ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木                                「補語」 

sino ｼﾉ conj. (no+) そうではなくて 

árboles grandes ｱﾙﾎﾞﾚｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.m 大木                   「補語」 

como iglesias, ｺﾓ･ｲｸﾞﾚｼｱ adv. 教会の建物みたいな     「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

aun si ｱｳﾝ･ｼ conj. もし〜したとしても                       「副詞節」 

llevara ｼﾞｪﾊﾞﾗ 接・3 単過（仮定法過去）(llevar) 

v.t 連れて行った                                   「動詞」 

con él ｺ･ﾈﾙ adv. 彼と一緒に                         「副詞句」 

toda una tropa de elefantes, ﾄﾀﾞ･ｳﾅ･ﾄﾙﾊﾟ･ﾃﾞ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｽ 

 n.f 象の群れ全部を                              「目的語」 

la tropa ﾗ･ﾄﾛﾊﾟ n.f その群れは                                 「主語」 

no acabaría ﾉ･ｱｶﾊﾞﾘｱ 3 単未･否定(acabar) 

v.i (con を) 食べつくせないだろう                          「動詞句」 

con un solo baobab. ｺﾝ･ｳﾝ･ｿﾛ･ﾊﾞｵﾊﾞｳ 

 adv. たった一本のバオバブも                              「目的語」 

 

まるで証明済みのことのように、彼は答えた。「おやおや、何だって！」［C-5］ 

 Me contestó : 《¡Bueno! ¡Vamos!》, como si ahí estuviera la prueba. 

「間接目的語」「動詞」：《「感嘆」》,「副詞節」 
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Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestó : ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.t 答えた                                「動詞」 

《¡Bueno! ¡Vamos!》, ﾌﾞｴﾉ･ﾊﾞﾓｽ 

 adv.（反語・皮肉）おやおや、何だって！                               「感嘆」 

 「何だって！そんなのは分かりきった事じゃないか！話を進めようよ」という感じ 

como si ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜のように                                    「副詞節」 

ahí ｱｲ adv. そこに                                               「副詞」 

estuviera ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾗ 接・3 単過(estar)v.i 〜があった                 「動詞」 

la prueba. ﾗ･ﾌﾟﾙｴﾊﾞ n.f 証拠、証明                                「主語」 

 

そしてある日王子様は、地球の子供たちの頭によく入るように、美しい絵を描き上げること

に専念するように僕に勧めた。［C-5］ 

Y un día me aconsejó que me aplicara a lograr un hermoso dibujo, para que entrara bien 

en la cabeza de los niños de mi tierra.  Y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                             「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

aconsejó ｱｺﾝｾﾎ 3 単点(aconsejar)v.t 勧めた、助言した                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

me aplicara a +不定詞 ﾒ･ｱﾌﾟﾘｶﾗ･ｱ 接・1 単過(aplicarse a+不定詞) 

   v. 〜することに専念する                                  「動詞句」 

lograr ﾛｸﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.t 成し遂げる、達成する           「動詞」 

un hermoso dibujo, ｳﾝ･ｴﾙﾓｯｿ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 美しい絵を          「目的語」 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                    「副詞節」 

entrara ｴﾝﾄﾗﾗ 接・3 単過(entrar)v.i 入る                「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                   「副詞」 

en la cabeza ｴﾝ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv. 頭の中に                 「副詞句」 

de los niños de mi tierra. ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾃｨｴﾗ 

 adj. 地球の子供たちの                   「形容詞句」 

 

だから羊が花を食べてしまったら、その人にとって、それはすべての星が突然消えてしまっ

たようなものだ。それでも、これが重要ではないというのか？［C-7］ 

Y si el cordero come la flor, para él es como si, bruscamente, todas las estrellas se 

apagaran. Y esto, ¿no es importante? 

Y「副詞節」,「副詞句」「動詞」「補語」┃Y「主語」「動詞」「補語」 

Y ｲ conj. そして 
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si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m ヒツジが                                  「主語」 

come ｺﾒ 3 単現(comer)v.t 食べる                                   「動詞」 

la flor, ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花を                                          「目的語」 

para él ﾊﾟﾗ･ｴﾙ adv. その人にとって                                     「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

como si, +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜するようなこと                         「補語」 

bruscamente, ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然                                    「副詞」 

todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f すべての星が               「主語」 

se apagaran. ｾ･ｱﾊﾟｶﾞﾗﾝ 接・3 複過(apagarse)v.pr 消えてしまった     「動詞句」 

Y ｲ conj. それでも 

esto, ｴｽﾄ pron これが（羊と花の戦争が）                                  「主語」 

¿no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

importante? ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                         「補語」 

 

王子様に、泣いているのを見られたくなかったからだ。それほど誇り高い花だった。［C-9］ 

 Pues no quería que la viese llorar. Era una flor tan orgullosa... 

Pues「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」 

Pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので 

no quería ﾉ･ｹﾘｱ 3 単線･否定(querer)v.t 望まなかった                      「動詞句」 

que ｹ conj.（接続法）〜ということを                                    「目的語」 

la ﾗ pron 彼女が                                               「目的語」 

viese ﾋﾞｴｾ 接・3 単過(ver)v.t 見る                                 「動詞」 

llorar. ｼﾞｮﾗｰﾙ 不定詞 v.i 泣く                                      「補語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花                                                   「補語」 

tan orgullosa...ﾀﾝ･ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. それほど誇り高い                 「形容詞句」 

 

王様というのは、本質的に、自分の権限が尊重されることを求める。そして、それに従わな

い者は許さない。［C-10］ 

 El rey exigía esencialmente que su autoridad fuera respetada. Y no toleraba la 

desobediencia.               「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」 

El rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

exigía ｴｸｼﾋｱ 3 単線(exigir)v.t 要求する                                     「動詞」 

esencialmente ｴｾﾝｼｱﾙﾒﾝﾃ adv. 本質的に、もともと                          「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 
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su autoridad ｽ･ｱｳﾄﾘﾀﾞﾄﾞ n.f 彼の権限が                            「主語」 

fuera respetada. ﾌｴﾗ･ﾚｽﾍﾟﾀﾀﾞ 接・3 単過･受動.f(respetar) 

v.t 尊重されるであろう                                       「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

no toleraba ﾉ･ﾄﾚﾗﾊﾞ 3 単線･否定(tolerar)v.r 大目に見る、許す              「動詞句」 

la desobediencia. ﾗ･ﾃﾞｿﾍﾞﾃﾞｨｴﾝｼｱ n.f 従わない者を                       「目的語」 

 

もし彼がそんな権力を持っていたなら、43 回といわず 72 回も、いや 100 回も、もしかす

ると 200 回さえも、全く椅子を動かす必要もなく、同じ日のうちに日の入りを何度も見る

ことができただろうに。［C-10］ 

¡Si él lo hubiera detentado, habría podido asistir, no a cuarenta y tres, sino a setenta y 

dos, o aun a cien, o aun a doscientas puestas de sol en el mismo día, sin necesidad de 

mover jamás la silla!              「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

¡Si ｼ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

él ｴﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

lo ﾛ pron そんな権力を                                         「目的語」 

hubiera detentado, ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞﾃﾝﾀﾄﾞ 接・3 単過･完了形･仮定(detentar) 

   v.t（権力を）不当に保持していたら                           「動詞句」 

habría podido asistir, ｱﾌﾞﾘｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｱｼｽﾃｨｰﾙ 3 単過未･完了形･可能(poder+不定詞) 

   v.i 居合わせることが出来ただろうに                                  「動詞句」 

  → 〜を見ることがで出来ただろうに 

no a cuarenta y tres, ﾉ･ｱ･ｸゎﾚﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ adv. 43 回ではなく                 「副詞句」 

sino a setenta y dos, ｼﾉ・ア・せてんた･ｲ･ﾄﾞｽ adv. そうではなく 72 回      「副詞句」 

o aun a cien, ｵ･ｱｳﾝ･ｱ･ｼｴﾝ adv. 100 回さえも                              「副詞句」 

o aun a doscientas ｵ･ｱｳﾝ･ｱ･ﾄﾞｽｼｴﾝﾀｽ adv. もしかすると 200 回さえも       「副詞句」 

puestas de sol ﾌﾟｴｽﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りを                            「目的語」 

en el mismo día, ｴ･ﾈﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃﾞｨｱ adv. 同じ日に、1 日のうちに              「副詞句」 

sin necesidad de +不定詞 ｼﾝ･ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ adv. 〜する必要もなく            「副詞句」 

mover ﾓﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 動かす                                     「動詞」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 全く〜ない、一度も〜ない                          「副詞」 

la silla! ﾗ･ｼｼﾞｬ n.f 椅子を                                       「目的語」 

 

「出来れば日の入りを見たいのですが。僕を喜ばせてください。太陽に沈むように命令して

ください。」［C-10］ 

--- Quisiera ver una puesta de sol... Dame el gusto... Ordena al sol que se ponga... 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 接続法・過去と過去完了 337 / 650 

Quisiera ver ｷｼｴﾗ･ﾍﾞｰﾙ 接・1 単過･願望(querer+不定詞) 

   v.t 出来れば見たいのですが                                          「動詞句」 

una puesta de sol... ｳﾅ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.f 日の入りを                       「目的語」 

Dame ﾀﾞ･ﾒ 命・2 単現(dar+me)v.t 私に〜をください                      「動詞句」 

el gusto... ｴﾙ･ｸﾞｽﾄ n.m 喜びを                                          「目的語」 

Ordena ｵﾙﾃﾞﾅ 命・2 単現(ordenar)v.t 命令してください                     「動詞」 

al sol ｱﾙ･ｿﾙ adv. 太陽に                                            「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜することを                                           「直接目的語」 

se ponga... ｾ･ﾎﾟﾝｶﾞ 接・1 単現(ponerse)v.pr（太陽が）沈む     「動詞句」 

 

王様が何も答えようとしなかったので、王子様は少しためらったが、やがてため息をついて

出発した。［C-11］ 

 Como el rey no respondiera nada, el principito vaciló un momento, y luego, con un 

suspiro, emprendió la partida. 

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」y「副詞句」「動詞」「目的語」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

el rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様が                                           「主語」 

no respondiera ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｴﾗ 接・3 単過･否定(responder) 

v.t 答えようとしなかった                                       「動詞句」 

nada, ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                       「目的語」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

vaciló ﾊﾞｼﾛ 3 単点(vacilar)v.i ためらった                                   「動詞」 

un momento, ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少し                                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

luego, ﾙｴｺﾞ adv. やがて、その後に                                        「副詞」 

con un suspiro, ｺﾝ･ｳﾝ･ｽｽﾋﾟﾛ adv. ため息をついて                        「副詞句」 

emprendió ｴﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(emprender)v.t 開始した                      「動詞」 

la partida. ﾗ･ﾊﾟﾙﾁﾀﾞ n.f 出発を                                         「目的語」 

 

「なぜなら、嘘をつくような探検家は地理学の本を台無しにしてしまうかもしれないから

じゃ。それに、飲み過ぎるような探検家も同様じゃ」［C-15］ 

 --- Porque un explorador que mintiera ocasionaría desbarajustes en los libros de 

geografía. Y también un explorador que bebiera demasiado. 

《Porque「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「主語」》 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら〜なので 

un explorador ｳﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家は                               「主語」 
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que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

mintiera ﾐﾝﾃｨｴﾗ 接・3 単過･仮定(mentir) 

v.i 嘘をつくかもしれない                                「動詞」 

ocasionaría ｵｶｼｵﾅﾘｱ 3 単過未･推量(ocasionar)v.t 引き起こすかもしれない     「動詞」 

desbarajustes ﾃﾞｽﾊﾞﾗﾌｽﾃｽ n.m 大混乱、無秩序                           「目的語」 

en los libros de geografía. ｴﾝ･ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｱ adv. 地理学の書物に   「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

también un explorador ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｳﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家も同様である      「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

bebiera ﾍﾞﾋﾞｴﾗ 接・3 単過(beber)v.t 飲むかもしれない        「動詞」 

demasiado. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりにも                        「副詞」 

 

「同じ時間に来ていたら、もっと良かっただろうね」と、キツネが言った。「もし君が、例

えば 4 時に来るとすると、僕は 3 時には幸せになり始めるだろう」［C-21］ 

 ---Hubiese sido mejor venir a la misma hora ---dijo el zorro---. Si vienes, por ejemplo, a 

las cuatro de la tarde, comenzaré a ser feliz desde las tres. 

《「動詞句」「補語」「主語」》,「動詞」「主語」,《「副詞節」,「動詞句」「補語」「副詞句」》 

---Hubiese sido ｳﾋﾞｴｾ･ｼﾄﾞ 接・3 単過･完了形（仮定法）(ser) 

   v.i 〜であっただろう                                                「動詞句」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj. もっと良い                                               「補語」 

venir ｳﾞｪﾆｰﾙ 不定詞 v.i 来ることが                                        「主語」 

a la misma hora ｱ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ｵｰﾗ adv. 同じ時間に                      「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vienes, ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i 来る                                「動詞」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                            「副詞句」 

a las cuatro de la tarde, ｱ･ﾗｽ･ｸゎﾄﾛ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 午後 4 時に   「副詞句」 

comenzaré a ser ｺﾒﾝｻﾚ･ｱ･ｾｰﾙ 1 単未･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.i 〜になり始めるだろう                                            「動詞句」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 

desde las tres. ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾗｽ･ﾄﾚｽ adv. 3 時から                               「副詞句」 

 

「もし漁師たちが決まった日にダンスをしなかったら、毎日が似たようなものになって、僕

には休暇が無くなってしまうだろう」［C-21］ 

Si los cazadores no bailaran en día fijo, todos los días se parecerían y yo no tendría 
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vacaciones.             《「副詞節」,「主語」「動詞句」y「主語」「動詞句」「目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

los cazadores ﾛｽ･ｶｻﾄﾞﾚｽ pl.n.m 猟師たちが                         「主語」 

no bailaran ﾉ･ﾊﾞｲﾗﾗﾝ 接・3 複過･否定（仮定法）(bailar) 

v.i ダンスをしなかった                                       「動詞句」 

en día fijo, ｴﾝ･ﾃﾞｨｱ･ﾌｨﾎ adv. 決まった日に                       「副詞句」 

todos los días ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 毎日が                                「主語」 

se parecerían ｾ･ﾊﾟﾚｾﾘｱﾝ 3 複過未･可能性(parecerse) 

v.pr 同じようになってしまうだろう                                    「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

yo ﾖ pron 僕は                                                          「主語」 

no tendría ﾉ･ﾃﾝﾄﾞﾘｱ 1 単過未･否定･可能性(tener)v.t 無くなってしまうだろう「動詞句」 

vacaciones. ﾊﾞｶｼｵﾈｽ pl.n.f 休暇が                                       「目的語」 

 

「君自身のせいだよ」と、王子様は言った。「僕は君を不幸にしようなんて思っていなかっ

た。そうじゃなくて、君が僕に飼い馴らして欲しいと言ったんだよ」［C-21］ 

 ---Tuya es la culpa ---dijo el principito---. No deseaba hacerte mal, pero quisiste que te 

domesticara... 

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「補語」,pero「動詞」「目的語」》 

---Tuya ﾄｩﾔ adj. 君の                                                    「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

la culpa ﾗ･ｸﾙﾊﾟ n.f 過ちは                                               「主語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

No deseaba hacerte ﾉ･ﾃﾞｾｱﾊﾞ･ｱｾﾙﾃ 1 単線･願望･否定(desear+不定詞+te) 

   v.t（hacer+O+C）O を C にしようと思わなかった                      「動詞句」 

mal, ﾏﾙ adj. 不幸な                                                      「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、そうではなくて 

quisiste ｷｼｽﾃ 2 単点(querer)v.t 望んだ                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

te ﾃ pron 君を                                                 「目的語」 

domesticara... ﾄﾞﾒｽﾁｶﾗ 接・1 単過(domesticar)v.t 飼い馴らす         「動詞」 

 

「僕なら．．．」と、王子さまは心の中で思った。「自由に使える 53 分があったら、泉のほう

へゆっくりと歩いていくだろうな」［C-23］ 

 《Yo ---se dijo el principito---, si tuviera cincuenta y tres minutos para gastar, caminaría 
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tranquilamente hacia una fuente...》 

《「主語」》,「動詞句」「主語」,《「副詞節」,「動詞」「副詞句」》 

《Yo ｼﾞｭ pron 僕は                                                      「主語」 

---se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単半(decirse)v.pr 心の中で思った                       「動詞句」 

el principito---, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

tuviera ﾄｩﾋﾞｴﾗ 接・1 単過･仮定法(tener)v.t 持っていたとしたら       「動詞」 

cincuenta y tres minutos ｼﾝｸｴﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾐﾇﾄｽ pl.n.m 53 分を         「目的語」 

para gastar, ﾊﾟﾗ･ｶﾞｽﾀｰﾙ adj. 使うことが出来る、自由に使える    「形容詞句」 

caminaría ｶﾐﾅﾘｱ 1 単過未･仮定法帰結(caminar)v.i 歩いて行くだろう          「動詞」 

tranquilamente ﾄﾗﾝｷﾗﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                 「副詞」 

hacia una fuente...》ｱｼｱ･ｳﾅ･ﾌｴﾝﾃ adv. 泉の方へ                           「副詞句」 

 

王子様が眠ってしまったようなので、両腕に抱えて、また泉探しの旅を続けた。［C-24］ 

 Como el principito se durmiera, lo tomé en mis brazos y volví a ponerme en camino. 

「副詞節」,「目的語」「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                             「主語」 

se durmiera, ｾ･ﾄﾞｩﾙﾐｴﾗ 接・3 単過･話し手の認識(dormirse) 

v.pr 眠っていた                                              「動詞句」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

tomé ﾄﾒ 1 単点(tomar)v.t つかんだ、抱えた                                「動詞」 

en mis brazos ｴﾝ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕の中に                              「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

volví a ponerme ﾎﾞﾙﾋﾞ･ｱ･ﾎﾟﾈﾙﾒ 1 単点･再度(volver a+不定詞) 

   v.pr 再び〜に従事した                                               「動詞句」 

en camino. ｴﾝ･ｶﾐﾉ adv. 道のりに、道程に                                「副詞句」 

 

王子様の唇がわずかにほほ笑んだように見えたので、僕はさらに心の中で思った：［C-24］ 

 Como sus labios entreabiertos esbozaran una media sonrisa, me dije aún:  

「副詞節」,「動詞句」「副詞」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

sus labios ｽｽ･ﾗﾋﾞｵｽ pl.n.m 彼の唇が                                「主語」 

entreabiertos ｴﾝﾄﾚｱﾋﾞｴﾙﾄｽ adj.pl 半開きの                   「形容詞」 

esbozaran ｴｿﾎﾞｻﾗﾝ 接・3 複過･話者の推量(esbozar) 

v.t（動作を）やりかけた（ように見えた）                        「動詞」 
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una media sonrisa, ｳﾅ･ﾒﾃﾞｨｱ･ｿﾝﾘｻ n.f わずかなほほ笑みを         「目的語」 

me dije ﾒ･ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                        「動詞句」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

 

僕は、幼子を抱くように両腕でしっかりと王子様を抱き締めた。それなのに、引き留めるす

べもなく、彼が真っ逆さまに深淵に滑り落ちていくように思われた。［C-26］ 

Lo estreché en mis brazos como a un niño, y sin embargo, me pareció que se escurría 

verticalmente hacia un abismo sin que pudiera hacer nada por retenerlo... 

「目的語」「動詞」「副詞句」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

estreché ｴｽﾄﾚﾁｪ 1 単点(estrechar)v.t 抱き締めた                            「動詞」 

en mis brazos ｴﾝ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕に                                  「副詞句」 

como a un niño, ｺﾓ･ｱ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ adv. 子供を抱くように                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                        「副詞句」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に思われた                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                              「主語」 

se escurría ｾ･ｴｽｸﾘｱ 3 単線･時制の一致(escurrirse)v.pr 滑り落ちる   「動詞句」 

verticalmente ﾍﾞﾙﾁｶﾙﾒﾝﾃ adv. 垂直に、真っ逆さまに                 「副詞」 

hacia un abismo ｱｼｱ･ｳﾝ･ｱﾋﾞｽﾓ adv. 深淵に                        「副詞句」 

sin que ｼﾝ･ｹ conj. 〜することなしに                              「副詞節」 

pudiera hacer ﾌﾟﾃﾞｨｴﾗ･ｱｾｰﾙ 接・1 単過･可能(poder+不定詞) 

   v.t 出来ない（だろう）                                「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                「目的語」 

por retenerlo... ﾎﾟﾙ･ﾚﾃﾈｰﾙ･ﾛ adv. 彼を引き留めるために     「副詞句」 

 

「夜に君が空をみると、僕はそれらの星の 1 つに住むことになって、そこで笑うだろうか

ら、君にとってはまるであらゆる星が笑っているみたいになるだろう」［C-26］ 

 ---Cuando mires al cielo, por la noche, come yo habitaré en una de ellas, como yo reiré 

en una de ellas, será para ti como si rieran todas las estrellas. 

《「副詞節」,「副詞節」「副詞節」,「動詞」「間接目的語」「補語」》 

---Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                      「副詞節」 

mires ﾐﾚｽ 接・2 単現（話者の推測）(mirar)v.i 見る                  「動詞」 

al cielo, ｱﾙ･ｼｴﾛ adv. 空の方を                                「間接目的語」 

por la noche, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                「副詞句」 
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come ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                 「主語」 

habitaré ｱﾋﾞﾀﾚ 1 単未(habitar)v.i 住むことになる                    「動詞」 

en una de ellas, ｴﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. それらの星の 1 つに           「副詞句」 

come ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                 「主語」 

reiré ﾚｲﾚ 1 単未(reir)v.i 笑うだろう                                 「動詞」 

en una de ellas, ｴﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. それらの星の 1 つで          「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                      「動詞」 

para ti ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとっては                                    「間接目的語」  

como ｺﾓ conj. 〜のような                                                 「補語」 

si rieran ｼ･ｼｴﾗﾝ 接・3 複過(reírse)v.pr 笑っている                   「動詞句」 

todas las estrellas. ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f あらゆる星が               「主語」 

 

「そうすると、まるで僕は君に、星の代わりに笑うことのできる沢山の鈴をあげたようなこ

とになるね」［C-26］ 

 ---Será como si te hubiera dado en lugar de estrellas un montón de cascabelitos que 

saben reír...                                                     《「動詞」「補語」》 

---Será ｾﾗ 3 単未･話者の推測(ser)v.i 〜になるだろう                        「動詞」 

como si ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜するような                                    「補語」 

te ﾃ pron 君に                                               「間接目的語」 

hubiera dado ｳﾋﾞｴﾗ･ﾀﾞﾄﾞ 接・1 単過･完了形・仮定法(dar) 

v.t あげた                                                      「動詞句」 

en lugar de estrellas ｴﾝ･ﾙｶﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. 星の代わりに        「副詞句」 

un montón de ｳﾝ･ﾓﾝﾄﾝ･ﾃﾞ adj. 沢山の                 「形容詞句」 

cascabelitos ｶｽｶﾍﾞﾘﾄｽ n.m(cascabel + -itos) 小さな鈴を           「直接目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                          「形容詞節」 

saben reír... ｻﾍﾞﾝ･ﾚｲｰﾙ 3 複現･可能(saber+不定詞) 

v.i 笑うことができる                        「動詞句」 

 

今のところ、母さんはまだ死んでいなかったかのように扱われている。［D-1-1］ 

Por ahora, es un poco como si mamá no estuviera muerta.  「副詞句」,「動詞」「補語」 

Por ahora, ﾎﾟﾙ･ｱｵﾗ adv. 今のところ、さしあたり                         「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un poco como si +接続法 ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾓ･ｼ adv. 少しまるで〜のようだ             「補語」 

mamá ﾏﾏ n.f 母さんは                                              「主語」 
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no estuviera ﾉ･ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾗ 接・3 単過･否定(estar)v.i 〜でなかった        「動詞」 

muerta. ﾑｴﾙﾀ adj. 死んだ                                            「補語」 

 

僕はちょっとうっかりしていた。というのは、マヌエルの部屋に上がって、黒のネクタイと

腕章を借りなければならなかったのだ。［D-1-1］ 

Me sentía un poco aturdido pues fue necesario que subiera hasta la habitación de Manuel 

para pedirle prestados una corbata negra y un brazal.  

「動詞句」「補語」「副詞節」 

Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                 「動詞句」 

un poco aturdido ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｱﾄｩﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. ちょっとうかつな、そそっかしい       「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                      「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                       「補語」 

que ｹ conj. 〜ということが                                        「主語」 

subiera ｽﾋﾞｴﾗ 接・1 単過(subir)v.i 登る、上がる                「動詞」 

hasta la habitación de Manuel ｱｽﾀ･ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾇｴﾙ 

 adv. マヌエルの部屋まで                             「間接目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                         「副詞句」 

pedirle prestados ﾍﾟﾃﾞｨｰﾙ･ﾚ･ﾌﾟﾚｽﾀﾄﾞｽ 不定詞.pl(pedir prestado) 

v.t 借りる                                        「動詞句」 

una corbata negra ｳﾅ･ｺﾙﾊﾞﾀ･ﾈｸﾞﾗ n.f 黒のネクタイ     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

un brazal. ｳﾝ･ﾌﾞﾗｻｰﾙ n.m 腕章                       「目的語」 

 

だがそれは慣れのせいだ。数か月後、養老院から出されたとしても泣いていただろう。 

［D-1-1］ 

Pero era por la fuerza de la costumbre. Al cabo de unos meses habría llorado si se la 

hubiera retirado del asilo.       Pero「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞句」「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

por la fuerza ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾌｴﾙｻ adv. 効果のせい                                  「補語」 

de la costumbre. ﾃﾞ･ﾗ･ｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾚ adj. 習慣の                      「形容詞句」 

Al cabo de ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ prep 〜の後に                                     「副詞句」 

unos meses ｳﾉｽ･ﾒｾｽ pl.n.m 数か月                               「目的語」 

habría llorado ｱﾌﾞﾘｱ･ｼﾞｮﾗﾄﾞ 3 単過未･完了形･推量(llorar)v.i 泣いていただろう「動詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 
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se ｾ pron 誰かが                                                 「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                               「目的語」 

hubiera retirado ｳﾋﾞｴﾗ･ﾚﾁﾗﾄﾞ 接・3 単過･完了形･仮定法過去完了(retirar) 

   v.t 外に出した（としたならば）                               「動詞句」 

del asilo. ﾃﾞﾙ･ｱｼﾛ adv. 養老院から                               「副詞句」 

  「主語」が不特定の三人称なので、受動態に変換して翻訳する 

 

まるでインコのかすかなお喋りが交わされているようだった。［D-1-1］ 

Hubiérase dicho un sordo parloteo de cotorras.                     「動詞句」「主語」 

Hubiérase dicho ｳﾋﾞｴﾗ･ｾ･ﾃﾞｨﾁｮ 接・3 単過･完了形･再帰受動･推測(decirse) 

   v.pr まるで〜が話されていた                                         「動詞句」 

un sordo parloteo ｳﾝ･ｿﾙﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾛﾃｵ n.m かすかなお喋りが                    「主語」 

  sordo ｿﾙﾄﾞ adj. かすかな parloteo ﾊﾟﾙﾛﾃｵ n.m お喋り 

de cotorras. ﾃﾞ･ｺﾄﾗｽ adj. インコの                               「形容詞句」 

 

少し後で僕を見て、尋ねた：「なぜですか？」しかし咎める口調ではなく、ただ知りたいだ

けという感じだった。［D-1-1］ 

Al cabo de un instante me miró y me preguntó: "¿Por qué?", pero sin reproche, como si 

estuviera informándose.         「副詞句」「目的語」「動詞」y「間接目的語」「動詞」： 

《「質問」》,pero「副詞節」,「副詞節」 

Al cabo de ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ prep 〜の後で                                     「副詞句」 

un instante ｳﾝ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ n.m 一瞬                                 「目的語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó: ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                            「動詞」 

"¿Por qué?", ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜですか？                                     「質問」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

sin reproche, ｼﾝ･ﾚﾌﾟﾛﾁｪ adv. 咎める口調ではなく、非難ではなく           「副詞句」 

como si ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜するように                                  「副詞節」 

estuviera informándose. ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾗ･ｲﾝﾌｫﾙﾏﾝﾄﾞｾ 接・3 単過･進行形･時制の一致 

(informarse)v.pr 知ろうとしている                            「動詞句」 
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彼は即座に答えた：「5 年になります」――まるで僕の質問を待っていたかのように。 

［D-1-1］ 

Inmediatamente respondió: "Cinco años", como si hubiese estado esperando mi pregunta.                                     

「副詞」「動詞」：《「応答」》「副詞節」 

Inmediatamente ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. 即座に                                 「副詞」 

respondió: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

"Cinco años", ｼﾝｺ･ｱﾝﾆｮｽ adv. 5 年になる                                   「応答」 

como si +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                     「副詞節」 

hubiese estado esperando ｳﾋﾞｴｾ･ｴｽﾀﾄﾞ･ｴｽﾍﾟﾗﾝﾄﾞ 接・3 単過･完了形･進行形･推量 

  (esperar)v.i 待っていたであろう                               「動詞句」 

  英語では「He would have been waiting for...」 

mi pregunta. ﾐ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f 僕の質問を                          「目的語」 

 

もし誰かが彼に、いずれはマランゴの養老院で門衛として終わるだろうと、前もって言って

いたとしたら彼はとても驚いたに違いない。［D-1-1］ 

Se habría que dado muy asombrado si alguien le hubiera dicho que acabaría de portero 

en el asilo de Marengo.                                 「動詞句」「補語」「副詞節」 

Se habría que dado ｾ･ｱﾌﾞﾘｱ･ｹ･ﾀﾞﾄﾞ 3 単過未･完了形･強い推測･必然(darse) 

   v.pr 〜になったに違いない                                           「動詞句」 

   haber que+過去分詞 「〜したに違いない」 darse ﾀﾞｰﾙ･ｾ v.pr 〜に身を任せる 

   Se habría quedado (quedarse) 「すっかり〜の状態になっただろう」（推測） 

muy asombrado ﾑｲ･ｱｿﾝﾌﾞﾗﾄﾞ adj. とても驚いた                            「補語」 

  英語では「He must have been astonished much」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

alguien ｱﾙｷﾞｴﾝ pron 誰かが                                       「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                             「間接目的語」 

hubiera dicho ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞｨﾁｮ 接・3 単過･完了形･仮定(decir) 

v.t 言っていたとする                                         「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                  「直接目的語」 

acabaría ｱｶﾊﾞﾘｱ 3 単過未･推測(acabar) 

v.i(de として) 終わるだろう                          「動詞」 

de portero ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾃｰﾛ adv.（役割）門衛として           「副詞句」 

en el asilo de Marengo. ｴ･ｴﾙ･ｱｼﾛ･ﾃﾞ･ﾏﾚﾝｺﾞ 

 adv. マランゴの養老院で                           「副詞句」 
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彼らは座ったが、椅子はまったく音を立てなかった。人というものを一度も見たことがなか

ったかのように、僕は彼らを見た。そして、顔や服の細部まではっきりと見えた。［D-1-1］ 

Se sentaron sin que crujiera una silla. Los veía como no he visto a nadie jamás, y ni un 

detalle de los rostros o de los trajes se me escapaba.  

「動詞句」「副詞節」 

「目的語」「動詞」「副詞節」y「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Se sentaron ｾ･ｾﾝﾀﾛﾝ 3 複点(sentarse)v.pr 座った                         「動詞句」 

sin que +接続法 ｼﾝ･ｹ adv.（継続）〜せずに                              「副詞節」 

crujiera ｸﾙﾋｴﾗ 接・3 単過(crujir)v.i きしむ                          「動詞」 

una silla. ｳﾅ･ｼｼﾞｬ n.f 椅子は                                      「主語」 

Los ﾛｽ pron.pl かれらを                                                「目的語」 

veía ﾍﾞｲｱ 1 単線(ver)v.t 見た                                              「動詞」 

como ｺﾓ adv. 〜のように                                               「副詞節」 

no he visto ﾉ･ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形･否定(ver)v.t 見たことがない    「動詞句」 

a nadie ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も                                      「目的語」 

jamás, ﾊﾏｽ adv. 一度も〜ない、決して〜ない                       「副詞」 

y ｲ conj. そして 

ni un detalle ﾆ･ｳﾝ･ﾃﾞﾀｼﾞｪ n.m 細部も〜ない                               「主語」 

  ni... o... 否定の連結 「〜も．．．もない」 

de los rostros ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾛｽﾄﾛｽ adj. 顔の                             「形容詞句」 

o ｵ conj. または 

de los trajes ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾄﾗﾍｽ adj. 服の                               「形容詞句」 

se ...escapaba. ｾ...ｴｽｶﾊﾟﾊﾞ 3 単線(escaparse)v.pr（否定文で）逃走しなかった「動詞句」 

me ﾒ pron 僕から                                                 「間接目的語」 

複雑な強調構文 

  「顔や服の細部さえも僕から逃げなかった」→「僕には顔や服の細部まで見えた」 

  少し複雑な構文を使用して、老人たちをどれ程注目したのかを読者に考えさせている。 

 

彼らが座ったとき、ほぼ全員が、唇を歯の抜けた口の中に沈み込ませて、僕を見つめて控え

めに頭を傾けたが、僕に挨拶したのかそれともただの癖だったのか分からなかった。 

［D-1-1］ 

Cuando se hubieron sentado, casi todos me miraron e inclinaron la cabeza con modestia, 

los labios sumidos en la boca desdentada, sin que pudiera saber si me saludaban o si se 

trataba de un tic.  

「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」e「動詞」「目的語」「副詞句」,「副詞節」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したとき                                        「副詞節」 
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se hubieron sentado, ｾ･ｳﾋﾞｴﾛﾝ･ｾﾝﾀﾄﾞ 3 複点･完了形･直前過去完了(sentarse) 

   v.pr 座った                                                 「動詞句」 

casi todos ｶｼ･ﾄﾄﾞｽ pl.n.m ほぼ全員が                                      「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                        「目的語」 

miraron ﾐﾗﾛﾝ 3 複点(mirar)v.t 見た                                        「動詞」 

e ｴ conj. そして 

inclinaron ｲﾝｸﾘﾅﾛﾝ 3 複点(inclinar)v.t 傾けた                               「動詞」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                               「目的語」 

con modestia, ｺﾝ･ﾓﾃﾞｽﾃｨｱ adv. 控えめに                                 「副詞句」 

los labios ﾛｽ･ﾗﾋﾞｵｽ pl.n.m 唇を                                  「目的語」 

sumidos en la boca ｽﾐﾄﾞｽ･ｴﾝ･ﾗ･ﾎﾞｶ adj. 口の中に沈み込ませて             「副詞句」 

desdentada, ﾃﾞｽﾃﾞﾝﾀﾀﾞ adj. 歯の抜けた                           「形容詞」 

sin que ｼﾝ･ｹ conj. 〜しないで                                           「副詞節」 

pudiera saber ﾌﾟﾃﾞｨｴﾗ･ｻﾍﾞｰﾙ 接・1 単過･可能(poder+不定詞) 

   v.t 分からなかった                                           「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうか                                            「目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                         「目的語」 

saludaban ｻﾙﾀﾞﾊﾞﾝ 3 複線(saludar)v.t 挨拶していた          「動詞」 

o ｵ conj. それとも 

si ｼ conj. 〜かどうか                                            「目的語」 

se trataba ｾ･ﾄﾗﾀﾊﾞ 3 複線(tratarse)v.pr(de) 問題は〜であった「動詞句」 

de un tic. ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾁｯｸ adv. 癖によって                      「副詞句」 

直前過去完了： haber の点過去活用 + 過去分詞 

過去のある時点から見て、その直前に完了した出来事を表す。 

 

これ以上泣き声を聞きたくなかった。だが、本人に敢えてそう言う訳にはいかなかった。 

［D-1-1］ 

Hubiera querido no oírla más. Sin embargo, no me atrevía a decírselo.  

「動詞句」┃「副詞句」「動詞句」 

Hubiera querido +不定詞 ｳﾋﾞｴﾗ･ｹﾘﾄﾞ 接・1 単過･完了形･願望(querer+不定詞) 

   v. 〜したかった                                                     「動詞句」 

no oírla más. ﾉ･ｵｲｰﾙ･ﾗ･ﾏｽ 不定詞(oír+la+más)v.t これ以上それを聞かない  「動詞句」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                       「副詞句」 

no me atrevía a +不定詞 ﾉ･ﾒ･ｱﾄﾚﾋﾞｱ･ｱ 1 単線･否定･意思(atreverse a+不定詞) 

  v.pr あえて〜しなかった                                              「動詞句」 

decírselo. ﾃﾞｼﾙ･ｾ･ﾛ 不定詞(decir+se+lo)v.t 彼女にそれを言う       「動詞句」 
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しかし、一方で、母さんの葬儀が今日ではなく昨日だったことは僕のせいじゃあない、また、

どちらにしても、僕は土曜日と日曜日は休めたのだ。［D-1-2］ 

Pero, por una parte, no es culpa mía que hayan enterrado a mamá ayer en vez de hoy, y, 

por otra parte, hubiera tenido el sábado y el domingo de todos modos.  

Pero「副詞句」「動詞」「補語」「主語」y「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

por una parte, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 一方では                                「副詞句」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

culpa mía ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ n.f 僕の間違い、僕が悪い                               「補語」 

que ｹ conj.（価値判断）〜ということは                                    「主語」 

hayan enterrado ｱﾔﾝ･ｴﾝﾃﾗﾄﾞ 接・3 複現･完了形(enterrar)v.t 埋葬した 「動詞句」 

a mamá ｱ･ﾏﾏ n.f 母さんを                                        「目的語」 

ayer ｱｼﾞｪｰﾙ adv. 昨日                                              「副詞」 

en vez de ｴﾝ･ﾍﾞｽ･ﾃﾞ prep 〜の代わりに、〜ではなく           「副詞句」 

hoy, ｵｲ adv. 今日                                      「副詞」 

y, ｲ conj. そして 

por otra parte, ﾎﾟﾙ･ｵﾄﾗ･ﾊﾟﾙﾃ adv. また、他方では                        「副詞句」 

hubiera tenido ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾆﾄﾞ 接・1 単過･完了形･推測(tener)v.t 〜を持てただろう「動詞句」 

el sábado ｴﾙ･ｻﾊﾞﾄﾞ n.m 土曜日を                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el domingo ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ n.m 日曜日を                                     「目的語」 

de todos modos. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾓﾄﾞｽ adv. それでも、とにかく                   「副詞句」 

 

いつものようにセレストのレストランで昼食を食べる気にはならなかった。間違いなく、み

んなは、僕が好きではない質問をあれこれ聞いてきただろうからだ。［D-1-2］ 

No quería almorzar en el restaurante de Celeste como de costumbre, porque 

indudablemente me hubieran formulado preguntas, cosa que no me gusta.  

「動詞句」「副詞句」,「副詞節」 

No quería almorzar ﾉ･ｹﾘｱ･ｱﾙﾓﾙｻｰﾙ 1 単線･願望･否定(querer+不定詞) 

   v.i 昼食を食べたいと思わなかった                                    「動詞句」 

en el restaurante de Celeste ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾚｽﾀｳﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ｾﾚｽﾃ 

   adv. セレストのレストランで                                         「副詞句」 

como de costumbre, ｺﾓ･ﾃﾞ･ｺｽﾄﾝﾌﾞﾚ adv. いつものように                   「副詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

indudablemente ｲﾝﾄﾞｩﾀﾞﾌﾞﾚﾒﾝﾃ adv. 間違いなく                     「副詞」 
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me ﾒ pron 僕に                                             「間接目的語」 

hubieran formulado ｳﾋﾞｴﾗﾝ･ﾌｫﾙﾑﾗﾄﾞ 接・3 複過･完了形･推量(formular) 

   v.t 述べただろう、言った                                      「動詞句」 

preguntas, ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｽ pl.n.f 質問を                             「直接目的語」 

cosa ｺｰｻ n.f（同格）事を                                         「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

no ...gusta. ﾉ...ｸﾞｽﾀ 3 単現･否定(gustar) 

v.i 気に入らない、好まない                    「動詞句」 

me ﾒ pron 僕にとって                        「間接目的語」 

 

彼は、彼女のハンドバッグの中に宝くじの券を見つけたが、彼女はどうやってそれを買った

のかを説明できなかった、と僕に言った。［D-1-3］ 

Me contó entonces que le había encontrado un billete de lotería en el bolso sin que ella 

pudiera explicarle cómo lo había comprado.  

「間接目的語」「動詞」「副詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contó ｺﾝﾄ 3 単点(contar)v.t 語った                                        「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

le ﾚ pron 彼女の                                      「間接目的語」 

había encontrado ｱﾋﾞｱ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(encontrar) 

v.t 見つけた                                            「動詞句」 

un billete ｳﾝ･ﾋﾞｼﾞｪﾃ n.m くじ札を                      「直接目的語」 

de lotería ﾃﾞ･ﾛﾃﾘｱ adj. 宝くじの              「形容詞句」 

en el bolso ｴ･ﾈﾙ･ﾎﾞﾙｿ adv. ハンドバッグの中で「副詞句」 

sin que ｼﾝ･ｹ conj.（結果）〜しない 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                       「主語」 

pudiera explicarle ﾌﾟﾃﾞｨｴﾗ･ｴｸｽﾌﾟﾘｶｰﾙ 接・3 単過･否定文(poder+不定詞) 

   v.t 説明できなかった                                   「動詞句」 

cómo ｺﾓ conj. どうやって〜するかということを             「目的語」 

lo ﾛ pron それを                                  「目的語」 

había comprado. ｱﾋﾞｱ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(comprar) 

v.t 買った                                     「動詞句」 
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命令法 

 

「やあ君、僕を天上の宴会に連れて行ってくれよ。」［A-1-2］ 

---- Compadre, llévame a la fiesta del cielo.         《（呼びかけ）「動詞句」「副詞句」》 

Compadre ｺﾝﾊﾟﾄﾞﾚ n.m やあ、君                                     （呼びかけ） 

llévame ｼﾞｪﾊﾞﾒ 命・2 単現(llevar)+me v.t 僕を連れて行ってくれよ         「動詞句」 

a la fiesta del cielo ｱ･ﾗ･ﾌｨｴｽﾀ･ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adv. 天上の宴会に                  「副詞句」 

 

「おい、君、僕を踏みつけるなよ」と、驚いて飛び上がりながら叫びました。［A-1-3］ 

---- ¡Eh, amigo, no me pises! ---- gritó el sapo, saltando del susto. 

《「感嘆」（呼びかけ）「目的語」「動詞句」》, 「動詞」「主語」「副詞句」 

Eh ｴ int. おい                                                           「感嘆」 

amigo ｱﾐｺﾞ n. 君                                                    （呼びかけ） 

no me pises ﾉ･ﾒ･ﾋﾟｾｽ 命･2 単現･否定（接続法を使用）(pisar) 

   v.t 僕を踏みつけるな                                       「目的語」「動詞句」 

  引用符の内容が gritó の「目的語」になる。 

gritó ｸﾞﾘﾄ 3 単点(gritar)v.i 叫んだ                                         「動詞」 

el sapo ｴﾙ･ｻﾎﾟ n.m ヒキガエルは                                          「主語」 

saltando ｻﾙﾀﾝﾄﾞ 現在分詞(saltar)v.i 飛び上がりながら                     「副詞句」 

del susto ﾃﾞﾙ･ｽｽﾄ adv. 驚いて                                    「副詞句」 

 

「まさか。でも、それほど言うなら、競争しようじゃないか。」［A-1-3］ 

---- No me digas. Pero si insistes tanto, vamos a echar una carrera. 

《「目的語」「動詞句」┃Pero「副詞節」, 「動詞句」「目的語」》 

No me digas ﾉ･ﾒ･ﾃﾞｨｶﾞｽ 命・2 単現･否定（接続法を使用）(decir) 

   v.t 私に言うな、そんなことなはい、まさか                   「目的語」「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

si ｼ conj. もし〜なら                                                  「副詞節」 

insistes ｲﾝｼｽﾃｽ 2 単現(insistir)v.i 主張する                       「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. そんなに                                        「副詞」 

vamos a echar ﾊﾞﾓｻ･ｴﾁｬｰﾙ 1 複現(ir)v.i 〜をしようじゃないか              「動詞句」 

una carrera ｳｰﾅ･ｶﾚﾗ n.f 競争を                                         「目的語」 
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「ああ、お願いだから、俺からすべてのものを奪わないでくれ！」［A-1-4］ 

---- ¡Ay, por piedad, no me lo quites todo! 

《「感嘆」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Ay ｱｲ int. ああ                                                          「感嘆」 

por piedad ﾎﾟﾙ･ﾋﾟｴﾀﾞ adv. お願いだから                                 「副詞句」 

no me lo quites ﾉ･ﾒ･ﾛ･ｷﾃｽ 命・2 単現･否定(quitar)（否定命令は接続法） 

   v.t 私から奪わないでくれ(lo は todo の先出)               「間接目的語」「動詞句」 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてのものを                                      「直接目的語」 

 

「あなたは心配しないで！私がきっと助けるから。」［A-1-4］ 

---- No te preocupes. Yo te salvaré.           《「動詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」》 

No te preocupes ﾉ･ﾃ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟｽ 接・2 単現･否定命令(preocuparse) 

   v.pr あなたは心配しないで                                           「動詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 私が                                                        「主語」 

te ﾃ pron あなたを                                                    「目的語」 

salvaré ｻﾙﾊﾞﾚ 1 単未(salvar)v.t きっと助ける                               「動詞」 

 

「この袋を持っていきなさい。中にはトウモロコシの粒が入っているが、家に着くまで袋を

開けてはならない。」［A-1-5］ 

---- Llévate esta bolsa. Dentro hay granos de máiz, pero no la abras hasta que llegues a 

tu casa. 

「動詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞」「目的語」pero「動詞句」「副詞節」 

Llévate ｼﾞｪﾊﾞ･ﾃ 命・2 単現(llevarse)v.pr 持っていきなさい                「動詞句」 

esta bolsa ｴｽﾀ･ﾎﾞﾙｻ n.f この袋を                                        「目的語」 

Dentro ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中に                                                  「副詞」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                          「動詞」 

granos de máiz ｸﾞﾗﾉｽ･ﾃﾞ･ﾏｲｽ pl.n.m トウモロコシの粒                   「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj, しかし 

no la abras ﾉ･ﾗ･ｱﾌﾞﾗｽ 接・2 単現・否定(abrir)v.t それを開けてはならない   「動詞句」 

   la は esta bolsa の代用 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまで                                        「副詞節」 

llegues ｼﾞｪｹﾞｽ 接・2 単現(llegar)v.i 着く                           「動詞」 

a tu casa ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 家に                                    「副詞句」 
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「何か、お恵みください！私は大変貧乏なのです。」［A-1-5］ 

---- Señor, deme algo. Soy muy pobre. (呼びかけ)「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」 

Señor ｾﾆｮｰﾙ n.m 旦那様                                               (呼びかけ) 

deme ﾃﾞﾒ 命・2 敬･単現(dar + me)v.t ください                           「動詞句」 

algo ｱﾙｺﾞ pron 何か                                                   「目的語」 

Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

muy pobre ﾑｲ･ﾎﾟﾌﾞﾚ adj. とても貧乏な                                    「補語」 

 

「ほんとうにありがとうございました。今度は、あなたが望むことを言ってください。」

［A-1-6］ 

---- Muchísimas gracias, señora. Ahora pida usted lo que quiera. 

《「挨拶」（呼びかけ）┃「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

Muchísimas gracias ﾑﾁｼﾏｽ･ｸﾞﾗｼｱｽ n.m 最大の感謝、本当にありがとう        「挨拶」 

   -ísimo, ma 〔絶対最上級〕 

señora ｾﾆｮﾗ n.f あなた                                               （呼びかけ） 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今度は                                                   「副詞」 

pida ﾋﾟﾀﾞ 接・2 敬･単現（命令）(pedir)v.t 願い事を言ってください           「動詞」 

usted ｳｽﾃ pron あなたが                                                 「主語」 

lo que quiera ﾛ･ｹ･ｷｴﾗ n. あなたが望むことを                             「目的語」 

   quiera ｷｴﾗ 接・3 単現(querer)v.t 望む 

 

「どうぞ木に登って、好きなだけ摘み取って下さい。」［A-1-6］ 

Suba usted al árbol y recoja todas las que quiera. 

《「動詞」「主語」「副詞句」y「動詞」「目的語」》 

Suba ｽﾊﾞ 接・2 敬･単現（命令）(subir)v.i 登ってください                   「動詞」 

al árbol ｱﾙ･ｱﾙﾎﾞﾙ adv. ナシの木に                                      「副詞句」 

recoja ﾚｺﾊ 接・2 敬･単現（命令）(recoger)v.t（果実を）摘み取って下さい     「動詞」 

las que quiera ﾗｽ･ｹ･ｹﾘｱ pl.n. 望むだけのものを                          「目的語」 

 

「マリア、マリア！俺が見つけたものを見てくれ！俺たちはもう、金持ちだ！」 

［A-1-7］ 

--- ¡María, María, mira lo que he encontrado! ¡Ya somos ricos! 

《（呼びかけ）「動詞」「目的語」┃「副詞」「動詞」「補語」》 

María, María ﾏﾘｱ･ﾏﾘｱ n. マリア、マリア                              （呼びかけ） 

mira ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t 見てくれ                                     「動詞」 

lo que ﾛ･ｹ 〜するものを                                                「目的語」 
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he encontrado ｴ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾄﾞ 1 単現･完了形(encontrar)v.t 見つけた    「動詞句」 

Ya ﾔｰ adv. もう                                                         「副詞」 

somos ｿﾓｽ 1 複現(ser)v.i 〜である                                         「動詞」 

ricos ﾘｺｽ pl.adj. 金持ちの                                                「補語」 

 

「お願いです、助けて下さい！薪をとるために来たけれど、私には枝を切るだけの力がな

いのです。」［A-2-1］ 

--- Por favor, ayúdame. Vine por leña, pero me faltan fuerzas para cortar ramas. 

《（呼びかけ）「動詞句」┃「動詞」「副詞句」, pero「間接目的語」「動詞」「主語」》 

Por favor ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いです                                 （呼びかけ） 

ayúdame ｱﾕﾀﾞﾒ 命・2 単現(ayudar + me)v.t 助けて下さい                 「動詞句」 

Vine ﾋﾞﾈ 1 単点(venir)v.i 来た                                            「動詞」 

por leña ﾎﾟﾙ･ﾚﾝﾆｬ adv. 薪をとるために                                  「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. けれど 

me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 

faltan ﾌｧﾙﾀﾝ 3 複現(faltar)v.i 不足している、〜がない                      「動詞」 

fuerzas ﾌｪﾙｻｽ pl.n.f 力が                                                「主語」 

para ﾊﾟﾗ prep 〜のための                                      「形容詞句」 

cortar ｺﾙﾀｰﾙ 不定詞 切る                                 「動詞」 

ramas ﾗﾏｽ pl.n.f 枝を                                  「目的語」 

 

「お願いします！教えてください、熱を下げる薬草はどれですか？」［A-2-1］ 

--- Por favor, enséñame cuáles son las hierbas contra la fiebre. 

（呼びかけ）「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

enséñame ｴﾝｾﾆｬﾒ 命・2 単現(enseñar + me)v.t 私に教えてください「動詞」「間接目的語」 

cuáles ｸゎﾚｽ pl.pron どれが                                         「直接目的語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                  「動詞」 

las hierbas ﾗｽ･ｲｴﾙﾊﾞｽ pl.n.f 薬草                               「補語」 

contra la fiebre ｺﾝﾄﾗ･ﾗ･ﾌｨｴﾌﾞﾚ adj. 熱を下げるための   「形容詞句」 

 

「よそ者よ、よく聞け。私の敬愛する月が居らっしゃる、この神聖な空を、お前が侵略する

ことは許さない。今すぐ、立ち去れ！」［A-2-2］ 

--- Escúchame, forastera. No quiero que invadas este sagrado cielo donde se encuentra 

mi adorada Luna. Aléjate ahora mismo. 

《「動詞句」（呼びかけ）┃「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」》 

Escúchame ｴｽｸﾁｬﾒ 命・2 単現(escuchar +me)v.t 私の言うことを聞け       「動詞句」 
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forastera ﾌｫﾗｽﾃﾗ n.f よそ者よ(estrella に対応)                          （呼びかけ） 

No quiero ﾉ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer)v.t 望まない                         「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

invadas ｲﾝﾊﾞﾀﾞｽ 接・2 単現(invadir)v.t 侵略する                   「動詞」 

este sagrado cielo ｴｽﾃ･ｻｸﾞﾗﾄﾞ･ｼｴﾛ n.m この神聖な空を           「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこに                                「形容詞節」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｪﾝﾄﾗ 3 単現(encontrarse)v.pr 居る「動詞句」 

mi adorada Luna ﾐ･ｱﾄﾞﾗﾀﾞ･ﾙﾅ n.f 私の敬愛する月が   「主語」 

Aléjate ｱﾚﾊﾃ 命・2 単現(alejarse)v.pr 遠ざかれ、立ち去れ                 「動詞句」 

ahora mismo ｱｵﾗ･ﾐｽﾓ adv. 今すぐ                                       「副詞句」 

 

「どうか私を助けてください。妻が病気なのですが、薬を買うお金がないのです。」 

［A-2-7］ 

--- Ayúdeme, por favor. Mi esposa está enferma, pero no tengo plata para comprarle la 

medicina.                       《「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞」「補語」pero「動詞句」「目的語」》 

Ayúdeme ｱﾕﾃﾞﾒ 命・3 単現(ayudar+me)v.t 私を助けてください     「動詞」「目的語」 

por favor ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. どうか                                       「副詞句」 

Mi esposa ﾐ･ｴｽﾎﾟｻ n.f 妻が                                              「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                        「動詞」 

enferma ｴﾝﾌｪﾙﾏ adj.f 病気の                                             「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                               「動詞句」 

plata ﾌﾟﾗﾀ n.f お金が                                                  「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adj. 〜するための                           「形容詞句」 

comprarle ｺﾝﾌﾟﾗﾙﾚ 不定詞 (comprar+le) 

   v.t 彼女に買う                         「動詞」「間接目的語」 

la medicina ﾗ･ﾒﾃﾞｨｼﾅ n.f 薬を                    「直接目的語」 

 

「これを受け取って、質に入れなさい。いくらかのお金になるだろう。そうしたらそのお

金で妻に薬を買ってやれるだろう。」［A-2-7］ 

--- Toma esto y empéñalo. Te dará algo por esto, y con ese algo podrás comprar la 

medicina para tu esposa. 

《「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」 

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Toma ﾄﾏ 命・2 単現(tomar)v.t 受け取なさい                                「動詞」 
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esto ｴｽﾄ pron これを                                                   「目的語」 

y ｲ conj. そして 

empéñalo ｴﾝﾍﾟﾆｬﾛ ｴﾝﾍﾟﾆｬﾛ 命・2 単現(empeñar+lo) 

v.t それを質に入れなさい                                     「動詞」「目的語」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

dará ﾀﾞﾗ 3 単未(dar)v.t（質屋が）与えるだろう                             「動詞」 

algo ｱﾙｺﾞ pron いくらかのお金を                                   「直接目的語」 

por esto ﾎﾟﾙ･ｴｽﾄ adv. それに対して                                      「副詞句」 

   受動態に翻訳する「それでいくらかのお金をもらえるだろう」 

y ｲ conj. そうしたら 

con ese algo ｺﾝ･ｴｾ･ｱﾙｺﾞ adv. そのいくらかのお金で                       「副詞句」 

podrás comprar ﾎﾟﾄﾞﾗｽ･ｺﾝﾌﾟﾗｰﾙ 3 単未･可能(poder+不定詞)v.t 買えるだろう「動詞句」 

la medicina ﾗ･ﾒﾃﾞｨｼﾅ n.f 薬を                                          「目的語」 

para tu esposa ﾊﾟﾗ･ﾄｩ･ｴｽﾎﾟｻ adv. 妻のために                            「副詞句」 

 

「行くが良い、神の造り給いし生き物よ！」［A-2-7］ 

--- Sigue tu camino, criatura de Dios.               《「動詞」「目的語」（呼びかけ）》 

Sigue ｼｹﾞ 命・2 単現(seguir)v.t 進みなさい                                「動詞」 

tu camino ﾄｩ･ｶﾐﾉ n.m 自分の道を                                      「目的語」 

criatura de Dios ｸﾘｱﾄｩﾗ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ n.f 神の造り給いし生き物よ           （呼びかけ） 

 

「巣に触ってはならない。彼らは、私を信じて、余のテントを選んだのだから。」［A-2-8］ 

---- No toquéis el nido. Han elegido mi tienda, confiando en mí. 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

No toquéis ﾉ･ﾄｹｲｽ 命・2 複現(tocar)v.t 触ってはならない                  「動詞句」 

el nido ｴﾙ･ﾆﾄﾞ n.m 巣に                                                「目的語」 

Han elegido ｱﾝ･ｴﾚﾋﾄﾞ 3 複現･完了形(elegir)v.t 選んだ                     「動詞句」 

mi tienda ﾐ･ﾃｨｴﾝﾀﾞ n.f 余のテントを                                    「目的語」 

confiando ｺﾝﾌｨｱﾝﾄﾞ 現在分詞(confiar en)adv. を信じて                    「副詞句」 

en mí ｴﾝ･ﾐ adv. 私を                                     「間接目的語」 

 

「何も聞こえないよ。もう眠なさい。一日中働いて、疲れたからに違いないよ。」［A-2-9］ 

---- No se oye nada. Duérmete, hijita. Debes de estar cansada después de trabajar todo el 

día.                              《「動詞句」「主語」┃「動詞」「主語」「呼びかけ」 

「動詞句」「補語」「副詞句」》 

No se oye ﾉ･ｾ･ｵｲｴ 3 単現･否定(oírse)v.pr 聞こえない                      「動詞句」 
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nada ﾅﾀﾞ pron 何も                                                      「主語」 

Duérmete ﾄﾞｩｴﾙﾒ･ﾃ 命・2 単現(dormir+te) 

   v.i お前は眠なさい                                             「動詞」「主語」 

hijita ｲﾋﾀ n.f (hija + ita) 娘よ                                        「呼びかけ」 

Debes de estar ﾃﾞﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ｴｽﾀｰﾙ 2 単現･推量(deber de+不定詞) 

   v.i 〜であるに違いない                                              「動詞句」 

cansada ｶﾝｻﾀﾞ adj.f（Marcela に性･数一致）疲れた                        「補語」 

después de trabajar ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ﾄﾗﾊﾞﾊｰﾙ adv. 働いた後で                 「副詞句」 

todo el día ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 一日中                            「副詞句」 

 

「あなたの言ったことを聞きましたよ、御嬢さん！この契約書にサインしてください。そう

すれば、もう自分の家まで水を運ばなくて良くなりますよ。」［A-2-10］ 

---- Acabo de oír sus palabras, señorita. Firme este contrato y ya no tendrá que acarrear 

el agua hasta su casa.     《「動詞句」「目的語」「呼びかけ」 

「動詞」「目的語」y「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Acabo de oír ｱｶﾎﾞ･ﾃﾞ･ｵｲｰﾙ 1 単現･完了形(acabar de+不定詞) 

   v.t 聞きました                                                      「動詞句」 

sus palabras ｽｽ･ﾊﾟﾗﾌﾞﾗｽ pl.n.f あなたの言ったことを                     「目的語」 

señorita ｾﾆｮﾘｰﾀ n.f 御嬢さん                                         「呼びかけ」 

Firme ﾌｨﾙﾒ 命・3 単現(firmar)v.t サインしてください                       「動詞」 

este contrato ｴｽﾃ･ｺﾝﾄﾗﾄ n.m この契約書に                               「目的語」 

y ｲ conj. そうすれば 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no tendrá que acarrear ﾉ･ﾃﾝﾄﾞﾗ･ｹ･ｱｶﾚｱﾙ 3 単未･必要･否定(tener que+不定詞) 

   v.t 〜を運ばなくて良くなるでしょう                                  「動詞句」 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水を                                             「目的語」 

hasta su casa ｱｽﾀ･ｽ･ｶｰｻ adv. 自分の家まで                              「副詞句」 

 

旅籠の主人が出てきて、挨拶した。「ようこそ、だんな様。どうぞどうぞ、こちらでおなか

いっぱい召し上がれ」［B-2］ 

Salió el ventero y saludó: “ ¡ Bienvenido, señor!; pase, pase; aquí podrá comer 

abundantemente”.        「動詞」「主語」y「動詞」 

《「歓迎・呼びかけ」,「動詞句」;「副詞」「動詞句」「副詞」》 

Salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 出てきた                                         「動詞」 

el ventero ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ n.m 旅館の主人、旅籠の主人                           「主語」 

y ｲ conj. そして 
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saludó ｻﾙﾄﾞ 3 単点(saludar)v.t 挨拶した                                   「動詞」 

Bienvenido ﾋﾞｴﾝﾍﾞﾆﾄﾞ adv. ようこそ                                      「歓迎」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n. だんな様                                              「呼びかけ」 

pase, pase ﾊﾟｾ･ﾊﾟｾ 命・3 単現(pasar)v.i どうぞどうぞ                     「動詞句」 

aquí ｱｷ adv. こちらで                                                    「副詞」 

podrá comer ﾎﾟﾄﾞﾗ･ｺﾒｰﾙ 3 単未･許可(poder+不定詞) 

   v.t どうぞ食べてください                                            「動詞句」 

abundantemente ｱﾌﾞﾝﾀﾞﾝﾃﾒﾝﾃ adv. たくさん、おなかいっぱい               「副詞」 

 

「お立ち下さい、だんな様。心配いりません。すぐにあなたは騎士に叙任されるでしょう。」 

［B-3］ 

“ Levántese, señor, y no se preocupe; porque enseguida quedará usted armado 

caballero”.                            「動詞句」「呼びかけ」y「動詞句」「副詞節」 

Levántese ﾚﾊﾞﾝﾃｾ 命・3 単現(levantarse)v.pr お立ち下さい                「動詞句」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n.m だんな様                                            「呼びかけ」 

y ｲ conj. そして 

no se preocupe ﾉ･ｾ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟ 命・3 単現･否定(preocuparse) 

v.pr 心配しないでください、心配いりません                           「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので、〜ですから                                 「副詞節」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                    「副詞」 

quedará ｹﾀﾞﾗ 3 単未(quedar)v.i（〜の状態に）なるでしょう          「動詞」 

usted ｳｽﾃ pron あなたは                                          「主語」 

armado ｱﾙﾏﾄﾞ adj. 叙任された                                     「補語」 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士として                           「補語」 

 

「この槍で突き刺されたくなかったら、少年の縄を解いてやれ。」［B-3］ 

“Desatad al mozo si no queréis que os atraviese con mi lanza”. 

《「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Desatad ﾃﾞｻﾀｯﾄﾞ 命・2 複現(desatar)v.t（縄を）解いてやれ                  「動詞」 

  二人称複数形（敬称）を使うことで、自分の身分が高いと示そうとしている。 

al mozo ｱﾙ･ﾓｿ n.m 少年を                                              「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

no queréis ﾉ･ｹﾚｲｽ 2 複現･否定(querer)v.t 望まない                「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 

os ｵｽ pron お主を（人称代名詞 2 人称複数）             「目的語」 

atraviese ｱﾄﾗﾋﾞｴｾ 接・1 単現(atravesar) 
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   v.t 突き刺す                                          「動詞」 

con mi lanza ｺﾝ･ﾐ･ﾗﾝｻ adv. わしの槍で                  「副詞句」 

→（受動態に翻訳する）この槍で突き刺されたくなかったら 

 

「見てください、だんな様。こいつは私の羊を何頭か逃がしてしまったんです。それなのに、

私に給金を払えと言ってるんですよ。」と農夫は答えた。［B-3］ 

“Mire, señor, que me perdió varias ovejas, y aun así quiere que le pague su salario”---

- respondió el labrador ----.                《「呼びかけ」「目的語」》----「動詞」「主語」 

Mire, señor ﾐﾚ･ｾﾆｮｰﾙ 命・3 単現(mirar)v.t 見てください、だんな様       「呼びかけ」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

me ﾒ pron 私の                                           「間接目的語」 

perdió ﾍﾟﾙﾃﾞｨｵ 3 単点(perder)v.t 逃がした                         「動詞」 

varias ovejas ﾊﾞﾘｱｽ･ｵﾍﾞﾊｽ pl.n.f 羊を何匹か                 「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

aun así ｱｳﾝ･ｱｼ adv. それなのにこんな風に                      「副詞句」 

quiere ｷｴﾚ 3 単現(querer)v.t 要求している                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                    「間接目的語」 

pague ﾊﾟｹﾞ 接・1 単現(pagar)v.t 払う                     「動詞」 

su salario ｽ･ｻﾗﾘｵ n.m 給金を                       「直接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

 

「その少年を放してやれと言っているんだ、そして 1 銭残らず給金を払ってやれ、さもな

いと命はないぞ。」とドン・キホーテは強く言った。［B-3］ 

“Soltadle, digo, y pagadle hasta el último centavo, o moriréis”---- insistió Don Quijote 

----.         《「動詞句」,「動詞」,y「動詞句」「副詞句」o「動詞」》----「動詞」「主語」 

Soltadle ｿﾙﾀｯﾄﾞ･ﾚ 命・2 複現(soltar+le)v.t その少年を放してやれ           「動詞句」 

digo ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t 〜と私が言っているんだ                         「動詞」 

y ｲ conj. そして 

pagadle ﾊﾟｶﾞｯﾄﾞ･ﾚ 命・2 複現(pagar+le)v.t 払ってやれ                    「動詞句」 

hasta el último centavo ﾊｽﾀ･ｴﾙ･ｳﾙﾃｨﾓ･ｾﾝﾀﾎﾞ 

 adv. 最後の 1 センターボまで                                         「副詞句」 

o ｵ conj.（命令の後で）さもないと 

moriréis ﾓﾘﾚｲｽ 2 複現(morir)v.i 死ぬことになるぞ                           「動詞」 

insistió ｲﾝｼｽﾃｨｵ 3 単点(insistir)v.i 力説した                                「動詞」 
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Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

 

彼は道の真ん中に馬を止めて、大声で彼らに命じた。「皆の者、止まるのだ！そして皆で認

めるのだ！ラ・マンチャの美しき皇后で、わが貴婦人であるドゥルシネアと比較できる美人

はこの世にいないということを。」［B-4］ 

Paró su caballo en medio de la calzada y, a grandes voces, ordenó: “Deténgase todo el 

mundo, y todo el mundo confiese que no hay en todo ell mundo belleza comparable a la 

bella Emperatriz de La Mancha, mi señora Dulcinea”. 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞句」「動詞」 

《「動詞句」「主語」y「主語」「動詞句」「目的語」》 

Paró ﾊﾟﾛ 3 単点(parar)v.t 止めた                                          「動詞」 

su caballo ｽ･ｶﾊﾞｼﾞｮ n.m 馬を                                           「目的語」 

en medio de la calzada ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾙｻﾀﾞ adv. 道の真ん中に            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

a grandes voces ｱ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ﾎﾞｾｽ adv. 大声で                             「副詞句」 

  voz ﾎﾞｽ n.f 声（(複)voces） 

ordenó ｵﾙﾃﾞﾉ 3 単点(ordenar)v.t 命令した                                  「動詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Deténgase ﾃﾞﾃﾝｶﾞｾ 命・3 単現(detenerse)v.pr 止まるのだ                 「動詞句」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron みな                                     「主語」 

y ｲ conj. そして 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron 皆は                                     「主語」 

confiese ｺﾝﾌｨｴｾ 命・3 単現(confesarse)v.pr 認めるのだ                    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                           「動詞」 

en todo el mundo ｴﾝ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世界中に、この世に         「副詞句」 

belleza ﾍﾞｼﾞｪｻ n.f 美人                                            「主語」 

comparable ｺﾝﾊﾟﾗﾌﾞﾚ adj. 〜と比較できる                       「形容詞句」 

a la bella Emperatriz ｱ･ﾗ･ﾍﾞｼﾞｬ･ｴﾝﾍﾟﾗﾄﾘｽ 

 adv. 美しい皇后と                                  「副詞句」 

de La Mancha ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ adj. ラ・マンチャの  「形容詞句」 

mi señora Dulcinea ﾐ･ｾﾆｮﾗ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adj. 我が貴婦人ドゥルシネア      「主語」 

 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 360 / 650 

起き上がろうとしたが、甲冑が重くて起き上がれなかった。それでも大声で叫び続けた。「逃

げるな、卑怯者め！わしがここに横たわっているのは自分のせいではない、馬が悪いのだ。」 

［B-4］ 

Intentó levantarse, pero el peso de la armadura se lo impedía; y seguía gritando: “No 

huyáis, cobardes; que no por culpa mía, sino de mi caballo, estoy aquí tendido”. 

「動詞句」pero「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞」 

y「動詞句」「目的語」 

Intentó levantarse ｲﾝﾃﾝﾄ･ﾚﾊﾞﾝﾀﾙｾ 3 単点･試み･失敗(intentar+不定詞) 

   v.pr 立ち上がろうとした（ができなかった）                           「動詞句」 

  intentar 過去形+不定詞は「〜しようとしたが失敗した」の意味 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el peso de la armadura ｴﾙ･ﾍﾟｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ｱﾙﾏﾄﾞｩﾗ n.m 甲冑の重さが             「主語」 

se ｾ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

  「間接目的語」と「直接目的語」が両方とも 3 人称代名詞の場合、se が「間接目的語」

代名詞として使用される 

lo ﾛ pron その行為を                                               「直接目的語」 

impedía ｲﾝﾍﾟﾃﾞｨｱ 3 単線(impedir)v.t 邪魔をした、妨げた                    「動詞」 

y ｲ conj. そして 

seguía gritando ｾｷﾞｱ･ｸﾞﾘﾀﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+現在分詞) 

   v.t 〜と大声で叫び続けた                                            「動詞句」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

No huyáis ﾉ･ｳﾔｲｽ 命・2 複現･否定(huir)v.i 逃げるな              「動詞句」 

cobardes ｺﾊﾞﾙﾃﾞｽ pl.n.m 臆病者め                                「主語」 

que ｹ conj. 〜ということは（estoy 以降）                          「主語」 

no por ﾉ･ﾎﾟﾙ conj. 〜のせいではない                                「補語」 

culpa mía ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ adj. 私の過ち                           「目的語」 

sino de mi caballo ｼﾉ･ﾃﾞ･ﾐ･ｶﾊﾞｼﾞｮ adj. 馬のせいだ           「目的語」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i いること                                 「主語」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                          「副詞」 

tendido ﾃﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj.(tender) 横たわった                       「補語」 

 

突然、ドン・キホーテは馬を止め、興奮して叫んだ。「見よ！サンチョ！あの山の上で、巨

大な腕を振っている巨人たちが見えるであろう？」［B-6］ 

De pronto, Don Quijote detuvo su caballo y exclamó exaltado: “¡Mira, Sancho!, ¿ves 

aquellos gigantes sobre el monte, agitando sus enormes brazos? 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞」「目的語」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 361 / 650 

De pronto ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                           「副詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

detuvo ﾃﾞﾄｩﾎﾞ 3 単点(detener)v.t 止めた                                   「動詞」 

su caballo ｽ･ｶﾊﾞｼﾞｮ n.m 自分の馬を                                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.t 叫んだ                                「動詞」 

exaltado ｴｸｻﾙﾀﾄﾞ adv. 興奮して                                           「副詞」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

Mira ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t 見よ！                               「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョ                                         「主語」 

ves ｳﾞｪｽ 2 単現(ver)v.t 見える                                     「動詞」 

aquellos gigantes ｱｹｼﾞｮｽ･ﾋｶﾞﾝﾃｽ pl.n.m あそこの巨人たちを       「目的語」 

sobre el monte ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾓﾝﾃ adv. 山の上に                        「副詞句」 

agitando ｱﾋﾀﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 振っている                        「副詞句」 

sus enormes brazos ｽｽ･ｴﾉﾙﾒｽ･ﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 巨大な腕を    「目的語」 

 

「見よ、サンチョ。あそこに邪悪な人さらいどもがやって来る。誰か貴婦人を捕虜としてあ

の馬車の中に乗せているに違いない。」［B-7］ 

“Mira, Sancho; por allí vienen unos perversos secuestradores. Seguro que llevan 

prisionera a una princesa dentro del coche”. 

《「呼びかけ」「副詞句」「動詞」「主語」┃「補語」「主語」》 

Mira, Sancho ﾐﾗ･ｻﾝﾁｮ 命・2 単現(mirar)v.t 見よ、サンチョ              「呼びかけ」 

por allí ﾎﾟ･ﾗｼﾞ adv. あそこに                                           「副詞句」 

vienen ﾋﾞｴﾈﾝ 3 複現(vener)v.i やって来る                                  「動詞」 

unos perversos secuestradores ｳﾉｽ･ﾍﾟﾙﾍﾞﾙｿｽ･ｾｸｴｽﾄﾗﾄﾞﾚｽ 

   pl.n.m 邪悪な人さらいどもが                                           「主語」 

  perverso ﾍﾟﾙﾍﾞﾙｿ adj. 邪悪な secuestrador ｾｸｴｽﾄﾗﾄﾞｰﾙ n.m 誘拐犯 

Seguro ｾｸﾞﾛ adj. 確実な                                                  「補語」 

  「動詞」es が省略されている「Es seguro que ... 〜であることは間違いない」 

que +直説法 ｹ conj. 〜ということは                                       「主語」 

llevan ｼﾞｪﾊﾞﾝ 3 複現(llevar)v.t 乗せている                            「動詞」 

prisionera ﾌﾟﾘｼｮﾈﾗ n.f 捕虜として                                   「補語」 

a una princesa ｱ･ｳｰﾅ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f 誰か貴婦人を                      「目的語」 

dentro del coche ﾃﾞﾝﾄﾛ･ﾃﾞﾙ･ｺﾁｪ adv. あの馬車の中に                 「副詞句」 

 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 362 / 650 

「その者を放してやって下さい、騎士殿！トボソへ行って、あなたの貴婦人をお訪ねするこ

とを約束いたしますから」と言った。［B-7］ 

“¡Déjelo, señor! Le prometo ir al Toboso y presentarme ante su dama”--- dijo ---. 

《「感嘆」「目的語」「動詞句」「間接目的語」y「動詞句」「副詞句」》,「動詞」 

Déjelo, señor! ﾃﾞﾍ･ﾛ･ｾﾆｮｰﾙ 命・3 単現(dejar+lo) 

  v.t その者を放してやって下さい、騎士殿                                 「感嘆」 

Le ﾚ pron あなたに                                                    「目的語」 

prometo ir ﾌﾟﾛﾒﾄ･ｲｰﾙ 1 単現･約束(prometer+不定詞) 

   v.i 行くことを約束します                                            「動詞句」 

al Toboso ｱﾙ･ﾄﾎﾞｿ adv. トボソへ                                    「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

presentarme ﾌﾟﾚｾﾝﾀﾙﾒ 不定詞 v.pr 姿を現す                             「動詞句」 

ante su dama ｱﾝﾃ･ｽ･ﾀﾞﾏ adv. あなたの貴婦人の前に                      「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「嘆くでない、サンチョよ。」と彼を叱って言った。「今夜、休むことができる城を探しに行

こう。」［B-8］ 

“¡No te quejes, hombre!”--- le amonestó Don Quijote ---. “Vamos ahora a buscar un 

castillo donde podamos descansar.” 

《「動詞句」「呼びかけ」》「間接目的語」「動詞」「主語」 

《「動詞句」「目的語」「形容詞節」》 

No te quejes ﾉ･ﾃ･ｹﾍｽ 命・2 単現･否定(quejarse)v.pr 不平をいうな            「動詞句」 

hombre ｵﾝﾌﾞﾚ n.m お前                                              「呼びかけ」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

amonestó ｱﾓﾈｽﾄ 3 単点(amonestar)v.t 叱って言った                         「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

n. 〜ということ                                                    「直接目的語」 

Vamos ahora a buscar ﾊﾞﾓｽ･ｱｵﾗ･ｱ･ﾌﾞｽｶｰﾙ 1 複現･勧誘(vamos a+不定詞+ ahora) 

   v.t さあ探しに行こう                                     「動詞句」 

un castillo ｳﾝ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ n.m 城を                             「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ pron 〜する                                 「形容詞節」 

podamos descansar ﾎﾟﾃﾞﾓｽ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ 1 複現･可能(poder+不定詞) 

   v.i 休むことができる                          「動詞句」 

 

 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 363 / 650 

「待っておれ、サンチョよ！今、勇敢なドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャとは誰であるか

を、奴らに見せてやる！」［B-10］ 

“¡Aguarda, Sancho, que ahora voy a demostrarles quién es el valeroso Don Quijote de 

La Mancha!”                    《「動詞」「呼びかけ」,「副詞」「動詞句」「目的語」》 

Aguarda ｱｸﾞｱﾙﾀﾞ 命・2 単現(aguardar)v.i 待つのだ                         「動詞」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョ・パンサ                                     「呼びかけ」 

que ｹ conj. 〜である（特に翻訳しない） 

ahora ｱｵﾗ adv. 今                                                       「副詞」 

voy a demostrarles ﾎﾞｲ･ｱ･ﾃﾞﾓｽﾄﾗｯﾚｽ 1 単現･近接未来(ir a+不定詞+les) 

   v.t 奴らに見せてやる                                                「動詞句」 

quién ｷｴﾝ pron 誰であるということ                                     「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

el valeroso Don Quijote de La Mancha ｴﾙ･ﾊﾞﾚﾛｰｿ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

 n. 勇敢なドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャは                   「主語」 

 

だから夜明けに、奇妙な可愛らしい声が、僕を起こした時の驚きを想像できるだろう？ 

［C-2］ 

Imaginaos, pues, mi sorpresa cuando, al romper el día, me despertó una extraña vocecita 

que decía:                          「動詞句」「副詞」「目的語」「形容詞節」 

Imaginaos, ｲﾏﾋﾅｵｽ 命・2 複現(Imaginados の d が消失する)(imaginarse) 

   v.t 想像してごらん、想像できるだろう？                              「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. だから                                                   「副詞」 

mi sorpresa ﾐ･ｿﾙﾌﾟﾚｻ n.f 僕の驚きを                                    「目的語」 

cuando, ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時の                                      「形容詞節」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜する時に                                 「副詞句」 

romper ﾛﾝﾍﾟｰﾙ 不定詞 v.i 始まる                          「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 1 日が                                「主語」 

  → 夜明けに 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

despertó ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertar)v.t 呼び起こした                「動詞」 

una extraña vocecita ｳﾅ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬ･ﾎﾞｾｼﾀ n.f 奇妙な可愛らしい声が   「主語」 

  extraña ｴｸｽﾄﾗﾆｬ adj.f 奇妙な vocecita ﾎﾞｾｼﾀ n.f 小声、可愛らしい声 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                      「動詞」 

 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 364 / 650 

「お願いだから、僕に子羊を描いてちょうだい！」［C-2］ 

--- Por favor ..., ¡dibújame un cordero!             《「呼びかけ」「動詞句」「目的語」》 

Por favor ..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                             「呼びかけ」 

¡dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい      「動詞句」 

  me は「間接目的語」「僕のために」 

un cordero! ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                       「目的語」 

 

それで僕は、驚きのために見開いた眼でその出現者を見つめた。忘れないでほしい、この時

僕は、人の住むあらゆる地域から千マイルも離れた所にいたのだ。［C-2］ 

 Miré, pues, la aparición con los ojos absortos por el asombro. No olvidéis que me 

encontraba a mil millas de toda región habitada. 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Miré, ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

la aparición ﾗ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ n.f その出現者を                                 「目的語」 

con los ojos absortos ｺﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ･ｱﾌﾞｿﾙﾄｽ adv. 見開いた眼で                「副詞句」 

  absorto ｱﾌﾞｿﾙﾄ adj. 没頭した、驚いた、呆然とした、目を見張る 

por el asombro. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱｿﾝﾌﾞﾛ adv. 驚きのために                         「副詞句」 

No olvidéis ﾉ･ｵﾙﾋﾞﾃﾞｲｽ 命・2 複現･否定(olvidar)v.t 忘れないでほしい       「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me encontraba ﾒ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 1 単線(encontrarse)v.pr（場所に）いた 「動詞句」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                     「副詞句」 

de toda región ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ adv. 全ての地域から                  「副詞句」 

habitada. ｱﾋﾞﾀﾀﾞ adj.f（región に性･数一致）人が住んでいる「形容詞」 

 

そしてこう言いたい：「子供たちよ！バオバブには用心するんだよ」［C-5］ 

Y digo: 《¡Niños! ¡Cuidado con los baobabs!》 

Y「動詞」：《「呼びかけ」┃「動詞」「間接目的語」》 

Y ｲ conj. そして 

digo: ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t こう言いたい                                  「動詞」 

¡Niños! ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供たちよ！                                     「呼びかけ」 

¡Cuidado ｸｲﾀﾞﾄﾞ 過去分詞･命令(cuidar)v.i (con に) 用心しなさい             「動詞」 

con los baobabs!》ｺﾝ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                     「間接目的語」 
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文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 365 / 650 

「ああ、やっと目が覚めたわ．．．ごめんなさいね．．．まだ髪がすっかり乱れていて．．．」 

［C-8］ 

---¡Ah!, acabo de despertarme... Perdóname... Todavía estoy toda despeinada... 

《「感嘆」,「動詞句」--「動詞句」--「副詞」「動詞」「補語」》 

¡Ah!, ｱｰ int. ああ「感嘆」 

acabo de despertarme... ｱｶﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙﾒ 1 単現･完了(acabar de+不定詞) 

  v.pr 目が覚めた                                                      「動詞句」 

 acabar de+不定詞 ｱｶﾊﾞｰﾙ･ﾃﾞ （肯定・線過去の場合は、〜したばかりである：近接過去） 

（肯定・線過去以外の場合は、〜し終える：完了） 

（否定・線過去の場合は、なかなか〜しない） 

（肯定・線過去以外の場合は、とうとう〜しなかった） 

 despertarse ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ v.pr 目を覚ます、目覚めた 

Perdóname... ﾍﾟﾙﾄﾞﾅﾒ 命・2 単現(perdonar+me)v.t 許してくれ、ごめん     「動詞句」 

Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                                 「副詞」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

toda despeinada... ﾄﾀﾞ･ﾃﾞｽﾍﾟｲﾅﾀﾞ adj. 髪がすっかり乱れた                  「補語」 

 todo ﾄﾄﾞ, toda ﾄﾀﾞ adv. すっかり despeinada 過去分詞(despeinar)adj.f 髪が乱れた 

（この花は、十分に時間をかけて納得がいくまで化粧をすましてから姿を現したのに、わざ

と髪がすっかり乱れていると言ったのだ！） 

 

「幸せになるのよ。ガラスの覆いを取り払ってちょうだい。もういらないわ。」［C-9］ 

Procura ser feliz ... Deja el globo en paz. Ya no lo quiero. 

「動詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「補語」┃「副詞句」「動詞句」 

Procura +不定詞 ﾌﾟﾛｸﾗ 命・2 単現(procurar+不定詞) 

v.t 〜するようにしてください                                        「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                       「動詞」 

feliz... ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                  「補語」 

Deja ﾃﾞﾊ 命・2 単現(dejar)v.t（SVOC）O を C の状態にしてください         「動詞」 

el globo ｴﾙ･ｸﾞﾛﾎﾞ n.m ガラスの覆いを                                   「目的語」 

en paz. ｴﾝ･ﾊﾟｽ adv. 平和な、平安な                                       「補語」 

 → ガラスの覆いを休ませる → ガラスの覆いを取り払う 

Ya ﾔｰ adv. もう                                                        「副詞句」 

no lo quiero. ﾉ･ﾛ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer+lo)v.t それは必要ない            「動詞句」 

 

 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 366 / 650 

「君がもっとよく見えるように、ちこう寄れ！」と、ついに誰かの王様になって鼻高々の王

様は、王子様に言った。［C-10］ 

--- Acércate para que te vea mejor --- le dijo el rey, que estaba orgulloso de ser al fin rey 

de alguien.         《「動詞句」「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「形容詞節」 

Acércate ｱｾﾙｶ･ﾃ 命・2 単現(acercarse)v.pr 近づきなさい                  「動詞句」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                                      「副詞節」 

te ﾃ pron お前を                                               「目的語」 

vea ﾍﾞｱ 接・1 単現(ver)v.t 見える                                  「動詞」 

mejor --- ﾒﾎｰﾙ adv. もっとよく                                     「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                           「動詞」 

orgulloso ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. (de を) 自慢する                         「補語」 

de ser ﾃﾞ･ｾｰﾙ n. 〜になったことを                       「目的語」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                               「副詞句」 

rey de alguien. ﾚｲ･ﾃﾞ･ｱﾙｷﾞｴﾝ n.m 誰かの王様              「補語」 

 

「何年も前から、誰かがあくびをするのを見たことがない。あくびはわしにとって興味深い

ものじゃ。さあ、もう一度あくびをするのだ。これは命令じゃ」［C-10］ 

No he visto bostezar a nadie desde hace años. Los bostezos son una curiosidad para mí. 

¡Vamos!, bosteza otra vez. Es una orden. 

《「動詞句」「補語」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

「感嘆」,「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

No he visto ﾉ･ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形･否定(ver)v.t 見たことがない           「動詞句」 

bostezar ﾎﾞｽﾃｻｰﾙ 不定詞 v.i あくびをする                                  「補語」 

a nadie ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron だれも〜ない                                     「目的語」 

desde hace años. ﾃﾞｽﾃﾞ･ｱｾ･ｱﾆｮｽ adv. 何年も前から                       「副詞句」 

Los bostezos ﾛｽ･ﾎﾞｽﾃｿｽ pl.n.m あくびは                                  「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

una curiosidad ｳﾅ･ｸﾘｵｼﾀﾞﾄﾞ n.f 珍しいもの                                「補語」 

para mí. ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. わしにとっては                               「副詞句」 

¡Vamos!, ﾊﾞﾓｽ int. さあ                                                  「感嘆」 

bosteza ﾎﾞｽﾃｻ 命・2 単現(bostezar)v.i あくびをしなさい                     「動詞」 

otra vez. ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. もう一度                                         「副詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 367 / 650 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

una orden. ｳﾅ･ｵﾙﾃﾞﾝ n.f 命令                                             「補語」 

 

「お願いだから、僕を飼いならしておくれよ」と、言った。［C-21］ 

---¡Por favor..., domestícame! ----dijo.                   《「依頼」「動詞句」》,「動詞」 

---¡Por favor..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                              「依頼」 

domestícame! ﾄﾞﾒｽﾃｨｶ･ﾒ 命・2 単現(domesticar+me) 

   v.t 僕を飼いならしておくれよ                                        「動詞句」 

----dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                       「動詞」 

 

 

 

「僕は苦しんでいるように見えるだろうね。ちょっと死んでしまうみたいに見えるだろう。

こんな風にね。見に来ないでね、それには及ばないよ」［C-26］ 

 ---Parecerá que sufro... Parecerá un poco que me muero. Es así. No vengas a verlo, no 

vale la pena...              《「動詞句」「主語」┃「動詞句」「補語」┃「動詞」「補語」 

「動詞句」,「動詞句」「目的語」》 

---Parecerá ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer) 

v.i 〜のように見えるだろう、〜のようになるだろう                    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「主語」 

sufro... 1 単現(sufrir)v.i 苦しんでいる                                「動詞」 

Parecerá  ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer) 

v.i 〜のように見えるだろう、〜のようになるだろう                    「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                                 「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                          「目的語」 

me muero. ﾒ･ﾑｴﾛ 1 単現(morirse)v.pr 死んでしまう           「動詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

así. ｱｼ adv. こんな風                                                     「補語」 

No vengas a verlo, ﾉ･ﾍﾞﾝｶﾞｽ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ･ﾛ 接・2 単現･否定命令(venir a+不定詞+lo) 

   v.i それを見に来ないでね                                            「動詞句」 

no vale ﾉ･ﾊﾞﾚ 3 単現･否定(valer)v.t 〜に値しない                         「動詞句」 

la pena... ﾗ･ﾍﾟｰﾅ n.f 労力                                               「目的語」 

  「それは労力に値しない」→「それには及ばない」 

 

 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 368 / 650 

空をご覧なさい。そして尋ねてごらん：羊はあの花を食べてしまったのかどうか。そうする

と、どれほどすべてが変わるか分かると思うよ［C-27］ 

 Mirad al cielo. Preguntad: ¿el cordero, sí o no, se ha comido la flor? Y veréis cómo todo 

cambia...                 「動詞」「間接目的語」┃「動詞」： 

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」 

Mirad ﾐﾗﾄﾞ 命・2 複現(mirar)v.i(a の方を) ご覧なさい                      「動詞」 

al cielo. ｱﾙ･ｼｴﾛ adv. 空のほうを                                     「間接目的語」 

Preguntad: ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾄﾞ 命・2 複現(preguntar)v.i 尋ねてごらん                「動詞」 

¿el cordero, ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊は                                           「主語」 

sí o no, ｼ･ｵ･ﾉ adv. そうかそうでないか                                  「副詞句」 

se ha comido ｾ･ｱ･ｺﾐﾄﾞ 3 単現･完了形(comerse)v.pr 食べてしまった         「動詞句」 

la flor? ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f あの花を                                             「目的語」 

Y ｲ conj. そして、そうすると 

veréis ﾍﾞﾚｲｽ 2 複未･推測(ver)v.t 分かるだろう                              「動詞」 

cómo ｺﾓ conj. どれほど、どんなに〜するかということを                   「目的語」 

todo ﾄﾄﾞ pron 全てが                                             「主語」 

cambia... ｶﾝﾋﾞｱ 3 単現(cambiar)v.i 変わる                           「動詞」 

 

その時は、優しくしてあげてください！僕をこんなにも悲しいままにしておかないでくだ

さい。すぐに僕に手紙ください。そして教えてください、王子様が戻ってきたと。［C-27］ 

¡Sed amables entonces! No me dejéis tan triste. Escribidme enseguida, decidme que el 

principito ha vuelto...  「動詞」「補語」「副詞」┃「動詞句」「目的語」「補語」「動詞句」 

「動詞句」「副詞」,「動詞句」「目的語」 

¡Sed ｾｯﾄﾞ 命・2 複現(ser)v.i 〜にしてください                             「動詞」 

amables ｱﾏﾌﾞﾚｽ adj.pl 親切な                                             「補語」 

entonces! ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時は                                           「副詞」 

No ...dejéis ﾉ...ﾃﾞﾍｲｽ 命・2 複現･否定(dejar) 

v.t 〜のままにしておかないでください                                「動詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

tan triste. ﾀﾝ･ﾄﾘｽﾃ adj. こんなにも悲しい                                  「補語」 

Escribidme ｴｽｸﾘﾋﾞ･ﾒ 命・2 複現(escribir+me)v.t 僕に手紙を書いてください 「動詞句」 

enseguida, ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

decidme ﾃﾞｼﾄﾞ･ﾒ 命・2 複現(decir+me)v.t 教えてください                 「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                            「主語」 

ha vuelto... ｱ･ﾌﾞｴﾙﾄ 3 単現･完了形(volver)v.i 戻ってきた           「動詞句」 
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文の構成要素 

「動詞」の例文 命令法 369 / 650 

 

門衛の妻が言った：「もうおやめなさい、この方に言うべき事じゃないでしょう」［D-1-1］ 

Su mujer le había dicho: "Cállate, no son cosas para contarle al señor."  

「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「命令」,「動詞句」「補語」》 

Su mujer ｽ･ﾑﾍｰﾙ n.f 門衛の妻が                                           「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

había dicho: ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞﾁｮ 3 単線･完了形(decir)v.t 言った                     「動詞句」 

"Cállate, ｶｼﾞｬ･ﾃ 命・2 単現(callarse)v.pr 黙りなさい                        「命令」 

no son ｿ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                 「動詞句」 

cosas ｺｻｽ pl.n.f 事                                                       「補語」 

para contarle ﾊﾟﾗ･ｺﾝﾀｰﾙ･ﾚ adj. 彼に言うべき                      「形容詞句」 

al señor." ｱﾙ･ｾﾆｮｰﾙ adv. この方に                     「間接目的語」 

 

院長は電話機を取ってから、僕に尋ねた：「少し前に葬儀社の者が到着しました。そろそろ

棺のふたを閉じるように、彼らに指示しようと思いますが、その前に、最後にお母さまにご

対面なさいますか？」［D-1-1］ 

Tomó el teléfono y me interpeló: "Los empleados de pompas fúnebres han llegado hace 

un momento. Voy a pedirles que vengan a cerrar el féretro. ¿Quiere usted ver antes a su 

madre por última vez?"  

「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」：《「主語」「動詞句」「副詞句」 

「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「主語」「副詞」「目的語」「副詞句」》 

Tomó ﾄﾓ 3 単点(tomar)v.t 取った                                          「動詞」 

el teléfono ｴﾙ･ﾃﾚﾌｫﾉ n.m 電話機を                                      「目的語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

interpeló: ｲﾝﾃﾙﾍﾟﾛ 3 単点(interpelar)v.t 質疑した、尋ねた                   「動詞」 

"Los empleados de pompas fúnebres ﾛｽ･ｴﾝﾌﾟﾚｱﾄﾞｽ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾝﾊﾟｽ･ﾌｰﾈﾌﾞﾚｽ 

   pl.n.m 葬儀社の職員が                                                「主語」 

han llegado ｱﾝ･ｼﾞｪｶﾞﾄﾞ 3 複現･完了形(llegar)v.i 到着した                 「動詞句」 

hace un momento. ｱｾ･ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少し前に                             「副詞句」 

Voy a pedirles ﾎﾞｲ･ｱ･ﾍﾟﾃﾞｨﾙ･ﾚｽ 1 単現･意思(ir a+不定詞) 

   v.t 彼らに指示をしに行く                                            「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

vengan a cerrar ﾍﾞﾝｶﾞﾝ･ｱ･ｾﾗｰﾙ 3 複現･接近･命令(venir a+不定詞) 

   v.t そろそろ閉めなさい                                      「動詞句」 

el féretro. ｴﾙ･ﾌｪｰﾚﾄﾛ n.m 棺のふたを                            「目的語」 
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¿Quiere ...ver ｷｴﾚ...ﾍﾞｰﾙ 3 単現･願望･疑問文(querer+不定詞) 

   v.t ご覧になりますか？                                              「動詞句」 

usted ｳｽﾃ pron あなたは                                                 「主語」 

antes ｱﾝﾃｽ adv. その前に                                                 「副詞」 

a su madre ｱ･ｽ･ﾏﾄﾞﾚ n.f お母さまを                                     「目的語」 

por última vez?" ﾎﾟﾙ･ｳﾙﾃｨﾏ･ﾍﾞｽ adv. 最後に                              「副詞句」 

 

「相手の奴が俺に言ったんだ：《男なら、電車から降りろ》」［D-1-3］ 

El otro me dijo: 'Baja del tranvía si eres hombre.'  

《「主語」「間接目的語」「動詞」：“「動詞」「副詞句」”》 

El otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron 相手の奴が                                           「主語」 

me ﾒ pron 俺に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

'Baja ﾊﾞﾊ 命・2 単現(bajar)v.i 降りろ                                      「動詞」 

del tranvía ﾃﾞﾙ･ﾄﾗﾝﾋﾞｱ adv. 電車から                                    「副詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

hombre.' ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男                                            「補語」 

 

「それで俺は電車を降りて、奴に言った：《やめておけ、そのほうがいい；さもないとお前

の顔を殴り潰すことになる》」［D-1-3］ 

Entonces bajé y le dije: 'Basta, es mejor; o te rompo la jeta.'  

《「副詞」「動詞」y「間接目的語」「動詞」： 

“「動詞」,「動詞」「補語」；o「間接目的語」「動詞」「直接目的語」”》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

bajé ﾊﾞﾍ 1 単点(bajar)v.i（電車を）降りた                                  「動詞」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 奴に                                                     「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

'Basta, ﾊﾞｽﾀ 命・2 単現(bastar)v.i やめておけ                              「動詞」 

  bastar ﾊﾞｽﾀｰﾙ v.i 十分である → これ以上しなくても良い → もうやめなさい 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

mejor; ﾒﾎｰﾙ adj. もっと良い                                              「補語」 

o ｵ conj. さもないと 

te ﾃ pron お前の                                                  「間接目的語」 

rompo ﾛﾝﾎﾟ 1 単現(romper)v.t 壊す、つぶす                                「動詞」 
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la jeta.' ﾗ･ﾍﾀ n.f 顔を                                              「直接目的語」 

 

レーモンは女の方に振り向いて、言った：「おい、お前！楽しみにしていろ！いずれまた会

うことになるだろう」［D-1-4］ 

Raimundo se volvió entonces hacia la muchacha y le dijo: "Espera, chiquita, ya nos 

volveremos a encontrar."  

「主語」「動詞句」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

se volvió ｾ･ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volverse)v.pr 振り返った                       「動詞句」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時、それで、すると                             「副詞」 

hacia la muchacha ﾊｼｱ･ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ adv. 女の方に                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 女に                                                     「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

n. 〜ということを                                                  「直接目的語」 

"Espera, ｴｽﾍﾟﾗ 命・2 単現(esperar)v.t 期待していろ！           「動詞」 

chiquita, ﾁｷﾀ n.f おいお前                                 「呼びかけ」 

ya ﾔｰ adv.（+未来形）いずれ                                  「副詞」 

nos volveremos a encontrar." ﾉｽ･ﾎﾞﾙﾍﾞﾚﾓｽ･ｱ･ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 1 複未･再会(volver a+不定詞) 

   v.pr(encontrarse) また会うことになるだろう               「動詞句」 

   volver a+不定詞 「再び〜する」 encontrarse 「互いに出会う」 

 

警官はレーモンに黙れと言った。それから、女は帰りなさい、そしてレーモンは警察署から

召喚されるまで部屋にいなさいと付け加えた。［D-1-4］ 

El agente le dijo que se callara, que la muchacha debía marcharse y él permanecer en la 

habitación aguardando que la comisaría lo citara.  

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」, 「直接目的語」 

El agente ｴﾙ･ｱﾍﾝﾃ n.m 警官は                                            「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

se callara, ｾ･ｶｼﾞｬﾗ 接・3 単過･命令･時制の一致(callarse) 

v.pr 黙っていろ                                           「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

la muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f 女は                                 「主語」 

debía marcharse ﾃﾞﾋﾞｱ･ﾏﾙﾁｬﾙｾ 3 単線･義務･指示･時制の一致(deber+不定詞) 
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v.pr 帰りなさい                                          「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

él ｴﾙ pron レーモンは                                         「主語」 

permanecer ﾍﾟﾙﾏﾈｾｰﾙ 3 単線･義務･指示･時制の一致(deber+不定詞) 

v.i 留まりなさい                                           「動詞句」 

en la habitación ｴﾝ･ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼｵﾝ adv. 部屋の中に                  「副詞句」 

aguardando ｱｸﾞｱﾙﾀﾞﾝﾄﾞ 現在分詞(aguardar)adv. 〜を待って      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                             「目的語」 

la comisaría ﾗ･ｺﾐｻﾘｱ n.f 警察署が                  「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                  「目的語」 

citara. ｼﾀﾗ 接・3 単過(citar)v.t 召喚する            「動詞」 

 

「家の近くでそいつを見かけたら、俺に知らせてくれ」僕は、了解したと言った。［D-1-5］ 

"Sí lo ves cerca de casa avísame." Dije que quedaba convenido. 

《「副詞節」,「動詞句」》,「動詞」「目的語」 

"Sí ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

lo ﾛ pron そいつを                                             「目的語」 

ves ﾍﾞｽ 2 単現(ver)v.t 見かける                                    「動詞」 

cerca de casa ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｶｰｻ adv. 家の近くで                        「副詞句」 

avísame." ｱﾋﾞｻ･ﾒ 命・2 単現(avisar+me)v.t 俺に知らせてくれ              「動詞句」 

  avisar ｱﾋﾞｻｰﾙ v.t 知らせる、通知する 

Dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. なにということを                                           「目的語」 

quedaba ｹﾀﾞﾊﾞ 1 単線(quedar)v.i（+補語  〜の状態に）なる         「動詞」 

convenido. ｺﾝﾍﾞﾆﾄﾞ 過去分詞(convenir)adj. 了解した、合意した      「補語」 

 

確かにそうだった。とはいえ、すぐにキスしてもよかったのだが。「水の中に入ってきて！」

と、マリーが僕に言った。［D-1-6］ 

Era cierto y sin embargo habría querido hacerlo. "Ven al agua", me dijo.   

「動詞」「補語」y「副詞句」「動詞句」┃《「動詞」「間接目的語」》,「間接目的語」「動詞」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

cierto ｼｴﾙﾄ adj. 疑いない、確かな                                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ                                   「副詞句」 

habría querido hacerlo. ｱﾌﾞﾘｱ･ｹﾘﾄﾞ･ｱｾﾙ･ﾛ 1 単過未･推測(querer+不定詞) 

   v.t そうしてもよかったのだが                                        「動詞句」 
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"Ven ﾍﾞﾝ 命・2 単現(venir)v.i 来て                                        「動詞」 

al agua", ｱﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水の中に                                   「間接目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

 

僕は彼に答えた：「それがいい。だが、相手がナイフを取り出すまでは、撃つな」［D-1-6］ 

Le respondí: "Así es. Pero si no saca el cuchillo no puedes tirar."  

「間接目的語」「動詞」：《「応答」┃Pero「副詞節」,「動詞句」》 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

respondí: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                             「動詞」 

"Así es. ｱｼ･ｴｽ adv.（肯定の返事）その通り、それがいい                     「応答」 

   Así ｱｼ adv. そのような es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

si ｼ conj.（条件）もし〜ならば                                          「副詞節」 

no saca ﾉ･ｻｶ 3 単現･否定(sacar)v.t 取り出さない                   「動詞句」 

el cuchillo ｴﾙ･ｸﾁｼﾞｮ n.m ナイフを                                「目的語」 

no puedes tirar." ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞｽ･ﾁﾗｰﾙ 2 単現･否定･命令(poder+不定詞 tirar) 

   v.t 撃つな                                                          「動詞句」 

 

看守たちが右隣の男を迎えに来た。するとその妻は、もう大声を出す必要がなくなったこと

にまるで気付かないように、今までと同様に大声で言った：「体に気を付けるんだよ！注意

しなさいよ！」［D-2-2］ 

Vinieron a buscar al vecino de la derecha y su mujer le dijo sin bajar el tono, como si no 

hubiese notado que ya no era necesario gritar: "¡Cuídate y fíjate en lo que haces!"  

「動詞」「目的語」y「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」：《「呼びかけ」》 

Vinieron a buscar ﾋﾞﾆｴﾛﾝ･ｱ･ﾌﾞｽｶｰﾙ 3 複点･目的(venir a+不定詞) 

v.t（看守たちが）迎えに来た、連れに来た                             「動詞句」 

al vecino de la derecha ｱﾙ･ﾍﾞｼﾉ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞﾚﾁｬ n.m 右隣の男を               「目的語」 

y ｲ conj. そして 

su mujer ｽ･ﾑﾍｰﾙ n.f 彼の妻は                                             「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

sin bajar el tono, ｼﾝ･ﾊﾞﾊｰﾙ･ｴﾙ･ﾄﾉ adv.(sin+不定詞) 声を低くしないで       「副詞句」 

como si+接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                     「副詞節」 

no hubiese notado ﾉ･ｳﾋﾞｴｾ･ﾉﾀﾄﾞ 接･3 単過･完了形(notar) 

v.t 気付かなかった                                           「動詞句」 
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que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                            「副詞」 

no era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定･時制の一致(ser)v.i 〜でない          「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj.(+不定詞) 必要な                        「補語」 

gritar: ｸﾞﾘﾀｰﾙ 不定詞 adv. 大声を出すことが            「副詞」 

"¡Cuídate ｸｲﾀﾞﾃ 命･2 単現(cuidarse)v.pr 体に気をつけなさい             「呼びかけ」 

y ｲ conj. そして 

fíjate ﾌｨﾊ･ﾃ 命･2 単現(fijarse)v.pr(en に) 注意しなさい                  「呼びかけ」 

en lo que haces!" ｴﾝ･ﾛ･ｹ･ｱｾｽ adv. 自分のすることに         「間接目的語」 
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動詞+現在分詞、動詞+過去分詞 

 

男は考え込んだ。［A-1-4］ 

El hombre se quedó pensando.                                   「主語」「動詞句」 

El hombre ｴ･ﾛﾝﾌﾞﾚ n.m 男は                                             「主語」 

se quedó 3 単点(quedarse)v.pr (+現在分詞) ...し続けた 

pensando ﾍﾟﾝｻﾝﾄﾞ 現在分詞 v.i 考える 

→ se quedó pensando 考え込んだ                                       「動詞句」 

 

歩き続けていたところ、袋がどんどん彼に重くのしかかってきたが、老人の忠告に従って決

して袋を開けなかった。［A-1-5］ 

Mientras iba caminando, la bolsa le iba pesando más y más, pero no la abrió, obedeciendo 

la advertencia del anciano. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

, pero「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜している間                                     「副詞節」 

iba caminando ｲﾊﾞ･ｶﾐﾅﾝﾄﾞ 3 単線(ir + 現在分詞) 

v.i（ゆっくりした進行）歩き続けていた                        「動詞句」 

la bolsa ﾗ･ﾎﾞﾙｻ n.f 袋が                                                  「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

iba pesando ｲﾊﾞ･ﾍﾟｻﾝﾄﾞ 3 単線(ir + 現在分詞) 

v.i（ゆっくりした進行）重くのしかかってきた                         「動詞句」 

más y más ﾏｽ･ｲ･ﾏｽ adv. どんどん                                       「副詞句」 

no la abrió ﾉ･ﾗ･ｱﾌﾞﾘｵ 3 単点･否定(abrir+la)v.t 袋を開けなかった  「動詞句」「目的語」 

obedeciendo ｵﾍﾞﾃﾞｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(obedecer)v.t 〜に従って                 「副詞句」 

la advertencia del anciano ﾗ･ｱﾄﾞﾍﾞﾙﾃﾝｼｱ･ﾃﾞﾙ･ｱﾝｼｱﾉ 

 n.f 老人の忠告                                               「目的語」 

 

すっかり恐ろしくなって、村長は走って家から逃げていった。［A-1-9］ 

Lleno de espanto, el alcalde salió corriendo de la casa. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Lleno de ｼﾞｪﾉ･ﾃﾞ adv. 〜で一杯になって                                 「副詞句」 

espanto ｴｽﾊﾟﾝﾄ n.m 恐怖                                       「目的語」 

el alcalde ｴﾙ･ｱﾙｶﾙﾃﾞ n.m 村長は                                          「主語」 

salió corriendo ｻﾘｵ･ｺﾘｴﾝﾄﾞ 3 単点･ｼﾞｪﾙﾝﾃﾞｨｵ(salir+現在分詞) 

   v.i 走って逃げた                                                    「動詞句」 
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de la casa ﾃﾞ･ﾗ･ｶｰｻ adv. 家から                                         「副詞句」 

 

「ペドロ！早く来てちょうだい！村長さんが、鱒を全部もって行ってしまったわ。」 

［A-1-9］ 

--- ¡Pedro, ven pronto! El señor alcalde se fue llevándose todas las truchas! 

《（呼びかけ）「動詞」「副詞」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

Pedro ﾍﾟﾄﾞﾛ n.（人名）ペドロ                                        （呼びかけ） 

ven ﾍﾞﾝ 命・2 単現(venir)v.i 来てちょうだい                               「動詞」 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 早く                                                   「副詞」 

El señor alcalde ｴﾙ･ｾﾆｮｰﾙ･ｱﾙｶﾙﾃﾞ n.m 村長さんが                          「主語」 

se fue llevándose ｾ･ﾌｴ･ｼﾞｪﾊﾞﾝﾄﾞｾ 3 単点･ｼﾞｪﾙﾝﾃﾞｨｵ(irse+現在分詞 llevarse) 

   v.pr 持ち去って行ってしまった                                       「動詞句」 

todas las truchas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾄﾙﾁｬｽ pl.n.f 鱒を全部                          「目的語」 

 

両足は地面の中に沈み始め、両腕は空に向かって持ち上がっていった。［A-2-1］ 

Los pies empezaron a hundírsele en la tierra y los brazos se le iban levantando hacia el 

cielo.                       「主語」「動詞句」「副詞句」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Los pies ﾛｽ･ﾋﾟｴｽ pl.n.m 両足が                                           「主語」 

empezaron a hundírsele ｴﾝﾍﾟｻﾛﾝ･ｱ･ｳﾝﾃﾞｨﾙｾﾚ 3 複点(empezar a+不定詞 hundirse+le) 

   v.pr 彼女の（両足）が沈み始めた                                     「動詞句」 

en la tierra ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地面の中に                                  「副詞句」 

los brazos ﾛｽ･ﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 両腕は                                        「主語」 

se le iban levantando ｾ･ﾚ･ｲﾊﾞﾝ･ﾚﾊﾞﾝﾀﾄﾞ 3 複線･進行形（ir +現在分詞）(levantarse+le) 

   v.pr 彼女にとって持ち上がっていった                                 「動詞句」 

hacia el cielo ｱｼｱ･ｴﾙ･ｼｴﾛ adv. 空に向かって                              「副詞句」 

 

それは帽子男が泣きながら歌っていたのだった。それから、声は次第に消えていった。 

［A-2-9］ 

Era el Sombrerón, que cantaba llorando. Luego, la voz se fue apagando. 

「動詞」「補語」┃「副詞」「主語」「動詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

el Sombrerón ｴﾙ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛﾝ n.m 帽子男                                      「補語」 

que ｹ pron 〜する                                               「形容詞節」 

cantaba ｶﾝﾀﾊﾞ 3 単線(cantar)v.i 歌っていた                   「動詞」 

llorando ｼﾞｮﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(llorar)adv. 泣きながら             「副詞」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 
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la voz ﾗ･ﾎﾞｽ n.f その声は                                                 「主語」 

se fue apagando ｾ･ﾌｴ･ｱﾊﾟｶﾞﾝﾄﾞ 3 単点･進行形(ir+現在分詞 apagarse) 

   v.pr（ゆっくりした進行）次第に消えていった                          「動詞句」 

 

水道橋は、見る見るうちに形が出来てきて、あと一個の石で完成するところだ。［A-2-10］ 

 El acueducto iba tomando forma muy rápido y ya sólo faltaba una piedra. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」y「副詞句」「動詞」「主語」 

El acueducto ｴﾙ･ｱｸｴﾄﾞｩｸﾄ n.m 水道橋は                                   「主語」 

iba tomando ｲﾊﾞ･ﾄﾏﾝﾄﾞ 3 単線･進行(ir+現在分詞) 

   v.t 次第に〜を受け取っていった                                      「動詞句」 

forma ﾌｫﾙﾏ n.f 形を                                                    「目的語」 

muy rápido ﾑｲ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. すばやく                                     「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                                      「副詞」 

faltaba ﾌｧﾙﾀﾊﾞ 3 単線(faltar)v.i 〜が欠けている                             「動詞」 

una piedra ｳｰﾅ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗ n.f 石が一個                                       「主語」 

 

そのために、屋根裏から先祖伝来の古びた甲冑を取り出した。そして、やらねばならぬ新し

い任務にふさわしくなるまで、それらを調整したり、出来る限り綺麗にしながら、試着を繰

り返していた。［B-1］ 

 Para ello sacó del desván unas viejas armas que tenía de sus antepasados y, 

arreglándolas un poco y limpiándolas cuanto pudo, se las fue probando hasta conseguir 

una buena armadura para la nueva misión que debía emprender. 

「副詞句」「動詞」「副詞句」「目的語」「形容詞節」 

y「副詞句」y「副詞句」,「動詞句」「副詞句」 

Para ello ﾊﾟﾗ･ｴｼﾞｮ adv. そのために                                      「副詞句」 

sacó ｻｺ 3 単点(sacar)v.t 取り出した                                        「動詞」 

del desván ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｽﾊﾞﾝ adv. 屋根裏から                                  「副詞句」 

unas viejas armas ｳﾅｽ･ﾋﾞｴﾊｽ･ｱﾙﾏｽ pl.n.f 古びた甲冑を                    「目的語」 

que 〜する                                                  「形容詞節：armas」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 彼が持っていた                「動詞」 

de sus antepasados ﾃﾞ･ｽｽ･ｱﾝﾃﾊﾟｻﾄﾞｽ 

 adv. 先祖伝来として                               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

arreglándolas ｱﾚｸﾞﾗﾝﾄﾞﾗｽ 現在分詞 adv. それらを調整しながら             「副詞句」 
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un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

limpiándolas ﾘﾝﾋﾟｱﾝﾄﾞﾗｽ現在分詞 adv. それらを綺麗にしながら            「副詞句」 

cuanto ｸﾜﾝﾄ pron 〜するすべて                                「副詞句」 

pudo ﾌﾟﾄﾞ 3 単点(poder)v.t 出来る                         「動詞」 

se las fue probando ｾ･ﾗｽ･ﾌｴ･ﾌﾟﾛﾊﾞﾝﾄﾞ 3 単点･進行形(ir+現在分詞 se probando+las) 

   v.pr それらを試着していた                                           「動詞句」 

hasta conseguir ｱｽﾀ･ｺﾝｾｷﾞｰﾙ adv. 獲得するまで                          「副詞句」 

una buena armadura ｳｰﾅ･ﾌﾞｴﾅ･ｱﾙﾏﾄﾞｩﾗ n.f 立派な武具を         「目的語」 

para la nueva misión ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾇｴﾊﾞ･ﾐｼｵﾝ adv. 新しい任務のために   「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                           「形容詞節：misión」 

debía emprender ﾃﾞﾋﾞｱ･ｴﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 3 単線･必要(deber+不定詞) 

   v.t 取り掛からなければならない    「動詞句」 

 

起き上がろうとしたが、甲冑が重くて起き上がれなかった。それでも大声で叫び続けた。「逃

げるな、卑怯者め！わしがここに横たわっているのは自分のせいではない、馬が悪いのだ。」 

［B-4］ 

Intentó levantarse, pero el peso de la armadura se lo impedía; y seguía gritando: “No 

huyáis, cobardes; que no por culpa mía, sino de mi caballo, estoy aquí tendido”. 

「動詞句」pero「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞」 

y「動詞句」「目的語」 

Intentó levantarse ｲﾝﾃﾝﾄ･ﾚﾊﾞﾝﾀﾙｾ 3 単点･試み･失敗(intentar+不定詞) 

   v.pr 立ち上がろうとした（ができなかった）                           「動詞句」 

  intentar 過去形+不定詞は「〜しようとしたが失敗した」の意味 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el peso de la armadura ｴﾙ･ﾍﾟｿ･ﾃﾞ･ﾗ･ｱﾙﾏﾄﾞｩﾗ n.m 甲冑の重さが             「主語」 

se ｾ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

  「間接目的語」と「直接目的語」が両方とも 3 人称代名詞の場合、se が「間接目的語」

代名詞として使用される 

lo ﾛ pron その行為を                                               「直接目的語」 

impedía ｲﾝﾍﾟﾃﾞｨｱ 3 単線(impedir)v.t 邪魔をした、妨げた                    「動詞」 

y ｲ conj. そして 

seguía gritando ｾｷﾞｱ･ｸﾞﾘﾀﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+現在分詞) 

   v.t 〜と大声で叫び続けた                                            「動詞句」 

n. 〜ということ                                                        「目的語」 

No huyáis ﾉ･ｳﾔｲｽ 命・2 複現･否定(huir)v.i 逃げるな              「動詞句」 
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cobardes ｺﾊﾞﾙﾃﾞｽ pl.n.m 臆病者め                                「主語」 

que ｹ conj. 〜ということは（estoy 以降）                          「主語」 

no por ﾉ･ﾎﾟﾙ conj. 〜のせいではない                                「補語」 

culpa mía ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ adj. 私の過ち                           「目的語」 

sino de mi caballo ｼﾉ･ﾃﾞ･ﾐ･ｶﾊﾞｼﾞｮ adj. 馬のせいだ           「目的語」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i いること                                 「主語」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                          「副詞」 

tendido ﾃﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj.(tender) 横たわった                       「補語」 

 

ドン・キホーテがロシナンテに乗るのを手伝ってやり、二人はまたしばらくの間、馬に乗っ

て旅を続けた。［B-7］ 

Le ayudó a montar en Rocinante, y continuaron cabalgando algún tiempo. 

「目的語」「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「副詞句」 

Le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

ayudó a montar ｱｼﾞｭﾄﾞ･ｱ･ﾓﾝﾀｰﾙ 3 単点･手助け(ayudar a+不定詞) 

   v.t 乗るのを手伝った                                                「動詞句」 

en Rocinante ｴﾝ･ﾛｼﾅﾝﾃ adv. ロシナンテに                                「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

continuaron cabalgando ｺﾝﾃｨﾇｱﾛﾝ･ｶﾊﾞﾙｶﾞﾝﾄﾞ 3 複点･継続(continuar+現在分詞) 

   v.i 馬に乗って旅を続けた                                            「動詞句」 

algún tiempo ｱﾙｸﾞﾝ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. しばらくの間                            「副詞句」 

 

どこかの人里に着く前に日が沈んで、もう暗くなっていた。その時、数軒の小屋が見えた。 

［B-8］ 

 Antes de llegar a poblado alguno, se puso el sol. Ya iba oscureciendo. Vieron entonces 

unas chozas. 

「副詞句」,「動詞句」「主語」┃「副詞」「動詞句」┃「動詞」「副詞」「目的語」 

Antes de ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ adv. 〜の前に                                         「副詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 v.i 着く                                     「動詞」 

a poblado alguno ｱ･ﾎﾟﾌﾞﾗﾄﾞ･ｱﾙｸﾞﾉ adv. どこかの人里に            「副詞句」 

se puso ｾ･ﾌﾟｿ 3 単点(ponerse)v.pr（太陽が）沈んだ                       「動詞句」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                  「主語」 

Ya ﾔｰ adv. もう、すでに                                                 「副詞」 

iba oscureciendo ｲﾊﾞ･ｵｽｸﾚｼｴﾝﾄﾞ 3 単線･進行形(ir+現在分詞) 

   v.i 暗くなっていた                                                  「動詞句」 

Vieron ﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(ver)v.t 見えた                                        「動詞」 
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entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                              「副詞」 

unas chozas ｳﾅｽ･ﾁｮｻｽ pl.n.f 数軒の小屋                                  「目的語」 

 

その草原あたりでは、ガリシアの馬方の雌馬たちが草を食べていた。それを見て、ロシナン

テは長いこと忘れていた愛のときめきを思い出した。［B-8］ 

Andaban por aquel campo paciendo las yeguas de unos arrieros gallegos; y sucedío que, 

al verlas, Rocinante recordó sus viejos amores. 

「動詞句」「副詞句」「動詞句」「主語」; y「動詞」「主語」 

Andaban ｱﾝﾀﾞﾊﾞﾝ 3 複線(andar+現在分詞)v.i (por のあたりに) 〜していた   「動詞句」 

por aquel campo ﾎﾟﾙ･ｱｹﾙ･ｶﾝﾎﾟ adv. その草原あたりに                     「副詞句」 

paciendo ﾊﾟｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(pacer)v.i 草を食べて                          「動詞句」 

las yeguas ﾗｽ･ｲｪｸﾞゎｽ pl.n.f 雌馬が                                       「主語」 

de unos arrieros gallegos ﾃﾞ･ｳﾉｽ･ｱﾘｴﾛｽ･ｶﾞｼﾞｪｺﾞｽ adj. ガリシアの馬方の「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

sucedío +que+直説法 ｽｾﾃﾞｨｵ 3 単点(suceder)v.i 〜が起こった                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

al verlas ｱﾙ･ｳﾞｪﾙﾗｽ adv. 雌馬を見て                               「副詞句」 

Rocinante ﾛｼﾅﾝﾃ n. ロシナンテは                                   「主語」 

recordó ﾚｺﾙﾄﾞ 3 単点(recordar)v.t 思い出した                         「動詞」 

sus viejos amores ｽｽ･ﾋﾞｴﾎｽ･ｱﾓﾚｽ pl.n.m 古びた愛情を               「目的語」 

 

「わしの数々の偉業が、実を結ぶのはこれからじゃ！希望を失うでない、サンチョよ！」 

［B-10］ 

Ahora van teniendo fruto mis hazañas. ¡No pierdas las esperanzas, Sancho!”. 

《「副詞」「動詞句」「目的語」「主語」┃「動詞句」「目的語」「呼びかけ」》 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今度は、これから                                         「副詞」 

van teniendo ﾊﾞﾝ･ﾃﾆｴﾝﾄﾞ 3 複現(ir+現在分詞)v.i 〜を持っていく            「動詞句」 

fruto ﾌﾙﾄ n.m 実                                                      「目的語」 

mis hazañas ﾐｽ･ｱｻﾆｬｽ pl.n.f わしの数々の偉業が                           「主語」 

No pierdas ﾉ･ﾋﾟｴﾙﾀﾞｽ 命・2 単現･否定(perder)v.t 失うな！                「動詞句」 

las esperanzas ﾗｽ･ｴｽﾍﾟﾗﾝｻｽ pl.n.f 希望を                                「目的語」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョよ！                                         「呼びかけ」 
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その時、すでに森の騎士はドン・キホーテに向かって馬を走らせていたのだが、彼の馬が突

然立ち止まってしまった。［B-21］ 

El Caballero del Bosque ya venía cabalgando hacia Don Quijote cuando, de pronto, su 

caballo se paró.       「主語」「副詞」「動詞句」「副詞句」,「副詞句」「主語」「動詞句」 

El Caballero ｴﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士は                                      「主語」 

del Bosque ﾃﾞﾙ･ﾎﾞｽｹ adj. 森の                                   「形容詞句」 

ya ﾔｰ adv. すでに、もう                                                  「副詞」 

venía +現在分詞 ﾍﾞﾆｱ 3 単線･進行形(venir+不定詞)v. ずっと〜してきていた 「動詞句」 

cabalgando ｶﾊﾞﾙｶﾞﾝﾄﾞ 現在分詞 v.i 馬に乗る                      「動詞句」 

hacia Don Quijote ｱｼｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテに向かって             「副詞句」 

cuando, ｸゎﾝﾄﾞ adv. その時                                               「副詞」 

de pronto, ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                           「副詞句」 

su caballo ｽ･ｶﾊﾞｼﾞｮ n.m 彼の馬が                                         「主語」 

se paró. ｾ･ﾊﾟﾛ 3 単点(pararse)v.pr 立ち止まった                          「動詞句」 

 

沢山食べ、また休み続けた。このように、数ヶ月が過ぎた。ある日、彼は高熱に襲われた。 

［B-26］ 

Comió bien y siguió descansando. Así transcurrieron algunos meses. Un día, le vinieron 

altas fiebres.                   「動詞」「副詞」y「動詞句」┃「副詞」「動詞」「主語」 

「副詞」「間接目的語」「動詞」「主語」 

Comió ｺﾐｵ 3 単点(comer)v.i 食べた                                        「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. 沢山                                                      「副詞」 

y ｲ conj. そして 

siguió ｼｷﾞｵ 3 単点･継続(seguir+現在分詞)v.i 〜し続けた                   「動詞句」 

descansando. ﾃﾞｽｶﾝｻﾝﾄﾞ現在分詞(descansar)v.i 休む                 「動詞」 

 seguir+現在分詞「〜し続けた」動作の継続を表す 

seguir+過去分詞「〜であり続ける」状態の継続を表す 

Así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

transcurrieron ﾄﾗﾝｽｸﾘｴﾛﾝ 3 複点(transcurrir)v.i（時間が）経過した           「動詞」 

algunos meses. ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾒｾｽ pl.n.m 数ヶ月が                                「主語」 

Un día, ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ n.m ある日                                              「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

vinieron ﾋﾞﾆｴﾛﾝ 3 複点(venir)v.i 起こった                                  「動詞」 

altas fiebres. ｱﾙﾀｽ･ﾌｨｴﾌﾞﾚｽ pl.n.f 高熱が                                   「主語」 
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ドン・キホーテは満足して、サンチョのいる場所へ戻った。［B-8］ 

Quedó así satisfecho Don Quijote y volvió a donde estaba su escudero. 

「動詞句」「主語」y「動詞」「副詞句」 

Quedó así satisfecho ｹﾄﾞ･ｱｼ･ｻﾃｨｽﾌｪﾁｮ 3 単点･受動行為･完了(quedar+過去分詞+ así) 

   v.i このように満足した                                              「動詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

y ｲ conj. そして 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 戻った                                     「動詞」 

a donde ｱ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 〜する場所へ                                      「副詞句」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i いる                                「動詞」 

su escudero ｽ･ｴｽｸﾃﾞﾛ n.m 彼の従者（サンチョ）                   「主語」 

 

全員が、数珠の珠のように、鉄の鎖でつながれていた。［B-11］ 

Todos iban ensartados, como cuentas de rosario, en una cadena de hierro. 

「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞句」 

Todos ﾄﾄﾞｽ pron 全員                                                    「主語」 

iban ensartados ｲﾊﾞﾝ･ｴﾝｻﾙﾀﾄﾞｽ 3 複線･受動(ir+過去分詞) 

  v.t 〜でつながれていた                                               「動詞句」 

  過去分詞は主語と性･数一致 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞句」 

cuentas ｸｪﾝﾀｽ pl.n.f（ロザリオの）珠                           「目的語」 

de rosario ﾃﾞ･ﾛｻﾘｵ adj. ロザリオの、数珠の            「形容詞句」 

en una cadena ｴ･ﾇﾅ･ｶﾃﾞﾅ adv. 鎖によって                               「副詞句」 

de hierro ﾃﾞ･ｲｴﾛ adj. 鉄の                                     「形容詞句」 

 

彼らは、裁判で、王様のガレー船を漕ぐ刑に処せられたごろつきどもです。［B-11］ 

Esos son maleantes que la justicia lleva forzados a remar en las galeras del rey”. 

「主語」「動詞」「補語」「形容詞節」 

Esos ｴｿｽ pl.pron 彼らは                                                  「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

maleantes ﾏﾚｱﾝﾃｽ pl.n. ごろつきども                                      「補語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

la justicia ﾗ･ﾌｽﾃｨｶ ﾗ･ﾌｽﾃｨｼｱ n.f 裁判が                          「主語」 

lleva forzados ｼﾞｪﾊﾞ･ﾌｫﾙｻﾄﾞｽ 3 単現･完了(llevar+過去分詞 forzados) 

   v.t (a+不定詞) 〜することを強制した                        「動詞句」 

  裁判は無生物主語なので、能動文に翻訳する 
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a remar ｱ･ﾚﾏｰﾙ 不定詞 v.i 漕ぐ                          「動詞」 

en las galeras ｴﾝ･ﾗｽ･ｶﾞﾚﾗｽ adv. ガレー船で                    「副詞句」 

del rey ﾃﾞﾙ･ﾚｲ adj. 王様の                                  「形容詞句」 

 

ドン・キホーテは宿の酒蔵に寝かされたが、すぐに寝入ってしまった。［B-13］ 

Acostaron a Don Quijote en la bodega de la venta, y pronto quedó dormido. 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞」「動詞句」 

Acostaron ｱｺｽﾀﾛﾝ 3 複点(acostar)v.t 寝かせた                              「動詞」 

   受動態に翻訳する（y の後ろの文の主語がドン・キホーテなので） 

a Don Quijote ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテを                           「目的語」 

en la bodega ｴﾝ･ﾗ･ﾎﾞﾃﾞｶﾞ adv. 酒蔵に                                   「副詞句」 

de la venta, ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adj. 宿の                               「形容詞句」 

y  

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. やがて、すぐに                                         「副詞」 

quedó dormido. ｹﾄﾞ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 3 単点(quedar+過去分詞 dormido) 

   v.i 眠ってしまった                                                  「動詞句」 

   (quedar+過去分詞)は受動行為の完了の結果を表す 

 

そして、ドン・キホーテの怒鳴り声を聞いて、皆が酒蔵に駆けつけると、案の定、宿の主人

が保存しているワインの皮袋を剣で切り裂いて中身を出しているのが見えた。［B-13］ 

Y, efectivamente, cuando, a los gritos de Don Quijote, llegaron todos a la bodega, vieron 

que estaba destripando, con su espada, los cueros de vino que tenía almacenados el 

ventero.                                       Y「副詞」「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Y, ｲ conj. そして 

efectivamente, ｴﾌｪｸﾃｨﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 案の定                                   「副詞」 

cuando, ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

a los gritos ｱ･ﾛｽ･ｸﾞﾘﾄｽ adv. 叫び声に                            「副詞句」 

de Don Quijote, ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adj. ドン・キホーテの      「形容詞句」 

llegaron ｼﾞｪｶﾞﾛﾝ 3 複点(llegar)v.i 着いた                           「動詞」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron 皆が                                            「主語」 

a la bodega, ｱ･ﾗ･ﾎﾞﾃﾞｶﾞ adv. 酒蔵に                             「副詞句」 

vieron ﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(ver)v.t 見えた                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

estaba destripando, ｴｽﾀﾊﾞ･ﾃﾞｽﾄﾘﾊﾟﾝﾄﾞ 3 単線･進行形(destripar) 

  v.t 〜の中身を出していた                                      「動詞句」 

con su espada, ｺﾝ･ｽ･ｴｽﾊﾟﾀﾞ adv. 剣で                            「副詞句」 
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los cueros de vino ﾛｽ･ｸｴﾛｽ･ﾃﾞ･ﾋﾞｰﾉ pl.n.m ワインの皮袋を         「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                            「形容詞節」 

tenía almacenados ﾃﾆｱ･ｱﾙﾏｾﾅﾄﾞｽ 3 単線･完了形(tener+過去分詞) 

   v.t 保存していた                                    「動詞句」 

  過去分詞は目的語 los cueros de vino と性･数一致 

el ventero. ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ n.m 宿の主人が                     「主語」 

 

「なぜなら、最愛の貴婦人から祝福されることが、遍歴の騎士の人生において最も勇気づけ

られることだからだ。」［B-20］ 

porque ninguna cosa de esta vida hace más valientes a los caballeros andantes, que verse 

favorecidos de sus damas.” 

porque「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」「副詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら〜                                           「副詞節」 

ninguna cosa de esta vida ﾆﾝｸﾞﾅ･ｺｻ･ﾃﾞ･ｴｽﾀ･ﾋﾞﾀﾞ 

 n.f 人生で何も（〜ない）                                     「主語」 

hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.t 生じさせる                              「動詞」 

más valientes ﾏｽ･ﾊﾞﾘｴﾝﾃｽ pl.n.m 最高の勇気を              「直接目的語」 

a los caballeros andantes, ｱ･ﾛｽ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛｽ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃｽ 

 adv. 遍歴の騎士に                                      「間接目的語」 

que +不定詞 ｹ conj. 〜するよりも                               「副詞句」 

verse favorecidos ﾍﾞﾙｾ･ﾌｫﾎﾞﾚｼﾄﾞ 不定詞･受動(verse+過去分詞) 

   v.pr ひいきにされている                             「動詞句」 

de sus damas. ﾃﾞ･ｽｽ･ﾀﾞﾏｽ adv. 最愛の貴婦人から         「副詞句」 

 

日光がサンチョの両目を直撃しているというのに、サンチョは眠り続けました。［B-25］ 

Sancho seguía dormido aunque el sol le daba en los ojos. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

seguía +過去分詞 3 単線･持続(seguir+過去分詞)v.i 〜し続けた              「動詞句」 

dormido ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 過去分詞(dormir)v.i 寝た状態を                            「補語」 

aunque ｱｳﾝｹ conj. 〜ではあるが                                        「副詞節」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                           「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                              「間接目的語」 

daba ﾀﾞﾊﾞ 3 単線(dar)v.i (en に) 命中させていた                     「動詞」 

en los ojos. ｴﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ adv. 目に                              「間接目的語」 
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それでどうにかこうにか手探りで絵を描き進めている。結局、もっと重要な細部について間

違えてしまうかもしれない。［C-4］ 

Entonces voy tanteando de una manera u otra. He de equivocarme, en fin, sobre ciertos 

detalles más importantes.         「副詞」「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

voy tanteando ﾎﾞｲ･ﾀﾝﾃｱﾝﾄﾞ 1 単現･進行(ir+現在分詞 tantear) 

    v.i 手探りで進んでいる                                             「動詞句」 

de una manera u otra. ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾏﾈﾗ･ｳ･ｵﾄﾗ adv. なんとか、どうにかこうにか  「副詞句」 

He de equivocarme, ｴ･ﾃﾞ･ｴｷﾎﾞｶｰﾙ･ﾒ 1 単現･近接未来(haber de+不定詞) 

   v.pr 間違えるだろう                                                 「動詞句」 

en fin, ｴﾝ･ﾌｨﾝ adv. 結局、結局のところ                                  「副詞句」 

sobre ciertos detalles más importantes. ｿﾌﾞﾚ･ｼｴﾙﾄｽ･ﾃﾞﾀｼﾞｪｽ･ﾏｽ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｽ 

   adv. もっと重要な細部について                                       「副詞句」 

 

この男は、と王子様は心の中で思った、ちょっとあの酔っ払いみたいな理屈を言っている。

それでも、質問を続けた。［C-13］ 

 Éste, se dijo a sí mismo el principito, razona un poco como el ebrio. Sin embargo, siguió 

preguntando:  「主語」,「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」 

Éste, ｴｽﾃ pron この男は                                                  「主語」 

「副詞節」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                 「動詞句」 

a sí mismo ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身に対して                       「副詞句」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟ ﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                          「主語」 

razona ﾗｿﾅ 3 単現(razonar)v.i 理屈を言っている                            「動詞」 

un poco como ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾓ adv. 少し〜のように                             「副詞句」 

el ebrio. ｴﾙ･ｴﾌﾞﾘｵ n.m あの酔っ払い                                     「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

siguió preguntando: ｼｷﾞｵ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾝﾄﾞ 3 単点･継続(seguir+現在分詞) 

  v.t 質問を続けた                                                     「動詞句」 
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僕は手桶をゆっくりと井戸の縁石まで引き上げて、それをしっかりと置いた。僕の耳の中で

は滑車が歌い続けており、まだ揺れている水の上には太陽が揺れているのが見えた。 

［C-25］ 

 Icé lentamente el balde hasta el brocal. Lo asenté bien. En mis oídos seguía cantando 

la roldana, y en el agua, que temblaba aún, vi temblar el sol. 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞」 

「副詞句」「動詞句」「主語」y「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

Icé ｲｾ 1 単点(izar)v.t 引き上げた                                          「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

el balde ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾃﾞ n.m 手桶を                                           「目的語」 

hasta el brocal. ｱｽﾀ･ｴﾙ･ﾌﾞﾛｶﾙ adv. 井戸の縁石まで                        「副詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

asenté ｱｯｾﾝﾃ 1 単点(asentar)v.t 設置した                                  「動詞」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. しっかりと                                               「副詞」 

En mis oídos ｴﾝ･ﾐｽ･ｵｲﾄﾞｽ adv. 僕の耳には                               「副詞句」 

seguía cantando ｯｾｷﾞｱ･ｶﾝﾀﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+過去分詞) 

   v.i 歌い続けていた                                                  「動詞句」 

la roldana, ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車が                                            「主語」 

y ｲ conj. そして 

en el agua, ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水の中では                                 「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

temblaba ﾃﾝﾌﾞﾗﾊﾞ 3 単線(temblar)v.i 揺れていた           「動詞」 

aún, ｱｳﾝ adv. まだ                                      「副詞」 

vi ｳﾞｨ 1 単点(ver)v.t 見えた                                               「動詞」 

temblar ﾃﾝﾌﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.i 揺れる                                         「補語」 

el sol. ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                「目的語」 

 

女はまだ泣いていた。僕は、彼女とは面識がなかったので、とても驚いた。［D-1-1］ 

La mujer seguía llorando. Yo estaba muy asombrado porque no la conocía.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

La mujer ﾗ･ﾑﾍｰﾙ n.f 女は                                                 「主語」 

seguía llorando. ｾｷﾞｱ･ｼﾞｮﾗﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+現在分詞) 

   v.i 泣き続けていた、まだ泣いていた                                  「動詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

muy asombrado ﾑｲ･ｱｿﾝﾌﾞﾗﾄﾞ adj.(asombrar) とても驚いた                  「補語」 
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porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

no ...conocía. ﾉ...ｺﾉｼｱ 1 単線･否定(conocer) 

v.t 面識がなかった、知らなかった                             「動詞句」 

la ﾗ pron 彼女を                                                「目的語」 

 

僕はずっと彼の話を聞き続けて、ワインを 1 リットルほど飲んだ。それでこめかみが焼け

るようだった。［D-1-3］ 

Yo continuaba escuchándole. Había bebido casi un litro de vino y me ardían las sienes.  

「主語」「動詞句」┃「動詞句」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「主語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

continuaba escuchándole. ｺﾝﾁﾇｱﾊﾞ･ｴｽｸﾁｬﾝﾄﾞ･ﾚ 1 単線･継続(continuar+現在分詞) 

   v.t 彼の話を聞き続けた                                              「動詞句」 

Había bebido ｱﾋﾞｱ･ﾍﾞﾋﾞﾄﾞ 1 単線･完了形(beber)v.t 飲んだ                 「動詞句」 

casi un litro de vino ｶｼ･ｳﾝ･ﾘﾄﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾉ n.m およそ 1 リットルのワインを   「目的語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

ardían ｱﾙﾃﾞｨｱﾝ 3 複線(arder)v.i 焼けていた                                「動詞」 

las sienes. ﾗｽ･ｼｴﾈｽ pl.n.f(sien) こめかみが                                 「主語」 

 

それからしばらく、何も話さずに、タバコを吸っていた。［D-1-3］ 

Luego quedamos un momento fumando sin decir nada.  

「副詞」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

quedamos ...fumando ｹﾀﾞﾓｽ...ﾌﾏﾝﾄﾞ 1 複点･継続(quedar+現在分詞) 

   v.i タバコを吸っていた                                              「動詞句」 

un momento ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. しばらく、少しの間                           「副詞句」 

sin +不定詞 ｼﾝ prep 〜しないで                                         「副詞句」 

decir ﾃﾞｼｰﾙ 不定詞 v.t 話す                                        「動詞」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                      「目的語」 

 

「忌々しい死にぞこないめ」とつぶやく声がぼんやりと聞こえたが、彼は落ち着かない様子

をしていた。［D-1-4］ 

Oí vagamente que murmuraba: "¡Cochino! ¡Carroña!", y continuaba agitándose.  

「動詞」「副詞」「目的語」y「動詞句」 

Oí ｵｲ 1 単点(oìr)v.t 聞こえた                                              「動詞」 

vagamente ﾊﾞｶﾞﾒﾝﾃ adv. ぼんやりと、漠然と                               「副詞」 
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que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

murmuraba: ﾑﾙﾑﾗﾊﾞ 3 単線･時制の一致(murmurar)v.t つぶやく       「動詞」 

"¡Cochino! ｺﾁﾉ adj. いまいましい                            「形容詞」 

¡Carroña!", ｶﾛﾆｬ n.f 腐った死体                                    「怒声」 

y ｲ conj. そして 

continuaba agitándose. ｺﾝﾁﾇｱﾊﾞ･ｱｼﾞﾀﾝﾄﾞｾ 3 単線･継続(continuar+現在分詞) 

   v.pr そわそわし続けた                                               「動詞句」 

   agitarse ｱｼﾞﾀｰﾙ･ｾ v.pr そわそわする、落ち着かないそぶりをする 

 

二人とも黙り込んだが、マリーは微笑み続けていた。［D-2-2］ 

Nos callamos y María seguía sonriendo.                「動詞句」y「主語」「動詞句」 

Nos callamos ﾉｽ･ｶｼﾞｬﾓｽ 1 複点･相互(callarse)v.i 二人とも黙り込んだ       「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

seguía sonriendo. ｾｷﾞｱ･ｿﾝﾘｴﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+現在分詞) 

   v.i 微笑み続けた                                                    「動詞句」 

 

マリーは僕のパジャマの 1 つを、袖を折りたたんで着ていた。［D-1-4］ 

Tenía puesto uno de mis pijamas cuyas mangas había recogido.   「動詞句」「目的語」 

Tenía puesto ﾃﾆｱ･ﾌﾟｴｽﾄ 3 単線･完了形･状態(tener+過去分詞 poner) 

   v.t 〜を着ていた                                                    「動詞句」 

uno de mis pijamas ｳﾉ･ﾃﾞ･ﾐｽ･ﾋﾟﾊﾏｽ n.m 僕のパジャマの 1 つを            「目的語」 

cuyas mangas ｸﾔｽ･ﾏﾝｶﾞｽ pron.pl（目的語）その袖を〜する       「形容詞節」 

   cuyas ｸﾔｽ adj.f.pl その mangas ﾏﾝｶﾞｽ pl.n.m(manga) 袖 

había recogido. ｱﾋﾞｱ･ﾚｺﾋﾄﾞ 3 単線･完了形(recoger) 

v.t 折りたたんだ                                    「動詞句」 

 

彼は古びた帽子をかぶったままで、黄ばんだ口ひげの下から、不明瞭な言葉を呟いていた。 

［D-1-5］ 

Tenía puesto el viejo sombrero. Mascullaba frases incompletas bajo el bigote amarillento. 

「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tenía +過去分詞 3 単線･完了･放置(tener+過去分詞)v. 〜してあった         「動詞句」 

puesto ﾌﾟｴｽﾄ 過去分詞(poner)v.t（帽子を）かぶった                       「動詞句」 

el viejo sombrero. ｴﾙ･ﾋﾞｴﾎ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 古い帽子を                        「目的語」 

Mascullaba ﾏｽｸｼﾞｬﾊﾞ 3 単線(mascullar)v.t つぶやいていた                   「動詞」 

frases ﾌﾗｾｽ pl.n.f 言葉を                                               「目的語」 
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incompletas ｲﾝｺﾝﾌﾟﾚﾀｽ adj.f.pl 不完全な、不備な                 「形容詞」 

bajo ﾊﾞﾎ prep 〜の下で                                                「副詞句」 

el bigote ｴﾙ･ﾋﾞｺﾞﾃ n.m 口ひげ                                  「目的語」 

amarillento. ｱﾏﾘｼﾞｪﾝﾄ adj.m 黄色っぽい                  「形容詞」 

   amarillo ｱﾏﾘｼﾞｮ n.m 黄色 –ento ｴﾝﾄ 接尾辞（名詞+． 品質形容詞化） 

 

判事は両手で額をこすり、少し動揺した声で、質問を繰り返した：「どうしてですか？ぜひ

答えてください。どうして？」僕は黙まり続けていた。［D-2-1］ 

El juez se pasó las manos por la frente y repitió la pregunta con voz un poco alterada: 

"¿Por qué? Es preciso que usted me lo diga. ¿Por qué?" Yo seguía callado. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」： 

《「副詞句」┃「動詞」「補語」「主語」┃「副詞句」》,「主語」「動詞」「補語」 

El juez ｴﾙ･ﾌｴｽ n.m 判事は                                                「主語」 

se pasó ｾ･ﾊﾟｿ 3 単点(pasarse)v.pr（自分の体を）〜でなでた               「動詞句」 

las manos ﾗｽ･ﾏﾉｽ pl.n.f 手で                                           「目的語」 

por la frente ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ adv. 額を                                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                 「動詞」 

la pregunta ﾗ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f 質問を                                       「目的語」 

con voz ｺﾝ･ﾎﾞｽ adv. (voz ﾎﾞｽ n.f) 声で                                   「副詞句」 

un poco alterada: ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｱﾙﾃﾗﾀﾞ 過去分詞.f(alterar) 少し動揺した「形容詞句」 

"¿Por qué? ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして？                                       「副詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

preciso ﾌﾟﾚｼｿ adj. 必要な                                                「補語」 

que ｹ conj. 〜ということが                                              「主語」 

   「必要」という、価値判断に対応する従属節は接続法を使用する 

usted ｳｽﾃ pron（三人称単数敬称）あなたが                         「主語」 

me ﾒ pron 私に                                            「間接目的語」 

lo ﾛ pron それを                                           「直接目的語」 

diga. ﾃﾞｨｶﾞ 接・3 単現(decir)v.t 言う                               「動詞」 

¿Por qué?" ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                         「副詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

seguía ｾｷﾞｱ 1 単線･継続(seguir+過去分詞) 〜し続けた                       「動詞」 

callado. ｶｼﾞｬﾄﾞ 過去分詞(callar)adj. 黙った                                「補語」 
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僕は「ありがとう」と言った。しかし僕の声は、隣の男が「元気にしているか？」と質問す

る声に覆い隠されてしまった。［D-2-2］ 

Dije: "Gracias" pero mi voz quedó tapada por el vecino que pregunto "si estaba bien".  

「動詞」：《「応答」》pero「主語」「動詞」「補語」 

Dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

"Gracias" ｸﾞﾗｼｱｽ adv. ありがとう                                         「応答」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

mi voz ﾐ･ﾎﾞｽ n.f 僕の声は                                                「主語」 

quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i(+過去分詞)v.i 〜になった                       「動詞」 

   quedar+過去分詞 （受動行為の完了の結果）「〜になった」 

tapada ﾀﾊﾟﾀﾞ 過去分詞(tapar)･受動.f adj. 覆い隠された                      「補語」 

por el vecino ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾍﾞｼﾉ adv.（動作主）隣の男によって              「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

pregunto ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点･時制の一致(preguntar) 

v.t 尋ねる                                       「動詞」 

"si estaba bien". ｼ･ｴｽﾀﾊﾞ･ﾋﾞｴﾝ n. 「元気なのか？」  「目的語」 
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使役・放任動詞と知覚動詞 

 

出席していた鳥たちはみな、キツネを見て驚いたが、彼を宴会場に通してやりました。 

［A-1-2］ 

Todas las aves que estaban presentes se sorprendieron al ver al zorro, pero lo dejaron 

pasar a la sala.       「主語」「動詞句」「副詞句」, pero「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Todas las aves ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｱﾍﾞｽ pl.n.f 鳥たちはみな                           「主語」 

que ｹ pron 関係 〜するところの                                「形容詞節」 

estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線(estar)v.i いた                      「動詞」 

presentes ﾌﾟﾚｾﾝﾃｽ pl.adj. 出席して                       「補語」 

→ Todas las aves que estaban presentes 出席していた鳥たちはみな（「主語」） 

se sorprendieron ｾ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(sorprenderse)v.pr 驚いた          「動詞句」 

al ver ｱﾙ･ﾍﾞｰﾙ adv.（原因）〜を見て                                     「副詞句」 

al zorro ｱﾙ･ｿｯﾛ adv. キツネを                                「間接目的語」 

→ al ver al zorro キツネを見て 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

lo ﾛ pron 彼を（キツネを）                                             「目的語」 

dejaron pasar ﾃﾞﾊﾛﾝ･ﾊﾟｻｰﾙ 3 複点･放任(dejar)v.t 通してやった             「動詞句」 

a la sala ｱ･ﾗ･ｻﾗ adv. 宴会場に                                          「副詞句」 

 

ミセリアおばさんは、その旅人を中へいれてやり、少しばかりのスープと硬いパンをひと

かけらをだしてやった。それは彼女が持っていた食料のすべてだったのである。 

［A-1-6］ 

La tía Miseria lo dejó entrar y le sirvió un poco de sopa y un trozo de pan duro, que 

eran todos los alimentos que tenía ella.  

                   「主語」「目的語」「動詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

La tía Miseria ﾗ･ﾃｨｱ･ﾐｾﾘｱ n.f ミセリアおばさんは                          「主語」 

lo ﾛ pron その旅人を                                                   「目的語」 

dejó entrar ﾃﾞﾎ･ｴﾝﾄﾗｰﾙ 3 単点･放任(dejar)v.i 入らせた                     「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

sirvió ｼﾙﾋﾞｵ 3 単点(servir)v.t（料理を）出してやった                        「動詞」 

un poco de sopa y un trozo de pan duro ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ｿﾊﾟ･ｲ･ｳﾝ･ﾄﾛｿ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾝ･ﾄﾞｩﾛ 

   pl.n.m 少しばかりのスープと硬いパンをひとかけら                 「直接目的語」 

que ｹ conj.（出してやったものは）〜である                 「形容詞節」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                      「動詞」 

todos los alimentos que tenía ella ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｱﾘﾒﾝﾄｽ･ｹ･ﾃﾆｱ･ｴｼﾞｬ 
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   pl.n.m 彼女が持っていた食料のすべて              「補語」 

 

イサピーは急いで歩いていたが、突然、奇妙な力を感じて止まった。［A-2-1］ 

Isapí caminaba deprisa, pero de pronto una fuerza extraña la hizo detenerse. 

「主語」「動詞」「副詞」, pero「副詞句」「主語」「目的語」「動詞句」 

caminaba ｶﾐﾅﾊﾞ 3 単線(caminar)v.i 歩いて行った                           「動詞」 

deprisa ﾃﾞﾌﾟﾘｻ adv. 急いで                                               「副詞」 

de pronto ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然                                           「副詞句」 

una fuerza extraña ｳｰﾅ･ﾌｴﾙｻ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬ n.f 奇妙な力が                       「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

hizo detenerse ｲｿ･ﾃﾞﾃﾈﾙｾ 3 単点･使役(hacer +不定詞 detenerse)  

   v.pr 止まらせた                                                     「動詞句」 

   無生物主語のままでは、日本語として馴染まないので工夫が必要。 

 

いつも夕方に、空をじっと眺めて、星がひとつまたひとつと出てくるのを見ていた。 

［A-2-2］ 

Solía contemplar el cielo al atardecer, y veía salir las estrellas una tras otra. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」y「動詞」「補語」「目的語」 

Solía contemplar ｿﾘｱ･ｺﾝﾃﾝﾌﾟﾗｰﾙ 3 単線･習慣(soler +不定詞 contemplar) 

   v.t いつもじっと眺めていた                                          「動詞句」 

el cielo ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空を                                                「目的語」 

al atardecer ｱﾙ･ｱﾀﾙﾃﾞｾｰﾙ adv. 夕方に                                    「副詞句」 

veía ﾍﾞｲｱ 3 単線･知覚動詞(ver)v.t 見ていた                                 「動詞」 

salir ｻﾘｰﾙ 不定詞･estrellas の動作 v.i 出てくるのを                         「補語」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星が                                     「目的語」 

una tras otra ｳﾅ･ﾄﾗｽ･ｵﾄﾗ n. ひとつまたひとつ                     「副詞句」 

 

とても長い尾をつけた輝く星が、突然現れるのが見えた。［A-2-2］ 

Vio aparecer de repente una estrella brillante con una cola larguísima. 

「動詞」「補語」「目的語」 

Vio ﾋﾞｵ 3 単点･知覚動詞(ver)v.t 見えた                                    「動詞」 

aparecer ｱﾊﾟﾚｾｰﾙ 不定詞･estrella の動作 v.i 現れるのが                     「補語」 

de repente ﾃﾞ･ﾚﾍﾟﾝﾃ adv. 突然                                    「副詞句」 

una estrella brillante ｳｰﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ･ﾌﾞﾘﾗﾝﾃ n.f 輝く星が                   「目的語」 

con una cola larguísima ｺ･ﾇｰﾅ･ｺｰﾗ･ﾗﾙｷﾞｼﾏ 

   adj. とても長い尾をつけた                                  「形容詞句」 
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森の騎士がそのように誓ったので、ドン・キホーテは彼を立ち去らせた。［B-21］ 

Así lo juró; y Don Quijote lo dejó marchar. 

「副詞」「目的語」「動詞」y「主語」「目的語」「動詞句」 

Así ｱｼ adv. そのように                                                   「副詞」 

lo ﾛ pron ドン・キホーテの言ったことを                                 「目的語」 

juró; ﾌﾛ 3 単点(jurar)v.t 誓った                                           「動詞」 

y ｲ conj. それで 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

dejó marchar. ﾃﾞﾎ･ﾏﾙﾁｬﾙ 3 単点･放任(dejar+不定詞) 

  v.t 立ち去らせた                                                     「動詞句」 

 marchar ﾏﾙﾁｬﾙ v.i 立ち去る、行く 

 

「なんだと、へっぽこ騎士め！戻るもんか! もしお前、馬車通さない。お前殺す、私ビスカ

ヤ人。わかるか？」［B-7］ 

“¡No, caballero, no volvemos! Si no dejar coche, mato como estoy vizcaíno. ¿Entender?” 

《「呼びかけ」「感嘆」「副詞節」,「動詞」「副詞節」,「動詞」》 

No, caballero ﾉ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ int. なんだと、へっぽこ騎士め！               「呼びかけ」 

no volvemos ﾉ･ﾎﾞﾙﾍﾞﾓｽ 1 複現･否定(volver)v.i 戻るもんか!                   「感嘆」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

no dejar ﾉ･ﾃﾞﾊｰﾙ 不定詞･否定 v.t 〜させない                     「動詞句」 

  本来は、no dejas pasar coche 2 単現･放任･否定(dejar+不定詞)「馬車を通過させない」 

coche ｺﾁｪ n.m 馬車を                                         「目的語」 

mato ﾏﾄ 1 単現(matar)v.t 殺す                                            「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                「動詞」 

   国籍など永続的な性質を表す時は、ser を使用するので、本来は soy となる。 

vizcaíno ﾋﾞｽｶｲﾉ n.m ビスカヤ人                                   「補語」 

Entender ｴﾝﾃﾝﾃﾞﾙ 不定詞 v.t わかるか？                                   「動詞」 

  本来は、Entiendes ｴﾝﾃｨｴﾝﾃﾞｽ 2 単現 を使うところ 

 

「止まれ！卑劣なものどもめ！その二人を行かせてやれ、さもなくば、お前たち皆が死ぬこ

とになるぞ！」［B-23］ 

“¡Alto, canallas! ¡Dejadlos marchar, o moriréis todos!” 

《「命令」「呼びかけ」┃「動詞」「目的語」「補語」o「動詞」「主語」》 
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¡Alto, ｱﾙﾄ n.m 停止、（命令）止まれ                                      「命令」 

canallas! ｶﾅｼﾞｬｽ pl.n.f 卑劣なものどもめ                              「呼びかけ」 

Dejad+不定詞 ﾃﾞﾊﾄﾞ 命・2 複現･放任(dejar)v.t 〜させておけ                 「動詞」 

los ﾛｽ pron 彼らを、その二人を                                         「目的語」 

marchar, ﾏﾙﾁｬｰﾙ 不定詞・los の動作 v.i 行く                                「補語」 

o ｵ conj. さもなければ 

moriréis ﾓﾘﾚｲｽ 2 複未(morir)v.i 死ぬことになる                            「動詞」 

todos!”ﾄﾄﾞｽ pl.pron 皆が                                                「主語」 

 

サンチョは女に 20 ドゥカードを払うように命じて、女を立ち去らせた。［B-24］ 

Sancho mandó pagar a la mujer 20 ducados y la dejó marchar. 

「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」y「目的語」「動詞句」 

Sancho ｻﾝﾁｮ n. サンチョは                                               「主語」 

mandó pagar ﾏﾝﾄﾞ･ﾊﾟｶﾞｰﾙ 3 単点･命令(mandar+不定詞) 

   v.t 払うことを命じた                                                「動詞句」 

a la mujer ｱ･ﾗ･ﾑﾍｰﾙ adv. 女に                                      「間接目的語」 

20 ducados ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾄﾞｩｶﾄﾞｽ pl.n.m 20 ドゥカードを                    「直接目的語」 

  ducado ﾄﾞｩｶﾄﾞ n.m（16 世紀スペインの）金貨 

y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron 女を                                                        「目的語」 

dejó marchar. ﾃﾞﾎ･ﾏﾙﾁｬｰﾙ 3 単点･放任(dejar+不定詞) 

   v.t 行かせた、立ち去らせた                                          「動詞句」 

 

しかし他方では、清潔なシャツと宿賃を支払うための金を所持すべきとの宿主の忠告によ

り、自分の村に戻って、従者を探すことを考えていた。［B-3］ 

Pero, por otra parte, los consejos del ventero sobre llevar camisas limpias y dinero para 

pagar el hospedaje de posadas, le hicieron pensar en volver a su aldea y buscar un 

escudero.                          Pero「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

por otra parte ﾎﾟﾙ･ｵﾄﾗ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 他方では、その上                       「副詞句」 

los consejos ﾛｽ･ｺﾝｾﾎｽ pl.n.m 忠告                                         「主語」 

  この無生物「主語」は動作の原因に翻訳する 

del ventero ﾃﾞﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ adj. 宿主の                     「形容詞句：consejos」 

sobre +不定詞 ｿﾌﾞﾚ adv. 〜することに関する                       「副詞句」 

llevar ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ 不定詞 v.t 持っていく                        「動詞」 

camisas limpias ｶﾐｻｽ･ﾘﾝﾋﾟｱｽ pl.n.f 清潔なシャツ          「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

dinero ﾃﾞｨﾈﾛ n.m 金を                                  「目的語」 

para pagar ﾊﾟﾗ･ﾊﾟｶﾞｰﾙ adv. 支払うために                 「副詞句」 

el hospedaje ｴﾙ･ｵｽﾍﾟﾀﾞﾍ n.m 宿賃                「目的語」 

de posadas ﾃﾞ･ﾎﾟｻﾀﾞｽ adj. 宿の         「形容詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                         「目的語」 

hicieron +不定詞 ｲｼｴﾛﾝ 3 複点･使役(hacer+不定詞)v.t 〜させた               「動詞」 

pensar ﾍﾟﾝｻｰﾙ 不定詞 v.i について考えることを                             「補語」 

en volver ｴﾝ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ adv. 戻ることについて                    「間接目的語」 

a su aldea ｱ･ｽ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 自分の村へ              「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ 不定詞 v.t 探すことについて                    「間接目的語」 

un escudero ｳﾝ･ｴｽｸﾃﾞﾛ n.m 従者を                    「目的語」 

 

「私は騎士である」と答えた。「そして比類なきバンダリアのカシルデア姫に恋い焦がれて

いる者である。我が姫のために、かの有名な騎士ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャを打ち

破り、我が姫君が彼のドゥルシネアよりもずっと美しいと認めさせたのだ。」［B-21］ 

“Caballero soy”--- respondió --- “y enamorado de la sin par Casildea de Vandalia, por 

la cual vencí al famoso caballero Don Quijote de la Mancha, y le hice confesar que es más 

hermosa mi señora que su Dulcinea”. 

《「補語」「動詞」》,「動詞」, 

《y「補語」,「副詞句」「動詞」「目的語」,y「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士                                              「補語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

y ｲ conj. そして 

enamorado ｴﾅﾓﾗﾄﾞ adj.(de 〜に) 恋い焦がれている                         「補語」 

de la sin par Casildea de Vandalia, ﾃﾞ･ﾗ･ｼﾝ･ﾊﾟﾙ･ｶｼﾙﾃﾞｱ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾝﾀﾞﾘｱ 

   adv. 比類なきバンダリアのカシルデア姫に                   「間接目的語」 

por la cual ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｸゎﾙ adv. 姫のために                                  「副詞句」 

vencí ﾍﾞﾝｼ 1 単点(vencer)v.t 打ち破った                                   「動詞」 

al famoso caballero Don Quijote de la Mancha, ｱﾙ･ﾌｧﾓｿ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾝﾁｬ 

  n.m かの有名な騎士、ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャを              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

hice confesar ｲｾ･ｺﾝﾌｪｻｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 認めさせた         「動詞句」 
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que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                  「動詞」 

más hermosa ﾏｽ･ｴﾙﾓｻ adj. ずっと美しい                       「補語」 

mi señora ﾐ･ｾﾆｮﾗ n.f 我が姫君は                              「主語」 

que su Dulcinea. ｹ･ｽ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adv. 彼のドゥルシネアよりも    「副詞句」 

 

ドン・キホーテは騎士の顔を一目見て叫んだ。「ああ、騎士殿！今、分かりました。魔法使

いどもがおぬしを騙して、わしと戦ったと信じ込ませたのだ。」［B-21］ 

Al ver su rostro, exclamó: “¡Ah!, caballero, ahora comprendo que también a vuestra 

merced os engañaron los encantadores, haciéndoos creer que luchabais contra mí. 

「副詞句」,「動詞」:《「感嘆」「副詞」「動詞」「目的語」》 

Al ver ｱﾙ･ﾍﾞｰﾙ adv. 一目見て                                           「副詞句」 

su rostro, ｽ･ﾛｽﾄﾛ n.m 騎士の顔を                                「目的語」 

exclamó: ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                「動詞」 

¡Ah!, caballero, ｱｰ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ int. ああ、騎士殿                              「感嘆」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今                                                       「副詞」 

comprendo ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾄﾞ 1 単現(comprender)v.t 分かった                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

también a vuestra merced ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｱ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾｯﾄﾞ adv. あなたも  「目的語」 

os ｵｽ pron あなたを                                            「目的語」 

engañaron ｴﾝｶﾞﾆｬﾛﾝ 3 複点(engañar)v.t 騙した                      「動詞」 

los encantadores, ﾛｽ･ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞﾚｽ pl.n.m 魔法使いどもが               「主語」 

haciéndoos creer ｱｼｴﾝﾄﾞ･ｵｽ･ｸﾚｴﾙ 現在分詞･使役(hacer+不定詞+os) 

   adv. あなたに信じさせて                                      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜といいうことを                              「目的語」 

luchabais ﾙﾁｬﾊﾞｲｽ 2 複線(luchar)v.i 戦った            「動詞」 

contra mí. ｺﾝﾄﾗ･ﾐ adv. わしと                  「間接目的語」 

 

「私は今までに多くの騎士たちと戦ってきた、そして今日はおぬしと対決し、私の貴婦人の

ほうがドゥルシネアよりも美しいと認めさせるためにやってきたのだ。」［B-25］ 

He luchado contra muchos caballeros, y hoy vengo a enfrentarme a vos y haceros confesar 

que mi dama es más hermosa que Dulcinea ...” 

《「動詞句」「間接目的語」y「副詞」「動詞句」「目的語」y「動詞句」「目的語」》 

He luchado ｴ･ﾙﾁｬﾄﾞ 1 単現･完了形(luchar)v.i 戦ってきた                  「動詞句」 

contra ｺﾝﾄﾗ prep 〜に対して                                       「間接目的語」 

muchos caballeros, ﾑﾁｮｽ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛｽ pl.n.m 多くの騎士たち      「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

hoy ｵｲ adv. 今日は                                                      「副詞」 

vengo a enfrentarme ﾍﾞﾝｺﾞ･ｱ･ｴﾝﾌﾚﾝﾀﾙﾒ 1 単現･目的(venir a+不定詞 enfrentarse) 

   v.pr 対決するためにやって来た                                       「動詞句」 

a vos ｱ･ﾎﾞｽ pron おぬしと                                              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

haceros confesar ｱｾﾙ･ｵｽ･ｺﾝﾌｪｻｰﾙ 不定詞･使役(hacer +os+不定詞 confesar) 

   v.t おぬしに認めさせるためにやって来た                              「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

mi dama ﾐ･ﾀﾞﾏ n.f 私の貴婦人が                                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

más hermosa ﾏｽ･ｴﾙﾓｻ adj. もっと美しい                           「補語」 

que Dulcinea ｹ･ﾄﾞｩﾙｼﾈｱ adv. ドゥルシネアよりも            「副詞句」 

 

そしてこれが飛ぶんだということを彼に分からせることが出来て、僕は誇らしくなった。そ

の時、彼は大声を上げた。［C-3］ 

 Y me sentí orgulloso haciéndole saber que volaba. Entonces exclamó : 

Y「動詞句」「補語」「副詞句」┃「副詞」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾃｨ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                  「動詞句」 

orgulloso ｵｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. 誇り高い、誇らしい                               「補語」 

haciéndole saber ｱｼｴﾝﾄﾞ･ﾚ･ｻﾍﾞｰﾙ 現在分詞･使役(hacer+人+不定詞) 

   v.t 彼に分からせることができて                                      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

volaba. 3 単線(volar)v.i 飛ぶ                               「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

exclamó : ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ、大声を上げた                 「動詞」 

 

僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて教会の建物みたいな大木なんだと言う事を分か

らせて、さらに、もし彼が象の群れ全体を連れて行ったとしてもその群れはたった一本のバ

オバブさえも食べつくせないだろうと気づかせた。［C-5］ 

 Hice notar al principito que los baobabs no son arbustos, sino árboles grandes como 

iglesias, y que aun si llevara con él toda una tropa de elefantes, la tropa no acabaría con 

un solo baobab.               「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」y「直接目的語」 

Hice notar ｲｾ･ﾉﾀｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 〜を気づかせた          「動詞句」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                              「間接目的語」 
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que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブは                    「主語」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定（ser）v.i 〜ではない                  「動詞」 

arbustos, ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木                                「補語」 

sino ｼﾉ conj. (no+) そうではなくて 

árboles grandes ｱﾙﾎﾞﾚｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.m 大木                   「補語」 

como iglesias, ｺﾓ･ｲｸﾞﾚｼｱ adv. 教会の建物みたいな     「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

aun si ｱｳﾝ･ｼ conj. もし〜したとしても                       「副詞節」 

llevara ｼﾞｪﾊﾞﾗ 接・3 単過（仮定法過去）(llevar) 

v.t 連れて行った                                   「動詞」 

con él ｺ･ﾈﾙ adv. 彼と一緒に                         「副詞句」 

toda una tropa de elefantes, ﾄﾀﾞ･ｳﾅ･ﾄﾙﾊﾟ･ﾃﾞ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｽ 

 n.f 象の群れ全部を                              「目的語」 

la tropa ﾗ･ﾄﾛﾊﾟ n.f その群れは                                 「主語」 

no acabaría ﾉ･ｱｶﾊﾞﾘｱ 3 単未･否定(acabar) 

v.i (con を) 食べつくせないだろう                          「動詞句」 

con un solo baobab. ｺﾝ･ｳﾝ･ｿﾛ･ﾊﾞｵﾊﾞｳ 

 adv. たった一本のバオバブも                              「目的語」 

 

根によってそれに穴を開ける。そしてもしその惑星が小さすぎて、バオバブが多すぎる時に

は、バオバブはその惑星を破裂させてしまう。［C-5］ 

Lo perfora con sus raíces. Y si el planeta es demaciado pequño y si los baobabs son 

demaciado numerosos, lo hacen estallar. 

「目的語」「動詞」「副詞句」┃Y「副詞節」y「副詞節」, 「目的語」「動詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

perfora ﾍﾟﾙﾌｫﾗ 3 単現(perforar)v.t 〜に穴を開ける                          「動詞」 

con sus raíces. ｺﾝ･ｽｽ･ﾗｲｾｽ adv. 根によって                              「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星が                                「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

demaciado pequño ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 小さすぎる                  「補語」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 
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los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブが                         「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

demaciado numerosos, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾇﾒﾛｿｽ adj. 多すぎる                 「補語」 

lo ﾛ pron その惑星を                                                   「目的語」 

hacen estallar. ｱｾﾝ･ｴｽﾀｼﾞｬｰﾙ 3 複現･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 爆発（破裂）させてしまう                                        「動詞句」 

 

僕は何も答えなかった。その瞬間、心の中で思っていた。「もしこのボルトがまだ抵抗する

なら、金槌で飛ばしてやろう」［C-7］ 

No respondí nada. En ese instante me decía: 《Si este bulón todavía resiste, lo haré saltar 

de un martillazo.》               「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」： 

《「副詞節」,「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

No respondí ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点･否定(responder)v.t 答えなかった           「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

En ese instante ｴﾝ･ｴｾ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. その瞬間                             「副詞句」 

me decía: ﾒ･ﾃﾞｼｱ 1 単線(decirse)v.pr 心の中で思っていた                  「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

este bulón ｴｽﾃ･ﾌﾞﾛﾝ n.m このボルトが                            「主語」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                         「副詞」 

resiste, ﾚｼｽﾃ 3 単現(resistir)v.i 抵抗する                           「動詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

haré saltar ｱﾚ･ｻﾙﾀｰﾙ 1 単未･使役(hacer+不定詞)v.t 飛ばしてやろう         「動詞句」 

de un martillazo.》ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｬｿ adv. 金槌で                           「副詞句」 

 

「違うよ！なまけ者たちを夢中にさせる金色の小さな物だよ。だけどおれは真面目なんだ。

夢中になっている時間はないんだ！」［C-13］ 

--- ¡No, no! Cositas doradas que hacen desvariar a los holgazanes. ¡Pero yo soy serio! 

No tengo tiempo para desvariar. 

《「応答」「主語」┃Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

¡No, no! ﾉ･ﾉ adv. 違うよ！                                               「応答」 

Cositas doradas ｺｼﾀｽ･ﾄﾞﾗﾀﾞｽ pl.n.f 金色の小さな物だよ                     「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

hacen desvariar ｱｾﾝ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ 3 複現･使役(hacer+不定詞) 

   v.i 精神錯乱を起こさせる、夢中にさせる                     「動詞句」 

 desvariar ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ v.i うわごとを言う、精神錯乱を起こす 

a los holgazanes. ｱ･ﾛｽ･ｵﾙｶﾞｻﾈｽ pl.n.m なまけ者たちを          「目的語」 
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¡Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo ｼﾞｮ pron おれは                                                      「主語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

serio! ｾﾘｵ adj. まじめな                                                  「補語」 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                              「目的語」 

para desvariar. ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ adj. 夢中になっている            「形容詞句」 

 

もし君が最初にある考えを思いついたら、それを特許にするんだ。そうすればその考えは、

君のものだ。おれは星を所有している、なぜなら俺よりも先に星を所有することを思いつい

た奴はいないんだから。［C-13］ 

Cuando eres el primero en tener una idea, la haces patentar: es tuya. Yo poseo las 

estrellas porque jamás nadie antes que yo soñó con posseerlas. 

「副詞節」,「目的語」「動詞句」：「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したら                                          「副詞節」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

el primero ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ n.m 最初の人                                 「補語」 

en +不定詞 ｴﾝ adv. 〜することにおいて                          「副詞句」 

tener ﾃﾈｰﾙ 不定詞 v.t 取る、生み出す                      「動詞」 

una idea, ｳﾅ･ｲﾃﾞｱ n.f ある考え                          「目的語」 

la ﾗ pron それを                                                      「目的語」 

haces patentar: ｱｾｽ･ﾊﾟﾃﾝﾀｰﾙ 2 単現･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 特許にさせる                                                    「動詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tuya. ﾄｩﾔ pron.f 君の物                                                  「補語」 

Yo ｼﾞｮ pron わしは                                                      「主語」 

poseo ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 所有している                                 「動詞」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                            「副詞節」 

jamás nadie ﾊﾏｽ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 決して誰も〜ない                    「主語」 

antes que yo ｱﾝﾃｽ･ｹ･ｼﾞｮ adv. おれよりも前に                    「副詞句」 

soñó ｿﾝﾆｮ 3 単点(soñar) 

v.i（否定文で） (con+不定詞) 〜する夢を見なかった             「動詞」 

con posseerlas. ｺﾝ･ﾎﾟｾｴﾙ･ﾗｽ con+不定詞 

 adv. それを所有することを                              「間接目的語」 
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少なくとも、彼の仕事には意味がある。街灯を点灯する時は、まるで星をもう一つ、または

花をもう一輪誕生させるようなものだ。［C-14］ 

Por lo menos su trabajo tiene sentido. Cuando enciende el farol es como si hiciera nacer 

una estrella más, o una flor. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」 

Por lo menos ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. 少なくとも                                 「副詞句」 

su trabajo ｽ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 彼の仕事は                                        「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜がある                                       「動詞」 

sentido. ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 意味                                                「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

enciende ｴﾝｼｴﾝﾃﾞ 3 単現(encender)v.t 点灯する                     「動詞」 

el farol ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                    「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

como si +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                       「補語」 

hiciera nacer ｲｼｴﾗ･ﾅｾｰﾙ 接・3 単過･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 誕生させる                                                「動詞句」 

una estrella más, ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ･ﾏｽ n.f 星をもう一つ                  「目的語」 

o ｵ conj. または 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花をもう一輪                                「目的語」 

 

すると明かりのついた特急列車が雷鳴のように轟音をあげて、転轍機の運転席を揺らした。 

［C-22］ 

 Y un rápido iluminado, rugiendo como el trueno, hizo temblar la cabina de las agujas. 

Y「主語」「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

Y ｲ conj. すると 

un rápido ｳﾝ･ﾗﾋﾟﾄﾞ n.m(tren rápido) 特急列車が                          「主語」 

  tren expreso ﾄﾚﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾚｿ n.m 急行列車 

iluminado, ｲﾙﾐﾅﾄﾞ adj. 明かりのついた                           「形容詞」 

rugiendo ﾙﾋｴﾝﾄﾞ 現在分詞(rugir)v.i 唸り声を上げながら                  「副詞句」 

como el trueno, ｺﾓ･ｴﾙ･ﾄｩﾙｴﾉ adv. 雷鳴のように                  「副詞句」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t（+O+不定詞）O に〜をさせた                「動詞」 

temblar ﾃﾝﾌﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.i 震える                                        「補語」 

la cabina ﾗ･ｶﾋﾞﾅ n.f 運転席を                                          「目的語」 

de las agujas. ﾃﾞ･ﾗｽ･ｱｸﾞﾊｽ adj. 転轍機の                       「形容詞句」 

  agujas ｱｸﾞﾊｽ pl.n.f 転轍機 
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「その時に君は、“そうなんだ、星を見るといつも僕は笑いがこみ上げるんだ”というだろ

うね。すると彼らは君の気が変になったと思うだろう。僕は君にとてもひどい仕打ちをした

ことになってしまうだろうね。」［C-26］ 

Entonces les dirás: 《Sí, las estrellas siempre me hacen reír》, y ellos te creerán loco. Te 

habré hecho una muy mala jugada... 

《「副詞」「間接目的語」「動詞」：‘「応答」,「主語」「副詞」「目的語」「動詞」「補語」’, 

y「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時には                                         「副詞」 

les ﾚ pron.pl 彼らに                                               「間接目的語」 

dirás: ﾃﾞｨﾗｽ 2 単未(decir)v.i 言うだろう                                    「動詞」 

《Sí, ｼ adv.（肯定）そうだ                                               「応答」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                   「主語」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

hacen ｱｾﾝ 3 複現･使役(hacer+不定詞)v.t 〜させる                          「動詞」 

reír》ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                                「補語」 

  無生物主語の las estrellas 星たちを me 僕が reír 笑う原因として、能動態に翻訳する 

, y ｲ conj. すると 

ellos ｴｼﾞｮｽ pron 彼らは                                                  「主語」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

creerán ｸﾚｴﾗﾝ 3 複未(creer)v.t 思うだろう                                  「動詞」 

loco. ﾛｺ adj. 気が変になった                                              「補語」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

habré hecho ｱﾌﾞﾚ･ﾍﾁｮ 1 単未･完了形･推測(hacer)v.t 〜したことになるだろう「動詞句」 

una muy mala jugada... ｳﾅ･ﾑｲ･ﾏﾗ･ﾌｶﾞﾀﾞ n.f とてもひどい仕打ちを     「直接目的語」 

  jugada ﾌｶﾞﾀﾞ n.f プレー、一手、汚い手段、悪だくみ 

 

「あそこだ！僕 1 人だけで行かせてね」［C-26］ 

---Es allá. Déjame dar un paso, solo.            《「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

allá. ｱｼﾞｬ adv. あそこ                                                    「副詞」 

Déjame ﾃﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現･使役(dejar+me+不定詞)v.t 僕に〜させて         「動詞句」 

dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t（動作を）する                                         「補語」 

un paso, ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                          「目的語」 

solo. ｿﾛ adv. 一人で、助力なしで                                     「副詞」 
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彼は重々しく僕を見つめて、両腕で僕の首に抱きついた。僕は彼の心臓が、カービン銃で撃

たれて死んでいく小鳥のように激しく脈打つのを感じた。それから僕に言った：［C-26］ 

Me miró gravemente y rodeó mi cuello con sus brazos. Sentía latir su corazón como el de 

un pájaro que muere, herido por una carabina. Y me dijo: 

「目的語」「動詞」「副詞」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「補語」「目的語」「副詞句」┃Y「間接目的語」「動詞」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

gravemente ｸﾞﾗﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 重々しく                                      「副詞」 

y ｲ conj. そして 

rodeó ﾛﾃﾞｵ 3 単点(rodear)v.t 取り巻いた、（首に）抱きついた                「動詞」 

mi cuello ﾐ･ｸｪｼﾞｮ n.m 僕の首に                                         「目的語」 

con sus brazos. ｺﾝ･ｽｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕で                                 「副詞句」 

Sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線･知覚動詞(sentir)v.t(SVO+C:不定詞) O が〜するのを感じた 「動詞」 

latir ﾗﾁｰﾙ 不定詞 v.i 脈打つ                                               「補語」 

su corazón ｽ･ｺﾗｿﾝ n.m 彼の心臓が                                      「目的語」 

como el de un pájaro ｺﾓ･ｴﾙ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾊﾟﾊﾛ adv. 小鳥の心臓のように           「副詞句」 

que muere, ｹ･ﾑｴﾚ adj. 死んでいく                              「形容詞節」 

herido ｴﾘﾄﾞ 過去分詞(herir)adj. 傷つけられて            「副詞句」 

por una carabina. ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ｶﾗﾋﾞﾅ adv. カービン銃によって 「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

しかし頬の皺が涙が落ちるのをさえぎっていた。涙は広がりつながって、水の膜を作って輝

き、しなびた顔を滑らかに覆った。［D-1-1］ 

Pero las arrugas no las dejaban caer. Se extendían, se juntaban y formaban un barniz de 

agua sobre el rostro marchito.  

Pero「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

「動詞句」,「動詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

las arrugas ﾗｽ･ｱﾙｶﾞｽ pl.n.f 頬のしわが                                    「主語」 

no ...dejaban ﾉ...ﾃﾞﾊﾊﾞﾝ 3 複線･放任･否定(dejar)v.t 〜させなかった         「動詞句」 

las ﾗｽ pron.pl 涙を                                                    「目的語」 

caer. ｶｴﾙ 不定詞 v.i 落ちる                                               「補語」 

Se extendían, ｾ･ｴｸｽﾃﾝﾃﾞｨｱﾝ 3 複線(extenderse)v.pr 広がった              「動詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 使役・放任動詞と知覚動詞 404 / 650 

se juntaban ｾ･ﾌﾝﾀﾊﾞﾝ 3 複線(juntarse)v.pr 一緒になった                  「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

formaban ﾌｫﾙﾏﾊﾞﾝ 3 複線(formar)v.t 作った                                「動詞」 

un barniz ｳﾝ･ﾊﾞﾙﾆｽ n.m うわぐすり                                     「目的語」 

de agua ﾃﾞ･ｱｸﾞゎ adj. 水の                                   「形容詞句」 

sobre el rostro marchito. ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ･ﾏﾙﾁｰﾄ adv. しなびた顔の上に       「副詞句」 

 

彼に、要するに入寮者ですねと確認した。［D-1-1］ 

Le hice notar que en resumidas cuentas era pensionista.    「目的語」「動詞」「補語」 

Le ﾚ pron 彼に                                                        「目的語」 

hice ｲｾ 1 単点･使役(hacer)v.t 〜させた                                    「動詞」 

notar ﾉﾀｰﾙ 不定詞 v.t 確認する、評価する、気づく                          「補語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                        「目的語」 

en resumidas cuentas ｴﾝ･ﾚｽﾐﾀﾞｽ･ｸｴﾝﾀｽ 

 adv. 要するに、手っ取り早く言うと                              「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                        「動詞」 

pensionista. ﾍﾟﾝｼｮﾆｽﾀ n.m, n.f 入寮者、年金生活者                    「補語」 

 

僕は院長室へ行った。院長は僕に何通かの書類に署名をさせた。［D-1-1］ 

Fui a su despacho. Me hizo firmar cierta cantidad de documentos.  

「動詞」「間接目的語」┃「目的語」「動詞」「補語」 

Fui ﾌｲ 1 単点(ir)v.i(a へ) 行った                                          「動詞」 

a su despacho. ｱ･ｽ･ﾃﾞｽﾊﾟﾁｮ adv. 院長室へ                           「間接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                       「目的語」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t(人+不定詞) 〜させた                          「動詞」 

firmar ﾌｨﾙﾏｰﾙ 不定詞 v.t サインする、署名する                             「補語」 

cierta cantidad de documentos. ｼｪﾙﾀ･ｶﾝﾁﾀﾞ･ﾃﾞ･ﾄﾞｸﾒﾝﾄｽ 

   pl.n.m 何通かの書類を                                         「目的語」 

   cierta ｼｪﾙﾀ adj. いくらかの、ある程度の cantidad ｶﾝﾁﾀﾞ n.f 量 

 

街灯が突然点灯したので、夜になって先に出ていた星が青ざめてしまった。［D-1-2］ 

Las lámparas de la calle se encendieron bruscamente e hicieron palidecer las primeras 

estrellas que surgían en la noche. 「主語」「動詞句」「副詞」e「動詞」「補語」「目的語」 

Las lámparas ﾗｽ･ﾗﾝﾊﾟﾗｽ pl.n.f 電灯が                                     「主語」 

de la calle ﾃﾞ･ﾗ･ｶｼﾞｪ adj. 通りの                                 「形容詞句」 

se encendieron ｾ･ｴﾝｾﾝﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(encenderse)v.pr（電灯が）点灯した    「動詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 使役・放任動詞と知覚動詞 405 / 650 

bruscamente ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然                                          「副詞」 

e ｴ conj. そして 

hicieron ｲｼｴﾛﾝ 3 複点･使役(hacer)v.t（SVO+不定詞）（O に〜）させた        「動詞」 

palidecer ﾊﾟﾘﾃﾞｾｰﾙ 不定詞 v.i 青ざめる                                     「補語」 

las primeras estrellas ﾗｽ･ﾌﾟﾘﾒﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 先にいた星たちを         「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

surgían ｽﾙﾋｱﾝ 3 複線(surgir)v.i 現れた、上がっていた       「動詞」 

en la noche. ｴﾝ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜になって                   「副詞句」 

 

街灯が油ぎった舗道をぎらつかせていた。そして路面電車が規則正しい間隔で、輝く髪や微

笑や銀のブレスレットの上で、電車からの反射光の明暗を反転させていた。［D-1-2］ 

Las lámparas hacían relucir el piso grasiento y, con intervalos regulares, los tranvías 

volcaban sus reflejos sobre los cabellos brillantes, una sonrisa, o una pulsera de plata.  

「主語」「動詞」「補語」「目的語」y「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Las lámparas ﾗｽ･ﾗﾝﾊﾟﾗｽ pl.n.f 街灯は                                     「主語」 

hacían ｱｼｱﾝ 3 複線･使役(hacer)v.t 〜させた                                「動詞」 

relucir ﾚﾙｼｰﾙ 不定詞 v.i 輝く                                              「補語」 

el piso ｴﾙ･ﾋﾟｿ n.m 路面を、舗道を                                      「目的語」 

grasiento ｸﾞﾗｼｴﾝﾄ adj. 油っこい、ギラギラとした                 「形容詞」 

y, ｲ conj. そして 

con intervalos regulares, ｺﾝ･ｲﾝﾃﾙﾊﾞﾛｽ･ﾚｸﾞﾗﾚｽ adv. 規則正しい間隔で       「副詞句」 

  intervalo ｲﾝﾃﾙﾊﾞﾛ n.m 間隔 regular ﾚｸﾞﾗﾙ adj. 規則正しい 

los tranvías ﾛｽ･ﾄﾗﾝﾋﾞｱｽ pl.n.m 路面電車が                                 「主語」 

volcaban ﾎﾞﾙｶﾊﾞﾝ 3 複線(volcar)v.t 反転させた                              「動詞」 

sus reflejos ｽｽ･ﾚﾌﾚﾎｽ pl.n.m 電車の反射光を                             「目的語」 

sobre ｿﾌﾞﾚ prep 〜の上で                                              「副詞句」 

los cabellos brillantes,ﾛｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ･ﾌﾞﾘｼﾞｬﾝﾃｽ 

 pl.n.m 輝く髪                                                「目的語」 

una sonrisa, ｳﾅ･ｿﾝﾘｻ n.f ほほ笑み                                「目的語」 

o ｵ conj. または 

una pulsera ｳﾅ･ﾌﾟﾙｾｰﾗ n.f ブレスレット                          「目的語」 

de plata. ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾀ adj. 銀の                             「形容詞句」 
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そのハウンドには皮膚病があった。疥癬だと思うが、それが犬の毛をほとんど失わせて、犬

の皮膚を黒っぽいできものやかさぶたで覆っていた。［D-1-3］ 

El podenco tiene una enfermedad en la piel, creo que sarna, que le hace perder casi todo 

el pelo y lo cubre de placas y costras oscuras.  

「主語」「動詞」「目的語」,「動詞」「目的語」,「形容詞節」 

El podenco ｴﾙ･ﾎﾟﾃﾞﾝｺ n.m（猟犬）そのハウンドは、スパヌエル              「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                           「動詞」 

una enfermedad ｳﾅ･ｴﾝﾌｪﾙﾒﾀﾞ n.f 病気                                   「目的語」 

en la piel, ｴﾝ･ﾗ･ﾋﾟｴﾙ adv. 皮膚に                                 「副詞句」 

creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t（que 〜だと）思う                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

sarna, ｻﾙﾅ n.f 疥癬（かいせん）                                   「補語」 

que ｹ pron（主語）それが〜する                                      「形容詞節」 

le ﾚ pron 犬に                                                「目的語」 

hace ｱｾ 3 単現･使役(hacer)v.t 〜させる                            「動詞」 

perder ﾍﾟﾙﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 失う                                    「補語」 

casi todo el pelo ｶｼ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾍﾟﾛ n.m ほとんどの毛を         「目的語」 

y ｲ conj. そして 

lo ﾛ pron 犬を                                                 「目的語」 

cubre ｸﾌﾞﾚ 3 単現(cubrir)v.t 覆っている                            「動詞」 

de ﾃﾞ prep（手段）〜によって                                  「副詞句」 

placas ﾌﾟﾗｶｽ pl.n.f できもの                             「目的語」 

y ｲ conj. そして 

costras ｺｽﾄﾗｽ pl.n.f かさぶた                             「目的語」 

oscuras. ｵｽｸﾗｽ adj.f.pl 黒っぽい                   「形容詞」 

 

しかし、彼はカンカン帽を被っており、マリーはそれを見て笑った。そして彼の前腕は、黒

っぽい体毛とは対照的に白さが目立った。［D-1-6］ 

Pero se había puesto sombrero de paja, lo que hizo reír a María, y sus antebrazos eran 

muy blancos debajo del vello oscuro.  

  Pero「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「補語」「目的語」y「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se había puesto ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾌﾟｴｽﾄ 3 単線･完了形(ponerse) 

v.pr（衣服などを）身に着けていた                                    「動詞句」 

sombrero ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子を                                           「目的語」 

de paja, ﾃﾞ･ﾊﾟﾊ adj.（材料）麦わらでできた                    「形容詞句」 
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   sombrero de paja → 「かんかん帽、むぎわら帽」 

lo que ﾛ･ｹ pron（前文：カンカン帽を被っていたこと）そのことが           「主語」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t(SVO+不定詞  O に) 〜させた                 「動詞」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞･María の動作 v.i 笑う                                    「補語」 

a María, ｱ･ﾏﾘｱ n.f マリーを                                            「目的語」 

y ｲ conj. そして 

sus antebrazos ｽｽ･ｱﾝﾃﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 彼の前腕は                             「主語」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

muy blancos ﾑｲ･ﾌﾞﾗﾝｺｽ adj.m.pl 非常に白い                               「補語」 

debajo ﾃﾞﾊﾞﾎ adv.（譲歩）〜であるのに、〜の下で                  「副詞句」 

del vello oscuro. ﾃﾞﾙ･ﾍﾞｼﾞｮ･ｵｽｸﾛ n.m 黒っぽい体毛          「目的語」 

 

デスクの上にはランプが 1 つあって、肘掛け椅子を照らしていた。彼はそこに僕を座らせ

たが、その一方で、彼は暗がりの中に留まり続けていた。［D-2-1］ 

sobre el escritorio había una sola lámpara que iluminaba el sillón donde me hizo sentar 

mientras él quedaba en la oscuridad.           「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞節」 

sobre el escritorio ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ｴｽｸﾘﾄﾘｵ adv. デスクの上には                  「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 〜があった                                   「動詞」 

una sola lámpara ｳﾅ･ｿﾗ･ﾗﾝﾊﾟﾗ n.f ランプが 1 つ                         「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

iluminaba ｲﾙﾐﾅﾊﾞ 3 単線(iluminar)v.t 照らしていた        「動詞」 

el sillón ｴﾙ･ｼｼﾞｮﾝ n.m 肘掛け椅子を                    「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこに〜する               「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                      「目的語」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t 〜させた   「動詞」 

sentar ｾﾝﾀｰﾙ 不定詞･me の動作 

v.t 座らせる                         「補語」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. その一方で                                       「副詞節」 

él ｴﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

quedaba ｹﾀﾞﾊﾞ 3 単線(quedar)v.i(en に) とどまっていた             「動詞」 

en la oscuridad. ｴﾝ･ﾗ･ｵｽｸﾘﾀﾞ adv. 暗がりの中に                   「副詞句」 
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その頃僕が時々考えたのは、もし枯れ木の幹の中で、頭上の花を見る以外のことは何もしな

いで生活をするように強いられたとしても、僕は徐々に慣れていっただろうということだ。 

［D-2-2］ 

Pensé a menudo entonces que si me hubiesen hecho vivir en el tronco de un árbol seco 

sin otra ocupación que la de mirar la flor del cielo sobre la cabeza, me habría 

acostumbrado poco a poco.                              「動詞」「副詞句」「目的語」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.t(que 〜と) 考えた                             「動詞」 

a menudo ｱ･ﾒﾇﾄﾞ adv. 時々、しばしば                                   「副詞句」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. 当時、その頃                                        「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                         「副詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                         「目的語」 

hubiesen hecho ｳﾋﾞｴｾﾝｴﾁｮ 接・3 複過･使役･完了形･仮定(hacer) 

v.t 〜させた                                          「動詞句」 

受動態に翻訳する 

vivir ﾋﾞﾋﾞｰﾙ 不定詞･me の動作 v.i 暮らす                    「補語」 

en el tronco ｴﾝ･ｴﾙ･ﾄﾛﾝｺ adv.（木の）幹の中で        「副詞句」 

de un árbol ﾃﾞ･ｳﾝ･ｱﾙﾎﾞﾙ adj. 木の         「形容詞句」 

seco ｾｺ adj. 乾いた               「形容詞」 

sin otra ocupación ｼﾝ･ｵﾄﾗ･ｵｸﾊﾟｼｵﾝ adv. 別の仕事をせずに  「副詞句」 

que ｹ conj.(sin...que) 〜する以外には             「副詞句」 

la de mirar ﾗ･ﾃﾞ･ﾐﾗｰﾙ pron 見ること      「目的語」 

la flor del cielo ﾗ･ﾌﾛｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ 

 n.f 空の花を                   「目的語」 

sobre la cabeza, ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ 

 adv. 頭上の                    「副詞句」 

me habría acostumbrado ﾒ･ｱﾌﾞﾘｱ･ｱｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾗﾄﾞ 1 単過未･完了形･推量(acostumbrarse) 

   v.pr 慣れていっただろう                                      「動詞句」 

   英語では、I would have accustomed myself. 

poco a poco. ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 徐々に、少しずつ                     「副詞句」 
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2 人の警官が僕を湿気のこもったかび臭い小部屋に入らせた。［D-2-3］ 

Los dos gendarmes me hicieron entrar en una habitación pequeña que olía a humedad.  

「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Los dos gendarmes ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ﾍﾝﾀﾞﾙﾒｽ pl(gendarme).n.m 2 人の警官が          「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                       「目的語」 

hicieron ｲｼｴﾛﾝ 3 複点･使役(hacer)v.t(SV O+不定詞 O に〜) させた           「動詞」 

entrar ｴﾝﾄﾗｰﾙ 不定詞･me の動作 v.i 入る                                   「補語」 

en una habitación pequeña ｴﾝ･ｳﾅ･ｱﾋﾞﾀｼﾖﾝ･ﾍﾟｹﾆｬ adv. 小さな部屋に   「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

olía ｵﾘｱ 3 単線(oler) 

v.i（a+無冠詞名詞 の）においがする              「動詞」 

a humedad. ｱ･ｳﾒﾀﾞ adv. 湿り気                      「補語」 

 

外は静まり返り、通りかかった車が、ひっそり走り去る音が聞こえた。［D-1-3］ 

Afuera todo estaba en calma y oímos deslizarse un auto que pasaba.  

「副詞」「主語」「動詞」「補語」y「動詞」「補語」「目的語」 

Afuera ｱﾌｴﾗ adv. 外は                                                   「副詞」 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                                  「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

en calma ｴﾝ･ｶﾙﾏ adv. 穏やかな状態に                                     「補語」 

y ｲ conj. そして 

oímos ｵｲﾓｽ 1 複点･知覚動詞(oír)v.t（+O+不定詞）聞こえた                   「動詞」 

deslizarse ﾃﾞｽﾘｻﾙ･ｾ 不定詞･O の動作 v.pr こっそり逃げる、ひっそり走り去る 「補語」 

un auto ｳﾝ･ｱｳﾄ n.m 1 台の車が                                          「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

pasaba. ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線(pasar)v.i 通過した                   「動詞」 

 

窓は開けたままにしておいた。僕たちの日に焼けた体の上で、夏の夜が流れ落ちていくのが

感じられて気持ちよかった。［D-1-4］ 

Había dejado la ventana abierta y era agradable sentir derramarse la noche de verano 

sobre nuestros cuerpos morenos. 「動詞句」「目的語」「補語」y「動詞」「補語」「主語」 

Había dejado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dejar)v.t 〜のままにしておいた    「動詞句」 

la ventana ﾗ･ﾍﾞﾝﾀﾅ n.f 窓を                                            「目的語」 

abierta ｱﾋﾞｴﾙﾀ adj.f 開いた                                               「補語」 

y ｲ conj. そして 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 



 スペイン語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 使役・放任動詞と知覚動詞 410 / 650 

agradable ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adj. 気持ちの良い                                    「補語」 

sentir ｾﾝﾁｰﾙ 不定詞･知覚動詞 v.t(SVO+不定詞 O が〜するのを) 感じることは  「主語」 

derramarse ﾃﾞﾗﾏｰﾙｾ 不定詞･noche の動作 v.pr こぼれる                「補語」 

la noche de verano ﾗ･ﾉﾁｪ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗﾉ n.f 夏の夜が                      「目的語」 

sobre nuestros cuerpos ｿﾌﾞﾚ･ﾇｴｽﾄﾛｽ･ｸｴﾙﾎﾟｽ 

 adv. 僕たちの体の上で                                     「副詞句」 

morenos. ﾓﾚﾉｽ adj.pl 日に焼けた                       「形容詞」 

 

レーモンは、僕たちが早く着けば、彼の友人は喜ぶだろうと思っていたので、我々は出発す

ることにした。その時、急に、レーモンが僕に正面を見ろという合図をした。［D-1-6］ 

Raimundo creía que su amigo se alegraría al vernos llegar temprano, íbamos a partir, 

cuando Raimundo, de golpe, me hizo una señal para que mirara enfrente.  

「主語」「動詞」「目的語」,「動詞句」, 

cuando「主語」「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

creía ｸﾚｲｱ 3 単線(creer)v.t 思っていた                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

su amigo ｽ･ｱﾐｺﾞ n.m 彼の友人は                                  「主語」 

se alegraría ｾ･ｱﾚｸﾞﾗﾘｱ 3 単過未･推量(alegrarse)v.pr 喜ぶだろう    「動詞句」 

al +不定詞 ｱﾙ adv.（条件）〜すれば                              「副詞句」 

vernos ﾍﾞﾙ･ﾉｽ 不定詞･知覚動詞(ver+nos)v.t 我々を見る     「動詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞･nos の動作 v.i 着く                    「補語」 

temprano, ﾃﾝﾌﾟﾗﾉ adv. 早く                           「副詞」 

íbamos a partir, ｲﾊﾞﾓｽ･ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 1 複点･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.i 出発することにした                                              「動詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. その時〜する 

Raimundo, ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                       「主語」 

de golpe, ﾃﾞ･ｺﾞﾙﾍﾟ adv. 急に、突然                                     「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

hizo ｲｿ 3 単点(hacer)v.t（動作を）した                                    「動詞」 

una señal ｳﾅ･ｾﾆｬｰﾙ n.f 合図を                                      「直接目的語」 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv.（目的）〜するようにと          「副詞節」 

mirara ﾐﾗﾗ 接・1 単過(mirar)v.t 見る                  「動詞」 

enfrente. ｴﾝﾌﾚﾝﾃ adv. 正面を                          「副詞」 
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彼らは僕たちがビーチバッグを持ってバスに乗るところを見たに違いないと、僕は思った

が、何も言わなかった。［D-1-6］ 

Pensé que debían de habernos visto tomar el autobús con el bolso de playa, pero no dije 

nada.                                  「動詞」「目的語」, pero「動詞句」「目的語」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.t（que 〜と）思った                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

debían de +不定詞 ﾃﾞﾋﾞｱﾝ･ﾃﾞ 3 複線･推量(deber de+不定詞) 

v.i 〜したに違いない                                         「動詞句」 

habernos visto ｱﾍﾞﾙ･ﾉｽ･ﾋﾞｽﾄ 不定詞･完了形･知覚動詞(ver+nos) 

   v.t 僕たちを見ていた                                         「動詞句」 

tomar ﾄﾏｰﾙ 不定詞･nos の動作 v.t（乗り物に）乗る                  「補語」 

el autobús ｴﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                          「目的語」 

con el bolso ｺﾝ･ｴﾙ･ﾎﾞﾙｿ adv. バッグを持って                「副詞句」 

de playa, ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adj. ビーチの                「形容詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no dije ﾉ･ﾃﾞｨﾍ 1 単点･否定(decir)v.t 言わなかった                         「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

先程は誰がいるのか良く分からなかった傍聴人席から、養老院の院長と門衛や、トマ・ペレ

ーズ老人や、レーモンや、マソンや、サラマノ老人そしてマリーが、一人ずつ立ち上がって、

すぐに脇のドアから姿を消すのが見えた。［D-2-3］ 

Del seno del público, informe un momento antes, vi levantarse uno por uno, para 

desaparecer enseguida por una puerta lateral, al director y al portero del asilo, al viejo 

Tomás Pérez, a Raimundo, a Masson, a Salamano y a María.  

「副詞句」,「動詞」「補語」「目的語」 

Del seno ﾃﾞﾙ･ｾﾉ adv.（場所の起点）奥から、場所から                     「副詞句」 

del público, ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾌﾞﾘｺ adj. 傍聴人の、聴衆の                  「形容詞句」 

informe ｲﾝﾌｫﾙﾒ adj.(= deforme) 形の定かでない          「形容詞」 

   → 誰なのか識別ができない 

un momento antes, ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ･ｱﾝﾃｽ 

 adv. 先程は、少し前には                     「副詞句」 

vi ﾋﾞ 1 単点･知覚動詞(ver)v.t 見えた                                       「動詞」 

levantarse ﾚﾊﾞﾝﾀﾙｾ 不定詞･uno の動作 v.pr 立ち上がる                      「補語」 

uno por uno, ｳﾉ･ﾎﾟﾙ･ｳﾉ adv. 1 人ずつ                              「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（結果）そして〜する                        「副詞句」 

   uno の動作の継続 
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desaparecer ﾃﾞｻﾊﾟﾚｾｰﾙ 不定詞 v.i 姿を消す                    「動詞」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                               「副詞」 

por una puerta lateral, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾌﾟｴﾙﾀ･ﾗﾃﾗﾙ adv. 脇のドアから 「副詞句」 

al director ｱﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｰﾙ n.m 院長が                                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

al portero ｱﾙ･ﾎﾟﾙﾃﾛ n.m 門衛が                                        「目的語」 

del asilo, ﾃﾞﾙ･ｱｼﾛ adj. 養老院の                               「形容詞句」 

al viejo Tomás Pérez, ｱﾙ･ﾋﾞｴﾎ･ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾚｽ n.m トマ・ペレーズ老人が       「目的語」 

a Raimundo, ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                  「目的語」 

a Masson, ｱ･ﾏｿﾝ n.m マソンが                                         「目的語」 

a Salamano ｱ･ｻﾗﾏﾉ n.m サラマノが                                    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

a María. ｱ･ﾏﾘｱ n.f マリーが                                           「目的語」 
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構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［A-1-8］ 3 人の求婚者   Los tres pretendientes 

むかしむかし、ある王国に、とても美しいお姫様がいた。 

Hace mucho tiempo, en un reino había una princesa muy hermosa. 

「副詞句」,「副詞句」「動詞」「目的語」 

Hace ｱｾ 3 単現(hacer)単人称動詞（時間）(+que+直説法) 

    （〜してから）．．．になる、．．．前に                             「動詞」 

mucho tiempo ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い時間                         「副詞句」 

→ むかしむかし                                                       「副詞句」 

en un reino ｴﾝ･ｳﾝ･ﾚｲﾉ adv. ある王国に                                  「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t (+名詞) ．．．がいた                             「動詞」 

una princesa muy hermosa ｳﾅ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ･ﾑｲ･ｴﾙﾓｻ n.f とても美しいお姫様     「目的語」 

 

ある日、お姫様と結婚したいと思っている、3 人の凛々しい若者が現れた。 

Un día, aparecieron tres jóvenes gallardos que querían casarse con ella. 

「副詞句」, 「動詞」「主語」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                             「副詞句」 

aparecieron ｱﾊﾟﾚｼｴﾛﾝ 3 複点(aparecer)v.i 現れた                            「動詞」 

tres jóvenes gallardos ﾄﾚｽ･ﾎﾍﾞﾈｽ･ｶﾞｼﾞｬﾙﾄﾞｽ pl.n.m 3 人の凛々しい若者が     「主語」 

que ｹ conj. 〜する（「主語」）                                   「形容詞節」 

querían casarse ｹﾘｱﾝ･ｶｻﾙｾ 3 複線･願望(querer+不定詞 casarse) 

   v.pr (+con と) 結婚したいと思っている                 「動詞句」 

con ella ｺﾝ･ｴｼﾞｬ adv. お姫様と                       「間接目的語」 

 

お姫様は、だれと結婚したらよいか分からなかったので、王様がこう言った。 

Como la princesa no sabía con quién casarse, el rey les dijo: 

「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞」 

Como ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                         「副詞節」 

la princesa ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f お姫様は                                「主語」 

no sabía ﾉ･ｻﾋﾞｱ 3 単線･否定(saber)v.t 分からなかった            「動詞句」 

con quién casarse ｺﾝ･ｷｴﾝ･ｶｻﾙｾ 不定詞句 誰と結婚するかが       「目的語」 

el rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様が                                                  「主語」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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「娘は、私たちに最も有益な品物を持ってくる者と結婚するだろう。」 

--- Mi hija se casará con el que nos traiga la cosa más valiosa. 

《「主語」「動詞」「間接目的語」》 

Mi hija ﾐ･ｲﾊ n.f 娘は                                                    「主語」 

se casará ｾ･ｶｻﾗ 3 単未(casarse)v.pr (con と) 結婚するだろう               「動詞句」 

con el que ｺ･ﾈﾙ･ｹ conj. 〜する者と                                  「間接目的語」 

nos ﾉｽ pron 私たちに                                 「間接目的語」 

traiga ﾄﾗｲｶﾞ 接・3 単現(traer)v.t 持ってくる                  「動詞」 

la cosa más valiosa ﾗ･ｺｻ･ﾏｽ･ﾊﾞﾘｵｻ n.f 最も有益な品物を 「直接目的語」 

 

3 人の若者は王宮を出て、数日間一緒に歩いて、十字路に着いた。 

Los tres jóvenes salieron del palacio y caminaron juntos durante varios días hasta 

llegar a una encrucijada.            「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」「副

詞句」 

Los tres jóvenes ﾛｽ･ﾄﾚｽ･ﾎﾍﾞﾈｽ pl.n.m 3 人の若者は                          「主語」 

salieron ｻﾘｴﾛﾝ 3 複点(salir)v.i (de から) 出た                               「動詞」 

del palacio ﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾗｼｵ adv. 王宮から                                     「副詞句」 

caminaron ｶﾐﾅﾛﾝ 3 複点(caminar)v.i 歩いた                                「動詞」 

juntos ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に 

durante varios días ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾊﾞﾘｵｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. 数日間                      「副詞句」 

hasta ｱｽﾀ adv. (+不定詞) 〜するまで（そして〜した）                     「副詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 〜に着く                                「不定詞」 

a una encrucijada ｱ･ｳﾅ･ｴﾝｸﾙｼﾊﾀﾞ adv. 十字路に                 「副詞句」 

 

別れる前に、再会する日にちを決めて、それぞれは自分の道を進んだ。 

Antes de despedirse fijaron la fecha para volver a encontrarse y cada uno tomó su 

camino.                      「副詞句」「動詞」「目的語」y「主語」「動詞」「目的語」 

Antes ｱﾝﾃｽ adv. (de+不定詞) 〜する前に                                 「副詞句」 

de despedirse ﾃﾞ･ﾃﾞｽﾍﾟﾃﾞｨﾙｾ v.pr 別れる                      「不定詞句」 

fijaron ﾌｨﾊﾛﾝ 3 複点(fijar)v.t 決めた                                       「動詞」 

la fecha ﾗ･ﾌｪﾁｬ n.f 日付を                                              「目的語」 

para volver a encontrarse ﾊﾟﾗ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ･ｱ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾙｾ(volver a+不定詞：再び〜する) 

   adj. 彼らが再会するための                                  「形容詞句」 

cada uno ｶﾀﾞ･ｳﾉ n.m それぞれは                                          「主語」 

tomó ﾄﾓ 3 単点(tomar)v.t（道を）進んだ                                   「動詞」 

su camino ｽ･ｶﾐﾉ n.m 自分の道を                                        「目的語」 
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取り決めた日が来て、3 人は同じ十字路で再会した。 

Llegó el tiempo señalado y los tres se encontraron en la misma encrucijada. 

「動詞」「主語」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i（時が）来た                                  「動詞」 

el tiempo señalado ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ･ｾﾆｬﾗﾄﾞ n.m 取り決めた日が                  「主語」 

los tres ﾛｽ･ﾄﾚｽ pl.n.m 3 人は                                              「主語」 

se encontraron ｾ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾛﾝ 3 複点(encontrarse)v.pr 再会した              「動詞句」 

en la misma encrucijada ｴﾝ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ｴﾝｸﾙｼﾊﾀﾞ adv. 同じ十字路で            「副詞句」 

 

「僕が買ったものを見てごらん。この鏡には世の中のどんな出来事でも映るんだ。」 

-- Mirad lo que yo compré. En este espejo se refleja cualquier acontecimiento del 

mundo. 

《「動詞」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」「主語」》 

Mirad ﾐﾗ 命・2 複現(mirar)v.t 見てください                               「動詞」 

lo ﾛ pron ものを                                                       「目的語」 

que ｹ conj. 〜したもの                                        「形容詞節」 

compré ｺﾝﾌﾟﾚ 1 単点(comprar)v.t 買った                   「動詞」 

En este espejo ｴ･ﾈｽﾃ･ｴｽﾍﾟﾎ adv. この鏡に                                「副詞句」 

se refleja ｾ･ﾚﾌﾚﾊ 3 単現(reflejarse)v.pr (en に) 映る                       「動詞句」 

cualquier acontecimiento del mundo ｸゎﾙｷｴ･ｱｺﾝﾃｼﾐｪﾝﾄ･ﾃﾞﾙ･ﾑﾝﾄﾞ 

n.m 世の中のどんな出来事でも                                         「主語」 

   cualquiera ｸﾜﾙｷｴﾗ adj.（名詞の前で cualquier）どんな．．．（でも） 

 

「僕が手に入れたものを見てごらん。この長靴は、あっという間に世界のどこへでも運ん

でくれるんだ。」 

--- Mirad lo que yo conseguí. Esta bota puede llevar a la gente a cualquier del mundo en 

un instante.           《「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Mirad lo que yo conseguí ﾐﾗ･ﾛ･ｹ･ｼﾞｮ･ｺﾝｾｷﾞ 僕が手に入れたものを見てごらん                             

「動詞」「目的語」 

Esta bota ｴｽﾀ･ﾎﾞﾀ n.f この長靴は                                         「主語」 

puede llevar ﾌﾟｴﾃﾞ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ 3 単現･可能(poder+不定詞 llevar) 

   v.t 運ぶことができる                                                「動詞句」 

a la gente ｱ･ﾗ･ｼﾞｪﾝﾃ adv. 人々を                                        「目的語」 

a cualquier del mundo ｱ･ｸゎﾙｷｴ･ﾃﾞﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世界のどこへでも 

en un instante ｴ･ﾇﾝ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. あっという間に                         「副詞句」 
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「僕が見つけたものを見てごらん。この薬草は、死んだばかりの人を生き返らせる効力が

あるんだ。」 

--- Mirad lo que yo encontré. Esta hierba medicinal tiene la virtud de resucitar a los 

recién muertos.                     《「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Mirad lo que yo encontré ．．．ｴﾝｺﾝﾄﾚ 僕が見つけたものを見てごらん 「動詞」「目的語」 

Esta hierba medicinal ｴｽﾀ･ｲｪﾙﾊﾞ･ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙ n.f この薬草は                    「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t（特徴が）ある                                  「動詞」 

la virtud ﾗ･ﾋﾞﾙﾄｩ n.f 効力が                                            「目的語」 

de resucitar a los recién muertos ﾃﾞ･ﾚｽｼﾀｰﾙ･ｱ･ﾛｽ･ﾚｼｴﾝ･ﾑｴﾙﾄｽ 

   不定詞句 adj. 死んだばかりの人を生き返らせるという         「形容詞句」 

 

鏡の中に何か王国の映像を探していた若者が、突然、叫んだ。 

El joven que buscaba en el espejo algunas imágenes del reino, de repente exclamó: 

「主語」「副詞句」「動詞」 

El joven ｴﾙ･ﾎﾍﾞﾝ n.m 若者は                                             「主語」 

que ｹ conj. 〜した人                                           「形容詞節」 

buscaba ﾌﾞｽｶﾊﾞ 3 単線(buscar)v.t 探していた                「動詞」 

en el espejo ｴ･ﾈﾙ･ｴｽﾍﾟﾎ adv. 鏡の中に                    「副詞句」 

algunas imágenes del reino ｱﾙｸﾞﾅｽ･ｲﾏﾍﾈｽ･ﾃﾞﾙ･ﾚｲﾉ 

   n.f 何か王国の映像を                                 「目的語」 

de repente ﾃﾞ･ﾚﾍﾟﾝﾃ adv. 突然                                          「副詞句」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                「動詞」 

 

「あれ！姫の住む宮殿が、人でいっぱいだ！何か重大なことが起こったようだ。」 

--- ¡Ay, el palacio de nuestra princesa está lleno de gente! Parece que ha ocurrido algo 

grave.                          《「感嘆」「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

Ay ｱｲ int. あれ！                                                        「感嘆」 

el palacio de nuestra princesa ｴﾙ･ﾊﾟﾗｼｵ･ﾃﾞ･ﾇｴｽﾄﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ 

   n.m 姫の住む宮殿が                                                   「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

lleno de gente ｼﾞｪﾉ･ﾃﾞ･ﾍﾝﾃ adj. 人がいっぱいの                            「補語」 

Parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜のようだ                                 「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

ha ocurrido ｱ･ｵｸﾘﾄﾞ 3 単現･完了形(ocurrir)v.i 起こった             「動詞句」 

algo grave ｱﾙｺﾞ･ｸﾞﾗﾍﾞ pron 何か重大なことが                       「主語」 
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「君たち、この長靴の中に入りたまえ。あっという間に、そこに行けるだろう。」 

--- Meteos dentro de esta bota. En un abrir y cerrar de ojos estaremos allí. 

《「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」「動詞」「副詞」》 

Meteos ﾒﾃｵｽ 命・2 複現(meted+os)(meterse)v.pr 君たち入りたまえ         「動詞句」 

dentro de esta bota ﾃﾞﾝﾄﾛ･ﾃﾞ･ｴｽﾀ･ﾎﾞﾀ adv. この長靴の中に                「副詞句」 

En un abrir y cerrar de ojos ｴ･ﾇﾝ･ｱﾌﾞﾘｰﾙ･ｲ･ｾﾗｰﾙ･ﾃﾞ･ｵﾎｽ 

   adv. あっという間に（まばたきをする間に）                          「副詞句」 

estaremos ｴｽﾀﾚﾓｽ 1 複未(estar)v.i 行けるだろう                            「動詞」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                                      「副詞」 

 

実際、3 人はもう宮殿の中にいた。そこでは、たくさんの人が、お姫様の早すぎる死を嘆

き悲しんでいた。 

En efecto, los tres ya se encontraban en el palacio, donde muchas personas lloraban la 

muerte prematura de la princesa.    「副詞句」,「主語」「副詞」「動詞句」「副詞句」, 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」 

En efecto ｴ･ﾈﾌｪｸﾄ adv. 実際に                                          「副詞句」 

los tres ﾛｽ･ﾄﾚｽ pl.n.m 3 人は                                              「主語」 

ya ﾔｰ adv. もう、すでに                                                  「副詞」 

se encontraban ｾ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞﾝ 3 複線(encontrarse) 

v.pr（ある場所に）いた                                              「動詞句」 

en el palacio ｴ･ﾈﾙ･ﾊﾟﾗｼｵ adv. 宮殿の中に                                「副詞句」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv.（接続詞的）そこでは                                    「副詞」 

muchas personas ﾑﾁｬｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ pl.n.f たくさんの人々が                      「主語」 

lloraban ｼﾞｮﾗﾊﾞﾝ 3 複線(llorar)v.t 嘆く、悼む                               「動詞」 

la muerte prematura ﾗ･ﾑｴﾙﾃ･ﾌﾟﾚﾏﾄｩﾗ n.f 早すぎる死を                    「目的語」 

de la princesa ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ adj. お姫様の                       「形容詞句」 

 

薬草の若者は、お姫様のベッドに近づいて、お姫様の鼻の中に小さな葉を差し込んだ。す

るとすぐに、お姫様は生き返った。 

El joven de la hierba medicinal se acercó a la cama de la princesa y metió una hoja 

pequeña en la nariz de ella. Pronto la princesa resucitó. 

「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

「副詞」「主語」「動詞」 

El joven de la hierba medicinal ｴﾙ･ﾎﾍﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｲｪﾙﾊﾞ･ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙ 

n.m 薬草の若者は                                                     「主語」 

se acercó ｾ･ｱｾﾙｺ 3 単点(acercarse)v.pr 近づいた                          「動詞句」 
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a la cama de la princesa ｱ･ﾗ･ｶﾏ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ adv. お姫様のベッドに        「副詞句」 

metió ﾒﾃｨｵ 3 単点(meter)v.t (en の中に) 入れた                             「動詞」 

una hoja pequeña ｳﾅ･ｵﾊ･ﾍﾟｹﾆｬ n.f 小さな葉を                            「目的語」 

en la nariz de ella ｴﾝ･ﾗ･ﾅﾘｽ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬ adv. 鼻の中に                       「副詞句」 

Pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに                                                「副詞」 

la princesa ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f お姫様は                                         「主語」 

resucitó ﾚｽｼﾄ 3 単点(resucitar)v.i 生き返った                               「動詞」 

 

その時、鏡の若者が、次のように言った： 

Entonces el joven del espejo dijo :                            「副詞」「主語」「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

el joven del espejo ｴﾙ･ﾎﾍﾞﾝ･ﾃﾞﾙ･ｴｽﾍﾟﾎ n.m 鏡の若者が                      「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「僕には、お姫様と結婚する権利がある。なぜなら、僕の鏡がなかったら、この出来事に

すぐ気づかなかったのだから。」 

--- Tengo derecho a casarme con la princesa, porque sin mi espejo no nos hubiéramos 

dado cuenta del acontecimiento enseguida. 

《「動詞」「目的語」, porque「副詞句」「動詞句」「間接目的語」「副詞」》 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 〜を持っている、〜がある                      「動詞」 

derecho ﾃﾞﾚﾁｮ n.m (+a+不定詞) （〜する）権利                          「目的語」 

a casarme con la princesa ｱ･ｶｻﾙﾒ･ｺﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ 

 adj. お姫様と結婚するという                               「形容詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら 

sin mi espejo ｼﾝ･ﾐ･ｴｽﾍﾟﾎ adv. 僕の鏡がなかったら                        「副詞句」 

no nos hubiéramos dado cuenta de ﾉ･ﾉｽ･ｳﾋﾞｴﾗﾓｽ･ﾀﾞﾄﾞ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 接・1 複現･完了形･否定 

(darse+cuenta de) v.t（del = de el）気づかなかっただろう               「動詞句」 

鏡の若者の推測なので、接続法を使用している 

el acontecimiento ｴﾙ･ｱｺﾝﾃｼﾐｪﾝﾄ n.m（del = de el）この出来事に            「目的語」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

 

長靴の若者は、次のように言った： 

El joven de la bota dijo :                                           「主語」「動詞」 

El joven de la bota ｴﾙ･ﾎﾍﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾎﾞﾀ n.m 長靴の若者は                     「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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「僕の長靴がなかったら、こんなに早くここまで来ることができなかっただろう。」 

--- Sin mi bota no hubiéramos podido venir hasta aquí tan pronto. 

《「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

Sin mi bota ｼﾝ･ﾐ･ﾎﾞﾀ adv. 僕の長靴がなかったら                         「副詞句」 

no hubiéramos podido venir ﾉ･ｳﾋﾞｴﾗﾓｽ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ﾍﾞﾆｰﾙ 接・1 複現･完了形･可能･否定 

   (poder+不定詞 venir)v.i 来ることができなかっただろう                 「動詞句」 

hasta aquí ｱｽﾀ･ｱｷ adv. ここまで                                        「副詞句」 

tan pronto ﾀﾝ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. こんなに早く                         「副詞句」 

 

そして、薬草の若者は、次のように言った： 

Y el joven de la hierba medicinal dijo :                             Y「主語」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

el joven de la hierba medicinal ｴﾙ･ﾎﾍﾞﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾋｪﾙﾊﾞ･ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙ 

   n.m 薬草の若者は                                                     「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「でも、僕の薬草がなかったら、お姫様は、今生きてはいないだろうな。」 

--- Pero, sin mi hierba medicinal la princesa no estaría viva ahora. 

《Pero「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」「副詞」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

sin mi hierba medicinal ｼﾝ･ﾐ･ｲｪﾙﾊﾞ･ﾒﾃﾞｨｼﾅﾙ adv. 僕の薬草がなかったら    「副詞句」 

la princesa ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ n.f お姫様は                                         「主語」 

no estaría ﾉ･ｴｽﾀﾘｱ 3 単過未･推測(estar)v.i 〜ではないだろう               「動詞句」 

viva ﾋﾞﾊﾞ adj. 生きている                                                「補語」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今                                                       「副詞」 

 

このようにして、3 番目の若者が、お姫様と結婚して、とても幸せに暮らした。 

Así, el tercer joven se casó con la princesa y vivieron muy felices. 

「副詞」「主語」「動詞句」「間接目的語」y「動詞」「補語」 

Así ｱｼ adv. このようにして                                               「副詞」 

el tercer joven ｴﾙ･ﾃﾙｾﾙ･ﾎﾍﾞﾝ n.m 3 番目の若者が                            「主語」 

se casó ｾ･ｶｿ 3 単点(casarse)v.pr 結婚した                                「動詞句」 

con la princesa ｺﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾘﾝｾｻ adv. お姫様と                           「間接目的語」 

vivieron ﾋﾞﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(vivir)v.i 暮らした                                  「動詞」 

muy felices ﾑｲ･ﾌｪﾘｾｽ pl.adj.(feliz) とても幸せに                            「補語」 
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［A-2-10］ セゴビアの水道橋  El acueducto de Segovia 

昔々、セゴビアの住民は、水を得るために長い距離を歩かなければならなかった。 

 Hace mucho tiempo, los habitantes de Segovia tenían que recorrer un largo trecho para 

conseguir el agua.                  「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Hace ｱｾ prep (hacer を前置詞的に使用する) 〜前に                       「副詞句」 

mucho tiempo ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ pl.n.m 長い時間                      「目的語」 

→ 昔々 

  hace ...は「現在から見て、〜前に」、hacía ...は「過去の一時点から〜前に」 

los habitantes ﾛｽ･ｱﾋﾞﾀﾝﾃｽ pl.n.m 住民たちは                               「主語」 

de Segovia ﾃﾞ･ｾｺﾞﾋﾞｱ adj. セゴビアの                            「形容詞句」 

tenían que recorrer ﾃﾆｱﾝ･ｹ･ﾚｺﾚﾙ 3 複線･必要(tener que+不定詞) 

   v.t 歩かなければならなかった                                        「動詞句」 

un largo trecho ｳﾝ･ﾗﾙｺﾞ･ﾄﾚﾁｮ n.m 長い距離を                            「目的語」 

para ﾊﾟﾗ adv. (+不定詞) 〜するために                                   「副詞句」 

conseguir ｺﾝｾｷﾞｰﾙ 不定詞 v.t 手に入れる                          「動詞」 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水を                                    「目的語」 

 

何人かのものは、1 日に数回水汲みをしなければならない状態だった。 

Algunos se veían obligados a hacerlo varias veces al día.      「主語」「動詞」「補語」 

Algunos ｱﾙｸﾞﾉｽ pl.pron 何人かのものは                                   「主語」 

se veían ｾ･ﾍﾞｲｱﾝ 3 複線(verse+「補語」)v.pr 〜の状態にあった              「動詞」 

obligados ｵﾌﾞﾘｶﾞﾄﾞｽ adj.pl. (a+不定詞 を) しなければならない               「補語」 

a hacerlo ｱ･ｱｾﾙﾛ 不定詞(hacer+lo)n. 水汲みを                     「目的語」 

varias veces al día ﾊﾞﾘｱｽ･ﾍﾞｾｽ･ｱﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 1 日に数回             「副詞句」 

 

この水汲みは、ある邸宅で女中として働いていたマリアも同様の状態だった。 

Esto le sucedía a María, que trabajaba en una mansión como sirvienta. 

「主語」「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Esto ｴｽﾄ pron このことが                                                「主語」 

le ﾚ pron 彼女に(a María の先出)                                   「間接目的語」 

sucedía ｽｾﾃﾞｨｱ 3 単線(suceder)v.i 起こっていた                            「動詞」 

a María ｱ･ﾏﾘｱ adv. マリアに                                       「間接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                      「形容詞節」 

trabajaba ﾄﾗﾊﾞﾊﾊﾞ 3 単線(trabajar) 

v.i 働いていた                                  「動詞」 

en una mansión ｴ･ﾇｰﾅ･ﾏﾝｼｮﾝ adv. 邸宅で         「副詞句」 
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como sirvienta ｺﾓ･ｼﾙﾋﾞｴﾝﾀ adv. 女中として       「副詞句」 

 

ある暑い日、マリアは木陰でちょっと休むことにした。 

Un día caluroso, María decidió descansar un rato a la sombra de un árbol. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ n.m ある日                                             「副詞句」 

caluroso ｶﾙﾛｿ adj. 暑い                                         「形容詞」 

María ﾏﾘｱ n. マリアは                                                   「主語」 

decidió descansar ﾃﾞｼﾃﾞｨｵ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ 3 単点･決定(decidir+不定詞) 

   v.i 休むことにした                                                  「動詞句」 

un rato ｳﾝ･ﾗﾄ n.m 短時間、ちょっと                                    「副詞句」 

a la sombra ｱ･ﾗ･ｿﾝﾌﾞﾗ adv. 日陰で                                      「副詞句」 

de un árbol ﾃﾞ･ｳﾝ･ｱﾙﾎﾞﾙ adj. 木の                             「形容詞句」 

 

あまりにも疲れていたので、ため息をつきながら独り言をいった。 

Estaba tan fatigada que se dijo suspirando :               「動詞」「補語」「副詞節」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

tan fatigada ﾀﾝ･ﾌｧﾁｶﾞﾀﾞ adj.f あまりにも疲れていたので                   「補語」 

que ｹ conj. 〜する                                                    「副詞節」 

  tan ... que 〜 「あまりにも．．．なので〜する」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 独り言をいった                「動詞句」 

suspirando ｽｽﾋﾟﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(suspirar)v.i ため息をつきながら   「副詞句」 

 

「なんでも差し出すわ。もし泉の水が町に届くのならば。悪魔に魂をあげても構わない。」 

---- Daría cualquier cosa si el agua de la fuente llegara hasta la ciuda. No me importaría 

dar el alma al diablo. “「動詞」「目的語」「副詞節」┃「動詞句」「間接目的語」「主語」” 

Daría ﾀﾞﾘｱ 1 単未(dar)v.t 与えるだろう                                    「動詞」 

cualquier cosa ｸﾜﾙｷｴ･ｺｰｻ n.f どんなものでも                             「目的語」 

  cualquiera adj. どんな（名詞の前では cualquier、複数は cualesquier） 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el agua de la fuente ｴﾙ･ｱｸﾞゎ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｴﾝﾃ n.m 泉の水が              「主語」 

llegara ｼﾞｪｶﾞﾗ 接・3 単現(llegar)v.i 届く                           「動詞」 

hasta la ciuda ｱｽﾀ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ adv. 町まで                           「副詞句」 

No ...importaría ﾉ...ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾘｱ 3 単過未･否定(importar) 

   v.i 重要ではない、構わない                                          「動詞句」 

me ﾒ pron 私にとって                                              「間接目的語」 
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dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 n. 与えることが                                          「主語」 

el alma ｴﾙ･ｱﾙﾏ n.f 魂を                                      「直接目的語」 

al diablo ｱﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ adv. 悪魔に                              「間接目的語」 

 

こう言うとすぐに、彼女の後ろから、声が答えた。 

 Tan pronto como dijo esto, le respondió una voz tras ella : 

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞句」 

Tan pronto como ﾀﾝ･ﾌﾟﾛﾝﾄ･ｺﾓ adv. 〜するとすぐに                       「副詞節」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                 「動詞」 

esto ｴｽﾄ n.m このように                                     「目的語」 

le ﾚ pron 彼女に                                                   「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 返事した                         「動詞」 

una voz ｳﾅ･ﾎﾞｽ n.f 声が                                                  「主語」 

tras ella ﾄﾗｽ･ｴｼﾞｬ adv. 彼女の後ろで                                    「副詞句」 

 

「私は、その望みをかなえられます。」 

---- Estoy dispuesto a complacerla.                                《「動詞」「補語」》 

Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

dispuesto ﾃﾞｨｽﾌﾟｴｽﾄ adj. (a+不定詞) 〜する能力がある                      「補語」 

a complacerla ｱ･ｺﾝﾌﾟﾗｾﾙﾗ 不定詞･目的(complacer+la) 

   adv. あなたの気に入るようにするための                         「副詞句」 

 

娘は驚いて振り返った。黒い服を着た、背の高い男が、笑みを浮かべて彼女を見ていた。 

 La muchacha se volvió sorprendida. Un hombre alto, vestido de negro, la miraba con 

una sonrisa.          「主語」「動詞句」「副詞」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

La muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f 娘は                                            「主語」 

se volvió 3 単点(volverse)v.pr 振り返った                                 「動詞句」 

sorprendida ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾀﾞ 過去分詞(sorprender) adj.f. 驚いた                 「副詞」 

   形容詞・女性形だが、「副詞」として機能している 

Un hombre alto ｳ･ﾉﾝﾌﾞﾚ･ｱﾙﾄ n.m 背の高い男が                            「主語」 

vestido de negro ﾍﾞｽﾃｨﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾈｸﾞﾛ adj. 黒い服を着た              「形容詞句」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

miraba ﾐﾗﾊﾞ 3 単線(mirar)v.t 見ていた                                    「動詞」 

con una sonrisa ｺ･ﾇﾅ･ｿﾝﾘｻ adv. 微笑みながら                           「副詞句」 
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「あなたの言ったことを聞きましたよ、御嬢さん！この契約書にサインしてください。そう

すれば、もう自分の家まで水を運ばなくて良くなりますよ。」 

---- Acabo de oír sus palabras, señorita. Firme este contrato y ya no tendrá que acarrear 

el agua hasta su casa.     《「動詞句」「目的語」「呼びかけ」 

「動詞」「目的語」y「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Acabo de oír ｱｶﾎﾞ･ﾃﾞ･ｵｲｰﾙ 1 単現･完了形(acabar de+不定詞) 

   v.t 聞きました                                                      「動詞句」 

sus palabras ｽｽ･ﾊﾟﾗﾌﾞﾗｽ pl.n.f あなたの言ったことを                     「目的語」 

señorita ｾﾆｮﾘｰﾀ n.f 御嬢さん                                         「呼びかけ」 

Firme ﾌｨﾙﾒ 命・3 単現(firmar)v.t サインしてください                       「動詞」 

este contrato ｴｽﾃ･ｺﾝﾄﾗﾄ n.m この契約書に                               「目的語」 

y ｲ conj. そうすれば 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no tendrá que acarrear ﾉ･ﾃﾝﾄﾞﾗ･ｹ･ｱｶﾚｱﾙ 3 単未･必要･否定(tener que+不定詞) 

   v.t 〜を運ばなくて良くなるでしょう                                  「動詞句」 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水を                                             「目的語」 

hasta su casa ｱｽﾀ･ｽ･ｶｰｻ adv. 自分の家まで                              「副詞句」 

 

まるで催眠術にかけられたように、マリアはそれにサインするところだったが、突然、不安

を感じて、男に答えた。 

 Como si estuviera hipnotizada, María trató de firmarlo, pero de repente se sintió 

intranquila y le contestó :        「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」, pero 

「副詞句」「動詞句」「補語」y「間接目的語」「動詞」 

Como si +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                    「副詞節」 

estuviera hipnotizada ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾗ･ｲﾌﾟﾉﾃｨｻﾀﾞ 接・3 単過･受動.f(hipnotizar) 

   v.t 催眠術にかけられた                                      「動詞句」 

María ﾏﾘｱ n. マリアは                                                   「主語」 

trató de firmarlo ﾄﾗﾄ･ﾃﾞ･ﾌｨﾙﾏﾙﾛ 3 単点･始動(tratar de+不定詞+lo) 

   v.t それにサインするところだった                           「動詞句」「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

de repente ﾃﾞ･ﾚﾍﾟﾝﾃ adv. 突然                                          「副詞句」 

se sintió ｾ･ｼﾝﾁｵ 3 単点(sentirse)v.pr 〜と感じた                          「動詞句」 

intranquila ｲﾝﾄﾗﾝｷﾗ adj.f. 不安な                                          「補語」 

y ｲ conj. それで 

le ﾚ pron 男に                                                     「間接目的語」 

contestó ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.t 答えた                                 「動詞」 
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「水は明日、一番鶏が鳴く前に、町に着いていなければなりません。」 

---- El agua debe estar en la ciudad mañana antes de que los gallos canten. 

《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

El agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水は                                               「主語」 

debe estar ﾃﾞﾍﾞ･ｴｽﾀｰﾙ 3 単現･必要(deber+不定詞) 

   v.i 着いていなければなりません                                      「動詞句」 

en la ciudad ｴﾝ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ adv. 町に                                        「副詞句」 

mañana ﾏﾆｬﾅ adv. 明日                                                  「副詞」 

antes de que+接続法 ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｹ adv. 〜する前に                          「副詞節」 

los gallos ﾛｽ･ｶﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 一番鶏が、雄鶏が                      「主語」 

canten ｶﾝﾃﾝ 接・3 複現(cantar)v.i 鳴く                            「動詞」 

 

「よろしい。明日、夜が明ける前に、水は、町まで着くだろう。」 

---- Está bien. Mañana, antes de que amanezca, llegará el agua hasta la ciudad. 

《「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「主語」「副詞句」》 

Está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv.（肯定）よろしい                                           「補語」 

Mañana ﾏﾆｬﾅ adv. 明日                                                  「副詞」 

antes de que amanezca ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｹ･ｱﾏﾈｽｶ adv. 夜が明ける前に             「副詞節」 

  amanezca 接・3 単現(amanecer)v.i 夜が明ける 

llegará ｼﾞｪｶﾞﾗ 3 単未(llegar)v.i 着くだろう                                 「動詞」 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水は                                               「主語」 

hasta la ciudad ｱｽﾀ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ adv. 町まで                                  「副詞句」 

 

こう言うと、男はあっという間に姿を消した。 

Diciendo esto el hombre se desvaneció en el acto. 「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Diciendo ﾃﾞｨｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(decir)adv. 〜言うと                          「副詞句」 

esto ｴｽﾄ pron これを、このように                              「目的語」 

el hombre ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男は                                             「主語」 

se desvaneció ｾ･ﾃﾞｽﾊﾞﾈｼｵ 3 単点(desvanecerse)v.pr 消えた                「動詞句」 

en el acto ｴ･ﾈﾙ･ｱｸﾄ adv. あっという間に                                 「副詞句」 

 

「夢だったのかしら？」 

“¿Habrá sido un sueño?”                                     “「動詞句」「主語」”  

Habrá sido ｱﾌﾞﾗ･ｼﾄﾞ 3 単未･完了形･推量(ser)v.i 〜だったのだろうか        「動詞句」 
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un sueño ｳﾝ･ｽｪﾆｮ n.m 夢                                                 「主語」 

 

娘は、恐怖に震えながら、屋敷に戻った。 

La muchacha volvió a la mansión temblando de miedo. 

「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

La muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f 娘は                                           「主語」 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 戻った                                     「動詞」 

a la mansión ｱ･ﾗ･ﾏﾝｼｮﾝ adv. 屋敷に                                 「間接目的語」 

temblando ﾃﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 震えながら                            「副詞句」 

de miedo ﾃﾞ･ﾐｴﾄﾞ adv. 恐怖で                                   「副詞句」 

 

夜になって、セゴビアの町に嵐が起こった。 

 Cayó la noche y se desató una tormenta sobre la ciudad de Segovia. 

「動詞」「主語」y「動詞句」「主語」「副詞句」 

Cayó ｶﾖ 3 単点(caer)v.i 落ちた、傾いた                                    「動詞」 

la noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 夜が                                                  「主語」 

y ｲ conj. そして 

se desató ｾ･ﾃﾞｻﾄ 3 単点(desatarse)v.pr（嵐などが）突発した               「動詞句」 

una tormenta ｳｰﾅ･ﾄﾛｳﾒﾝﾀ n.f 嵐が                                        「主語」 

sobre la ciudad de Segovia ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ･ﾃﾞ･ｾｺﾞﾋﾞｱ 

   adv. セゴビアの町に                                                 「副詞句」 

 

マリアは驚いて目覚め、窓からちらっと覗いて見た。それは恐ろしい光景だった。 

María se despertó asustada y se asomó por la ventana. Era una escena espantosa. 

「主語」「動詞句」「副詞」y「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「補語」 

María ﾏﾘｱ n. マリアは                                                   「主語」 

se despertó ｾ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertarse)v.pr 目覚めた                   「動詞句」 

asustada ｱｽｽﾀﾀﾞ (<asustar)adj.f.（副詞的用法）驚いて                      「副詞」 

  形容詞の副詞的用法では、「主語」と性･数一致してその様態を示す 

y ｲ conj. そして 

se asomó ｾ･ｱｿﾓ 3 単点(asomarse)v.pr ちらっと見た                       「動詞句」 

por la ventana ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀﾅ adv. 窓から                                 「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

una escena ｳｰﾅ･ｴｽｾｰﾅ n.f 光景                                            「補語」 

espantosa ｴｽﾊﾟﾝﾄｰｻ adj.f 恐ろしい                                 「形容詞」 
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まさにあの悪魔が、手下たちを指示して、水道橋を造っていたのだ。 

El mismísimo diablo construía un acueducto dando órdenes a sus súbditos. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

El mismísimo diablo ｴﾙ･ﾐｽﾐｼﾓ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ n.m まさにあの悪魔が               「主語」 

construía ｺﾝｽﾄﾙｲｱ 3 単線(construir)v.t 建造していた                        「動詞」 

un acueducto ｳﾝ･ｱｸｴﾄﾞｩｸﾄ n.m 水道橋を                                 「目的語」 

dando ﾀﾞﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 与えながら                                   「副詞句」 

órdenes ｵﾙﾃﾞﾈｽ pl.n.f 指令を                               「直接目的語」 

a sus súbditos ｱ･ｽｽ･ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄｽ adv. 手下たちに                「間接目的語」 

 

恐ろしくなった娘は、助けてくださいと、神に祈り続けた。 

La muchacha aterrada no cesaba de orar, pidiendo a Dios que la salvara. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

La muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f 娘は                                            「主語」 

aterrada ｱﾃﾗﾀﾞ adj.f. 恐ろしくなった                               「形容詞」 

no cesaba de orar ﾉ･ｾｻﾊﾞ･ﾃﾞ･ｵﾗｰﾙ 3 単線･中断･否定(cesar de+不定詞) 

   v.i 祈り続けた                                                      「動詞句」 

pidiendo ﾋﾟﾃﾞｨｴﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 頼んで                                「副詞句」 

a Dios ｱ･ﾃﾞｨｵｽ adv. 神に                                  「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                  「直接目的語」 

la ﾗ pron 彼女を                                 「目的語」 

salvara ｻﾙﾊﾞﾗ 接・3 単過(salvar)v.t 助ける            「動詞」 

 

水道橋は、見る見るうちに形が出来てきて、あと一個の石で完成するところだ。 

 El acueducto iba tomando forma muy rápido y ya sólo faltaba una piedra. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」y「副詞句」「動詞」「主語」 

El acueducto ｴﾙ･ｱｸｴﾄﾞｩｸﾄ n.m 水道橋は                                   「主語」 

iba tomando ｲﾊﾞ･ﾄﾏﾝﾄﾞ 3 単線･進行(ir+現在分詞) 

   v.t 次第に〜を受け取っていった                                      「動詞句」 

forma ﾌｫﾙﾏ n.f 形を                                                    「目的語」 

muy rápido ﾑｲ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. すばやく                                     「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                                      「副詞」 

faltaba ﾌｧﾙﾀﾊﾞ 3 単線(faltar)v.i 〜が欠けている                             「動詞」 

una piedra ｳｰﾅ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗ n.f 石が一個                                       「主語」 
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悪魔は、自分の仕事に大満足だった。勝ち誇った顔で、最後の石を置こうとしていた。 

El diablo estaba muy satisfecho con su trabajo. Con cara triunfante se disponía a colocar 

la última piedra.    「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃「副詞句」「動詞句」「目的語」 

El diablo ｴﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ n.m 悪魔は                                          「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

muy satisfecho ﾑｲ･ｻﾃｨｽﾌｪﾁｮ adj. 大満足の                                 「補語」 

con su trabajo ｺﾝ･ｽ･ﾄﾗﾊﾞﾎ adv. 自分の仕事に                             「副詞句」 

Con cara ｺﾝ･ｶﾗ adv. 顔で                                               「副詞句」 

triunfante ﾄﾘｳﾝﾌｧﾝﾃ adj. 勝ち誇った                              「形容詞」 

se disponía a colocar ｾ･ﾃﾞｨｽﾎﾟﾆｱ･ｱ･ｺﾛｶｰﾙ 3 単線･試行(disponerse a+不定詞) 

   v.t 配置しようとした                                                「動詞句」 

la última piedra ﾗ･ｳﾙﾃｨﾏ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗ n.f 最後の石を                          「目的語」 

 

まさにその瞬間、一番鶏が鳴いた。最初の朝日が水道橋を照らした時、悪魔とその手下たち

は、もう、姿を消していた。 

En aquel preciso momento cantaron los gallos. Cuando el primer rayo de sol iluminó el 

acueducto, el diablo y sus súbditos ya habían desaparecido. 

「副詞句」「動詞」「主語」 

「副詞節」「主語」「副詞」「動詞句」 

En aquel preciso momento ｴﾝ･ｱｹﾙ･ﾌﾟﾚｼｿ･ﾓﾒﾝﾄ adv. まさにその瞬間        「副詞句」 

cantaron ｶﾝﾀﾛﾝ 3 複点(cantar)v.i 鳴いた                                   「動詞」 

los gallos ﾛｽ･ｶﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 一番鶏が                                      「主語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜の時                                             「副詞節」 

el primer rayo de sol ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾗｰﾖ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.m 最初の朝日が         「主語」 

iluminó ｲﾙﾐﾉ 3 単点(iluminar)v.t 照らした                         「動詞」 

el acueducto ｴﾙ･ｱｸｴﾄﾞｩｸﾄ n.m 水道橋を                         「目的語」 

el diablo y sus súbditos ｴﾙ･ﾃﾞｨｱﾌﾞﾛ･ｲ･ｽｽ･ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄｽ 

   pl.n. 悪魔とその手下たちは                                            「主語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                         「副詞」 

habían desaparecido ｱﾋﾞｱﾝ･ﾃﾞｻﾊﾟﾚｼﾄﾞ 3 複線･完了形(desaparecer) 

   v.i 姿を消していた                                                  「動詞句」 
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 その日の朝、セゴビアの人たちは、驚嘆して、巨大な水道橋を見つめた。 

Esa mañana los segovianos contemplaron con asombro el colosal acueducto. 

「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Esa mañana ｴｻ･ﾏﾆｬﾅ n.f その日の朝                                    「副詞句」 

los segovianos ﾛｽ･ｾｺﾞﾋﾞｱﾉｽ pl.n.m セゴビアの人たちは                     「主語」 

contemplaron ｺﾝﾃﾝﾌﾟﾗﾛﾝ 3 複点(contemplar)v.t じっと見つめた              「動詞」 

con asombro ｺﾝ･ｱｿﾝﾌﾞﾛ adv. 驚いて                                     「副詞句」 

el colosal acueducto ｴﾙ･ｺﾛｻﾙ･ｱｸｴﾄﾞｩｸﾄ n.m 巨大な水道橋を                「目的語」 

 

マリアが、自分に起こったことを彼らに話して聞かせると、皆はさらに驚いて、神に感謝し

たのだった。 

Cuando María les contó lo que le había sucedido, todos se maravillaron aún más y dieron 

gracias a Dios. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「直接目的語」「間接目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜すると                                           「副詞節」 

María ﾏﾘｱ n. マリアが                                           「主語」 

les ﾚｽ pron.pl. 彼らに                                      「間接目的語」 

contó ｺﾝﾄ 3 単点(contar)v.t 話して聞かせた                         「動詞」 

lo que ﾛ･ｹ pron 〜ということ                               「直接目的語」 

le ﾚ pron 彼女に                               「間接目的語」 

había sucedido ｱﾋﾞｱ･ｽｾﾃﾞｨﾄﾞ 3 単線･完了形(suceder) 

   v.i 起こった                                    「動詞句」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron 皆は                                                    「主語」 

se maravillaron ｾ･ﾏﾗﾋﾞｼﾞｬﾛﾝ 3 複点(maravillarse)v.pr 驚いた              「動詞句」 

aún más ｱｳﾝ･ﾏｽ adv. さらに                                            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

dieron ﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(dar)v.t 伝えた、示した                               「動詞」 

gracias ｸﾞﾗｼｱｽ pl.n.f 感謝を                                        「直接目的語」 

a Dios ｱ･ﾃﾞｨｵ adv. 神に                                            「間接目的語」 
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［B-3］ ドン・キホーテ 騎士として叙任される  Es armado caballero 

Es armado ｴｽ･ｱﾙﾏﾄﾞ 3 単現･受動(armar)v.t 叙任される                    「動詞句」 

  直訳は「武装される」なので、「武器が使用できるようになった」ことを表す。 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士に                                             「補語」 

 

二人の女は、ドン・キホーテが馬から降りるのを手伝い、彼に食べ物を持ってきた。 

Le ayudaron las dos mozas a bajarse del caballo, y le sirvieron la comida. 

「目的語」「動詞」「主語」「補語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

ayudaron +不定詞 ｱﾕﾀﾞﾛﾝ 3 複点(ayudar a+不定詞)v.t（〜するのを）助けた   「動詞」 

las dos mozas ﾗｽ･ﾄﾞｽ･ﾓｻｽ pl.n.f 二人の女は                                「主語」 

a bajarse ｱ･ﾊﾞﾊﾙｾ 不定詞(bajarse de から)adv. 降りるのを                   「補語」 

del caballo ﾃﾞﾙ･ｶﾊﾞｼﾞｮ adv. 馬から                                「副詞句」 

  この「補語」は「目的語 Le」の動作を表している 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

sirvieron ｼﾙﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(servir)v.t（料理を）出した                         「動詞」 

la comida ﾗ･ｺﾐﾀﾞ n.f 食べ物を、料理を                              「直接目的語」 

 

しかしドン・キホーテはほとんど食べなかった、というのは食べ物のことより、騎士として

叙任されたいという願望で頭が一杯だったからでした。 

Don Quijote comió poco, pues le preocupaba más el deseo de ser armado caballero. 

「主語」「動詞」「副詞」, pues「目的語」「動詞」「副詞」「主語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

comió ｺﾐｵ 3 単点(comer)v.i 食べた                                         「動詞」 

poco ﾎﾟｺ adv. ほとんど〜ない                                      「副詞：comió」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので、それというのは〜だから                       「副詞節」 

le ﾚ pron 彼を                                                 「目的語」 

preocupaba ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾊﾞ 3 単線(preocupar)v.t 〜の頭を一杯にさせていた「動詞」 

más ﾏｽ adv. もっと（食べ物のことより）                           「副詞」 

el deseo ｴﾙ･ﾃﾞｾｵ n.m 願望                                         「主語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adj. 〜するという                         「形容詞句：deseo」 

ser armado caballero ｾｰﾙ･ｱﾙﾏﾄﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ 受動･不定詞句 

   v.t 騎士として叙任される              「動詞句」「補語」 
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旅籠の主人の前でひざまずいて、言った。「慈悲深い城主殿、お願いします。私を遍歴の騎

士にしてください。」 

Se hincó de rodillas ante el ventero y le dijo: “Ruego a vuestra merced, señor castellano, 

que me haga CABALLERO ANDANTE.   「動詞句」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」 

《「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Se hincó ｾ･ｲﾝｺ 3 単点(hincarse)v.pr 突き刺さった                        「動詞句」 

de rodillas ﾃﾞ･ﾛﾃﾞｨｼﾞｬｽ adv. 膝から                                     「副詞句」 

→ ひざまずいた 

ante el ventero ｱﾝﾃ･ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ adv. 旅籠の主人の前で                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

Ruego ﾙｴｺﾞ 1 単現(rogar)v.t お願いします                                 「動詞」 

a vuestra merced, señor castellano ｱ･ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾒﾙｾ･ｾﾆｮｰﾙ･ｶｽﾃｼﾞｬﾉ 

   n.m 慈悲深い城主殿に                                           「間接目的語」 

  castellano n.m 城主 

que ｹ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

me ﾒ pron 私を                                           「目的語」 

haga ｱｶﾞ 接・3 単現(hacer)v.t にする                          「動詞」 

CABALLERO ANDANTE ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ 

   n.m 遍歴の騎士                                          「補語」 

 

「このことはあなたの城の栄誉となり、全世界のためにもなるでしょう。」 

Esto redundará en honra de su castillo y en beneficio del mundo entero.”  

「主語」「動詞」「補語」 

Esto ｴｽﾄ pron このことは                                                「主語」 

redundará ﾚﾄﾞｩﾝﾀﾞﾗ 3 単未(redundar)v.i (en という) 結果になるでしょう   「動詞」 

en honra ｴﾝ･ｵﾝﾗ adv. 栄誉に                                              「補語」 

de su castillo ﾃﾞ･ｽ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ adj. あなたの城の            「形容詞句：honra」 

  ドン・キホーテは旅籠ではなく「城」と思っている 

y ｲ そして 

en beneficio ｴﾝ･ﾍﾞﾈﾌｨｼｵ adv. 恩恵に                                       「補語」 

del mundo entero ﾃﾞﾙ･ﾑﾝﾄﾞ･ｴﾝﾃﾛ adj. 全世界の         「形容詞句：beneficio」 
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客が常軌を逸していることに気づいて、宿主は落ち着いて彼にこう答えた。 

 Dándose cuenta del poco sentido común de su huésped, el dueño de la venta le respondió 

tranquilamente:          「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Dándose cuenta del ﾀﾞﾝﾄﾞｾ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞﾙ 現在分詞(darse cuenta de...) 

   adv. 〜に気付いて                                                   「副詞句」 

poco ﾎﾟｺ adj. わずかな、きわめて少ない                          「目的語」 

sentido común ｾﾝﾃｨﾄﾞ･ｺﾑﾝ n.m 常識                      「目的語」 

de su huésped ﾃﾞ･ｽ･ｳｪｽﾍﾟ adj. 客の             「形容詞句」 

→ 客が常軌を逸している 

el dueño de la venta ｴﾙ･ﾄﾞｩｴﾆｮ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ n.m 宿主は                      「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t と答えた                         「動詞」 

tranquilamente ﾄﾗﾝｷﾗﾒﾝﾃ adv. 落ち着いて                                 「副詞」 

 

「お立ち下さい、だんな様。心配いりません。すぐにあなたは騎士に叙任されるでしょう。」 

“ Levántese, señor, y no se preocupe; porque enseguida quedará usted armado 

caballero”.                            「動詞句」「呼びかけ」y「動詞句」「副詞節」 

Levántese ﾚﾊﾞﾝﾃｾ 命・3 単現(levantarse)v.pr お立ち下さい                「動詞句」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n.m だんな様                                            「呼びかけ」 

y ｲ conj. そして 

no se preocupe ﾉ･ｾ･ﾌﾟﾚｵｸﾍﾟ 命・3 単現･否定(preocuparse) 

v.pr 心配しないでください、心配いりません                           「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので、〜ですから                                 「副詞節」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                    「副詞」 

quedará ｹﾀﾞﾗ 3 単未(quedar)v.i（〜の状態に）なるでしょう          「動詞」 

usted ｳｽﾃ pron あなたは                                          「主語」 

armado ｱﾙﾏﾄﾞ adj. 叙任された                                     「補語」 

caballero ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 騎士として                           「補語」 

 

「ありがとうございます。」とドン・キホーテは礼を言った。 

“Gracias”---- dijo Don Quijote ----                       「応答」┃「動詞」「主語」 

Gracias ｸﾞﾗｼｱｽ n.f ありがとうございます                                  「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 
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「しかし、まず今夜は、この城の礼拝堂で甲冑の寝ずの番をしなければなりません。」 

“pero primero he de velar las armas esta noche en la capilla del castillo”. 

pero「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

primero ﾌﾟﾘﾒﾛ adv. まず、第一番目に                                     「副詞」 

he de +不定詞 ｴ･ﾃﾞ v. 〜しなければならない                             「動詞句」 

  文語「〜しなければならない、きっと〜だろう」 

velar ﾍﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.t 監視する                                    「動詞」 

las armas ﾗｽ･ｱﾙﾏｽ pl.n.f 甲冑を                                         「目的語」 

esta noche ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今夜は                                         「副詞句」 

en la capilla ｴﾝ･ﾗ･ｶﾋﾟｼﾞｬ adv. 礼拝堂で                                  「副詞句」 

del castillo ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ adj. 城の                     「形容詞句：capilla」 

 

「そのとおり、ごもっともです！」と宿主は少しからかって、ドン・キホーテの言い分を認

めて答えた。 

“¡Bueno, bueno!”---- aclaró el ventero, algo socarrón ----; 

「応答」┃「動詞」「主語」「副詞句」 

Bueno, bueno ﾌﾞｴﾉ･ﾌﾞｴﾉ int. そのとおり、ごもっともです！                 「応答」 

aclaró ｱｸﾗﾛ 3 単点(aclarar)v.t 明らかにした                                「動詞」 

→ ドン・キホーテの言い分を認めて答えた 

el ventero ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ n.m 宿主は                                           「主語」 

algo socarrón ｱﾙｺﾞ･ｿｶﾛﾝ pron すこしからかって                          「副詞句」 

 

「今、礼拝堂は修理中です。それで最適な場所は中庭でございます、星の丸天井に包まれた、

実に聖なる場所です。」 

“ahora están reparando la capilla; y el lugar más adecuado es este patio, lugar muy 

sagrado por su bóveda de estrellas”. 

「副詞」「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞」「補語」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今は                                                     「副詞」 

están reparando ｴｽﾀﾝ･ﾚﾊﾟﾗﾝﾄﾞ 3 複現･進行形(reparar)v.t 修理している     「動詞句」 

la capilla ﾗ･ｶﾋﾟｼﾞｬ n.f 礼拝堂を                                        「目的語」 

→ 礼拝堂は修理中だ 

y ｲ conj. それで 

el lugar más adecuado ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ･ﾏｽ･ｱﾃﾞｸゎﾄﾞ n.m 最適な場所は             「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

este patio ｴｽﾃ･ﾊﾟﾃｨｵ n.m この中庭                                        「補語」 
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lugar muy sagrado ﾙｶﾞｰﾙ･ﾑｲ･ｻｸﾞﾗﾄﾞ n.m とても聖なる場所                 「補語」 

por su bóveda ﾎﾟﾙ･ｽ･ﾎﾞﾍﾞﾀﾞ adv.（理由）丸天井のために                  「副詞句」 

de estrellas ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adj. 星の                    「形容詞句：bóveda」 
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それで、ドン・キホーテは、井戸のそばにある家畜用の水槽の上に甲冑を置き、貴婦人ドゥ

ルシネアに加護を祈りつつ一晩中寝ずの番を始めた。 

 Colocó pues Don Quijote su armadura en la pila junto al pozo, y comenzó la vela de 

armas encomendándose a su señora Dulcinea durante toda la noche. 

「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Colocó ｺﾛｺ 3 単点(colocar)v.t (en に) 置いた                                「動詞」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. それで 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

su armadura ｽ･ｱﾙﾏﾄﾞｩﾗ n.f 甲冑を                                      「目的語」 

en la pila ｴﾝ･ﾗ･ﾋﾟﾗ adv. 家畜用の水槽の上に                             「副詞句」 

junto al pozo ﾌﾝﾄ･ｱﾙ･ﾎﾟｿ adv. 井戸のそばにある                          「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

comenzó ｺﾒﾝｿ 3 単点(comenzar)v.i 始めた                                  「動詞」 

la vela de armas ﾗ･ﾍﾞﾗ･ﾃﾞ･ｱﾙﾏｽ n.f （甲冑の）寝ずの番を                 「目的語」 

encomendándose ｴﾝｺﾒﾝﾀﾞﾝﾄﾞｾ 現在分詞(encomendarse) 

   v.pr 加護をいのりながら                                              「副詞句」 

a su señora Dulcinea ｱ･ｽ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾂﾞﾙｼﾈｱ adv. 貴婦人ドゥルシネアに 「目的語」 

durante toda la noche ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾀﾞ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 一晩中                      「副詞句」 

 

夜が明けると、宿主が、叙任の儀式を厳かに行う準備を整えて、やってきた。 

Al amanecer llegó el ventero dispuesto a celebrar la ceremonia con toda solemnidad. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Al+不定詞 ｱﾙ prep 〜すると                                            「副詞句」 

  不定詞が母音で始まるときは、a の代わりに al が使われる 

amanecer ｱﾏﾈｾｰﾙ v.i 夜が明ける                                   「動詞」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i やってきた、到着した                          「動詞」 

el ventero ｴﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ n.m 宿主が                                           「主語」 

dispuesto ﾃﾞｨｽﾌﾟｴｽﾄ adj. 用意ができた、準備をした                        「補語」 

a celebrar ｱ･ｾﾚﾌﾞﾗｰﾙ adv.（儀式を）行うために                    「副詞句」 

la ceremonia ﾗ･ｾﾚﾓﾆｱ n.f 儀式を                         「目的語」 

con toda solemnidad ｺﾝ･ﾄﾀﾞ･ｿﾚﾑﾆﾀﾞ adv. 厳かに           「副詞句」 

 

左手に、宿の台帳を持っていた（彼はこれを聖書と言っていた）。 

En su mano izquierda sostenía un cuadernillo (que él decía ser la Biblia). 

「副詞句」「動詞」「目的語」（「形容詞節」） 

En su mano izquierda ｴﾝ･ｽ･ﾏﾉ･ｲｽｷｴﾙﾀﾞ adv. 彼の左手に                   「副詞句」 
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sostenía ｿｽﾃﾆｱ 3 単線(sostener)v.t 持っていた                              「動詞」 

un cuadernillo ｳﾝ･ｸゎﾃﾞﾙﾆｼﾞｮ n.m 宿の台帳を                            「目的語」 

  cuaderno +illo 「小さい台帳」 

 (que ｹ pron 〜する                              「形容詞節：cuadernillo」 

él ｴﾙ pron 宿主は                          「主語」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた       「動詞」 

ser la Biblia ｾｰﾙ･ﾗ･ﾋﾞﾌﾞﾘｱ 不定詞 

n. 聖書であると                       「目的語」 

 

そして、宿主はドンキホーテにひざまずくように命じて、台帳を見ながら、なにやらラテン

語らしき言葉をつぶやき始めた。 

Ordenó entonces arrodillarse a Don Quijote y empezó a murmurar latinajos, mirando su 

cuaderno.       「動詞」「副詞」「補語」「間接目的語」y「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Ordenó +不定詞 ｵﾙﾃﾞﾉ 3 単点(ordenar+不定詞)v. 〜するように命じた         「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

arrodillarse ｱｯﾛﾃﾞｨｼﾞｬﾙｾ 不定詞 v.pr ひざまずく                           「補語」 

a Don Quijote ｱ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adv. ドン・キホーテに                    「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

empezó a murmurar ｴﾝﾍﾟｿ･ｱ･ﾑﾙﾑﾗｰﾙ 3 単点(empezar+不定詞) 

   v.i ぶつぶつ言い始めた                                              「動詞句」 

latinajos ﾗﾃｨﾅﾎｽ n.m ラテン語風の言葉を                                「目的語」 

mirando ﾐﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(mirar)v.t 〜を見ながら                          「副詞句」 

su cuaderno ｽ･ｸゎﾃﾞﾙﾉ n.m 台帳を                              「目的語」 

 

少ししてから、彼は右手を上げて、ドン・キホーテの首筋にかなりつよい一撃を加えた。そ

れから、ドン・キホーテの剣を取って、「これによって、だんな様は、ついに叙任をうけた

遍歴の騎士になられますぞ」と言いながら、優しく背打ちをした。 

Al cabo de un rato, levantó la mano derecha y le asestó un buen golpe en el cuello; tomó 

después la espada de Don Quijote y le dio un gentil espaldarazo, diciendo: “Con esto, 

señor, quedáis definitivamente armado caballero andante”. 

「副詞句」,「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」y 

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」,「副詞句」 

Al cabo de ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ adv. 〜の後で                                     「副詞句」 

un rato ｳﾝ･ﾗﾄ n.m 短時間                                     「目的語」 

levantó ﾚﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantar)v.t 上げた                                   「動詞」 
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la mano derecha ﾗ･ﾏﾉ･ﾃﾞﾚﾁｬ n.f 右手を                                  「目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

asestó ｱｾｽﾄ 3 単点(asestar)v.t（打撃を）加えた                             「動詞」 

un buen golpe ｳﾝ･ﾌﾞｴﾝ･ｺﾞﾙﾍﾟ n.m かなりの一撃を                    「直接目的語」 

en el cuello ｴ･ﾈﾙ･ｸｪｼﾞｮ adv. 首筋に                                     「副詞句」 

tomó ﾄﾓ 3 単点(tomar)v.t 取った                                          「動詞」 

después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから                                           「副詞」 

la espada ﾗ･ｴｽﾊﾟﾀﾞ n.f 剣を                                            「目的語」 

de Don Quijote ﾃﾞ･ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ adv. ドン・キホーテから                     「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dio ﾃﾞｨｵ 3 単点(dar)v.t 与えた                                            「動詞」 

un gentil espaldarazo ｳﾝ･ﾍﾝﾃｨﾙ･ｴｽﾊﾟﾙﾀﾞﾗｿ  

n.m （剣による）優しい背うちを                                 「直接目的語」 

diciendo ﾃﾞｨｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(decir)v.t 言いながら                          「副詞句」 

n. 〜ということ                                                「目的語」 

Con esto ｺ･ﾈｽﾄ adv. これで                              「副詞句」 

señor ｾﾆｮｰﾙ n. だんな様                               「呼びかけ」 

quedáis ｹﾀﾞｲｽ 2 複現(quedar)v.i 〜になる                   「動詞」 

definitivamente ﾃﾞﾌｨﾆﾃｨﾊﾞﾒﾝﾃ adv. ついに                  「副詞」 

armado caballero andante ｱﾙﾏﾄﾞ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ･ｱﾝﾀﾞﾝﾃ 

   n.m 叙任をうけた遍歴の騎士                            「補語」 

 

ドン・キホーテは満足し、騎士道精神に燃えていた。 

Don Quijote se sentía satisfecho, ardiendo en entusiasmo caballeresco. 

「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

se sentía ｾ･ｾﾝﾃｨｱ 3 単線(sentirse)v.pr 自分が〜と感じた                   「動詞句」 

satisfecho ｻﾃｨｽﾌｪﾁｮ adj. 満足した                                         「補語」 

ardiendo ｱﾙﾃﾞｨｴﾝﾄﾞ 現在分詞(arder)v.i 燃えていた                        「副詞句」 

en entusiasmo caballeresco ｴﾝ･ｴﾝﾄｩｼｽﾓ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾚｽｺ adv. 騎士道精神に「副詞句」 
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ドン・キホーテが旅籠を出たのは夜明け頃と思われる。 

 La del alba sería cuando Don Quijote salió de la venta.       「補語」「動詞」「主語」 

La del alba ﾗ･ﾃﾞﾙ･ｱﾙﾊﾞ n.f 夜明けの頃                                     「補語」 

  La hora del alba の hora が省略された形。「補語」が文頭に来て、倒置文になる。 

sería ｾﾘｱ 3 単過未･推量(ser)v.i 〜であっただろう                           「動詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時は                                           「主語」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n． ドン・キホーテが                         「主語」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 出た                                       「動詞」 

de la venta ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞﾝﾀ adv. 旅籠から                               「副詞句」 

 

“城主殿”には、自分を騎士に叙任してくれた心遣いに感謝をしてきた。今や、貧しき者を

助け、悪を懲らしめるための冒険に出会うことだけが彼の望みだった。 

Había agradecido al “señor del castillo”la gentileza de armarle caballero, y ahora sólo 

deseaba encontrar aventuras para salvar desvalidos y castigar malhechores. 

「動詞」「間接目的語」「直接目的語」y「副詞」「動詞句」「目的語」「形容詞句」 

Había agradecido ｱﾋﾞｱ･ｱｸﾞﾗﾃﾞｼﾄﾞ 3 単線･完了形(agradecer)v.t 感謝した    「動詞句」 

al “señor del castillo”ｱﾙ･ｾﾆｮｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ｶｽﾃｨｼﾞｮ  adv. 城主に            「間接目的語」 

la gentileza ﾗ･ﾍﾝﾃｨﾚｻ n.f 心遣いを                                  「直接目的語」 

de armarle caballero ﾃﾞ･ｱﾙﾏﾙﾚ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ 

 adj. 彼を騎士に叙任してくれたという        「形容詞句：gentileza」 

y ｲ conj. そしえ 

ahora ｱｵﾗ adv. 今や                                                     「副詞」 

sólo deseaba encontrar ｿﾛ･ﾃﾞｾｱﾊﾞ･ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 3 単線(desear+不定詞) 

   v.t 〜に出会うことだけを望んでいた                                  「動詞句」 

aventuras ｱﾍﾞﾝﾄｩﾗｽ pl.n.f 冒険に                                       「目的語」 

para+不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するための                「形容詞句：aventuras」 

salvar ｻﾙﾊﾞｰﾙ 不定詞 v.t 助ける               「動詞」 

desvalidos ﾃﾞｽﾊﾞﾘﾄﾞｽ pl.n.m 貧しいもの     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

castigar ｶｽﾃｨｶﾞｰﾙ 不定詞 v.t 懲らしめる       「動詞」 

malhechores ﾏﾚﾁｮﾚｽ pl.n.m 悪人            「目的語」 
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しかし他方では、清潔なシャツと宿賃を支払うための金を所持すべきとの宿主の忠告によ

り、自分の村に戻って、従者を探すことを考えていた。 

Pero, por otra parte, los consejos del ventero sobre llevar camisas limpias y dinero para 

pagar el hospedaje de posadas, le hicieron pensar en volver a su aldea y buscar un 

escudero.                          Pero「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

por otra parte ﾎﾟﾙ･ｵﾄﾗ･ﾊﾟﾙﾃ adv. 他方では、その上                       「副詞句」 

los consejos ﾛｽ･ｺﾝｾﾎｽ pl.n.m 忠告                                         「主語」 

  この無生物「主語」は動作の原因に翻訳する 

del ventero ﾃﾞﾙ･ﾍﾞﾝﾃﾛ adj. 宿主の                     「形容詞句：consejos」 

sobre +不定詞 ｿﾌﾞﾚ adv. 〜することに関する                       「副詞句」 

llevar ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ 不定詞 v.t 持っていく                        「動詞」 

camisas limpias ｶﾐｻｽ･ﾘﾝﾋﾟｱｽ pl.n.f 清潔なシャツ          「目的語」 

y ｲ conj. そして 

dinero ﾃﾞｨﾈﾛ n.m 金を                                  「目的語」 

para pagar ﾊﾟﾗ･ﾊﾟｶﾞｰﾙ adv. 支払うために                 「副詞句」 

el hospedaje ｴﾙ･ｵｽﾍﾟﾀﾞﾍ n.m 宿賃                「目的語」 

de posadas ﾃﾞ･ﾎﾟｻﾀﾞｽ adj. 宿の         「形容詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                         「目的語」 

hicieron +不定詞 ｲｼｴﾛﾝ 3 複点･使役(hacer+不定詞)v.t 〜させた               「動詞」 

pensar ﾍﾟﾝｻｰﾙ 不定詞 v.i について考えることを                             「補語」 

en volver ｴﾝ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ adv. 戻ることについて                    「間接目的語」 

a su aldea ｱ･ｽ･ｱﾙﾃﾞｱ adv. 自分の村へ              「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ 不定詞 v.t 探すことについて                    「間接目的語」 

un escudero ｳﾝ･ｴｽｸﾃﾞﾛ n.m 従者を                    「目的語」 

 

従者が、そういった細々したことをやってくれるかもしれない。 

Él se encargaría de esas menudencias.               「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Él ｴﾙ pron その従者が                                                   「主語」 

se encargaría ｾ･ｴﾝｶﾙｶﾞﾘｱ 3 単過未(encargarse) 

v.pr 引き受けてくれるかもしれない                                  「動詞句」 

de esas menudencias ﾃﾞ･ｴｻｽ･ﾒﾇﾃﾞﾝｼｱｽ adv. そういった細々したこと   「間接目的語」 
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隣に住む一人の農民を思いついた。貧しくて息子が何人かいるが、この仕事に適任だ。 

Conocía a un labrador, vecino suyo, pobre y con hijos, pero muy a propósito para este 

oficio.                               「動詞」「目的語」「形容詞句」pero「形容詞句」 

Conocía ｺﾉｼｱ 3 単線(conocer)v.t 知っていた、気づいた                      「動詞」 

a un labrador ｱ･ｳﾝ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 一人の農民を                          「目的語」 

vecino suyo ﾍﾞｼﾉ･ｽｰｼﾞｮ adj. 隣の                   「形容詞句：labrador」 

pobre y con hijos ﾎﾟﾌﾞﾚ･ｲ･ｺﾝ･ｲﾎｽ 

 adj. 貧乏で息子が何人かいる                       「形容詞句：labrador」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

muy a propósito ﾑｲ･ｱ･ﾌﾟﾛﾎﾟｼﾄ adj. 適任の           「形容詞句：labrador」 

para este oficio ﾊﾟﾗ･ｴｽﾃ･ｵﾌｨｼｵ adv. この仕事に「副詞句：propósito」 

 

このようにあれこれと考えながら進んでいると、近くの林からうめき声が聞こえたような

気がした。 

 Iba así rumiando estos pensamientos cuando le pareció oír unos quejidos que provenían 

de un bosquecillo cercano. 

「動詞」「副詞句」cuando「間接目的語」「動詞」「補語」 

Iba ｲﾊﾞ 3 単線(ir)v.t 歩き続けた                                           「動詞」 

así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

rumiando ﾙﾐｬﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. よく考えながら                          「副詞句」 

estos pensamientos ｴｽﾄｽ･ﾍﾟﾝｻﾐｴﾝﾄｽ pl.n.m あれこれと           「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき、その時〜 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

oír ｵｲｰﾙ 不定詞 v.i 聞こえる                                              「補語」 

unos quejidos ｳﾉｽ･ｹﾋﾄﾞｽ pl.n.m うめき声                          「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                             「形容詞節」 

provenían ﾌﾟﾛﾍﾞﾆｱﾝ 3 複線(provenir)v.i 来る                「動詞」 

de un bosquecillo cercano ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾎﾞｽｹｼｼﾞｮ･ﾁｪﾙｶﾉ  

adv. 近くの林から                                    「副詞句」 

 

この方向だ。奥のほうに、木に縛り付けられた一人の少年が見えた。すると農夫が彼を棒で

叩いていたのだ。 

Fue en esa dirección y vio al fondo un muchacho amarrado a un árbol; un labrador lo 

apaleaba.                 「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」「目的語」「形容詞句」 

「主語」「目的語」「動詞」 
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Fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

en esa dirección ｴﾝ･ｴｻ･ﾃﾞｨﾚｸｼｵﾝ adv. この方角から                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                                「動詞」 

al fondo ｱﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv. 奥を                                            「副詞句」 

un muchacho ｳﾝ･ﾑﾁｬﾁｮ n.m 一人の少年                                 「目的語」 

amarrado ｱﾏﾗﾄﾞ 過去分詞 adj. 縛られた                    「形容詞句：muchacho」 

a un árbol ｱ･ｳﾝ･ｱﾙﾎﾞﾙ adv. 木に                    「副詞句」 

un labrador ｳﾝ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                      「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

apaleaba ｱﾊﾟﾚｱﾊﾞ 3 単線(apalear)v.t 棒で叩いていた                         「動詞」 

 

「そこを動くな！非道な騎士め！」とドン・キホーテは叫んだ。 

“¡Quieto ahí、descortés caballero!”---- gritó Don Quijote ----. 

《「命令」「呼びかけ」》┃「動詞」「主語」 

Quieto ｷｴﾄ adj. 動かない、（命令）動くな！                                「命令」 

ahí ｱｲ adv. そこを                                                 「副詞」 

descortés caballero ﾃﾞｽｺﾙﾃｽ･ｶﾊﾞｼﾞｪﾛ n.m 非道な騎士め！               「呼びかけ」 

  descortés adj. 無作法な、失礼な 

gritó ｸﾞﾘﾄ 3 単点(gritar)v.i 叫んだ                                         「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

 

「この槍で突き刺されたくなかったら、少年の縄を解いてやれ。」 

“Desatad al mozo si no queréis que os atraviese con mi lanza”. 

《「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Desatad ﾃﾞｻﾀｯﾄﾞ 命・2 複現(desatar)v.t（縄を）解いてやれ                  「動詞」 

  二人称複数形（敬称）を使うことで、自分の身分が高いと示そうとしている。 

al mozo ｱﾙ･ﾓｿ n.m 少年を                                              「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

no queréis ﾉ･ｹﾚｲｽ 2 複現･否定(querer)v.t 望まない                「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 

os ｵｽ pron お主を（人称代名詞 2 人称複数）             「目的語」 

atraviese ｱﾄﾗﾋﾞｴｾ 接・1 単現(atravesar) 

   v.t 突き刺す                                          「動詞」 

con mi lanza ｺﾝ･ﾐ･ﾗﾝｻ adv. わしの槍で                  「副詞句」 

→（受動態に翻訳する）この槍で突き刺されたくなかったら 
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「見てください、だんな様。こいつは私の羊を何頭か逃がしてしまったんです。それなのに、

私に給金を払えと言ってるんですよ。」と農夫は答えた。 

“Mire, señor, que me perdió varias ovejas, y aun así quiere que le pague su salario”---

- respondió el labrador ----.                《「呼びかけ」「目的語」》----「動詞」「主語」 

Mire, señor ﾐﾚ･ｾﾆｮｰﾙ 命・3 単現(mirar)v.t 見てください、だんな様       「呼びかけ」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

me ﾒ pron 私の                                           「間接目的語」 

perdió ﾍﾟﾙﾃﾞｨｵ 3 単点(perder)v.t 逃がした                         「動詞」 

varias ovejas ﾊﾞﾘｱｽ･ｵﾍﾞﾊｽ pl.n.f 羊を何匹か                 「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

aun así ｱｳﾝ･ｱｼ adv. それなのにこんな風に                      「副詞句」 

quiere ｷｴﾚ 3 単現(querer)v.t 要求している                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                       「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                    「間接目的語」 

pague ﾊﾟｹﾞ 接・1 単現(pagar)v.t 払う                     「動詞」 

su salario ｽ･ｻﾗﾘｵ n.m 給金を                       「直接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

 

「その少年を放してやれと言っているんだ、そして 1 銭残らず給金を払ってやれ、さもな

いと命はないぞ。」とドン・キホーテは強く言った。 

“Soltadle, digo, y pagadle hasta el último centavo, o moriréis”---- insistió Don Quijote 

----.         《「動詞句」,「動詞」,y「動詞句」「副詞句」o「動詞」》----「動詞」「主語」 

Soltadle ｿﾙﾀｯﾄﾞ･ﾚ 命・2 複現(soltar+le)v.t その少年を放してやれ           「動詞句」 

digo ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t 〜と私が言っているんだ                         「動詞」 

y ｲ conj. そして 

pagadle ﾊﾟｶﾞｯﾄﾞ･ﾚ 命・2 複現(pagar+le)v.t 払ってやれ                    「動詞句」 

hasta el último centavo ﾊｽﾀ･ｴﾙ･ｳﾙﾃｨﾓ･ｾﾝﾀﾎﾞ 

 adv. 最後の 1 センターボまで                                         「副詞句」 

o ｵ conj.（命令の後で）さもないと 

moriréis ﾓﾘﾚｲｽ 2 複現(morir)v.i 死ぬことになるぞ                           「動詞」 

insistió ｲﾝｼｽﾃｨｵ 3 単点(insistir)v.i 力説した                                「動詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

 

おびえた農夫はその少年の縄を解いてやり、農場に戻ったら、給金を払うと約束した。 

Temeroso, el labrador desató al muchacho y prometió darle el dinero cuando regresasen 
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al cortijo.                   「主語」「動詞」「目的語」y「動詞句」「目的語」「副詞節」 

Temeroso ﾃﾒﾛｿ adj. 怯えた                              「形容詞：labrador」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

desató ﾃﾞｻﾄ 3 単点(desatar)v.t 縄を解いてやった                           「動詞」 

al muchacho ｱﾙ･ﾑﾁｬﾁｮ n.m その少年                                    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

prometió darle ﾌﾟﾛﾒﾃｨｵ･ﾀﾞﾙﾚ 3 単点･約束(prometer+不定詞) 

   v.t 支払うことを約束した                                            「動詞句」 

el dinero ｴﾙ･ﾃﾞｨﾈﾛ n.m 金を                                            「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. 〜するとき                                         「副詞節」 

regresasen ﾚｸﾞﾚｻｾﾝ 接・3 複過(regresar)v.i 帰ったら                「動詞」 

al cortijo ｱﾙ･ｺﾙﾃｨﾎ adv. 農場に                                  「副詞句」 

 

それを聞いて、自分の善行に誇らしくなったドン・キホーテはその場を去った。 

Se marchó, pues, Don Quijote, orgulloso de su buena acción. 「動詞句」「副詞」「主語」 

Se marchó ｾ･ﾏﾙﾁｮ 3 単点(marcharse)v.pr その場を去った                  「動詞句」 

pues ﾌﾟｴｽ adv. そんなわけで、それを聞いて                                「副詞」 

Don Quijote ﾄﾞﾝ･ｷﾎｰﾃ n. ドン・キホーテは                                 「主語」 

orgulloso ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. 誇らしい                    「形容詞：Don Quijote」 

de su buena acción ﾃﾞ･ｽ･ﾌﾞｴﾅ･ｱｸｼｵﾝ 

   adv. 自分の善行に                       「副詞句」 

 

それにもかかわらず農夫は約束を破り、またその少年を叩き、給金も払わなかった。 

Sin embargo, el labrador, quebrantando su promesa, volvió a golpear al muchacho; y 

siguió sin pagarle.         「副詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」y「動詞句」 

Sin embargo ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                         「副詞句」 

el labrador ｴﾙ･ﾗﾌﾞﾗﾄﾞｰﾙ n.m 農夫は                                       「主語」 

quebrantando ｹﾌﾞﾗﾝﾀﾝﾄﾞ 現在分詞 adv. 侵害して                         「副詞句」 

su promesa ｽ･ﾌﾟﾛﾒｻ n.f 約束を                                 「目的語」 

volvió a golpear ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ｺﾞﾙﾍﾟｱｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞) 

   v.t 再び叩いた                                                      「動詞句」 

al muchacho ｱﾙ･ﾑﾁｬﾁｮ n.m その少年を                                  「目的語」 

y ｲ conj. そして 

siguió sin pagarle ｼｷﾞｵ･ｼﾝ･ﾊﾟｶﾞﾙﾚ 3 単点･続行･否定(seguir sin+不定詞) 

   v.t 依然として支払わなかった                                        「動詞句」 
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［C-1］ 星の王子様 I 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕は、6 歳だった頃、「本当にあった話」という原始林に関する本の中で、素晴らしい挿絵

を一度見たことがある。 

Cuando yo tenía seis años vi una vez una lámina magnífica en un libro sobre el Bosque 

Virgen que se llamaba «Historias Vividas». 

「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」「形容詞節」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（年が）〜歳だった                      「動詞」 

seis años ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 6 歳                                  「目的語」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見た                                                  「動詞」 

una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度「副詞句」 

una lámina magnífica ｳﾅ･ﾗﾐﾅ・ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ n.f 素晴らしい挿絵を              「目的語」 

  lámina ﾗﾐﾅ n.f 図版、版画  magnífica ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ adj.f 素晴らしい、見事な 

en un libro ｴ･ﾇﾝ･ﾘﾌﾞﾛ adv. 本の中で                                     「副詞句」 

sobre el Bosque Virgen ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾎﾞｽｹ･ﾋﾞﾙﾍﾝ adj. 原始林に関する  「形容詞句」 

  sobre 〜に関する Bosque ﾎﾞｽｹ n.m 森 Virgen ﾋﾞﾙﾍﾝ adj. 未開拓の → 原始林 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

se llamaba ｾ･ｼﾞｬﾏﾊﾞ 3 単線(llamarse) 

v.pr 〜という名前であった、ある                            「動詞句」 

Historias Vividas». ｲｽﾄﾘｱｽ･ﾋﾞﾋﾞﾀﾞｽ pl.n.f 「本当にあった話」      「補語」 

  Historia ｲｽﾄﾘｱ n.f 話、物語 Vivida ﾋﾞﾋﾞﾀﾞ adj.f 体験された、実際にあった 
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それは猛獣を飲み込もうとしているボア大蛇を表していた。 

Representaba una serpiente boa que se tragaba a una fiera. 

「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Representaba ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞ 3 単線(representar)v.t 表していた                  「動詞」 

una serpiente boa ｳﾅ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ n.f ボア大蛇を                         「目的語」 

 serpiente ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f へび boa ﾎﾞｱ n.f（動物）ボア → ボア大蛇 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

se tragaba ｾ･ﾀﾗｶﾞﾊﾞ 3 単線(tragarse)v.pr 飲み込んでいた         「動詞句」 

a una fiera. ｱ･ｳﾅ･ﾌｨｴﾗ adv. 猛獣を                          「間接目的語」 

 

ここにその絵の写しがある。 

He aquí la copia del dibujo.                               「動詞」「副詞」「目的語」 

He ｴ 1 単現(haber)v.t ある、持っている                                   「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                     「副詞」 

la copia ﾗ･ｺﾋﾟｱ n.f 写し                                                「目的語」 

del dibujo. ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adj. デッサンの、絵の                   「形容詞句」 

 

その本にはこう書いてあった：「ボア大蛇というものは、獲物をまるごと噛まずに飲み込む、

するともう動けなくなって、獲物を消化するために 6 ヶ月眠り続ける。」 

 El libro decía: «Las serpientes boas tragan sus presas enteras, sin masticarlas. Luego 

no pueden moverse y duermen durante los seis meses de la digestión.» 

「主語」「動詞」： 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「副詞」「動詞句」y「動詞」「副詞句」》 

El libro ｴﾙ･ﾘﾌﾞﾛ n.m その本は                                            「主語」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた、こう書いてあった                  「動詞」 

Las serpientes boas ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ pl.n.f ボア大蛇というものは           「主語」 

tragan ﾄﾗｶﾞﾝ 3 複現(tragar)v.t 飲み込む                                   「動詞」 

sus presas ｽｽ･ﾌﾟﾚｻｽ pl.n.f 獲物を                                       「目的語」 

enteras, ｴﾝﾃﾗｽ adj.pl.f まるまる、全部の                         「形容詞」 

sin masticarlas. ｼﾝ･ﾏｽﾃｨｶﾙ･ﾗｽ adv. かみ砕かずに                         「副詞句」 

  sin+不定詞 「〜せずに、〜しないで」masticar ﾏｽﾃｨｶｰﾙ v.t かみ砕く、かむ 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. その後、それから                                        「副詞」 

no pueden moverse ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾓﾍﾞﾙｾ 3 複現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 動けなくなる                                                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

duermen ﾄﾞｩｴﾙﾒﾝ 3 複現(dormir)v.i 眠る                                   「動詞」 
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durante ﾄﾞｩﾗﾝﾃ prep 〜の間                                            「副詞句」 

los seis meses ﾛｽ･ｾｲｽ･ﾒｾｽ pl.n.m 6 ヶ月                           「目的語」 

de la digestión.» ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞｨﾍｽﾁｵﾝ adj.（目的）消化のための 「形容詞句」 

 

そこで僕はしばらく密林の冒険についてよく考えた。そして自分で色鉛筆を使って、僕の初

めてのデッサンを描くことに成功した。僕のデッサン第 1 号、それはこんなものだ。 

Reflexioné mucho entonces sobre las aventuras de la selva y, a mi vez, logré trazar con 

un lápiz de color mi primer dibujo. Mi dibujo número 1. Era así: 

「動詞」「副詞句」「間接目的語」y「副詞句」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

「主語」,「動詞」「補語」 

Reflexioné ﾚﾌﾚｸｼｮﾈ 1 単点(reflexionar)v.i 熟考した、よく考えた              「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. しばらく、長い間                                         「副詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで、そこで                                      「副詞」 

sobre las aventuras ｿﾌﾞﾚ･ﾗｽ･ｱﾍﾞﾝﾂﾗｽ adv. 冒険について               「間接目的語」 

de la selva ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾊﾞ adj. ジャングルの、密林の             「形容詞句」 

y, ｲ conj. そして 

a mi vez, ｱ･ﾐ･ﾍﾞｽ adv. ぼくはぼくで、自分で                             「副詞句」 

logré trazar ﾛｸﾞﾚ･ﾄﾗｻﾞｰﾙ 1 単点･成就(lograr+不定詞) 

   v.t 絵を描くことに成功した、うまく絵が描けた                        「動詞句」 

con un lápiz de color ｺﾝ･ｳﾝ･ﾗﾋﾟｽ･ﾃﾞ･ｺﾛｰﾙ adv. 色鉛筆で                   「副詞句」 

mi primer dibujo. ﾐ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の初めてのデッサンを            「目的語」 

Mi dibujo número 1. ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳｰﾉ n.m 僕のデッサン第 1 号              「主語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

así: ｱｼ adv. このような                                                   「補語」 

 

 

 

 

 

 

僕は大人の人たちに僕の傑作を見せて、僕のデッサンが彼らを怖がらせるかを尋ねた。 

Mostré mi obra maestra a las personas grandes y les pregunté si mi dibujo les asustaba. 

「動詞」「直接目的語」「間接目的語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Mostré ﾓｽﾄﾚ 1 単点(mostrar)v.t 見せた                                     「動詞」 

mi obra maestra ﾐ･ｵﾌﾞﾗ･ﾏｴｽﾄﾗ n.f 僕の傑作を                        「直接目的語」 

  obra ｵﾌﾞﾗ n.f 作品 maestra ﾏｴｽﾄﾗ adj.f(maestro) 優れた 
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a las personas grandes ｱ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人たちに     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

pregunté ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

si ｼ conj. 〜するかどうかということを                               「直接目的語」 

mi dibujo ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕のデッサンが                        「主語」 

les ﾚｽ pron 彼らを                                          「目的語」 

asustaba. ｱｽｽﾀﾊﾞ 3 単線(asustar)v.t 怖がらせた（時制の一致）    「動詞」 

 

大人たちは僕に答えた：「どうして帽子が人を怖がらせるというの？」 

Me contestaron: «¿Por qué habrá de asustar un sombrero?» 

「間接目的語」「動詞」：《「副詞句」「動詞句」「主語」》 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestaron: ｺﾝﾃｽﾀﾛﾝ 3 複点(contestar)v.t 答えた                           「動詞」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ                                              「副詞句」 

habrá de +不定詞 ｱﾌﾞﾗ･ﾃﾞ 3 単未･義務(haber de+不定詞) 

   v. 〜しなければならない                                             「動詞句」 

  「どうして〜しなければならない？」（反語的） 

asustar ｱｽｽﾀｰﾙ 不定詞 v.t 怖がらせる                               「動詞」 

un sombrero?» ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子が                                      「主語」 

 

僕のデッサンは帽子を表したのではない。象を消化しているボア大蛇を表していたのだ。 

 Mi dibujo no representaba un sombrero. Representaba una serpiente boa digería un 

elefante.                「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Mi dibujo ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕のデッサンは                                   「主語」 

no representaba ﾉ･ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞ 3 単線･否定(representar)v.t 表していなかった 「動詞句」 

un sombrero. ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子を                                     「目的語」 

Representaba ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞ 3 単線(representar)v.t 表していた                  「動詞」 

una serpiente boa ｳﾅ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ n.f ボア大蛇を                         「目的語」 

digería ﾃﾞｨｼﾞｪﾘｱ 3 単線(digerir)v.t 消化している                 「形容詞句」 

un elefante. ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象を                        「目的語」 
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そこで僕は、大人の人が理解できるように、ボア大蛇の内部を描いた。 

Dibujé entonces el interior de la serpiente boa a fin de que las personas grandes pudiesen 

comprender.                           「動詞」「副詞」「目的語」「副詞節」 

Dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた、スケッチした                      「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そこで                                              「副詞」 

el interior de la serpiente boa ｴﾙ･ｲﾝﾃﾘｵｰﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ 

  n.m ボア大蛇の内部を                                                「目的語」 

a fin de que+接続法 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ･ｹ adv.（目的）〜するために                 「副詞節」 

las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人が           「主語」 

pudiesen comprender. ﾌﾟﾃﾞｨｴｾﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 接・3 複過･可能･願望(poder+不定詞) 

   v.t 理解できたらと                                           「動詞句」 

 

彼らはいつも説明を必要とする。僕のデッサン第 2 号はこんな風だった。 

Siempre necesitan explicaciones. Mi dibujo número 2 era así: 

「副詞」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

necesitan ﾈｾｼﾀﾝ 3 複現(necesitar)v.t 必要とする                            「動詞」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f 説明を                                 「目的語」 

Mi dibujo número 2 ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ﾄﾞｽ n.m 僕のデッサン第 2 号は            「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

así: ｱｼ adv. このような                                                   「補語」 

 

 

 

 

 

大人の人たちは、中が見えるものだろうと見えないものだろうとボア大蛇の絵を脇におい

て、もう少し、地理学や歴史や数学や文法に興味を持ちなさいと、僕に助言した。 

 Las personas grandes me aconsejaron que dejara a un lado los dibujos de serpientes 

boas abiertas o cerradas y que me interesara un poco más en la geografía, la historia, el 

cálculo y la gramática.    「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「直接目的語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人は                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

aconsejaron ｱｺﾝｾﾊﾛﾝ 3 複点(aconsejar)v.t (que+接続法) 助言した             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

dejara ﾃﾞﾊﾗ 接・1 単過(dejar)v.t 置いておく                    「動詞」 
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a un lado ｱ･ｳﾝ･ﾗﾄﾞ adv. 脇に                               「副詞句」 

los dibujos ﾛｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ pl.n.m 絵を                          「目的語」 

de serpientes boas ﾃﾞ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ adj. ボア大蛇の       「形容詞句」 

abiertas o cerradas ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ･ｵ･ｾﾗﾀﾞｽ 

 adj. 中が見えるものだろうと見えないものだろうと       「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

me interesara ﾒ･ｲﾝﾃﾚｻﾗ 接・1 単過(interesarse)v.pr 興味を示す 「動詞句」 

un poco más ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾏｽ adv. もう少し                         「副詞句」 

en la geografía, ｴﾝ･ﾗ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ adv. 地理学に             「間接目的語」 

la historia, ﾗ･ｲｽﾄﾘｱ n.f 歴史学に                   「目的語」 

el cálculo ｴﾙ･ｶﾙｸﾛ n.m 数学に                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

la gramática. ﾗ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ n.f 文法に                 「目的語」 

 

このようにして 6 歳の時に、僕は画家という素晴らしい職業を諦めた。 

Así fue como, a la edad de seis años, abandoné una magnífica carrera de pintor. 

「副詞句」「動詞」「目的語」 

Así fue como, ｱｼ･ﾌｴ･ｺﾓ adv. このようにして                              「副詞句」 

a la edad de seis años, ｱ･ﾗ･ｴﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ adv. 6 歳の時に             「副詞句」 

abandoné ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾈ 1 単点(abandonar)v.t 断念した、諦めた                  「動詞」 

una magnífica carrera ｳﾅ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ･ｶﾚﾗ n.f 素晴らしい職業を              「目的語」 

de pintor. ﾃﾞ･ﾋﾟﾝﾄｰﾙ adj.（同格）画家という                    「形容詞句」 

 

僕のデッサン第 1 号と第 2 号の失敗によって、僕は落胆させられたのだった。 

Estaba desalentado por el fracaso de mi dibujo número 1 y de mi dibujo número 2. 

「動詞句」「副詞句」 

Estaba desalentado ｴｽﾀﾊﾞ･ﾃﾞｻﾚﾝﾀﾄﾞ 1 単線･受動(desalentar) 

v.t 落胆させられた                                                  「動詞句」 

por el fracaso ﾎﾟﾙ･ｴﾙﾌﾗｶｰｿ adv.（原因）失敗によって                     「副詞句」 

de mi dibujo número 1 y de mi dibujo número 2. 

 ﾃﾞ･ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳｰﾉ･ｲ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ﾄﾞｽ 

 adv. 僕のデッサン第 1 号と第 2 号の                           「形容詞句」 
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大人の人は、たった一人では決して何も分からない、そしていつもいつも彼らに説明しなけ

ればならないのは、子供たちにとってうんざりである。 

Las personas grandes nunca comprenden nada por sí solas, y es agotador para los niños 

tener que darles siempre y siempre explicaciones. 

「主語」「副詞」「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞」「補語」「副詞句」「主語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人は                  「主語」 

nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

comprenden ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾝ 3 複現(comprender)v.t 分かる                       「動詞」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

por sí solas, ﾎﾟﾙ･ｼ･ｿﾗｽ adv. たった一人では                              「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

agotador ｱｺﾞﾀﾄﾞｰﾙ adj. 疲れさせる、うんざりする                          「補語」 

para los niños ﾊﾟﾗ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ adv. 子供たちにとっては                      「副詞句」 

tener que ﾃﾈｰﾙ･ｹ 不定詞 〜しなければならないことは                       「主語」 

darles ﾀﾞﾙ･ﾚｽ 不定詞(dar+les)v.t 彼らに与える                       「動詞句」 

siempre y siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ｲ･ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつもいつも                「副詞句」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f 説明を                             「目的語」 

 

それで別の職業を選ばなければならなかったので、飛行機の操縦の仕方を習った。そしてほ

とんど世界中を飛び回った。 

 Debí, pues, elegir otro oficio y aprendí a pilotar aviones. Volé un poco por todo el mundo.

「動詞句」「目的語」y「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」 

Debí, pues, elegir ﾃﾞﾋﾞ･ﾌﾟｴｽ･ｴﾚﾋｰﾙ 1 単点･義務(deber+不定詞+pues) 

   v.t それで〜を選ばなければならなかった                              「動詞句」 

otro oficio ｵﾄﾛ･ｵﾌｨｼｵ n.m 別の職業を                                    「目的語」 

y ｲ conj. それで 

aprendí a +不定詞 ｱﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ･ｱ 1 単点･学習(aprender a+不定詞) 

   v. 〜の仕方を習った                                                 「動詞句」 

pilotar ﾋﾟﾛﾀｰﾙ 不定詞 v.t 操縦する                                 「動詞」 

aviones. ｱﾋﾞﾖﾈｽ pl.n.m 飛行機を                                        「目的語」 

Volé ﾎﾞﾚ 1 単点(volar)v.i 飛び回った                                       「動詞」 

un poco por todo el mundo. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾎﾟﾙ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ 

 adv. ほとんどいたるところを、ほぼ世界中を                           「副詞句」 
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確かに、地理学は大いに私の役に立った。 

Es cierto que la geografía me sirvió de mucho.                「動詞」「補語」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

cierto ｼｴﾙﾄ adj. 確かな                                                   「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

la geografía ﾗ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｱ n.f 地理学は                                 「主語」 

me ﾒ pron 私にとって                                         「間接目的語」 

sirvió ｼﾙﾋﾞｵ 3 単点(servir)v.i 役に立った                              「動詞」 

de mucho. ﾃﾞ･ﾑﾁｮ adv. 大いに                                      「副詞句」 

  「〜は確かだ。」→「確かに〜だ。」 

 

地理学を勉強していたおかげで、一目で中国とアリゾナ州を見分けることが出来た。 

Al primer golpe de vista estaba en condiciones de distinguir China de Arizona.  

「副詞句」,「動詞」「補語」 

Al primer golpe de vista ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ｺﾞﾙﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾋﾞｽﾀ adv. 一目で              「副詞句」 

  primero ﾌﾟﾘﾒﾛ adj. 最初の golpe ｺﾞﾙﾍﾟ n.m 一撃 vista ﾋﾞｽﾀ n.f 視線 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

en condiciones ｴﾝ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾈｽ adv. 良い状態の → 準備が出来た              「補語」 

de distinguir ﾃﾞ･ﾃﾞｨｽﾁﾝｸﾞｲｰﾙ adv. 見分けるために                  「副詞句」 

 「見分ける準備が出来ていた」→「見分けることができた」 

China de Arizona. ﾁﾅ･ﾃﾞ･ｱﾘｿﾅ n.f 中国とアリゾナ州を       「目的語」 

フランス語原文では、 

Je savais reconnaître と簡素な表現である。スペイン語では単純に、podía distinguir と

せず含みを持たせているところがスペイン人の感性なのかもしれない 

 

夜間、道に迷ってしまったら、地理学は大変役に立つ。 

Es muy útil si uno llega a extraviarse durante la noche.     「動詞」「補語」「副詞節」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy útil ﾑｲ･ｳﾃｨﾙ adj. 大変役に立つ                                       「補語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

uno ｳｰﾉ pron 誰かが                                              「主語」 

llega a extraviarse ｼﾞｪｶﾞ･ｱ･ｴｸｽﾄﾗﾋﾞｱﾙｾ 3 単現･結果(llegar a+不定詞) 

   v.pr 道に迷うことになる                                       「動詞句」 

durante la noche. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜の間に、夜間に              「副詞句」 
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このようにして僕の人生の流れにおいて、沢山の真面目な人たちと沢山の交際をした。 

Tuve así, en el curso de mi vida, muchísimas relaciones con muchísima gente seria. 

「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t を持った                                       「動詞」 

así, ｱｼ adv. このようにして                                               「副詞」 

en el curso de mi vida, ｴ･ﾈﾙ･ｸﾙｿ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 僕の人生の流れにおいて   「副詞句」 

muchísimas relaciones ﾑｷｼﾏｽ･ﾚﾗｼｵﾈｽ pl.n.f 沢山の交際を                  「目的語」 

  mucho + -ísimo → muchísimo → muchísimas adj.f（絶対最上級）たくさんの 

con muchísima gente seria. ｺﾝ･ﾑｷｼﾏ･ﾍﾝﾃ･ｾﾘｱ adv. 沢山のまじめな人たちと  「副詞句」 

 

長い間大人の人たちと一緒に暮らして、とても近くから彼らを見てきた。この経験を通して

も、僕は大人に対する見解をあまり改善することはなかった。 

Viví mucho con personas grandes. Las he visto muy de cerca. No he mejorado 

excesivamente mi opinión. 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃「目的語」「動詞句」「副詞」┃「動詞句」「副詞」「目的語」 

Viví ﾋﾞﾋﾞ 1 単点(vivir)v.i 暮らした                                         「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. たくさん、長い間                                         「副詞」 

con personas grandes. ｺﾝ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人の人たちと            「副詞句」 

Las ﾗｽ pron.pl. 彼らを                                                 「目的語」 

he visto ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 見てきた                           「動詞句」 

muy de cerca. ﾑｲ･ﾃﾞ･ｾﾙｶ adv. とても近くから                              「副詞」 

No he mejorado ﾉ･ｴ･ﾒﾎﾗﾄﾞ 1 単現･完了形･否定(mejorar)v.t 改善しなかった  「動詞句」 

excesivamente ｴｸｾｼﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 過度に、（否定文で）あまり                  「副詞」 

mi opinión. ﾐ･ｵﾋﾟﾆｵﾝ n.f 僕の見解を                                     「目的語」 

 

少し聡明そうな大人の人に出会った時は、いつも持ち歩いていた僕のデッサン第 1 号を使

って試験をした。 

 Cuando encontré alguna que me pareció un poco lúcida, hice la experiencia de mi dibujo 

número 1, que siempre he conservado.  「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

encontré ｴﾝｺﾝﾄﾚ 1 単点(encontrar)v.t 出会った                      「動詞」 

alguna ｱﾙｸﾞﾅ pron (alguna persona grande の略) 大人の人の誰かに 「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕にとって                             「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた          「動詞」 

un poco lúcida, ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾙｼﾀﾞ adj.f 少し聡明な              「補語」 
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hice ｲｾ 1 単点(hacer)v.t 〜をした                                          「動詞」 

la experiencia ﾗ･ｴｸｽﾍﾟﾘｴﾝｼｱ n.f 試験を                                  「目的語」 

de mi dibujo número 1, ﾃﾞ･ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳﾉ adv. 僕のデッサン第 1 号で    「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                           「形容詞節」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                              「副詞」 

he conservado. ｴ･ｺﾝｾﾙﾊﾞﾄﾞ 1 単現･完了形(conservar) 

v.t 保管していた、持っていた                        「動詞句」 

 

僕は、その人が本当に物わかりが良い人かどうかを知りたかったのだ。でも、大人の人はい

つも僕に答えた。「それは帽子だよ。」その時は、その人には、ボア大蛇についても、原始林

についても、星についても話さなかった。 

Quería saber si era verdaderamente comprensiva. Pero siempre me respondía: «Es un 

sombrero.» Entonces no le hablaba ni de serpientes boas, ni de bosques vírgenes, ni de 

estrellas.  「動詞句」「目的語」┃Pero「副詞」「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「補語」》 

「副詞」「動詞句」「目的語」 

Quería saber ｹﾘｱ･ｻﾍﾞｰﾙ 1 単線･願望(querer+不定詞)v.t 知りたかった       「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i（時制の一致）（その人が）〜である              「動詞」 

verdaderamente ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                           「副詞」 

comprensiva. ｺﾝﾌﾟﾚﾝｼﾊﾞ adj. 物わかりの良い                        「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

respondía: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un sombrero.» ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子                                        「補語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで、その時は                                   「副詞」 

no le hablaba ﾉ･ﾚ･ｱﾌﾞﾗﾊﾞ 1 単線･否定(hablar+le)v.i その人に話さなかった  「動詞句」 

ni serpientes boas, ﾆ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ pl.n.f ボア大蛇についても            「目的語」 

ni de bosques vírgenes, ﾆ･ﾃﾞ･ﾎﾞｽｹｽ･ﾋﾞﾙﾍﾈｽ pl.n.m 原始林についても       「目的語」 

ni de estrellas. ﾆ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星についても                        「目的語」 

  ni は並列否定に用いられる「〜も〜もない」 

 （名詞の並列否定）No tengo ni padre ni madre. 私には父も母もいない。（No が必要） 

 （動詞の並列否定）Ni fuma ni bebe. 彼は煙草も吸わないし、酒も飲まない。（No は不要） 
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ぼくはその人の好みに合わせて、ブリッジやゴルフや政治やネクタイのことを話した。 

Me ponía a su altura. Le hablaba de bridge, de golf, de política y de corbatas.  

「動詞句」「副詞句」┃「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Me ponía ﾒ･ﾎﾟﾆｱ 1 単線(ponerse)v.pr 自分の身を置いた                   「動詞句」 

a su altura. ｱ･ｽ･ｱﾙﾄｩﾗ adv. その人の高さに                              「副詞句」 

   → その人のレベルや好みに合わせた 

Le ﾚ pron その人には                                              「間接目的語」 

hablaba ｱﾌﾞﾗﾊﾞ 1 単線(hablar)v.i (de について) 話した                      「動詞」 

de bridge, ﾃﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞ adv. ブリッジのこと                            「間接目的語」 

de golf, ﾃﾞ･ｺﾞﾙﾌ adv. ゴルフのこと                                  「間接目的語」 

de política ﾃﾞ･ﾎﾟﾘﾁｶ adv. 政治のこと                                「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

de corbatas. ﾃﾞ･ｺﾙﾊﾞﾀｽ adv. ネクタイのこと                          「間接目的語」 

 

そうすると、その大人は、僕がこれほど分別があると知ってとても満足するのだった。 

Y la persona grande se quedaba muy satisfecha de haber conocido a un hombre tan 

razonable.                                      Y「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Y ｲ conj. そうすると 

la persona grande ﾗ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f その大人の人は                      「主語」 

se quedaba ｾ･ｹﾀﾞﾊﾞ 3 単線(quedarse)v.pr すっかり〜の状態になった       「動詞句」 

muy satisfecha ﾑｲ･ｻﾃｨｽﾌｪﾁｬ adj.f とても満足した                          「補語」 

de +不定詞･完了形 ﾃﾞ adv.（原因）〜したことで                          「副詞句」 

haber conocido ｱﾍﾞｰﾙ･ｺﾉｼﾄﾞ 不定詞･完了形(conocer)v.t 知った      「動詞句」 

a un hombre ｱ･ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男が                               「目的語」 

tan razonable. ﾀﾝ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚ adj. かくも分別のあると                   「補語」 
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［C-2］ 星の王子様 II 

 

6 年前サハラ砂漠での故障が起こるまで、このように（大人の話題に合わせて）、本心でお

しゃべりする相手が誰もいないまま、一人で暮らしていた。 

Viví así, solo, sin nadie con quien hablar verdaderamente, hasta que tuve una avería en 

el desierto del Sahara, hace seis años.                 「動詞」「副詞句」, 「副詞節」 

Viví ﾋﾞﾋﾞ 1 単点(vivir)v.i 暮らした                                         「動詞」 

así, solo, ｱｼ･ｿﾛ adv. このように一人で                                   「副詞句」 

sin nadie ｼﾝ･ﾅﾃﾞｨｴ adv. 誰もいないままで                               「副詞句」 

con quien hablar ｺﾝ･ｷｴﾝ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ adj. 一緒におしゃべりする      「形容詞句」 

verdaderamente, ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に、本心で        「副詞」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ conj. 〜するまで                                       「副詞節」 

tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t 持つ                                    「動詞」 

una avería ｳﾅ･ｱﾍﾞﾘｱ n.f 故障                                    「目的語」 

en el desierto del Sahara, ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ･ﾃﾞﾙ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠で   「副詞句」 

hace seis años. ｱｾ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ adv. 6 年前                           「副詞句」 

 

何かが僕のエンジンの中で壊れたのだ。そして僕と一緒に整備士も乗客もいなかったので、

僕はたった一人で困難な修理をやり遂げようとした。 

Algo se había roto en mi motor. Y como no tenía conmigo ni mecánico ni pasajeros, me 

dispuse a realizar, solo, una reparación difícil. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃Y「副詞節」,「動詞句」「副詞」「目的語」 

Algo ｱﾙｺﾞ pron 何かが                                                   「主語」 

se había roto ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾛﾄ 3 単線･完了形(romperse)v.pr 壊れた               「動詞句」 

en mi motor. ｴﾝ･ﾐ･ﾓﾄｰﾙ adv. 僕のエンジンの中で                         「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 1 単線･否定(tener)v.t いなかった                   「動詞句」 

conmigo ｺﾝﾐｺﾞ adv. 一緒に                                        「副詞」 

ni mecánico ni pasajeros, ﾆ･ﾒｶﾆｺ･ﾆ･ﾊﾟｻﾍﾛｽ 

 pl.n.m 整備士も乗客も〜ない                                 「目的語」 

me dispuse a +不定詞 ﾒ･ﾃﾞｨｽﾌﾟｾ･ｱ 1 単点･準備(disponerse a+不定詞) 

   v.t 〜する準備をした、〜しようとした                                「動詞句」 

realizar, ﾚｱﾘｻｰﾙ 不定詞 v.t 実行する、実現する                      「動詞」 

solo, ｿﾛ adv. 一人で                                                     「副詞」 

una reparación difícil. ｳﾅ･ﾚﾊﾟﾗｼｵﾝ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ n.f 困難な修理を              「目的語」 
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僕にとっては、生きるか死ぬかの問題だった。せいぜい一週間分の水があった。 

Era, para mí, cuestión de vida o muerte. Tenía agua apenas para ocho días. 

「動詞」「副詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Era, ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

para mí, ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                       「副詞句」 

cuestión ｸｴｽﾁｵﾝ n.f 問題                                                 「補語」 

de vida o muerte. ﾃﾞ･ﾋﾞﾀﾞ･ｵ･ﾑｴﾙﾃ adj. 生きるか死ぬかの           「形容詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t あった                                         「動詞」 

agua ｱｸﾞｧ n.f 水                                                      「目的語」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. やっと、どうにか、せいぜい                  「副詞」 

para ocho días. ﾊﾟﾗ･ｵﾁｮ･ﾃﾞｨｱｽ adj. 一週間分の                         「形容詞句」 

   今日の曜日から一週間後の同じ曜日までの 8 日間 

 

最初の夜、人が住んでいる全ての土地から千マイルも離れた砂の上で寝た。 

 La primera noche dormí sobre la arena a mil millas de toda tierra habitada. 

「副詞句」「動詞」「副詞句」 

La primera noche ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾉﾁｪ n.f 最初の夜                              「副詞句」 

dormí ﾄﾞﾙﾐ 1 単点(dormir)v.i 寝た                                         「動詞」 

sobre la arena ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の上に（で）                           「副詞句」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                      「副詞句」 

de toda tierra ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾃｨｴﾗ adv. 全ての土地から                   「副詞句」 

habitada. ｱﾋﾞﾀﾀﾞ adj.f（tierra に性･数一致）人が住んでいる「形容詞」 

 

大海の真ん中で難破してゴムボートに乗っている人より、もっと孤立していた。 

Estaba más aislado que un náufrago sobre una balsa en medio del océano. 

「動詞」「補語」「副詞句」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

más aislado ﾏｽ･ｱｲｽﾗﾄﾞ adj. ずっと孤立した                                「補語」 

que ｹ conj. 〜よりも                                                   「副詞句」 

un náufrago ｳﾝ･ﾅｳﾌﾗｺﾞ n.m 難破した人                           「目的語」 

sobre una balsa ｿﾌﾞﾚ･ｳﾅ･ﾊﾞﾙｻ adv. ゴムボートで                   「副詞句」 

en medio del océano. ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ｵｾｱﾉ adv. 大海の真ん中で「副詞句」 
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だから夜明けに、奇妙な可愛らしい声が、僕を起こした時の驚きを想像できるだろう？ 

Imaginaos, pues, mi sorpresa cuando, al romper el día, me despertó una extraña vocecita 

que decía:                          「動詞句」「副詞」「目的語」「形容詞節」 

Imaginaos, ｲﾏﾋﾅｵｽ 命・2 複現(Imaginados の d が消失する)(imaginarse) 

   v.t 想像してごらん、想像できるだろう？                              「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. だから                                                   「副詞」 

mi sorpresa ﾐ･ｿﾙﾌﾟﾚｻ n.f 僕の驚きを                                    「目的語」 

cuando, ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時の                                      「形容詞節」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜する時に                                 「副詞句」 

romper ﾛﾝﾍﾟｰﾙ 不定詞 v.i 始まる                          「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 1 日が                                「主語」 

  → 夜明けに 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

despertó ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertar)v.t 呼び起こした                「動詞」 

una extraña vocecita ｳﾅ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬ･ﾎﾞｾｼﾀ n.f 奇妙な可愛らしい声が   「主語」 

  extraña ｴｸｽﾄﾗﾆｬ adj.f 奇妙な vocecita ﾎﾞｾｼﾀ n.f 小声、可愛らしい声 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                      「動詞」 

 

「お願いだから、僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- Por favor ..., ¡dibújame un cordero!             《「呼びかけ」「動詞句」「目的語」》 

Por favor ..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                             「呼びかけ」 

¡dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい      「動詞句」 

  me は「間接目的語」「僕のために」 

un cordero! ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                       「目的語」 

 

「え？」 

--- ¿Eh?                                                               《「間投」》 

¿Eh? ｴ int. なに？、え？                                                 「間投」 

 

「僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- Dibújame un cordero...                                    《「動詞句」「目的語」》 

dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                        「目的語」 
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僕は、雷に打たれたかのように跳び起きた。目をこすった。あたりをよく見た。 

 Me puse en pie de un salto, como golpeado por un rayo. Me froté los ojos. Miré bien. 

「動詞句」「副詞句」,「副詞句」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞」 

Me puse ﾒ･ﾌﾟｾ 1 単点(ponerse)v.pr（姿勢を）とった                      「動詞句」 

en pie ｴﾝ･ﾋﾟｴ adv. 足の上に                                            「副詞句」 

de un salto, ﾃﾞ･ｳﾝ･ｻﾙﾄ adv. 一跳びで                                    「副詞句」 

  → 跳び起きた 

como ｺｰﾓ adv. 〜のように                                              「副詞句」 

golpeado ｺﾞﾙﾍﾟｱﾄﾞ 過去分詞･受動(golpear)v.t 打たれた              「動詞」 

por un rayo. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾗｼﾞｮ adv. 雷に                              「副詞句」 

Me froté ﾒ･ﾌﾛﾃ 1 単点(frotarse)v.pr こすった                             「動詞句」 

los ojos. ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目を                                            「目的語」 

Miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                             「動詞」 

bien. ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                     「副詞」 

 

すると、全く不思議な男の子が、僕を真剣に眺めているのが見えた。 

Y vi un hombrecito enteramente extraordinario que me examinaba gravemente. 

Y「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Y ｲ conj. そして 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

un hombrecito ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 男の子を                                 「目的語」 

  hombrecito : hombre+-cito「小さい」 

enteramente extraordinario ｴﾝﾃﾗﾒﾝﾃ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ 

 adj. 全く不思議な                                          「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

examinaba ｴｸｻﾐﾅﾊﾞ 3 単線(examinar)v.t 調査していた、眺めていた 「動詞」 

gravemente. ｸﾞﾗｰﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 真剣に                              「副詞」 

 

ここに、後になって描くことが出来た最良の肖像画がある。 

He aquí el mejor retrato que, más tarde, logré hacer de él. 

「動詞」「副詞」「目的語」「形容詞節」 

He ｴ 3 単現(haber)v.t ある                                               「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

el mejor retrato ｴﾙ･ﾒﾎｰﾙ･ﾚﾄﾗﾄ n.m 最良の肖像画                         「目的語」 

que, ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 
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más tarde, ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                           「副詞句」 

logré hacer ﾛｸﾞﾚ･ｱｾｰﾙ 1 単点･達成(lograr+不定詞) 

v.t 描くことが出来た                                      「動詞句」 

de él. ﾃﾞ･ｴﾙ adj. 彼の（肖像画）                            「形容詞句」 

 

しかし、たしかに僕の絵は、実物に比べるとかなり魅力に欠けている。 

Pero seguramente mi dibujo es mucho menos encantador que el modelo. 

Pero「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

seguramente ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. たしかに                                       「副詞」 

mi dibujo ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の絵は                                         「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

mucho menos encantador ﾑﾁｮ･ﾒﾉｽ･ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞｰﾙ adj. かなり魅力に欠けている    「補語」 

que el modelo. ｹ･ｴﾙ･ﾓﾃﾞﾛ adv. 実物よりも                           「副詞句」 

 

それは僕の責任ではない。僕が 6 歳の時に、大人達が絵描きの職業に進むことをあきらめ

させたので、中の見えないボアと中の見えるボアしか描き方を学ばなかったのだ。 

No es por mi culpa. Las personas grandes me desalentaron de mi carrera de pintor 

cuando tenía seis años y sólo había aprendido a dibujar las boas cerradas y las boas 

abiertas.       「動詞句」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」「副詞節」 

y「動詞句」「目的語」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

por mi culpa. ﾎﾟﾙ･ﾐ･ｸﾙﾊﾟ adv. 僕の責任による                              「補語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人たちが                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

desalentaron ﾃﾞｻﾚﾝﾀﾛﾝ 3 複点(desalentar)v.t 気落ちさせた                  「動詞」 

de mi carrera de pintor ﾃﾞ･ﾐ･ｶﾚﾗ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾝﾄｰﾙ adv. 絵描きの職業から        「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                           「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（年齢が）〜歳であった                   「動詞」 

seis años ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 6 歳                                   「目的語」 

y ｲ conj. それで 

sólo había aprendido a +不定詞 ｿﾛ･ｱﾋﾞｱ･ｱﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ･ｱ 1 単現･完了形 

   (aprender a+不定詞)v.t 〜のやりかたしか学ばなかった                  「動詞句」 

dibujar ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 不定詞 v.t 描く                                   「動詞」 

las boas cerradas y las boas abiertas. ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｾﾗﾀﾞｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ 

   pl.n.f 中の見えないボアと中の見えるボア                              「目的語」 
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それで僕は、驚きのために見開いた眼でその出現者を見つめた。忘れないでほしい、この時

僕は、人の住むあらゆる地域から千マイルも離れた所にいたのだ。 

 Miré, pues, la aparición con los ojos absortos por el asombro. No olvidéis que me 

encontraba a mil millas de toda región habitada. 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Miré, ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

la aparición ﾗ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ n.f その出現者を                                 「目的語」 

con los ojos absortos ｺﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ･ｱﾌﾞｿﾙﾄｽ adv. 見開いた眼で                「副詞句」 

  absorto ｱﾌﾞｿﾙﾄ adj. 没頭した、驚いた、呆然とした、目を見張る 

por el asombro. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱｿﾝﾌﾞﾛ adv. 驚きのために                         「副詞句」 

No olvidéis ﾉ･ｵﾙﾋﾞﾃﾞｲｽ 命・2 複現･否定(olvidar)v.t 忘れないでほしい       「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me encontraba ﾒ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 1 単線(encontrarse)v.pr（場所に）いた 「動詞句」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                     「副詞句」 

de toda región ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ adv. 全ての地域から                  「副詞句」 

habitada. ｱﾋﾞﾀﾀﾞ adj.f（región に性･数一致）人が住んでいる「形容詞」 
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その上この男の子は、僕からすると、道に迷った風にも、疲労で死にそうにも、空腹で死に

そうにも、喉が渇いて死にそうにも、恐怖で死にそうにも見えなかった。 

Además, el hombrecito no me parecía ni extraviado, ni muerto de fatiga, ni muerto de 

hambre, ni muerto de sed, ni muerto de miedo. 

「副詞」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

Además, ｱﾃﾞﾏｽ adv. その上                                               「副詞」 

el hombrecito ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m この男の子は                               「主語」 

no ...parecía ﾉ...ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線･否定(parecer)v.i 〜のように見えなかった      「動詞句」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

ni extraviado, ﾆ･ｴｸｽﾄﾗﾋﾞｱﾄﾞ adj.（ni は否定の併記）道に迷った〜でない      「補語」 
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ni muerto de fatiga, ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ﾌｧﾃｨｶﾞ adj. 疲労で死にそうな〜でない        「補語」 

 muerto ﾑｴﾙﾄ adj. 死にそうな de ﾃﾞ prep 〜のために fatiga ﾌｧﾃｨｶﾞ n.f 疲労 

ni muerto de hambre, ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ｱﾝﾌﾞﾚ adj. 空腹で死にそうな〜でない       「補語」 

ni muerto de sed, ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ｾﾄﾞ adj. 喉が渇いて死にそうな〜でない         「補語」 

ni muerto de miedo. ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ﾐｴﾄﾞ adj. 恐怖で死にそうな〜でない          「補語」 

hambre ｱﾝﾌﾞﾚ n.f 空腹 sed ｾﾄﾞ n.f 喉の渇き miedo ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖 

 

人が住むあらゆる地域から千マイルも離れた砂漠の真ん中で、途方に暮れた子供といった

様子が全くなかった。僕はやっと口がきけるようになって、彼に言った。 

No tenía en absoluto la apariencia de un niño perdido en medio del desierto, a mil millas 

de toda región habitada. Cuando al fin logré hablar, le dije: 

「動詞句」「目的語」「形容詞節」┃「副詞節」,「間接目的語」「動詞」 

No tenía en absoluto ﾉ･ﾃﾆｱ･ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ 3 単線･否定(tener)v.t 全くなかった 「動詞句」 

 en absoluto ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ adv.（否定文で）まったく（〜でない） 

la apariencia ﾗ･ｱﾊﾟﾘｴﾝｼｱ n.f 様子、外観、見かけ                        「目的語」 

de un niño perdido ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. 途方に暮れた子供の        「形容詞句」 

 perdido ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. 途方に暮れた、道に迷った 

en medio del desierto, ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠の真ん中で「副詞句」 

a mil millas de toda región habitada. ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ･ｱﾋﾞﾀﾀﾞ 

   adv. 人が住むあらゆる地域から千マイルの所で              「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに、やっと                               「副詞句」 

logré hablar, ﾛｸﾞﾚ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ 1 単点･達成(lograr+不定詞) 

   v.i 話せるようになった                                       「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「でも．．．こんなところで何をしているの？」 

--- Pero ... ¿qué haces aquí?                       《Pero 「目的語」「動詞」「副詞」》 

Pero ... ﾍﾟﾛ conj. でも 

¿qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t している                                       「動詞」 

aquí? ｱｷ adv. ここで                                                     「副詞」 
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すると、彼はとても重大な事のようにとても静かに繰り返した。 

Repitió entonces, muy suavemente, como si fuese una cosa muy seria: 

「動詞」「副詞句」,「副詞節」 

Repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                「動詞」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると                                             「副詞」 

muy suavemente, ﾑｲ･ｽゎ-ﾍﾞﾒﾝﾃ adv. とても静かに                        「副詞句」 

 suavemente ｽゎ-ﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

si ｼ conj. もし〜なら、もしかして〜                                「強調」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜である                               「動詞」 

una cosa muy seria: ｳﾅ･ｺｰｻ･ﾑｲ･ｾﾘｱ n.f とても重大な事               「補語」 

 

「お願いだから、僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- Por favor ..., dibújame un cordero...             《「呼びかけ」「動詞句」「目的語」》 

Por favor ..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                             「呼びかけ」 

¡dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい      「動詞句」 

  me は「間接目的語」「僕のために」 

un cordero! ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                       「目的語」 

 

神秘があまりにも感動的な時には、それに従わずにはいられないものだ。 

 Cuando el misterio es demasiado impresionante no es posible desobedecer. 

「副詞節」,「動詞句」「補語」「主語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

el misterio ｴﾙ･ﾐｽﾃﾘｵ n.m 神秘が、謎が                             「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

demasiado impresionante ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｲﾝﾌﾟﾚｼｮﾅﾝﾃ adj. あまりにも感動的な「補語」 

 demasiado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりにも impresionante ｲﾝﾌﾟﾚｼｮﾅﾝﾃ adj. 感動的な 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

posible ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. 可能な                                                「補語」 

desobedecer. ﾃﾞｿﾍﾞﾃﾞｾｰﾙ 不定詞 v.t 従わない事は                           「主語」 
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人が住んでいる全ての場所から千マイルも離れたところで、しかも死の危険にさらされな

がら、羊の絵を描くなんてことは、馬鹿げた事と思われたが、僕はポケットから 1 枚の紙と

万年筆を取り出した。 

Por absurdo que me pareciese, a mil millas de todo lugar habitado y en peligro de muerte, 

saqué del bolsillo una hoja de papel y una estilográfica. 

「補語」「間接目的語」「動詞」,「副詞句」 

「動詞」「副詞句」「目的語」 

Por absurdo ﾎﾟﾙ･ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞ adv. 馬鹿げた事と                               「補語」 

que ｹ conj.（主語と動詞の間に挿入して逆接）〜ではあるが 

me ﾒ pron 自分に                                                 「間接目的語」 

pareciese, ﾊﾟﾚｼｴｾ 接・1 単過(parecer)v.i 〜のように見えた                  「動詞」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                             「副詞句」 

de todo lugar ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. 全ての場所から                          「副詞句」 

habitado. ｱﾋﾞﾀﾄﾞ adj.f（lugar に性･数一致）人が住んでいる        「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

en peligro de muerte, ｴﾝ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾑｴﾙﾃ adv. 死の危険の中で             「副詞句」 

 peligro ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険 muerte ﾑｴﾙﾃ n.f 死 

saqué ｻｹ 1 単点(sacar)v.t 取り出した                                      「動詞」 

del bolsillo ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットから                               「副詞句」 

una hoja de papel ｳﾅ･ｵﾊ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾍﾟﾙ n.f 紙を 1 枚                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

una estilográfica. ｳﾅ･ｴｽﾃｨﾛｸﾞﾗﾌｨｶ n.f 万年筆                             「目的語」 

 

その時、僕は主に地理学、歴史学、計算そして文法を勉強したことを思い出して、その坊や

に（少し不機嫌な様子で）「絵は描けない」と言った。すると彼は答えた。 

Recordé entonces que había estudiado principalmente geografía, historia, cálculo y 

gramática, y dije al hombrecito (con un poco de mal humor) que no sabía dibujar. Me 

contestó:  「動詞」「副詞」「目的語」y「動詞」「間接目的語」（「副詞句」）「直接目的語」 

「間接目的語」「動詞」 

Recordé ﾚｺﾙﾃﾞ 1 単点(recordar)v.t 思い出した                              「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                              「副詞」 

que ｹ conj. 〜といういことを                                           「目的語」 

había estudiado ｱﾋﾞｱ･ｴｽﾄｩﾃﾞｨｱﾄﾞ 1 単線･完了形(estudiar)v.t 勉強した「動詞句」 

principalmente ﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙﾒﾝﾃ adv. 主に                              「副詞」 

geografía, historia, cálculo y gramática, ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ･ｲｽﾄﾘｱ･ｶﾙｸﾛ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ 

   pl.n. 地理学、歴史学、計算そして文法を                        「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

dije ﾃﾞｨﾍ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al hombrecito ｱﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ adv. その坊やに                           「間接目的語」 

 (con un poco de mal humor) ｺﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾏﾙ･ｳﾓｰﾙ 

   adv. 少し機嫌の悪い様子で                                           「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

no sabía dibujar. ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 1 単線･可能･否定(saber+不定詞) 

   v.t 描けない                                                 「動詞句」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestó: ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.t 答えた                                 「動詞」 

 

「構わないよ！僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- No importa. Dibújame un cordero.             《「動詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

No importa. ﾉ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単現･否定(importar)v.i 重要ではない、構わない    「動詞句」 

dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                        「目的語」 

 

僕は羊の絵を描いたことが一度もなかったので、描くことが出来た 2 つの絵のうちの 1 つ

を描いた。 

 Como jamás había dibujado un cordero, rehíce uno de los dos únicos dibujos que era 

capz de hacer.                             「副詞節」,「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 一度も〜ない                                     「副詞」 

había dibujado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dibujar)v.t 絵を描いた「動詞句」 

un cordero, ｳﾝ･ｺﾛｳﾃﾞﾛ n.m 羊を                                 「目的語」 

rehíce ﾚｲｾ 1 単点(rehacer)v.t また描いた                                   「動詞」 

uno ｳﾉ pron 一つの絵を                                                「目的語」 

de los dos únicos dibujos ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ｳﾆｺｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ adj. 2 つの絵の内の「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                               「形容詞節」 

era ｴﾗ 1 単線(ser)v.i 〜であった                              「動詞」 

capz de hacer. ｶﾊﾟｽ･ﾃﾞ･ｱｾｰﾙ adj. 描くことが出来る             「補語」 
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中の見えないボア大蛇の絵である。そしてその坊やが僕に答えたことを聞いて、僕はびっく

り仰天した。 

El de la boa cerrada. Quedé estupefacto cuando oí al hombrecito que me respondía:                       

「主語」┃「動詞」「補語」「副詞節」 

El ｴﾙ pron（dibujo の代用）絵である                                      「主語」 

de la boa cerrada. ﾃﾞ･ﾗ･ﾎﾞｱ･ｾﾗﾀﾞ adj. 中の見えないボア大蛇の     「形容詞句」 

Quedé ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i（+補語）〜になった                           「動詞」 

estupefacto ｴｽﾄｩﾍﾟﾌｧｸﾄ adj. びっくり仰天した                              「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜して                                   「副詞節」 

oí ｵｲ 1 単点(oír)v.t 聞いた                                         「動詞」 

al hombrecito ｱﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ adv. その坊やの                    「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                    「直接目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                 「間接目的語」 

respondía: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(responder)v.t 答えた        「動詞」 

 

「違う、違う！僕はボア大蛇に飲み込まれた象なんて欲しくないよ。ボア大蛇はとても危険

だし、象はとても場所ふさぎなんだから。」 

---¡No! ¡No! No quiero un elefante dentro de una boa. Una boa es muy peligrosa y un 

elefante muy voluminoso. 

《「応答」┃「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」y「主語」「補語」》 

¡No! ¡No! ﾉ･ﾉ adv. 違う、違う                                           「応答」 

No quiero ﾉ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer)v.t 欲しくない                       「動詞句」 

un elefante ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象なんて                                    「目的語」 

dentro de una boa. ﾃﾞﾝﾄﾛ･ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾎﾞｱ adj. ボア大蛇に飲み込まれた「形容詞句」 

Una boa ｳﾅ･ﾎﾞｱ n.f ボア大蛇は                                           「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy peligrosa ﾑｲ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛｻ adj.f とても危険な                              「補語」 

y ｲ conj. そして 

un elefante  ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象は                                         「主語」 

muy voluminoso. ﾑｲ･ﾎﾞﾙﾐﾉｿ adj. とてもかさばる、場所ふさぎな             「補語」 

 

「僕の所は、本当に小さいんだ。だから子羊が必要なんだ。僕に子羊を描いて。」 

En mi casa todo es pequeño. Necesito un cordero. Dibújame un cordero. 

《「副詞句」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

En mi casa todo ｴﾝ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 僕のところは                             「副詞句」 

  todo は強調 
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es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

pequeño. ﾍﾟｹﾆｮ adj. 小さい                                               「補語」 

Necesito ﾈｾｼﾄ 1 単現(necesitar)v.t 〜が必要である                          「動詞」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊                                          「目的語」 

Dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                        「目的語」 

 

それで僕は描いた。その坊やは注意深く眺めてから、言った。 

Entonces dibujé. El hombrecito miró atentamente. Luego dijo: 

「副詞」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞」┃「副詞」「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

dibujé. ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた                                   「動詞」 

El hombrecito ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m その坊やは                                 「主語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た、眺めた                                     「動詞」 

atentamente. ｱﾃﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 注意深く                                      「副詞」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「いや違うよ！この子羊はひどい病気にかかっている。別のを描いてよ！僕は別のを描い

た。僕の友人は寛大な態度で優しく微笑んだ。」 

--- ¡No! Este cordero está muy enfermo. Haz otro. Yo dibujaba. Mi amigo sonrió 

amablemente, con indulgencia:《「応答」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

¡No! ﾉ adv. いや違うよ！                                                 「応答」 

Este cordero ｴｽﾃ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m この子羊は                                   「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現（ser）v.i 〜である                                        「動詞」 

muy enfermo. ﾑｲ･ｴﾝﾌｪﾙﾓ adj. ひどい病気の                                「補語」 

Haz ｱｽ 命・2 単現(hacer)v.t 描いてちょうだい                              「動詞」 

otro. ｵﾄﾛ pron 他の羊を                                                「目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

dibujaba. ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾊﾞ 1 単線(dibujar)v.t 描いた                               「動詞」 

Mi amigo ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友人は                                         「主語」 

sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i 微笑んだ                                    「動詞」 

amablemente, ｱﾏﾌﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 優しく                                       「副詞」 

con indulgencia: ｺﾝ･ｲﾝﾄﾞﾙﾍﾝｼｱ adv. 寛大な態度で                         「副詞句」 
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「よく見てよ！これはおとなしい子羊じゃあなくて、気の荒い雄羊だよ。だ

って角があるもの。」 

---¿Ves?... No es un cordero; es un carnero. Tiene cuernos... 

《「動詞」┃「動詞句」「補語」;「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

¿ Ves?... ﾍ ﾞ ｽ  2 単 現 ･ 命 令 (ver)v.t よ く 見 て よ                                 

「動詞」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

un cordero; ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m おとなしい子羊                                  「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un carnero. ｳﾝ･ｶﾙﾈﾛ n.m 気の荒い雄羊                                    「補語」 

Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

cuernos... ｸｪﾙﾉｽ pl.n.m 角                                              「目的語」 

 

それで、もう一度僕の絵を描きなおした。しかし彼はそれを前作と同様に拒否した。 

Rehíce, pues, otra vez mi dibujo. Pero lo rechazó como los anteriores: 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃Pero「目的語」「動詞」「副詞句」 

Rehíce, ﾚｲｾ 1 単点(rehacer)v.t 描きなおした                                「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. もう一度                                         「副詞句」 

mi dibujo. ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の絵を                                       「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

rechazó ﾚﾁｬｿ 3 単点(rechazar)v.t 拒絶した、却下した                       「動詞」 

como los anteriores: ｺﾓ･ﾛｽ･ｱﾝﾃﾘｵﾚｽ adv. 前作と同様に                    「副詞句」 

 anterior ｱﾝﾃﾘｵｰﾙ adj. 前の lo anterior ﾛ･ｱﾝﾃﾘｵｰﾙ n.m 前作 

 

 

 

 

「これは年をとりすぎているよ。僕は長生きしそうな羊が欲しいんだよ。」 

--- Éste es demasiado viejo. Quiero un cordero que viva mucho tiempo. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Éste ｴｽﾃ pron これは                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

demasiado viejo. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾋﾞｴﾎ adj. 年をとりすぎた                         「補語」 
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 demasiado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりに viejo ﾋﾞｴﾎ adj. 年をとった 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 欲しい                                       「動詞」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                                          「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

viva ﾋﾞﾊﾞ 接・3 単現(vivir)v.i 生きるだろう                       「動詞」 

mucho tiempo. ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 長い間                         「副詞句」 

 

 

 

 

 

それから、僕は急いでエンジンの分解をしたかったので、我慢しきれずに、こんな絵をなぐ

り描きして、彼に言った。 

Entonces, impaciente, como tenía prisa por comenzar a desmontar mi motor, garabateé 

este dibujo. Y le largué:       「副詞句」,「動詞」「目的語」┃Y「間接目的語」「動詞」 

Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

impaciente, ｲﾝﾊﾟｼｴﾝﾃ adj. 忍耐力のない（状態になって）                   「副詞」 

como ｺｰﾓ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t あった                                  「動詞」 

prisa ﾌﾟﾘｻ n.f 緊急性                                           「目的語」 

por +不定詞 ﾎﾟﾙ adj. 〜するための                             「形容詞句」 

comenzar a desmontar ｺﾒﾝｻｰﾙ･ｱ･ﾃﾞｽﾓﾝﾀｰﾙ 不定詞･開始 

v.t 分解を始める                                    「動詞句」 

mi motor, ﾐ･ﾓﾄｰﾙ n.m エンジンを                       「目的語」 

garabateé ｶﾞﾗﾊﾞﾃｴ 1 単点(garabatear)v.t なぐり描きした                    「動詞」 

este dibujo. ｴｽﾃ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m こんな絵を                                 「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

largué: ﾗﾙｹﾞ 1 単点(largar)v.t 言った                                      「動詞」 

 

「これは箱だよ。君が欲しがっている羊は中にいるよ。」 

--- Ésta es la caja. El cordero que quieres está dentro. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」》 

Ésta ｴｽﾀ pron これは                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

la caja. ﾗ･ｶﾊ n.f 箱                                                      「補語」 
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El cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊は                                            「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現(querer)v.t 欲しがっている              「動詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i（存在）いる                                      「動詞」 

dentro. ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中に                                                  「副詞」 

 

僕の幼い審判員の顔がパット輝いたのを見て、僕は本当に驚いた。 

Quedé verdaderamente sorprendido al ver iluminarse el rostro de mi joven juez : 

「動詞」「補語」「副詞句」 

Quedé ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i（〜の状態に）なった                          「動詞」 

verdaderamente sorprendido ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. 本当に驚いた    「補語」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜して                                              「副詞句」 

ver ﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 見る                                          「動詞」 

iluminarse ｲﾙﾐﾅﾙｾ 不定詞 v.pr（顔が）輝く                         「補語」 

el rostro ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ n.m 顔が                                      「目的語」 

de mi joven juez : ﾃﾞ･ﾐ･ﾎﾍﾞﾝ･ﾌｴｽ adj. 僕の幼い審判員の   「形容詞句」 

 

「僕が欲しかったのは、まったくこんなのだったのさ！この羊は草を沢山食べると思う？」 

--- ¡Es exactamente como lo quería! ¿Crees que necesitará mucha hierba este cordero? 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. まったく                                      「副詞」 

como ｺｰﾓ conj. 〜のような                                             「副詞句」 

lo ﾛ pron それ                                                 「目的語」 

quería! ｹﾘｱ 1 単点(querer)v.t 欲しかった                「形容詞節」 

  副詞句全体が「補語」になっている 

¿Crees ｸﾚｴｽ 2 単現(creer)v.t（疑問文で）〜と思うかい？                    「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

necesitará ﾈｾｼﾀﾗ 3 単未(necesitar)v.t 必要とするだろう              「動詞」 

mucha hierba ﾑﾁｬ･ｲｪﾙﾊﾞ n.f 沢山の草を                          「目的語」 

este cordero? ｴｽﾃ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m この羊は                              「主語」 

 

「どうして？」 

---¿Por qué?                                                          《「副詞句」》 

¿Por qué? ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ？どうして？                                  「副詞句」 
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「なぜって、僕の所は本当に小さいから．．．」 

--- Porque en mi casa todo es pequeño...           《Porque「副詞句」「動詞」「補語」》 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら 

en mi casa todo ｴﾝ･ﾐ･ｶｰｻ･ﾄﾄﾞ adv. 僕の所は                              「副詞句」 

 todo は強調 

es ｴｽ 3 単未(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

pequeño... ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 小さい                                             「補語」 

 

「きっと君の所に入ると思うよ。だってとても小さい羊をあげたんだから。」 

--- Cabrá seguramente. Te he regalado un cordero bien pequeño. 

《「動詞」「副詞」┃「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Cabrá ｶﾌﾞﾗ 3 単未･推量(caber)v.i（君の所に）入るだろう                    「動詞」 

seguramente. ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. おそらく、きっと                              「副詞」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

he regalado ｴ･ﾚｶﾞﾗﾄﾞ 1 単現･完了形(regalar)v.t 贈った、あげた            「動詞句」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                                      「直接目的語」 

bien pequeño. ﾋﾞﾔﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. とても小さい               「形容詞句」 

 

彼は絵の方に頭を傾けて覗き込んだ。 

 Inclinó la cabeza hacia el dibujo :                       「動詞」「目的語」「副詞句」 

Inclinó ｲﾝｸﾘﾉ 3 単点(inclinar)v.t 傾けた                                    「動詞」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                               「目的語」 

hacia el dibujo : ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adv. 絵の方に                            「副詞句」 

 

「それほど小さくないな！おや！眠ってしまったよ。」 

--- No tan pequeño ... ¡Mira! Se ha dormido ...     《「応答」┃「間投」┃「動詞句」》 

No tan pequeño ... ﾉ･ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. それほど小さくないな！                「応答」 

 tan ﾀﾝ adv.（否定文で）それほど〜でない 

¡Mira! ﾐﾗ adv.（驚き・奇異）おや！                                      「間投」 

Se ha dormido ... ｾ･ｱ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 3 単遠･完了形(dormirse)v.pr 眠ってしまった  「動詞句」 
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このようにして僕はその王子様と知り合いになった。 

Y fue así como conocí al proncipito.                         Y「動詞」「副詞」「主語」 

Y ｲ conj. そして 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

como ｺﾓ conj. どのように〜するかということは、〜する様子は               「主語」 

conocí ｺﾉｼ 1 単点(conocer)v.t 知り合いになった                        「動詞」 

al proncipito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m その王子様と                        「目的語」 

 ser／estar ... 関係詞節 「〜するのは．．．」という強調構文 
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［C-26］ 星の王子様 XXVI 

井戸のそばに、古い石壁の残骸があった。 

Al lado del pozo había una ruina de un viejo muro de piedra. 

「副詞句」「動詞」「目的語」 

Al lado ｱﾙ･ﾗﾄﾞ adv. そばに、そばで                                     「副詞句」 

del pozo ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｿ adj. 井戸の                                  「形容詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t あった                                        「動詞」 

una ruina ｳﾅ･ﾙｲﾅ n.f 廃墟、瓦礫が                                      「目的語」 

de un viejo muro ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾋﾞｴﾎ･ﾑﾛ adj. 古い壁の                   「形容詞句」 

de piedra. ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗ adj. 石の                        「形容詞句」 

 

翌日の夕方に、仕事から戻ると、遠くから、壁の上に足を垂らして座っている王子様が見え

た。そして、何か話しているのが聞こえた。 

Cuando volví de mi trabajo, por la tarde del día siguiente, vi de lejos al principito sentado 

allí arriba, con las piernas colgando. Y oí que hablaba: 

「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると、〜する時                                「副詞節」 

volví ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volver)v.i(de から) 戻った                       「動詞」 

de mi trabajo, ﾃﾞ･ﾐ･ﾄﾗﾊﾞﾎ adv. 仕事から                         「副詞句」 

por la tarde ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 夕方に                             「副詞句」 

del día siguiente, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ･ｼｷﾞｴﾝﾃ adj. 翌日の          「形容詞句」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

de lejos ﾃﾞ･ﾛﾎｽ adv. 遠くから                                           「副詞句」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                                  「目的語」 

sentado ｾﾝﾀﾄﾞ 過去分詞(sentar)adj. 座った                       「形容詞」 

allí arriba, ｱｼﾞ･ｱﾘﾊﾞ adv. その壁の上に                   「副詞句」 

con las piernas colgando. ｺﾝ･ﾗｽ･ﾋﾟｴﾙﾅｽ･ｺﾙｶﾞﾝﾄﾞ 

 adv. 足を垂らして                             「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

oí ｵｲ 1 単点(oír)v.t 聞こえた                                              「動詞」 

que hablaba: ｹ･ｱﾌﾞﾗﾊﾞ pron 彼が何か話しているのが                     「目的語」 
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「君は覚えていないんだね？」と、彼は言った。「全くここじゃあないよ！」 

 ---¿No te acuerdas? ---decía---. ¡No es exactamente aquí! 

《「動詞句」》,「動詞」,《「動詞句」「副詞句」》 

---¿No te acuerdas? ﾉ･ﾃ･ｱｸｴﾙﾀﾞｽ 2 単現･否定(acordarse)v.pr 覚えていない  「動詞句」 

---decía---. ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                    「動詞」 

¡No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                「動詞句」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. 厳密に、ぴったり、（否定文で）まったく〜ない   「副詞」 

aquí! ｱｷ adv. ここ                                                       「副詞」 

 

恐らく別の声が彼に答えたのだろう、だから彼も返事をした： 

 Otra voz le respondió sin duda, puesto que contestó: 

「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」, puesto que「動詞」 

Otra voz ｵﾄﾗ･ﾎﾞｽ n.f 別の声が                                            「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 、答えた、返事をした             「動詞」 

sin duda, ｲﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. たぶん、おそらく                               「副詞句」 

puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj. 〜だから、〜である以上 

contestó: ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.i 返事した                               「動詞」 

 

「そう、そう。日にちは合っているけど、場所はここじゃあない」 

 ---¡Sí! ¡Sí! Es el día, el lugar no es aquí... 

《「応答」「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「補語」》 

---¡Sí! ¡Sí! ｼ･ｼ adv. そう、そう                                           「応答」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 日にちは                                             「主語」 

el lugar ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所は                                             「主語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

aquí... ｱｷ adv. ここ                                                      「補語」 

 

僕は壁の方へ歩みを進めた。ずっと誰も見えないし、声も聞こえなかった。それなのに、王

子様はまた何かに対して言い返した。 

 Continué mi camino hacia el muro. Seguía sin ver ni oír a nadie. Sin embargo, el 

principito replicó de nuevo: 

「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 

Continué ｺﾝﾁﾇｴ 1 単点(continuar)v.t 続けた                                「動詞」 

mi camino ﾐ･ｶﾐﾉ n.m 道を、歩みを                                     「目的語」 
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hacia el muro. ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾑﾛ adv. 壁のほうへ                                「副詞句」 

Seguía ｾｷﾞｱ 3 単線(seguir)v.i 〜の状態が続いた、ずっと〜だった            「動詞」 

sin ver ｼﾝ･ﾍﾞｰﾙ adv. 見えずに                                            「補語」 

ni oír ﾆ･ｵｲｰﾙ 不定詞･連続 v.t 聞こえもせずに                       「動詞句」 

a nadie. ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も                                        「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

replicó ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単点(replicar)v.t 言い返した                                「動詞」 

de nuevo: ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. また                                              「副詞」 

 

「．．．その通り。砂の中のどこから僕の足跡が始まっているかが分かるだろう。君はそこで

僕を待っているだけでいいよ。僕は今夜そこへ行くから」 

 ---... Seguro. Verás dónde comienza mi rastro en la arena. No tienes más que esperarme 

allí. Estaré allí esta noche. 

《「応答」┃「動詞」「目的語」┃「動詞句」「副詞」┃「動詞」「副詞句」》 

---... Seguro. ｾｸﾞﾛ adj. 疑いのない、その通り                               「応答」 

Verás ﾍﾞﾗｽ 2 単未(ver)v.t 分かるだろう                                    「動詞」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこで〜するかということを                           「目的語」 

comienza ｺﾐｴﾝｻ 3 単現(comenzar)v.i 始まる                        「動詞」 

mi rastro ﾐ･ﾗｽﾄﾛ n.m 僕の足跡が、痕跡                           「主語」 

en la arena. ｴﾝ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の中で                             「副詞句」 

No tienes más que +不定詞 ﾉ･ﾃｨｴﾈｽ･ﾏｽ･ｹ 2 単現･必要･否定(tener+不定詞, no...más que) 

   v. 〜しさえすればよい                                               「動詞句」 

esperarme ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ･ﾒ 不定詞(esperar+me)v.t 僕を待つ             「動詞句」 

allí. ｱｼﾞ adv. そこで                                                     「副詞」 

Estaré ｴｽﾀﾚ 1 単未･予定・意志(estar)v.i 〜にいるだろう、行くつもりだ       「動詞」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                                      「副詞」 

esta noche. ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩                                           「副詞句」 

 

僕は石の壁から 20 メートルの所に来ていたけれども、何も見えないままだった。 

 Yo estaba a veinte metros del muro y seguía sin ver nada. 

「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞」「補語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜にいた                                     「動詞」 

a veinte metros ｱ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾒﾄﾛｽ adv. 20 メートルの所に                     「副詞句」 

del muro ﾃﾞﾙ･ﾑﾛ adv. 壁から                                    「副詞句」 
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y ｲ conj. そして 

seguía ｾｷﾞｱ 1 単線(seguir)v.i 〜の状態のままでいた                         「動詞」 

sin ver nada. ｼﾝ･ﾍﾞｰﾙ･ﾅﾀﾞ adv. 何も見えない状態                           「補語」 

 

王子さまは、少し黙った後で、さらに言った： 

 El pirncipito dijo aún, despues de un silencio:             「主語」「動詞」「副詞句」 

El pirncipito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún, ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

despues de un silencio: ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 少し黙った後で          「副詞句」 

 

「よい毒を持っているんだって？僕を長い間苦しめないって本当かい？」 

 ---¿Tienes buen veneno? ¿Estás segura de no hacerme sufrir mucho tiempo? 

《「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」》 

---¿Tienes ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t 持っている                               「動詞」 

buen veneno? ﾌﾞｴﾝ･ﾍﾞﾈﾉ n.m よい毒を                                  「目的語」 

¿Estás ｴｽﾀｽ 2 単現(estar)v.i 〜である                                      「動詞」 

segura ｾｸﾞﾗ adj.f(de+不定詞 〜することを) 確信した                        「補語」 

de no hacerme sufrir ﾄﾞｩ･ﾉｱｾﾙ･ﾒ･ｽﾌﾘｰﾙ 不定詞･使役･否定(hacer+不定詞+me) 

   n. 僕を苦しめないということ                                    「副詞句」 

mucho tiempo? ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い時間                           「副詞句」 

 

僕は胸が締め付けられて立ち止まったが、何も分からないままでいた。 

 Me detuve, con el corazón oprimido, pero seguía sin comprender. 

「動詞句」「副詞句」pero「動詞」「補語」 

Me detuve, ﾒ･ﾃﾞﾄｩﾍﾞ 1 単点(detenerse)v.pr 立ち止まった                  「動詞句」 

con el corazón ｺﾝ･ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ adv. 心臓で                                   「副詞句」 

oprimido, ｵﾌﾟﾘﾐﾄﾞ 過去分詞･受動(oprimir)adj. 締め付けられた      「形容詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

seguía ｾｷﾞｱ 1 単線(seguir)v.i 〜の状態のままでいた                         「動詞」 

sin comprender. ｼﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ adv. 分からない状態                        「補語」 
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「さあ、もう行って！」と、言った。「僕はまた降りたいんだよ」 

 ---Ahora, vete... ---dijo---. ¡Quiero volver a descender! 

《「間投」「動詞句」》,「動詞」,《「動詞句」》 

---Ahora, ｱｵﾗ adv. さあ                                                   「間投」 

vete... ﾍﾞｰﾃ 命・2 単現(irse)v.pr 行きなさい、立ち去れ                    「動詞句」 

---dijo---. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                      「動詞」 

¡Quiero volver a descender! ｷｴﾛ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ･ｱ･ﾃﾞｾﾝﾃﾞｰﾙ 1 単現･願望･再度 

(querer+不定詞 volver a+不定詞)v.i 再び降りたい                       「動詞句」 

 

その時、僕自身は視線を石壁の足元のほうへ下げて、飛び上がった。 

 Entonces bajé yo mismo los ojos hacia el pie del muro y ¡di un brinco!  

「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

bajé ﾊﾞﾍ 1 単点(bajar)v.t 下げた                                           「動詞」 

yo mismo ｼﾞｮ･ﾐｽﾓ pron 僕自身は                                         「主語」 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 視線を                                           「目的語」 

hacia el pie del muro ｱｼｱ･ｴﾙ･ｯﾋﾟｴ･ﾃﾞﾙ･ﾑﾛ adv. 石壁の足元のほうへ         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

¡di ﾃﾞｨ 1 単点(dar)v.t（動作を）した                                      「動詞」 

un brinco! ｳﾝ･ﾌﾞﾘﾝｺ n.m 跳躍を                                         「目的語」 

 

そこにいたのだ、30 秒で人を処刑するあの黄色い蛇が 1 匹、王子様に向かって真っすぐに

頭を持ち上げて。 

Estaba allí, erguida hacia el principito, una de esas serpientes amarillas que os ejecutan 

en treinta segundos.                                      「動詞」「副詞」,「主語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜にいた                                    「動詞」 

allí, ｱｼﾞ adv. そこに                                                     「副詞」 

erguida ｴﾙｷﾞﾀﾞ 過去分詞(erguir)adj.f（頭を）真っすぐに立てた       「形容詞」 

hacia el principito, ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に向かって   「副詞句」 

una de esas serpientes ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｻｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ pron その蛇が 1 匹              「主語」 

amarillas ｱﾏﾘｼﾞｬｽ adj.f.pl 黄色い                                  「形容詞」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

os ｵｽ pron.pl 人々を                                     「目的語」 

ejecutan ｴﾍｸﾀﾝ 3 複現(ejecutar)v.t 処刑する、死刑を執行する  「動詞」 

en treinta segundos. ｴﾝ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｾｸﾞﾝﾄﾞｽ adv. 30 秒で        「副詞句」 
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僕は、ポケットからリボルバーを取り出しながら駆け出した。しかし僕がたてた音を聞いて、

その蛇は、止めた噴水の水が蛇口に吸い込まれるように、そっと静かに砂の中に滑り込んで

行き、あまり急がずに金属的な軽い音を立てながら石の隙間をすり抜けていった。 

Comencé a correr, mientras buscaba el revólver en mi bolsillo, pero, al oír el ruido que 

hice, la serpiente se dejó deslizar suavemente por la arena, como un chorro de agua que 

muere, y, sin apresurarse demaciado, se escurrió entre las piedras con un ligero sonido 

metálico.              「動詞句」「副詞節」pero「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

y「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Comencé a correr, ｺﾒﾝｾ･ｱ･ｺﾚｰﾙ 1 単点･開始(comencer a+不定詞)v.i 駆け出した「動詞句」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜しながら、〜している間                         「副詞節」 

buscaba ﾌﾞｽｶﾊﾞ 1 単線(buscar)v.t 取り出した、探した                       「動詞」 

el revólver ｴﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ n.m（拳銃）リボルバーを                 「目的語」 

en mi bolsillo, ｴﾝ･ﾐ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットの中を                 「副詞句」 

pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

al oír ｱﾙ･ｵｲｰﾙ adv. 〜を聞いて                                          「副詞句」 

el ruido ｴﾙ･ﾙｲﾄﾞ n.m 音を                                      「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                           「形容詞節」 

hice, ｲｾ 1 単点(hacer)v.t 作った、（音を）たてた    「動詞」 

la serpiente ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f その蛇は                                       「主語」 

se dejó deslizar ｾ･ﾃﾞﾎ･ﾃﾞｽﾘｻｰﾙ ｾ･ﾃﾞﾎ･ﾃﾞｽﾘｻｰﾙ 3 単点(dejarse+不定詞･自動詞) 

   v.pr 滑り込んでいった                                               「動詞句」 

suavemente ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに                                  「副詞」 

por la arena, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の中に                                   「副詞句」 

como un chorro de agua ｺﾓ･ｳﾝ･ﾁｮﾛ･ﾃﾞ･ｱｸﾞﾜ adv. 噴水のように             「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

muere, ﾑｴﾚ 3 単現(morir)v.i 消える、止まる                「動詞」 

  噴水を止める時に、水が噴き出し口に吸い込まれるように 

y,  

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜せずに、〜しないで                               「副詞句」 

apresurarse ｱﾌﾟﾚｽﾗﾙ･ｾ 不定詞 v.pr 急ぐ                          「動詞句」 

demaciado, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv.（否定文で）あまり                        「副詞」 

se escurrió ｾ･ｴｽｸﾘｵ 3 単点(escurrirse)v.pr(entre の間を) すり抜けた        「動詞句」 

entre las piedras ｴﾝﾄﾚ･ﾗｽ･ｯﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ adv. 石の隙間を                      「副詞句」 

con un ligero sonido ｺﾝ･ｳﾝ･ﾘﾍﾛ･ｿﾆﾄﾞ adv. 軽い音を立てて                 「副詞句」 

metálico. ﾒﾀﾘｺ adj. 金属的な                                    「形容詞」 
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僕が石の壁に到着すると、まさにその時、雪のように青ざめた王子様が壁から落ちてくるの

を両腕で受け止めることが出来た。 

 Llegué al muro justo a tiempo para recibir en brazos a mi hombrecito, pálido como la 

nieve.                                             「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Llegué ｼﾞｪｹﾞ 1 単点(llegar)v.i(a に) 着いた                                「動詞」 

al muro ｱﾙ･ﾑﾛ adv. 石の壁に                                       「間接目的語」 

justo a tiempo ﾌｽﾄ･ｱ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. ちょうどその時に                      「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

recibir ﾚｼﾋﾞｰﾙ 不定詞 v.t 受け取る                                 「動詞」 

en brazos ｴﾝ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕で                                 「副詞句」 

a mi hombrecito, ｱ･ﾐ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 王子様を                      「目的語」 

pálido ﾊﾟﾘﾄﾞ adj. 青ざめた                              「形容詞」 

como la nieve. ｺﾓ･ﾗ･ﾆｴﾍﾞ adv. 雪のように         「副詞句」 

 

「これはどういうことかい？今度は、蛇と話をするなんて」 

 ---¿Qué historia es ésta? ¿Ahora hablas con las serpientes? 

《「補語」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「間接目的語」》 

---¿Qué historia ｹ･ｲｽﾄﾘｱ n.f どんな話                                      「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

ésta? ｴｽﾀ pron これは                                                    「主語」 

¿Ahora ｱｵﾗ adv. 今度は                                                  「副詞」 

hablas ｱﾌﾞﾗｽ 2 単現(hablar)v.i 話す                                       「動詞」 

con las serpientes? ｺﾝ･ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ adv. 蛇と                        「間接目的語」 

 

彼がいつも首に巻いているマフラーを緩めた。彼のこめかみをぬらして、水を飲ませた。し

かしそれ以上は彼に何も聞かなかった。 

 Aflojé su eterna bufanda de oro. Le mojé las sienes y le hice beber. Y no me atreví a 

preguntarle nada. 

「動詞」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「目的語」「動詞句」 

Y「動詞句」「目的語」 

Aflojé ｱﾌﾛﾍ 1 単点(aflojar)v.t 緩めた                                       「動詞」 

su eterna bufanda ｽ･ｴﾃﾙﾅ･ﾌﾞﾌｧﾝﾀﾞ n.f いつも首に巻いているマフラーを    「目的語」 

  eterna ｴﾃﾙﾅ adj.f(eterno) いつもの、永遠の bufanda ﾌﾞﾌｧﾝﾀﾞ n.f マフラー 

de oro. ﾃﾞ･ｵﾛ adj. 金色の                                      「形容詞句」 

Le ﾚ pron 彼の                                                    「間接目的語」 

mojé ﾓﾍ 1 単点(mojar)v.t ぬらした、湿らした                               「動詞」 
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las sienes ﾗｽ･ｼｴﾈｽ pl.n.f こめかみを                                 「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                         「目的語」 

hice beber. ｲｾ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 飲ませた              「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

no me atreví a preguntarle ﾉ･ﾒ･ｱﾄﾚｳﾞｨ･ｱ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｰﾙ･ﾚ 1 単点･否定･意図 

  (atreverse a+不定詞+le)v.t あえて彼に聞かなかった                      「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

彼は重々しく僕を見つめて、両腕で僕の首に抱きついた。僕は彼の心臓が、カービン銃で撃

たれて死んでいく小鳥のように激しく脈打つのを感じた。それから僕に言った： 

Me miró gravemente y rodeó mi cuello con sus brazos. Sentía latir su corazón como el de 

un pájaro que muere, herido por una carabina. Y me dijo: 

「目的語」「動詞」「副詞」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「補語」「目的語」「副詞句」┃Y「間接目的語」「動詞」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

gravemente ｸﾞﾗﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 重々しく                                      「副詞」 

y ｲ conj. そして 

rodeó ﾛﾃﾞｵ 3 単点(rodear)v.t 取り巻いた、（首に）抱きついた                「動詞」 

mi cuello ﾐ･ｸｪｼﾞｮ n.m 僕の首に                                         「目的語」 

con sus brazos. ｺﾝ･ｽｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕で                                 「副詞句」 

Sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線･知覚動詞(sentir)v.t(SVO+C:不定詞) O が〜するのを感じた 「動詞」 

latir ﾗﾁｰﾙ 不定詞 v.i 脈打つ                                               「補語」 

su corazón ｽ･ｺﾗｿﾝ n.m 彼の心臓が                                      「目的語」 

como el de un pájaro ｺﾓ･ｴﾙ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾊﾟﾊﾛ adv. 小鳥の心臓のように           「副詞句」 

que muere, ｹ･ﾑｴﾚ adj. 死んでいく                              「形容詞節」 

herido ｴﾘﾄﾞ 過去分詞(herir)adj. 傷つけられて            「副詞句」 

por una carabina. ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ｶﾗﾋﾞﾅ adv. カービン銃によって 「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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「君が機械の欠陥を見つけて、僕はうれしいよ。これで君の家に戻れるね．．．」 

 ---Estoy contento de que hayas encontrado lo que faltaba a tu máquina. Vas a poder 

volver a tu casa...             《「動詞」「補語」「副詞節」┃「動詞句」「間接目的語」》 

---Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                     「動詞」 

contento ｺﾝﾃﾝﾄ adj.(de que+接続法) 〜して満足な、うれしい                 「補語」 

de que ﾃﾞ･ｹ conj. 〜したことで                                         「副詞節」 

hayas encontrado ｱﾔｽ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾄﾞ 接・2 単現･完了形･話者の想念(encontrar) 

   v.t 見つけた（だろう）                                       「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

faltaba ﾌｧﾙﾀﾊﾞ 3 単線(faltar)v.i 欠陥がある          「動詞」 

a tu máquina. ｱ･ﾄｩ･ﾏｷﾅ adv. 君の機械に      「間接目的語」 

Vas a poder volver ﾊﾞｽ･ｱ･ﾎﾟﾃﾞｰﾙ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ 2 単現･近接未来･可能(ir a+不定詞) 

   v.i 戻ることが出来る                                                「動詞句」 

a tu casa... ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 君の家へ                                  「間接目的語」 

 

「どうしてそれを知っているの？」 

 ---¿Cómo lo sabes?                                    《「副詞」「目的語」「動詞」》 

---¿Cómo ｺﾓ adv. どうして                                                「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

sabes? ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 知っている                                   「動詞」 

 

僕は丁度、飛行機の修理を奇跡的に成功したことを知らせにやってきたところだったのだ。 

 Precisamente venía a anunciarle que, contra toda esperanza, había tenido éxito en mi 

trabajo.                                               「副詞」「動詞句」「目的語」 

Precisamente ﾌﾟﾚｼｻﾒﾝﾃ adv. ちょうど、まさしく                           「副詞」 

venía a anunciarle ﾍﾞﾆｱ･ｱ･ｱﾇﾝｼｱﾙ･ﾚ 1 単線･目的(venir a+不定詞+le) 

   v.i 彼に知らせるためにやってきた                                    「動詞句」 

que, ｹ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

contra toda esperanza, ｺﾝﾄﾗ･ﾄﾀﾞ･ｴｽﾍﾟﾗﾝｻ adv. 奇跡的に           「副詞句」 

había tenido ｱﾋﾞｱ･ﾃﾆﾄﾞ 1 単線･完了形(tener)v.t（動作名詞を）した 「動詞句」 

éxito ｴｸｼﾄ n.m 成功                                            「目的語」 

en mi trabajo. ｴﾝ･ﾐ･ﾄﾗﾊﾞﾎ adv. 僕の仕事を                       「副詞句」 
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王子様は僕の質問に何も答えなかったが、付け加えて言った。 

 No respondió nada a mi pregunta, pero agregó: 

「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」pero「動詞」 

No respondió ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(responder)v.t 答えなかった         「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                          「直接目的語」 

a mi pregunta, ｱ･ﾐ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ adv. 僕の質問に                         「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えて言った                         「動詞」 

 

「僕も、今日、僕の所へ戻るところなんだ」 

 ---Yo también, hoy vuelvo a mi casa...        《「主語」「副詞」「動詞」「間接目的語」》 

---Yo también, ｼﾞｮ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 僕も                                      「主語」 

hoy ｵｲ adv. 今日                                                        「副詞」 

vuelvo ﾌﾞｴﾙﾎﾞ 1 単現･近接未来(volver)v.i 戻るところだ                     「動詞」 

a mi casa... ｱ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 僕のところへ                              「間接目的語」 

 

そして、寂しそうに続けて言った： 

 Luego, melancólico:                                                   「副詞句」 

Luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

melancólico: ﾒﾗﾝｺｰﾘｺ adj. adv. 寂しそうに                                  「副詞」 

 

「君のところよりずっと遠いんだよ．．．君が戻るよりずっと困難なんだよ」 

 ---Es mucho más lejos... Es mucho más difícil...  《「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

mucho más lejos... ﾑｰﾁｮ･ﾏｽ･ﾚﾎｽ adj.（比較）君のところよりずっと遠い       「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

mucho más difícil... ﾑｰﾁｮ･ﾏｽ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj.（比較）君が戻るよりずっと困難な  「補語」 

 

僕は、何かとんでもないことが起ころうとしていると気が付いた。 

 Sentí que estaba ocurriendo algo extraordinario.                  「動詞」「目的語」 

Sentí ｾﾝﾁ 1 単点(sentir)v.t 気づいた、分かった                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

estaba ocurriendo ｴｽﾀﾊﾞ･ｵｸﾘｴﾝﾄﾞ 3 単線･進行形･時制の一致(ocurrir) 

   v.i 起ころうとしている                                        「動詞句」 

algo extraordinario. ｱﾙｺﾞ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ n.m 何かとんでもないことが 「主語」 
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僕は、幼子を抱くように両腕でしっかりと王子様を抱き締めた。それなのに、引き留めるす

べもなく、彼が真っ逆さまに深淵に滑り落ちていくように思われた。 

Lo estreché en mis brazos como a un niño, y sin embargo, me pareció que se escurría 

verticalmente hacia un abismo sin que pudiera hacer nada por retenerlo... 

「目的語」「動詞」「副詞句」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

estreché ｴｽﾄﾚﾁｪ 1 単点(estrechar)v.t 抱き締めた                            「動詞」 

en mis brazos ｴﾝ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕に                                  「副詞句」 

como a un niño, ｺﾓ･ｱ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ adv. 子供を抱くように                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                        「副詞句」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に思われた                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                              「主語」 
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se escurría ｾ･ｴｽｸﾘｱ 3 単線･時制の一致(escurrirse)v.pr 滑り落ちる   「動詞句」 

verticalmente ﾍﾞﾙﾁｶﾙﾒﾝﾃ adv. 垂直に、真っ逆さまに                 「副詞」 

hacia un abismo ｱｼｱ･ｳﾝ･ｱﾋﾞｽﾓ adv. 深淵に                        「副詞句」 

sin que ｼﾝ･ｹ conj. 〜することなしに                              「副詞節」 

pudiera hacer ﾌﾟﾃﾞｨｴﾗ･ｱｾｰﾙ 接・1 単過･可能(poder+不定詞) 

   v.t 出来ない（だろう）                                「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                「目的語」 

por retenerlo... ﾎﾟﾙ･ﾚﾃﾈｰﾙ･ﾛ adv. 彼を引き留めるために     「副詞句」 

 

彼の真剣な視線は、ずっと遠くのほうに注がれていた。 

 Tenía la mirada seria, perdida muy lejos.                         「動詞」「目的語」 

Tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（状態）をしていた                              「動詞」 

la mirada ﾗ･ﾐﾗﾀﾞ n.f 視線、まなざし                                    「目的語」 

seria, ｾﾘｱ adj.f 真剣な、まじめな                                「形容詞」 

perdida ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾀﾞ 過去分詞･受動(perder)v.t 落とされた           「形容詞句」 

muy lejos. ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv. ずっと遠くのほうへ              「副詞句」 

 

「君のおとなしい羊、持っているよ。それに羊用の箱と口輪も持ってる」 

 ---Tengo tu cordero. Y tengo la caja para el cordero. Y tengo el bozal... 

《「動詞」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」》 

---Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                  「動詞」 

tu cordero. ﾄｩ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 君のおとなしい羊を                            「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

la caja ﾗ･ｶﾊ n.f 箱を                                                   「目的語」 

para el cordero. ﾊﾟﾗ･ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ adj. 羊用の                      「形容詞句」 

Y ｲ conj. そして 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

el bozal... ｴﾙ･ﾎﾞｻﾙ n.m 口輪を                                          「目的語」 

 

彼は、憂鬱そうに微笑んだ。 

 Sonrió con melancolía.                                          「動詞」「副詞句」 

Sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i 微笑んだ                                    「動詞」 

con melancolía. ｺﾝ･ﾒﾗﾝｺﾘｱ adv. 憂鬱そうに                               「副詞句」 
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僕は長い間待った。少しづつ、彼が再び暖まってくるのを感じた。 

 Esperé largo rato. Sentía que volvía a entrar en calor poco a poco. 

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「目的語」 

Esperé ｴｽﾍﾟﾚ 1 単点(esperar)v.i 待った                                    「動詞」 

largo rato. ﾗﾙｺﾞ･ﾗﾄ adv.(long while) 長い間                              「副詞句」 

Sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

volvía a+不定詞 ﾎﾞﾙﾋﾞｱ･ｱ 3 単線･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜した「動詞句」 

entrar en calor ｴﾝﾄﾗｰﾙ･ｴﾝ･ｶﾛｰﾙ 不定詞 v.i 暖まる           「動詞句」 

poco a poco. ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 少しづつ                             「副詞句」 

 

「怖かったんだね、坊や」 

 ---Has tenido miedo, hombrecito.               《「動詞句」「目的語」,「呼びかけ」》 

---Has tenido ｱｽ･ﾃﾆﾄﾞ 2 単現･完了形(tener)v.t あった                     「動詞句」 

miedo, ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖、おそれ                                          「目的語」 

hombrecito. ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                        「呼びかけ」 

 

間違いなく、怖かったはずだ。でも彼はそっと笑った。 

 Había tenido miedo, sin duda. Pero rió suavemente. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」┃Pero「動詞」「副詞」 

Había tenido ｱﾋﾞｱ･ﾃﾆﾄﾞ 3 単線･完了形(tener)v.t あった                    「動詞句」 

miedo, ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖、おそれ                                          「目的語」 

sin duda. ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. 間違いなく                                     「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

rió ﾘｵ 3 単点(reír)v.i 笑った                                               「動詞」 

suavemente. ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと                                         「副詞」 

 

「今夜は、もっとずっと怖いだろうな」 

 ---Tendré mucho más miedo esta noche...            《「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

---Tendré ﾃﾝﾄﾞﾚ 1 単未(tener)v.t あるだろう                                「動詞」 

mucho más miedo ﾑﾁｮ･ﾏｽ･ﾐｴﾄﾞ n.m もっと恐怖                          「目的語」 

esta noche... ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今夜は                                       「副詞句」 
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僕は、取り返しのつかないという感覚のために、再び寒気を感じた。 

 De nuevo me sentí helado por la sensación de lo irreparable. 

「副詞句」「動詞句」「補語」「副詞句」 

De nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. 再び、もう一度                                  「副詞句」 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾁ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                   「動詞句」 

helado ﾍﾗﾄﾞ adj. 凍った                                                  「補語」 

por la sensación ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｾﾝｻｼｵﾝ adv. 感覚のために                         「副詞句」 

de lo irreparable. ﾃﾞ･ﾛ･ｲﾚﾊﾟﾗﾌﾞﾚ 

 adj.（同格）取り返しのつかないという                       「形容詞句」 

 

そして王子様のあの笑い声を二度と聞けないのだという結論には耐えられないだろうと分

かった。あの笑い声は、僕にとっては、砂漠の中の泉のようなものだったのだから。 

Y comprendí que no soportaría la idea de no oír nunca más su risa. Era para mí como 

una fuente en el desierto.         Y「動詞」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かった                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

no soportaría ﾉ･ｿﾎﾟﾙﾀﾘｱ 1 単過未･否定(soportar) 

v.t 〜に耐えられないだろう                                   「動詞句」 

la idea ﾗ･ｲﾃﾞｱ n.f 考えに                                        「目的語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adj.（同格）〜するという                 「形容詞句」 

no oír ﾉ･ｲｰﾙ 不定詞･否定 v.t 聞こえない          「動詞句」 

nunca más su risa. ﾇﾝｶ･ﾏｽ･ｽ･ﾘｻ 

 n.f 彼の笑い声を二度と〜ない                「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

para mí ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                    「間接目的語」 

como una fuente ｺﾓ･ｳﾅ･ﾌｴﾝﾃ adv. 泉のような                               「補語」 

en el desierto. ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠の中の                         「副詞句」 

 

「坊や．．．僕は君の笑い声をもう一度が聞きたいよ」 

 ---Hombrecito..., quiero oírte reír otra vez... 

《「呼びかけ」...「動詞句」「補語」「副詞句」》 

---Hombrecito..., ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                    「呼びかけ」 

quiero oírte ｷｴﾛ･ｵｲﾙﾃ 1 単現･願望(querer+不定詞 oír+te) 

   v.t 君の声を聞きたい                                                「動詞句」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                                 「補語」 
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otra vez... ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. もう一度                                        「副詞句」 

 

しかし彼は僕に言った： 

 Pero me dijo:                                          Pero「間接目的語」「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「今夜で 1 年になるんだ。僕の星は、1 年前に僕が落ちた場所の真上にくるだろう」 

 ---Esta noche, hará un año. Mi estrella se encontrará exactamente sobre el lugar donde 

caí el año pasado...       《「副詞句」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」》 

---Esta noche, ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今夜で                                      「副詞句」 

hará ｱﾗ 3 単未(hacer)v.t（+数詞、 計算して）〜になる                      「動詞」 

un año. ｳﾝ･ｱﾆｮ n.m 1 年                                                「目的語」 

Mi estrella ﾐ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f 僕の星は                                        「主語」 

se encontrará ｾ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾗ 3 単未(encontrarse)v.pr（ある場所に）あるだろう  「動詞句」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. 正確に                                        「副詞」 

sobre el lugar ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. その場所の上に                        「副詞句」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv.（副詞）〜する                                 「副詞節」 

caí ｶｲ 1 単点(caer)v.i 落ちた                                「動詞」 

el año pasado... ｴﾙ･ｱﾆｮ･ﾊﾟｻﾄﾞ adv. 1 年前に                 「副詞句」 

 

「坊や、蛇とか待ち合わせ場所とか星の話は、悪い夢じゃないのかい？」 

 ---Hombrecito, ¿verdad que es un mal sueño esa historia de la serpiente, de la cita y de 

la estrella?...                       《「呼びかけ」,「副詞句」「動詞」「補語」「主語」》 

Hombrecito, ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                        「呼びかけ」 

¿verdad que ﾍﾞﾙﾀﾞ･ｹ adv.（念押し）〜ではないのかい？                   「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un mal sueño ｳﾝ･ﾏﾙ･ｽｪﾆｮ n.m 悪い夢                                     「補語」 

esa historia ｴｻ･ｲｽﾄﾘｱ n.f その話は                                        「主語」 

de la serpiente, ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ adj. 蛇の                          「形容詞句」 

de la cita ﾃﾞ･ﾗ･ｼﾀ adj. 待ち合わせ場所の                         「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

de la estrella?... ﾃﾞ･ﾗ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adj. 星の                          「形容詞句」 
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悪いことに、彼は僕の質問には答えずに、言った。 

 Peor no contestó a mi pregunta, y dijo:         「副詞」「動詞句」「目的語」y「動詞」 

Peor ﾍﾟｵｰﾙ adv. さらに悪く                                               「副詞」 

no contestó ﾉ･ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点･否定(contestar)v.t 答えなかった               「動詞句」 

a mi pregunta, ｱ･ﾐ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f 僕の質問に                              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「大切なもの、それは目には見えないんだよ」 

 ---Lo que es importante, eso no se ve.                          《「主語」「動詞句」》 

---Lo ﾛ pron それは                                                      「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                               「動詞」 

importante, ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重大な、大切な                   「補語」 

eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

no se ve. ﾉ･ｾ･ﾍﾞ 3 単現･再帰受動･否定(verse)v.pr 見えない                「動詞句」 

 

「その通りだね」 

 ---Ciertamente...                                                      《「応答」》 

---Ciertamente... ｼｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. その通りだ                                  「応答」 

 

「あの花についてと同じようだね。星にある花が好きなら、夜に空を眺めることが楽しくな

る。すべての星が花盛りになるから」 

 ---Es como con la flor. Si amas a una flor que se encuentra en una estrella, es agradable 

mirar el cielo por la noche. Todas las estrellas están florecidas. 

《「動詞」「補語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

como ｺﾓ adv. 〜のような                                                 「補語」 

con la flor. ｺﾝ･ﾗ･ﾌﾛｰﾙ adv. あの花について                          「副詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

amas ｱﾏｽ 2 単現(amar)v.t 愛する                                  「動詞」 

a una flor ｱ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                              「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾀ 3 単現(encontrarse) 

v.pr（ある場所に）ある                       「動詞句」 

en una estrella, ｴﾝ･ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adv. ある星に     「副詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［C-26］ 星の王子様 XXVI  488 / 650 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

agradable ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adj. 楽しい                                          「補語」 

mirar ﾐﾗｰﾙ 不定詞 v.t 〜を見ることは                                      「主語」 

el cielo ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空を                                           「目的語」 

por la noche. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                  「副詞句」 

Todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f すべての星が                    「主語」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複現(estar)v.i 〜になっている                                 「動詞」 

florecidas. ﾌﾛﾚｼﾀﾞｽ 過去分詞(florecer)adj.pl.f 満開の                        「補語」 

 

「その通りだね」 

 ---Ciertamente.                                                       《「応答」》 

---Ciertamente. ｼｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. その通りだ                                   「応答」 

 

「あの水についてと同じようだね。君が僕に飲ませてくれたあの水は音楽のようだった。覚

えているだろう？ほっとする飲み物だったね」 

 ---Es como con el agua. La que me has dado a beber era como una música, por la roldana 

y por la cuerda... ¿Te acuerdas?... Era dulce. 

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃「動詞句」┃「動詞」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

como ｺﾓ adv. 〜のような                                                 「補語」 

con el agua. ｺﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. あの水について                      「副詞句」 

La ﾗ pron その水は                                                      「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                     「間接目的語」 

has dado ｱｽ･ﾀﾞﾄﾞ 2 単現･完了形･使役(dar a+不定詞) 

v.t 〜させた                                          「動詞句」 

a beber ｱ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 飲む                  「動詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

como una música, ｺﾓ･ｳﾅ･ﾑｼｶ adv. 音楽のような                            「補語」 

por la roldana ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ adv. 滑車のおかげで                          「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

por la cuerda... ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｸｴﾙﾀﾞ adv. ロープのおかげで                「副詞句」 

¿Te acuerdas?... ﾃ･ｱｸｴﾙﾀﾞｽ 2 単現(acordarse)v.pr（同意を求める）覚えているね「動詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

dulce. ﾄﾞｩﾙｾ adj. 甘い、心地よい                                          「補語」 
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「その通りだね」 

 ---Ciertamente.                                                       《「応答」》 

---Ciertamente. ｼｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. その通りだ                                   「応答」 

 

「夜には、星を眺めてね。僕のところはとても小さいから、僕の星がどこにあるかを君に示

すことができないんだ」 

 ---Por la noche mirarás las estrellas. No te puedo mostrar dónde se encuentra la mía, 

porque mi casa es muy pequeña. 

《「副詞句」「動詞」「目的語」 

「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」,「副詞節」》 

---Por la noche ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜には                                   「副詞句」 

mirarás ﾐﾗﾗｽ 2 単未･勧誘(mirar)v.t 眺めてね                              「動詞」 

las estrellas. ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 

No ...puedo mostrar ﾉ...ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾓｽﾄﾗｰﾙ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 示すことができない                                              「動詞句」 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこに〜するかということを                       「直接目的語」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗ 3 単現(encontrarse) 

v.pr（ある場所に）ある                                   「動詞句」 

la mía, ﾗ･ﾐｱ n.f 僕の星が                                     「主語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

mi casa ﾐ･ｶｻ n.f 僕のところは                                     「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

muy pequeña. ﾑｲ･ﾍﾟｹﾝﾆｬ adj.f とても小さい                         「補語」 

 

だけどそのほうがいいだろう。僕の星は君にとって多くの星の中の 1 つになるだろう。そ

うしたら、君はすべての星を見ることが好きになるだろう。すべての星が君の友達になるだ

ろう。その後で、君にプレゼントをするよ。 

Será mejor así. Mi estrella será para ti una de las estrellas. Entonces te agradará mirar 

todas las estrellas... Todas serán tus amigos. Y luego te voy a hacer un regalo... 

《「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

「副詞」「間接目的語」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Y「副詞」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜だろう                                      「動詞」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj. より良い                                                 「補語」 

así. ｱｼ adv. そのようなことは                                             「主語」 
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Mi estrella ﾐ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f 僕の星は                                        「主語」 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜になるだろう                                 「動詞」 

para ti ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとっては                                        「副詞句」 

una de las estrellas. ｳﾅ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ n.f 多くの星の中の 1 つ             「補語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時、そうしたら                                 「副詞」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

agradará ｱｸﾞﾗﾀﾞﾗ 3 単未･推量(agradar)v.i 好きになるだろう                「動詞」 

mirar ﾐﾗｰﾙ 不定詞 v.t 眺めることが                                       「主語」 

todas las estrellas... ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f すべての星を           「目的語」 

Todas ﾄﾀﾞｽ pron.pl すべての星が                                          「主語」 

serán ｾﾗﾝ 3 複未(ser)v.i 〜になるだろう                                    「動詞」 

tus amigos. ﾄｩｽ･ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 君の友達に                                  「補語」 

Y ｲ conj. そして 

luego ﾙｴｺﾞ adv. その後で                                                 「副詞」 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

voy a hacer ﾎﾞｲ･ｱ･ｱｾｰﾙ 1 単現･近接未来(ir a+不定詞)v.t 〜をするつもりだ  「動詞句」 

un regalo... ｳﾝ･ﾚｶﾞﾛ n.m プレゼントを                               「直接目的語」 

 

彼はまた笑った。 

 Volvió a reír.                                                         「動詞句」 

Volvió a reír. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v.i また笑った    「動詞句」 

 

「ああ、坊や、坊や！僕は、君の笑い声を聞くのが好きなんだ！」 

 ---¡Ah!, hombrecito..., hombrecito... ¡Me gusta oír tu risa! 

《「感嘆」┃「間接目的語」「動詞」「主語」》 

---¡Ah!, hombrecito..., hombrecito... ｱｰ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ 

   int. ああ、坊や、坊や                                                 「感嘆」 

¡Me ﾒ pron 僕にとって                                            「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                                     「動詞」 

oír ｵｲｰﾙ 不定詞 v.t 〜を聞くことは                                        「主語」 

tu risa! ﾄｩ･ﾘｻ n.f 君の笑い声を                                    「目的語」 

 

「まさしく、それが僕のプレゼントになると思うよ。あの水と同じようになるよ」 

 ---Precisamente, será mi regalo... Será como con el agua... 

《「副詞」,「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

---Precisamente, ﾌﾟﾚｼｻﾒﾝﾃ adv. まさしく                                   「副詞」 
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será ｽﾗ 3 単未･推測(ser)v.i 〜になると思う                                 「動詞」 

mi regalo... ﾐ･ﾚｶﾞﾛ n.m 僕のプレゼント                                    「補語」 

  それ「主語」は、「僕の笑い声」を表す 

Será ｽﾗ 3 単未･推測(ser)v.i 〜になると思う                                「動詞」 

como con el agua... ｺﾓ･ｺﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. あの水の場合と同じように           「補語」 

 

「どういう意味なの？」 

 ---¿Qué quieres decir?                                      《「目的語」「動詞句」》 

---¿Qué ｹ pron 何を「目的語」 

quieres decir? ｷｴﾚｽ･ﾃﾞｼｰﾙ 2 単現･願望(querer+不定詞)v.t 言いたい「動詞句」 

  「何を言いたいの？」→「どういう意味？」 

 

「人々はそれぞれ異なる星を持っているんだよ。旅行者にとって、星は道案内になるんだ」 

 ---Las gentes tienen estrellas que no son las mismas. Para unos, los que viajan, las 

estrellas son guías.    《「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「補語」》 

---Las gentes ﾗｽ･ﾍﾝﾃｽ pl.n.f 人々は                                        「主語」 

tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t 持っている                                   「動詞」 

estrellas ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                           「目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                  「動詞」 

las mismas. ﾗｽ･ﾐｽﾏｽ adj.f.pl 同じ                        「補語」 

Para unos, ﾊﾟﾗ･ｳﾉｽ adv. ある人たちにとって                             「副詞句」 

los ﾛｽ pron.pl（同格）その人々                                  「形容詞」 

que ｹ pron.pl（目的語）〜する                         「形容詞節」 

viajan, ﾋﾞｱﾊﾝ 3 複現(viajar)v.i 旅行する            「動詞」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                   「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

guías. ｷﾞｱｽ pl.n.f 道案内                                                 「補語」 

 

「他の人々にとっては小さな光に過ぎない。別の学者にとっては難題だし、知り合いの事業

家にとっては富だった。」 

Para otros, no son más que lucecitas. Para otros, que son sabios, son problemas. Para mi 

hombre de negocios, eran oro. 

《「副詞句」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」》 

Para otros, ﾊﾟﾗ･ｵﾄﾛｽ adv. 他の人々にとっては                            「副詞句」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 
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más que lucecitas. ﾏｽ･ｹ･ﾙｾｼﾀｽ adv. 小さな光以上の                         「補語」 

  no ser más que 〜 「〜に過ぎない」 lucecitas ← luces(luz) + -citas（示小接尾辞） 

Para otros, ﾊﾟﾗ･ｵﾄﾛｽ adv. 他の人々にとっては                            「副詞句」 

que son sabios, ｹ･ｿﾝ･ｻﾋﾞｵｽ adj. 学者の                         「形容詞節」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

problemas. ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾏｽ pl.n.m 問題、難問                                   「補語」 

Para mi hombre de negocios, ﾊﾟﾗ･ﾐ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ 

 adv. 僕の知ってる事業家にとっては                                   「副詞句」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

oro. ｵﾛ n.m 富、金、黄金                                                「補語」 

 

「だけど、どの星も話さない。君は誰も持ったことがない星を持つことになるんだよ」 

Pero todas esas estrellas no hablan. Tú tendrás estrellas como nadie las ha tenido. 

《Pero「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

todas esas estrellas ﾄﾀﾞｽ･ｴｻｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f それらの星たちは皆            「主語」 

no hablan. ﾉ･ｱﾌﾞﾗﾝ 3 複現･否定(hablar)v.i 話さない                       「動詞句」 

Tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

estrellas ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちを                                       「目的語」 

como ｺﾓ conj. 〜するような                                   「形容詞節」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                            「主語」 

las ﾗｽ pron.f.pl 星を                                  「目的語」 

ha tenido. ｱ･ﾃﾆﾄﾞ 3 単現･完了形(tener)v.t 持った        「動詞句」 

 

「どういう意味なの？」 

 ---¿Qué quieres decir?                                      《「目的語」「動詞句」》 

---¿Qué ｹ pron 何を                                                   「目的語」 

quieres decir? ｷｴﾚｽ･ﾃﾞｼｰﾙ 2 単現・願望(querer+不定詞)v.t 言いたい        「動詞句」 

 

「夜に君が空をみると、僕はそれらの星の 1 つに住むことになって、そこで笑うだろうか

ら、君にとってはまるであらゆる星が笑っているみたいになるだろう」 

 ---Cuando mires al cielo, por la noche, come yo habitaré en una de ellas, como yo reiré 

en una de ellas, será para ti como si rieran todas las estrellas. 

《「副詞節」,「副詞節」「副詞節」,「動詞」「間接目的語」「補語」》 

---Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                      「副詞節」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［C-26］ 星の王子様 XXVI  493 / 650 

mires ﾐﾚｽ 接・2 単現（話者の推測）(mirar)v.i 見る                  「動詞」 

al cielo, ｱﾙ･ｼｴﾛ adv. 空の方を                                「間接目的語」 

por la noche, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                「副詞句」 

come ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                 「主語」 

habitaré ｱﾋﾞﾀﾚ 1 単未(habitar)v.i 住むことになる                    「動詞」 

en una de ellas, ｴﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. それらの星の 1 つに           「副詞句」 

come ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                 「主語」 

reiré ﾚｲﾚ 1 単未(reir)v.i 笑うだろう                                 「動詞」 

en una de ellas, ｴﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. それらの星の 1 つで          「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                      「動詞」 

para ti ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとっては                                    「間接目的語」  

como ｺﾓ conj. 〜のような                                                 「補語」 

si rieran ｼ･ｼｴﾗﾝ 接・3 複過(reírse)v.pr 笑っている                   「動詞句」 

todas las estrellas. ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f あらゆる星が               「主語」 

 

「君は笑うことができる星を持つことになるんだ」 

¡Tú tendrás estrellas que saben reír!                     《「主語」「動詞」「目的語」》 

¡Tú ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

estrellas ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                           「目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

saben reír! ｻﾍﾞﾝ･ﾚｲｰﾙ 3 複現･可能(saber+不定詞) 

v.i 笑うことができる                                「動詞句」 

 

そう言ってまた笑った。 

 Y volvió a reír.                                                       Y「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a reír. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜する 

  v.i また笑った                                                       「動詞句」 
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「そして君の気持が落ち着いたら（どんな時も安らぎはあるよ）、君は僕と知り合ったこと

を嬉しくなるだろう。君はいつまでも僕の友達だよ」 

 ---Y cuando te hayas consolado (siempre se encuentra consuelo) estarás contento de 

haberme conocido. Serás siempre mi amigo. 

《Y「副詞節」(「副詞」「動詞句」「主語」)「動詞」「副詞」「補語」》 

---Y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 

te hayas consolado ﾃ･ｱﾔｽ･ｺﾝｿﾗﾄﾞ 接・2 単現･完了形再帰受動(consolarse) 

   v.pr 慰められた、気持ちが落ち着いた                          「動詞句」 

(siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつだって                                         (「副詞」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗ 3 単現(encintrarse)v.pr ある                      「動詞句」 

consuelo) ｺﾝｽｴﾛ n.m 安らぎ、慰めは                                     「主語」) 

estarás ｴｽﾀﾗｽ 2 単未(estar)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

contento ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 嬉しい                                               「補語」 

de +不定詞･完了形 ﾃﾞ adv.（原因）〜したことで                          「副詞句」 

haberme conocido. ｱﾍﾞﾙ･ﾒ･ｺﾉｼﾄﾞ不定詞･完了形(conocer) 

   v.t 僕と知り合った                                           「動詞句」 

Serás ｾﾗｽ 2 単未(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつでも                                            「副詞」 

mi amigo. ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友達                                           「補語」 

 

「君は僕と一緒に笑いたくなるよ。そうしたら、時々こんな風に気晴らしに窓をあけてね。

すると、君の友達は君が空を見ながら笑うのを見てびっくりするだろう」 

Tendrás deseos de reír conmigo. Y abrirás a veces tu ventana, así..., por placer... Y tus 

amigos se asombrarán al verte reír mirando el cielo. 

《「動詞句」「副詞句」┃Y「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Y「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Tendrás deseos de +不定詞 ﾃﾝﾄﾞﾗｽ･ﾃﾞｾｵｽ･ﾃﾞ 2 単未･意志(tener deseos de+不定詞) 

   v.t 〜したくなるだろう                                              「動詞句」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                        「動詞句」 

conmigo. ｺﾝﾐｺﾞ adv. 僕と一緒に                                         「副詞句」 

Y ｲ conj. そして、そうしたら 

abrirás ｱﾌﾞﾘﾗｽ 2 単未･要望(abrir)v.t 開けてちょうだい                      「動詞」 

a veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時々                                               「副詞句」 

tu ventana, ﾄｩ･ﾍﾞﾝﾀﾅ n.f 窓を                                          「目的語」 

así..., ｱｼ adv. こんな風に                                                 「副詞」 
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por placer... ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ adv.（目的）気晴らしに                          「副詞句」 

Y ｲ conj. そして、すると 

tus amigos ﾄｩｽ･ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 君の友達は                                   「主語」 

se asombrarán ｾ･ｱｿﾝﾌﾞﾗﾗﾝ 3 複未(asombrarse)v.pr びっくりするだろう     「動詞句」 

al verte ｱﾙ･ﾍﾞﾙ･ﾃ adv.（原因）君を見て                                  「副詞句」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                          「補語」 

mirando ﾐﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(mirar)v.i 見ながら                 「副詞句」 

el cielo. ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空を                           「目的語」 

 

「その時に君は、“そうなんだ、星を見るといつも僕は笑いがこみ上げるんだ”というだろ

うね。すると彼らは君の気が変になったと思うだろう。僕は君にとてもひどい仕打ちをした

ことになってしまうだろうね。」 

Entonces les dirás: 《Sí, las estrellas siempre me hacen reír》, y ellos te creerán loco. Te 

habré hecho una muy mala jugada... 

《「副詞」「間接目的語」「動詞」：‘「応答」,「主語」「副詞」「目的語」「動詞」「補語」’, 

y「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時には                                         「副詞」 

les ﾚ pron.pl 彼らに                                               「間接目的語」 

dirás: ﾃﾞｨﾗｽ 2 単未(decir)v.i 言うだろう                                    「動詞」 

《Sí, ｼ adv.（肯定）そうだ                                               「応答」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                   「主語」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

hacen ｱｾﾝ 3 複現･使役(hacer+不定詞)v.t 〜させる                          「動詞」 

reír》ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                                「補語」 

  無生物主語の las estrellas 星たちを me 僕が reír 笑う原因として、能動態に翻訳する 

, y ｲ conj. すると 

ellos ｴｼﾞｮｽ pron 彼らは                                                  「主語」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

creerán ｸﾚｴﾗﾝ 3 複未(creer)v.t 思うだろう                                  「動詞」 

loco. ﾛｺ adj. 気が変になった                                              「補語」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

habré hecho ｱﾌﾞﾚ･ﾍﾁｮ 1 単未･完了形･推測(hacer)v.t 〜したことになるだろう「動詞句」 

una muy mala jugada... ｳﾅ･ﾑｲ･ﾏﾗ･ﾌｶﾞﾀﾞ n.f とてもひどい仕打ちを     「直接目的語」 

  jugada ﾌｶﾞﾀﾞ n.f プレー、一手、汚い手段、悪だくみ 
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そう言ってまた笑った。 

 Y volvió a reír:                                                       Y「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a reír: ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜する 

  v.i また笑った                                                       「動詞句」 

 

「そうすると、まるで僕は君に、星の代わりに笑うことのできる沢山の鈴をあげたようなこ

とになるね」 

 ---Será como si te hubiera dado en lugar de estrellas un montón de cascabelitos que 

saben reír...                                                     《「動詞」「補語」》 

---Será ｾﾗ 3 単未･話者の推測(ser)v.i 〜になるだろう                        「動詞」 

como si ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜するような                                    「補語」 

te ﾃ pron 君に                                               「間接目的語」 

hubiera dado ｳﾋﾞｴﾗ･ﾀﾞﾄﾞ 接・1 単過･完了形・仮定法(dar) 

v.t あげた                                                      「動詞句」 

en lugar de estrellas ｴﾝ･ﾙｶﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. 星の代わりに        「副詞句」 

un montón de ｳﾝ･ﾓﾝﾄﾝ･ﾃﾞ adj. 沢山の                 「形容詞句」 

cascabelitos ｶｽｶﾍﾞﾘﾄｽ n.m(cascabel + -itos) 小さな鈴を           「直接目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                          「形容詞節」 

saben reír... ｻﾍﾞﾝ･ﾚｲｰﾙ 3 複現･可能(saber+不定詞) 

v.i 笑うことができる                        「動詞句」 

 

そう言ってまた笑った。それから彼は真剣な顔つきになった： 

 Y volvió a reír. Después se puso serio:       Y「動詞句」┃「副詞」「動詞句」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a reír. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜する 

  v.i また笑った                                                       「動詞句」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. その後で                                           「副詞」 

se puso ｾ･ﾌﾟｿ 3 単点(ponerse)v.pr(+補語) 〜になった                      「動詞句」 

serio: ｾﾘｵ adj. 真剣な、まじめな                                          「補語」 

 

「今晩は．．．ねえ．．．来ないでね．．．」 

 ---Esta noche..., ¿sabes?..., no llega.           《「副詞句」,「呼びかけ」,「動詞句」》 

---Esta noche..., ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩は                                    「副詞句」 

¿sabes?..., ｻﾍﾞｽ 2 単現･呼びかけ(saber)adv. ねえ、わかるだろう？        「呼びかけ」 

no llega. ﾉ･ｼﾞｪｶﾞ 命・2 単現･否定(llegar)v.i 来ないで                     「動詞句」 
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「僕は君から離れないよ」 

 ---No me separaré de ti.                                    《「動詞句」「副詞句」》 

---No me separaré ﾉ･ﾒ･ｾﾊﾟﾗﾚ 1 単未(separarse)v.pr(de から) 離れない      「動詞句」 

de ti. ﾃﾞ･ﾃｨ adv. 君から                                                「副詞句」 

 

「僕は苦しんでいるように見えるだろうね。ちょっと死んでしまうみたいに見えるだろう。

こんな風にね。見に来ないでね、それには及ばないよ」 

 ---Parecerá que sufro... Parecerá un poco que me muero. Es así. No vengas a verlo, no 

vale la pena...              《「動詞句」「主語」┃「動詞句」「補語」┃「動詞」「補語」 

「動詞句」,「動詞句」「目的語」》 

---Parecerá ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer) 

v.i 〜のように見えるだろう、〜のようになるだろう                    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「主語」 

sufro... 1 単現(sufrir)v.i 苦しんでいる                                「動詞」 

Parecerá  ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer) 

v.i 〜のように見えるだろう、〜のようになるだろう                    「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                                 「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                          「目的語」 

me muero. ﾒ･ﾑｴﾛ 1 単現(morirse)v.pr 死んでしまう           「動詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

así. ｱｼ adv. こんな風                                                     「補語」 

No vengas a verlo, ﾉ･ﾍﾞﾝｶﾞｽ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ･ﾛ 接・2 単現･否定命令(venir a+不定詞+lo) 

   v.i それを見に来ないでね                                            「動詞句」 

no vale ﾉ･ﾊﾞﾚ 3 単現･否定(valer)v.t 〜に値しない                         「動詞句」 

la pena... ﾗ･ﾍﾟｰﾅ n.f 労力                                               「目的語」 

  「それは労力に値しない」→「それには及ばない」 

 

「僕は君から離れないよ」 

 ---No me separaré de ti.                                    《「動詞句」「副詞句」》 

---No me separaré ﾉ･ﾒ･ｾﾊﾟﾗﾚ 1 単未(separarse)v.pr(de から) 離れない      「動詞句」 

de ti. ﾃﾞ･ﾃｨ adv. 君から                                                「副詞句」 

 

それでも彼は心配だった。 

 Pero estaba inquieto.                                         Pero「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

inquieto. ｲﾝｷｴﾄ adj. 不安な、心配な                                       「補語」 

 

「蛇のことがあるから．．．君にこう言うんだよ。蛇が君を咬んではいけないから。蛇という

のは困りものなんだよ。気晴らしに咬みつくかも知れないんだ」 

 ---Te digo esto... también por la serpiente. No debe morderte... Las serpientes son malas. 

Pueden morder por placer... 

《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」,「副詞句」┃「動詞句」 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」》 

---Te ﾃ pron 君に                                                  「間接目的語」 

digo ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t 言う                                           「動詞」 

esto... ｴｽﾄ pron このように                                         「直接目的語」 

también por la serpiente. ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ adv. 蛇のせいでも         「副詞句」 

No debe morderte... ﾉ･ﾃﾞﾍﾞ･ﾓﾙﾃﾞｰﾙ･ﾃ 3 単現･否定･必然(deber+不定詞+te) 

   v.t 蛇が君を咬んではいけない                                        「動詞句」 

Las serpientes ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ pl.n.f 蛇というのは                            「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

malas. ﾏﾗｽ adj.f.pl 都合の悪い、困りものの                                「補語」 

Pueden morder ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾓﾙﾃﾞｰﾙ 3 複現･可能性(poder+不定詞) 

v.t 咬みつくかもしれない                                            「動詞句」 

por placer... ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ adv. 気晴らしに                                 「副詞句」 

 

「僕は君から離れないよ」 

 ---No me separaré de ti.                                    《「動詞句」「副詞句」》 

---No me separaré ﾉ･ﾒ･ｾﾊﾟﾗﾚ 1 単未(separarse)v.pr(de から) 離れない      「動詞句」 

de ti. ﾃﾞ･ﾃｨ adv. 君から                                                「副詞句」 

 

しかし何かが彼を安心させた。 

 Pero algo lo tranquilizó:                             Pero「主語」「目的語」「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

algo ｱﾙｺﾞ pron 何かが「主語」 

lo ﾛ pron 彼を「目的語」 

tranquilizó: ﾄﾗﾝｷﾘｿ 3 単点(tranquilizar)v.t 安心させた「動詞」 
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「蛇が 2 度目に咬むときには毒がないというのは、確かなんだ」 

 ---Es cierto que no tienen veneno en la segunda mordedura... 

「動詞」「補語」「主語」 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

cierto ｼｴﾙﾄ adj. 確実な、確かな                                           「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

no tienen ﾉ･ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現･否定(tener)v.t ない                        「動詞句」 

veneno ﾍﾞﾈﾉ n.m 毒                                               「目的語」 

en la segunda mordedura... ｴﾝ･ﾗ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ･ﾓﾙﾃﾞﾄﾞｩﾗ 

 adv. 2 度目に咬むときには                                       「副詞句」 

 

その夜、僕は彼が出かけるところを見なかったが、彼はこっそり抜け出していたのだ。 

Esa noche no lo vi ponerse en camino. Se evadió sin ruido. 

「副詞句」「動詞句」「目的語」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

Esa noche ｴｻ･ﾉﾁｪ adv. その夜                                          「副詞句」 

no ...vi ﾉ...ﾋﾞ 1 単点･否定(ver)v.t 見なかった                              「動詞句」 

lo ﾛ pron 彼が                                                         「目的語」 

ponerse en camino. ﾎﾟﾈﾙ･ｾ･ｵﾝ･ｶﾐﾉ 不定詞句 v.i 出発する、出かける          「補語」 

Se evadió ｾ･ｴﾊﾞﾃﾞｨｵ 3 単点(evadirse)v.pr 抜け出していた                  「動詞句」 

sin ruido. ｼﾝ･ﾙｲﾄﾞ adv. 音もなく、こっそりと                            「副詞句」 

 

追いつくことができたとき、彼は決心した様子で、早足に歩いていた。そして、僕に一言だ

け言った： 

 Cuando logré alcanzarlo, caminaba decidido, con paso rápido. Y me dijo solamente: 

「副詞節」,「動詞」「補語」「副詞句」┃Y「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

logré alcanzarlo, ﾛｸﾞﾚ･ｱﾙｶﾝｻﾙ･ﾛ 1 単点･達成(lograr+不定詞+lo) 

   v.t 彼に追いつくことができた                                 「動詞句」 

caminaba ｶﾐﾅﾊﾞ 3 単線(caminar)v.i 歩いていた                             「動詞」 

decidido, ﾃﾞｼﾃﾞｨﾄﾞ adj. 決心した様子で                                    「補語」 

con paso rápido. ｺﾝ･ﾊﾟｿ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. 足早に                               「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

solamente: ｿﾗﾒﾝﾃ adv. 一言だけ                                           「副詞」 
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「ああ！君もそこに来ていたんだ．．．」 

 ---¡Ah! Estás ahí...                                   《「感嘆」┃「動詞」「副詞」》 

---¡Ah! ｱｰ int. ああ！                                                    「感嘆」 

Estás ｴｽﾀｽ 2 単現(estar)v.i 〜にいた                                       「動詞」 

ahí... ｱｲ adv. そこに                                                     「副詞」 

 

彼は僕の手を掴んだが、苦しみ続けて、言った： 

 Me tomó de la mano. Pero siguió atormentándose: 

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃Pero「動詞句」 

Me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

tomó ﾄﾓ 3 単点(tomar)v.t つかんだ                                        「動詞」 

de la mano. ﾃﾞ･ﾗ･ﾏｰﾉ n.f 手を                                      「直接目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siguió atormentándose: ｼｷﾞｵ･ｱﾄﾙﾒﾝﾀﾝﾄﾞｾ 3 単点･継続(seguir+現在分詞) 

v.t 苦しみ続けた                                                    「動詞句」 

  atormentarse ｱﾄﾙﾒﾝﾀｰﾙ･ｾ v.pr 苦しむ、悩む 
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「君は失敗したね。苦しむことになるよ。僕は死んでしまったように見えるかもしれないけ

れど、それは本当じゃあないんだよ」 

 ---Has hecho mal. Vas a sufrir. Parecerá que me he muerto y no será verdad... 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」┃「動詞」「主語」y「動詞句」「補語」》 

---Has hecho ｱｽ･ｴﾁｮ 2 単現･完了形(hacer)v.t（物事を）した                「動詞句」 

mal. ﾏﾙ n.m 失敗、悪いこと、間違い                                    「目的語」 

Vas a sufrir. ﾊﾞｽ･ｱ･ｽﾌﾘｰﾙ 2 単現･近接未来(ir a+不定詞)v.i 苦しむことになる 「動詞句」 

Parecerá ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer)v.i 〜のように見えるだろう                  「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

me he muerto ﾒ･ｴ･ﾑｴﾙﾄ 1 単現･完了形(morirse)v.pr 死んでしまった   「動詞句」 

y ｲ conj. だけど 

no será ﾉ･ｾﾗ 3 単未･否定(ser)v.i 〜でないだろう                          「動詞句」 

verdad... ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実                                                「補語」 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

「分かるだろう？遠すぎるんだよ。僕の体をそこに運ぶことが出来ないんだ。重すぎるんだ

よ。」 

 ---Comprendes. Es demasiado lejos. No puedo llevar mi cuerpo allí. Es demaciado 

pesado. 

《「呼びかけ」┃「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」「副詞」┃「動詞」「補語」》 

---Comprendes. ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｽ 2 単現(comprender)v.t 分かるだろう          「呼びかけ」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i（距離が）〜である                                    「動詞」 

demasiado lejos. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾚﾎｽ adj. 遠すぎる                                「補語」 

No puedo llevar ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 運ぶことができない                                              「動詞句」 

mi cuerpo ﾐ･ｸｪﾙﾎﾟ n.m 僕の体を                                        「目的語」 

allí. ｱｼﾞ adv. そこへ                                                     「副詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i（重さが）〜である                                    「動詞」 

demaciado pesado. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｻﾄﾞ adj. 重すぎる                            「補語」 
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僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

「だけど、僕の体は見捨てられた古い皮みたいになるだろう。古びた皮なんて、悲しくもな

んともないよ！」 

 ---Pero será como una vieja corteza abandonada. No son tristes las viejas cortezas. 

《Pero「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」》 

---Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i（状態）〜になるだろう                          「動詞」 

como ｺｰも conj. 〜のように                                               「補語」 

una vieja corteza ｳﾅ･ﾋﾞｴﾊ･ｺﾙﾃｻ n.f 古びた皮                         「目的語」 

abandonada. ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅﾀﾞ adj.f 見捨てられた                   「形容詞」 

No son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞」 

tristes ﾄﾘｽﾃｽ adj.pl 悲しい                                               「補語」 

las viejas cortezas. ﾗｽ･ﾋﾞｴﾊｽ･ｺﾙﾃｻｽ pl.n.f 古びた皮は                       「主語」 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

彼は少し気力をなくした。しかし絞り出すようにしてさらに言った： 

 Se descorazonó un poco. Pero hizo aún un esfuerzo: 

「動詞句」「副詞句」┃Pero「動詞」「副詞」「目的語」 

Se descorazonó ｾ･ﾃﾞｽｺﾗｿﾉ 3 単点(descorazonarse) 

v.pr がっかりした、気力をなくした                                   「動詞句」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

hizo ﾋｿ 3 単点(hacer)v.t（行為を）した                                    「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

un esfuerzo: ｳﾝ･ｴｽﾌｴﾙｿ n.m 努力を                                      「目的語」 

 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［C-26］ 星の王子様 XXVI  503 / 650 

「分かるだろう？楽しいだろうな。僕も星を眺める。するとあらゆる星が、錆びた滑車のつ

いた井戸のようになるだろう」 

 ---¿Sabes?, será agradable. Yo también miraré las estrellas. Todas las estrellas serán 

pozos con una roldana enmohecida. 

《「呼びかけ」,「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

---¿Sabes?, ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 分かるだろう？                       「呼びかけ」 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜だろう                                       「動詞」 

agradable. ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adj. 楽しい                                         「補語」 

Yo también ｼﾞｮ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 僕も                                         「主語」 

miraré ﾐﾗﾚ 1 単未･推量(mirar)v.t 眺めるだろう                             「動詞」 

las estrellas. ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 

Todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちがみな                    「主語」 

serán ｾﾗﾝ 3 複未･推量(ser)v.i 〜になるだろう                               「動詞」 

pozos ﾎﾟｿｽ pl.n.m 井戸に                                                 「補語」 

con ｺﾝ prep 〜のついた、〜のある                               「形容詞句」 

una roldana ｳﾅ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車                           「目的語」 

enmohecida. ｴﾝﾓﾍｼﾀﾞ 過去分詞.f(enmohecer) 

adj.f 錆びついた                               「形容詞」 

 

「星たちがみな、僕に飲み水をくれるだろう．．．」 

Todas las estrellas me darán de beber...            《「主語」「間接目的語」「動詞句」》 

Todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちがみな                    「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

darán de beber... ﾀﾞﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 3 複未(dar de beber a+人) 

  v.t 飲み物を与えるだろう                                             「動詞句」 

  dar de beber a+人 「人に飲み物を与える」de beber は「直接目的語」（飲み物） 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 
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「すごく面白いだろうな！君は 5 億の鈴を持つことになり、僕は 5 億の泉を持つことにな

るんだ．．．」 

 ---¡Será tan divertido!... Tendrás quinientos millones de cascabeles y tendrás quinientos 

millones de fuentes... 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」》 

---¡Será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜だろう                                     「動詞」 

tan divertido!... ﾀﾝ･ﾃﾞｨﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ adj. すごく面白い、愉快な                   「補語」 

Tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

quinientos millones de ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ adj. 5 億の            「形容詞句」 

cascabeles ｶｽｶﾍﾞﾚｽ pl.n.m 鈴を                                         「目的語」 

y ｲ conj. そして 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

  → 「tendré ﾃﾝﾄﾞﾚ 1 単未(tener)v.t 持つことになる」の間違い 

quinientos millones de ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ adj. 5 億の            「形容詞句」 

fuentes... ﾌｴﾝﾃｽ pl.n.f 泉を                                             「目的語」 

フランス語原版では、 

きみが五億の鈴を持つことになり、ぼくが五億の泉を持つことになるなんて．． 

Tu auras cinq cents millions de grelots, j’aurai cinq cents millions de fontaines ... 

であるから、「泉を持つ」のは、やはり僕である（tendrás ではない） 

 

しかし彼も黙り込んだ、だって泣いていたから。 

 Pero también calló, porque lloraba...                Pero「副詞」「動詞」,「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜も                                                「副詞」 

calló, ｶｼﾞｮ 3 単点(callar)v.i 黙った                                        「動詞」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

lloraba... ｼﾞｮﾗﾊﾞ 3 単線(llorar)v.i 泣いていた                        「動詞」 

 

「あそこだ！僕 1 人だけで行かせてね」 

---Es allá. Déjame dar un paso, solo.            《「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

allá. ｱｼﾞｬ adv. あそこ                                                    「副詞」 

Déjame ﾃﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現･使役(dejar+me+不定詞)v.t 僕に〜させて         「動詞句」 

dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t（動作を）する                                         「補語」 

un paso, ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                          「目的語」 

solo. ｿﾛ adv. 一人で、助力なしで                                     「副詞」 
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そして座り込んでしまった。なぜなら怯えていたから。 

 Y se sentó porque tenía miedo.                               Y「動詞句」「副詞節」 

Y ｲ conj. そして 

se sentó ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 腰を落とした、座り込んだ             「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t あった                                  「動詞」 

miedo. ﾐｴﾄﾞ n.m おびえ、恐怖                                  「目的語」 

 

そしてさらに言った： 

 Y dijo aún:                                                     Y「動詞」「副詞」 

Y ｲ conj. そして 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

 

「分かるだろう？僕のあの花。僕はあの花に責任があるんだ。それにあれはとても弱いん

だ！そしてとても無邪気なんだ！世間から身を守るのに、取るに足らない 4 本のとげしか

持っていないんだ」 

 ---¿Sabes?..., mi flor..., soy responsable. ¡Y es tan débil! ¡Y es tan ingenua! Tiene cuatro 

espinas insignificantes para protegerse contra el mundo... 

《「呼びかけ」「目的語」,「動詞」「補語」 

Y「動詞」「補語」┃Y「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」「副詞句」》 

---¿Sabes?..., ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 分かるだろう                        「呼びかけ」 

mi flor..., ﾐ･ﾌﾛｰﾙ n.f 僕のあの花                                         「目的語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

responsable. ﾚｽﾎﾟﾝｻﾌﾞﾚ adj. 責任がある                                    「補語」 

¡Y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan débil! ﾀﾝ･ﾃﾞﾋﾞﾙ adj. とても弱い                                       「補語」 

¡Y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan ingenua! ﾀﾝ･ｲﾝﾍﾇｧ adj. とても無邪気な                                「補語」 

Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

cuatro espinas ｸゎﾄﾛ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f 4 本のとげを                          「目的語」 

insignificantes ｲﾝｼｸﾞﾆﾌｨｶﾝﾃｽ adj.pl 取るに足らない             「形容詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 
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protegerse ﾌﾟﾛﾃﾍﾙ･ｾ 不定詞 v.pr 自分の身を守る                   「動詞句」 

contra el mundo... ｺﾝﾄﾗ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世の中から、世間から        「副詞句」 

 

僕も座った、なぜならもう立っていられなくなったから。 

 Me senté porque ya no podía tenerme de pie.                   「動詞句」「副詞節」 

Me senté ﾒ･ｾﾝﾃ 1 単点(sentarse)v.pr 座った                              「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら〜                                           「副詞節」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                  「副詞」 

no podía tenerme ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾃﾈﾙ･ﾒ 1 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 立っていることができなかった                            「動詞句」 

de pie. ﾃﾞ･ﾋﾟｴ adv. 足で立って                                   「副詞句」 

 

王子さまは言った： 

 El principito dijo:                                                「主語」「動詞」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 
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「さあ．．．これですべて話したよ．．．」 

 ---Bien... Eso es todo...                           《「感嘆」,「主語」「動詞」「補語」》 

---Bien... ﾋﾞｴﾝ adv. さあ                                                  「感嘆」 

Eso ｴｿ pron これが                                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

todo... ﾄﾄﾞ adj. すべて                                                   「補語」 

 

彼はまだためらっていた。それから立ち上がって、1 歩を踏み出した。僕は動けなかった。 

 Vaciló aún un momento; luego se levantó. Dio un paso. Yo no podía moverme. 

「動詞」「副詞句」；「副詞」「動詞句」┃「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

Vaciló ﾊﾞｼﾛ 3 単点(vacilar)v.i ためらった                                   「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv. さらに                                                   「副詞句」 

un momento; ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少しの間                                     「副詞句」 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                 「副詞」 

se levantó. ｾ･ﾚﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantarse)v.pr 立ち上がった                   「動詞句」 

Dio ﾃﾞｨｵ 3 単点(dar)v.t（動作を）した                                     「動詞」 

un paso. ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                               「目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no podía moverme. ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾓﾍﾞﾙ･ﾒ 1 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 動くことができなかった                                         「動詞句」 

 

彼のくるぶしのあたりには、黄色い閃光の他には何もなかった。彼はちょっとの間、動かな

くなった。 

 No hubo nada más que un relámpago amarillo cerca de su tobillo. Quedó inmóvil un 

instante.                  「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「補語」「副詞句」 

No hubo ﾉ･ｳﾎﾞ 3 単点･否定(haber)v.t（存在）なかった                    「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

más que ﾏｽ･ｹ adv.(no... más que) 〜を除いて                             「副詞句」 

un relámpago amarillo ｳﾝ･ﾚﾗﾝﾊﾟｺﾞ･ｱﾏﾘｼﾞｮ n.m 黄色い閃光         「目的語」 

cerca de su tobillo. ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｽ･ﾄﾋﾞｼﾞｮ adv. 彼のくるぶしあたりで     「副詞句」 

Quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i 〜になった                                   「動詞」 

inmóvil ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adj. 動かない                                             「補語」 

un instante. ｳﾝ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. 一瞬、ちょっとの間                          「副詞句」 
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彼は叫び声をあげたりしなかった。木が倒れるように、静かに倒れた。砂の上だったので、

音さえたてなかった。 

No gritó. Cayó suavemente, como cae un árbol. En la arena, ni siquiera hizo ruido. 

「動詞句」┃「動詞」「副詞」「副詞節」┃「副詞句」「動詞」「目的語」 

No gritó. ﾉ･ｸﾞﾘﾄ 3 単点･否定(gritar)v.i 叫び声をあげたりしなかった        「動詞句」 

Cayó ｶﾖ 3 単点(caer)v.i 倒れた                                            「動詞」 

suavemente, ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 静かに、そっと                                 「副詞」 

como ｺﾓ conj. 〜するように                                             「副詞節」 

cae ｶｴ 3 単現(caer)v.i 倒れる                                       「動詞」 

un árbol. ｳﾝ･ｱﾙﾎﾞﾙ n.m 木が                                       「主語」 

En la arena, ｴﾝ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv.（理由）砂の上なので                         「副詞句」 

ni siquiera ﾆ･ｼｷｴﾗ adv. 〜さえもない                                    「副詞句」 

hizo ｲｿ 3 単点(hacer)v.t（音を）立てなかった                              「動詞」 

ruido. ﾙｲﾄﾞ n.m 物音を                                                「目的語」 
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［D-1-6］ 異邦人 VI 

 

日曜日はとても目覚めが悪くて、マリーに声を掛けられ、体を揺さぶられてやっと起きるこ

とができた。 

El domingo me costó mucho despertarme y fue necesario que María me llamara y me 

sacudiera.  「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」y「動詞」「補語」「主語」 

El domingo ｴﾙ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞ adv. 日曜日は                                    「副詞句」 

me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

costó ｺｽﾄ 1 単点(costar)v.i（不定詞が主語）骨が折れた                      「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. とても                                                  「副詞」 

despertarme ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙ･ﾒ 不定詞(despertarse)n. 目覚めることが             「主語」 

y ｲ conj. そして 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                              「補語」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

   「必要性・可能性」などの『価値判断』に導かれる従属節は、接続法を用いる 

María ﾏﾘｱ n.f マリーが                                             「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                  「目的語」 

llamara ｼﾞｬﾏﾗ 接・3 単過･時制の一致(llamar)v.t 呼ぶ、声をかける      「動詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕を                                                  「目的語」 

sacudiera. ｻｸﾃﾞｨｴﾗ 接・3 単過･時制の一致(sacudir)v.t 揺さぶる         「動詞」 

 

早く泳ぎたかったので、僕たちは食事をしなかった。 

No habíamos comido porque queríamos bañarnos temprano.       「動詞句」「副詞節」 

No habíamos comido ﾉ･ｱﾋﾞｱﾓｽ･ｺﾐﾄﾞ 1 複現･完了形･否定(comer) 

v.i 食べなかった                                                    「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

queríamos bañarnos ｹﾘｱﾓｽ･ﾊﾞﾆｬﾙ･ﾉｽ 1 複線･願望(querer+不定詞 bañarse) 

   v.pr 泳ぎたかった                                             「動詞句」 

temprano. ﾃﾝﾌﾟﾗﾉ adv. はやく、すぐに                              「副詞」 

 

僕は腑抜けたように力が入らない気がした。それに少し頭が痛かった。タバコが苦かった。 

Me sentía completamente vacío y me dolía un poco la cabeza. El cigarrillo tenía gusto 

amargo.  

「動詞句」「補語」y「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」 
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Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                 「動詞句」 

completamente vacío ｺﾝﾌﾟﾚﾀﾒﾝﾃ･ﾊﾞｼｵ adj. 完全に空虚な                     「補語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

dolía ﾄﾞﾘｱ 3 単線(doler)v.i 痛む                                           「動詞」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                               「副詞句」 

la cabeza. ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭が                                                「主語」 

El cigarrillo ｴﾙ･ｼｶﾞﾘｼﾞｮ n.m タバコが                                     「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（特徴が）あった                                 「動詞」 

gusto amargo. ｸﾞｽﾄ･ｱﾏﾙｺﾞ n.m 苦い味                                   「目的語」 

   gusto ｸﾞｽﾄ n.m 味 amargo ｱﾏﾙｺﾞ adj. にがい 

 

マリーは、僕が「葬式みたいな顔」をしている、と言ってからかった。 

María se burló de mí porque decía que tenía "cara de entierro".  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

se burló ｾ･ﾌﾞﾙﾛ 3 単点(burlarse)v.pr（de を）からかった                  「動詞句」 

de mí ﾃﾞ･ﾐ adv. 僕を                                               「間接目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj.（手段・理由）〜して、〜なので                        「副詞節」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線･時制の一致(tener)v.t（特徴を）している     「動詞」 

"cara ｶﾗ n.f 顔を                                        「目的語」 

de entierro". ﾃﾞ･ｴﾝﾁｴﾛ adj. 葬式の               「形容詞句」 

 

彼女は白いドレスを着て、髪は束ねていなかった。 

Se había puesto un traje de tela blanca y se había soltado los cabellos.  

「動詞句」「目的語」y「動詞句」「目的語」 

Se había puesto ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾌﾟｴｽﾄ 3 単線･完了形(ponerse)v.pr（服を）着ていた 「動詞句」 

un traje ｳﾝ･ﾄﾗﾍ n.m ドレス、スーツ、ワンピース                        「目的語」 

de tela blanca ﾃﾞ･ﾃﾗ･ﾌﾞﾗﾝｶ adj. 白い布の                      「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

se había soltado ｾ･ｱﾋﾞｱ･ｿﾙﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(soltarse) 

v.pr（束ねていた）髪を解いていた                                    「動詞句」 

los cabellos. ﾛｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 毛髪を                                   「目的語」 
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彼女にきれいだと言うと、嬉しそうに笑った。 

Le dije que estaba hermosa y rió de placer. 

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「動詞」「副詞句」 

Le ﾚ pron 彼女に                                                  「間接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(estar)v.i 〜である               「動詞」 

hermosa ｴﾙﾓｻ adj.f(hermoso) きれいな                          「補語」 

y ｲ conj. そして 

rió ﾘｵ 3 単点(reír)v.i 笑った                                               「動詞」 

de placer. ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ adv.（原因・理由）嬉しくて                         「副詞句」 

 

降りる時に、レーモンの部屋のドアをノックすると、自分もすぐ降りると答えた。 

Al bajar golpeamos en la puerta de Raimundo. Nos respondió que bajaba.  

「副詞句」「動詞」「間接目的語」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Al bajar ｱﾙ･ﾊﾞﾊｰﾙ adv.（同時性）部屋から下へ降りるとき                 「副詞句」 

golpeamos ｺﾞﾙﾍﾟｱﾓｽ 1 複点(golpear)v.i 叩いた                             「動詞」 

en la puerta ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ adv. ドアを                                「間接目的語」 

de Raimundo. ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                  「形容詞句」 

Nos ﾉｽ pron.pl 僕たちに                                           「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

bajaba. ﾊﾞﾊﾊﾞ 3 単線･時制の一致(bajar)v.i すぐ降りる            「動詞」 

 

通りへ出ると、疲れに加えて、よろい戸を閉め切っていたせいで、日差しが溢れる昼間の明

るさが、まるで平手打ちのように僕に叩きつけてきた。 

En la calle, por el cansancio y también porque no habíamos abierto las persianas, la 

claridad del día, lleno de sol, me golpeó como una bofetada.  

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

En la calle, ｴﾝ･ﾗ･ｶｼﾞｪ adv. 通りで                                      「副詞句」 

por el cansancio ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｶﾝｻﾝｼｵ adv.（原因）疲れのために                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

también porque ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾎﾟﾙｹ adv. さらに〜のために                      「副詞節」 

no habíamos abierto の･ｱﾋﾞｱﾓｽ･ｱﾋﾞｴﾙﾄ 1 複線･完了形･否定(abrir) 

   v.t 〜を開けていなかった                                     「動詞句」 

las persianas, ﾗｽ･ﾍﾟﾙｼｱﾅｽ pl.n.f(persiana) よろい戸を             「目的語」 
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la claridad ﾗ･ｸﾗﾘﾀﾞ n.f 明るさが                                          「主語」 

del día, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ adj. 昼間の                                    「形容詞句」 

lleno de sol, ｼﾞｪﾉ･ﾃﾞ･ｿﾙ adj. 日差しがあふれる                    「形容詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

golpeó ｺﾞﾙﾍﾟｵ 3 単点(golpear)v.t 叩いた                                   「動詞」 

como una bofetada. ｺﾓ･ｳﾅ･ﾎﾞﾌｪﾀﾀﾞ adv. 平手打ちのように                 「副詞句」 

 

マリーは嬉しそうに小躍りして、「いい天気ね」と言い続けていた。 

María saltaba de alegría y no se cansaba de decir que era un día magnífico.  

「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞句」「目的語」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

saltaba ｻﾙﾀﾊﾞ 3 単線(saltar)v.i 跳びあがった                               「動詞」 

de alegría ﾃﾞ･ｱﾚｸﾞﾘｱ adv.（原因）嬉しさのために                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

no se cansaba de decir ﾉ･ｾ･ｶﾝｻﾊﾞ･ﾃﾞ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単線･否定･飽き(cansarse de+不定詞) 

   v.pr 〜を言い続けた、〜を言い飽きなかった                           「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                           「動詞」 

un día magnífico. ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｺ n.m（天気）いい天気の日         「補語」 

 

僕は少し気分が良くなってきて、ふと空腹であることに気づいた。 

Me sentí mejor y me di cuenta de que tenía hambre.  

「動詞句」「補語」y「動詞句」「目的語」 

Me sentí ﾒ･ｾﾝﾁ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                   「動詞句」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj.（比較級）より良い                                        「補語」 

y ｲ conj. そして 

me di cuenta de ﾒ･ﾃﾞｨ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 1 単点(darse cuenta de)v.pr 〜に気づいた   「動詞句」 

  darse cuenta de... 「〜に気づく、分かる」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（特徴が）ある                            「動詞」 

hambre. ｱﾝﾌﾞﾚ n.f 空腹                                          「目的語」 

 

マリーにそう言うと、彼女は防水のビーチバッグを指さした。それには、水着が 2 枚とタオ

ルが 1 枚入っていた。 

Se lo dije a María, quien me señaló el bolso de hule donde había puesto las dos mallas de 

baño y una toalla.                 「間接目的語」「直接目的語」「動詞」「間接目的語」, 
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「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Se ｾ pron 彼女に                                                  「間接目的語」 

lo ﾛ pron そのことを                                               「直接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

a María, ｱ･ﾏﾘｱ adv. マリーに                                       「間接目的語」 

quien ｷｴﾝ pron マリーは                                                 「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

señaló ｾﾆｬﾛ 3 単点(señalar)v.t 指し示した                                 「動詞」 

el bolso ｴﾙ･ﾎﾞｵﾙｿ n.m バッグを                                     「直接目的語」 

de hule ﾃﾞ･ｳﾚ adj. 防水布の                               「形容詞句」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. そこに〜する                            「形容詞節」 

había puesto ｱﾋﾞｱ･ﾌﾟｴｽﾄ 3 単線･完了形(poner) 

v.t 入れていた                                  「動詞句」 

las dos mallas ﾗｽ･ﾄﾞｽ･ﾏｼﾞｬｽ pl.n.f 水着を 2 枚       「目的語」 

   malla ﾏｼﾞｬ n.f 水着 

de baño ﾃﾞ･ﾊﾞﾆｮ adj. 水遊びの            「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

una toalla. ｳﾅ･ﾄｱｼﾞｬ n.f １枚のタオル              「目的語」 

 

僕たちが待ち続けていると、レーモンがドアを閉めたような音が聞こえた。 

Teníamos que esperar y oímos cómo Raimundo cerraba la puerta.  

「動詞句」y「動詞」「副詞節」 

Teníamos que esperar ﾃﾆｱﾓｽ･ｹ･ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ 1 複線･必要(tener que+不定詞) 

   v.i 僕たちは待たなければならなかった                                「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

oímos ｵｲﾓｽ 1 複点(oír)v.i 聞こえた                                        「動詞」 

cómo ｺﾓ conj. 〜のように                                              「副詞節」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                「主語」 

cerraba ｾﾗﾊﾞ 3 単線(cerrar)v.t 閉めた                             「動詞」 

la puerta. ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ n.f ドアを                                   「目的語」 

 

彼は青いズボンをはき、半袖の白いシャツを着ていた。 

Llevaba pantalones azules y camisa blanca de manga corta.        「動詞」「目的語」 

Llevaba ｼﾞｪﾊﾞﾊﾞ 3 単線(llevar)v.t（衣服を）着ていた                        「動詞」 

pantalones azules ﾊﾟﾝﾀﾛﾈｽ･ｱｽﾚｽ pl.n.m 青いズボンを                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 
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camisa blanca ｶﾐｻ･ﾌﾞﾗﾝｶ n.f 白いシャツを                               「目的語」 

de manga corta. ﾃﾞ･ﾏﾝｶﾞ･ｺﾙﾀ adj. 半袖の                       「形容詞句」 

   manga ﾏﾝｶﾞ n.f 袖 corta ｺﾙﾀ adj.f(corto) 短い 

 

しかし、彼はカンカン帽を被っており、マリーはそれを見て笑った。そして彼の前腕は、黒

っぽい体毛とは対照的に白さが目立った。 

Pero se había puesto sombrero de paja, lo que hizo reír a María, y sus antebrazos eran 

muy blancos debajo del vello oscuro.  

  Pero「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「補語」「目的語」y「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se había puesto ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾌﾟｴｽﾄ 3 単線･完了形(ponerse) 

v.pr（衣服などを）身に着けていた                                    「動詞句」 

sombrero ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子を                                           「目的語」 

de paja, ﾃﾞ･ﾊﾟﾊ adj.（材料）麦わらでできた                    「形容詞句」 

   sombrero de paja → 「かんかん帽、むぎわら帽」 

lo que ﾛ･ｹ pron（前文：カンカン帽を被っていたこと）そのことが           「主語」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t(SVO+不定詞  O に) 〜させた                 「動詞」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞･María の動作 v.i 笑う                                    「補語」 

a María, ｱ･ﾏﾘｱ n.f マリーを                                            「目的語」 

y ｲ conj. そして 

sus antebrazos ｽｽ･ｱﾝﾃﾌﾞﾗｿｽ pl.n.m 彼の前腕は                             「主語」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

muy blancos ﾑｲ･ﾌﾞﾗﾝｺｽ adj.m.pl 非常に白い                               「補語」 

debajo ﾃﾞﾊﾞﾎ adv.（譲歩）〜であるのに、〜の下で                  「副詞句」 

del vello oscuro. ﾃﾞﾙ･ﾍﾞｼﾞｮ･ｵｽｸﾛ n.m 黒っぽい体毛          「目的語」 

 

僕は少し嫌な感じがした。彼は口笛を吹きながら降りてきた。とても上機嫌そうだった。 

Yo estaba un poco repugnado. Silbaba al bajar y parecía muy contento.  

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」y「動詞」「補語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

un poco repugnado. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾚﾌﾟｸﾞﾅﾄﾞ adj. 少し嫌悪感を催した               「補語」 

Silbaba ｼﾙﾊﾞﾊﾞ 3 単線(silbar)v.i 口笛を吹いていた                          「動詞句」 

al bajar ｱﾙ･ﾊﾞﾊｰﾙ adv.（同時）降りるときに、降りながら           「副詞句」 

   → 口笛を吹きながら降りてきた 

y ｲ conj. そして 
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parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

muy contento. ﾑｲ･ｺﾝﾃﾝﾄ adj. とてもうれしい                               「補語」 

 

彼は僕に「やあ」と挨拶し、マリーを「お嬢さん」と呼んだ。 

Me dijo: "Salud, viejo", y llamó "señorita" a María. 

「間接目的語」「動詞」：《「呼びかけ」》y「動詞」「直接目的語」「間接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Salud, viejo", ｻﾙ･ﾋﾞｴﾎ adv. やあ                                      「呼びかけ」 

y ｲ conj. そして 

llamó ｼﾞｬﾓ 3 単点(llamar)v.t 呼んだ                                       「動詞」 

"señorita" ｾﾆｮﾘｰﾀ n.f お嬢さん                                      「直接目的語」 

a María. ｱ･ﾏﾘｱ n.f マリーを                                        「間接目的語」 

 

その前日、僕たちは警察署に行ってきた。そこで僕は、「あの女がレーモンを騙した」と証

言をした。 

La víspera habíamos ido a la comisaría y yo había atestiguado que la muchacha había 

"engañado" a Raimundo. 「副詞句」「動詞句」「間接目的語」y「主語」「動詞句」「目的語」 

La víspera ﾗ･ﾋﾞｽﾍﾟﾗ n.f その前日                                       「副詞句」 

habíamos ido ｱﾋﾞｱﾓｽ･ｲﾄﾞ 1 複線･完了形(ir)v.i 行ってきた                  「動詞句」 

a la comisaría ｱ･ﾗ･ｺﾐｻﾘｱ adv. 警察署に                              「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

había atestiguado ｱﾋﾞｱ･ｱﾃｽﾁｸﾞゎﾄﾞ 1 単線･完了形(atestiguar)v.t 証言した  「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la muchacha ﾗ･ﾑﾁｬﾁｬ n.f あの女が                                 「主語」 

había "engañado" ｱﾋﾞｱ･ｴﾝｶﾞﾆｬﾄﾞ 3 単線･完了形(engañar)v.t 騙した 「動詞句」 

a Raimundo. ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンを                           「目的語」 

 

このことでレーモンは注意を受けただけだった。警察は僕の証言を確認もしなかった。 

No le costó a éste más que una advertencia. No comprobaron mi afirmación.  

「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」「主語」┃「動詞句」「目的語」 

No ...costó ﾉ...ｺｽﾄ 3 単点･否定(costar)v.t（努力などを）要しなかった        「動詞句」 

le ﾚ pron 彼にとって                                               「間接目的語」 

a éste ｱ･ｴｽﾃ adv. このことで                                           「副詞句」 

más que una advertencia. ﾏｽ･ｹ･ｳﾅ･ｱﾄﾞﾍﾞﾙﾃﾝｼｱ n.f 注意しか〜ない           「主語」 
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No comprobaron ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾛﾊﾞﾛﾝ 3 複点･否定(comprobar)v.t 確認しなかった   「動詞句」 

mi afirmación. ﾐ･ｱﾌｨﾙﾏｼｵﾝ n.f 僕の証言を                                「目的語」 

 

僕とマリーはドアの前でレーモンと話をした。それから、バスで行くことに決めた。 

Delante de la puerta hablamos con Raimundo; luego resolvimos tomar el autobús.  

「副詞句」「動詞」「副詞句」；「副詞」「動詞句」「目的語」 

Delante de ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞ prep 〜の前で                                     「副詞句」 

la puerta ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ n.f ドア、玄関                                「目的語」 

hablamos ｱﾌﾞﾗﾓｽ 1 複点(hablar)v.i 話した                                  「動詞」 

con Raimundo; ｺﾝ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adv. レーモンと                               「副詞句」 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                 「副詞」 

resolvimos tomar ﾚｿﾙﾋﾞﾓｽ･ﾄﾏｰﾙ 1 複点･決心(resolver+不定詞) 

   v.t（公共の乗り物に）乗ることに決めた                               「動詞句」 

el autobús. ｴﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                                       「目的語」 

 

その海岸はそれほど遠くなかったが、バスならずっと速く着けるだろう。 

La playa no estaba muy lejos, pero así iríamos más rápidamente.  

「主語」「動詞」「補語」,pero「副詞」「動詞」「副詞句」 

La playa ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ n.f その海岸は                                         「主語」 

no estaba ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線･否定(estar)v.i 〜でなかった                       「動詞」 

muy lejos, ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv.（事実）（否定文で）それほど遠い〜ではない           「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

así ｱｼ adv.（条件）そうすると（バスで行くと）                            「副詞」 

iríamos ｲﾘｱﾓｽ 1 複過未･推量(ir)v.i 行けるだろう                            「動詞」 

más rápidamente. ､ｱｽ･ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. ずっと速く                         「副詞句」 

 

レーモンは、僕たちが早く着けば、彼の友人は喜ぶだろうと思っていたので、我々は出発す

ることにした。その時、急に、レーモンが僕に正面を見ろという合図をした。 

Raimundo creía que su amigo se alegraría al vernos llegar temprano, íbamos a partir, 

cuando Raimundo, de golpe, me hizo una señal para que mirara enfrente.  

「主語」「動詞」「目的語」,「動詞句」, 

cuando「主語」「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

creía ｸﾚｲｱ 3 単線(creer)v.t 思っていた                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

su amigo ｽ･ｱﾐｺﾞ n.m 彼の友人は                                  「主語」 
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se alegraría ｾ･ｱﾚｸﾞﾗﾘｱ 3 単過未･推量(alegrarse)v.pr 喜ぶだろう    「動詞句」 

al +不定詞 ｱﾙ adv.（条件）〜すれば                              「副詞句」 

vernos ﾍﾞﾙ･ﾉｽ 不定詞･知覚動詞(ver+nos)v.t 我々を見る     「動詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞･nos の動作 v.i 着く                    「補語」 

temprano, ﾃﾝﾌﾟﾗﾉ adv. 早く                           「副詞」 

íbamos a partir, ｲﾊﾞﾓｽ･ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 1 複点･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.i 出発することにした                                              「動詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. その時〜する 

Raimundo, ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                       「主語」 

de golpe, ﾃﾞ･ｺﾞﾙﾍﾟ adv. 急に、突然                                     「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

hizo ｲｿ 3 単点(hacer)v.t（動作を）した                                    「動詞」 

una señal ｳﾅ･ｾﾆｬｰﾙ n.f 合図を                                      「直接目的語」 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv.（目的）〜するようにと          「副詞節」 

mirara ﾐﾗﾗ 接・1 単過(mirar)v.t 見る                  「動詞」 

enfrente. ｴﾝﾌﾚﾝﾃ adv. 正面を                          「副詞」 

 

タバコ屋のショーウィンドーに背をもたれかけているアラブ人の 1 団が見えた。 

Vi un grupo de árabes pegados contra el escaparate de la tabaquería.「動詞」「目的語」 

Vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                               「動詞」 

un grupo ｳﾝ･ｸﾞﾙﾎﾟ n.m 1 団が、群れが                                  「目的語」 

de árabes ﾃﾞ･ｱﾗﾍﾞｽ adj. アラブ人たちの                       「形容詞句」 

pegados ﾍﾟｶﾞﾄﾞｽ adj.pl くっついた                    「形容詞」 

contra ｺﾝﾄﾗ prep（接触）〜に寄りかかって     「副詞句」 

el escaparate ｴﾙ･ｴｽｶﾊﾟﾗﾃ 

 n.m ショーウィンドー              「目的語」 

de la tabaquería. ﾃﾞ･ﾗ･ﾀﾊﾞｹﾘｱ 

 adj. タバコ屋の           「形容詞句」 

 

彼らは無言で僕たちを見つめていた。しかし彼らのやり方で、まるで僕たちが石や枯れ木の

ように無意味な存在であるかのように振舞っていた。 

Nos miraban en silencio, pero a su modo, ni más ni menos que si fuéramos piedras o 

árboles secos.                           「目的語」「動詞」「副詞句」,pero「副詞句」 

Nos ﾉｽ pron 僕たちを                                                  「目的語」 

miraban ﾐﾗﾊﾞﾝ 3 複線(mirar)v.t 見つめていた                              「動詞」 

en silencio, ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 無言で                                        「副詞句」 
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pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

a su modo, ｱ･ｽ･ﾓﾄﾞ adv. 彼らのやり方で                                 「副詞句」 

ni más ni menos ﾆ･ﾏｽ･ﾆ･ﾒﾉｽ adv. まさに                                 「副詞句」 

que si ｹ･ｼ conj. まるで〜のように                                       「副詞節」 

fuéramos ﾌｴﾗﾓｽ 接・1 複過･時制の一致(ser)v.i 〜である              「動詞」 

piedras ﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ pl.n.f 石                                          「補語」 

o ｵ conj. または 

árboles secos. ｱﾙﾎﾞﾚｽ･ｾｺｽ pl.n.m 枯れ木                             「補語」 

 

レーモンは左から 2 番目が例の奴だと言ったが、心配そうな顔をしていた。 

Raimundo me dijo que el segundo a partir de la izquierda era el individuo y pareció 

preocupado.            「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞」「補語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

el segundo ｴﾙ･ｾｸﾞﾝﾄﾞ pron.m 2 番目の男が                     「主語」 

a partir de la izquierda ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｲｽｷｴﾙﾀﾞ 

 adv. 左から                                       「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                      「動詞」 

el individuo ｴﾙ･ｲﾝﾃﾞｨﾋﾞﾄﾞｩｵ n.m 例の奴                        「補語」 

y ｲ conj. そして 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に見えた                                「動詞」 

preocupado. ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. 心配している                                  「補語」 

 

それでも、あの話はもう終わったんだ、と付け加えた。 

Sin embargo, agregó que la historia ya estaba concluida. 「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ                                  「副詞句」 

agregó ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la historia ﾗ･ｲｽﾄﾘｱ n.f あの話は                                   「主語」 

ya ﾔｰ adv. すでに、もう「副詞」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(estar)v.i 〜である                  「動詞」 

concluida. ｺﾝｸﾙｲﾀﾞ 過去分詞(concluir)adj.f 終わった                 「補語」 

 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  519 / 650 

マリーはよく分かっていなかったので、僕たちに、何の話なのと尋ねた。 

María no comprendía muy bien y nos preguntó de qué se trataba.  

「主語」「動詞句」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                   「主語」 

no comprendía ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｱ  3 単線･否定(comprender)v.t 分かっていなかった「動詞句」 

muy bien ﾑｲ･ﾋﾞｴﾝ adv.（否定分で）あまりよく〜ない                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

nos ﾉｽ pron 僕たちに                                               「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 訊いた                               「動詞」 

de qué ﾃﾞ･ｹ adv. 何の〜ということを                                 「直接目的語」 

se trataba. ｾ･ﾀﾗﾀﾊﾞ 3 単線(tratarse)v.pr(de の) 問題である      「動詞句」 

   ¿De quése trata?  何の話ですか？ 

 

僕は、彼らはレーモンに恨みを抱いているアラブ人たちだと、マリーに説明した。 

Le dije que eran unos árabes que odiaban a Raimundo.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼女に                                                  「間接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線･時制の一致(ser)v.i 〜である                   「動詞」 

unos árabes ｳﾉｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m アラブ人たち                   「補語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                       「形容詞節」 

odiaban ｵﾃﾞｨｱﾊﾞﾝ 3 複線･時制の一致(odiar) 

v.t 恨んでいる                            「動詞」 

a Raimundo. ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンを      「目的語」 

 

マリーはすぐに出発したいと言った。レーモンは立ち上がって、笑い、急ごうと言った。 

Quiso entonces que partiéramos enseguida. Raimundo se irguió, rió y dijo que era 

necesario apresurarse. 

「動詞」「副詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」,「動詞」y「動詞」「目的語」 

Quiso ｷｿ 3 単点(querer)v.t 望んだ                                         「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                            「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

partiéramos ﾊﾟﾙﾁｴﾗﾓｽ 接・1 複過･願望(partir)v.i 出発したい         「動詞」 

enseguida. ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                   「副詞」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 
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se irguió, ｾ･ｲﾙｸﾞｲｵ 3 単点(erguirse)v.pr 立ち合がった                     「動詞句」 

rió ﾘｵ 3 単点(reìr)v.i 笑った                                               「動詞」 

y ｲ conj. そして 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                          「動詞」 

necesario apresurarse. ﾈｾｻﾘｵ･ｱﾌﾟﾚｽﾗﾙｾ 

 adj.（necesario+不定詞）急ぐ必要のある                         「補語」 

 

僕たちは、少し離れたバス停に向かって歩き出した、するとレーモンは、アラブ人たちが僕

たちの後を追ってこない、と知らせてくれた。 

Nos dirigimos a la parada del autobús, que estaba un poco más lejos, y Raimundo me 

anunció que los árabes no nos seguían.  

「動詞句」「間接目的語」y「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Nos dirigimos ﾉｽ･ﾃﾞｨﾘﾋﾓｽ 1 複点(dirigirse)v.pr(a に) 向かった、目指した   「動詞句」 

   dirigirse ﾃﾞｨﾘﾋﾙｾ v.pr(a に) 向かう、目指す、(a+人 に) 話しかける、手紙を出す 

a la parada ｱ･ﾗ･ﾊﾟﾗﾀﾞ adv.（バスの）停留所へ                       「間接目的語」 

del autobús, ﾃﾞﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ adj. バスの                       「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(estar)v.i 〜にある     「動詞」 

un poco más lejos, ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾏｽ･ﾚﾎｽ adv. 少し遠くに   「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

anunció ｱﾇﾝｼｵ 3 単点(anunciar)v.t 知らせた                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

los árabes ﾛｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m アラブ人たちは                    「主語」 

no ...seguían. ﾉ...ｾｷﾞｱﾝ 3 複線･否定･時制の一致(seguir) 

v.t 後についてこない                                    「動詞句」 

nos ﾉｽ pron 僕たちを                                      「目的語」 

 

僕は振り返って見た。彼らは相変わらず同じ場所にいて、先ほどと同じ無関心な素振りで、

僕たちが立ち去ってきたばかりのその場所を見つめていた。 

Me volví. Estaban siempre en el mismo sitio y miraban con la misma indiferencia el lugar 

que acabábamos de dejar.  

「動詞句」┃「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」「目的語」 
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Me volví. ﾒ･ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volverse)v.pr 振り返って見た                    「動詞句」 

Estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線･存在(estar)v.i 〜にいた                             「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. 相変わらず                                        「副詞句」 

en el mismo sitio ｴﾝ･ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ｼﾁｵ adv. 同じ場所に                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

miraban ﾐﾗﾊﾞﾝ 3 複線(mirar)v.t 見つめていた                              「動詞」 

con la misma indiferencia ｺﾝ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ｲﾝﾃﾞｨﾌｪﾚﾝｼｱ adv. 同じ無関心な素振りで「副詞句」 

el lugar ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所を                                           「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

acabábamos de dejar. ｱｶﾊﾞﾓｽ･ﾃﾞ･ﾃﾞﾊｰﾙ 1 複点･直前完了(acabar de+不定詞) 

   v.t 今まさに立ち去ってきた                          「動詞句」 

 

僕たちはバスに乗った。レーモンは、すっかり気が軽くなった様子で、マリーにずっと冗談

を言い続けていた。 

Tomamos el autobús. Raimundo, que parecía completamente aliviado, no cesaba de 

hacerle bromas a María.  

「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

Tomamos ﾄﾏﾓｽ 1 複点(tomar)v.t（公共の乗り物に）乗った                   「動詞」 

el autobús. ｴﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                                       「目的語」 

Raimundo, ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜に見える                  「動詞」 

completamente aliviado, ｺﾝﾌﾟﾚﾀﾒﾝﾃ･ｱﾘﾋﾞｱﾄﾞ 過去分詞･受動(aliviar) 

   adj. すっかり安心した、気が軽くなった                   「補語」 

no cesaba de hacerle ﾉ･ｾｻﾊﾞ･ﾃﾞ･ｱｾｰﾙ･ﾚ 3 単線･中止･否定(cesar de+不定詞) 

   v.t（動作を）するのを止めなかった、〜し続けた                       「動詞句」 

   cesar de+不定詞 「〜するのを止める」 

bromas ﾌﾞﾛﾏｽ pl.n.f 冗談を                                         「直接目的語」 

a María. ｱ･ﾏﾘｱ adv. マリーに                                       「間接目的語」 

 

僕はレーモンがマリーを気に入っていることに気づいた。しかし彼女は彼にほとんど答え

なかった。時々、僕を見つめて笑っていた。 

Me di cuenta de que le gustaba, pero ella casi no le respondía. De vez en cuando me 

miraba riéndose.       「動詞句」「間接目的語」,pero「主語」「動詞句」「間接目的語」 

「副詞句」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Me di cuenta ﾒ･ﾃﾞｨ･ｸｪﾝﾀ 1 単点(darse cuenta)v.pr(de に) 気づいた、分った 「動詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  522 / 650 

de que ﾃﾞ･ｹ adv. 〜ということを                                    「間接目的語」 

le ﾚ pron 彼にとって                                   「間接目的語」 

gustaba, ｸﾞｽﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(gustar) 

v.i（マリーが）気に入っている                              「動詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                    「主語」 

casi no ...respondía. ｶｼ･ﾉ...ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単線･否定(responder) 

v.t ほとんど答えなかった                                            「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

De vez en cuando ﾃﾞ･ﾍﾞｽ･ｴﾝ･ｸゎﾝﾄﾞ adv. 時々                            「副詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miraba ﾐﾗﾊﾞ 3 単線(mirar)v.t 見つめた                                    「動詞」 

riéndose. ﾘｴﾝﾄﾞ･ｾ 現在分詞(reírse)v.pr 笑いながら                        「副詞句」 

フランス語では ： 僕ではなく、彼を見ていた 

De temps en temps, elle le regardait en riant. 時々、笑いながら彼を見ていた。 

 

僕たちはアルジェの郊外でバスを降りた。 

Bajamos a los arrabales de Argel.                                 「動詞」「副詞句」 

Bajamos ﾊﾞﾊﾓｽ 1 複点(bajar)v.i 降りた                                     「動詞」 

a los arrabales ｱ･ﾛｽ･ｱﾗﾊﾞﾚｽ adv.（町の）郊外で                          「副詞句」 

de Argel. ﾃﾞ･ｱﾙﾍﾙ adj. アルジェの                              「形容詞句」 

 

浜はバス停からあまり離れていないが、海を見下ろし、浜のほうへ降りて行く小さな高台を

横断しなければならない。 

La playa no queda lejos de la parada del autobús, pero tuvimos que cruzar una pequeña 

meseta que domina el mar y que baja luego hacia la playa.  

「主語」「動詞句」「副詞句」,pero「動詞句」「目的語」 

La playa ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ n.f 浜は                                               「主語」 

no queda ﾉ･ｹﾀﾞ 3 単現･否定(quedar)v.i（位置が）〜にない                 「動詞句」 

lejos ﾚﾎｽ adv. 遠くに                                                   「副詞句」 

de la parada del autobús, ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾗﾀﾞ･ﾃﾞﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ adv. バス停から   「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tuvimos que cruzar ﾄｩﾋﾞﾓｽ･ｹ･ｸﾙｻｰﾙ 1 複点･必要(tener que+不定詞) 

   v.t 横断しなければならなかった                                      「動詞句」 

una pequeña meseta ｳﾅ･ﾍﾟｹﾆｬ･ﾒｾﾀ n.f 小さな高台を                      「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 
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domina ﾄﾞﾐﾅ 3 単現(dominar)v.t 見下ろす                  「動詞」 

el mar ｴﾙ･ﾏｰﾙ n.m 海を                                「目的語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

baja ﾊﾞﾊ 3 単現(bajar)v.i 降りていく                       「動詞」 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                 「副詞」 

hacia la playa. ｼﾞｬｼｱ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜のほうへ           「副詞句」 

 

浜は黄色みがかった石に覆われ、真っ白い花を付けたアスフォデルが一面に咲き誇り、もう

すでに眩しいほどの青空と素晴らしいコントラストを成していた。 

Estaba cubierta de piedras amarillentas y de asfódelos blanquísimos que se destacaban 

en el azul, ya firme, del cielo.                                   「動詞句」「副詞句」 

Estaba cubierta ｴｽﾀﾊﾞ･ｸﾋﾞｴﾙﾀ 3 単線･受動.f(cubrir)v.t 覆われていた        「動詞句」 

   主語は La playa なので、過去分詞が性･数一致により cubierta となる 

de piedras amarillentas ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ･ｱﾏﾘｼﾞｪﾝﾀｽ 

 adv.（動作主）黄色みがかった石で                                    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

de asfódelos blanquísimos ﾃﾞ･ｱｽﾌｫﾃﾞﾛｽ･ﾌﾞﾗﾝｷｼﾓｽ 

 adv.（動作主）真っ白なアスフォデルで                                 「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

se destacaban ｾ･ﾃﾞｽﾀｶﾊﾞﾝ 3 複線(destacarse) 

v.pr（en に）際立っていた                          「動詞句」 

en el azul, ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｽﾙ adv. 青に                         「副詞句」 

ya ﾔｰ adv. すでに、もう                          「副詞」 

firme, ﾌｨﾙﾒ adv. しっかりと                       「副詞」 

del cielo. ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adj. 空の                   「形容詞句」 

アスフォデル asfódelo ： （植物）ツルボラン 

ススキノキ科(旧分類=ユリ科)の水仙の一種で、白い花が

房状に咲く。 

高さは 50cm から 150cm。嫌な匂いがするらしい。 
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マリーはビーチバッグでその花びらを叩き落して遊んでいた。 

María se entretenía en deshojar las flores, golpeándolas con el bolso de hule.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

se entretenía ｾ･ｴﾝﾄﾚﾃﾆｱ 3 単線(entretenerse) 

v.pr(en+不定詞 〜して) 楽しんでいた                                 「動詞句」 

en deshojar ｴﾝ･ﾃﾞｿﾊﾙ adv. 花びらをむしって                             「副詞句」 

las flores, ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花を                                    「目的語」 

golpeándolas ｺﾞﾙﾍﾟｱﾝﾄﾞﾗｽ 現在分詞(golpear+las)adv. 叩きつけながら「副詞句」 

con el bolso ｺﾝ･ｴﾙ･ﾎﾞﾙｿ adv.（道具）バッグで              「副詞句」 

de hule. ﾃﾞ･ｳﾚ adj. 防水の                      「形容詞句」 

 

僕たちは、緑や白の柵がある小さな別荘が立ち並ぶ間を歩いた。ある家は庭を囲む回廊も含

めてタマリスの下に埋もれており、石ころの真ん中に立つ飾り気のない家もあった。 

Caminamos entre filas de pequeñas casitas de cercos verdes o blancos, algunas hundidas 

con sus corredores bajo los tamarindos; otras, desnudas en medio de las piedras.                         

「動詞」「副詞句」,「主語」「補語」；「主語」「補語」 

Caminamos ｶﾐﾅﾓｽ 1 複点(caminar)v.i 歩いた                               「動詞」 

entre filas ｴﾝﾄﾚ･ﾌｨﾗｽ adv. 列の間を                                     「副詞句」 

de pequeñas casitas ﾃﾞ･ﾍﾟｹﾆｬｽ･ｶｼﾀｽ adj. 小さな別荘の          「形容詞句」 

de cercos ﾃﾞ･ｾﾙｺｽ adv.（付属）柵のある                 「副詞句」 

verdes o blancos, ﾍﾞﾙﾃﾞｽ･ｵ･ﾌﾞﾗﾝｺｽ adj. 緑や白の「形容詞句」 

algunas ｱﾙｸﾞﾅｽ pron.f.pl ある家は                                         「主語」 

hundidas ｳﾝﾃﾞｨﾀﾞｽ adj.f.pl(hundido) 沈み込んだ、埋もれた                  「補語」 

con sus corredores ｺﾝ･ｽｽ･ｺﾚﾄﾞﾚｽ adv. 庭を囲む回廊を含めて          「副詞句」 

bajo los tamarindos; ﾊﾞﾎ･ﾛｽ･ﾀﾏﾘﾝﾄﾞｽ adv. タマリスの下に     「副詞句」 

otras, ｵﾄﾗｽ pron.pl 他の家は                                              「主語」 

desnudas ﾃﾞｽﾇﾀﾞｽ adj.f.pl(desnudo) 装飾のない                            「補語」 

en medio ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ adv. 中央に                                    「副詞句」 

de las piedras. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ adj. 石ころの               「形容詞句」 

タマリンド tamarindo〜フランス語原文ではタマリス tamaris 

フランス語の tamarin はマメ科の常緑高木タマリンドの実、またはギョリュウ（tamaris）

を意味するので、この文の tamarindo はタマリス（ク）tamaris と考えられる。 

高さは 2～3ｍ程度。中国産の Tamarix chinensis の高さは 3〜5m 程度。 
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タマリス（タマリスク）                        タマリンド（樹高は 20m 以上） 

 

高台の端に着く前から、まったく穏やかな海が見えてきた。そしてはるか遠くの澄み切った

水上に眠るような岬がたくましい姿を現していた。 

Desde antes de llegar al borde de la meseta podía verse el mar inmóvil y, más lejos, un 

cabo soñoliento y macizo en el agua clara.  

「副詞句」「動詞句」「主語」y,「副詞句」「主語」「副詞句」 

Desde ﾃﾞｽﾃﾞ prep（場所・時間）〜から                                  「副詞句」 

   de は単なる起点、desde は起点とそこからの途中 

   Vengo andando de (desde) la ciudad. 私は町から（町からずっと）歩いてきた。 

antes de +不定詞 ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ adv. 〜する前に                        「副詞句」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 v.i 着く                              「動詞」 

al borde ｱﾙ･ﾎﾞﾙﾃﾞ adv. 縁に                          「間接目的語」 

de la meseta ﾃﾞ･ﾗ･ﾒｾﾀ adj. 台地の、高台の   「形容詞句」 

podía verse ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾍﾞﾙｾ 3 単線･可能(poder+不定詞 verse)  再帰受動 

   v.pr 〜が見えた                                                     「動詞句」 

el mar ｴﾙ･ﾏｰﾙ n.m 海が                                                  「主語」 

inmóvil ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adj. 不動の、波のない                              「形容詞」 

y, ｲ conj. そして 

más lejos, ﾏｽ･ﾚﾎｽ adv. はるか遠くに                                     「副詞句」 

un cabo ｳﾝ･ｶﾎﾞ n.m 岬が                                                 「主語」 

soñoliento ｿﾆｮﾘｴﾝﾄ adj.(= somnoliento) 眠い、眠気を催させる        「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

macizo ﾏｼｿ adj. 頑丈な                                           「形容詞」 
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en el agua clara. ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞｱ･ｸﾗﾗ adv. 澄んだ水の上に                     「副詞句」 

 

エンジンの軽やかな音が、静かな大気の中を僕たちのところまで駆け上がってきた。 

Un ligero ruido de motor se elevó hasta nosotros en el aire calmo.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Un ligero ruido ｳﾝ･ﾘﾍﾛ･ﾙｲﾄﾞ n.m 軽快な音が                               「主語」 

   ligero ﾘﾍﾛ adj. 軽快な、軽い ruido ﾙｲﾄﾞ n.m 物音、騒音 

de motor ﾃﾞ･ﾓﾄｰﾙ adj. エンジンの                                「形容詞句」 

se elevó ｾ･ｴﾚﾎﾞ 3 単点(elevarse)v.pr 上がってきた                        「動詞句」 

hasta ｱｽﾀ adv.（場所）〜まで                                           「副詞句」 

nosotros ﾉｿﾄﾛｽ pron 僕たちのところ                              「目的語」 

en el aire calmo. ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｲﾚ･ｶﾙﾓ adv. 静かな大気の中を                    「副詞句」 

 

そして、かなり遠くに、まばゆい海をゆっくりと進んでいる小さな漁船が見えた。 

Y vimos, muy lejos, un pequeño barco pescador que avanzaba imperceptiblemente por el 

mar deslumbrante.                                   Y「動詞」「副詞句」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

vimos, ﾋﾞﾓｽ 1 複点(ver)v.t 見えた                                         「動詞」 

muy lejos, ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv. かなり遠くに                                    「副詞句」 

un pequeño barco pescador ｳﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ･ﾊﾞﾙｺ･ﾍﾟｽｶﾄﾞｰﾙ n.m 小さな漁船が    「目的語」 

   barco pescador ﾊﾞﾙｺ･ﾍﾟｽｶﾄﾞｰﾙ n.m 漁船 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

avanzaba ｱﾊﾞﾝｻﾊﾞ 3 単線(avanzar)v.i 進んでいく           「動詞」 

imperceptiblemente ｲﾝﾍﾟﾙｾﾌﾟﾁﾌﾞﾚﾒﾝﾃ 

 adv. わずかに、ゆっくり                              「副詞」 

por el mar ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海のあたりを               「副詞句」 

deslumbrante. ﾃﾞｽﾙﾝﾌﾞﾗﾝﾃ adj. まぶしい、まばゆい「形容詞」 

 

マリーは岩場のアイリスを摘んだ。 

María recogió algunos lirios de roca.                       「主語」「動詞」「目的語」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

recogió ﾚｺﾋｵ 3 単点(recoger)v.t（果実を）摘んだ                            「動詞」 

algunos lirios ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾘﾘｵｽ pl.n.m アイリスを                            「目的語」 

de roca. ﾃﾞ･ﾛｶ adj. 岩場の                                    「形容詞句」 
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海へ下っていく坂道から、浜辺にはすでに何人かの海水浴客がいるのが見えた。 

Desde la pendiente que bajaba hacia el mar vimos que había ya bañistas en la playa. 

「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Desde ﾃﾞｽﾃﾞ prep（場所）〜から                                        「副詞句」 

la pendiente ﾗ･ﾍﾟﾝﾃﾞｨｴﾝﾃ n.f 坂、坂道                            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

bajaba ﾊﾞﾊﾊﾞ 3 単線･時制の一致(bajar)v.i 下っていく「動詞」 

hacia el mar ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海の方へ           「副詞句」 

vimos ﾋﾞﾓｽ 1 複点(ver)v.t 見えた                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線･時制の一致(haber)v.t（単数･複数が）いる          「動詞」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                   「副詞」 

bañistas ﾊﾞﾆｽﾀｽ pl.n 海水浴客たちが                             「目的語」 

en la playa. ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜辺に                             「副詞句」 

 

レーモンの友人は、浜のはずれにある木造の小さな別荘に住んでいた。 

El amigo de Raimundo vivía en una pequeña cabañuela de madera en el extremo de la 

playa.                                                   「主語」「動詞」「副詞句」 

El amigo ｴﾙ･ｱﾐｺﾞ n.m 友人は                                             「主語」 

de Raimundo ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                          「形容詞句」 

vivía ﾋﾞﾋﾞｱ 3 単線(vivir)v.i(en に) 住んでいた                              「動詞」 

en una pequeña cabañuela ｴﾝ･ｳﾅ･ﾍﾟｹﾝﾆｬ･ｶﾊﾞﾆｭｴﾗ adv. 小さな丸太小屋に   「副詞句」 

   cabaña ｶﾊﾞﾆｬ n.f（木の）小屋 + -uela(-uelo) ｳｴﾗ 縮小辞 → cabañuela 

de madera ﾃﾞ･ﾏﾃﾞﾗ adj.（材料）木の                           「形容詞句」 

en el extremo ｴﾝ･ｴﾙ･ｴｸｽﾄﾚﾓ adv.（場所）最も端にある    「副詞句」 

de la playa. ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adj. 浜の             「形容詞句」 

cabañuela ｶﾊﾞﾆｭｴﾗ ：  

フランス語版では cabanon ｶﾊﾞﾉﾝ n.m 小屋、小さな別荘 

住んでいると書かれているので、最初は住居としての丸太小屋を想像した。しかし、少し先

の文で仕事のない日だけ利用していると分かるので、木造の小さな別荘と翻訳した。 

 

家は岩場に張り付くように建てられており、家の正面を支える支柱は海水に濡れていた。 

La casa estaba adosada a las rocas y el agua bañaba los pilares que la sostenían por el 

frente.                           「主語」「動詞」「補語」y「主語」「動詞」「目的語」 

La casa ﾗ･ｶｻ n.f 家は                                                    「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線･状態(èssere)v.i 〜だった                               「動詞」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  528 / 650 

adosada ｱﾄﾞｻﾀﾞ adj(adosado).f 接した、ぴったりくっついた                 「補語」 

a las rocas ｱ･ﾗｽ･ﾛｶｽ adv.（対象）岩山に                            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.f 水は                                                「主語」 

bañaba ﾊﾞﾆｬﾊﾞ 3 単線(bañar)v.t ぬらしていた                              「動詞」 

los pilares ﾛｽ･ﾋﾟﾗﾚｽ pl.n.m 支柱を                                      「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

la ﾗ pron.f（casa の代用）家を                          「目的語」 

sostenían ｿｽﾃﾆｱﾝ 3 複線(sostener)v.t 支える                「動詞」 

por el frente. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾌﾚﾝﾃ adv.（空間）正面あたりを      「副詞句」 

 

レーモンが僕たちを紹介した。その友人はマソンという名前だった。 

Raimundo nos presentó. El amigo se llamaba Masson.  

「主語」「目的語」「動詞」┃「主語」「動詞」「補語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

nos ﾉｽ pron 僕たちを                                                  「目的語」 

presentó. ﾌﾟﾚｾﾝﾄ 3 単点(presentar)v.t 紹介した                             「動詞」 

El amigo ｴﾙ･ｱﾐｺﾞ n.m 友人は                                             「主語」 

se llamaba ｾ･ｼﾞｬﾏﾊﾞ 3 単線(llamarse)v.pr 〜という名前だった             「動詞句」 

Masson. ﾏｿﾝ n.m マソン                                                 「補語」 

 

彼は胴回りや肩ががっしりした大男で、一緒に小太りで愛嬌がありパリなまりの小柄な妻

がいた。 

Era un individuo grande, de cintura y espaldas macizas, con una mujercita regordeta y 

graciosa, de acento parisiense.                           「動詞」「補語」,「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

un individuo ｳﾝ･ｲﾝﾃﾞｨﾋﾞﾄﾞｩｵ n.m 個人、男                                「補語」 

grande, ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. 大きい                                       「形容詞」 

de ﾃﾞ prep（様態）〜な様子をした                         「副詞句」 

cintura y espaldas ｼﾝﾄｩﾗ･ｲ･ｴｽﾊﾟﾙﾀﾞｽ pl.n.f 胴回りや肩「目的語」 

macizas, ﾏｼｻｽ adj.f.pl たくましい、頑丈な    「形容詞」 

con ｺﾝ prep（同伴）〜と一緒に                                         「副詞句」 

una mujercita ｳﾅ･ﾑﾍﾙｼﾀ n.f 小柄な妻                             「目的語」 

regordeta y graciosa, ﾚｺﾞﾙﾃﾞﾀ･ｲ･ｸﾞﾗｼｵｻ 

 adj.f 小太りで愛嬌のある                            「形容詞句」 

de ﾃﾞ prep（様態）〜な様子をした              「副詞句」 
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acento ｱｾﾝﾄ n.m なまり                「目的語」 

parisiense. ﾊﾟﾘｼｴﾝｾ 

 adj. パリっ子の              「形容詞」 

 

彼はすぐに、気楽にやろうと言い、その日の朝に釣った魚のフライがあると続けた。 

Nos dijo en seguida que nos pusiésemos cómodos y que había peces fritos, que había 

pescado esa misma mañana.  

「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」y「直接目的語」 

Nos ﾉｽ pron.pl 僕たちに                                           「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

en seguida ｴﾝ･ｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                        「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

nos pusiésemos ﾉｽ･ﾌﾟｼｴｾﾓｽ 接・1 複過･勧誘(ponerse) 

v.pr（+補語）〜になりましょう                           「動詞句」 

cómodos ｺﾓﾄﾞｽ adj.pl くつろいだ                              「補語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線･時制の一致(haber)v.t 〜がある                「動詞」 

peces ﾍﾟｾｽ pl.n.m(pez) 魚が                                  「目的語」 

fritos, ﾌﾘﾄｽ adj.pl（油で揚げた）フライの              「形容詞」 

que ｹ pron（目的語）〜した                        「形容詞節」 

había pescado ｱﾋﾞｱ･ﾍﾟｽｶﾄﾞ 3 単線･完了形(pescar) 

v.t 釣った                               「動詞句」 

esa misma mañana. ｴｻ･ﾐｽﾏ･ﾏﾆｬｰﾅ 

 adv. その日の朝に                       「副詞句」 

 

本当にあなたの家が気に入りました、と彼に言った。 

Le dije cuánto me gustaba su casa.              「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

cuánto ｸゎﾝﾄ adv.（感嘆）なんと〜であるということを               「直接目的語」 

me ﾒ pron 僕にとって                                  「間接目的語」 

gustaba ｸﾞｽﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(gustar)v.i 気に入る           「動詞」 

su casa. ｽ･ｶｰｻ n.f 彼の家は                                    「主語」 
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彼は土曜日と日曜日、それに休暇の日はいつもそこで過ごしていると僕に説明してくれた。 

Me informó que pasaba allí los sábados, los domingos y todos los días de asueto.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

informó ｲﾝﾌｫﾙﾓ 3 単点(informar)v.t 知らせた                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

pasaba ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線･時制の一致(pasar)v.t（時を）過ごしている  「動詞」 

allí ｱｼﾞ adv. そこで                                          「副詞」 

los sábados, ﾛｽ･ｻﾊﾞﾄﾞｽ pl.n.m 土曜日                        「目的語」 

los domingos ﾛｽ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞｽ pl.n.m 日曜日                      「目的語」 

y ｲ conj. そして 

todos los días ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m すべての日               「目的語」 

de asueto. ﾃﾞ･ｱｽｴﾄ adj. 休暇の                     「形容詞句」 

 

「妻は誰とでも気が合うんです」と、付け加えた。丁度、奥さんがマリーと一緒に笑った。 

"Me llevo muy bien con mi mujer", agregó. Precisamente, su mujer se reía con María.  

《「動詞句」「副詞句」「間接目的語」》,「動詞」┃「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

"Me llevo ﾒ･ｼﾞｪﾎﾞ 1 単現(llevarse)v.pr(bien con... 〜と) 私と気が合う       「動詞句」 

muy bien ﾑｲ･ﾋﾞｴﾝ adv. とてもよく                                      「副詞句」 

con mi mujer", ｺﾝ･ﾐ･ﾑﾍｰﾙ adv. 私の妻と                             「間接目的語」 

agregó. ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

Precisamente, ﾌﾟﾚｼｻﾒﾝﾃ adv. ちょうど                                     「副詞」 

su mujer ｽ･ﾑﾍｰﾙ n.f 彼の奥さんが                                         「主語」 

se reía ｾ･ﾚｲｱ 3 単線(reirse)v.pr 笑っていた                               「動詞句」 

con María. ｺﾝ･ﾏﾘｱ adv. マリーと一緒に                                  「副詞句」 

フランス語原文では ： 

「妻は、誰とでも仲良くなるんです」と、彼が付け加えた。 

«Avec ma femme, on s'entend bien», a-t-il ajouté.  

スペイン語では、「Mi mujer se lleva muy bien con cualquiera.」で良いと思う。 

 

たぶん初めて、僕は結婚することになるのだろう、と本気で考えた。 

Por primera vez, quizá, pensé verdaderamente en que iba a casarme. 

「副詞句」,「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Por primera vez, ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾍﾞｽ adv. 初めて                             「副詞句」 

quizá, ｷｻ adv. たぶん                                                    「副詞」 

pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.i（en について）考えた                         「動詞」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  531 / 650 

verdaderamente ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に、本気で                          「副詞」 

en que ｴﾝ･ｹ adv. 〜ということについて                              「間接目的語」 

iba a casarme. ｲﾊﾞ･ｱ･ｶｻﾙﾒ 1 単線･近接未来･時制の一致(ir a+不定詞) 

   v.pr 結婚することになるのだろう                           「動詞句」 

 

マソンは泳ぎたがったが、彼の妻とレーモンは行きたくない様子だった。 

Masson quería bañarse, pero su mujer y Raimundo no querían ir.  

「主語」「動詞句」,pero「主語」「動詞句」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

quería bañarse, ｹﾘｱ･ﾊﾞﾆｬﾙｾ 3 単線･願望(querer+不定詞) 

v.pr 泳ぎたがった、水浴びする                                       「動詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

su mujer y Raimundo ｽ･ﾑﾍｰﾙ･ｲ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ pl.n 彼の妻とレーモンは             「主語」 

no querían ir. ﾉ･ｹﾘｱﾝ･ｲｰﾙ 3 複線･願望･否定(querer+不定詞) 

   v.i 行きたがらなかった                                              「動詞句」 

 

僕たち 3 人は降りて行った。マリーはすぐに海に飛び込んだ。マソンと僕は少しの間待っ

ていた。 

Bajamos los tres y María se arrojó inmediatamente al agua. Masson y yo esperamos un 

poco.        「動詞」「主語」y「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Bajamos ﾊﾞﾊﾓｽ 1 複点(bajar)v.i 降りて行った                               「動詞」 

los tres ﾛｽ･ﾄﾚｽ pron 僕たち 3 人は                                        「主語」 

y ｲ conj. そして 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

se arrojó ｾ･ｱﾛﾎ 3 単点(arrojarse)v.pr（a に）飛び込んだ                   「動詞句」 

inmediatamente ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに                                  「副詞」 

al agua. ｱﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 海へ                                            「副詞句」 

Masson y yo ﾏｿﾝ･ｲ･ｼﾞｮ pl.n マソンと僕は                                  「主語」 

esperamos ｴｽﾍﾟﾗﾓｽ 1 複点(esperar)v.i 待っていた                           「動詞」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少しの間                                          「副詞句」 

 

彼はゆっくりと話をしていた。それで僕は気づいたことがある。彼は、話の終わりに「さら

に言うと」という文句をつける癖があり、それが根本的に話の内容に何も意味を追加しない

時でもそうするのだった。 

Hablaba lentamente y noté que tenía la costumbre de completar todo lo que decía con un 

"y diré más", incluso cuando, en el fondo, no agregaba nada al sentido de la frase.  
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「動詞」「副詞」y「動詞」「目的語」 

Hablaba ｱﾌﾞﾗﾊﾞ 3 単線(hablar)v.i 話していた                               「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと、のろのろと                           「副詞」 

y ｲ conj. そして 

noté ﾉﾃ 1 単点(notar)v.t 気づいた                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 〜がある                                「動詞」 

la costumbre ﾗ･ｺｽﾄｩﾝﾌﾞﾚ n.f 癖                                  「目的語」 

de completar ﾃﾞ･ｺﾝﾌﾟﾚﾀｰﾙ 不定詞･同格 

adj. 〜を終えるという                               「形容詞句」 

todo lo ﾄﾄﾞ･ﾛ pron すべてのことを               「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する            「形容詞節」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った  「動詞」 

con ｺﾝ prep（追加）〜を付けて  「副詞句」 

un "y diré más", ｳﾝ･ｲ･ﾃﾞｨﾚ･ﾏｽ 

 n. 「さらに言うと」  「目的語」 

 diré ﾃﾞｨﾚ 1 単未(decir)v.t 言うだろう → 言うならば、言わせてもらうと 

incluso cuando, ｲﾝｸﾙｿ･ｸゎﾝﾄﾞ 

 conj. 〜する時でさえも       「副詞節」 

en el fondo, ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ 

 adv. 基本的に、根本的に「副詞句」 

no agregaba ﾉ･ｱｸﾞﾚｶﾞﾊﾞ 3 単線･否定(agregar) 

v.t 付け足さない      「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ 

 pron 何も〜ない 「直接目的語」 

al sentido ｱﾙ･ｾﾝﾁﾄﾞ 

 adv. 意味に      「間接目的語」 

de la frase. ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾗｾ 

 adj. 文章の「形容詞句」 

 

マリーについて僕に言っていた：「彼女は素晴らしい、さらに言わせてもらうと、魅惑的だ」 

A propósito de María me dijo: "Es deslumbrante, y diré más, encantadora."  

「副詞句」「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「補語」y「副詞句」「補語」》 

A propósito de ｱ･ﾌﾟﾛﾎﾟｼﾄ･ﾃﾞ prep（関連）〜に関して                     「副詞句」 

María ﾏﾘｱ n.f マリー                                           「目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 
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dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

"Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

deslumbrante, ﾃﾞｽﾙﾝﾌﾞﾗﾝﾃ adj. まぶしい、素晴らしい                      「補語」 

y ｲ conj. そして 

diré más, ﾃﾞｨﾚ･ﾏｽ adv. 言わせてもらうと                               「副詞句」 

encantadora." ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞﾗ adj. 魅惑的な                                    「補語」 

 

僕は太陽がもたらしてくれる満足を味わうことに没頭していたので、その癖に対してそれ

以上注目しなくなった。 

No presté más atención a ese tic porque estaba ocupado en gozar del bienestar que me 

producía el sol.                      「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」「副詞節」 

No presté ﾉ･ﾌﾟﾚｽﾃ 1 単点･否定(prestar)v.t 貸さなかった                   「動詞句」 

más atención ﾏｽ･ｱﾃﾝｼｵﾝ n.f それ以上の注目を                        「直接目的語」 

a ese tic ｱ･ｴｾ･ﾁｯｸ adv. その癖に対して                              「間接目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                              「動詞」 

ocupado ｵｸﾊﾟﾄﾞ 過去分詞･受動(ocupar)adj. 占領されていた           「補語」 

en gozar ｴﾝ･ｺﾞｻｰﾙ adv.(de 〜を) 楽しむことに               「副詞句」 

del bienestar ﾃﾞﾙ･ﾋﾞｴﾈｽﾀｰﾙ adv. 豊かさを、満足を    「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する               「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕に               「間接目的語」 

producía ﾌﾟﾛﾄﾞｩｼｱ 3 単線(producir) 

v.t もたらした                   「動詞」 

el sol. ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が            「主語」 

 

足元の砂が熱くなり始めていた。 

La arena comenzaba a calentar bajo los pies.             「主語」「動詞句」「副詞句」 

La arena ﾗ･ｱﾚﾅ n.f 砂が                                                  「主語」 

comenzaba a calentar ｺﾒﾝｻﾊﾞ･ｱ･ｶﾚﾝﾀｰﾙ 3 単線･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.i 熱くなり始めていた                                              「動詞句」 

bajo ﾊﾞﾎ prep 〜の下で                                                「副詞句」 

los pies. ﾛｽ･ｯﾋﾟｴｽ pl.n.m(pie)（足首から下）足                   「目的語」 
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僕は、水に入りたいという願望をまだ抑えていた。しかし結局はマソンに言った：「行きま

せんか？」僕は水に飛び込んだ。 

Contuve aún el deseo de entrar en el agua, pero concluí por decir a Masson: "¿Vamos?" 

Me zambullí.  

「動詞」「副詞」「目的語」,pero「動詞句」「間接目的語」：《「勧誘」》,「動詞句」 

Contuve ｺﾝﾄｩﾍﾞ 1 単点(contener)v.t 抑制した、抑えた                       「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv. まだ(todavía)                                               「副詞」 

el deseo ｴﾙ･ﾃﾞｾｵ n.m 願望を                                            「目的語」 

de entrar ﾃﾞ･ｴﾝﾄﾗｰﾙ 不定詞･同格 adj. 入りたいという            「形容詞句」 

en el agua, ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水の中に                  「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

concluí por decir ｺﾝｸﾙｲ･ﾎﾟﾙ･ﾃﾞｼｰﾙ 1 単点･結局(concluir por+不定詞) 

   v.t 結局言った                                                      「動詞句」 

a Masson: ｱ･ﾏｿﾝ adv. マソンに                                      「間接目的語」 

"¿Vamos?" ﾊﾞﾓｽ 1 単現･勧誘(ir)v.i 行きませんか？                           「勧誘」 

Me zambullí. ﾒ･ｻﾝﾌﾞｼﾞ 1 単点(zambullirse)v.pr（水に）飛び込んだ         「動詞句」 

 

彼はゆっくりと水の中に入ってきて、足が届かなくなったところで水に潜った。 

Él entró en el agua lentamente y se sumergió cuando perdió pie.  

「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞句」「副詞節」 

Él ｴﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

entró ｴﾝﾄﾛ 3 単点(entrar)v.i 入って来た                                    「動詞」 

en el agua ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水の中へ                                   「副詞句」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                「副詞」 

y ｲ  conj. そして 

se sumergió ｾ･ｽﾒﾙﾋｵ 3 単点(sumergirse)v.pr（水に）浸かった、潜った      「動詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したとき                                         「副詞節」 

perdió ﾍﾟﾙﾃﾞｨｵ 3 単点(perder)v.t 失った                             「動詞」 

pie. ﾋﾟｴ n.m 足                                                 「目的語」 

   perder pie 「（水中で）背が立たない」 

 

彼はかなり泳ぎが下手だったので、僕は彼を放っておいてマリーと合流した。水は冷たくて、

気持ちよく泳ぐことができた。 

Nadaba bastante mal, de manera que le dejé para reunirme con María. El agua estaba 

fría y me gustaba nadar.「動詞」「副詞句」, de manera que「目的語」「動詞」「副詞句」 

「主語」「動詞」「補語」y「間接目的語」「動詞」「主語」 
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Nadaba ﾅﾀﾞﾊﾞ 3 単線(nadar)v.i 泳いだ                                     「動詞」 

bastante mal, ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾏﾙ adv. かなり下手に                              「副詞句」 

de manera que ﾃﾞ･ﾏﾈﾗ･ｹ conj.（継続）（結果。+直説法）だから〜する 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

dejé ﾃﾞﾍ 1 単点(dejar)v.t 放置した、残しておいた                           「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（継続）そして〜した                              「副詞句」 

reunirme ﾚｳﾆｰﾙ･ﾒ 不定詞(reunirse)v.pr(con と) 集まった           「動詞句」 

con María. ｺﾝ･ﾏﾘｱ adv. マリーと                             「間接目的語」 

El agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.f 水は                                                「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

fría ﾌﾘｱ adj.f(frío) 冷たい                                                 「補語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

gustaba ｸﾞｽﾀﾊﾞ 3 単線(gustar)v.i 気に入った                               「動詞」 

nadar. ﾅﾀﾞｰﾙ 不定詞 n. 泳ぐことは                                        「主語」 

 

僕はマリーと一緒にさらに遠くへ泳いでいった。そして二人の動作と満足感によって、二人

が１つに結びついたと感じた。 

Nos alejamos con María y nos sentimos unidos en nuestros movimientos y en nuestra 

satisfacción.                                「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「補語」 

Nos alejamos ﾉｽ･ｱﾚﾊﾓｽ 1 複点(alejarse)v.pr 遠ざかって行った              「動詞句」 

con María ｺﾝ･ﾏﾘｱ adv. マリーと一緒に                                   「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

nos sentimos ﾉｽ･ｾﾝﾁﾓｽ 1 複点(sentirse)v.pr 〜だと感じた                  「動詞句」 

unidos ｳﾆﾄﾞｽ adj.pl １つに結びついた                                     「補語」 

en ｴﾝ prep（手段）〜によって、〜で                               「副詞句」 

nuestros movimientos ﾇｴｽﾄﾛｽ･ﾓﾋﾞﾐｴﾝﾄｽ pl.n.m 二人の動作    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

en nuestra satisfacción. ｴﾝ･ﾇｴｽﾄﾗ･ｻﾃｨｽﾌｧｸｼｵﾝ adv. 二人の満足感で 「副詞句」 

 

僕たちは、沖に出て浮き身をした。すると空に向き直った僕の顔の上を、僕の口に流れ込ん

できた最後の水のベールを太陽が拭い取ってくれた。 

Hicimos la plancha mar adentro, y sobre mi rostro, vuelto hacia el cielo, el sol secaba los 

últimos velos de agua que me corrían hacia la boca.  

「動詞」「目的語」「副詞句」,y「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」 

Hicimos ｲｼﾓｽ 1 複点(hacer)v.t（動作を）した                               「動詞」 
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la plancha ﾗ･ﾌﾟﾗﾝﾁｬ n.f 浮き身を                                       「目的語」 

mar adentro, ﾏﾙ･ｱﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 沖に出て                                   「副詞句」 

   adentro ｱﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中へ 

   La corriente llevó el bote mar adentro. ボートは潮のために沖へ流された。 

y ｲ conj. そして 

sobre mi rostro, ｿﾌﾞﾚ･ﾐ･ﾛｽﾄﾛ adv. 僕の顔の上に                          「副詞句」 

vuelto ﾌﾞｴﾙﾄ 過去分詞(volver)adj.（hacia の方へ）向き直った    「形容詞句」 

hacia el cielo, ｱｼｱ･ｴﾙ･ｼｴﾛ adv. 空の方に                 「副詞句」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                  「主語」 

secaba ｾｶﾊﾞ 3 単線(secar)v.t 拭った、乾かしていた                         「動詞」 

los últimos velos ﾛｽ･ｳﾙﾁﾓｽ･ﾍﾞﾛｽ pl.n.m 最後のベールを                   「目的語」 

de agua ﾃﾞ･ｱｸﾞゎ adj. 水の                                   「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕の                          「間接目的語」 

corrían ｺﾘｱﾝ 3 複線(correr)v.i 流れてきた         「動詞」 

hacia la boca. ｱｼｱ･ﾗ･ﾎﾞｶ adv. 口のほうに       「副詞句」 

浮き身： 

支持物に頼ることなく，身体の浮力を利用して水面に浮いて静止する泳法。浮き方には，顔

を水面につけて浮く伏せ浮き，顔を水面上に出してあおむけに浮く背浮き，立ったままの姿

勢の立ち浮き，横体の横浮き，初心者用のくらげ浮き (上体を前屈させ，膝を曲げて浮く) 

などがある。この場面では、背浮きに相当する。 

 

マソンが浜に戻って、日向で日光浴しているのが見えた。遠くからでも、巨体に見えた。マ

リーは僕と一緒に泳ぎたいと言った。 

Vimos que Masson regresaba a la playa para tenderse al sol. De lejos parecía enorme. 

María quiso que nadáramos juntos. 

「動詞」「目的語」┃「副詞句」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Vimos ﾋﾞﾓｽ 1 単点(ver)v.t 〜が見えた                                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンが                                         「主語」 

regresaba ﾚｸﾞﾚｻﾊﾞ 3 単線(regresar)v.i 戻った                        「動詞」 

a la playa ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜に                               「間接目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（継続）そして〜した                        「副詞句」 

tenderse ﾃﾝﾃﾞﾙ･ｾ 不定詞 v.pr 横たわる                     「動詞句」 

al sol. ｱﾙ･ｿﾙ adv. 日向に                                  「副詞句」 

De lejos ﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv.（譲歩）遠くからでも                                「副詞句」 
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parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

enorme. ｴﾉﾙﾒ adj. 巨大な                                                 「補語」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

quiso ｷｿ 3 単点(querer)v.t 望んだ                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

nadáramos ﾅﾀﾞﾗﾓｽ 接・1 複過･願望(nadar)v.i 泳ぐ                   「動詞」 

juntos. ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                           「副詞」 

 

僕は背後に回り、彼女の腰を掴んだ。彼女は両腕で泳ぎ、僕はバタ足で補助した。 

Me puse detrás para tomarla por la cintura. Ella avanzaba a brazadas y yo la ayudaba 

agitando los pies.  

「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Me puse ﾒ･ﾌﾟｾ 1 単点(ponerse)v.pr（位置に）ついた                      「動詞句」 

detrás ﾃﾞﾄﾗｽ adv. 背後に、後ろに                                         「副詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（継続）そして〜した                              「副詞句」 

tomarla ﾄﾏｰﾙ･ﾗ 不定詞(tomar+la)v.t 彼女をつかんだ               「動詞句」 

por la cintura. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｼﾝﾄｩﾗ adv.（位置）腰あたりを                「副詞句」 

Ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                   「主語」 

avanzaba ｱﾊﾞﾝｻﾊﾞ 3 単線(avanzar)v.i 前進した                             「動詞」 

a brazadas ｱ･ﾌﾞﾗｻﾀﾞｽ adv.（手段）両腕で（足は使わずに）                「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

ayudaba ｱﾕﾀﾞﾊﾞ 1 単線(ayudar)v.t 助けた                                  「動詞」 

agitando ｱﾋﾀﾝﾄﾞ 現在分詞(agitar)adv.（手段）揺り動かして                「副詞句」 

los pies. ﾛｽ･ﾋﾟｴｽ pl.n.m 足を                                    「目的語」 

 

水をかく小さな音が、午前中ずっと、僕たちの後ろについてきた。やがて僕は疲れを覚えた。 

El leve ruido del agua removida nos siguió durante la mañana hasta que me sentí 

fatigado.                                       「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

El leve ruido ｴﾙ･ﾚﾍﾞ･ﾙｲﾄﾞ n.m 小さな音が                                 「主語」 

   leve ﾚﾍﾞ adj. 軽い、弱い、かすかな ruido ﾙｲﾄﾞ n.m 物音、騒音 

del agua ﾃﾞﾙ･ｱｸﾞゎ adj. 水の                                    「形容詞句」 

removida ﾚﾓﾋﾞﾀﾞ 過去分詞･受動(remover)adj.f かき回された「形容詞」 

nos ﾉｽ pron 僕たちを                                                  「目的語」 

siguió ｼｷﾞｵ 3 単点(seguir)v.t 〜の後についてきた                           「動詞」 
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durante la mañana ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ adv. 午前中ずっと                     「副詞句」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ conj. 〜するまで                                       「副詞節」 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾁ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じる           「動詞句」 

fatigado. ﾌｧﾁｶﾞﾄﾞ 過去分詞(fatigar)adj. 疲れた                      「補語」 

 

それから僕はマリーを残して、呼吸を整えながら、一定速度で泳いで戻った。 

Entonces dejé a María y volví nadando regularmente y respirando con fuerza.  

「副詞」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

dejé ﾃﾞﾌｪ 1 単点(dejar)v.t 残した                                          「動詞」 

a María ｱ･ﾏﾘｱ n.f マリーを                                             「目的語」 

y ｲ conj. そして 

volví ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volver)v.i 戻った                                       「動詞」 

nadando ﾅﾀﾞﾝﾄﾞ 現在分詞･同時(nadar)adv. 泳いで                        「副詞句」 

regularmente ﾚｸﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則正しく                            「副詞」 

y ｲ conj. そして 

respirando ﾚｽﾋﾟﾗﾝﾄﾞ 現在分詞･同時(respirar)adv. 呼吸をして              「副詞句」 

con fuerza. ｺﾝ･ﾌｴﾙｻ adv. 力強く、深く                             「副詞」 

 

浜に上がり、僕はマソンのすぐ近くにうつ伏せに横たわって、顔を砂に埋めた。 

En la playa me tendí boca abajo junto a Masson y apoyé la cara en la arena.  

「副詞句」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

En la playa ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜辺で                                    「副詞句」 

me tendí ﾒ･ﾃﾝﾃﾞｨ 1 単点(tenderse)v.pr 横たわった                        「動詞句」 

boca abajo ﾎﾞｶ･ｱﾊﾞﾎ adv. 口を下にして→うつ伏せに                      「副詞句」 

junto a Masson ﾌﾝﾄ･ｱ･ﾏｿﾝ adv. マソンのすぐ近くに               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

apoyé ｱﾎﾟｲｪ 1 単点(apoyar)v.t 寄りかからせた                              「動詞」 

la cara ﾗ･ｶﾗ n.f 顔を                                                   「目的語」 

en la arena. ｴﾝ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂に                                         「副詞句」 

 

僕は彼に言った：「気持ちいいですね！」すると、彼も同じ考えだった。少しして、マリー

がやって来た。僕は振り返って、こちらに近づいてくる彼女を見た。 

Le dije: " ¡qué agradable! ", y él pensaba lo mismo. Poco después vino María. Me volví 

para verla llegar.        「間接目的語」「動詞」：《「感嘆」》y「主語」「動詞」「目的語」 

「副詞句」「動詞」「主語」┃「動詞句」「副詞句」 
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Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

" ¡qué agradable! ", ｹ･ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adv. なんて気持ちの良い！                 「感嘆」 

y ｲ conj. そして 

él ｴﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

pensaba ﾍﾟﾝｻﾊﾞ 3 単線(pensar)v.t 考えていた                              「動詞」 

lo mismo. ﾛ･ﾐｽﾓ pron 同じことを                                       「目的語」 

Poco después ﾎﾟｺ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 少しして、すぐ後で                      「副詞句」 

vino ﾋﾞﾉ 3 単点(venir)v.i やって来た                                       「動詞」 

María. ﾏﾘｱ n.f マリーが                                                  「主語」 

Me volví ﾒ･ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volverse)v.pr 振り返った                         「動詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（継続）そして〜した                              「副詞句」 

verla ﾍﾞｰﾙ･ﾗ 不定詞･知覚動詞 v.t 彼女を見る                      「動詞句」 

llegar. ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞･la の動作 v.i やって来る                      「補語」 

 

彼女は全身が塩水でねばついており、髪は後ろに向かって固定されていた。 

Estaba completamente viscosa con el agua salada, y sujetaba los cabellos hacia atrás.  

「動詞」「補語」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

completamente viscosa ｺﾝﾌﾟﾚﾀﾒﾝﾃ･ﾋﾞｽｺｻ adj.f 完全にねばねばした           「補語」 

   completamente ｺﾝﾌﾟﾚﾀﾒﾝﾃ adv. 完全に、徹底的に→全身が 

con el agua ｺﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水によって                           「副詞句」 

salada, ｻﾗﾀﾞ adj.f(salado) 塩分を含んだ                   「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

sujetaba ｽﾍﾀﾊﾞ 3 単線(sujetar)v.t 固定していた、留めていた                 「動詞」 

los cabellos ﾛｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 髪の毛を                                 「目的語」 

hacia atrás. ｱｼｱ･ｱﾄﾗｽ adv. 後ろへ                                       「副詞句」 

 

彼女は僕と並んで横になった。彼女の体と太陽の 2 つの温もりで僕は少しうとうとした。 

Se tendió lado a lado conmigo y los dos calores de su cuerpo y del sol me adormecieron 

un poco.                    「動詞句」「副詞句」y「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Se tendió ｾ･ﾃﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(tenderse)v/pr 横たわった                       「動詞句」 

lado a lado ﾗﾄﾞ･ｱ･ﾗﾄﾞ adv. 並んで                                       「副詞句」 

conmigo ｺﾝﾐｺﾞ adv. 僕と                                          「副詞」 

y ｲ conj. そして 

los dos calores ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ｶﾛﾚｽ pl.n.m 2 つの熱が                              「主語」 
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de su cuerpo ﾃﾞ･ｽ･ｸｪﾙﾎﾟ adj. 彼女の体の                         「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

del sol ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adj. 太陽の                                      「形容詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

adormecieron ｱﾄﾞﾙﾒｼｴﾛﾝ 3 複点(adormecer)v.t 眠くした、うとうとさせた     「動詞」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

 

マリーは僕を揺り起こして、マソンは別荘に戻ったから、昼食にしましょうと言った。 

María me sacudió y me dijo que Masson había regresado a la casa. Teníamos que 

almorzar.            「主語」「目的語」「動詞」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

sacudió ｻｸﾃﾞｨｵ 3 単点(sacudir)v.t 揺さぶった                              「動詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                     「主語」 

había regresado ｱﾋﾞｱ･ﾚｸﾞﾚｻﾄﾞ 3 単線･完了形(regresar)v.i 戻った「動詞句」 

a la casa. ｱ･ﾗ･ｶｰｻ adv. 別荘に                           「間接目的語」 

Teníamos que almorzar. ﾃﾆｱﾓｽ･ｹ･ｱﾙﾓﾙｻｰﾙ 1 複線･必要･時制の一致(tener que+不定詞) 

   v.t 昼食にしましょう                                       「勧誘」 

 

僕は空腹だったのですぐに起きたが、今朝はまだキスをしてくれてないとマリーが言った。 

Me levanté enseguida porque tenía hambre, pero María me dijo que no la había besado 

desde la mañana.「動詞句」「副詞句」,pero「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me levanté ﾒ･ﾚﾊﾞﾝﾃ 1 単点(levantarsi)v.pr 立ち上がった                  「動詞句」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（肉体的状態）があった                    「動詞」 

hambre, ｱﾝﾌﾞﾚ n.f 空腹                                          「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 
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no ...había besado ﾉ...ｱﾋﾞｱ･ﾍﾞｻﾄﾞ 1 単線･完了形･否定(besar) 

   v.t キスしていなかった                                   「動詞句」 

la ﾗ pron 彼女に                                           「目的語」 

desde la mañana. ﾃﾞｽﾚ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ adv. その日の朝から、今朝から 「副詞句」 

 

確かにそうだった。とはいえ、すぐにキスしてもよかったのだが。「水の中に入ってきて！」

と、マリーが僕に言った。 

Era cierto y sin embargo habría querido hacerlo. "Ven al agua", me dijo.   

「動詞」「補語」y「副詞句」「動詞句」┃《「動詞」「間接目的語」》,「間接目的語」「動詞」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

cierto ｼｴﾙﾄ adj. 疑いない、確かな                                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ                                   「副詞句」 

habría querido hacerlo. ｱﾌﾞﾘｱ･ｹﾘﾄﾞ･ｱｾﾙ･ﾛ 1 単過未･推測(querer+不定詞) 

   v.t そうしてもよかったのだが                                        「動詞句」 

"Ven ﾍﾞﾝ 命・2 単現(venir)v.i 来て                                        「動詞」 

al agua", ｱﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水の中に                                   「間接目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

 

僕たちは走って、一番波に飛び込んだ。数回水を掻くと、マリーが体を摺り寄せてきた。 

Corrimos para lanzarnos sobre las primeras olas. Dimos algunas brazadas y ella se pegó 

contra mí.          「動詞」「副詞句」┃「動詞」「目的語」y「主語」「動詞」「副詞句」 

Corrimos ｺﾘﾓｽ 1 複点(correr)v.i 走った                                    「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（継続･結果）そして〜した                         「副詞句」 

   （目的）〜するために の用法もある 

lanzarnos ﾗﾝｻｰﾙ･ﾉｽ 不定詞(lanzarse)v.pr 飛び込む                「動詞句」 

sobre las primeras olas. ｿﾌﾞﾚ･ﾗｽ･ﾌﾟﾘﾒﾗｽ･ｵﾗｽ adv. 一番波に        「副詞句」 

Dimos ﾃﾞｨﾓｽ 1 複点(dar)v.t（動作を）した                                 「動詞」 

algunas brazadas ｱﾙｸﾞﾅｽ･ﾌﾞﾗｻﾀﾞｽ pl.n.f 数かき                          「目的語」 

y ｲ conj. そして 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                                    「主語」 

se pegó ｾ･ﾍﾟｺﾞ 3 単点(pegarse)v.pr 体を寄せてきた                       「動詞句」 

contra mí. ｺﾝﾄﾗ･ﾐ adv. 僕のほうに                                      「副詞句」 
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彼女の脚が僕の脚に絡まるのを感じて、彼女が欲しくなった。僕たちが戻ると、マソンはも

う僕たちを呼んでいた。 

Sentí sus piernas en torno de las mías y la deseé. Cuando volvimos, Masson ya nos estaba 

llamando.  

「動詞」「目的語」「副詞句」y「目的語」「動詞」┃「主語」「副詞」「目的語」「動詞句」 

Sentí ｾﾝﾁ 1 単点(sentir)v.t 感じた                                         「動詞」 

sus piernas ｽｽ･ﾋﾟｴﾙﾅｽ pl.n.f 彼女の脚を                                 「目的語」 

en torno ｴﾝ･ﾄﾙﾉ adv. 〜の周りに                                        「副詞句」 

de las mías ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾐｱｽ adj. 僕の脚の                           「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

deseé. ﾃﾞｾｴ 1 単点(desear)v.t 欲しくなった                                「動詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

volvimos, ﾎﾞﾙﾋﾞﾓｽ 1 複点(volver)v.i 戻った                          「動詞」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

nos ﾉｽ pron 僕たちを                                                  「目的語」 

estaba llamando. ｴｽﾀﾊﾞ･ｼﾞｬﾏﾝﾄﾞ 3 単線･進行形(llamar)v.t 呼んでいた      「動詞句」 

 

僕は腹ペコだと言った。するとマソンはすぐに妻に向かって僕が気に入ったと言った。 

Dije que tenía mucha hambre y Masson afirmó en seguida que yo le gustaba.  

「動詞」「目的語」y「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線･時制の一致(tener)v.t（心身の状態）〜である        「動詞」 

mucha hambre ﾑﾁｬ･ｱﾝﾌﾞﾚ n.f とても空腹                        「目的語」 

y ｲ conj. そして 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

afirmó ｱﾌｨﾙﾓ 3 単点(afirmar)v.t（que）明言した                            「動詞」 

en seguida ｴﾝ･ｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                        「副詞句」 

   seguida ｾｷﾞﾀﾞ n.f 連続、列 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                 「主語」 

le ﾚ pron 彼にとって                                        「間接目的語」 

gustaba. ｸﾞｽﾀﾊﾞ 1 単線･時制の一致(gustar)v.t 気に入った             「動詞」 
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フランス語原文では〜誰に向かって言ったのかが示されている 

僕が腹ぺこだと言うと、彼はすぐさま妻に向かって、僕が彼の気に入ったと言った。 

J'ai dit que j'avais très faim et il a déclaré tout de suite à sa femme que je lui plaisais. 

スペイン語に追加するなら、Masson le afirmó a su esposa en seguida que yo le gustaba. 

 

パンが美味しかった。自分の分の魚を貪るように食べた。次に肉とフライドポテトが出た。 

El pan estaba sabroso. Devoré mi parte de pescado. Después había carne y papas fritas.  

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」┃「副詞」「動詞」「目的語」 

El pan ｴﾙ･ﾊﾟﾝ n.m パンは                                                「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

sabroso. ｻﾌﾞﾛｯｿ adj. 美味しい                                             「補語」 

Devoré ﾃﾞﾎﾞﾚ 1 単点(devorar)v.t 貪り食った                                「動詞」 

mi parte ﾐ･ﾊﾟﾙﾃ n.f 自分の分け前を                                     「目的語」 

de pescado. ﾃﾞ･ﾍﾟｽｶﾄﾞ adj. 魚の                               「形容詞句」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv.（順番）次に                                        「副詞」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線･存在(haber)v.t 〜があった                               「動詞」 

carne y papas fritas. ｶﾙﾈ･ｲ･ﾊﾟﾊﾟｽ･ﾌﾘﾀｽ pl.n 肉とフライドポテト           「目的語」 

 

皆はものも言わずに食べた。マソンはワインをたくさん飲み、僕にもひっきりなしにワイン

を注いでくれた。 

Todos comimos sin hablar. Masson bebía mucho vino y me servía sin descanso.  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

Todos ﾄﾄﾞｽ pl.n.m（自分を含めて）皆は                                   「主語」 

comimos ｺﾐﾓｽ 1 複点(comer)v.t 食べた                                     「動詞」 

sin hablar. ｼﾝ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ adv. ものも言わず、無言で                         「副詞句」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

bebía ﾍﾞﾋﾞｱ 3 単線(beber)v.t 飲んだ                                       「動詞」 

mucho vino ﾑﾁｮ･ﾋﾞｰﾉ n.mⓊ ワインをたくさん                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

servía ｾﾙﾋﾞｱ 3 単線(servir)v.t（酒を）注いだ                               「動詞」 

sin descanso. ｼﾝ･ﾃﾞｽｶﾝｿ adv. 休みなく、ひっきりなしに                   「副詞句」 

 

コーヒーの時間になると、僕は少し頭が重かった。それから僕はかなりタバコを吸った。 

Cuando llegó el café tenía la cabeza un poco pesada, y luego fumé mucho.  

「副詞節」,「動詞」「目的語」y「副詞」「動詞」「副詞」 
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Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したとき                                        「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i（時が）到来した                       「動詞」 

el café ｴﾙ･ｶﾌｪ n.m コーヒーの時間が                              「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（心身の状態）〜だった                           「動詞」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭                                                 「目的語」 

un poco pesada, ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾍﾟｻﾀﾞ adj. 少し重い                     「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                 「副詞」 

fumé ﾌﾒ 1 単点(fumar)v.i タバコを吸った                                  「動詞」 

mucho. ﾑﾁｮ adv. たくさん                                                「副詞」 

 

マソンとレーモンと僕は、費用を出し合って 8 月に浜辺で一緒に過ごす計画を立てた。 

Masson, Raimundo y yo habíamos proyectado pasar juntos el mes de agosto en la playa, 

con gastos comunes.                                    「主語」「動詞句」「副詞句」 

Masson, Raimundo y yo ﾏｿﾝ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ･ｲ･ｼﾞｮ pl.n.m マソンとレーモンと僕は    「主語」 

habíamos proyectado pasar ｱﾋﾞｱﾓｽ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀﾄﾞ･ﾊﾟｻｰﾙ 1 複線･完了形･計画 

   (proyectar+不定詞)v.i 過ごす計画を立てた                             「動詞句」 

juntos ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                                  「副詞」 

el mes de agosto ｴﾙ･ﾒｽ･ﾃﾞ･ｱｺﾞｽﾄ adv. 8 月に                              「副詞句」 

en la playa, ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜辺で                                    「副詞句」 

con gastos comunes. ｺﾝ･ｶﾞｽﾄｽ･ｺﾑﾈｽ adv. 費用を出し合って                「副詞句」 

 

突然マリーが僕たちに言った：「何時か分かる？まだ 11 時半よ」 

María nos dijo de golpe: "¿Saben qué hora es? Son las once y media."  

「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」：《「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」》 

María ﾏﾘｱ n.f マリーが                                                  「主語」 

nos ﾉｽ pron.pl 僕たちに                                            「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

de golpe: ﾃﾞ･ｺﾞｵﾙﾍﾟ adv. 突然、すぐに、乱暴に                           「副詞句」 

"¿Saben ｻﾍﾞﾝ 3 複現･疑問文(saber)v.t 分かっているの？                     「動詞」 

qué hora es? ｹ･ｵﾗ･ｴｽ pron 何時かということを                           「目的語」 

Son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i（時刻が）〜である                                   「動詞」 

las once y media." ﾗｽ･ｵﾝｾ･ｲ･ﾒﾃﾞｨｱ n. 11 時半                               「補語」 
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僕たちはみな驚いた。しかしマソンはずいぶん早く食事をしたが、腹が減った時が食事時な

のだからそれは当然だ、と言った。 

Quedamos todos asombrados, pero Masson dijo que habíamos comido muy temprano y 

que era lógico, porque la hora del almuerzo es la hora en que se tiene hambre.  

「動詞」「主語」「補語」,pero「主語」「動詞」「目的語」y「目的語」 

Quedamos ｹﾀﾞﾓｽ 1 複点(quedar)v.i（〜の状態に）なった                    「動詞」 

todos ﾄﾄﾞｽ pron.pl 僕たちは皆                                            「主語」 

asombrados, ｱｿﾝﾌﾞﾗﾄﾞｽ 過去分詞(asombrar)adj.m.pl 驚いた                 「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

habíamos comido ｱﾋﾞｱﾓｽ･ｺﾐﾄﾞ 1 複現･完了形(comer)v.i 食事をした  「動詞句」 

muy temprano ﾑｲ･ﾃﾝﾌﾟﾗﾉ adv. ずいぶん早く                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                          「動詞」 

lógico, ﾛﾋｺ adj. 当然の                                            「補語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                      「副詞節」 

la hora del almuerzo ﾗ･ｵﾗ･ﾃﾞﾙ･ｱﾙﾑｴﾙｿ n.f 昼食の時間は       「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                「動詞」 

la hora ﾗ･ｵﾗ n.f 時間                                       「補語」 

en que ｴﾝ･ｹ adv. その時に                           「副詞句」 

se ｾ pron 人が                                「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜がある            「動詞」 

hambre. ｱﾝﾌﾞﾚ n.f 空腹感                    「目的語」 

 

どうしてそれでマリーが笑ったのか分からないが、彼女は少し飲みすぎていたのだと思う。 

No sé por qué aquello hizo reír a María. Creo que había bebido un poco de más.  

「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」 

No sé ﾉ･ｾ 1 単現･否定(saber)v.t 分からない                              「動詞句」 

por qué ﾎﾟﾙ･ｹ conj. どうして〜するかということを                       「目的語」 

aquello ｱｹｼﾞｮ pron その言葉が                                    「主語」 

hizo reír ｲｿ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 笑わせた           「動詞句」 

a María. ｱ･ﾏﾘｱ n.f マリアを                                     「目的語」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t 〜と思う                                        「動詞」 
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que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

había bebido ｱﾋﾞｱ･ﾍﾞﾋﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(beber)v.i すでに飲んでいた「動詞句」 

un poco de más. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾏｽ adv. 少し多めに                    「副詞句」 

 

その時マソンが僕に、浜辺を散歩しないかと誘ってきた。「妻は、いつも昼食の後は昼寝を

するんだ」 

Masson me preguntó entonces si quería pasear con él por la playa. "Mi mujer siempre 

duerme la siesta después de almorzar.  

「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」「直接目的語」 

《「主語」「副詞」「動詞」「副詞句」》 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンが                                                「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 訊いた                             「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

quería pasear ｹｼｱ･ﾊﾟｯｾｱｰﾙ 1 単線･願望･時制の一致(querer+不定詞) 

v.i 散歩したい                                           「動詞句」 

con él ｺﾝ･ｴﾙ adv. 彼と一緒に                                「副詞句」 

por la playa. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv.（空間）浜辺あたりを          「副詞句」 

"Mi mujer ﾐ･ﾑﾍｰﾙ n.f 妻は                                                「主語」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

duerme ﾄﾞｩｴﾙﾒ 3 単現(dormir)v.i 眠る                                     「動詞」 

la siesta ﾗ･ｼｴｽﾀ n.f 真昼の時間に                                       「副詞句」 

   siesta ｼｴｽﾀ n.f（昼食後の）昼寝、休息、真昼の時間 

   dormir la siesta 「昼寝をする」 

después de +不定詞 ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 〜した後で                             「副詞句」 

almorzar. ｱﾘﾓｻｰﾙ 不定詞 v.i 昼食を食べる                           「動詞」 

 

「私は昼寝は好まない。歩くことにしているんだ。いつも妻には、歩いたほうが健康にいい

と言っているんだ」 

A mí no me gusta hacerlo. Tengo que caminar. Siempre le digo que es mejor para la salud.  

《「間接目的語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「主語」 

「動詞句」┃「副詞」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

A mí ｱ･ﾐ adv. 私にとって                                           「間接目的語」 

no ...gusta ﾉ...ｸﾞｽﾀ 3 単現･否定(gustar)v.i 気に入らない                   「動詞句」 

me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 
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hacerlo. ｱｾﾙ･ﾛ 不定詞(hacer+lo)n. 昼寝をすることは                        「主語」 

Tengo que caminar. ﾃﾝｺﾞ･ｹ･ｶﾐﾅｰﾙ 1 単現･必要(tener que+不定詞) 

   v.i 歩かなければならない                                            「動詞句」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

le ﾚ pron 妻には                                                   「間接目的語」 

digo ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t 言っている                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                   「動詞」 

   「主語」は「歩くこと」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj. より良い                                      「補語」 

para la salud. ﾊﾟﾗ･ﾗ･ｻﾙ adv. 健康のために                     「副詞句」 

 

「しかしそれをやるかどうかを決めるのは妻だから」マリーは残って、マソンの奥さんが食

器を洗うのを手伝う、と宣言した。 

Pero, después de todo, tiene derecho a hacerlo." María declaró que se quedaría para 

ayudar a la señora de Masson a lavar la vajilla.  

《Pero「副詞句」「動詞」「目的語」》「主語」「動詞」「目的語」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

después de todo, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ adv. 結局は                             「副詞句」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜がある                                       「動詞」 

   主語はマソンの妻 

derecho a hacerlo." ﾃﾞﾚﾁｮ･ｱ･ｱｾﾙ･ﾛ n.m それをする権利                   「目的語」 

   それをするかどうかを決める権利 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

declaró ﾃﾞｸﾗﾛ 3 単点(declarar)v.t 宣言した                                 「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

se quedaría ｾ･ｹﾀﾞﾘｱ 3 単過未･意思(quedarse)v.pr 残るつもりである 「動詞句」 

para ayudar ﾊﾟﾗ･ｱﾕﾀﾞｰﾙ adv. 手伝うために                        「副詞句」 

a la señora de Masson ｱ･ﾗ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾃﾞ･ﾏｿﾝ 

 n.f マソンの奥さんを                                   「目的語」 

a lavar la vajilla. ｱ･ﾗﾊﾞｰﾙ･ﾗ･ﾊﾞﾋｼﾞｬ 不定詞･señora の動作 

v.t 食器を洗う                                           「補語」 
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その小柄なパリジェンヌは、そのためには男どもを追い出さなければならないわ、と言った。

僕たち 3 人は別荘を出た。 

La pequeña parisiense dijo que para eso era necesario echar a los hombres. Bajamos los 

tres.                                   「主語」「動詞」「目的語」┃「動詞」「主語」 

La pequeña parisiense ﾗ･ﾍﾟｹﾆｬ･ﾊﾟﾘｼｴﾝｾ n.f その小柄なパリジェンヌは       「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

para eso ﾊﾟﾗ･ｴｿ adv. そのためには                               「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                           「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                       「補語」 

echar ｴﾁｬｰﾙ 不定詞 n. 追い出すことが                              「主語」 

a los hombres. ｱ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 男どもを                 「目的語」 

Bajamos ﾊﾞﾊﾓｽ 1 単点(bajar)v.i 降りた、家を出た                           「動詞」 

los tres. ﾛｽ･ﾄﾚｽ pron.m 我々3 人は                                        「主語」 

 

太陽はほぼ真上から砂の上にさしこんでいたそして、海上の輝きは耐え難かった。もう浜に

は誰もいなかった。 

El sol caía casi a plomo sobre la arena y el resplandor en el mar era insoportable. Ya no 

había nadie en la playa.  

「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞」「補語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

El sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽は                                                  「主語」 

caía ｶｲｱ 3 単線(caer)v.i（日が）さしていた                                 「動詞」 

casi ｶｼ adv. ほとんど                                                    「副詞」 

a plomo ｱ･ﾌﾟﾛﾓ adv. 垂直に                                             「副詞句」 

  casi a plomo → ほぼ真上から 

sobre la arena ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の上に                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el resplandor ｴﾙ･ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞｰﾙ n.m 輝きは                                   「主語」 

en el mar ｴ･ﾈﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海上の                                    「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

insoportable. ｲﾝｿﾎﾟﾙﾀﾌﾞﾚ adj. 耐えられない                                「補語」 

Ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no había ﾉ･ｱﾋﾞｱ 3 単線･否定･存在(haber)v.t いなかった                   「動詞句」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                           「目的語」 

en la playa. ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜には                                    「副詞句」 
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高台を縁取るように、海の上に突き出して建ち並ぶ別荘からは、皿やナイフやスプーンなど

の物音が聞こえてきていた。 

En las cabañuelas que bordeaban la meseta, suspendidas sobre el mar, se oían ruidos de 

platos y de cubiertos.                                 「副詞句」,「動詞句」「主語」 

En las cabañuelas ｴﾝ･ﾗｽ･ｶﾊﾞﾆｭｴﾗｽ adv. 別荘では                         「副詞句」 

   cabaña 小屋 + -uela（「示小接尾辞」-uelo）→ 小さい小屋 → 別荘 

   注意：cabañuelas ｶﾊﾞﾆｭｴﾗｽ pl.n.f 年間天気予報 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                                   「形容詞節」 

bordeaban ﾎﾞﾙﾃﾞｱﾊﾞﾝ 3 複線(bordear)v.t 〜を縁取りする     「動詞」 

la meseta, ﾗ･ﾒｾﾀ n.f 高台を                             「目的語」 

suspendidas ｽｽﾍﾟﾝﾃﾞｨﾀﾞｽ 過去分詞(suspender) 

adj.f.pl ぶら下がった、吊るされた           「形容詞句」 

sobre el mar, ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海の上に 「副詞句」 

   → 海の上に突き出しているのは、las cabañuelas 別荘である。高台ではない。 

   suspendidas は女性複数形なので、la meseta を修飾していないことがわかる。 

se oían ｾ･ｵｲｱﾝ 3 複線･再帰受動(oírse)v.pr（音が）聞こえてきていた        「動詞句」 

ruidos ﾙｲﾄﾞｽ pl.n.m 物音が                                               「主語」 

de platos ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾄｽ adj.pl 皿の                                   「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

de cubiertos. ﾃﾞ･ｸﾋﾞｴﾙﾄｽ adj.m.pl スプーンとナイフの             「形容詞句」 

   cubierto ｸﾋﾞｴﾙﾄ n.m（[複]で）（そろいの）スプーンとナイフとフォークのセット 

フランス語原文では〜2 つの形容詞節を使用している 

Dans les cabanons qui bordaient le plateau et qui surplombaient la mer, on entendait 

des bruits d'assiettes et de couverts.  

高台を囲んで、海の上に張り出して建ち並ぶ別荘からは、皿や食器の音が聞こえていた。 

 

足元から湧き上がる、石から放射される熱気の中で、僕はやっと息をしていた。 

Se respiraba apenas en el calor de piedra que subía desde el suelo.  

「動詞句」「副詞句」 

Se respiraba ｾ･ﾚｽﾋﾟﾗﾊﾞ 1 単線(respirarse)v.pr 息をしていた               「動詞句」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. やっと、どうにか                                      「副詞」 

en el calor ｴﾝ･ｴﾙ･ｶﾛｰﾙ adv. 熱気の中で                                  「副詞句」 

de piedra ﾃﾞ･ｯﾋﾟｴﾄﾞﾗ adv. 石から放射される                   「形容詞句」 

que ｹ pron（主語：el calor）〜する                           「形容詞節」 

subía ｽﾋﾞｱ 3 単線(subir)v.i 上がる                        「動詞」 

desde el suelo. ﾃﾞｽﾃﾞ･ｴﾙ･ｽｴﾛ adv. 地面から、足元から    「副詞句」 
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最初のうちは、レーモンとマソンは僕の知らないことや知らない人の話をしていた。 

Al principio Raimundo y Masson hablaron de cosas y personas que yo no conocía.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」 

Al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初のうちは                              「副詞句」 

Raimundo y Masson ﾗｲﾑﾝﾄﾞ･ｲ･ﾏｿﾝ pl.n.m レーモンとマソンは               「主語」 

hablaron ｱﾌﾞﾗﾛﾝ 3 複点(hablar)v.i 話していた                              「動詞」 

de cosas y personas ﾃﾞ･ｺｻｽ･ｲ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ adv. 事や人について             「間接目的語」 

que yo no conocía. ｹ･ｼﾞｮ･ﾉ･ｺﾉｼｱ adj. 僕の知らない          「形容詞節」 

 

彼らは古くからの知り合いで、1 時期は一緒に住んでいたことさえあることが分かった。 

Comprendí que hacía mucho que se conocían y que hasta habían vivido juntos en cierta 

época.                                               「動詞」「目的語」y「目的語」 

Comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 理解した、分かった            「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

hacía mucho que+直説法 ｱｼｱ･ﾑﾁｮ･ｹ conj. 長い間〜した、〜してから長い 

se conocían ｾ･ｺﾉｼｱﾝ 3 複線(conocerse)v.pr（互いに）知り合った     「動詞句」 

   Hace cinco años que vivo en Madrid. マドリードに住んで 5 年になる。 

   Hace mucho tiempo que no llueve. 長い間雨が降っていない。 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

hasta ｱｽﾀ adv. 〜まで、〜さえも                                  「副詞」 

habían vivido ｱﾋﾞｱﾝ･ﾋﾞﾋﾞﾄﾞ 3 複線･完了形(vivir)v.i 住んでいた     「動詞句」 

juntos ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                          「副詞」 

en cierta época. ｴﾝ･ｼｪﾙﾀ･ｴﾎﾟｶ adv. ある時期は、1 時期は          「副詞句」 

 

僕たちは海に向かって進み、波打ち際に沿って歩いた。 

Nos dirigimos hacia el agua y caminamos por la orilla del mar.  

「動詞句」「副詞句」y「動詞」「副詞句」 

Nos dirigimos ﾉｽ･ﾃﾞｨﾘﾋﾓｽ 1 複点(dirigirse)v.pr 向かって進んだ            「動詞句」 

hacia el agua ｱｼｱ･ｴﾙ･ｱｸﾞｧ adv. 海の方へ                                「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

caminamos ｶﾐﾅﾓｽ 1 複点(caminar)v.i 歩いた                               「動詞」 

por la orilla ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｵﾘｼﾞｬ adv. ふち辺りを                                「副詞句」 

del mar. ﾃﾞﾙ･ﾏｰﾙ adj. 海の                                    「形容詞句」 
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時々、他より脚の長い小さな波がやってきて、僕たちの布靴を濡らしていった。 

De vez en cuando una pequeña ola más larga que otra venía a mojar nuestros zapatos de 

lona.                                       「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

De vez en cuando ﾃﾞ･ﾍﾞｽ･ｴﾝ･ｸゎﾝﾄﾞ adv. 時々                            「副詞句」 

una pequeña ola ｳﾅ･ﾍﾟｹﾝﾆｬ･ｵﾗ n.f 小さな波が                              「主語」 

más larga que otra ﾏｽ･ﾗﾙｶﾞ･ｹ･ｵﾄﾗ adj. 他より脚の長い            「形容詞句」 

venía a mojar ﾍﾞﾆｱ･ｱ･ﾓﾊｰﾙ 3 単線･結果(venir a+不定詞) 

   v.t やって来て濡らした                                              「動詞句」 

   venir a+不定詞 （目的）「〜しにやって来る」→（結果）「やって来て〜した」 

nuestros zapatos ﾇｴｽﾄﾛｽ･ｻﾊﾟﾄｽ pl.n.m 僕たちの靴を                      「目的語」 

de lona. ﾃﾞ･ﾛﾅ adj.（材料）布製の、帆布製の                   「形容詞句」 

  → ヨットの帆布で作られた靴を「ズック靴」と言う 

 

むき出しの頭に焼き付くような陽を浴びて半睡状態になり、僕は何も考えられなかった。 

Yo no pensaba en nada porque estaba medio amodorrado con tanto sol sobre la cabeza 

desnuda.                                 「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no pensaba ﾉ･ﾍﾟﾝｻﾊﾞ 1 単線･否定(pensar)v.i 考えていなかった             「動詞句」 

en nada ｴﾝ･ﾅﾀﾞ adv. 何についても〜ない                            「間接目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                              「動詞」 

medio amodorrado ﾒﾃﾞｨｵ･ｱﾓﾄﾞﾗﾄﾞ adj. 半睡状態の                   「補語」 

con tanto sol ｺﾝ･ﾀﾝﾄ･ｿﾙ adv.（原因）一杯の太陽で                 「副詞句」 

sobre la cabeza ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv. 頭上に                  「副詞句」 

desnuda. ﾃﾞｽﾇﾀﾞ adj.f 裸の、遮るもののない       「形容詞」 

   帽子をかぶっていない状態 

 

レーモンが急にマソンに何か言ったのだが、僕はよく聞こえなかった。 

De pronto, Raimundo dijo a Masson algo que no oí bien.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」,「目的語」「動詞句」「副詞」 

De pronto, ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 急に、いきなり                                「副詞句」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

a Masson ｱ･ﾏｿﾝ adv. マソンに                                      「間接目的語」 

algo ｱﾙｺﾞ pron なにかを                                           「直接目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  552 / 650 

no oí ﾉ･ｵｲ 1 単点･否定(oír)v.t 聞こえなかった       「動詞句」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv.（否定文で）よく〜ない               「副詞」 

 

しかし同時に僕は、浜の外れの僕たちから離れた場所で作業服を着た 2 人のアラブ人が、

僕たちの方へ近づいて来るのが見えた。 

Pero al mismo tiempo divisé en el extremo de la playa, y muy lejos de nosotros, a dos 

árabes de albornoz que venían en nuestra dirección.  

Pero「副詞句」,「動詞」「副詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

al mismo tiempo ｱﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 同時に                              「副詞句」 

divisé ﾃﾞｨﾋﾞｾ 1 単点(divisar)v.t 〜が遠くに見えた                           「動詞」 

en el extremo ｴﾝ･ﾈﾙ･ｴｸｽﾄﾚﾓ adv. 端に                                 「副詞句」 

de la playa, ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adj. 浜辺の                           「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

muy lejos ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv. とても遠くに                                     「副詞句」 

de nosotros, ﾃﾞ･ﾉｿﾄﾛｽ adv. 僕たちから                           「副詞句」 

a dos árabes ｱ･ﾄﾞｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m 2 人のアラブ人が                        「目的語」 

de albornoz ｱﾙﾎﾞﾙﾉｽ adj.（モーロ人が着る）フード付き外套を着た「形容詞句」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

venían ﾍﾞﾆｱﾝ 3 複線(venir)v.i やって来た                 「動詞」 

en nuestra dirección. ｴﾝ･ﾇｴｽﾄﾗ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ 

 adv. 僕たちの方へ                            「副詞句」 

フランス語の原文では〜菜っ葉服 

しかし僕は同時に、浜の外れの僕たちから遠く離れた所から、菜っ葉服を着た 2 人のアラ

ブ人が僕たちのほうへ向かって来るのが目に入った。 

Mais j'ai aperçu en même temps, tout au bout de la plage et très loin de nous, deux 

Arabes en bleu de chauffe qui venaient dans notre direction. 

菜っ葉服とは、工場労働者などが着る、薄青色の作業服。albornoz はフード付き外套だか

ら作業着とは言えない。overol ｵﾍﾞﾛﾙ n.m オーバーオール が原文に近いと思う。 

 

僕がレーモンを見ると、彼は僕に言った：「奴だ！」僕たちは歩き続けた。 

Miré a Raimundo y me dijo: "Es él." Continuamos caminando. 

「動詞」「目的語」y「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「補語」》┃「動詞句」 

Miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                             「動詞」 

a Raimundo ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンを                                   「目的語」 

y ｲ conj. そして 
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me ﾒ pron 僕に「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った「動詞」 

"Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である「動詞」 

él." ｴﾙ pron 奴「補語」 

Continuamos caminando. ｺﾝﾁﾇｱﾓｽ･ｶﾐﾅﾝﾄﾞ 1 複点･継続(continuar+不定詞) 

   v.i 歩き続けた「動詞句」 

 

マソンは、彼らはどうやってここまで僕たちを追って来られたのかと不思議そうに言った。 

Masson preguntó cómo habrían podido seguirnos hasta allí.  「主語」「動詞」「目的語」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 不思議そうに言った、不思議がった    「動詞」 

cómo ｺﾓ adv. どうして〜かということを                                 「目的語」 

habrían podido ｱﾌﾞﾘｱﾝ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ 3 複過未･完了形･推量(poder) 

   v.t(+不定詞) 〜出来たのだろう                                 「動詞句」 

seguirnos ｾｷﾞｰﾙ･ﾉｽ 不定詞(seguir+nos)v.t 僕たちの後をついてくる  「動詞句」 

hasta allí. ｱｽﾀ･ｱｼﾞ adv. ここまで                                「副詞句」 

 

彼らは僕たちがビーチバッグを持ってバスに乗るところを見たに違いないと、僕は思った

が、何も言わなかった。 

Pensé que debían de habernos visto tomar el autobús con el bolso de playa, pero no dije 

nada.                                  「動詞」「目的語」, pero「動詞句」「目的語」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.t（que 〜と）思った                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

debían de +不定詞 ﾃﾞﾋﾞｱﾝ･ﾃﾞ 3 複線･推量(deber de+不定詞) 

v.i 〜したに違いない                                         「動詞句」 

habernos visto ｱﾍﾞﾙ･ﾉｽ･ﾋﾞｽﾄ 不定詞･完了形･知覚動詞(ver+nos) 

   v.t 僕たちを見ていた                                         「動詞句」 

tomar ﾄﾏｰﾙ 不定詞･nos の動作 v.t（乗り物に）乗る                  「補語」 

el autobús ｴﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ n.m バスに                          「目的語」 

con el bolso ｺﾝ･ｴﾙ･ﾎﾞﾙｿ adv. バッグを持って                「副詞句」 

de playa, ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adj. ビーチの                「形容詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no dije ﾉ･ﾃﾞｨﾍ 1 単点･否定(decir)v.t 言わなかった                         「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 
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アラブ人たちはゆっくりと進んで来た。そしてもうかなり近くまで来ていた。 

Los árabes avanzaban lentamente y estaban ya mucho más próximos.  

「主語」「動詞」「副詞」y「動詞」「副詞句」 

Los árabes ﾛｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m アラブ人たちは                                「主語」 

avanzaban ｱﾊﾞﾝｻﾊﾞﾝ 3 複線(avanzar)v.i 進んできた                         「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

y ｲ conj. そして 

estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線･存在(estar)v.i 〜にいた                              「動詞」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

mucho más próximos. ﾑﾁｮ･ﾏｽ･ﾌﾟﾛｷｼﾓｽ adv. かなり近くに                  「副詞句」 

 

僕たちは歩調を変えないでいた。しかしレーモンが言った：「もし喧嘩になったら、マソン、

君は 2 人目を相手にしてくれ」 

Nosotros no habíamos cambiado nuestro paso, pero Raimundo dijo: "Si hay gresca, tú, 

Masson, tomas al segundo.        「主語」「動詞句」「目的語」,pero「主語」「動詞」： 

《「副詞節」、「呼びかけ」「動詞」「目的語」》 

Nosotros ﾉｿﾄﾛｽ pron 僕たちは                                            「主語」 

no habíamos cambiado ﾉ･ｱﾋﾞｱﾓｱｽ･ｶﾝﾋﾞｱﾄﾞ 1 複線･完了形･否定(cambiar) 

   v.t 変えないでいた                                                  「動詞句」 

nuestro paso, ﾇｴｽﾄﾛ･ﾊﾟｿ n.m 自分たちの歩調を                           「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                   「動詞」 

gresca, ｸﾞﾚｽｶ n.f けんか                                         「目的語」 

tú, Masson, ﾄｩ･ﾏｿﾝ n.m マソン、君は                                 「呼びかけ」 

tomas ﾄﾏｽ 2 単現･依頼(tomar)v.t 引き受けてくれ                           「動詞」 

al segundo. ｱﾙ･ｾｸﾞﾝﾄﾞ pron 2 人目の奴を                                 「目的語」 

 

「俺は、問題の奴を引き受ける。ムルソー、君は、他に来る奴がいたら、相手をしてくれ」 

Yo me encargo de mi individuo. Tú, Meursault, si llega otro, es para ti."  

《「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「呼びかけ」「副詞節」,「動詞」「補語」》 

Yo ｼﾞｮ pron 俺は                                                        「主語」 

me encargo ﾒ･ｴﾝｶﾙｺﾞ 1 単現(encargarse)v.pr(de を) 引き受ける            「動詞句」 

de mi individuo. ﾃﾞ･ﾐ･ｲﾝﾃﾞｨﾋﾞﾄﾞｩｵ adv. 俺の問題の奴を               「間接目的語」 
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Tú, Meursault, ﾄｩ･ﾑﾙｿｰ n.m ムルソー、君は                           「呼びかけ」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

llega ｼﾞｪｶﾞ 3 単現(llegar)v.i やってくる                             「動詞」 

otro, ｵﾄﾛ pron 他の奴が                                            「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

para ti." ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君の分                                              「補語」 

 

僕は言った：「分かった」するとマソンは両手をポケットの中に突っ込んだ。熱く焼けた砂

が、僕には、今では火が付いたように赤く見えた。 

Dije: "Sí", y Masson metió las manos en los bolsillos. La arena recalentada me parecía 

roja ahora.                  「動詞」：《「応答」》,y「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」 

Dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

"Sí", ｼ adv. 分かった                                                    「応答」 

y ｲ conj. そして 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

metió ﾒﾁｵ 3 単点(meter)v.t(en 〜の中に) 入れた                            「動詞」 

las manos ﾗｽ･ﾏﾉｽ pl.n.m 両手を                                        「目的語」 

en los bolsillos. ｴﾝ･ﾛｽ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮｽ adv. ポケットの中に                      「副詞句」 

La arena ﾗ･ｱﾚﾅ n.f 砂が                                                  「主語」 

recalentada ﾚｶﾚﾝﾀﾀﾞ 過去分詞･受動.f(recalentar)adj. 熱く焼けた      「形容詞」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                         「動詞」 

roja ﾛﾊ adj. 赤く                                                        「補語」 

ahora. ｱｵﾗ adv. 今は                                               「副詞」 

 

僕たちは一定の歩調でアラブ人たちのほうへ進んで行った。両者の間の距離は規則正しく

縮まっていった。 

Avanzábamos con paso parejo hacia los árabes. La distancia entre nosotros disminuyó 

regularmente.                          「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」 

Avanzábamos ｱﾊﾞﾝｻﾊﾞﾓｽ 1 複線(avanzar)v.i 進み続けた                     「動詞」 

con paso parejo ｺﾝ･ﾊﾟｿ･ﾊﾟﾚﾎ adv.（様態）一定の歩調で                    「副詞句」 

hacia los árabes. ｱｼｱ･ﾛｽ･ｱﾗﾍﾞｽ adv.（方向）アラブ人たちのほうへ         「副詞句」 

La distancia ﾗ･ﾃﾞｨﾀﾝｼｱ n.f 距離は                                         「主語」 

entre nosotros ｴﾝﾄﾚ･ﾉｿﾄﾛｽ adv. 我々の間の                          「副詞句」 

disminuyó ﾃﾞｨｽﾐﾇﾖ 3 単点(disminuir)v.i 小さくなった                       「動詞」 
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regularmente. ﾚｸﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則正しく                                   「副詞」 

 

互いにあと数歩の所で、アラブ人たちは立ち止まった。マソンと僕は歩調を落とした。 

Cuando estuvimos a algunos pasos unos de otros, los árabes se detuvieron. Masson y yo 

habíamos disminuido el paso.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したとき                                        「副詞節」 

estuvimos ｴｽﾄｩﾋﾞﾓｽ 1 複点･移動(estar)v.i 〜に来た                  「動詞」 

a algunos pasos ｱ･ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾊﾟｿｽ adv. あと数歩の所に               「副詞句」 

unos de otros, ｳﾉｽ･ﾃﾞ･ｵﾄﾛｽ adv. 互いに                           「副詞句」 

los árabes ﾛｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m アラブ人たちが                                「主語」 

se detuvieron. ｾ･ﾃﾞﾄｩﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(detenerse)v.pr 立ち止まった            「動詞句」 

Masson y yo ﾏｿﾝ･ｲ･ｼﾞｮ pl.n マソンと僕は                                  「主語」 

habíamos disminuido ｱﾋﾞｱﾓｽ･ﾃﾞｨｽﾐﾇｲﾄﾞ 1 複線･完了形(disminuir) 

v.t 減らした、小さくした                                            「動詞句」 

el paso. ｴﾙ･ﾊﾟｿ n.m 歩調を                                             「目的語」 

 

レーモンは真っすぐに例の男のほうに向かって行った。彼が相手に何を言っているのか、よ

く聞き取れなかったが、もう一人が頭突きをするしぐさをした。 

Raimundo fue directamente hacia el individuo. No pude oír bien lo que le dijo, pero el 

otro hizo ademán de darle un cabezazo.  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「副詞」「目的語」,pero「主語」「動詞」「目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ir)v.i 行った                                                「動詞」 

directamente ﾃﾞｨﾚｸﾀﾒﾝﾃ adv. 直接に、真っすぐに                           「副詞」 

hacia el individuo. ｱｼｱ･ｴﾙ･ｲﾝﾃﾞｨﾋﾞﾄﾞｩｵ adv. 例の男のほうへ               「副詞句」 

No pude oír ﾉ･ﾌﾟﾃﾞ･ｵｲｰﾙ 1 単点･可能･否定(poder+不定詞)v.t 聞こえなかった「動詞句」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

lo ﾛ pron それが                                                       「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

le ﾚ pron その男に                                 「間接目的語」 

dijo, ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t（レーモンが）言った             「動詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron もう一人が                                           「主語」 

hizo ｲｿ 3 単点(hacer)v.t（行為を）した                                    「動詞」 

ademán ｱﾃﾞﾏﾝ n.m しぐさを                                            「目的語」 
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de darle ﾃﾞ･ﾀﾞｰﾙ･ﾚ 不定詞･同格(dar+le)adj. レーモンに与えるという「形容詞句」 

un cabezazo. ｳﾝ･ｶﾍﾞｻｿ n.m 頭突きを                      「目的語」 

 

それでレーモンが最初に殴り、すぐにマソンを呼んだ。 

Raimundo golpeó entonces por primera vez y llamó enseguida a Masson.  

「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞」「目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

golpeó ｺﾞﾙﾍﾟｵ 3 単点(golpear)v.t 殴った                                   「動詞」 

   golpear a+人 en la cara 「〜の顔を殴る」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで、そこで                                      「副詞」 

por primera vez ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾍﾞｽ adv. 最初に、まず                        「副詞句」 

y ｲ conj. それから 

llamó ｼﾞｬﾓ 3 単点(llamar)v.t 呼んだ                                       「動詞」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに、ただちに                                 「副詞」 

a Masson. ｱ･ﾏｿﾝ n.m マソンを                                          「目的語」 

 

マソンは自分の相手に指名された男に向かって進んで行き、渾身の力を込めて 2 発殴った。 

Masson fue hacia aquel que se le había designado y golpeó dos veces con todas sus fuerzas.  

「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞」「副詞句」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ir)v.i(hacia に向かって) 進んでいった                         「動詞」 

hacia aquel ｱｼｱ･ｱｹﾙ adv. あの男に向かって                          「間接目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

se ...había designado ｾ...ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｼｸﾞﾅﾄﾞ 3 単線･完了形･再帰受動(designarse) 

   v.pr 指名されていた                             「動詞句」 

le ﾚ pron 彼にとって                           「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

golpeó ｺﾞﾙﾍﾟｵ 3 単点(golpear)v.t 殴った                                    「動詞」 

dos veces ﾄﾞｽ･ﾍﾞｾｽ adv. 2 回                                            「副詞句」 

con todas sus fuerzas. ｺﾝ･ﾄﾄﾞｽ･ｽｽ･ﾌｴﾙｻｽ adv. 全力で、渾身の力を込めて    「副詞句」 

 

マソンの相手は、うつぶせに海に倒れこみ、数秒間、その姿勢のままでいた。その間中、彼

の顔の周りの水面に泡が弾けていた。 

El otro se desplomó en el agua con la cara hacia el fondo y quedó algunos segundos así 

mientras las burbujas rompían en la superficie en tomo de su cabeza.  

「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「副詞句」 
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El otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron もう一方の男は                                       「主語」 

se desplomó ｾ･ﾃﾞｽﾌﾟﾛﾓ 3 単点(desplomarse)v.pr 崩れ落ちた               「動詞句」 

en el agua ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞﾜ adv. 水の中に                                    「副詞句」 

con la cara ｺﾝ･ﾗ･ｶﾗ adv.（様態）顔を〜して                              「副詞句」 

hacia el fondo ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv.（方向）水底に向けて             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i 〜のままでいた                                「動詞」 

algunos segundos ｱﾙｸﾞﾉｽ･ｾｸﾞﾝﾄﾞｽ adv. 数秒間                            「副詞句」 

así ｱｼ adv. そのように                                                   「副詞」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜している間                                     「副詞節」 

las burbujas ﾗｽ･ﾌﾞﾙﾌﾞﾊｽ n.f pl.n.f 泡が                              「主語」 

rompían ﾛﾝﾋﾟｱﾝ 3 複線(romper)v.i 弾けていた                        「動詞」 

en la superficie ｴﾝ･ﾗ･ｽﾍﾟﾙﾌｨｼｴ adv. 水面で                         「副詞句」 

en tomo de su cabeza. ｴﾝ･ﾄﾓ･ﾃﾞ･ｽ･ｶﾍﾞｻ adv. 彼の頭の周りの  「副詞句」 

うつ伏せ ： 

体の前面（顔・腹側）を下にして地面などに伏せること。 

あおむけ（仰向け）： 

身体の前面（顔・腹側）を上に向けること。 

イタリア語・スペイン語・フランス語・ドイツ語・英語には、「うつ伏せ、仰向け」に相当

する単語が無いので、文章による表現が使われている。日本語では単語一つで表せる表現が、

外国語には対応する単語が無いことが多い。例えば「木漏れ日」の英語訳は、 

「sunshine filtering through the leaves of trees」のようになる。 

 

レーモンも殴り続けていたので、相手の顔は血まみれになっていた。 

Raimundo había golpeado también al mismo tiempo y el otro tenía el rostro 

ensangrentado.               「主語」「動詞句」「副詞句」y「主語」「動詞」「目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

había golpeado ｱﾋﾞｱ･ｺﾞﾙﾍﾟｱﾄﾞ 3 単線･完了形(golpear)v.t 殴っていた       「動詞句」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. もまた                                              「副詞」 

al mismo tiempo ｱﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 同時に、一緒に、同様に             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron 相手は                                               「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（特徴を）していた                               「動詞」 

el rostro ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ n.m 顔                                               「目的語」 

ensangrentado. ｴﾝｻﾝｸﾞﾚﾝﾀﾄﾞ 過去分詞･受動(ensangrentar) 

adj. 血まみれの                                              「形容詞」 
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レーモンは僕のほうに振り返って言った：「あいつがひどい目に会うところを見せてやるよ」 

Raimundo se volvió hacia mí y dijo: "Vas a ver lo que va a cobrar."  

「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」：《「動詞句」「目的語」》 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

se volvió ｾ･ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volverse)v.pr 振り返った                       「動詞句」 

hacia mí ｱｼｱ･ﾐ adv. 僕のほうを                                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Vas a ver ﾊﾞｽ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ 2 単現･近接未来(ir a+不定詞)v.t 〜を見るだろう      「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

que ｹ pron（同格）〜という                                   「形容詞節」 

va a cobrar." ﾊﾞ･ｱ･ｺﾌﾞﾗｰﾙ 3 単現･近接未来(ir a+不定詞) 

v.i ひどい目に会う                                  「動詞句」 

 

僕は彼に向って叫んだ：「気をつけろ！ナイフを持っているぞ！」しかし、すでにレーモン

は切りつけられて、腕と口に傷を負っていた。 

Le grité: "¡Cuidado! ¡Tiene cuchillo!." Pero Raimundo tenía ya el brazo abierto y la boca 

cortada por un tajo.           「間接目的語」「動詞」：《「呼びかけ」「動詞」「目的語」》 

Pero「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

grité: ｸﾞﾘﾃ 1 単点(gritar)v.t 大声で言った、叫んだ                          「動詞」 

"¡Cuidado! ｸｲﾀﾞﾄﾞ int. 気をつけろ                                     「呼びかけ」 

¡Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

cuchillo!." ｸﾁｼﾞｮ n.m ナイフを                                          「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 持っていた                                     「動詞」 

ya ﾔｰ adv. すでに、もう                                                 「副詞」 

el brazo ｴﾙ･ﾌﾞﾗｿ n.m 腕を                                             「目的語」 

abierto ｱﾋﾞｴﾙﾄ adj.m 開いた、切り開かれた                      「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

la boca ﾗ･ﾎﾞｶ n.f 口                                                   「目的語」 

cortada ｺﾙﾀﾀﾞ adj.f(cortado) ひび割れた                         「形容詞」 

por un tajo. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾀﾎ adv.（原因）切り傷で                             「副詞句」 
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マソンは一歩前に踏み出した。しかし、もう一人のアラブ人はすでに立ち上がっていて、ナ

イフを持った男の背後に身を隠した。 

Masson dio un salto hacia adelante. Pero el otro árabe se había levantado y se había 

colocado detrás del que estaba armado.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Pero「主語」「動詞句」「副詞句」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

dio ﾃﾞｨｵ 3 単点(dar)v.t（動作を）した                                     「動詞」 

un salto ｳﾝ･ｻﾙﾄ n.m 跳躍                                              「目的語」 

hacia adelante. ｱｼｱ･ｱﾃﾞﾗﾝﾃ adv. 前のほうへ                              「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el otro árabe ｴﾙ･ｵﾄﾛ･ｱﾗﾍﾞ n.m もう一人のアラブ人は                       「主語」 

se había levantado ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾚﾊﾞﾝﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(levantarse) 

v.pr その時すでに立ち上がっていた                                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

se había colocado ｾ･ｱﾋﾞｱ･ｺﾛｶﾄﾞ 3 単線･完了形(colocarse)v.pr 身を置いた    「動詞句」 

detrás del ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞﾙ adv. 人の背後に                                    「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

estaba armado. ｴｽﾀﾊﾞ･ｱﾙﾏﾄﾞ 3 単線･受動(armar) 

v.t 武器を持った                                    「動詞句」 

 

僕たちは動くに動けなかった。彼らは、僕たちをずっと睨みつけ、ナイフで牽制しながら、

ゆっくりと後退した。 

No nos atrevimos a movernos. Retrocedieron lentamente sin dejar de mirarnos y de 

tenernos a raya con el cuchillo.                       「動詞句」┃「動詞」「副詞句」 

No nos atrevimos a movernos. ﾉ･ﾉｽ･ｱﾄﾚﾋﾞﾓｽ･ｱ･ﾓﾍﾞﾙﾉｽ 1 複点･敢えて･否定 

   (atreverse a+不定詞 moverse)v.pr 動くに動けなかった                  「動詞句」 

Retrocedieron ﾚﾄﾛｾﾃﾞｨｴﾛﾝ 3 複点(retroceder)v.i 後退した                    「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

sin dejar ｼﾝ･ﾃﾞﾊｰﾙ adv.(sin+不定詞)（相手の様態）〜するのをやめずに     「副詞句」 

de mirarnos ﾃﾞ･ﾐﾗｰﾙ･ﾉｽ 不定詞 v.t 僕たちを見る                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

de tenernos ﾃﾞ･ﾃﾈｰﾙ･ﾉｽ 不定詞 v.t 僕たちに〜を配置する           「動詞句」 

a raya ｱ･ﾗﾔ n.f 境界線、規制線                                  「目的語」 

   tener a raya (+a+人)  「（人を）支配する、抑えつける」 

con el cuchillo. ｺﾝ･ｴﾙ･ｸﾁｼﾞｮ adv. ナイフで                        「副詞句」 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  561 / 650 

彼らは距離が十分だと判断して、一目散に逃げて行った。一方、僕たちは太陽の下に取り残

されてしまった。そしてレーモンは血がしたたる腕を押さえていた。 

Cuando vieron que tenían bastante campo huyeron rápidamente mientras nosotros 

quedamos clavados bajo el sol y Raimundo se apretaba el brazo, que goteaba sangre. 

「副詞節」,「動詞」「副詞」mientras「主語」「動詞」「補語」y「主語」「動詞句」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると、〜したとき、（理由）〜なので             「副詞節」 

vieron ﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点(ver)v.t 見た、思った                            「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

tenían ﾃﾆｱﾝ 3 複線･時制の一致(tener)v.t 〜がある            「動詞」 

bastante campo ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ｶﾝﾎﾟ n.m 十分な距離              「目的語」 

huyeron ｳｲｴﾛﾝ 3 複点(huir)v.i 逃げた、逃走した                            「動詞」 

rápidamente ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 大急ぎで                                      「副詞」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 一方〜する 

nosotros ﾉｿﾄﾛｽ pron 僕たちは                                            「主語」 

quedamos ｹﾀﾞﾓｽ 1 複点(quedar)v.i 〜の状態になった                       「動詞」 

clavados ｸﾗﾊﾞﾄﾞｽ adj.m.pl 釘付けの                                       「補語」 

bajo el sol ﾊﾞﾎ･ｴﾙ･ｿﾙ adv. 太陽の下に                              「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

se apretaba ｾ･ｱﾌﾟﾚﾀﾊﾞ 3 単線(apretarse)v.pr（自分の体を）締め付けていた  「動詞句」 

el brazo, ｴﾙ･ﾌﾞﾗｿ n.m 腕を                                             「目的語」 

que ｹ pron（同格）〜する                                     「形容詞節」 

goteaba ｺﾞﾃｱﾊﾞ 3 単線(gotear)v.i 滴っている                「動詞」 

sangre. ｻﾝｸﾞﾚ n.f 血が                                    「主語」 

  「太陽の下に釘付けになった」→ 「緊張感が切れて太陽の下にへたり込んでしまった」

という解釈は考えすぎなので、「相手が逃走して、自分たちは取り残された」とした。 

 

マソンはすぐに、高台の別荘で日曜日を過ごしている医者がいる、と言った。 

Masson dijo inmediatamente que había un médico que pasaba los domingos en la meseta.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

inmediatamente ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに、即座に                          「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

había ﾊﾋﾞｱ 3 単線･存在･時制の一致(haber)v.t 〜がいる               「動詞」 

un médico ｳﾝ･ﾒﾃﾞｨｺ n.m 医者が                                  「目的語」 
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que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

pasaba ﾊﾟｻﾊﾞ 3 単線･時制の一致(pasar) 

v.t（時を）過ごしている                        「動詞」 

los domingos ﾛｽ･ﾄﾞﾐﾝｺﾞｽ adv. 日曜日に           「副詞句」 

en la meseta. ｴﾝ･ﾗ･ﾒｾﾀ adv. 高台（の別荘）で     「副詞句」 

 

レーモンはすぐに行きたがった。しかし話すたびに、傷の出血が泡になって口から溢れ出た。 

Raimundo quiso ir enseguida. Pero cada vez que hablaba, la sangre de la herida le 

formaba burbujas en la boca.  

「主語」「動詞句」「副詞」 

Pero「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

quiso ir ｷｿ･ｲｰﾙ 3 単点･願望(querer+不定詞)v.i 行きたがった               「動詞句」 

enseguida. ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

cada vez ｶﾀﾞ･ﾍﾞｽ adv.(cada vez que+直説法) その度に                     「副詞句」 

que hablaba, ｹ･ｱﾌﾞﾗﾊﾞ adj. 彼が話す                          「形容詞節」 

la sangre ﾗ･ｻﾝｸﾞﾚ n.f 血が                                                「主語」 

de la herida ﾃﾞ･ﾗ･ｴﾘﾀﾞ adj. 傷口からの                           「形容詞句」 

le ﾚ pron 彼の                                                     「間接目的語」 

formaba ﾌｫﾙﾏﾊﾞ 3 単線(formar)v.t 形作った                                「動詞」 

burbujas ﾌﾞﾙﾌﾞﾊｽ pl.n.f 泡を                                        「直接目的語」 

en la boca. ｴﾝ･ﾗ･ﾎﾞｶ adv. 口の中に                                      「副詞句」 

  口の中で血が泡になるだけでは、他人には良く分からない。口から溢れたら分かる。 

 

僕たちは彼を支えて、大急ぎで別荘に戻った。 

Le sostuvimos y regresamos a la cabañuela lo más pronto posible.  

「目的語」「動詞」y「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Le ﾚ pron 彼を                                                        「目的語」 

sostuvimos ｿｽﾄｩﾋﾞﾓｽ 1 複点(sostener)v.t 支えた                            「動詞」 

y ｲ conj. そして 

regresamos ﾚｸﾞﾚｻﾓｽ 1 複点(regresar)v.i 戻った                             「動詞」 

a la cabañuela ｱ･ﾗ･ｶﾊﾞﾆｭｴﾗ adv. 別荘に                             「間接目的語」 

lo más pronto posible. ﾛ･ﾏｽ･ﾌﾟﾛﾝﾄ･ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adv.( lo más 形容詞・副詞 posible) 

   adv. できるだけ早く、大至急                                         「副詞句」 
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そこでレーモンは、傷はかすり傷だから、医者へは自分で行ける、と言った。 

Allí Raimundo dijo que las heridas eran superficiales y que podía ir hasta la casa del 

médico.                               「副詞」「主語」「動詞」「目的語」y「目的語」 

Allí ｱｼﾞ adv. そこで                                                     「副詞」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

las heridas ﾗｽ･ｴﾘﾀﾞｽ pl.n.f 傷は                                   「主語」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線･時制の一致(ser)v.i 〜である                        「動詞」 

superficiales ｽﾍﾟﾙﾌｨｼｱﾚｽ adj.m.pl 表面的な                         「補語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

podía ir ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｲｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞)v.i 〜に行ける       「動詞句」 

hasta la casa del médico. ｱｽﾀ･ﾗ･ｶｻ･ﾃﾞﾙ･ﾒﾃﾞｨｺ adv. 医者の所へ  「間接目的語」 

 

レーモンはマソンと一緒に出て行った。僕は残って、何が起こったのかを女たちに説明した。 

Se marchó con Masson y me quedé para explicar a las mujeres lo que había ocurrido.  

「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「副詞句」 

Se marchó ｾ･ﾏﾙﾁｮ 3 単点(marcharse)v.pr 出て行った                      「動詞句」 

con Masson ｺﾝ･ﾏｿﾝ adv. マソンと一緒に                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

me quedé ﾒ･ｹﾃﾞ 1 単点(quedarse)v.pr 残った                             「動詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（結果）そして〜する                              「副詞句」 

explicar ｴｸｽﾌﾟﾘｶｰﾙ 不定詞 v.t 説明する                             「動詞」 

a las mujeres ｱ･ﾗｽ･ﾑﾍﾚｽ adv. 女たちに                       「間接目的語」 

lo ﾛ pron それを                                           「直接目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                         「形容詞節」 

había ocurrido. ｱﾋﾞｱ･ｵｸﾘﾄﾞ 3 単線･完了形(ocurrir) 

v.i 起こった                            「動詞句」 

 

マソンの奥さんは泣き、マリーは真っ青になっていた。彼らにあれこれ説明するのにうんざ

りしてきた。 

La señora de Masson lloraba y María estaba muy pálida. A mí me molestaba darles 

explicaciones.    「主語」「動詞」y「主語」「動詞」「補語」┃「目的語」「動詞」「主語」 

La señora de Masson ﾗ･ｾﾆｮｰﾗ･ﾃﾞ･ﾏｿﾝ n.f マソンの奥さんは                  「主語」 

lloraba ｼﾞｮﾗﾊﾞ 3 単線(llorar)v.i 泣いていた                                 「動詞」 
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y ｲ conj. そして 

María ﾏﾘｱ n.f マリーは                                                  「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

muy pálida. ﾑｲ･ﾊﾟﾘﾀﾞ adj.f(pálido) 真っ青な                               「補語」 

A mí me ｱ･ﾐ･ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

molestaba ﾓﾚｽﾀﾊﾞ 3 単線(molestar)v.t 不快にした                          「動詞」 

darles ﾀﾞｰﾙ･ﾚｽ 不定詞 n. 彼らに与えることは                              「主語」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f あれこれと説明を                 「目的語」 

 

僕はついに黙り込み、海を見ながら煙草を吸った。1 時半頃に、レーモンがマソンと一緒に

戻ってきた。 

Acabé por callarme y fumé mirando el mar. Hacia la una y media Raimundo regresó con 

Masson.         「動詞句」y「動詞」「副詞句」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 

Acabé por callarme ｱｶﾍﾞ･ﾎﾟﾙ･ｶｼﾞｬﾙﾒ 1 単点･結局(acabar por+不定詞 callarse) 

   v.pr しまいに黙り込んだ                                             「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

fumé ﾌﾒ 1 単点(fumar)v.i タバコを吸った                                  「動詞」 

mirando ﾐﾗﾝﾄﾞ 現在分詞･同時(mirar)adv. 見ながら                       「副詞句」 

el mar. ｴﾙ･ﾏｰﾙ n.m 海を                                        「目的語」 

Hacia ｱｼｱ prep（時点）〜の頃に                                        「副詞句」 

la una y media ﾗ･ｳﾅ･ｲ･ﾒﾃﾞｨｱ n.f 1 時半                           「目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

regresó ﾚｸﾞﾚｿ 3 単点(regresar)v.i 戻ってきた                               「動詞」 

con Masson. ｺﾝ･ﾏｿﾝ adv. マソンと一緒に                                 「副詞句」 

 

腕に包帯を巻かれ、口の端には絆創膏が貼られていた。 

Tenía el brazo vendado y un esparadrapo en el rincón de la boca.  

「動詞」「目的語」y「目的語」「副詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 3 単線･肉体的特徴(tener)v.t あった                              「動詞」 

el brazo ｴﾙ･ﾌﾞﾗｿ n.m 腕                                               「目的語」 

vendado ﾍﾞﾝﾀﾞﾄﾞ 過去分詞･受動(vendar)adj. 包帯を巻かれた       「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

un esparadrapo ｳﾝ･ｴｽﾊﾟﾗﾄﾞﾗﾎﾟ n.m 絆創膏が                            「目的語」 

en el rincón ｴﾝ･ﾈﾙ･ﾘﾝｺﾝ adv. 端っこに                                  「副詞句」 

de la boca. ﾃﾞ･ﾗ･ﾎﾞｶ adj. 口の                                 「形容詞句」 
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医者は、大したことは無いと言ったそうだが、レーモンは見るからに暗い表情をしていた。 

El médico le había dicho que no era nada, pero Raimundo tenía aspecto muy sombrío.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」,pero「主語」「動詞」「目的語」 

El médico ｴﾙ･ﾒﾃﾞｨｺ n.m 医者は                                           「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

había dicho ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾁｮ 3 単線･完了形(decir)v.t 言った                    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

no era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定･時制の一致(ser)v.i 〜でない            「動詞」 

nada, ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                   「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線･特徴(tener)v.t 〜をしていた                               「動詞」 

aspecto ｱｽﾍﾟｸﾄ n.m 様子を                                             「目的語」 

muy sombrío. ﾑｲ･ｿﾝﾌﾞﾘｵ adj. ひどく暗い                       「形容詞句」 

 

マソンは彼を笑わそうとした。しかし彼はもう口を開かなかった。彼が浜に降りると言うの

で、僕はどこへ行くのか、と尋ねた。 

Masson trató de hacerle reír. Pero no hablaba más. Cuando dijo que bajaba a la playa le 

pregunté a dónde iba.  

「主語」「動詞句」┃Pero「動詞句」「副詞」┃「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「副詞節」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

trató de hacerle reír. ﾄﾗﾄ･ﾃﾞ･ｱｾｰﾙ･ﾚ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･試行(tratar) 

v.i(+de+不定詞･使役 hacerle reír) 彼を笑わせようとした                「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no hablaba ﾉ･ｱﾌﾞﾗﾊﾞ 3 単線･否定(hablar)v.i 話さなかった                 「動詞句」 

más. ﾏｽ adv.（否定文で）もう〜ない                                      「副詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

bajaba ﾊﾞﾊﾊﾞ 3 単線･時制の一致(bajar)v.i 降りる              「動詞」 

a la playa ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜に                           「副詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

pregunté ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.i 尋ねた                              「動詞」 

a dónde iba. ｱ･ﾄﾞﾝﾃﾞ･ｲﾊﾞ adv. どこへ行くのかと                          「副詞節」 
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彼は、新鮮な空気が吸いたい、と答えた。マソンと僕は、彼について行こう、と話合った。 

Me respondió que quería tomar aire. Masson y yo dijimos que íbamos a acompañarle.  

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

quería tomar ｹﾘｱ･ﾄﾏｰﾙ 3 単過未･願望(querer+不定詞) 

v.t（新鮮な空気を）吸いたいのだが                        「動詞句」 

aire. ｱｲﾚ n.m 空気を                                        「目的語」 

Masson y yo ﾏｿﾝ･ｲ･ｼﾞｮ pl.n.m マソンと僕は                               「主語」 

dijimos ﾃﾞｨﾋﾓｽ 1 複点(decir)v.t 言った                                     「動詞」 

que ｹ  conj. 〜ということを                                            「目的語」 

íbamos a acompañarle. ｲﾊﾞﾓｽ･ｱ･ｱｺﾝﾊﾟﾆｬﾙ･ﾚ 1 複点･勧誘(ir a+不定詞) 

   v.i 彼と一緒に行こう                                         「動詞句」 

 

すると、彼は怒りだして、僕たちに罵詈雑言を浴びせた。マソンは逆らわないほうがいいと

言った。しかしそれでも、僕は彼の後について行った。 

Entonces montó en cólera y nos insultó. Masson declaró que no había que contrariarle. 

Pero, de todos modos, le seguí. 

「副詞」「動詞」「補語」y「目的語」「動詞」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Pero「副詞句」「目的語」「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると、その時                                    「副詞」 

montó ﾓﾝﾄ 3 単点(montar)v.i（en 乗り物に）乗った                        「動詞」 

en cólera ｴﾝ･ｺﾚﾗ adv. 激怒した状態に                                     「補語」 

   cólera ｺﾚﾗ n.f 激怒、かんしゃく montar en cólera 「かっとなる」 

y ｲ conj. そして 

nos ﾉｽ pron.pl 僕たちを                                                「目的語」 

insultó. ｲﾝｽﾙﾄ 3 単点(insultar)v.t ののしった、侮辱した                     「動詞」 

Masson ﾏｿﾝ n.m マソンは                                                「主語」 

declaró ﾃﾞｸﾗﾛ 3 単点(declarar)v.t はっきりと言った                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no había que +不定詞 ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ｹ 3 単線･必要･否定･一般(haber que+不定詞) 

   v. 〜してはならない、〜しないほうが良い                      「動詞句」 

contrariarle. ｺﾝﾄﾗﾘｱｰﾙ･ﾚ 不定詞(contrariar+le)v.t 彼に逆らう       「動詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

de todos modos, ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾓﾄﾞｽ adv.（譲歩）それでも、とにかく            「副詞句」 
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le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

seguí. ｾｷﾞ 1 単点(seguir)v.t ついて行った                                  「動詞」 

 

僕たちはしばらくの間浜辺を歩いた。太陽は、今や、焼けるように熱くなっていた。太陽の

熱が砂の上や海の上に降り注ぎ、小さなかけらに砕けて飛び散っていた。 

Caminamos mucho tiempo por la playa. El sol estaba ahora abrasador. Se rompía en 

pedazos sobre la arena y sobre el mar.  

「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

Caminamos ｶﾐﾅﾓｽ 1 複点(caminar)v.i 歩いた                               「動詞」 

mucho tiempo ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. しばらくの間                             「副詞句」 

por la playa. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv 浜辺を                                   「副詞句」 

El sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽は                                                  「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今では                                                   「副詞」 

abrasador. ｱﾌﾞﾗｻﾄﾞｰﾙ adj. 燃えるような、焼けるように熱い                 「補語」 

Se rompía ｾ･ﾛﾝﾋﾟｱ 3 単線(romperse)v.pr 砕けていた                      「動詞句」 

en pedazos ｴﾝ･ﾍﾟﾀﾞｿｽ adv.（結果）小さなかけらに                        「副詞句」 

sobre la arena ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の上で                                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sobre el mar. ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海の上で                                 「副詞句」 

 

レーモンは行く当てがあって歩いている、と僕は印象を受けたのだが、どうやらそれは間違

いのようだった。 

Tuve la impresión de que Raimundo sabía a dónde iba, pero sin duda era una falsa 

impresión.                         「動詞」「目的語」,pero「副詞句」「動詞」「補語」 

Tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t 〜を持った                                     「動詞」 

la impresión ﾗ･ｲﾝﾌﾟﾚｼｵﾝ n.f 感じを、印象を                              「目的語」 

   tener la impresión de que+直説法 「〜という印象を持つ」 

de que ﾃﾞ･ｹ adj.（同格）〜するという                          「形容詞節」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                        「主語」 

sabía ｻﾋﾞｱ 3 単線･時制の一致(saber) 

v.i(de について) 分かっている                         「動詞」 

a dónde iba, ｱ･ﾄﾞﾝﾃﾞ･ｲﾊﾞ adv. どこへ行くかについて 「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

sin duda ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. たぶん、間違いなく                              「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 
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una falsa impresión. ｳﾅ･ﾌｧﾙｻ･ｲﾝﾌﾟﾚｼｵﾝ n.f 間違った印象                    「補語」 

 

浜の外れで、僕たちは結局、大きな岩の後ろの砂地から湧き出して海のほうへ流れている小

さな泉に到着した。 

En el extremo de la playa llegamos al fin a un pequeño manantial que corría por la arena 

hacia el mar detrás de una gran roca.     「副詞句」,「動詞」「副詞句」「間接目的語」 

En el extremo ｴ･ﾈﾙ･ｴｸｽﾄﾚﾓ adv. 〜の端で                                「副詞句」 

de la playa ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adj. 浜の                              「形容詞句」 

llegamos ｼﾞｪｶﾞﾓｽ 1 複点(llegar)v.i 到着した                                「動詞」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに、最後には、結局                               「副詞句」 

a un pequeño manantial ｱ･ｳﾝ･ﾍﾟｹﾆｮ･ﾏﾅﾝｼｱﾙ adv. 小さな泉に          「間接目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

corría ｺﾘｱ 3 単線(correr)v.i（水が）流れる            「動詞」 

por la arena ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂地を通して          「副詞句」 

hacia el mar ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海のほうへ   「副詞句」 

detrás de una gran roca. ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞ･ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾛｶ 

 adv. 大きな岩の後ろに                         「副詞句」 

 

そこにあの 2 人のアラブ人がいた。彼らは油で汚れた菜っ葉服を着て、横になっていた。 

Allí encontramos a los dos árabes. Estaban acostados con los grasientos albornoces.  

「副詞」「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」 

Allí ｱｼﾞ adv. そこで                                                     「副詞」 

encontramos ｴﾝｺﾝﾄﾗﾓｽ 1 複点(encontrar)v.t 見つけた                       「動詞」 

a los dos árabes. ｱ･ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m あの 2 人のアラブ人を            「目的語」 

Estaban ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線(estar)v.i 〜だった                                  「動詞」 

acostados ｱｺｽﾀﾄﾞｽ 過去分詞.pl(acostar)adj.pl 横になった                    「補語」 

con los grasientos albornoces. ｺﾝ･ﾛｽ･ｸﾞﾗｼｴﾝﾄｽ･ｱﾙﾎﾞﾙﾉｾｽ 

 adv.（様態）油で汚れた菜っ葉服を着て                          「副詞句」 

   grasiento ｸﾞﾗｼｴﾝﾄ adj. 油で汚れた 

 albornoz ｱﾙﾎﾞﾙﾉｽ n.m（[複] albornoces）フード付き外套、菜っ葉服 

 

彼らは全く落ち着いた様子で、むしろ満足気に見えた。僕たちがやって来ても、まったく変

化はなかった。 

Parecían enteramente tranquilos y casi apaciguados. Nuestra llegada no cambió nada.  

「動詞」「補語」y「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Parecían ﾊﾟﾚｼｱﾝ 3 複線(parecer)v.i 〜のように見えた                       「動詞」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  569 / 650 

enteramente tranquilos ｴﾝﾃﾗﾒﾝﾃ･ﾄﾗﾝｷﾛｽ adj.pl まったく落ち着いた          「補語」 

y ｲ conj. そして 

casi apaciguados. ｶｼ･ｱﾊﾟｼｸﾞｱﾄﾞｽ 過去分詞.pl(apaciguar) 

adj.pl どちらかというと満足した                                       「補語」 

   casi ｶｼ adv. どちらかというと apaciguado 過去分詞 adj. なだめられた、満足した 

Nuestra llegada ﾇｴｽﾄﾗ･ｼﾞｪｶﾞﾀﾞ n.f 僕たちの到着は                         「主語」 

no cambió ﾉ･ｶﾝﾋﾞｵ 3 単点･否定(cambiar)v.t 変えなかった                  「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

レーモンに傷を負わせた男は、無言で彼を見つめていた。 

El que había herido a Raimundo le miraba sin decir nada.  

「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

El ｴﾙ pron 男は                                                         「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

había herido ｱﾋﾞｱ･ｴﾘﾄﾞ 3 単線･完了形(herir)v.t 負傷させた  「動詞句」 

a Raimundo ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンを                     「目的語」 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

miraba ﾐﾗﾊﾞ 3 単線(mirar)v.t 見つめていた                                  「動詞」 

sin decir nada. ｼﾝ･ﾃﾞｼｰﾙ･ﾅﾀﾞ adv. 無言で                                「副詞句」 

 

もう一人の男は葦笛を吹いていた。そして敵意に満ちた目で僕たちを見つめながら、その楽

器が作り出す 3 種類の音を休みなく繰り返し鳴らしていた。 

El otro soplaba una cañita y, mirándonos de reojo, repetía sin cesar las tres notas que 

sacaba del instrumento. 

「主語」「動詞」「目的語」y,「副詞句」,「動詞」「副詞句」「目的語」 

El otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron もう一人の男は                                       「主語」 

soplaba ｿﾌﾟﾗﾊﾞ 3 単線(soplar)v.t 〜に吹きかけていた、吹いていた            「動詞」 

una cañita ｳﾅ･ｶﾆｰﾀ n.f 小さな葦笛を                                    「目的語」 

   caña ｶﾆｬ n.f アシ → + -ita 小さいアシ → 葦笛 

y, ｲ conj. そして 

mirándonos ﾐﾗﾝﾄﾞ･ﾉｽ 現在分詞･同時(mirar+nos)adv. 僕たちを見ながら     「副詞句」 

de reojo, ﾃﾞ･ﾚｵﾎ adv. 横から、横目で、敵意に満ちて               「副詞句」 

repetía ﾚﾍﾟﾁｱ 3 単線(repetir)v.t 繰り返していた                            「動詞」 

sin cesar ｼﾝ･ｾｻｰﾙ adv. 休みなく                                        「副詞句」 

las tres notas ﾗｽ･ﾄﾚｽ･ﾉﾀｽ pl.n.f 3 種類の音を                             「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 
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sacaba ｻｶﾊﾞ 3 単線･時制の一致(sacar)v.t 作り出す         「動詞」 

del instrumento. ﾃﾞﾙ･ｲﾝｽﾄﾙﾒﾝﾄ adv. その楽器から       「副詞句」 

 

この間中ずっと、太陽と泉のかすかな水音を含んだ静寂とあの 3 種類の音だけだった。 

Durante todo este tiempo no hubo otra cosa más que el sol y el silencio con el leve ruido 

del manantial y las tres notas.                        「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Durante todo este tiempo ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾄﾞ･ｴｽﾃ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. この間中ずっと     「副詞句」 

no hubo ﾉ･ｳﾎﾞ 3 単点･否定(haber)v.t 〜がなかった                        「動詞句」 

otra cosa ｵﾄﾗ･ｺｰｻ n.f 他の事は                                          「目的語」 

más que ﾏｽ･ｹ prep 〜の他は                                     「副詞句」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽                                    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el silencio ｴﾙ･ｼﾚﾝｼｵ n.m 静寂                             「目的語」 

con el leve ruido ｺﾝ･ｴﾙ･ﾚﾍﾞ･ﾙｲﾄﾞ 

 adv. かすかな雑音を含んだ                      「副詞句」 

del manantial ﾃﾞﾙ･ﾏﾅﾝﾃｨｱﾙ adv. 泉からの    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

las tres notas. ﾗｽ･ﾄﾚｽ･ﾉﾀｽ pl.n.f あの 3 種類の音           「目的語」 

 

その時、レーモンがポケットの拳銃に手を伸ばしたが、もう一人の男は動かず、二人は互い

に睨み合い続けていた。 

Luego Raimundo echó mano al revólver de bolsillo, pero el otro no se movió y continuaron 

mirándose.  

「副詞」「主語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」,pero「主語」「動詞句」y「動詞句」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから、その時                                        「副詞」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                        「主語」 

echó ｴﾁｮ 3 単点(echar)v.t 差し出した、投げた                              「動詞」 

mano ﾏﾉ n.f 手を                                                  「直接目的語」 

al revólver de bolsillo, ｱﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットの拳銃に  「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron もう一人の男は                                       「主語」 

no se movió ﾉ･ｾ･ﾓﾋﾞｵ 3 単点･否定(moverse)v.pr 動かなかった              「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

continuaron mirándose. ｺﾝﾁﾇｱﾛﾝ･ﾐﾗﾝﾄﾞｾ 3 複点･継続(continuar+現在分詞 mirarse 相互) 

   v.pr 互いに睨みあったままでいた                                     「動詞句」 
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僕は、葦笛を吹いている男の足の指の間隔がやけに広がっていることに気づいた。 

Noté que el que tocaba la flauta tenía los dedos de los pies muy separados.   

「動詞」「目的語」 

Noté ﾉﾃ 1 単点(notar)v.t 気づいた                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

el ｴﾙ pron 男は                                                   「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

tocaba ﾄｶﾊﾞ 3 単線･時制の一致(tocar) 

v.t（笛を）吹いている                            「動詞」 

la flauta ﾗ･ﾌﾗｳﾀ n.f 葦笛を、横笛を                「目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線･時制の一致(tener)v.t（特徴が）ある                  「動詞」 

los dedos ﾛｽ･ﾃﾞﾄﾞｽ pl.n.m 指                                      「目的語」 

de los pies ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾋﾟｴｽ adj. 足の                          「形容詞句」 

muy separados. ﾑｲ･ｾﾊﾟﾗﾄﾞｽ adj.m.pl 非常に離れた         「形容詞句」 

 

相手を見据えたままで、レーモンは僕に尋ねた：「やってしまおうか？」 

Sin quitar los ojos de su adversario, Raimundo me preguntó: "¿Lo tumbo?"  

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞」：《「目的語」「動詞」》 

Sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜せずに                                           「副詞句」 

   sin que+接続法 「〜せずに」 

quitar ｷﾀｰﾙ 不定詞 v.t 取り除く                                    「動詞」 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目を                                      「目的語」 

de su adversario, ﾃﾞ･ｽ･ｱﾄﾞﾍﾞﾙｻﾘｵ 

 adv.（起点）敵対者から、相手から                             「副詞句」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó: ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.i 尋ねた                             「動詞」 

"¿Lo ﾛ pron 彼を                                                      「目的語」 

tumbo?" ﾄｩﾝﾎﾞ 1 単現･疑問文(tumbar)v.t 倒すか？                          「動詞」 

 

もし彼に、やめろと言えば、彼は興奮して、間違いなく発砲するだろうと僕は思った。 

Pensé que si le decía que no, se excitaría y seguramente tiraría.     「動詞」「目的語」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.t 思った、考えた                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                          「副詞節」 

le ﾚ pron 彼に                                       「間接目的語」 
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decía ﾃﾞｼｱ 1 単線･仮定(decir)v.t 言った                       「動詞」 

que no, ｹ･ﾉ conj. だめだと                                 「目的語」 

se excitaría ｾ･ｴｷｼﾀﾘｱ 3 単過未･過去における未来の推量(excitarse) 

   v.pr 興奮するだろう                                          「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

seguramente ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. おそらく、確実に                        「副詞」 

tiraría. ﾁﾗﾘｱ 3 単過未･過去における未来の推量(tirar)v.t 撃つだろう    「動詞」 

 

僕は、次のように言うだけにとどめた：「相手はまだ君に何も言っていない。ここで発砲し

たら、卑怯者になってしまうぞ」 

Me limité a decirle: "Todavía no te ha hablado. Sería feo tirar así."  

「動詞句」：《「副詞」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」┃「動詞」「補語」「主語」》 

Me limité a decirle: ﾒ･ﾘﾐﾃ･ｱ･ﾃﾞｼｰﾙ･ﾚ 1 単点･制限(limitarse a+不定詞 decirle) 

   v.pr 彼に〜というだけにとどめた                                      「動詞句」 

"Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ〜ない                                           「副詞」 

no ...ha hablado. ﾉ...ｱ･ｱﾌﾞﾗﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(hablar)v.i 何も言っていない「動詞句」 

te ﾃ pron 君に                                                     「間接目的語」 

Sería ｾﾘｱ 3 単過未･過去における未来の推量(ser)v.i 〜になってしまうだろう    「動詞」 

feo ﾌｪｵ adj. 卑怯な                                                       「補語」 

tirar así." ﾁﾗｰﾙ･ｱｼ 不定詞 n. そんな風に発砲することは                      「主語」 

 

静けさと灼熱の中央にいて、水と葦笛のかすかな音がまだ聞こえていた。 

En medio del silencio y del calor se oyó aún el leve ruido del agua y de la flauta.  

「副詞句」,「動詞句」「副詞」「目的語」 

En medio ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ adv.(de の) 中央に                                   「副詞句」 

del silencio ﾃﾞﾙ･ｼﾚﾝｼｵ adj. 静けさの                            「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

del calor ﾃﾞﾙ･ｶﾛｰﾙ adj. 熱の                                    「形容詞句」 

se oyó ｾ･ｵﾖ 3 単点(oirse)v.pr 聞こえた                                   「動詞句」 

aún ｱｳﾝ adv. まだ                                                       「副詞」 

el leve ruido ｴﾙ･ﾚﾍﾞ･ﾙｲﾄﾞ n.m かすかな音が                              「目的語」 

del agua ﾃﾞﾙ･ｱｸﾞゎ adj. 水の                                  「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

de la flauta. ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾗｳﾀ adj. 葦笛の                             「形容詞句」 
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するとレーモンが言った：「じゃあ、奴を侮辱してやろう。なにか言い返して来たら、やっ

つけることにしよう」 

Luego Raimundo dijo: "Entonces voy a insultarlo, y cuando conteste, lo tumbaré."  

「副詞」「主語」「動詞」：《「副詞」「動詞句」y「副詞節」「目的語」「動詞」》 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. その後、すると                                          「副詞」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

"Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv.（接続詞的）それじゃあ                              「副詞」 

voy a insultarlo, ﾎﾞｲ･ｱ･ｲﾝｽﾙﾀﾙ･ﾛ 1 単現･近接未来(ir a+不定詞 insultar+lo) 

   v.t 奴を侮辱してやる                                                「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj.（仮定）〜するときに                                「副詞節」 

conteste, ｺﾝﾃｽﾃ 接・3 単現(contestar)v.i 口答えする                  「動詞」 

lo ﾛ pron 奴を                                                         「目的語」 

tumbaré." ﾄｩﾝﾊﾞﾚ 1 単未･意思(tumbar)v.t 倒してやる                       「動詞」 

 

僕は彼に答えた：「それがいい。だが、相手がナイフを取り出すまでは、撃つな」 

Le respondí: "Así es. Pero si no saca el cuchillo no puedes tirar."  

「間接目的語」「動詞」：《「応答」┃Pero「副詞節」,「動詞句」》 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

respondí: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                             「動詞」 

"Así es. ｱｼ･ｴｽ adv.（肯定の返事）その通り、それがいい                     「応答」 

   Así ｱｼ adv. そのような es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

si ｼ conj.（条件）もし〜ならば                                          「副詞節」 

no saca ﾉ･ｻｶ 3 単現･否定(sacar)v.t 取り出さない                   「動詞句」 

el cuchillo ｴﾙ･ｸﾁｼﾞｮ n.m ナイフを                                「目的語」 

no puedes tirar." ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞｽ･ﾁﾗｰﾙ 2 単現･否定･命令(poder+不定詞 tirar) 

   v.t 撃つな                                                          「動詞句」 

 

レーモンは少し興奮してきた。もう一人は相変わらず葦笛を吹いていた。そして二人ともレ

ーモンの動きを注意深く見つめていた。 

Raimundo comenzó a excitarse un poco. El otro tocaba siempre y los dos observaban cada 

movimiento de Raimundo.  

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞」「目的語」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンは                                        「主語」 
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comenzó a excitarse ｺﾒﾝｿ･ｱ･ｴｷｼﾀﾙｾ 3 単点･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.pr 興奮し始めた                                                   「動詞句」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

El otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron もう一人は                                           「主語」 

tocaba ﾄｶﾊﾞ 3 単線(tocar)v.t 演奏していた、葦笛を吹いていた                「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. 相変わらず                                        「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

los dos ﾛｽ･ﾄﾞｽ pron.pl 二人は                                             「主語」 

observaban ｵﾌﾟｾﾙﾊﾞﾊﾞﾝ 3 複線(observar)v.t 観察していた                    「動詞」 

cada movimiento ｶﾀﾞ･ﾓﾋﾞﾐｪﾝﾄ n.m 動きをすべて                         「目的語」 

de Raimundo. ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                       「形容詞句」 

 

「だめだ！」と、僕はレーモンに声をかけた。「素手でやれ。拳銃は僕によこせ。もう一人

が加勢したり、そいつがナイフを取り出したら、僕が倒してやる」 

"No", dije a Raimundo. "Tómalo de hombre a hombre y dame el revólver. Si el otro 

interviene, o saca el cuchillo, yo lo tumbaré." 

《「呼びかけ」》,「動詞」「間接目的語」 

《「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「目的語」┃「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」》 

"No", ﾉ adv.（否定）だめだ！                                         「呼びかけ」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

a Raimundo. ｱ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adv. レーモンに                              「間接目的語」 

"Tómalo ﾄﾏ･ﾛ 命・2 単現(tomar+lo)v.t（行動を）相手とやれ               「動詞句」 

de hombre a hombre ﾃﾞ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ｱ･ｵﾝﾌﾞﾚ adv. 率直に、素手で、一対一で     「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

dame ﾀﾞ･ﾒ 命・2 複現(dar+me)v.t 俺によこせ                            「動詞句」 

el revólver. ｴﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ n.m 拳銃を                                     「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

el otro ｴﾙ･ｵﾄﾛ pron もう一人が                                    「主語」 

interviene, ｲﾝﾃﾙﾋﾞｴﾈ 3 単現(intervenir)v.i 参加する                  「動詞」 

o ｵ conj. それとも 

saca ｻｶ 3 単現(sacar)v.t 取り出す                                  「動詞」 

el cuchillo, ｴﾙ･ｸﾁｼﾞｮ n.m ナイフを                               「目的語」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                        「主語」 

lo ﾛ pron そいつを                                                     「目的語」 

tumbaré." ﾄｩﾝﾊﾞﾚ 1 単未･意思(tumbar)v.t 倒してやる                       「動詞」 
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レーモンが僕に拳銃を渡した時、その上を太陽の光がさっとかすめた。 

Cuando Raimundo me dio el revólver el sol resbaló encima.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

Raimundo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ n.m レーモンが                                 「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                            「間接目的語」 

dio ﾃﾞｨｵ 3 単点(dar)v.t 渡した                                     「動詞」 

el revólver ｴﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ n.m 拳銃を                          「直接目的語」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                  「主語」 

resbaló ﾚｽﾊﾞﾛ 3 単点(resbalar)v.i 滑った                                   「動詞」 

encima. ｴﾝｼﾏ adv.（拳銃の）上に                                          「副詞」 

 

それでも僕たちは、周囲をまた塞がれてしまったかのように、まだ動かずにいた。 

Sin embargo, quedamos aún inmóviles como si todo se hubiera vuelto a cerrar en torno 

de nosotros.                                   「副詞句」,「動詞」「補語」「副詞節」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                        「副詞句」 

quedamos ｹﾀﾞﾓｽ 1 複点(quedar)v.i 〜のままでいた                          「動詞」 

aún inmóviles ｱｳﾝ･ｲﾝﾓﾋﾞﾚｽ adj.pl まだ動かない                            「補語」 

como si+接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜のように                             「副詞節」 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                           「主語」 

se hubiera vuelto a cerrar ｾ･ｳﾋﾞｴﾗ･ﾌﾞｴﾙﾄ･ｱ･ｾﾗｰﾙ 接・3 単過･完了形 

(volver a+不定詞 cerrarse)v.pr また塞がれた                    「動詞句」 

en torno de nosotros. ｴﾝ･ﾄﾙﾉ･ﾃﾞ･ﾉｿﾄﾛｽ adv. 自分たちの周囲を       「副詞句」 

 

僕たちは、お互いに目を伏せることなく睨みあった。ここではすべてが、海と砂と太陽そし

て葦笛と水音が織りなす二重の静寂に閉じ込められて、停止していた。 

Nos mirábamos sin bajar los ojos y todo se detenía aquí entre el mar, la arena y el sol, el 

doble silencio de la flauta y del agua.「動詞句」「副詞句」y「主語」「動詞句」「副詞句」 

Nos mirábamos ﾉｽ･ﾐﾗﾊﾞﾓｽ 1 複点･相互(mirarse)v.pr 互いに睨みあった     「動詞句」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜せずに                                           「副詞句」 

bajar ﾊﾞﾊｰﾙ 不定詞 v.t 下げる                                     「動詞」 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目を                                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                                  「主語」 

se detenía ｾ･ﾃﾞﾃﾆｱ 3 単線(detenerse)v.pr 止まっていた                    「動詞句」 

aquí ｱｷ adv. ここで                                                      「副詞」 
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entre ｴﾝﾄﾚ prep 〜の間で                                              「副詞句」 

el mar, ｴﾙ･ﾏｰﾙ n.m 海                                          「目的語」 

la arena ﾗ･ｱﾚﾅ n.f 砂                                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el sol, ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽                                          「目的語」 

el doble silencio ｴﾙ･ﾄﾞﾌﾞﾚ･ｼﾚﾝｼｵ n.m（同格）二重の静寂           「目的語」 

de la flauta ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾗｳﾀ adj. 葦笛の                      「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

del agua. ﾃﾞﾙ･ｱｸﾞゎ adj. 水の                          「形容詞句」 

 

僕はその時思った。これは撃ち合いになるかもしれないし、撃たないで済むかもしれない。

だが僕にとってはどちらでも構わないと思った。 

Pensé en ese momento que se podía tirar o no tirar y que lo mismo daba.  

「動詞」「副詞句」「目的語」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(epnsar)v.t(que 〜と) 思った                             「動詞」 

en ese momento ｴﾝ･ｴｾ･ﾓﾒﾝﾄ adv. その時                                 「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

se podía tirar ｾ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾁﾗｰﾙ 3 単線･可能性(poder+不定詞 tirarse) 

   v.pr（相互）撃ち合いになるかもしれない                       「動詞句」 

o ｵ conj. それとも 

no tirar ﾉ･ﾁﾗｰﾙ 3 単線･可能性･否定(poder+不定詞 tirarse) 

   v.pr 撃たないで済むかもしれない                              「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

lo mismo ﾛ･ﾐｽﾓ pron 同じことを                                 「目的語」 

daba. ﾀﾞﾊﾞ 3 単線･時制の一致(dar)v.t 与える                        「動詞」 

   dar lo mismo 「同じことである、かまわない」 

 

しかし突然アラブ人たちは、後ずさりして、岩陰に姿を隠していなくなってしまった。 

Pero bruscamente los árabes se deslizaron retrocediendo y desaparecieron detrás de la 

roca.                                       Pero「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

bruscamente ﾌﾞﾘｭｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然                                         「副詞」 

los árabes ﾛｽ･ｱﾗﾍﾞｽ pl.n.m アラブ人たちは                                「主語」 

se deslizaron ｾ･ﾃﾞｽﾘｻﾛﾝ 3 複点(deslizarse)v.pr そっと逃げて行った         「動詞句」 

retrocediendo ﾚﾄﾛｾﾃﾞｨｴﾝﾄﾞ 現在分詞･方法(retroceder)adv. 後ずさりして      「副詞」 
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y ｲ conj. そして 

desaparecieron ﾃﾞｻﾊﾟﾚｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞･方法(desaparecer)adv. 姿を消して   「副詞句」 

detrás de la roca. ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｶ adv. 岩の後ろに                 「副詞句」 

 

それで、レーモンと僕は今来た道を戻った。レーモンは回復したようで、帰りのバスのこと

を話していた。 

Raimundo y yo volvimos entonces sobre nuestros pasos. Parecía mejor y habló del 

autobús de regreso. 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」y「動詞」「間接目的語」 

Raimundo y yo ﾗｲﾑﾝﾄﾞ･ｲ･ｼﾞｮ pl.n.m レーモンと僕は                        「主語」 

volvimos ﾎﾞﾙﾋﾞﾓｽ 1 複点(volver)v.i 戻った                                  「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                              「副詞」 

sobre nuestros pasos. ｿﾌﾞﾚ･ﾇｴｽﾄﾛｽ･ﾊﾟｿｽ 

 adv. いま来た道を、自分たちの足跡のほうへ                           「副詞句」 

Parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj. よりよい                                                 「補語」 

y ｲ conj. そして 

habló ｱﾌﾞﾛ 3 単点(hablar)v.i(de について) 話した                           「動詞」 

del autobús ﾃﾞﾙ･ｱｳﾄﾌﾞｽ adv. バスについて                           「間接目的語」 

de regreso. ﾃﾞ･ﾚｸﾞﾚｿ adj. 帰りの                           「形容詞句」 

 

僕は別荘まで彼に付き添って戻った。彼が木の階段をはい上がっていく間、僕は、太陽のせ

いで頭ががんがん鳴り響き、これから木の段を上がり、また女たちの話し相手をする気苦労

を考えると、最初の一段の前で立ち止まり、やる気をなくした。 

Le acompañé hasta la cabañuela, y mientras trepaba por la escalera de madera quedé 

delante del primer peldaño, con la cabeza resonante de sol, desanimado ante el esfuerzo 

que era necesario hacer para subir al piso de madera y hablar otra vez con las mujeres.  

「目的語」「動詞」「副詞句」,y「副詞節」「動詞」「副詞句」「補語」「副詞句」 

Le ﾚ pron 彼と                                                        「目的語」 

acompañé ｱｺﾝﾊﾟﾆｪ 1 単点(acompañar)v.t と一緒に行った、に付き添って行った「動詞」 

hasta la cabañuela, ｱｽﾀ･ﾗ･ｶﾊﾞﾆｭｴﾗ adv. 別荘まで                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜する間                                         「副詞節」 

trepaba ﾄﾚﾊﾟﾊﾞ 3 単線(trepar)v.i(por を) はい上がって行った         「動詞」 

por la escalera ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｴｽｶﾚﾗ adv. 階段を                      「間接目的語」 

de madera ﾃﾞﾏﾃﾞﾗ adj.（材料）木の                 「形容詞句」 
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quedé ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i とどまった                                    「動詞」 

delante del primer peldaño, ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾍﾟﾙﾀﾞﾆｮ  

   adv. 最初の 1 段の前で                                               「副詞句」 

   peldaño ﾍﾟﾙﾀﾞﾆｮ n.m（階段の）段、ステップ 

con la cabeza ｺﾝ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv.（様態）頭の状態で                          「副詞句」 

resonante ﾚｿﾅﾝﾃ adj. 反響する                                   「形容詞」 

de sol, ﾃﾞ･ｿﾙ adv.（原因）太陽のせいで                   「副詞句」 

desanimado ﾃﾞｻﾆﾏﾄﾞ adj. やる気をなくした                                「補語」 

ante el esfuerzo ｱﾝﾃ･ｴﾙ･ｴｽﾌｴﾙｿ adv. 苦労を前にして                      「副詞句」 

que ｹ pron（同格）〜という                                  「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                             「補語」 

hacer ｱｾｰﾙ 不定詞 n. 〜をすることは                     「主語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために              「副詞句」 

subir ｽﾋﾞｰﾙ 不定詞 v.i(a に) 登る            「動詞」 

al piso de madera ｱﾙ･ﾋﾟｿ･ﾃﾞ･ﾏﾃﾞﾗ 

 adv. 木の段に                     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

hablar ｱﾌﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.i 話す               「動詞」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. また                「副詞句」 

con las mujeres. ｺﾝ･ﾗｽ･ﾑﾍﾚｽ adv. 女たちと 「副詞句」 

 

しかし暑さは、空から雨のように降り注ぐ目が眩むような日差しの下でじっと動かないで

いることも辛いほどだった。 

Pero el calor era tal que me resultaba penoso también permanecer inmóvil bajo la 

enceguecedora lluvia que caía del cielo.                  Pero「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el calor ｴﾙ･ｶﾛｰﾙ n.m 暑さは                                              「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

tal que ﾀﾙ･ｹ adj. 〜するほど                                              「補語」 

me ﾒ pron 僕にとって                                         「間接目的語」 

resultaba ﾚｽﾙﾀﾊﾞ 3 単線(resultar)v.i(+主格補語) の結果になる           「動詞」 

penoso ﾍﾟﾉｿ adj. 骨の折れる、つらい思いをさせる                     「補語」 

también permanecer ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾍﾟﾙﾏﾈｾｰﾙ 不定詞 n. 留まっていることも    「主語」 

inmóvil ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adv. 動かずに                                  「副詞」 

bajo la enceguecedora lluvia ﾊﾞﾎ･ﾗ･ｴﾝｾｹﾞｾﾄﾞﾗ･ｼﾞｭﾋﾞｱ 
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 adv. 目を眩ませる雨の下で                                「副詞句」 

   -edor 接尾詞（er 動詞+） 「品質形容詞化」、「名詞化、場所」 

   enceguecer ｴﾝｾｹﾞｾｰﾙ v.t 盲目にする、目を眩ませる、理性を失わせる 

que ｹ pron（主語）〜する                          「形容詞節」 

caía ｶｲｱ 3 単線(caer)v.i 降ってくる             「動詞」 

del cielo. ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adv. 空から                「副詞句」 

 

ここに留まろうが、動こうが、結果は同じだ。少しして、僕は浜辺に戻り、歩き始めた。 

Quedar aquí o partir, lo mismo daba. Al cabo de un momento volví hacia la playa y me 

puse a caminar.   「主語」「目的語」「動詞」┃「副詞句」「動詞」「副詞句」y「動詞句」 

Quedar aquí ｹﾀﾞｰﾙ･ｱｷ 不定詞 n. ここに留まることは                        「主語」 

o ｵ conj. または 

partir, ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 不定詞 n. 動くことは                                      「主語」 

lo mismo ﾛ･ﾐｽﾓ pron 同じことを                                        「目的語」 

daba. ﾀﾞﾊﾞ 3 単線･時制の一致(dar)v.t（結果を）もたらす                    「動詞」 

Al cabo de un momento ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少し後で、少しして       「副詞句」 

volví ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volver)v.i 戻った                                       「動詞」 

hacia la playa ｱｼｱ･ﾗ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adv. 浜辺のほうに                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

me puse a caminar. ﾒ･ﾌﾟｾ･ｱ･ｶﾐﾅｰﾙ 1 単点･開始(ponerse a+不定詞) 

   v.pr 歩き始めた                                                     「動詞句」 

 

同じ赤い光が輝き続けていた。海は砂の上で、小さな波の息が詰まりそうでせわしない息遣

いで、あえいでいた。 

Persistía el mismo resplandor rojo. Sobre la arena el mar jadeaba con la respiración 

rápida y ahogada de las olas pequeñas.  

「動詞」「主語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 

Persistía ﾍﾟﾙｼｽﾃｨｱ 3 単線(persistir)v.i 持続していた                        「動詞」 

el mismo resplandor ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞﾙ n.m 同じ（強い）光が               「主語」 

rojo. ﾛﾎ adj. 赤い                                                 「形容詞」 

Sobre la arena ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の上では                              「副詞句」 

el mar ｴﾙ･ﾏｰﾙ n.m 海は                                                  「主語」 

jadeaba ﾊﾃﾞｱﾊﾞ 3 単線(jadear)v.i あえいでいた、息を切らしていた           「動詞」 

con la respiración rápida ｺﾝ･ﾗ･ﾚｽﾋﾟﾗｼｵﾝ･ﾗﾋﾟﾀﾞ adv.（様態）せわしない息遣いで「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

ahogada ｱｵｶﾞﾀﾞ adj.f(ahogado) 息の詰まりそうな                  「形容詞」 
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de las olas pequeñas. ﾃﾞ･ﾗｽ･ｵﾗｽ･ﾍﾟｹﾆｬｽ adj. 小さい波の          「形容詞句」 

せわしない ： 忙しない 

この「ない」は否定ではなく強調を表す。ひどく忙しいという意味。 

 

僕は岩場の方へゆっくり歩いて行った。強い日差しで、額が腫れ上がっていくのを感じた。 

Caminaba lentamente hacia las rocas y sentía que la frente se me hinchaba bajo el sol.  

「動詞」「副詞句」y「動詞」「目的語」 

Caminaba ｶﾐﾅﾊﾞ 1 単線(caminar)v.i 歩いていった                          「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

hacia las rocas ｱｼｱ･ﾗｽ･ﾛｶｽ adv. 岩場のほうへ                            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la frente ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ n.f 額が                                          「主語」 

se me hinchaba ｾ･ﾒ･ｲﾝﾁｬﾊﾞ 3 単線･時制の一致(hincharse) 

v.pr ふくらむ、腫れる                                        「動詞句」 

bajo el sol. ﾊﾞﾎ･ｴﾙ･ｿﾙ adv. 太陽の下で                            「副詞句」 

 

あの熱気のすべてが僕に重くのしかかってきて、僕の前進を邪魔した。 

Todo aquel calor pesaba sobre mí y se oponía a mi avance.  

「主語」「動詞」「間接目的語」y「動詞句」「間接目的語」 

Todo aquel calor ﾄﾄﾞ･ｱｹﾙ･ｶﾛｰﾙ n.m あの熱気のすべてが                     「主語」 

pesaba ﾍﾟｻﾊﾞ 3 単線(pesar)v.i 重くのしかかってきた                        「動詞」 

sobre mí ｿﾌﾞﾚ･ﾐ adv. 僕に                                          「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

se oponía ｾ･ｵﾎﾟﾆｱ 3 単線(oponerse)v.pr(a に、を) 妨げた                  「動詞句」 

a mi avance. ｱ･ﾐ･ｱﾊﾞﾝｾ adv. 僕の前進を                             「間接目的語」 

 

そしてその熱くて強力な息吹を顔の上に感じる度に、歯を食いしばり、ズボンのポケットの

中でこぶしを握り締め、太陽とそこから僕の上にこぼれ落ちる不透明な陶酔に打ち勝とう

として全身が緊張した。 

Y cada vez que sentía el poderoso soplo cálido sobre el rostro, apretaba los dientes, 

cerraba los puños en los bolsillos del pantalón, me ponía tenso todo entero para vencer 

al sol y a la opaca embriaguez que se derramaba sobre mí.  

Y「副詞句」,「動詞」「目的語」,「動詞」「目的語」「副詞句」,「動詞句」「補語」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 
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cada vez ｶﾀﾞ･ﾍﾞｽ adv. その度に                                         「副詞句」 

que ｹ pron（同格）〜する                                     「形容詞節」 

sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentir)v.t 感じた                       「動詞」 

el poderoso ｴﾙ･ﾎﾟﾃﾞﾛｿ adj.m 強力な           「形容詞句」 

soplo ｿﾌﾟﾛ n.m 息吹を                                 「目的語」 

cálido ｶﾘﾄﾞ adj.m 熱い                          「形容詞」 

sobre el rostro, ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ adv. 顔の上に              「副詞句」 

apretaba ｱﾌﾟﾚﾀﾊﾞ 1 単線(apretar)v.t 締め付けた                            「動詞」 

los dientes, ﾛｽ･ﾃﾞｨｴﾝﾃｽ pl.n.m 歯を                                     「目的語」 

cerraba ｾﾗﾊﾞ 1 単線(cerrar)v.t 閉じた                                      「動詞」 

los puños ﾛｽ･ﾌﾟﾆｮｽ pl.n.m こぶしを                                     「目的語」 

en los bolsillos del pantalón, ｴﾝ･ﾛｽ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾟﾝﾀﾛﾝ 

 adv. ズボンのポケットの中で                                         「副詞句」 

me ponía ﾒ･ﾎﾟﾆｱ 1 単線(ponerse)v.pr 〜になった                         「動詞句」 

tenso ﾃﾝｿ adj. 緊張した                                                  「補語」 

todo entero ﾄﾄﾞ･ｴﾝﾃﾛ adv. 全身が                                  「副詞句」 

para vencer ﾊﾟﾗ･ﾍﾞﾝｾｰﾙ adv.（目的）〜に打ち勝つために                  「副詞句」 

al sol ｱﾙ･ｿﾙ adv. 太陽に                                     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

a la opaca embriaguez ｱ･ﾗ･ｵﾊﾟｶ･ｴﾝﾌﾞﾘｱｹﾞｽ 

 adv. 不透明な陶酔に                                      「間接目的語」 

que ｹ  

se derramaba ｾ･ﾃﾞﾗﾏﾊﾞ 3 単線(derramarse) 

v.pr こぼれる                                      「動詞句」 

sobre mí. ｿﾌﾞﾚ･ﾐ adv. 僕の上に                        「副詞句」 

 

砂から、白くなった貝殻から、またガラスのかけらからほとばしる光の刃を目にするたびに、

僕のあごはひきつった。 

Las mandíbulas se me crispaban ante cada espada de luz surgida de la arena, de la 

conchilla blanqueada o de un fragmento de vidrio.        「主語」「動詞句」「副詞句」 

Las mandíbulas ﾗｽ･ﾏﾝﾃﾞｨﾌﾞﾗｽ pl.n.f（顔の）あごは                         「主語」 

se me crispaban ｾ･ﾒ･ｸﾘｽﾊﾟﾊﾞﾝ 3 複線(crisparse+me)v.pr ひきつった、痙攣した「動詞句」 

ante cada espada ｱﾝﾃ･ｶﾀﾞ･ｴｽﾊﾟﾀﾞ adv. 刃を前にするたびに                「副詞句」 

   espada ｴｽﾊﾟﾀﾞ n.f 剣、刃 

de luz ﾃﾞ･ﾙｰｽ adj. 光の                                       「形容詞句」 

   luz ﾙｰｽ n.f 光 
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surgida ｽﾙﾋﾀﾞ 過去分詞(surgir)adj.f 湧き出た           「形容詞」 

de la arena, ﾃﾞ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂から              「副詞句」 

de la conchilla blanqueada ﾃﾞ･ﾗ･ｺﾝﾁｼﾞｬ･ﾌﾞﾗﾝｹｱﾀﾞ 

 adv. 白くなった貝殻から                    「副詞句」 

   concha ｺﾝﾁｬ n.f 貝殻 + -illa（示小接尾辞）blanquear ﾌﾞﾗﾝｹｱｰﾙ v.t 白くする 

o ｵ conj. または 

de un fragmento de vidrio. ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾌﾗｸﾞﾒﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾄﾞﾘｵ 

 adv. ガラスのかけらから                    「副詞句」 

   fragmento ﾌﾗｸﾞﾒﾝﾄ n.m 破片、かけら vidrio ﾋﾞﾄﾞﾘｵ n.m ガラス 

 

僕は長い間歩いた。光と海の波しぶきが作る、まばゆい光のかさに囲まれた黒い小さな岩の

塊が遠くから見えていた。 

Caminé largo tiempo. Veía desde lejos la pequeña masa oscura de la roca rodeada de un 

halo deslumbrante por la luz y el polvo del mar.  

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「副詞句」「目的語」 

Caminé ｶﾐﾈ 1 単点(caminar)v.i 歩いた                                     「動詞」 

largo tiempo. ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い間                                   「副詞句」 

Veía ﾍﾞｲｱ 1 単線(ver)v.t 見えていた                                       「動詞」 

desde lejos ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv. 遠くから                                     「副詞句」 

la pequeña masa oscura ﾗ･ﾍﾟｹﾆｬ･ﾏｻ･ｵｽｸﾗ n.f 黒い小さな塊が              「目的語」 

   masa ﾏｻ n.f（物の）塊 oscura ｵｽｸﾗ adj.f(oscuro) 黒い、暗い 

de la roca ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｶ adj. 岩の                                   「形容詞句」 

rodeada ﾛﾃﾞｱﾀﾞ 過去分詞(rodear)adj.f とり囲まれた      「形容詞」 

de un halo ﾃﾞ･ｳﾝ･ｱﾛ 

 adv.（動作主）光のかさによって              「副詞句」 

deslumbrante ﾃﾞｽﾙﾝﾌﾞﾗﾝﾃ adj. まばゆい  「形容詞」 

por ﾎﾟﾙ adv.（原因）〜による                   「副詞句」 

la luz ﾗ･ﾙｰｽ n.f 光                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el polvo ｴﾙ･ﾎﾟﾙﾎﾞ n.m ほこり、波しぶき 「目的語」 

del mar. ﾃﾞﾙ･ﾏｰﾙ adj. 海の    「形容詞句」 

 

僕は、岩陰で湧き出る冷たい泉のことを思った。 

Pensaba en el fresco manantial que nacía detrás de la roca.     「動詞」「間接目的語」 

Pensaba ﾍﾟﾝｻﾊﾞ 1 単線(pensar)v.i(en 〜について) 思った、考えた            「動詞」 

en ｴﾝ prep（分野）〜について                                      「間接目的語」 
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el fresco manantial ｴﾙ･ﾌﾚｽｺ･ﾏﾅﾝﾃｨｱﾙ n.m 冷たい泉            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                         「形容詞節」 

nacía ﾅｼｱ 3 単線･時制の一致(nacer)v.i 生まれる「動詞」 

detrás de ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞ prep（場所）〜の後ろで  「副詞句」 

la roca. ﾗ･ﾛｶ n.f 岩                 「目的語」 

 

僕はもう一度あの水のざわめきを聞きたかった。そして、太陽や労働や女の涙から逃れたか

った。結局のところ、僕は日陰とその安らぎを手に入れたかった。 

Tenía deseos de oír de nuevo el murmullo del agua, deseos de huir del sol, del esfuerzo y 

de los llantos de mujer, deseos, en fin, de alcanzar la sombra y su reposo.  

「動詞」「目的語」,「目的語」,「目的語」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t 〜があった                                     「動詞」 

deseos ﾃﾞｾｵｽ pl.n.m 願望が                                            「目的語」 

de oír ﾃﾞ･ｵｲｰﾙ 不定詞･同格 adj. 〜を聞くという                「形容詞句」 

de nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. もう一度                       「副詞句」 

el murmullo del agua, ｴﾙ･ﾑﾙﾑｼﾞｮ･ﾃﾞﾙ･ｱｸﾞｧ 

 n.m 水のざわめきを                               「目的語」 

deseos ﾃﾞｾｵｽ pl.n.m 願望が                                             「目的語」 

de huir ﾃﾞ･ｳｨｰﾙ 不定詞･同格 adj. 〜を逃れるという               「形容詞句」 

del sol, del esfuerzo ﾃﾞﾙ･ｿﾙ･ﾃﾞﾙ･ｴｽﾌｴﾙｿ adv. 太陽や労力から 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

de los llantos de mujer, ﾃﾞ･ﾛｽ･ｼﾞｬﾝﾄｽ･ﾃﾞ･ﾑﾍｰﾙ adv. 女の涙から「副詞句」 

deseos ﾃﾞｾｵｽ pl.n.m 願望が                                             「目的語」 

en fin, ｴﾝ･ﾌｨﾝ adv. 要するに、結局のところ                       「副詞句」 

de alcanzar ﾃﾞ･ｱﾙｶﾝｻｰﾙ 不定詞･同格 adj. 〜を獲得するという     「形容詞句」 

la sombra y su reposo. ﾗ･ｿﾝﾌﾞﾗ･ｲ･ｽ･ﾚﾎﾟｿ 

 pl.n 日陰とその安らぎを                             「目的語」 

tener deseo de+不定詞〜「〜をしたい」 

 

しかし、もっと近づくと、レーモンの相手が戻って来ているのが見えた。 

Pero cuando estuve más cerca vi que el individuo de Raimundo había vuelto. 

Pero「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 

estuve ｴｽﾄｩﾍﾞ 1 単点(estar)v.i（場所に）行った、いた                「動詞」 

más cerca ﾏｽ･ｾﾙｶ adv. もっと近くに                              「副詞句」 
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vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

el individuo ｴﾙ･ｲﾝﾃﾞｨﾋﾞﾄﾞｩｵ n.m(oponente と同義) 相手が、個人、やつ「主語」 

de Raimundo ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                   「形容詞句」 

había vuelto. ｱﾋﾞｱ･ﾌﾞｴﾙﾄ 3 単線･完了形(volver)v.i 戻っていた       「動詞句」 

 

彼は一人だった。仰向けに寝ていた。腕枕をして、額は岩陰に、全身は日向にあった。 

Estaba solo. Reposaba sobre la espalda, con las manos bajo la nuca, la frente en la sombra 

de la roca, todo el cuerpo al sol.  

「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」,「副詞句」,「主語」「副詞句」,「主語」「副詞句」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

solo. ｿﾛ adj. 一人                                                        「補語」 

Reposaba ﾚﾎﾟｻﾊﾞ 3 単線(reposar)v.i 横になっていた                         「動詞」 

sobre la espalda, ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｴｽﾊﾟﾙﾀﾞ adv. 背中の上に、仰向けに              「副詞句」 

con las manos ｺﾝ･ﾗｽ･ﾏﾉｽ adv.（様態）腕を〜して                         「副詞句」 

bajo la nuca, ﾊﾞﾎ･ﾗ･ﾇｶ adv. 頭の下に                             「副詞句」 

la frente ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ n.f 額は                                                 「主語」 

en la sombra ｴﾝ･ﾗ･ｿﾝﾌﾞﾗ adv. 影の中に                                  「副詞句」 

de la roca, ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｶ adj. 岩の                                   「形容詞句」 

todo el cuerpo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ｸｪﾙﾎﾟ n.m 全身は                                   「主語」 

al sol. ｱﾙ･ｿﾙ adv. 日向で                                               「副詞句」 

 

菜っ葉服は暑さで湯気を立てていた。僕は少し驚いた。僕にとってあれは終わった事だった

から、それを気にも留めずにここへやって来たのだった。 

El albornoz humeaba en el calor. Quedé un poco sorprendido. Para mí era un asunto 

concluido y había llegado allí sin pensarlo. 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」 

「副詞句」「動詞」「補語」y「動詞句」「副詞句」 

El albornoz ｴﾙ･ｱﾙﾎﾞﾙﾉｽ n.m 菜っ葉服は                                     「主語」 

humeaba ｳﾒｱﾊﾞ 3 単線(humear)v.i 湯気を立てていた                        「動詞」 

en el calor. ｴﾝ･ｴﾙ･ｶﾛｰﾙ adv. 暑さで                                      「副詞句」 

Quedé ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i（〜の状態に）なった                          「動詞」 

un poco sorprendido. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. 少し驚いた                   「補語」 

Para mí ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                       「副詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

un asunto ｳﾝ･ｱｽﾝﾄ n.m 事柄                                              「補語」 
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concluido ｺﾝｸﾙｲﾄﾞ adj. 終わった                                    「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

había llegado ｱﾋﾞｱ･ｼﾞｪｶﾞﾄﾞ 1 単線･完了形(llegar)v.i 着いた、やってきた    「動詞句」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                                      「副詞」 

sin pensarlo. ｼﾝ･ﾍﾟﾝｻｰﾙ･ﾛ adv. それを考えずに                           「副詞句」 

 

彼は僕を見るなり、少し上体を起こしてポケットに手を突っ込んだ。僕は、無意識のうちに、

ジャケットの中にあったレーモンのリボルバーをつかんでいた。 

No bien me vio, se incorporó un poco y puso la mano en el bolsillo. Yo, naturalmente 

empuñé el revólver de Raimundo en mi chaqueta.  

「副詞節」,「動詞句」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」 

No bien ﾉ･ﾋﾞｴﾝ conj. 〜するとすぐに                                    「副詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                                「目的語」 

vio, ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                        「動詞」 

se incorporó ｾ･ｲﾝｺﾙﾎﾟﾛ 3 単点(incorporarse)v.pr 上体を起こした           「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

puso ﾌﾟｿ 3 単点(poner)v.t 入れた                                          「動詞」 

la mano ﾗ･ﾏﾉ n.f 手を                                                  「目的語」 

en el bolsillo. ｴﾝ･ｴﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットの中に                         「副詞句」 

Yo, ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

naturalmente ﾅﾄｩﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 当然、思わず                                 「副詞」 

empuñé ｴﾝﾌﾟﾆｪ 1 単点(empuñar)v.t（武器を）つかんだ                     「動詞」 

el revólver ｴﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ n.m リボルバーを                               「目的語」 

de Raimundo ﾃﾞ･ﾗｲﾑﾝﾄﾞ adj. レーモンの                        「形容詞句」 

en mi chaqueta. ｴﾝ･ﾐ･ﾁｬｹﾀ adv. ジャケットの中の        「副詞句」 

 

すると、また仰向けに寝そべったが、ポケットから手は出さないでいた。 

Entonces se dejó caer de nuevo hacia atrás, pero sin retirar la mano del bolsillo.  

「副詞」「動詞句」「副詞句」,pero「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると、その時                                     「副詞」 

se dejó caer ｾ･ﾃﾞﾎ･ｶｴｰﾙ 3 単点･放任(dejarse+不定詞)v.pr 倒れた、横になった「動詞句」 

de nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. もう一度、また                                   「副詞句」 

hacia atrás, ｱｼｱ･ｱﾄﾗｽ adv. 背中のほうへ、仰向けに                       「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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sin retirar ｼﾝ･ﾚﾁﾗｰﾙ adv. 出さずに                                      「副詞句」 

la mano ﾗ･ﾏﾉ n.f 手を                                          「目的語」 

del bolsillo. ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットから                       「副詞句」 

 

僕は彼から約 10 メートル位、十分離れた位置にいた。薄目を開けた瞼の間から、しきりに

様子を探っている彼の視線がうかがえた。 

Estaba bastante lejos de él, a una decena de metros. Adivinaba su mirada por instantes 

entre los párpados entornados.       「動詞」「副詞句」┃「動詞」「目的語」「副詞句」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線･存在(estar)v.i 〜にいた                               「動詞」 

bastante lejos ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾚﾎｽ adv.(de から) 十分な距離に                    「副詞句」 

de él, ﾃﾞ･ｴﾙ adv. 彼から                                        「副詞句」 

a una decena de metros. ｱ･ｳﾅ･ﾃﾞｾﾅ･ﾃﾞ･ﾒﾄﾛｽ adv.（同格）およそ 10 メートル位「副詞句」 

Adivinaba ｱﾃﾞｨﾋﾞﾅﾊﾞ 1 単線(adivinar)v.t 推測した、見抜いた                「動詞」 

su mirada ｽ･ﾐﾗﾀﾞ n.f 彼の視線を                                        「目的語」 

por instantes ﾎﾟﾙ･ｲﾝｽﾀﾝﾃｽ adv. 絶え間なく、しょっちゅう                 「副詞句」 

entre los párpados ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ﾊﾟﾙﾊﾟﾄﾞｽ adv. 瞼の間に                       「副詞句」 

entornados. ｴﾝﾄﾙﾅﾄﾞｽ adj.m.pl 細目に開いた                    「形容詞句」 

 

しかしそれにも増して、熱気によって、彼の姿は僕の目の前で揺れ動いていた。 

Pero más a menudo su imagen danzaba delante de mis ojos en el aire inflamado.  

Pero「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

más a menudo ﾏｽ･ｱ･ﾒﾇﾄﾞ adv. より頻繁に                               「副詞句」 

su imagen ｽ･ｲﾏﾍﾝ n.f 彼の姿は                                           「主語」 

danzaba ﾀﾞﾝｻﾊﾞ 3 単線(danzar)v.i 揺れ動いていた                          「動詞」 

delante de mis ojos ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ﾐｽ･ｵﾎｽ adv. 僕の目の前で                   「副詞句」 

en el aire inflamado. ｴﾝ･ｴﾙｱｲﾚ･ｲﾝﾌﾗﾏﾄﾞ adv. 熱気の中で                   「副詞句」 

   aire ｱｲﾚ n.m 空気 inflamado ｲﾝﾌﾗﾏﾄﾞ過去分詞･受動(inflamar)adj. 熱せられた 

 

正午に比べると、波音はさらに緩慢で生気が見られなかった。 

El ruido de las olas parecía aun más perezoso, más inmóvil que a mediodía.  

「主語」「動詞」「補語」 

El ruido ｴﾙ･ﾙｲﾄﾞ n.m 物音は                                             「主語」 

de las olas ﾃﾞ･ﾗｽ･ｵﾗｽ adj. 波の                                  「形容詞句」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

aun más perezoso, ｱｳﾝ･ﾏｽ･ﾍﾟﾚｿｿ adj. さらに怠惰な                         「補語」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  587 / 650 

más inmóvil ﾏｽ･ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adj. もっと動かない                                「補語」 

que a mediodía. ｹ･ｱ･ﾒﾃﾞｨｵﾃﾞｨｱ adv.（比較）正午の時に比べて        「副詞句」 

 

同じ太陽があった。ここまで広がっている同じ砂の上に同じ光が射していた。 

Era el mismo sol, la misma luz sobre la misma arena que se prolongaba aquí.  

「動詞」「主語」,「主語」「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線･存在(ser)v.i 〜があった                                     「動詞」 

el mismo sol, ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ｿﾙ n.m 同じ太陽が                                   「主語」 

la misma luz ﾗ･ﾐｽﾏ･ﾙｰｽ n.f 同じ光が                                      「主語」 

sobre la misma arena ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ｱﾚﾅ adv. 同じ砂の上に                  「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

se prolongaba ｾ･ﾌﾟﾛﾛﾝｶﾞﾊﾞ 3 単線･時制の一致(prolongarse) 

v.pr（空間的に）延びている                          「動詞句」 

aquí. ｱｷ adv. ここに                                     「副詞」 

 

昼間が進まなくなってから、もう 2 時間になる。煮えたぎる金属のように光を反射する大

海に錨（いかり）を投げ入れてから 2 時間になる。 

Hacía ya dos horas que el día no avanzaba, dos horas que había echado el ancla en un 

océano de metal hirviente.         「動詞」「目的語」「副詞節」, 「目的語」「副詞節」 

Hacía ﾊｼｱ 単人称動詞・3 単線(hacer)v.t（+que+直説法 〜してから）〜になる 「動詞」 

ya dos horas ﾔｰ･ﾄﾞｽ･ｵﾗｽ pl.n.f もう 2 時間                               「目的語」 

que ｹ conj.（時間の起点）〜してから                                    「副詞節」 

el día ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 昼間が                                         「主語」 

no avanzaba, ﾉ･ｱﾊﾞﾝｻﾊﾞ 3 単線･否定･時制の一致(avanzar) 

v.i 進まない                                                  「動詞句」 

dos horas ﾄﾞｽ･ｵﾗｽ pl.n.f 2 時間                                          「目的語」 

que ｹ conj.（時間の起点）〜してから                                    「副詞節」 

había echado ｱﾋﾞｱ･ｴﾁｬﾄﾞ 3 単線･完了形(echar)v.t 投げ入れた       「動詞句」 

el ancla ｴﾙ･ｱﾝｸﾗ n.f 錨（いかり）を                              「目的語」 

en un océano ｴﾝ･ｳﾝ･ｵｾｱﾉ adv. 大海に                            「副詞句」 

de metal hirviente. ﾃﾞ･ﾒﾀﾙ･ｲﾙﾋﾞｴﾝﾃ 

 adj. 煮えたぎる金属のように光を反射する            「形容詞句」 

   metal ﾒﾀﾙ n.m 金属 hirviente ｲﾙﾋﾞｴﾝﾃ adj. 煮立っている 
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水平線上を小さな船が通って行ったが、アラブ人から目を離せなかったので、僕はその黒い

点を横目で捉えたのだ。 

En el horizonte pasó un pequeño navío y hube de adivinar de reojo la mancha oscura 

porque no había cesado de mirar al árabe. 

「副詞句」「動詞」「主語」y「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞節」 

En el horizonte ｴﾝ･ｴﾙ･ｵﾘｿﾞﾝﾃ adv. 水平線上を                            「副詞句」 

pasó ﾊﾟｿ 3 単点(pasar)v.i 通って行った                                    「動詞」 

un pequeño navío ｳﾝ･ﾍﾟｹﾆｮ･ﾅﾋﾞｵ n.m 小さな船が                           「主語」 

y ｲ conj. そして 

hube de adivinar ｳﾍﾞ･ﾃﾞ･ｱﾃﾞｨﾋﾞﾅｰﾙ 1 単点･必要(haber de+不定詞) 

   v.t 推測しなければならなかった                                      「動詞句」 

de reojo ﾃﾞ･ﾚｵﾎ adv.（方法）横目で                                     「副詞句」 

la mancha oscura ﾗ･ﾏﾝﾁｬ･ｵｽｸﾗ n.f 黒い点を                             「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj.（理由）〜なので                                     「副詞節」 

no había cesado de mirar ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ｾｻﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾐﾗｰﾙ 1 単線･完了形･中止･否定 

   v.i(a の方を) 見続けていた、見るのをやめないでいた           「動詞句」 

al árabe. ｱﾙ･ｱﾗﾍﾞ adv. アラブ人の方を                       「間接目的語」 

 

自分としては引き返せば、十分だろうと思っていた。そうすれば、すべてが終わるだろう。 

Pensé que me bastaba dar media vuelta y todo quedaría concluido.  

「動詞」「目的語」y「主語」「動詞」「補語」 

Pensé ﾍﾟﾝｾ 1 単点(pensar)v.t(que 〜と) 思った                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me ﾒ pron 僕にとって                                      「間接目的語」 

bastaba ﾊﾞｽﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(bastar+不定詞 〜することが) 

v.i 十分である                                                「動詞」 

dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t（行為を）することが                          「主語」 

media vuelta ﾒﾃﾞｨｱ･ﾌﾞｴﾙﾀ n.f 半回転、引き返すこと        「目的語」 

y ｲ conj. そして 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                                  「主語」 

quedaría ｹﾀﾞﾘｱ 3 単過未･推測(quedar)v.i（〜の状態に）なるだろう           「動詞」 

concluido. ｺﾝｸﾙｲﾄﾞ 過去分詞(concluir)adj. 終わった                         「補語」 
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しかし僕の背後では、砂浜全体が熱い太陽から生まれた陽炎によって震え、身を寄せ合って

いた。僕は、泉に向かって数歩進んだ。 

Pero toda una playa vibrante de sol apretábase detrás de mí. Di algunos pasos hacia el 

manantial.            Pero「主語」「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

toda una playa ﾄﾀﾞ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ n.f 砂浜全体が                              「主語」 

vibrante ﾋﾞﾌﾞﾗﾝﾃ adj. 震える                                     「形容詞」 

de sol ﾃﾞ･ｿﾙ adv.（原因）太陽で                           「副詞句」 

apretábase ｱﾌﾟﾚﾀﾊﾞｾ 3 単線(apretarse)v.pr 身を寄せ合っていた            「動詞句」 

detrás de mí. ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞ･ﾐ adv. 僕の背後では                              「副詞句」 

Di ﾃﾞｨ 1 単点(dar) v.t（行為を）した                                      「動詞」 

algunos pasos ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾊﾟｿｽ pl.n.m 数歩                                  「目的語」 

hacia el manantial. ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾏﾅﾝｼｱﾙ adv. 泉の方へ                         「副詞句」 

 

アラブ人は動かなかった。それでも、まだ十分に離れていた。 

El árabe no se movió. A pesar de todo, estaba todavía bastante lejos.  

「主語」「動詞句」┃「副詞句」,「動詞」「補語」 

El árabe ｴﾙ･ｱﾗﾍﾞ n.m アラブ人は                                         「主語」 

no se movió. ﾉ･ｾ･ﾓﾋﾞｵ 3 単点･否定(moverse)v.pr 動かなかった             「動詞句」 

A pesar de todo, ｱ･ﾍﾟｻｰﾙ･ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ adv. 結局それでも                       「副詞句」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                            「副詞」 

bastante lejos. ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾚﾎｽ adj. 十分遠い                                   「補語」 

 

恐らく顔にかかった影のせいだろうが、彼は笑っているように見えた。僕は待った。 

Parecía reírse, quizá por el efecto de las sombras sobre el rostro. Esperé.  

「動詞句」「副詞句」┃「動詞」 

Parecía reírse, ﾊﾟﾚｼｱ･ﾚｲﾙｾ 3 単線･見える(parecer+不定詞 reírse) 

   v.pr 笑っているように見えた                                         「動詞句」 

quizá ｷｻ adv. たぶん、おそらく                                         「副詞句」 

por ﾎﾟﾙ prep（理由）〜のため                                   「副詞句」 

el efecto ｴﾙ･ｴﾌｪｸﾄ n.m 結果、効果                        「目的語」 

de las sombras ﾃﾞ･ﾗｽ･ｿﾝﾌﾞﾗｽ adj. 影の           「形容詞句」 

sobre el rostro. ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ adv. 顔の上の「副詞句」 

Esperé. ｴｽﾍﾟﾚ 1 単点(esperar)v.i 待った                                    「動詞」 
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太陽の灼熱が僕の頬を炙り、僕は汗のしずくが眉の上に溜まってくるのを感じた。 

El ardor del sol me llegaba hasta las mejillas y sentí las gotas de sudor amontonárseme 

en las cejas.   「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「動詞」「目的語」「補語」 

El ardor ｴﾙ･ｱﾙﾄﾞｰﾙ n.m 灼熱が                                           「主語」 

del sol ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adj. 太陽の                                       「形容詞句」 

me ﾒ pron ﾒ pron 僕の                                            「間接目的語」 

llegaba ｼﾞｪｶﾞﾊﾞ 3 単線(llegar)v.i 届いた                                    「動詞」 

hasta las mejillas ｱｽﾀ･ﾗｽ･ﾒﾋｼﾞｬｽ adv. 頬まで                         「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

sentí ｾﾝﾁ 1 単点･知覚動詞(sentir)v.t 感じた                                「動詞」 

las gotas ﾗｽ･ｺﾞﾀｽ pl.n.f しずくを                                        「目的語」 

de sudor ﾃﾞ･ｽﾄﾞｰﾙ adj. 汗の                                   「形容詞句」 

amontonárseme ｱﾓﾝﾄﾅﾙｾﾒ 不定詞･gotas の動作(amontonárse)v.pr 寄り集まる 「補語」 

en las cejas. ｴﾝ･ﾗｽ･ｾﾊｽ adv. 眉の上に                              「副詞句」 

 

僕が母さんを埋葬した日と同じ太陽だった。そしてその時と同じように、なによりも、額と

すべての血管が同時に皮膚の下で痛んだ。 

Era el mismo sol del día en que había enterrado a mamá y, como entonces, sobre todo me 

dolían la frente y todas las venas juntas bajo la piel.  

「動詞」「補語」y,「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

el mismo sol ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ｿﾙ n.m 同じ太陽                                     「補語」 

del día ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ adj. あの日の                                  「形容詞句」 

en que ｴﾝ･ｹ adv. その日に〜する                       「形容詞節」 

había enterrado ｱﾋﾞｱ･ｴﾝﾃﾗﾄﾞ 1 単線･完了形(enterrar) 

v.t 埋葬した                                 「動詞句」 

a mamá ｱ･ﾏﾏ n.f 母さんを                      「目的語」 

y, ｲ conj. そして 

como entonces, ｺﾓ･ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時と同じように                       「副詞句」 

sobre todo ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ adv. とりわけ、なによりも                          「副詞句」 

me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

dolían ﾄﾞﾘｱﾝ 3 複線(doler)v.i 痛かった、痛んだ                            「動詞」 

la frente ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ n.f 額が                                                「主語」 

y ｲ conj. そして 

todas las venas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾍﾞﾅｽ pl.n.f すべての血管が                       「主語」 

juntas ﾌﾝﾀｽ adv. 一緒に                                                 「副詞」 
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bajo la piel. ﾊﾞﾎ･ﾗ･ﾋﾟｴﾙ adv. 皮膚の下で                                 「副詞句」 

 

これ以上耐えられない暑さから逃げるように、僕は何気なく前に出た。 

Impelido por este ardor que no podía soportar más, hice un movimiento hacia adelante.  

「副詞句」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Impelido ｲﾝﾍﾟﾘﾄﾞ 過去分詞･受動･理由(impeler)v.t(por に) 駆り立てられたので「副詞句」 

por este ardor ﾎﾟﾙ･ｴｽﾃ･ｱﾙﾄﾞｰﾙ adv.（原因）この暑さに              「副詞句」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

no podía soportar ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｿﾎﾟﾙﾀｰﾙ 1 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 耐えられない                               「動詞句」 

más, ﾏｽ adv. これ以上                              「副詞」 

hice ｲｾ 1 単点(hacer)v.t（動作を）行った                                   「動詞」 

un movimiento ｳﾝ･ﾓﾋﾞﾐｪﾝﾄ n.m 移動を                                  「目的語」 

hacia adelante. ｱｼｱ･ｱﾃﾞﾗﾝﾃ adv. 前方へ                                  「副詞句」 

 

それが愚かなことで、1 歩移動しても太陽から逃れられないことも分かっていた。 

Sabía que era estúpido, que no iba a librarme del sol desplazándome un paso.  

「動詞」「目的語」,「目的語」 

Sabía ｻﾋﾞｱ 1 単線(saber)v.t 分かっていた                                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                          「動詞」 

estúpido, ｴｽﾄｩﾋﾟﾄﾞ adj. 愚かな                                    「補語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no iba a librarme ﾉ･ｲﾊﾞ･ｱ･ﾘﾌﾞﾗｰﾙ･ﾒ 3 単線･近接未来･否定(ir a+不定詞 librar+me) 

  v.t 僕を解放しないだろう                                      「動詞句」 

del sol ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adv. 太陽から                                     「副詞句」 

desplazándome ﾃﾞｽﾌﾟﾗｻﾝﾄﾞ･ﾒ 現在分詞(desplazarse)n. 移動することは「主語」 

un paso. ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                   「目的語」 

 

それでも一歩、たった一歩だけ、僕は前に出た。すると今回は、アラブ人は起き上がらずに、

ナイフを取り出し、太陽の下でそれを僕に見せつけた。 

Pero di un paso, un solo paso hacia adelante. Y esta vez, sin levantarse, el árabe sacó el 

cuchillo y me lo mostró bajo el sol.  

Pero「動詞」「目的語」「副詞句」 

Y「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」y「間接目的語」「直接目的語」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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di ﾃﾞｨ 1 単点(dar)v.t（動作を）した                                       「動詞」 

un paso, ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                               「目的語」 

un solo paso ｳﾝ･ｿﾛ･ﾊﾟｿ n.m ほんの 1 歩                                 「目的語」 

hacia adelante. ｱｼｱ･ｱﾃﾞﾗﾝﾃ adv. 前へ                                    「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

esta vez, ｴｽﾀ･ﾍﾞｽ adv. 今回は                                           「副詞句」 

sin levantarse, ｼﾝ･ﾚﾊﾞﾝﾀﾙｾ adv. 起き上がらずに                          「副詞句」 

el árabe ｴﾙ･ｱﾗﾍﾞ n.m そのアラブ人は                                     「主語」 

sacó ｻｺ 3 単点(sacar)v.t 取り出した                                        「動詞」 

el cuchillo ｴﾙ･ｸﾁｼﾞｮ n.m ナイフを                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

lo ﾛ pron それを                                                  「直接目的語」 

mostró ﾓｽﾄﾛ 3 単点(mostrar)v.t 見せた                                    「動詞」 

bajo el sol. ﾊﾞﾎ･ｴﾙ･ｿﾙ adv. 太陽の下で                                   「副詞句」 

 

光がそのはがねに注がれると、それは僕の額に届くほど長くきらめく刃のようになった。 

La luz se inyectó en el acero y era como una larga hoja centelleante que me alcanzara en 

la frente.                              「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「補語」 

La luz ﾗ･ﾙｰｽ n.f 光が                                                    「主語」 

se inyectó ｾ･ｲﾝｼﾞｪｸﾄ 3 単点･再帰受動(injectarse)v.pr 注入された           「動詞句」 

en el acero ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｾﾛ adv. はがねに                                     「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

como ｺﾓ prep 〜のような                                                 「補語」 

una larga hoja ｳﾅ･ﾗﾙｶﾞ･ｵﾊ n.f（ナイフなどの）長い刃                「目的語」 

centelleante ｾﾝﾃｼﾞｪｱﾝﾃ adj. きらめく、きらきら光る          「形容詞」 

que ｹ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                   「目的語」 

alcanzara ｱﾙｶﾝｻﾗ 3 単未･推量(alcanzar)v.t 届きそうだ  「動詞」 

en la frente. ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ adv. 額に                   「副詞句」 

 

同時に、眉の上に溜まった汗が一気に瞼の上に流れ落ち、生温かくて分厚いベールで覆った。 

En el mismo instante el sudor amontonado en las cejas corrió de golpe sobre mis párpados 

y los recubrió con un velo tibio y espeso.  

「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」y「目的語」「動詞」「副詞句」 
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En el mismo instante ｴﾝ･ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. 同時に、同じ瞬間に          「副詞句」 

el sudor ｴﾙ･ｽﾄﾞｰﾙ n.m 汗が                                               「主語」 

amontonado ｱﾓﾝﾄﾅﾄﾞ 過去分詞(amontonar)adj. 集まった           「形容詞句」 

en las cejas ｴﾝ･ﾗｽ･ｾﾊｽ adv. 眉の上に                      「副詞句」 

corrió ｺﾘｵ 3 単点(correr)v.i 流れた                                         「動詞」 

de golpe ﾃﾞ･ｺﾞﾙﾍﾟ adv. 一気に、突然                                    「副詞句」 

sobre mis párpados ｿﾌﾞﾚ･ﾐｽ･ﾊﾟﾙﾊﾟﾄﾞｽ adv. 瞼の上に                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

los ﾛｽ pron.pl.m（párpados の代用）それを                              「目的語」 

recubrió ﾚｸﾌﾞﾘｵ 3 単点(recubrir)v.t 覆った                                 「動詞」 

con un velo ｺﾝ･ｳﾝ･ﾍﾞﾛ adv.（手段）ベールで                             「副詞句」 

tibio y espeso. ﾃｨﾋﾞｵ･ｲ･ｴｽﾍﾟｿ adj. 生温かくて分厚い            「形容詞句」 

   tibio ﾃｨﾋﾞｵ adj. 温かい、ぬるい espeso ｴｽﾍﾟｿ adj. 厚い 

 

涙と塩のカーテンが下りると、目が見えなくなった。 

Tenía los ojos ciegos detrás de esta cortina de lágrimas y de sal.  

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（状態）〜だった                                「動詞」 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目                                               「目的語」 

ciegos ｼｴｺﾞｽ adj.m.pl(ciego) 目の見えない                        「形容詞」 

detrás de ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞ prep（時間）〜の後は                                「副詞句」 

esta cortina ｴｽﾀ･ｺﾙﾃｨｰﾅ n.f この幕、カーテン                     「目的語」 

de lágrimas y de sal. ﾃﾞ･ﾗｸﾞﾘﾏｽ･ｲ･ﾃﾞ･ｻﾙ 

   adj.（材料）涙と塩の                                「形容詞句」 

 

額の上で太陽が打ち鳴らす熱線のシンバルと相変わらず目の前にあるナイフから湧き出し

た光り輝くナイフ以外は何も感じなかった。 

No sentía más que los címbalos del sol sobre la frente e, indiscutiblemente, la refulgente 

lámina surgida del cuchillo, siempre delante de mí.              「動詞句」「目的語」 

No sentía ﾉ･ｾﾝﾁｱ 1 単線･否定(sentir)v.t 感じなかった                     「動詞句」 

más que ﾏｽ･ｹ adv.(no... más que) 〜しか、〜以外は               「副詞句」 

los címbalos ﾛｽ･ｼﾝﾊﾞﾛｽ pl.n.m シンバル                                 「目的語」 

del sol ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adj. 太陽の                                     「形容詞句」 

sobre la frente ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ adv. 額の上の               「副詞句」 

e, ｴ conj. そして 

indiscutiblemente, ｲﾝﾃﾞｨｽｸﾁﾌﾞﾚﾒﾝﾃ adv. 明白に                     「副詞」 
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la refulgente lámina ﾗ･ﾚﾌﾙﾍﾝﾃ･ﾗﾐﾅ n.f 光り輝くナイフ                    「目的語」 

   refulgente ﾚﾌﾙﾍﾝﾃ adj. 光り輝く lámina ﾗﾐﾅ n.f 薄板、ナイフ 

surgida ｽﾙﾋﾀﾞ 過去分詞(surgir)adj.f 湧き出した                   「形容詞」 

del cuchillo, ﾃﾞﾙ･ｸﾁｼﾞｮ adv. ナイフから                   「副詞句」 

siempre delante de mí. ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ﾃﾞﾗﾝﾃ･ﾃﾞ･ﾐ 

 adv. 相変わらず目の前にある                   「副詞句」 

 

その燃えるような光の剣は僕の眉毛をむしばみ、ずきずき痛む両目に突き刺さった。 

La espada ardiente me roía las cejas y me penetraba en los ojos doloridos.  

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「目的語」「動詞」「副詞句」 

La espada ﾗ･ｴｽﾊﾟﾀﾞ n.f その剣は                                          「主語」 

ardiente ｱﾙﾃﾞｨｴﾝﾃ adj. 燃えるような                               「形容詞」 

me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

roía ﾛｲｱ 3 単線(roer)v.t むしばんだ                                       「動詞」 

las cejas ﾗｽ･ｾﾊｽ pl.n.f 眉毛を                                      「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

penetraba ﾍﾟﾈﾄﾗﾊﾞ 3 単線(penetrar)v.t 貫いた                              「動詞」 

en los ojos ｴﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ adv. 両目を                                       「副詞句」 

doloridos. ﾄﾞﾛﾘﾄﾞｽ adj.pl ずきずき痛む                           「形容詞」 

 

その時、すべてが揺らめいた。海が濃厚で燃えるような息吹を運んできたのだ。 

Entonces todo vaciló. El mar cargó un soplo espeso y ardiente.  

「副詞」「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                                  「主語」 

vaciló. ﾊﾞｼﾛ 3 単点(vacilar)v.i 揺らめいた                                  「動詞」 

El mar ｴﾙ･ﾏｰﾙ n.m 海は                                                 「主語」 

cargó ｶﾙｺﾞ 3 単点(cargar)v.t（〜に）荷を積む→ 運んできた                 「動詞」 

   llevó ｼﾞｪﾎﾞ 3 単点(llevar)v.t 運んだ 

un soplo ｳﾝ･ｿﾌﾟﾛ n.m 一息を、息吹を                                   「目的語」 

espeso ｴｽﾍﾟｿ adj. 濃い                                          「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

ardiente. ｱﾙﾃﾞｨｴﾝﾃ adj. 燃えるような                             「形容詞」 

フランス語原文では ： 

海は濃厚で、燃えるような息吹を運んできた。 
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La mer a charrié un souffle épais et ardent. 

スペイン語では、cargar ではなく、llevar に相当する。 

 

僕には、火の雨を降らせるために、空全体が口を開けたように思われた。 

Me pareció que el cielo se abría en toda su extensión para dejar que lloviera fuego.  

「間接目的語」「動詞」「主語」 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「主語」 

el cielo ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空が                                           「主語」 

se abría ｾ･ｱﾌﾞﾘｱ 3 単線(abrirse)v.pr 開いた                        「動詞句」 

en toda su extensión ｴﾝ･ﾄﾀﾞ･ｽ･ｴｸｽﾃﾝｼｵﾝ adv. すべての広がりで      「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                               「副詞句」 

dejar ﾃﾞﾊｰﾙ 不定詞･放任 v.t 〜させておく                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                「目的語」 

lloviera ｼﾞｮﾋﾞｴﾗ 接・3 単過(llover)v.i 雨が降る         「動詞」 

fuego. ﾌｴｺﾞ n.m 火が                                「主語」 

 

僕は全身が緊張し、拳銃の上で手を握りしめた。 

Todo mi ser se distendió y crispé la mano sobre el revólver.  

「主語」「動詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Todo mi ser ﾄﾄﾞ･ﾐ･ｾｰﾙ n.m 僕のすべての存在は                            「主語」 

   ser ｾｰﾙ n.m 存在 

se distendió ｾ･ﾃﾞｨｽﾃﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(distenderse)v.pr 緩んだ→ 緊張した      「動詞句」 

   se puso tenso ｾ･ﾌﾟｿ･ﾃﾝｿ 3 単点(ponerse tenso)v.pr 緊張した 

y ｲ conj. そして 

crispé ｸﾘｽﾍﾟ 1 単点(crispar)v.t（手を）握りしめた                          「動詞」 

la mano ﾗ･ﾏﾉ n.f 手を                                                  「目的語」 

sobre el revólver. ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ adv. 拳銃の上で                      「副詞句」 

フランス語原文では ： 

僕は心も体も緊張して 

Tout mon être s’est tendu  

スペイン語では、distenderse ではなく、ponerse tenso に相当する。 

 

  



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

［D-1-6］ 異邦人 VI  596 / 650 

引き金が引かれ、僕の指が銃床の滑らかな腹に触れた。そしてそこで、その乾いた、耳を聾

する銃声と共に、すべてが始まった。 

El gatillo cedió, toqué el vientre pulido de la culata y allí, con el ruido seco y ensordecedor, 

todo comenzó.          「主語」「動詞」,「動詞」「目的語」y「副詞句」「主語」「動詞」 

El gatillo ｴﾙ･ｶﾞﾃｨｼﾞｮ n.m（銃の）引き金が                                「主語」 

cedió, ｾﾃﾞｨｵ 3 単点(ceder)v.i（圧力に負けて）たわんだ、引かれた            「動詞」 

toqué ﾄｹ 1 単点(tocar)v.t 触れた                                          「動詞」 

el vientre ｴﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄﾚ n.m 腹に                                          「目的語」 

pulido ﾌﾟﾘﾄﾞ adj. 磨き上げられた、滑らかな                      「形容詞」 

de la culata ﾃﾞ･ﾗ･ｸﾗﾀ adj. 銃床の                       「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

allí, ｱｼﾞ adv. そこで                                                     「副詞」 

con ｺﾝ prep 〜とともに                                                「副詞句」 

el ruido ｴﾙ･ﾙｲﾄﾞ n.m 銃声                                      「目的語」 

seco ｾｺ adj. 乾いた                                     「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

ensordecedor, ｴﾝｿﾙﾃﾞｾﾄﾞｰﾙ adj. 耳を聾するような          「形容詞」 

todo ﾄﾄﾞ pron すべてが                                                  「主語」 

comenzó. ｺﾒﾝｿ 3 単点(comenzar)v.i 始まった                               「動詞」 

 

僕は汗と太陽を振り払った。僕は理解した。僕は昼間の均衡を、幸せだった浜辺での特別な

静寂を破壊してしまったのだ。 

Sacudí el sudor y el sol. Comprendí que había destruido el equilibrio del día, el silencio 

excepcional de una playa en la que había sido feliz.  

「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」 

Sacudí ｻｸﾃﾞｨ 1 単点(sacudir)v.t 振り払った                                「動詞」 

el sudor ｴﾙ･ｽﾄﾞｰﾙ n.m 汗を                                            「目的語」 

y ｲ conj. そして 

el sol. ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽を                                               「目的語」 

Comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 理解した                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

había destruido ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｽﾄﾙｲﾄﾞ 1 単線･完了形(destruir)v.t 破壊した 「動詞句」 

el equilibrio ｴﾙ･ｴｷﾘﾌﾞﾘｵ n.m 均衡、調和                          「目的語」 

del día, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ adj. 昼間の                           「形容詞句」 

el silencio ｴﾙ･ｼﾚﾝｼｵ n.m 静寂を                                 「目的語」 

excepcional ｴｽｾﾌﾟｼｮﾅﾙ adj. 特別な                       「形容詞」 
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de una playa ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗｼﾞｬ adj. 浜辺の         「形容詞句」 

en la que ｴﾝ･ﾗ･ｹ 

 adv. そこで〜だった                「副詞節」 

había sido ｱﾋﾞｱ･ｼﾄﾞ 1 単線･完了形(ser) 

v.i 〜だった                 「動詞句」 

feliz. ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな            「補語」 

 

それから僕はぐったりした身体に向けてさらに 4 回拳銃を発射した。弾丸は、その痕跡を

残さずに、体に吸い込まれていった。 

Entonces, tiré aún cuatro veces sobre un cuerpo inerte en el que las balas se hundían sin 

que se notara.                               「副詞」,「動詞」「副詞句」,「副詞節」 

Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

tiré ﾁﾚ 1 単点(tirar)v.t 発射した                                           「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

cuatro veces ｸゎﾄﾛ･ﾍﾞｾｽ pl.n.f 4 回                                      「副詞句」 

sobre un cuerpo ｿﾌﾞﾚ･ｳﾝ･ｸｪﾙﾎﾟ adv. 身体に、死体                        「副詞句」 

inerte ｲﾈﾙﾃ adj. 生気のない、ぐったりした                       「形容詞」 

en el que ｴﾝ･ｴﾙ･ｹ adv. そこに〜する                                     「副詞節」 

las balas ﾗｽ･ﾊﾞﾗｽ pl.n.f 弾丸が                                    「主語」 

se hundían ｾ･ｳﾝﾃﾞｨｱﾝ 3 複線(hundirse) 

v.pr 沈んでいく、吸い込まれていく                            「動詞句」 

sin que se notara. ｼﾝ･ｹ･ｾ･ﾉﾀﾗ adv. それと見て取れることなく       「副詞節」 

   notarse ﾉﾀﾙｾ v.pr（無人称）感じ取れる、見て取れる 

   → 弾丸の痕跡がわからない様子 
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そしてそれは、不幸の扉を僕自身が荒々しく 4 回叩いた音のようであった。 

Y era como cuatro breves golpes que- daba en la puerta de la desgracia. 

Y「動詞」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

como ｺﾓ adｊ. 〜のような                                                「補語」 

cuatro breves golpes ｸゎﾄﾛ･ﾌﾞﾚﾍﾞｽ･ｺﾞﾙﾍﾟｽ pl.n.m 手荒な 4 回の打撃  「目的語」 

   breve ﾌﾞﾚﾍﾞ adj. 短い、手荒な golpe ｺﾞﾙﾍﾟ n.m 打撃 

que- ｹ pron（目的語）〜する                            「形容詞節」 

daba ﾀﾞﾊﾞ 1 単線(dar)v.t 与えた、した               「動詞」 

en la puerta ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟｴﾙﾀ adv. 扉に                 「副詞句」 

de la desgracia. ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱ adj. 不幸の「形容詞句」 
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スペイン語のレシピ 

レシピの文法 

 

料理のレシピには、その料理に使われる食材、調味料が示された後、作り方の手順が説明さ

れます。日本語のレシピでは、「〜を切る」、「10 分間煮る」、「よく混ぜる」とか「これに〜

を加える」のような言い切りの表現が一般的です。スペイン語ではいくつかの表現方法があ

ります。 

☆ 1 人称複数形の動詞活用を用いる方法 

スペイン語圏のテレビ料理番組ではこれが最も普通の表現です。 

Picamos la cebolla y cortamos las papatas en cubos.  

タマネギをみじん切りにし、ジャガイモを角切りにします。 

   Añadimos sal al gusto y mezclamos. 

好みで塩を加え、混ぜ合わせます。 

☆ 再帰受動文を用いる方法 

Aquí se venden postales.  ここでは絵葉書が売られています。 

（主語 postales が複数なので se venden と 3 人称複数形になっています。） 

Se corta el ajo en unos 6 u 8 trozos. 

    ニンニクを 6 から 8 つ切りにします（← されます）。 

Se añade canela en polvo al gusto. 

  好みでシナモンパウダーを加えます（← 加えられます）。 

構文は受動文ですが、実際は、「刻んでください、加えてください」と能動文で指示して

いる訳です。（動作主を省略して、処理とその対象を明確に示すことができる。） 

 

☆ 動詞の不定詞を用いる方法 

料理本などでよく見かける、幾分そっけない文体と言えます。 

Añadir el azafrán y mezclar bien.              サフランを加え、よく混ぜる。 

Cocer el arroz en abundante agua durante 10 minutos. 

 米をたっぷりのお湯で 10 分間煮る。 

☆ 命令形（usted に対する）を用いる方法 

Corte (usted) la carne.                                  肉を切ってください。 

上記の形式では、それぞれ 

Cortamos la carne.  1 人称複数形 

Se corta la carne.   再帰受動文 

Cortar la carne.     不定詞 

となります。 
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1  Paella de mariscos 1   海の幸のパエジャ 1 

    撮影 三浦 理 

INGREDIENTES   PARA 4 PERSONAS  材料  4 人分 

100-200 gramos de gambas pequeñas ｼｴﾝ･ｵ･ﾄﾞｽ･ｼｴﾝﾄ･ｸﾞﾗﾓｽ･ﾃﾞ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ･ﾍﾟｹﾆｬｽ pl.n.f 

                                                        小さめのエビ 100-200 g 

Unas cuantas gambas grandes (o langostinos) para decorar 

 ｳﾅｽ･ｸゎﾝﾀｽ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ（ｵ･ﾗﾝｺﾞｽﾃｨﾉｽ）ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｺﾗｰﾙ pl.n.f 

                                   飾り用の大き目のエビ（またはクルマエビ）数 尾 

Un calamar mediano ｳﾝ･ｶﾗﾏｰﾙ･ﾒﾃﾞｨｱﾉ n.m                        ヤリイカ 中 1 杯 

200 gr de almejas ﾄﾞｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ｸﾞﾗﾓｽ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒﾊｽ pl.n.f                    アサリ 200 g 

Unos cuantos mejillones ｳﾉｽ･ｸゎﾝﾄｽ･ﾒﾋｼﾞｮﾈｽ pl.n.m                  ムール貝 数個 

Pescado blanco al gusto (mejor rape o bacalao fresco)  

ﾍﾟｽｶﾄﾞ･ﾌﾞﾗﾝｺ･ｱﾙ･ｸﾞｽﾄ (ﾒﾎｰﾙ･ﾗﾍﾟ･ｵ･ﾊﾞｶﾗｵ･ﾌﾚｽｺ) n.m  

                                  白身魚（新鮮なアンコウやタラが好ましい）好みで 

Un pimiento rojo ｳﾝ･ﾋﾟﾐｪﾝﾄ･ﾛﾎ n.m                                赤ピーマン 1 個 

2 tomates maduros grandes ﾄﾞｽ･ﾄﾏﾃｽ･ﾏﾄﾞｩﾛｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.m       完熟トマト大 2 個 

4 ó 5 dientes de ajo ｸゎﾄﾛ･ｵ･ｼﾝｺ･ﾃﾞｨｴﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｱﾎ pl.n.m               ニンニク 4-5 片 

3 tazas de arroz ﾄﾚｽ･ﾀｻｽ･ﾃﾞ･ｱﾛｽ pl.n.f                                  米 3 カップ 

Un poco de azafrán(vale también colorante o sazonador)  ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ｱｻﾌﾗﾝ 

(ﾊﾞﾚ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｺﾛﾗﾝﾃ･ｵ･ｻｿﾅﾄﾞｰﾙ) n.m                     サフラン（着色料でも可）少々 

3 ó 4 cucharadas de aceite de oliva ﾄﾚｽ･ｵ･ｸゎﾄﾛ･ｸﾁｬﾗﾀﾞｽ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ pl.n.f 

                                                           オリーブ油 大匙 3-4 杯 

1 limón ｳﾝ･ﾘﾓﾝ n.m                                                  レモン 1 個 
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翻訳全文 

1. Se cuece la cabeza de las gambas aparte para preparar el caldo con sabor a mariscos 

(se puede emplear caldo de pescado en su lugar). 

 

魚介風味の出汁をつくるために小さめのエビの頭を別に煮ておきます（魚のスープで代用

してもよい）。 

 

 

2. Se corta el ajo en unos 6 u 8 trozos cada diente, el pimiento rojo en trozos de unos 2 

centímetros y el tomate pelado en cubos. Hacemos el mismo tipo de corte con los 

calamares y el pescado blanco. 

 

ニンニクは一片を 6～8 つに刻み、赤ピーマンは約 2 センチ角に切り、トマトは皮を剥いて

角切りにします。イカや白身魚も同様に角切りにします。 

 

 

3. Ponemos a calentar 3 ó 4 cucharadas de aceite de oliva en la paellera o sartén y 

añadimos los ajos para rehogarlos a fuego suave. Tras unos minutos, el aceite habrá 

cogido el sabor de los ajos y estos estarán dorados, es entonces cuando ponemos a rehogar 

el pimiento rojo hasta que se ablande. Luego añadimos el calamar y las almejas, y 

rehogamos. Tras esto añadimos el pescado y el tomate, y rehogamos hasta que último se 

deshaga. Añadimos entonces las gambas y mezclamos. (Si añadimos las gambas 

demasiado pronto, es muy posible que se deshagan si son pequeñas.) 

 

パエリヤ鍋かフライパンにオリーブ油を大匙 3～4 杯熱して、ニンニクを加えて、弱火で炒

めてください。数分後に油にニンニクの風味が付き、ニンニクに色がついたら、赤ピーマン

を柔らかくなるまで炒めます。それからヤリイカとアサリを入れて炒めます。その後で、魚

とトマトを入れて、トマトが崩れるまで炒めます。そこで小さめのエビを加えて混ぜます

（早く入れすぎると、小さいエビは、崩れてしまうので注意）。 

 

 

4. Añadimos el azafrán o el sazonador y mezclamos bien. 

 

サフランまたは味付け粉を加えてよく混ぜ合わせる。 
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5. Cuando la mezcla tenga un color amarillo uniforme, se añade el arroz y se rehoga bien. 

 

全体が均等に黄色くなったら、米を加えて、よく炒める。 

 

 

6. A fuego lento, añadimos el caldo resultante de cocer las cabezas de las gambas o el 

caldo de pescado (medido el doble de caldo que de arroz) y distribuimos bien los 

ingredientes mezclando un poco. Lo ponemos a cocer a fuego medio durante unos 15 

minutos. Al poco de cocer, colocamos las gambas grandes o langostinos y los mejillones 

encima y se irán cocinando con el calor. 

 

弱火で、1.でとれたエビの頭の煮汁または魚介のスープを（米の倍程度）加え、少し混ぜて

材料が全体にいきわたるように混ぜ合わせる。これを中火で 15 分程度煮ます。煮えたらす

ぐ、大エビまたは車エビとムール貝をその上に乗せると余熱で火が通ってゆきます。 

 

 

7. Cuando se haya consumido el agua y notemos que está el fondo tostado, se apaga el 

fuego, se aparta del mismo y se cubre con un paño o trapo limpio. Se deja reposar unos 7 

minutos más o menos. Se decora con limón y se sirve. 

 

水気がなくなり、底がきつね色になったら火を止めて、火からおろしてふきんか清潔な布を

かぶせます。7 分くらい蒸らしてから、レモンを飾って、食卓に出します。 
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構文解析 

 

Paella de mariscos   海の幸のパエジャ 

Paella ﾊﾟｴｼﾞｬ n.f パエジャ、パエリャ                                     「主語」 

de mariscos ﾃﾞ･ﾏﾘｽｺｽ adj. 魚介の、海の幸の             「形容詞句：Paella」 

 

 

1. 魚介風味の出汁をつくるために小さめのエビの頭を別に煮ておきます（魚のスープで代

用してもよい）。 

Se cuece la cabeza de las gambas aparte para preparar el caldo con sabor a mariscos (se 

puede emplear caldo de pescado en su lugar). 

「動詞句」「主語」「副詞句」（「動詞句」「目的語」「副詞句」） 

Se cuece ｾ･ｸｴｾ 3 単現･受動(cocerse)v.pr 煮られます → 煮ます             「動詞句」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f（能動態に翻訳するので「目的語」になる）頭を         「主語」 

  注意：Se cuece la cabeza は「動詞句」「主語」という文型の再帰受動文ですから、翻訳は

「頭が煮られます」となります。これでは不自然な日本語なので、翻訳文を「頭を煮ます」

または「頭を煮て下さい」と能動態に変換します。 

de las gambas ﾃﾞ･ﾗｽ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ adj. 小エビの              「形容詞句：cabeza」 

aparte ｱﾊﾟﾙﾃ adv. 別にして                                               「副詞」 

para preparar ﾊﾟﾗ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ adv. 〜を作るために                         「副詞句」 

el caldo ｴﾙ･ｶﾙﾄﾞ n.m スープを                                   「目的語」 

con sabor a mariscos ｺﾝ･ｻﾎﾞｰﾙ･ｱ･ﾏﾘｽｺｽ adj. 魚介風味の「形容詞句：caldo」 

se puede emplear ｾ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ｴﾝﾌﾟﾚｱｰﾙ 3 単現･許可(poderse +不定詞) 

  v.t 〜を使っても構わない                                             「動詞句」 

caldo de pescado ｶﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾟｽｶﾄﾞ n.m 魚のスープを                      「目的語」 

en su lugar ｴﾝ･ｽ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. その代わりに                               「副詞句」 

  en lugar de... 〜の代わりに 

 

2. ニンニクは一片を 6～8 つに刻み、赤ピーマンは約 2 センチ角に切り、トマトは皮を剥

いて角切りにします。イカや白身魚も同様に角切りにします。 

Se corta el ajo en unos 6 u 8 trozos cada diente, el pimiento rojo en trozos de unos 2 

centímetros y el tomate pelado en cubos. Hacemos el mismo tipo de corte con los 

calamares y el pescado blanco. 

「動詞句」「主語」「副詞句」,「主語」「副詞句」y「主語」「副詞句」 

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Se corta ｾ･ｺﾙﾀ 3 単現･受動(cortarse)v.pr 切られます（切ってください）    「動詞句」 
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el ajo ｴﾙ･ｱﾎ n.m ニンニクが                                              「主語」 

en unos 6 u 8 trozos ｴﾝ･ｳﾉｽ･ｾｲｽ･ｳ･ｵﾁｮ･ﾄﾛｿｽ adv. 6～8 つに                「副詞句」 

cada diente ｶﾀﾞ･ﾃﾞｨｴﾝﾃ adv. 1 片を                             「副詞句」 

el pimiento rojo ｴﾙ･ﾋﾟﾐｴﾝﾄ･ﾛﾎ n.m (se corta が省略されている) 赤ピーマンが  「主語」 

en trozos ｴﾝ･ﾄﾛｿｽ adv. 角切りに、さいの目に                            「副詞句」 

de unos 2 centímetros ﾃﾞ･ｳﾉｽ･ﾄﾞｽ･ｾﾝﾁﾒﾄﾛｽ adj. 約 2 センチの「形容詞句：」 

y ｲ conj. そして 

el tomate pelado ｴﾙ･ﾄﾏﾃ･ﾍﾟﾗﾄﾞ n.m 皮を剥いたトマトが                     「主語」 

  pelado ﾍﾟﾗﾄﾞ p.p･受動(pelar) adj. 皮を剥かれた 

en cubos ｴﾝ･ｸﾎﾞｽ adv. 角切りに                                         「副詞句」 

Hacemos ｱｾﾓｽ 命・1 複現(haver)v.t 〜をしましょう、〜をしてください       「動詞」 

el mismo tipo de corte ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃｨﾎﾟ･ﾃﾞ･ｺﾙﾃ n.m 同じ切り方を              「目的語」 

con los calamares y el pescado blanco ｺﾝ･ﾛｽ･ｶﾗﾏﾚｽ･ｲ･ｴﾙ･ﾍﾟｽｶﾄﾞ･ﾌﾞﾗﾝｺ 

   adv. イカと白身魚を使って                                           「副詞句」 

 

3. パエリヤ鍋かフライパンにオリーブ油を大匙 3～4 杯熱して、ニンニクを加えて、弱火で

炒めてください。 

Ponemos a calentar 3 ó 4 cucharadas de aceite de oliva en la paellera o sartén y añadimos 

los ajos para rehogarlos a fuego suave.  

「動詞句」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ponemos a calentar ﾎﾟﾈﾓｽ･ｱ･ｶﾚﾝﾀｰﾙ 1 複現(poner a+不定詞) 

   v.t 〜を熱してください                                              「動詞句」 

3 ó 4 cucharadas de aceite de oliva ﾄﾚｽ･ｵ･ｸﾜﾄﾛ･ｸﾁｬﾗﾀﾞｽ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ 

   pl.n.f 大匙 3～4 杯のオリーブ油を                                  「目的語」 

en la paellera o sartén ｴﾝ･ﾗ･ﾊﾟｴｼﾞｪﾗ･ｵ･ｻﾙﾃﾝ 

 adv. パエリャ鍋かフライパンで                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加えてください                       「動詞」 

los ajos ﾛｽ･ｱﾎｵｽ pl.n.m ニンニクを                                      「目的語」 

para ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜のために                                       「副詞句」 

rehogarlos ﾚｵｶﾞﾙﾛｽ 不定詞(rehogar+los) v.t それを炒める          「動詞句」 

a fuego suave ｱ･ﾌｴｺﾞ･ｽﾜﾍﾞ adv. 弱火で                          「副詞句」 

→ ニンニクを加えて、弱火で炒めてください 
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数分後に油にニンニクの風味が付き、ニンニクに色がついたら、赤ピーマンを柔らかくなる

まで炒めます。 

Tras unos minutos, el aceite habrá cogido el sabor de los ajos y estos estarán dorados, es 

entonces cuando ponemos a rehogar el pimiento rojo hasta que se ablande.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞句」「副詞節」 

Tras unos minutos ﾄﾗｽ･ｳﾉｽ･ﾐﾇﾄｽ adv. 数分後に                           「副詞句」 

el aceite ｴﾙ･ｱｾｲﾃ n.m 油が                                               「主語」 

habrá cogido ｱﾌﾞﾗ･ｺﾋﾄﾞ 3 単未･完了形(coger)v.t 取り込んだら              「動詞句」 

el sabor de los ajos ｴﾙ･ｻﾎﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｱﾎｽ n.m ニンニクの風味を             「目的語」 

y ｲ conj. そして 

estos ｴｽﾄｽ pl.pron それが                                                「主語」 

estarán dorados ｴｽﾀﾗﾝ･ﾄﾞﾗﾄﾞｽ 3 複未･受動(dorar)v.t きつね色に焼けたら    「動詞句」 

es entonces cuando ｴｽ･ｴﾝﾄﾝｾｽ･ｸﾜﾝﾄﾞ adv. 〜する時である                 「副詞節」 

ponemos a rehogar ﾎﾟﾈﾓｽ･ｱ･ﾚｵｶﾞｰﾙ 1 複現(poner a+不定詞) 

   v.t 炒める                                                  「動詞句」 

el pimiento rojo ｴﾙ･ﾋﾟﾐｪﾝﾄ･ﾛﾎ n.m 赤ピーマンを                 「目的語」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまで                               「副詞節」 

se ablande ｾ･ｱﾌﾞﾗﾝﾃﾞ 接・3 単現(ablandarse) 

v.pr 柔らかくなる                                  「動詞句」 

 

それからヤリイカとアサリを入れて炒めます。その後で、魚とトマトを入れて、トマトが崩

れるまで炒めます。 

Luego añadimos el calamar y las almejas, y rehogamos. Tras esto añadimos el pescado y 

el tomate, y rehogamos hasta que último se deshaga.  

「副詞」「動詞」「目的語」y「動詞」┃「副詞句」「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞節」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加える、入れる                       「動詞」 

el calamar y las almejas ｴﾙ･ｶﾗﾏｰﾙ･ｲ･ﾗｽ･ｱﾙﾒﾊｽ pl.n. ヤリイカとアサリを    「目的語」 

y ｲ conj. そして 

rehogamos ﾚｵｶﾞﾓｽ v.t 炒めてください                                     「動詞」 

Tras esto ﾄﾗｽ･ｴｽﾄ adv. その後で                                        「副詞句」 

añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加える、入れる                       「動詞」 

el pescado y el tomate ｴﾙ･ﾍﾟｽｶﾄﾞ･ｲ･ｴﾙ･ﾄﾏﾃ pl.n.m 魚とトマトを           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

rehogamos ﾚｵｶﾞﾓｽ v.t 炒めてください                                     「動詞」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまで                                       「副詞節」 
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último ｳﾙﾁﾓ n.m 最後のもの（トマト）                          「主語」 

se deshaga ｾ･ﾃﾞｻｶﾞ 接・3 単現(deshacerse)v.pr 崩れる            「動詞」 

 

そこで小さめのエビを加えて混ぜます（早く入れすぎると、小さいエビは、崩れてしまうの

で注意）。 

Añadimos entonces las gambas y mezclamos. (Si añadimos las gambas demasiado pronto, 

es muy posible que se deshagan si son pequeñas.) 

「動詞」「副詞」「目的語」y「動詞」┃（「副詞節」,「動詞」「補語」「主語」） 

Añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加えます                             「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そこで                                              「副詞」 

las gambas ﾗｽ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ pl.n.f 芝エビ、小さめのエビ                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

mezclamos ﾒｽｸﾗﾓｽ 1 複現(mezclar)v.t 混ぜます                            「動詞」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加える                     「動詞」 

las gambas ﾗｽ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ pl.n.f 芝エビ、小さめのエビ             「目的語」 

demasiado pronto ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. あまりにも早く          「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

muy posible ﾑｲ･ﾎﾟｼｰﾌﾞﾚ adj. 可能性が高い                                 「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

se deshagan ｾ･ﾃﾞｻｶﾞﾝ 接・3 複現(deshacerse)v.pr 崩れる            「動詞」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                         「副詞節」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                            「動詞」 

pequeñas ﾍﾟｹﾆｬｽ adj.f 小さい                            「補語」 

 

4. サフランまたは味付け粉を加えてよく混ぜ合わせる。 

Añadimos el azafrán o el sazonador y mezclamos bien. 

「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞」 

Añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加えます                             「動詞」 

el azafrán o el sazonador ｴﾙ･ｱｻﾌﾗﾝ･ｵ･ｴﾙ･ｻｿﾅﾄﾞﾙ 

 n.m サフランまたは味付け粉を                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

mezclamos ﾒｽｸﾗﾓｽ 1 複現(mezclar)v.t 混ぜます                             「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく、十分に                                               「副詞」 
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5. 全体が均等に黄色くなったら、米を加えて、よく炒める。 

Cuando la mezcla tenga un color amarillo uniforme, se añade el arroz y se rehoga bien. 

「副詞節」,「動詞句」「主語」y「動詞句」「副詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき、〜したら                              「副詞節」 

la mezcla ﾗ･ﾒｽｸﾗ n.f 混合物が、全体が                             「主語」 

tenga ﾃﾝｶﾞ 接・3 単現(tener)v.t（色が）付く                        「動詞」 

un color amarillo uniforme ｳﾝ･ｺﾛｰﾙ･ｱﾏﾘｼﾞｮ･ｳﾆﾌｫﾙﾒ n.m 均一な黄色 「目的語」 

se añade ｾ･ｱﾆｬﾃﾞ 3 単現･受動(añadirse)v.t（能動文に翻訳する）加えます   「動詞句」 

el arroz ｴﾙ･ｱﾛｽﾞ n.m 米を                                                「主語」 

y ｲ conj. そして 

se rehoga ｾ･ﾚｵｶﾞ 3 単現･受動(rehogarse) 

v.t（能動文に翻訳する）ソテーします、炒めます                       「動詞句」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

 

6. 弱火で、1.でとれたエビの頭の煮汁または魚介のスープを（米の倍程度）加え、少し混ぜ

て材料が全体にいきわたるように混ぜ合わせる。 

A fuego lento, añadimos el caldo resultante de cocer las cabezas de las gambas o el caldo 

de pescado (medido el doble de caldo que de arroz) y distribuimos bien los ingredientes 

mezclando un poco.  

「副詞句」,「動詞」「目的語」（「副詞句」）y「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

A fuego lento ｱ･ﾌｴｺﾞ･ﾚﾝﾄ adv. 弱火で                                    「副詞句」 

añadimos ｱﾆｬﾃﾞｨﾓｽ 1 複現(añadir)v.t 加えます                             「動詞」 

el caldo ｴﾙ･ｶﾙﾄﾞ n.m スープを                                          「目的語」 

resultante de+不定詞 ﾚｽﾙﾀﾝﾄﾞ･ﾃﾞ 〜してできた                  「形容詞句」 

cocer ｺｾｰﾙ 不定詞 v.t 煮る                                「動詞」 

las cabezas de las gambas ﾗｽ･ｶﾍﾞｻｽ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ 

   pl.n.f 小エビの頭を                                 「目的語」 

o ｵ conj. または 

el caldo de pescado ｴﾙ･ｶﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾟｽｶﾄﾞ n.m 魚のスープ                   「目的語」 

medido ﾒﾃﾞｨﾄﾞ 過去分詞(medir)adv. 測られた分量で                      「副詞句」 

el doble de caldo ｴﾙ･ﾄﾞﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ｶﾙﾄﾞ n.m 2 倍のスープ             「目的語」 

que de arroz ｹ･ﾃﾞ･ｱﾛｽ adv. 米に対して                          「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

distribuimos ﾃﾞｨｽﾄﾘﾌﾞｲﾓｽ 1 複現(distribuir)v.t 配置する                     「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. うまく、むらなく                                          「副詞」 

los ingredientes ﾛｽ･ｲﾝｸﾞﾚﾃﾞｨｴﾝﾃｽ pl.n.m 材料を                          「目的語」 
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mezclando ﾒｽｸﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(mezclar)v.t 混ぜながら                      「副詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                       「副詞句」 

 

これを中火で 15 分程度煮ます。煮えたらすぐ、大エビまたは車エビとムール貝をその上に

乗せると余熱で火が通ってゆきます。 

Lo ponemos a cocer a fuego medio durante unos 15 minutos. Al poco de cocer, colocamos 

las gambas grandes o langostinos y los mejillones encima y se irán cocinando con el calor.                      

「目的語」「動詞句」「副詞句」 

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞」y「動詞句」「副詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

ponemos a cocer ﾎﾟﾈﾓｽ･ｱ･ｺｾｰﾙ 1 複現(poner a+不定詞) 

   v.t 煮ます                                                          「動詞句」 

a fuego medio ｱ･ﾌｴｺﾞ･ﾒﾃﾞｨｵ adv. 中火で                                 「副詞句」 

durante unos 15 minutos ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｳﾉｽ･ｷﾝｾ･ﾐﾇﾄｽ adv. 約 15 分間            「副詞句」 

Al poco de cocer ｱﾙ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ｺｾｰﾙ adv. 煮えたらすぐに                     「副詞句」 

  a poco de+不定詞「〜してからすぐに」 

colocamos ｺﾛｶﾓｽ 1 複現(colocar)v.t 置きます                               「動詞」 

las gambas grandes o langostinos y los mejillones ﾗｽ･ｶﾞﾝﾊﾞｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ｵ･ﾗﾝｺﾞｽﾃｨﾉｽ･ｲ･ﾛ

ｽ･ﾒﾋｼﾞｮﾈｽ pl.n. 大エビまたは車エビとムール貝を                         「目的語」 

encima ｴﾝｼﾏ adv. その上に                                               「副詞」 

y ｲ conj. すると 

se irán cocinando ｾ･ｲﾗﾝ･ｺｼﾅﾝﾄﾞ 3 複未･進行形(ir+現在分詞 cocinarse) 

   v.pr ゆっくりと煮えてゆきます                                       「動詞句」 

con el calor ｺﾝ･ｴﾙ･ｶﾛｰﾙ adv. 余熱で                                     「副詞句」 

 

7. 水気がなくなり、底がきつね色になったら火を止めて、火からおろしてふきんか清潔な

布をかぶせます。 

Cuando se haya consumido el agua y notemos que está el fondo tostado, se apaga el fuego, 

se aparta del mismo y se cubre con un paño o trapo limpio.  

「副詞節」,「動詞句」「主語」,「動詞句」「副詞句」y「動詞句」「間接目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

se haya consumido ｾ･ｱﾔ･ｺﾝｽﾐﾄﾞ 接・3 単現･完了形(consumirse) 

   v.pr 無くなってしまう                                       「動詞句」 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水気が                                     「主語」 

y ｲ conj. そして 

notemos ﾉﾃﾓｽ 1 複現(notar)v.t 気づく                              「動詞」 
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que ｹ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                         「動詞」 

el fondo ｴﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ n.m 底が                               「主語」 

tostado ﾄｽﾀﾄﾞ adj. 焼けた、きつね色の                     「補語」 

se apaga ｾ･ｱﾊﾟｶﾞ 3 単現･受動(apagarse)v.t（能動文に翻訳する）消します   「動詞句」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火を                                                「主語」 

se aparta ｾ･ｱﾊﾟﾙﾀ 3 単現･受動(apartarse)v.t（能動文に翻訳する） 離します 「動詞句」 

del mismo ﾃﾞﾙ･ﾐｽﾓ adv. そこから                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

se cubre ｾ･ｸﾌﾞﾚ 3 単現･受動(cubrirse)v.t（能動文に翻訳する）かぶせます    「動詞句」 

con un paño o trapo limpio ｺﾝ･ｳﾝ･ﾊﾟﾆｮ･ｵ･ﾄﾗﾎﾟ･ﾘﾝﾋﾟｵ 

   adv. ふきんまたは清潔な布を                                     「間接目的語」 

 

7 分くらい蒸らしてから、レモンを飾って、食卓に出します。 

Se deja reposar unos 7 minutos más o menos. Se decora con limón y se sirve. 

「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」y「動詞句」 

Se deja reposar ｾ･ﾃﾞﾊ･ﾚﾎﾟｻｰﾙ 3 単現･放置(dejar+不定詞 reposarse) 

   v.pr 寝かせておく、蒸らさせておく                                   「動詞句」 

unos 7 minutos más o menos ｳﾉｽ･ｼｴﾃ･ﾐﾇﾄｽ･ﾏｽ･ｵ･ﾒﾉｽ 

   adv. 7 分前後                                                        「副詞句」 

Se decora ｾ･ﾃﾞｺﾗ 3 単現･受動(decorarse)v.t（能動文に翻訳する）飾ります   「動詞句」 

con limón ｺﾝ･ﾘﾓﾝ adv. レモンで                                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

se sirve ｾ･ｼﾙﾍﾞ 3 単現･受動(servirse) 

v.t（能動文に翻訳する）食卓に出します                               「動詞句」 

 

 

 

 

 

注意：再帰受動文 se añade el arroz は「動詞句」「主語」の構文で、そのまま翻訳すると、

「米が加えられます」となりますが、日本語としては不自然な感じがします。 

翻訳文を能動態に変換して、「米を加えます」と翻訳すると日本語らしくなります。 
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6  Tallarines a la rústica  田舎風タリアテー

レ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

INGREDIENTES   PARA 4 PERSONAS        材料  4 人分 

ｲﾝｸﾞﾚﾃﾞｨｴﾝﾃｽ ﾊﾟﾗ･ｸゎﾄﾛ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ 

500 g de pasta fresca tipo tallarines             タリアテーレタイプの生パスタ 500 g 

ｼﾝｺ･ｼｴﾝﾄｽ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ﾊﾟｽﾀ･ﾌﾚｽｶ･ﾃｨﾎﾟ･ﾀｼﾞｬﾘﾈｽ 

80 g de aceitunas verdes deshuesadas                種抜きのグリーンオリーブ 80 g 

ｵﾁｪﾝﾀ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾄｩﾅｽ･ﾍﾞﾙﾃﾞｽ･ﾃﾞｽｳｴｻﾀﾞｽ 

50 g de aceitunas negras deshuesadas                      種抜きの黒オリーブ 50 g 

ｼﾝｸｪﾝﾀ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾄｩﾅｽ･ﾈｸﾞﾗｽ･ﾃﾞｽｳｴｻﾀﾞｽ 

2 o 3 filetes de anchoa ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ﾌｨﾚﾃｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾁｮｱ        塩漬けアンチョビ 2～3 切れ 

1 guindilla ｳﾝ･ｷﾞﾝﾃﾞｨｼﾞｬ                                     シマトウガラシ 1 本 

50 g de alcaparras ｼﾝｸｪﾝﾀ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ｱﾙｶﾊﾟﾗｽ                           ケーパー 50 g 

Para la salsa de tomate de base ﾊﾟﾗ･ﾗ･ｻﾙｻ･ﾃﾞ･ﾄﾏﾃ･ﾃﾞ･ﾊﾞｾ ベースのトマトソース用材料 

400 g de tomate triturado                                  すり潰したトマト 400 g 

ｸｧﾄﾛ･ｼｴﾝﾄｽ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ﾄﾏﾃ･ﾄﾘﾄｩﾗﾄﾞ 

1 cdta. de sal ｳﾅ･ｸﾁｬﾗﾃﾞｨﾀ･ﾃﾞ･ｻﾙ                                       塩 小さじ 1 

1/2 cdta. de azúcar ﾒﾃﾞｨｵ･ｸﾁｬﾗﾃﾞｨﾀ･ﾃﾞ･ｱｽｶﾙ                         砂糖 小さじ 1/2 

2 hojas de laurel ﾄﾞｽ･ｵﾊｽ･ﾃﾞ･ﾗｳﾚﾙ                                 月桂樹の葉 2 枚 

3 dientes de ajo pelados y laminados                 皮むき・薄切りニンニク 3 片分 

ﾄﾚｽ･ﾃﾞｨｴﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｱﾎ･ﾍﾟﾗﾄﾞｽ･ｲ･ﾗﾐﾅﾄﾞｽ 

1 cda. de aceite de oliva ｳﾅ･ｸﾁｬﾗﾀﾞ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ             オリーブ油 大さじ 1 

Para la cebolla confitada ﾊﾟﾗ･ﾗ･ｾﾎﾞｼﾞｬ･ｺﾝﾌｨﾀﾀﾞ :            砂糖漬けタマネギ用材料 

1 cda. de aceite de oliva ｳﾅ･ｸﾁｬﾗﾀﾞ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ             オリーブ油 大さじ 1 

1 cebolla grande laminada ｳﾅ･ｾﾎﾞｼﾞｬ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ﾗﾐﾅﾀﾞ             薄切りタマネギ 大 1 

1 cdta. de azúcar ｳﾅ･ｸﾁｬﾗﾃﾞｨﾀ･ﾃﾞ･ｱｽｰｶﾙ                              砂糖 大さじ 1 
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翻訳全文 

 

 

1. De antemano, preparar la salsa de base de la siguiente manera: en una cazuelita 

calentar el aceite con los ajos y sin dejar que doren, incorporar el tomate y el resto de 

ingredientes de la salsa. Bajar el fuego al mínimo y dejar pochar durante 20 minutos 

como mínimo bien tapado. En una sartén, caramelizar lentamente la cebolla con el aceite 

y el azúcar. Añadir las anchoas picadas. Es importante que no se reseque por lo que si es 

preciso, se rociará con un vasito de agua. 

 

あらかじめ、次の様にしてベースとなるソースを準備します：小さな土鍋でニンニクと一緒

にオリーブ油を熱しますが、焦がさないように気をつけて、トマトとソース用の残りの材料

を投入します。火力を最小に下げて、しっかり蓋をして、少なくとも 20 分間蒸し焼きにし

ます。フライパンでタマネギを、オリーブ油と砂糖と一緒に、ゆっくりと水あめ状になるま

で炒めます。アンチョビのみじん切りを加えます。もし必要なら、小さな容器で水を振り掛

けて、乾かないようにすることが重要です。 

 

 

2. Filetear las aceitunas y añadir a la sartén. Dar unas vueltas y mezclar su contenido 

junto con las alcaparras, la salsa de tomate y la guindilla. Reservar caliente en una 

cazuela amplia. 

 

オリーブの実を薄切りにして、フライパンに追加します。何度か裏返して、フライパンの中

身をケーパー、トマトソース、トウガラシと一緒に混ぜます。ゆったりした土鍋で、熱いま

ま取っておきます。 

 

 

3. Hervir la pasta al dente. Escurrir muy a fondo e incorporar a la salsa. Mezclar y servir. 

 

パスタをアルデンテに茹でます。完全に水を切って、ソースに合わせます。混ぜて、料理を

出します。 
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構文解析 

 

Tallarines a la rústica  田舎風タリアテーレ 

Tallarines ﾀｼﾞｬﾘﾈｽ pl.n.m(tallarín) （料理）（主に複）タリアテーレ          「主語」 

a la rústica ｱ･ﾗ･ﾙｽﾃｨｶ adj. 田舎風に                                   「形容詞句」 

rústica ﾙｽﾃｨｶ adj.f(rústico) 田舎の（人）、田舎風の 

 

 

1. あらかじめ、次の様にしてベースとなるソースを準備します： 

De antemano, preparar la salsa de base de la siguiente manera:  

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」 

De antemano ﾃﾞ･ｱﾝﾃﾏﾉ adv. 前もって、あらかじめ                       「副詞句」 

preparar ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ v.t 準備します                                         「動詞」 

la salsa de base ﾗ･ｻﾙｻ･ﾃﾞ･ﾊﾞｾ n.f ベースとなるソースを                   「目的語」 

de la siguiente manera ﾃﾞ･ﾗ･ｼｷﾞｴﾝﾃ･ﾏﾈﾗ adv. 次の手順で、次の様にして    「副詞句」 

 

小さな土鍋でニンニクと一緒にオリーブ油を熱しますが、焦がさないように気をつけて、ト

マトとソース用の残りの材料を投入します。 

en una cazuelita calentar el aceite con los ajos y sin dejar que doren, incorporar el tomate 

y el resto de ingresientes de la salsa.  

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞句」,「動詞」「目的語」 

en una cazuelita ｴ･ﾇﾅ･ｶｽｴﾘﾀ adv. 小さな土鍋で                           「副詞句」 

calentar ｶﾚﾝﾀｰﾙ v.t 熱します                                              「動詞」 

el aceite ｴﾙ･ｱｾｲﾃ n.m オリーブ油を                                     「目的語」 

con los ajos ｺﾝ･ﾛｽ･ｱﾎｽ adv. ニンニクと一緒に                            「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sin +不定詞+que+接続法 ｼﾝ adv. 〜しないように                         「副詞句」 

dejar ﾃﾞﾊｰﾙ v.t（放任）させておく                               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                     「目的語」 

doren ﾄﾞﾚﾝ 接・3 複現(dorar)v.t 焦がす                  「動詞」 

incorporar ｲﾝｺﾙﾎﾟﾗｰﾙ v.t 加入させます、投入します                        「動詞」 

el tomate ｴﾙ･ﾄﾏﾃ n.m トマト                                           「目的語」 

y ｲ conj. と 

el resto ｴﾙ･ﾚｽﾄ n.m 残りを                                             「目的語」 

de ingredientes de la salsa ﾃﾞ･ｲﾝｸﾞﾚﾃﾞｨｴﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾙｻ 

   adj. ソース用の材料の                             「形容詞句：resto」 
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火力を最小に下げて、しっかり蓋をして、少なくとも 20 分間蒸し焼きにします。 

Bajar el fuego al mínimo y dejar pochar durante 20 minutos como mínimo bien tapado.  

「動詞」「目的語」「補語」y「動詞句」「副詞句」 

Bajar ﾊﾞﾊｰﾙ v.t 下げます                                                 「動詞」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火を、火力を                                      「目的語」 

al mínimo ｱﾙ･ﾐﾆﾓ adv. 最小に                                            「補語」 

y ｲ conj. そして 

dejar pochar ﾃﾞﾊｰﾙ･ﾎﾟﾁｬｰﾙ v.t 蒸し焼きにします                          「動詞句」 

durante 20 minutos como mínimo ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾐﾇﾄｽ･ｺﾓ･ﾐﾆﾓ 

  adv. 最低でも 20 分間                                                「副詞句」 

bien tapado ﾋﾞｴﾝ･ﾀﾊﾟﾄﾞ adv. しっかりと蓋をして                         「副詞句」 

 

フライパンでタマネギを、オリーブ油と砂糖と一緒に、ゆっくりと水あめ状になるまで炒め

ます。アンチョビのみじん切りを加えます。 

En una sartén, caramelizar lentamente la cebolla con el aceite y el azúcar. Añadir las 

anchoas picadas.                     「副詞句」,「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「目的語」 

En una sartén ｴ･ﾇﾅ･ｻﾙﾃﾝ adv. フライパンデ                              「副詞句」 

caramelizar ｶﾗﾒﾘｻｰﾙ v.t カラメルソースをかける、水あめ状に炒める         「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

la cebolla ﾗ･ｾﾎﾞｼﾞｬ n.f タマネギを                                      「目的語」 

con el aceite y el azúcar ｺﾝ･ｴﾙ･ｱｾｲﾃ･ｲ･ｴﾙ･ｱｽｰｶﾙ 

adv. オリーブ油と砂糖と一緒に                                       「副詞句」 

Añadir ｱﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                             「動詞」 

las anchoas ﾗｽ･ｱﾝﾁｮｱｽ pl.n.f アンチョビを                               「目的語」 

picadas ﾋﾟｶﾀﾞｽ pl.adj.f. みじん切りの                  「形容詞：anchoas」 

 

もし必要なら、小さな容器で水を振り掛けて、乾かないようにすることが重要です。 

Es importante que no se reseque por lo que si es preciso, se rociará con un vasito de agua.                                                     

「動詞」「補語」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                          「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

no se reseque ﾉ･ｾ･ﾚｾｹ 接・3 単現･否定(resecarse) 

v.pr 乾かされないように（能動態では「乾かないように」）         「動詞」 
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por lo que ﾎﾟﾙ･ﾛ･ｹ adv. 〜することによって                       「副詞節」 

si ｼ conj. もし〜なら                                    「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                       「動詞」 

preciso ﾌﾟﾚｼｿ adj. 必要な                          「補語」 

se rociará ｾ･ﾛｼｱﾗ 3 単未･受動(rociarse)v.pr 水をかける     「動詞句」 

con un vasito ｺ･ﾇﾝ･ﾊﾞｼﾄ adv. 小さな容器で                「副詞句」 

de agua ﾃﾞ･ｱｸﾞゎ n.f 水を                               「目的語」 

 

2. オリーブの実を薄切りにして、フライパンに追加します。 

Filetear las aceitunas y añadir a la sartén.      「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞句」 

Filetear ﾌｨﾚﾃｱｰﾙ v.t 切り身にする、薄切りにします                         「動詞」 

las aceitunas ﾗｽ･ｱｾｲﾂﾅｽ pl.n.f オリーブの実                              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.r 加えます                                            「動詞」 

a la sartén ｱ･ﾗ･ｻﾙﾃﾝ adv. フライパンに                                  「副詞句」 

 

何度か裏返して、フライパンの中身をケーパー、トマトソース、トウガラシと一緒に混ぜま

す。 

Dar unas vueltas y mezclar su contenido junto con las alcaparras, la salsa de tomate y 

la guindilla.                            「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Dar ﾀﾞｰﾙ v.t（行為・動作を）します                                       「動詞」 

unas vueltas ｳﾅｽ･ﾌﾞｴﾙﾀｽ pl.n.f （何度か）回転、裏返し                   「目的語」 

y ｲ conj. そして 

mezclar ﾒｽｸﾗｰﾙ v.r 混ぜます                                              「動詞」 

su contenido ｽ･ｺﾝﾃﾆﾄﾞ n.m（フライパンの）中身を                       「目的語」 

junto con ﾌﾝﾄ･ｺﾝ adv. 〜と一緒に                                       「副詞句」 

las alcaparras ﾗｽ･ｱﾙｶﾊﾟﾗｽ pl.n.f ケーパー                       「目的語」 

la salsa de tomate ﾗ･ｻﾙｻ･ﾃﾞ･ﾄﾏﾃ n.f トマトソース                「目的語」 

y ｲ conj. そして 

la guindilla ﾗ･ｷﾞﾝﾃﾞｨｼﾞｬ n.f シマトウガラシ                     「目的語」 

 

ゆったりした土鍋で、熱いまま取っておきます。 

Reservar caliente en una cazuela amplia.                「動詞」「目的語」「副詞句」 

Reservar ﾚｾﾙﾊﾞｰﾙ v.t 取っておきます                                      「動詞」 

caliente ｶﾘｴﾝﾃ adj.（名詞化）熱いものを                                 「目的語」 

en una cazuela ｴ･ﾇﾅ･ｶｽｴﾗ adv. 土鍋の中に                               「副詞句」 
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amplia ｱﾝﾌﾟﾘｱ adj.f. ゆったりした                     「形容詞：cazuela」 

 

3. パスタをアルデンテに茹でます。完全に水を切って、ソースに合わせます。 

Hervir la pasta al dente. Escurrir muy a fondo e incorporar a la salsa.  

「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「副詞句」e「動詞」「副詞句」 

Hervir ｴﾙﾋﾞｰﾙ v.r 茹でます                                               「動詞」 

la pasta ﾗ･ﾊﾟｽﾀ n.f パスタを                                            「目的語」 

al dente ｱﾙ･ﾃﾞﾝﾃ adv.（イタリア語）固めに                              「副詞句」 

Escurrir ｴｽｸﾘｰﾙ v.t 水を切ります                                          「動詞」 

muy a fondo ﾑｲ･ｱ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv. 完全に、しっかりと                        「副詞句」 

e ｴ conj. そして 

   接続詞 y が i-・hi-で始まる語の前に来る時は e を使用する。 

incorporar ｲﾝｺﾙﾎﾟﾗｰﾙ v.t 合体させる、合わせる                             「動詞」 

a la salsa ｱ･ﾗ･ｻﾙｻ adv. ソースに                                        「副詞句」 

 

混ぜて、料理を出します。 

Mezclar y servir.                                                「動詞」y「動詞」 

Mezclar ﾒｽｸﾗｰﾙ v.t 混ぜます                                              「動詞」 

y ｲ conj. そして 

servir ｾﾙﾋﾞｰﾙ v.t 料理を出します                                          「動詞」 
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単語 

 

ingredientes ｲﾝｸﾞﾚﾃﾞｨｴﾝﾃｽ n.m pl. （食べ物などの）成分、材料 

pasta ﾊﾟｽﾀ n.f （料理）（総称）パスタ 

fresco, ca ﾌﾚｽｺ､-ｶ adj. （食料品が）新鮮な、生の 

tipo ﾃｨﾎﾟ n.m 型、タイプ 

aceitunas ｱｾｲﾄｩﾅｽ n.f pl. （果実）オリーブ 

verdes ﾍﾞﾙﾃﾞｽ adj. pl. 緑色の 

deshuesadas ﾃﾞｽｳｴｻﾀﾞｽ p.p → adj. n.f pl. < deshuesar v.t 〜から種（骨）を取り除く 

negras ﾈｸﾞﾗｽ adj. n.f(negro) 黒い、邪悪な 

filetes ﾌｨﾚﾃｽ n.m pl. （料理）（肉・魚の）切り身 

anchoa ｱﾝﾁｮｱ n.f （料理）塩漬けにしたアンチョビー 

guindilla ｷﾞﾝﾃﾞｨｼﾞｬ n.f シマトウガラシの実 

alcaparras ｱﾙｶﾊﾟﾗｽ n.f pl. （料理）（主に複）ケーパー 

para ﾊﾟﾗ prep （用途）〜用の 

salsa ｻﾙｻ n.f （料理）ソース 

tomate ﾄﾏﾃ n.m （果実）トマト 

base ﾊﾞｾ n.f （料理）（ソースなどの）ベース 

triturado ﾄｩﾘﾄｩﾗﾄﾞ p.p → adj. すり潰した(triturar トゥリトゥラール v.t すり潰す) 

cda. ← cucharada ｸﾁｬﾗﾀﾞ n.f 大さじ一杯の量 

cdta. ← cucharadita ｸﾁｬﾗﾃﾞｨﾀ n.f 小さじ一杯の量 

sal ｻﾙ n.f 塩 

azúcar ｱｽｰｶﾙ n.m 砂糖 

hojas ｵﾊｽ n.f pl. 葉 

laurel ﾗｳﾚﾙ n.m （植物）月桂樹、ローレル 

dientes ﾃﾞｨｴﾝﾃｽ n.m pl. （ニンニクの）一片 

ajo ｱﾎ n.m （植物）ニンニク 

pelados ﾍﾟﾗﾄﾞｽ p.p → adj. pl. 皮をむいた(pelar ペラール v.t 皮をむく) 

laminados ﾗﾐﾅﾄﾞｽ p.p → adj. pl. 薄切りした(laminar ラミナール v.t 薄切りにする) 

aceite ｱｾｲﾃ n.m （主に食用の）油、 oliva ｵﾘﾊﾞ n.f オリーブの実 

cebolla ｾﾎﾞｼﾞｬ n.f （植物）タマネギ 

confitada ｺﾝﾌｨﾀﾀﾞ adj. n.f 砂糖漬けした(confitar コンフィタール v.t 砂糖漬けにする) 
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7  Guiso de pulpo con patata y almejas  タコ、ジャガイモ、アサリのシチュー 

 

      

 

INGREDIENTES   PARA 4 PERSONAS  材料 4 人分 

600 g de pulpo cocido ｾｲｽ･ｼｴﾝﾃｽ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾙﾎﾟ･ｺｼﾄﾞ                 茹でダコ 600 g 

3 patatas rojas ﾄﾚｽ･ﾊﾟﾀﾀｽ･ﾛﾊｽ                                   赤ジャガイモ 3 個 

1 cebolla grande ｳﾝ･ｾﾎﾞｼﾞｬ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ                                   タマネギ 大 1 

1 vaso de vino blanco tipo Ribeiro                  白ワイン（リベイロ）  1 カップ 

ｳﾝ･ﾊﾞｿ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾉ･ﾌﾞﾗﾝｺ･ﾃｨﾎﾟ･ﾘﾍﾞｲﾛ 

1 cda. de pimentón dulce ｳﾝ･ｸﾁｬﾗﾀﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾒﾝﾄﾝ･ﾄﾞｩﾙｾ              パプリカ 大さじ 1 

800g de almejas ｵﾁｮ･ｼｴﾝﾄｽ･ｸﾞﾗﾓ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒﾊｽ                             アサリ 800 g 

1 diente de ajo ｳﾝ･ﾃﾞｨｴﾝﾃ･ﾃﾞ･ｱﾎ                                     ニンニク 1 片 

aceite de oliva ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ                                      オリーブ油 適量 

2 guindillas ﾄﾞｽ･ｷﾞﾝﾃﾞｨｼﾞｬｽ                                      トウガラシ 2 本 

sal ｻﾙ                                                                  塩 適量 

 

Ribeiro ﾘﾍﾞｲﾛ n.m リベイロ（オレンセ地方産のワイン） 
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翻訳全文 

 

 

1. En una cazuela de barro calentar el aceite con las guindillas y el ajo laminado. Dar 

unas vueltas. 

 

素焼きの土鍋でトウガラシと薄切りのニンニクをオリーブ油で熱します。かき混ぜて、なん

どか裏返します。 

 

 

2. Desechar tanto el ajo como las guindillas e incorporar las patatas y la cebolla peladas 

y cortadas a cuartos. Cuando empiecen a dorar añadir el pulpo cortado. Apagar el fuego 

al cabo de cinco minutos y dejar reposar. 

 

（オリーブ油に香りと辛味が付いたら）ニンニクとトウガラシの実は捨てて、ジャガイモと、

皮を剥いて 4 分の 1 にぶつ切りしたタマネギを加えます。キツネ色になってきたら、ぶつ

切りのタコを加えます。5 分後に火を止めて、寝かせます。 

 

 

3. En otra cazuela con el vino abrir las almejas muy limpias. Filtra el líquido de cocción 

y añadir también al guiso de las patatas y el pulpo. Salar y sazona con el pimentón. Tapar 

y dejar cocer hasta que las patatas queden tiernas. A continuación incorporar las almejas 

al pulpo con las patatas y dejar cocer unos minutos más. Si es presiso, agregar un poco 

de agua. 

 

別の土鍋にワインとよく洗ったアサリを入れて、口が開くまで熱します。煮汁を濾して、煮

汁とともにジャガイモとタコもシチューに加えます。塩を入れて、パプリカで味付けします。

蓋をして、ジャガイモが柔らかくなるまで煮ます。引き続き、アサリをタコとジャガイモに

追加して、さらに数分間煮続けます。必要なら、水を少し追加します。 
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構文解釈 

 

Guiso de pulpo con patata y almejas  タコ、ジャガイモ、アサリのシチュー 

Guiso ｷﾞｿ n.m（料理）シチュー、煮込み                                   「主語」 

de pulpo ﾃﾞ･ﾌﾟﾙﾎﾟ adj. タコの                                        「形容詞句」 

con patata y almejas ｺﾝ･ﾊﾟﾀﾀ･ｲ･ｱﾙﾒﾊｽ adj. ジャガイモとアサリと一緒の「形容詞句」 

 

 

1. 素焼きの土鍋でトウガラシと薄切りのニンニクをオリーブ油で熱します。かき混ぜて、

なんどか裏返します。 

En una cazuela de barro calentar el aceite con las guindillas y el ajo laminado. Dar unas 

vueltas.                   「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「目的語」 

En una cazuela ｳ･ﾇﾅ･ｶｽｴﾗ adv. 土鍋の中で                               「副詞句」 

de barro ﾃﾞ･ﾊﾞｯﾛ adj. 素焼きの                      「形容詞句：cazuela」 

calentar ｶﾚﾝﾀｰﾙ v.t 熱します                                              「動詞」 

el aceite ｴﾙ･ｱｾｲﾃ n/m オリーブ油を                                     「目的語」 

con las guindillas ｺﾝ･ﾗｽ･ｷﾞﾝﾃﾞｨｼﾞｬｽ adv. シマトウガラシと一緒に          「副詞句」 

y ｲ conj. それと 

el ajo ｴﾙ･ｱﾎ n.m ニンニク                                      「目的語」 

laminado ﾗﾐﾅﾄﾞ adj. 薄切りの                      「形容詞：ajo」 

Dar ﾀﾞｰﾙ v.t（行為・動作を）します                                       「動詞」 

unas vueltas ｳﾅｽ･ﾌﾞｴﾙﾀｽ pl.n.f （何度か）回転、裏返し                   「目的語」 

 

2. （オリーブ油に香りと辛味が付いたら）ニンニクとトウガラシの実は捨てて、ジャガイ

モと、皮を剥いて 4 分の 1 にぶつ切りしたタマネギを加えます。 

Desechar tanto el ajo como las guindillas e incorporar las patatas y la cebolla peladas y 

cortadas a cuartos.                   「動詞」「目的語」「副詞句」e「動詞」「目的語」 

Desechar ﾃﾞｾﾁｬｰﾙ v.t 捨てます                                            「動詞」 

tanto el ajo ﾀﾝﾄ･ｴﾙ･ｱﾎ n.m ニンニクも                                   「目的語」 

como las guindillas ｺﾓ･ﾗｽ･ｷﾞﾝﾃﾞｨｼﾞｬｽ adv. トウガラシと同様に            「副詞句」 

  tanto A como B 「B と同様 A も」 

e ｴ conj. そして 

incorporar ｲﾝｺﾙﾎﾟﾗｰﾙ v.t 加えます                                         「動詞」 

las patatas ﾗｽ･ﾊﾟﾀﾀｽ pl.n.f ジャガイモ                                   「目的語」 

y ｲ conj. そして 

la cebolla ﾗ･ｾﾎﾞｼﾞｬ n.f タマネギ                                        「目的語」 
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peladas ﾍﾟﾗﾀﾞｽ adj. 皮を剥いた                        「形容詞：cebolla」 

y ｲ conj. そして 

cortadas a cuartos ｺﾙﾀﾀﾞｽ･ｱ･ｸｧﾙﾄ adj. 4 分の 1 にぶつ切りした  「形容詞句」 

 

キツネ色になってきたら、ぶつ切りのタコを加えます。5 分後に火を止めて、寝かせます。 

Cuando empiecen a dorar añadir el pulpo cortado. Apagar el fuego al cabo de cinco 

minutos y dejar reposar. 

「副詞節」,「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                        「副詞節」 

empiecen a dorar ｴﾝﾋﾟｴｾﾝ･ｱ･ﾄﾞﾗｰﾙ 接・3 複現･開始(empezar a+不定詞 dorarse) 

   v.pr きつね色になる                                         「動詞句」 

añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                            「動詞」 

el pulpo ｴﾙ･ﾌﾟﾙﾎﾟ n.m タコを                                           「目的語」 

cortado ｺﾙﾀﾄﾞ adj. ぶつ切りした                         「形容詞：pulpo」 

Apagar ｱﾊﾟｶﾞｰﾙ v.t（火を）消します                                       「動詞」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火を                                              「目的語」 

al cabo de cinco minutos ｱﾙ･ｶﾎﾞ･ﾃﾞ･ｼﾝｺ･ﾐﾇﾄｽ adv. 5 分後に                「副詞句」 

  al cabo de... 「．．．後に」 

y ｲ conj. そして 

dejar reposar ﾃﾞﾊｰﾙ･ﾚﾎﾟｻｰﾙ 不定詞･放任(dejar+不定詞) 

   v.t 休ませます、寝かせます                                          「動詞句」 

 

3. 別の土鍋にワインとよく洗ったアサリを入れて、口が開くまで熱します。煮汁を濾して、

煮汁とともにジャガイモとタコもシチューに加えます。 

En otra cazuela con el vino abrir las almejas muy limpias. Filtra el líquido de cocción y 

añadir también al guiso de las patatas y el pulpo.  

「副詞句」「動詞」「目的語」 

「動詞」「目的語」y「動詞」「副詞句」「目的語」 

En otra cazuela ｴﾝ･ｵﾄﾗ･ｶｽｴﾗ adv. 別の土鍋に                            「副詞句」 

con el vino ｺﾝ･ｴﾙ･ﾋﾞｰﾉ adv. ワインと一緒に                              「副詞句」 

abrir ｱﾌﾞﾘｰﾙ 不定詞 v.t 開ける、（熱して）開けさせる                       「動詞」 

las almejas ﾗｽ･ｱﾙﾒﾊｽ pl.n.f アサリを                                    「目的語」 

muy limpias ﾑｲ･ﾘﾝﾋﾟｱｽ adj.pl.f. よく洗った          「形容詞句：almejas」 

Filtra ﾌｨﾙﾄｩﾗ 命・2 単現(filtrar)v.t 濾してください                         「動詞」 

el líquido ｴﾙ･ﾘｷﾄﾞ n.m 液を                                            「目的語」 

de cocción ﾃﾞ･ｺｸｼｵﾝ adj. 煮物の                      「形容詞句：líquido」 
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→ 煮汁を 

y ｲ conj. そして 

añadir ｱﾆｬﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 v.t 加えます                                       「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた（煮汁とともに）                            「副詞」 

al guiso ｱﾙ･ｷﾞｿ adv. シチューに                                         「副詞句」 

de las patatas y el pulpo ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾊﾟﾀﾀｽ･ｲ･ｴﾙ･ﾌﾟﾙﾎﾟ 

 pl.n. ジャガイモとタコ                                              「目的語」 

 

塩を入れて、パプリカで味付けします。蓋をして、ジャガイモが柔らかくなるまで煮ます。 

Salar y sazona con el pimentón.Tapar y dejar cocer hasta que las patatas queden tiernas. 

「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「副詞節」 

Salar ｻﾗｰﾙ 不定詞 v.t 塩を入れます                                        「動詞」 

y ｲ conj. そして 

sazona ｻｿﾅ 命・2 単現(sazonar)v.t 味付けしてください                      「動詞」 

con el pimentón ｺ･ﾈﾙ･ﾋﾟﾒﾝﾄﾝ adv. パプリカで                            「副詞句」 

Tapar ﾀﾊﾟｰﾙ 不定詞 v.t 蓋をします                                        「動詞」 

y ｲ conj. そして 

dejar cocer ﾃﾞﾊｰﾙ･ｺｾｰﾙ 不定詞(dejar+不定詞)v.t 煮続けます                「動詞句」 

hasta que +接続法 ｱｽﾀ･ｹ adv. 〜するまで                                「副詞節」 

las patatas ﾗｽ･ﾊﾟﾀﾀｽ pl.n.f ジャガイモが                           「主語」 

queden ｹﾃﾞﾝ 接・3 複現(quedar)v.i 〜になる                       「動詞」 

tiernas ﾃｨｴﾙﾅｽ adj.pl.f. 柔らかい                                  「補語」 

 

引き続き、アサリをタコとジャガイモに追加して、さらに数分間煮続けます。必要なら、水

を少し追加します。 

A continuación incorporar las almejas al pulpo con las patatas y dejar cocer unos minutos 

más. Si es preciso, agregar un poco de agua. 

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞句」「副詞句」 

「副詞節」「動詞」「目的語」 

A continuación ｱ･ｺﾝﾃｨﾇｱｼｵﾝ adv. 引き続き                               「副詞句」 

incorporar ｲﾝｺﾙﾎﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.t 合体させる、追加する                      「動詞」 

las almejas ﾗｽ･ｱﾙﾒﾊｽ pl.n.f アサリを                                    「目的語」 

al pulpo con las patatas ｱﾙ･ﾌﾟﾙﾎﾟ･ｺﾝ･ﾗｽ･ﾊﾟﾀﾀｽ 

   adv. タコとジャガイモに                                             「副詞句」 

y  

dejar cocer ﾃﾞﾊｰﾙ･ｺｾｰﾙ 不定詞(dejar+不定詞)v.t 煮続けます                「動詞句」 
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unos minutos más ｳﾉｽ･ﾐﾇﾄｽ･ﾏｽ adv. さらに数分間                        「副詞句」 

Si ｼ conj. もし〜なら                                                  「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

preciso ﾌﾟﾚｼｿ adj. 必要な                                         「補語」 

agregar ｱｸﾞﾚｶﾞｰﾙ 不定詞 v.t 追加します                                    「動詞」 

un poco de agua ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ｱｸﾞゎ n.m 水を少し                          「目的語」 
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9  Sopa de ajo   ニンニクスープ 

 

 

 

 

 

INGREDIENTES   PARA 4 PERSONAS   材料  4 人分 

 

Una cabeza de ajo ｳｰﾅ･ｶﾍﾞｻ･ﾃﾞ･ｱﾎ                                   ニンニク 1 玉 

150 gramos de jamón(puede usarse bacon o panceta)                    生ハム 150 g 

  ｼｴﾝﾄ･ｼﾝｸｴﾝﾀ･ｸﾞﾗﾓｽ･ﾃﾞ･ﾊﾓﾝ(ﾌﾟｴﾃﾞ･ｳｻﾙｾ･ﾊﾞｺﾝ･ｵ･ﾊﾟﾝｾﾀ) 

（ベーコンまたはパンチェッタでも可） 

2 ó 3 huevos ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ｳｴﾎﾞｽ                                          卵 2～3 個 

Media barra de pan ﾒﾃﾞｨｱ･ﾊﾞｯﾗ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾝ              バゲット（棒状のパン） 1/2 本 

2 cucharaditas de pimentón ﾄﾞｽ･ｸﾁｬﾗﾃﾞｨﾀｽ･ﾃﾞﾋﾟﾒﾝﾄﾝ              パプリカ粉 小匙 2 

4 cucharadas de aceite de oliva ｸゎﾄﾛ･ｸﾁｬﾗﾀﾞｽ･ﾃﾞ･ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ    オリーブ油 大匙 4 

Litro y medio de agua ﾘﾄﾛ･ｲ･ﾒﾃﾞｨｱ･ﾃﾞ･ｱｸﾞｱ                                水 1.5 L 

Perejil picado ﾍﾟﾚﾋﾙ･ﾋﾟｶﾄﾞ                                パセリのみじん切り 適量 

 

panceta ﾊﾟﾝｾﾀ n.f パンチェッタ、豚の腹肉、ベーコン 
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翻訳全文 

1. Pelar los ajos y cortarlos en trozos. Si el jamón o el bacon está en un bloque, cortarlo 

en taquitos. 

ニンニクの皮を剥き、ざく切りにします。生ハムまたはベーコンがブロックの場合は、細か

いサイの目に切っておきます。 

 

2. Poner a calentar el aceite de oliva en una cazuela y rehogar los ajos a fuego lento unos 

3 ó 4 minutos. 

土鍋にオリーブ油を入れて熱し、弱火で 3～4 分ニンニクを炒めます。 

 

3. Añadir el jamón y rehogarlo otros 2 ó 3 minutos. 

生ハムを加え、さらに 2～3 分炒めます。 

 

4. Añadir el pimentón y remover muy rápidamente o se quemará (se puede apagar el 

fuego para más tranquilidad). 

パプリカを加え、焦げないように急いでかき混ぜます。（落ち着いて出来るように、火を消

してもよい） 

 

5. Una vez bien removido, añadir el agua, mezclar y dejar que cueza a fuego medio 

durante unos 20 minutos. 

よくかき混ぜたら、水を加えて混ぜます。中火で 20 分程度煮ます。 

 

6. Cuando los ajos estén blandos, deshacerlos aplastándolos. 

ニンニクが柔らかくなったら、押しつぶしながら全体を崩します。 

 

7. Cortar el pan en trozos de 2 ó 3 centímetros y añadirlo a la sopa. 

パンを 2～3 センチ角に切り、スープに入れます。 

 

8. Cuando el pan haya absorbido bien el caldo, añadir el huevo batido poco a poco. 

Mezclar un poco para que se quede en hilos. Servir en un cuenco o plato hondo y añadir 

un poco de perejil picado al gusto. 

パンが十分にスープを吸ったら、溶き卵を少しずつ加えます。かき混ぜて、糸状にします。

ボールか深皿に入れて、好みでパセリのみじん切りを少々散らして食卓に出します。 
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構文解析 

 

Sopa de ajo   ニンニクスープ 

Sopa ｿﾊﾟ n.f（薄切りパンや野菜などがたっぷり入った）スープ 

  (複)コーヒーなどに浸したパン、（スープに入れる）パンの薄切り 

de ajo ﾃﾞ･ｱﾎ adj. ニンニクの 

 

 

1. ニンニクの皮を剥き、ざく切りにします。生ハムまたはベーコンがブロックの場合は、

細かいサイの目に切っておきます。 

Pelar los ajos y cortarlos en trozos. Si el jamón o el bacon está en un bloque, cortarlo en 

taquitos.                            「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

「副詞節」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Pelar ﾍﾟﾗｰﾙ v.t（野菜などの）皮を剥きます                                「動詞」 

los ajos ﾛｽ･ｱﾎｽ pl.n.m ニンニク                                         「目的語」 

y ｲ conj. それから 

cortarlos ｺﾙﾀﾙﾛｽ 不定詞(cortar+los)v.t それらを切ります            「動詞」「目的語」 

en trozos ｴﾝ･ﾄﾛｿｽ adv. 細かく                                          「副詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

el jamón o el bacon ｴﾙ･ﾊﾓﾝ･ｵ･ｴﾙ･ﾊﾞｺﾝ n.m 生ハムまたはベーコンが  「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                「動詞」 

en un bloque ｴ･ﾇﾝ･ﾌﾞﾛｹ adv. ブロックの状態で                    「補語」 

cortarlo ｺﾙﾀﾙﾛ 不定詞(cortar+lo)v.t それを切ります                「動詞」「目的語」 

en taquitos ｴﾝ･ﾀｷﾄｽ adv. 細かいさいの目に                              「副詞句」 

 

2. 土鍋にオリーブ油を入れて熱し、弱火で 3～4 分ニンニクを炒めます。 

Poner a calentar el aceite de oliva en una cazuela y rehogar los ajos a fuego lento unos 3 

ó 4 minutos.              「動詞句」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Poner a calentar ﾎﾟﾈｰﾙ･ｱ･ｶﾚﾝﾀｰﾙ v.t 入れて熱する                        「動詞句」 

el aceite de oliva ｴﾙ･ｱｾｲﾃ･ﾃﾞ･ｵﾘﾊﾞ n.m オリーブ油を                      「目的語」 

en una cazuela ｴ･ﾇﾅ･ｶｽｴﾗ adv. 土鍋に                                   「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

rehogar ﾚｵｶﾞｰﾙ v.t ソテーする、炒める                                    「動詞」 

los ajos ﾛｽ･ｱﾎｽ pl.n.m ニンニクを                                       「目的語」 

a fuego lento ｱ･ﾌｴｺﾞ･ﾚﾝﾄ adv. 弱火で                                    「副詞句」 

unos 3 ó 4 minutos ｳﾉｽ･ﾄﾚｽ･ｵ･ｸゎﾄﾛ･ﾐﾇﾄｽ adv. 大体 3〜4 分               「副詞句」 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

スペイン語のレシピ 9  Sopa de ajo   ニンニクスープ 626 / 650 

 

3. 生ハムを加え、さらに 2～3 分炒めます。 

Añadir el jamón y rehogarlo otros 2 ó 3 minutos. 

「動詞」「目的語」ｙ「動詞」「目的語」「副詞句」 

Añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                            「動詞」 

el jamón ｴﾙ･ﾊﾓﾝ n.m 生ハムを                                          「目的語」 

y ｲ conj. そして 

rehogarlo ﾚｵｶﾞﾙﾛ 不定詞(rehogar+lo)v.t それを炒めます            「動詞」「目的語」 

otros 2 ó 3 minutos ｵﾄﾛｽ･ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ﾐﾇﾄｽ adv. さらに 2〜3 分              「副詞句」 

 

4. パプリカを加え、焦げないように急いでかき混ぜます。（落ち着いて出来るように、火を

消してもよい） 

Añadir el pimentón y remover muy rápidamente o se quemará (se puede apagar el fuego 

para más tranquilidad).             「動詞」「目的語」ｙ「動詞」「副詞句」「副詞節」 

(「動詞句」「目的語」「副詞句」) 

Añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                            「動詞」 

el pimentón ｴﾙ･ﾋﾟﾒﾝﾄﾝ n.m パプリカを                                  「目的語」 

y ｲ conj. そして 

remover ﾚﾓﾍﾞｰﾙ v.t かき回す、かき混ぜる                                  「動詞」 

muy rápidamente ﾑｲ･ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. とても急いで                        「副詞句」 

o ｵ conj. さもないと、そうしないと                                      「副詞節」 

se quemará ｾ･ｹﾏﾗ 3 単未(quemarse)v.pr 焦げ付いてしまうでしょう 「動詞句」 

→ 焦げ付かないように、急いでかき混ぜる 

se puede apagar ｾ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ｱﾊﾟｶﾞｰﾙ 3 単現･一般･許可(poderse+不定詞) 

  v.t 消しても構いません                                               「動詞句」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火を                                              「目的語」 

para más tranquilidad ﾊﾟﾗ･ﾏｽ･ﾄﾗﾝｷﾘﾀﾞ adv. 落ち着いて行うために         「副詞句」 

 

5. よくかき混ぜたら、水を加えて混ぜます。中火で 20 分程度煮ます。 

Una vez bien removido, añadir el agua, mezclar y dejar que cueza a fuego medio durante 

unos 20 minutos.          「副詞句」,「動詞」「目的語」,「動詞」y「動詞」「目的語」 

Una vez +過去分詞 ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度〜したら                            「副詞句」 

bien removido ﾋﾞｴﾝ･ﾚﾓﾋﾞﾄﾞ 過去分詞 v.t よくかき混ぜた          「動詞句」 

añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                            「動詞」 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m 水を                                             「目的語」 

mezclar ﾒｽｸﾗｰﾙ v.t 混ぜます                                              「動詞」 
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y ｲ conj. そして 

dejar que+接続法 ﾃﾞﾊｰﾙ･ｹ 〜にさせておく                         「動詞」「目的語」 

cueza ｸｴｻ 接・3 単現(cocer)v.i 煮立っている                 「動詞」 

a fuego medio ｱ･ﾌｴｺﾞ･ﾒﾃﾞｨｵ adv. 中火で                  「副詞句」 

durante unos 20 minutos ﾃﾞｭﾗﾝﾃ･ｳﾉｽ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾐﾇﾄｽ 

   adv. 20 分くらい                                      「副詞句」 

 

6. ニンニクが柔らかくなったら、押しつぶしながら全体を崩します。 

Cuando los ajos estén blandos, deshacerlos aplastándolos. 

「副詞節」, 「動詞」「目的語」「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したら                                          「副詞節」 

los ajos ﾛｽ･ｱﾎｽ pl.n.m ニンニクが                                 「主語」 

estén ｴｽﾃﾝ 接・3 複現(estar)v.i 〜になったら                       「動詞」 

blandos ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｽ adj.pl. 柔らかい                                  「補語」 

deshacerlos ﾃﾞｻｾｰﾙ･ﾛｽ 不定詞(deshacer+los) 

   v.t それらを破壊する                                         「動詞」「目的語」 

aplastándolos ｱﾌﾟﾗｽﾀﾝﾄﾞ･ﾛｽ 現在分詞(aplastar+los) 

adv. それらを押しつぶしながら                                       「副詞句」 

 

7. パンを 2～3 センチ角に切り、スープに入れます。 

Cortar el pan en trozos de 2 ó 3 centímetros y añadirlo a la sopa. 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Cortar ｺﾙﾀｰﾙ v.t 切ります                                                「動詞」 

el pan ｴﾙ･ﾊﾟﾝ n.m パンを                                              「目的語」 

en trozos ｴﾝ･ﾄﾛｿｽ adv. 切れ端に                                        「副詞句」 

de 2 ó 3 centímetros ﾃﾞ･ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ｾﾝﾁﾒﾄﾛｽ adj. 2〜3 センチの   「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

añadirlo ｱﾝﾆｬﾃﾞｨﾙ･ﾛ 不定詞(añadir+lo)v.t それを加えます          「動詞」「目的語」 

a la sopa ｱ･ﾗ･ｿﾊﾟ adv. スープに                                         「副詞句」 

 

8. パンが十分にスープを吸ったら、溶き卵を少しずつ加えます。 

Cuando el pan haya absorbido bien el caldo, añadir el huevo batido poco a poco.  

「副詞節」, 「動詞」「目的語」「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したら                                           「副詞節」 

el pan ｴﾙ･ﾊﾟﾝ n.m パンが                                         「主語」 

haya absorbido ｱﾔ･ｱﾌﾞｿﾙﾋﾞﾄﾞ 接・3 単現･完了形(absorber) 
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   v.t 吸い取ったら                                             「動詞句」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. 十分に                                             「副詞」 

el caldo ｴﾙ･ｶﾙﾄﾞ n.m スープ                                     「目的語」 

  スープ（肉・野菜を煮て実を取り除いた残りのだし汁） 

añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                            「動詞」 

el huevo batido ｴﾙ･ｳｴﾎﾞ･ﾊﾞﾁﾄﾞ n.m かき混ぜた卵を                       「目的語」 

poco a poco ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 少しずつ                                     「副詞句」 

 

かき混ぜて、糸状にします。ボールか深皿に入れて、好みでパセリのみじん切りを少々散ら

して食卓に出します。 

Mezclar un poco para que se quede en hilos. Servir en un cuenco o plato hondo y añadir 

un poco de perejil picado al gusto. 

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Mezclar ﾒｽｸﾗｰﾙ v.t 混ぜます                                              「動詞」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                               「副詞句」 

para que+接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                               「副詞節」 

se quede ｾ･ｹﾃﾞ 接・3 単現(quedarse)v.pr 〜の状態になる        「動詞句」 

en hilos ｴﾝ･ﾋﾛｽ adv. 糸状に                                     「補語」 

Servir ｾﾙﾋﾞｰﾙ v.t（料理を）出します                                       「動詞」 

en un cuenco o plato hondo ｴ･ﾇﾝ･ｸｴﾝｺ･ｵ･ﾌﾟﾗﾄ･ｵﾝﾄﾞ adv. ボールか深皿に入れて「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

añadir ｱﾝﾆｬﾃﾞｨｰﾙ v.t 加えます                                            「動詞」 

un poco de perejil picado ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾚﾋﾙ･ﾋﾟｶﾄﾞ 

 n.m みじん切りのパセリを少し                                       「目的語」 

al gusto ｱﾙ･ｸﾞｽﾄ adv. 好みで                                            「副詞句」 
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日記の例文 

東北地方太平洋沖地震発生 11/03/2011 晴れ 

El temblor ocurrí en la región de Tohoku Océano Pacífico alta mar 

 11 （once オンセ）marzo 2011 buen tiempo 

 

 

 

 

 

 

 

 

真里と私は北広島の浅利家に居た。 

Mari y yo nos pusimos cómodos en casa de Asari en la ciudad de norte Hiroshima. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Mari y yo ﾏﾘ･ｲ･ｼﾞｮ 真里と私                                              「主語」 

nos pusimos ﾉｽ･ﾌﾟｼﾓｽ 1 複点 < ponerse ﾎﾟﾈﾙｾ v.pr （+主格補語）〜になる   「動詞」 

cómodos ｺﾓﾄﾞｽ adj. pl. （人が）くつろいだ                                「補語」 

→ ponerse cómodo くつろぐ 

en casa de Asari ｴﾝ･ｶｰｻ･ﾃﾞ･ｱｻﾘ adv. 浅利宅に                        「副詞句」 

en la ciudad de norte Hiroshima ｴﾝ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ･ﾃﾞ･ﾉﾙﾃ･ｲﾛｼﾏ adv. 北広島の    「副詞句」 

 

午後 2 時 46 分頃、地震が発生。 

El temblor ocurrió a las 14:46 (catorce y cuarenta seis).      「主語」「動詞」「副詞句」 

El temblor ｴﾙ･ﾃﾝﾌﾞﾛｰﾙ n.m 震え、振動、地震（temblor de tierra）          「主語」 

ocurrió ｵｸﾘｵ 3 単点 < ocurrir ｵｸﾘｰﾙ v.i 起こる、発生する                   「動詞」 

a las 14:46 ｱ･ﾗｽ･ｶﾄﾙｾ･ｲ･ｸﾜﾚﾝﾀ･ｾｲｽ adv. 午後 2 時 46 分                    「副詞句」 

 

穏やかな揺れから始まって、やがて激しい揺れに変化。 

Las vibraciónes estuvieron tranquilas al principio, pero variaron intensas pronto. 

「主語」「動詞」「補語」pero「動詞」「補語」「副詞句」 

Las vibraciónes ﾗｽ･ﾋﾞﾌﾞﾗｼｵﾈｽ n.f pl. 振動、揺れ                            「主語」 

estuvieron ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾛﾝ 3 複点 < estar ｴｽﾀｰﾙ v.i 〜である、〜になっている     「動詞」 

tranquilas ﾄﾗﾝｷﾗｽ adj. f. pl. 静かな、穏やかな                              「補語」 

al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 初めのうちは                              「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、ところが 
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variaron ﾊﾞﾘｱﾛﾝ 3 複点 < variar ﾊﾞﾘｱｰﾙ v.i 変わる、異なる                 「動詞」 

intensas ｲﾝﾃﾝｻｽ adj. f. pl. 強い、激しい                                   「補語」 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに、間もなく                                     「副詞句」 

 

3 分位の長時間揺れが続いた。 

Las vibraciónes continuaron por 3 (tres) minutos.             「主語」「動詞」「副詞句」 

Las vibraciónes ﾗｽ･ﾋﾞﾌﾞﾗｼｵﾈｽ n.f pl. 振動、揺れ                            「主語」 

continuaron ｺﾝﾃｨﾇｱﾛﾝ 3 複点 < ｺﾝﾁﾇﾜﾙ v.i 続く、継続する                  「動詞」 

por 3 minutos ﾎﾟﾙ･ﾄﾚｽ･ﾐﾇﾄｽ adv. 3 分間                                  「副詞句」 

 

地震が収まったので、恵庭の魚半という魚屋で買い物をしてから帰宅した。 

Como se calmó el temblor, fuimos a comprar unos pescados en pescadería Uohan en 

Eniwa y volvimos a casa. 

Como「動詞」「主語」, 「動詞句」「目的語」「副詞句」y「動詞」「副詞句」 

Como ｺﾓ conj. （原因・理由：主節に先行）〜なので 

se calmó ｾ･ｶﾙﾓ 3 単点 < calmarse ｶﾙﾏﾙｾ v.pr 鎮まる                       「動詞」 

el temblor ｴﾙ･ﾃﾝﾌﾞﾛｰﾙ n.m 震え、振動、地震（temblor de tierra）           「主語」 

fuimos ﾌｲﾓｽ 1 複点 < ir ｲｰﾙ v.i 行く、（+a+不定詞）〜しに行く              「動詞」 

comprar ｺﾝﾌﾟﾗｰﾙ v.t 買う、購入する「動詞」 

→ fuimos a comprar 私たちは買い物に行った                            「動詞句」 

unos pescados ｳﾉｽ･ﾍﾟｽｶﾄﾞｽ n.m pl. （食品としての）魚、魚肉   「目的語：comprar」 

en ｴﾝ prep （場所）〜の中に、〜で 

en pescadería Uohan ｴﾝ･ﾍﾟｽｶﾃﾞﾘｱ・ｳｵｱﾝ adv. 魚屋の魚半で         「副詞句：comprar」 

en Eniwa ｴﾝ･ｴﾆﾜ adv. 恵庭にある                                       「副詞句」 

volvimos ﾎﾞﾙﾋﾞﾓｽ 1 複点(volver) v.i (a に) 帰った                           「動詞」 

 

夕方、テレビを見ると東北地方の地震被害の様子が映し出された。 

Al anochecer vi las escenas calamitosas del temblor de Tohoku por TV (televisión). 

「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」 

anochecer ｱﾉﾁｪｾﾙ n.m 日暮れ 

→ Al anochecer ｱﾙ･ｱﾉﾁｪｾﾙ adv. 日暮れに、夕方に                        「副詞句」 

vi ﾋﾞ 1 単点 < ver ﾍﾞｰﾙ v.t 見る、見える                                  「動詞」 

las escenas calamitosas ﾗｽ･ｴｽｾﾅｽ･ｶﾗﾐﾄｻｽ n.f pl. 悲惨な光景            「目的語：vi」 

del temblor de Tohoku ﾃﾞﾙ･ﾃﾝﾌﾞﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾄｰｵｸ adj. 東北地震の   「形容詞句：escenas」 

por TV ﾎﾟﾙ･ﾃﾚﾋﾞｼｵﾝ adv. テレビで                                   「副詞句：vi」 
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東電の原子炉が危機的な状況であることも知った。 

Supe también que el reactor nuclear de Tokio compañía eléctrica estuvo en la 

circunstancia crucial.                  「動詞」「副詞」que「主語」「動詞」「副詞句」 

Supe ｽﾍﾟ 1 単点 < saber ｻﾍﾞｰﾙ v.t 知っている、知る、分かる               「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた 

que ｹ conj. （名詞節を導く）〜ということ → 「目的語：Supe」 

el reactor nuclear ｴﾙ･ﾚｱｸﾄｰﾙ･ﾇｸﾚｱﾙ n.m 原子炉                             「主語」 

de Tokio compañía eléctrica ﾃﾞ･ﾄｷｵ･ｺﾝﾊﾟﾆｱ･ｴﾚｸﾄﾘｶ adj. 東京電力の 「形容詞句：reactor」 

estuvo ｴｽﾄｩｰﾎﾞ 3 単点 < estar ｴｽﾀｰﾙ v.i 〜である、〜になっている          「動詞」 

en la circunstancia crucial ｴﾝ･ﾗ･ｼﾙｸﾝｽﾀﾝｼｱ･ｸﾙｼｱﾙ adv. 危機的な状況に      「副詞句」 
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東北地方太平洋沖地震翌日 12/03/2011 晴れ 

El día siguiente dél temblor en la región de Tohoku 

12 （doce ドセ）marzo 2011 buen tiempo 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管首相が東京電力福島第一原子力発電所に現地訪問した。 

El Primer Ministro Kann visitó la escena del primero reactor nuclear de Tokyo compañía 

eléctrica.                                       「主語」「動詞」「目的語」 

El Primer Ministro Kann ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾐﾆｽﾄﾛ･ｶﾝ n.m 菅首相                    「主語」 

visitó ﾋﾞｼﾄ 3 単点 < visitar ﾋﾞｼﾀｰﾙ v.t 訪れる、視察する                    「動詞」 

la escena ﾗ･ｴｽｾｰﾅ n.f 現場 

del primero reactor nuclear ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ･ﾚｱｸﾄｰﾙ･ﾇｸﾚｱｰﾙ adj. 第一原子力発電所の 

de Tokyo compañía eléctrica ﾃﾞ･ﾄｷｵ･ｺﾝﾊﾟﾆｱ･ｴﾚｸﾄﾘｶ adj. 東京電力の 

→ la escena del primero reactor nuclear de Tokyo compañía eléctrica       「目的語」 

 

このことが現場の作業を停滞させて、炉心溶融を引き起こす一因になった。 

Esto retardó el trabajo de la escena, y se hizo la causa de fundición de núcleo. 

「主語」「動詞」「目的語」, y「動詞」「補語」 

Esto ｴｽﾄ pron この事（前文の内容）                                      「主語」 

retardó ﾚﾀﾙﾄﾞ 3 単点 < retardar ﾚﾀﾙﾀﾞｰﾙ v.t 遅らせる、遅延させる          「動詞」 

el trabajo de la escena ｴﾙ･ﾄﾗﾊﾞﾎ･ﾃﾞ･ﾗ･ｴｽｾｰﾅ n.m 現場の作業                「目的語」 

se hizo ｾ･ｲｿ 3 単点 < hacerse ｱｾﾙｾ v.pr 〜になる（補語）                  「動詞」 

la causa ﾗ･ｶｳｻ n.f 原因、一因 

de fundición de núcleo ﾃﾞ･ﾌﾝﾃﾞｼﾖﾝ･ﾃﾞ･ﾇｰｸﾚｵ adj. 炉心溶融の 

→ la causa de fundición de núcleo              炉心溶融の一因             「補語」 

 

http://www.asahi.com/photonews/gallery/fukushimagenpatsu/20110330toden_apology_650px.html
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1 号機にベント。 

Se ventiló el primero reactor nuclear.                               「動詞」「主語」 

Se ventiló ｾ･ﾍﾞﾝﾃｨﾛ 3 単点 < ventilarse ﾍﾞﾝﾃｨﾗﾙｾ v.pr 換気される           「動詞」 

el primero reactor nuclear ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ･ﾚｱｸﾄｰﾙ･ﾇｸﾚｱｰﾙ n.m 第一号原子炉        「主語」 

 

大量の放射性物質が大気中に放出されて、その後各地にホットスポットが出来た。 

La mucha sustancia radiactiva estuvo emitido en el aire, y luego hizo las zonas 

contaminada fuerte por la radiactividad en varias regiones. 

「主語」「動詞句」「副詞句」, y 「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」 

La mucha sustancia radiactiva ﾗ･ﾑﾁｬ･ｽｽﾀﾝｼｱ･ﾗﾃﾞｨｱｸﾃｨﾊﾞ n.f 大量の放射性物質 「主語」 

estuvo ｴｽﾄｩｰﾎﾞ 3 単点 < estar ｴｽﾀｰﾙ 助動詞、（+p.p 受動文を作る） 

emitido ｴﾐﾃｨﾄﾞ p.p < emitir ｴﾐﾃｨｰﾙ v.t 放出する、排出する 

→ estuvo emitido 放出された                                            「動詞句」 

en el aire ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｲﾚ adv. 大気中に                        「副詞句：estuvo emitido」 

luego ﾙｴｺﾞ adv. その後に、それから                     「副詞句：hizo」 

注意：「主語」は（大量の放射性物質） 

hizo ｲｿ 3 単点 < hacer ｱｾｰﾙ v.t 作る                                       「動詞」 

las zonas ﾗｽ･ｿﾅｽ pl.n.f 地域 

contaminadas fuerte por la radiactividad ｺﾝﾀﾐﾅﾀﾞｽ･ﾌｴﾙﾃ･ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾗﾃﾞｨｱｸﾃｨﾋﾞﾀﾞ 

          adj. 放射能によって強く汚染された       「形容詞句：zonas」 

→ las zonas contaminada fuerte por la radiactivadad                「目的語：hizo」 

en varias regiones ｴﾝ･ﾊﾞﾘｱｽ･ﾚﾋｵﾈｽ n.f pl. 様々な地域に               「副詞句：hizo」 

 

早くも一年半たったが、除染はほとんど進んでいない。 

Aunque ha pasado un año y medio, todavía la eliminación de la radiactividad no avanzó 

casi nada.              Aunque「動詞句」「主語」, 「副詞」「主語」「動詞句」「副詞」 

Aunque ｱｳﾝｹ conj. （+直説法）、〜ではあるが 

ha pasado ｱ･ﾊﾟｻﾄﾞ 現在完了形 （時が）過ぎた、たった                   「動詞句」 

un año y medio ｳﾝ･ｱﾆｮ･ｲ･ﾒﾃﾞｨｵ n.m 一年半                                「主語」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ（〜ない）                                       「副詞」 

la eliminación de la radiactividad ﾗ･ｴﾘﾐﾅｼｵﾝ･ﾃﾞﾗ･ﾗﾃﾞｨｱｸﾃｨﾋﾞﾀﾞ n.f  

   放射能の除去、除染                                                   「主語」 

no ﾉ adv. 動詞 avanzó を否定 

avanzó ｱﾊﾞﾝｿ 3 単点 < avanzar ｱﾊﾞﾝｻｰﾙ v.i はかどる、前進する             「動詞」 

casi nada ｶｼ･ﾅﾀﾞ adv. ほとんど何も〜ない                         「副詞：avanzó」 
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参考資料 

2010 年 8 月 20 日のジャパン・タイムズの社説では、「大規模災害時には、政府のトップが

責任ある指導力を発揮する必要があるが、一方では、災害対策現場に直接姿を現すことは避

けるべきである」と警告している。しかしこの記事から約半年後に、菅首相は、災害現場に 

直接乗り込んで現場の作業を大いに停滞させたと云える。 

 

Dealing with disaster 

The Japan Times EDITORIALS Friday, August 20, 2010 

 

First, and most important, when dealing with disasters of this scale, top government officials 

have to engage. In fact, there’s little the top leadership can do, but it can impart urgency and 

direction. Direct involvement can mobilize resources, spur the bureaucracy and convince the 

public that their leaders care about their condition. Staying on vacation—as U.S. President 

George W. Bush first did when Hurricane Katrina devastated the U.S. Gulf Coast—or continuing 

with one’s schedule—as Pakistani President Asif Ali Zardari did in his visit to Europe while his 

country was being devastated does not reassure. Instead, it sends the message that top fficials 

do not care. 

Engaging does not mean either appearing on the scene or micromanaging. The presence of the 

top government official in the midst of a natural disaster is invariably a distraction. Resources 

are diverted, time is wasted with protocol and the inevitable image management. 

 

災害に対処する 

最初に、そして最も重要なことは、大規模災害に対処するには、政府のトップがかかわら 

なければならないということだ。実際には、トップの指導者に直接できることはほとんど 

ないが、緊急性と方向性を伝えることはできる。直接的な関与は、人力を含めての諸資源 

を結集し、官僚にはっぱをかけ、指導者は国民に彼らの状況を心配していると確信させる 

ことができる。休暇先に滞在し続けたり（ハリケーン•カトリーナがメキシコ湾岸を徹底的 

に破壊した際に米国のジョージ•ブッシュ大統領が最初にとった行動だ)、予定をそのまま続 

けたり（自国が壊滅的な被害を受けている最中に、ヨーロッパ訪問中のパキスタンのアシ 

フ•アリ.ザルダリ大統領がとった行動だ）することは、人々を安心させない。それどころか、 

政府のトップは国民のことを気にしていないというメッセージを発することになる。 

関与するというのは、いちいち現場に姿を見せることを意味するわけではない。自然災害 

のただ中に政府のトップがいると、どんな場合でも関係者の一致団結が乱れる。人力その 

他は転用され、儀礼や必ずつきまとうイメージ管理に時間が無駄になる。 
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東北地方太平洋沖地震発生後 13/03/2011～ 

Dentro del temblor en la región de Tohoku 

13 （trece トレセ）marzo 2011～ 

テレビでは一日中、東北地震関連のニュース。 

Todo el día en televisión las informaciónes dél temblor en la región de Tohoku. 

「副詞句」「主語」 

Todo el día ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 一日中                                    「副詞句」 

en televisión ｴﾝ･ﾃﾚﾋﾞｼｵﾝ adv. テレビで                                  「副詞句」 

las informaciónes dél temblor ﾗｽ･ｲﾝﾌｫﾙﾏｼｵﾈｽ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾝﾌﾞﾛｰﾙ n.f pl. 地震のニュース 

en la región de Tohoku ｴﾝ･ﾗ･ﾚﾋｵﾝ･ﾃﾞ･ﾄｰｵｸ adj. 東北地方の 

→ las informaciónes dél temblor en la región de Tohoku                     「主語」 

 

毎日、震度 5 程度の余震が数回起きている。 

Todos los días ocurren unos temblores secundarios de intensidad cinco más o menos. 

「副詞句」「動詞」「主語」 

Todos los días ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. 毎日                                  「副詞句」 

ocurren ｵｸﾚﾝ 3 複現 < ocurrir v.i 起こる                                   「動詞」 

unos temblores secundarios ｳﾉｽ･ﾃﾝﾌﾞﾛﾚｽ･ｾｸﾝﾀﾞﾘｵｽ n.m pl. 数回の余震 

de intensidad cinco más o menos ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾝｼﾀﾞ･ｼﾝｺ･ﾏｽ･ｵ･ﾒﾉｽ adj. 震度 5 程度の 

→ unos temblores secundarios de intensidad cinco más o menos             「主語」 

 

かなり高い防波堤であっても、津波はそれを破壊して乗り越える映像が示された。 

Las imagenes enseñaron que el tsunami pudo destruir un gigantesco dique y pasar. 

「主語」「動詞」que「主語」「動詞句」y「動詞」 

Las imagenes ﾗｽ･ｲﾏﾍﾈｽ n.f pl. 映像                                       「主語」 

enseñaron ｴﾝｾﾆｬﾛﾝ 3 複点 < enseñar ｴﾝｾﾆｬｰﾙ v.t 教える、示す              「動詞」 

que ｹ conj. （名詞節を導く）〜ということ：enseñaron の目的語 

el tsunami ｴﾙ･ﾂﾅﾐ n.m 津波                                              「主語」 

pudo ﾌﾟﾄﾞ 3 単点 < poder v.t （+不定詞）〜できる 

destruir ﾃﾞｽﾄﾛｲｰﾙ v.t 破壊する 

→ pudo destruir 破壊することが出来た                                  「動詞句」 

un gigantesco dique ｳﾝ･ﾋｶﾞﾝﾃｽｺ･ﾃﾞｨｹ n.m 巨大な堤防          「目的語：destruir」 

y ｲ conj. そして、それから 

pasar ﾊﾟｻｰﾙ v.i 通過する、乗り越える                                     「動詞」 
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スーパー防波堤計画は 200 年に一度の大津波を想定して進行中だが、完成までに 400 年か

かるとされている。 

El super-dique está en construcción para defender la ciudad contra el ataque del 

enorme tsunami que ocurre cada 200 (doscientos) años, pero precisa 400 (cuatrocientos) 

años por cumplimiento. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」, pero「動詞」「目的語」「副詞句」 

El super-dique ｴﾙ･ｽｰﾍﾟﾙﾃﾞｨｹ n.m スーパー堤防                            「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現 < estar ｴｽﾀｰﾙ v.i (SVC)〜である                           「動詞」 

en construcción ｴﾝ･ｺﾝｽﾄﾙｸｼｵﾝ adj. 建設中の                               「補語」 

para defender la ciudad ﾊﾟﾗ･ﾃﾞﾌｪﾝﾃﾞｰﾙ･ﾗ･ｼｳﾀﾞ adv. 町を守るために 

contra el ataque del enorme tsunami ｺﾝﾄﾗ･ｴﾙ･ｱﾀｯｹ･ﾃﾞﾙ･ｴﾉﾙﾒ･ﾂﾅﾐ  

adv. 巨大な津波の襲撃に対して 

→ para defender la ciudad contra el ataque del enorme tsunami           「副詞句」 

que ｹ pron 関係代名詞（先行詞は tsunami）〜するところの（形容詞節） 

ocurre ｵｸﾚ 3 単現 < ocurrir v.i 起こる                                    「動詞」 

cada 200 años ｶﾀﾞ･ﾄﾞｽｼｴﾝﾄｽ･ｱﾆｮｽ adv. 200 年に一度                      「副詞句」 

→ para defender la ciudad contra el ataque del enorme tsunami que ocurre cada 200 

(doscientos) años                                                       「副詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

precisa ﾌﾟﾚｼｻ 3 単現 < precisar ﾌﾟﾚｼｻｰﾙ v.t 必要とする                     「動詞」 

400 años ｸﾜﾄﾛｼｴﾝﾄｽ･ｱﾆｮｽ n. 400 年                                     「目的語」 

por cumplimiento ﾎﾟﾙ･ｸﾝﾌﾟﾘﾐｴﾝﾄ adv. 完成するために                     「副詞句」 

 

これでは建設中に 2 度も堤防が破壊されることになる。 

Esto significa que el super-dique estará destruido dos veces durante construcción. 

「主語」「動詞」que「主語」「動詞句」「副詞句」 

Esto ｴｽﾄ pron これ、このこと、ここ                                      「主語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現 < significar ｼｸﾞﾆﾌｨｶｰﾙ v.t 示す、意味する          「動詞」 

que ｹ conj. （名詞節を導く）〜ということ：significa の目的語 

el super-dique ｴﾙ･ｽｰﾍﾟﾙﾃﾞｨｹ n.m スーパー堤防                             「主語」 

estará ｴｽﾀﾗ 3 単未 < estar ｴｽﾀｰﾙ 助動詞（+p.p 受動態を作る） 

destruido ﾃﾞｽﾄﾙｲﾄﾞ p.p < destruir ﾃﾞｽﾄﾛｲｰﾙ v.t 破壊する 

→ estará destruido 破壊されるだろう（受動・未来）                     「動詞句」 

dos veces durante construcción ﾄﾞｽ･ﾍﾞｾｽ･ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｺﾝｽﾄﾙｸｼｵﾝ  

    adv. 建設中に 2 度                                                「副詞句」 
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計画が破綻している。 

El plan contiene contradicción.                            「主語」「動詞」「目的語」 

El plan ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾝ n.m 計画                                                「主語」 

contiene ｺﾝﾃｨｴﾈ 3 単現 < contener ｺﾝﾃﾈｰﾙ v.t 含む                         「動詞」 

contradicción ｺﾝﾄﾗﾃﾞｨｸｼｵﾝ n.f 矛盾                                      「目的語」 

 

住居を高台に移動するなど、別の計画が必要と思われる。 

Otro plan está necesario, por ejemplo, transferir la vivienda al terreno elevado. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Otro plan ｵﾄﾛ･ﾌﾟﾗﾝ n.m 別の計画                                         「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現 < estar ｴｽﾀｰﾙ v.i (SVC)〜である                            「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                              「補語」 

por ejemplo ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                     「副詞句」 

transferir ﾄﾗﾝｽﾌｪﾘｰﾙ v.t 移動させる 

la vivienda ﾗ･ﾋﾞﾋﾞｴﾝﾀﾞ n.f 住居 

al terreno elevado ｱﾙ･ﾃｯﾚｰﾉ･ｴﾚﾊﾞﾄﾞ adv. 高台へ 

→ transferir la vivienda al terreno elevado 住居を高台に移動すること      「名詞句」 

→ por ejemplo, transferir la vivienda al terreno elevado                   「副詞句」 
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16/09/2012 日曜日 曇り 

domingo 16 （dieciséis ディエシセイス）septiembre 2012 nublado 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Hoy he comprado 2 (dos) libros de consulta para llevar un diario en italiano y en español.  

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Hoy ｵｲ adv. 今日                                          「副詞：he comprado」 

he comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 購入した                         「動詞句」 

2 libros de consulta ﾄﾞｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｺﾝｽﾙﾀ n.m pl. 2 冊の参考書              「目的語」 

para llevar un diario ﾊﾟﾗ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ･ｳﾝ･ﾃﾞｨｱｰﾘｵ adv. 日記をつけるために 

en italiano y en español ｴﾝ･ｲﾀﾘｱｰﾉ･ｲ･ｴﾝ･ｴｽﾊﾟﾆｮﾙ adv. イタリア語とスペイン語で 

→ para llevar un diario en italiano e en español            「副詞句：he comprado」 

 

フランス語とドイツ語と英語は適当な参考書を見つけられなかったので、文法書を見なが

ら日記を書くことにする。 

No he podido encontrar un libro apropiado para francés, alemán e inglés, por eso llevaré 

un diario con cada libro de gramática. 

「動詞句」「目的語」, por eso「動詞」「目的語」「副詞句」 

No he podido encontrar ﾉ･ｴ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 1 単現・完了形･可能･否定 

                見つけることが出来なかった                            「動詞句」 

un libro ｳﾝ･ﾘﾌﾞﾛ n.m 本 

apropiado para francés, alemán e inglés ｱﾌﾟﾋﾟｱﾄﾞ･ﾊﾟﾗ･ﾌﾗﾝｾｽ･ｱﾚﾏﾝ･ｴ･ｲﾝｸﾞﾚｽ 

adj. フランス語、ドイツ語そして英語のためにふさわしい「形容詞句」 

→ un libro apropiado para francés, alemán e inglés                      「目的語」 

por eso ﾎﾟﾙ･ｴｿ adv. conj. だから、従って 

llevaré ｼﾞｪﾊﾞﾚ 1 単未 < llevar v.t （+un diario）日記をつける               「動詞」 

un diario ｳﾝ･ﾃﾞｨｱｰﾘｵ n.m 日記                                          「目的語」 

con cada libro de gramática ｺﾝ･ｶﾀﾞ･ﾘﾌﾞﾛ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ  

adv. それぞれの文法書を使って                    「副詞句：llevaré」 

 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

Tengo dolor de garganta por el resfriado durante dos semanas. 

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現 < tener v.t 持つ、ある                                  「動詞」 

dolor de garganta ﾄﾞﾛｵｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙｶﾞﾝﾀ n.m 喉の痛み                       「目的語」 

por el resfriado ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾚｽﾌﾘｱﾄﾞ adv. 風邪のために 

durante dos semanas ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾞｽ･ｾﾏﾅｽ adv. 2 週間 
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→ por el resfriado durante dos semanas                          「副詞句：Tengo」 

 

薬もほとんど効き目がない。 

La medicina casi no tiene efecto.                  「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

La medicina ﾗ･ﾒﾃﾞｨｼﾅ n.f 薬                                              「主語」 

casi no ｶｼ･ﾉ adv. ほとんど〜ない（動詞を否定する）               「副詞句：tiene」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現 < tener v.t 持つ、ある                                   「動詞」 

efecto ｴﾌｪｸﾄ n.m 効果、効き目                                          「目的語」 

→tener efecto 効力を生じる、効き目がある 

 

今朝は痰が緑色だったが、先ほど白っぽく変わった。 

Esta mañana el color de esputo estuvo verde, pero está variado blanco hace poco. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」, pero「動詞句」「補語」「副詞句」 

Esta mañana ｴｽﾀ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. 今朝                              「副詞句：estuvo」 

el color de esputo ｴﾙ･ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ｴｽﾌﾟﾄ n.m 痰の色                            「主語」 

estuvo ｴｽﾄｩﾎﾞ 3 単点 < estar v.i 〜である                                  「動詞」 

verde ﾍﾞﾙﾃﾞ adj. 緑色の                                                  「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、ところが 

está variado ｴｽﾀ･ﾊﾞﾘｱﾄﾞ 3 単現・完了形 （結果の状態）〜に変わった       「動詞句」 

blanco ﾌﾞﾗﾝｺ adj. 白い                                                   「補語」 

hace poco ｱｾ･ﾎﾟｺ adv. ちょっと前に                            「副詞句：variado」 

 

先週パソコンを購入した。 

He comprado un ordenador la semana pasada.          「動詞句」「目的語」「副詞句」 

He comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 購入した                         「動詞句」 

un ordenador ｳﾉﾙﾃﾞﾅﾄﾞｰﾙ n.m コンピュータ、パソコン                    「目的語」 

la semana pasada ﾗ･ｾﾏﾅ･ﾊﾟｻﾀﾞ adv. 先週           「副詞句：comprado」 

 

今日、理にインターネットの設定をしてもらった。 

Hoy me he hecho ajustarlo para la Internet a Osamu. 

「副詞」「動詞句+目的語」「副詞句」 

Hoy ｵｲ adv. 今日                                  「副詞：me he hecho ajustarlo」 

me he hecho ﾒ･ｴ･ｴﾁｮ 1 単現・完了形 < hacerse v.t （+不定詞）〜してもらう 

ajustarlo ｱﾌｽﾀｰﾙﾛ = ajustar + lo、それ（パソコン）を適合させる、設定する 

→ me he hecho ajustarlo                                        「動詞句+目的語」 

para la Internet ﾊﾟﾗ･ﾗ･ｲﾝﾃﾙﾈｯﾄ adv. インターネット用に 
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a Osamu ｱ･ｵｻﾑ adv. 理に（ajustarlo の意味上の主語） 

→ para la Internet a Osamu                      「副詞句：me he hecho ajustarlo」 

 

パソコンと一緒に購入した Office 2010 は自分でインストールした。 

He instalado l’Office 2010 por sí solo que he comprado con el ordenador. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」「形容詞節」 

He instalado ｴ･ｲﾝｽﾀﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 インストールした                 「動詞句」 

l’Office 2010 ﾛﾌｨｽ･ﾄﾞｽﾐﾙ･ｲ･ﾃﾞｨｴｽ n.m Office 2010                         「目的語」 

por sí solo ﾎﾟﾙ･ｼ･ｿﾛ adv. 独力で、自分で、一人で              「副詞句：instalado」 

que ｹ pron （関係代名詞）l’Office 2010 を修飾する節を導く 

he comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 購入した        「動詞句」 

con el ordenador ｺﾝ･ｴﾙ･ｵﾙﾃﾞﾅﾄﾞｰﾙ adv. パソコンと一緒に「副詞句：comprado」 

→ que he comprado con el ordenador それはパソコンと一緒に購入したものだ「形容詞節」 

 

これまで使っていたのは Office 2000 なので、画面と操作が大きく変化したと感じる。 

Como he usado l’Office 2000, siento que la pantalla y l’operación del software están 

mucho cambiados.                     Como「動詞句」「目的語」, 「動詞」「目的語」 

Como ｺﾓ conj. （理由）〜なので 

he usado ｴ･ｳｻﾄﾞ 1 単現・完了形 使っていた                              「動詞句」 

l’Office 2000 ﾛﾌｨｽ･ﾄﾞｽﾐﾙ n.m Office 2000                                 「目的語」 

siento ｼｴﾝﾄ 1 単現 < sentir v.t （+que+直説法）〜と感じる                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ、siento の目的語になる 

la pantalla y l’operación del software ﾗ･ﾊﾟﾝﾀｼﾞｬ･ｲ･ﾛﾍﾟﾗｼｵﾝﾃﾞﾙ･ｿﾌﾄｳｪｱ 

n. ソフトウェアの画面と操作               「主語」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複現 < estar v.i （+p.p 状態の変化を表す）〜されている 

→ están mucho cambiados （受動・状態の変化）大きく変更された「動詞句」 

→ que la pantalla y l’operación del software están mucho cambiados 

   画面と操作が大きく変更されたという事を                             「目的語」 

 

17/09/2012 月曜日 曇り 

lunes 17 （diecisiete ディエシシエテ）septiembre 2012 nublado 

朝から、普段使用するソフトウエアをインストールした。 

Esta mañana he instalado muchos softwares que uso siempre. 

「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Esta mañana ｴｽﾀ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. 今朝                            「副詞句：instalado」 

he instalado ｴ･ｲﾝｽﾀﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 インストールした                  「動詞句」 
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muchos softwares ﾑﾁｮｽ･ｿﾌﾄｳｪｱｽ n.m pl. 沢山のソフトウェア 

que ｹ pron 関係代名詞・先行詞は softwares、形容詞節を導く 

uso ｳｿ 1 単現 < usar ｳｻｰﾙ v.t 使用する、先行詞が目的語   「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                        「副詞：uso」 

→ que uso siempre いつも使用する       「形容詞節：softwares」 

→ muchos softwares que uso siempre 普段使用する沢山のソフト           「目的語」 

 

30 本のソフトウエアリストを作成してから、インストールを開始した。 

Después que habìa hecho una lista de 30 (treinta) softwares, empecé a instalarlos.  

「副詞句」, 「動詞句」 

Después que ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ｹ adv. 〜の後で 

habìa hecho ｱﾋﾞｱ･ｴﾁｮ 1 単半・完了形（大過去） 作った    「動詞句」 

una lista de 30 softwares ｳﾅ･ﾘｽﾀ･ﾃﾞ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｿﾌﾄｳｪｱｽ  

n.f ソフトウェア 30 本のリスト                 「目的語」 

→ Después que habìa hecho una lista de 30 softwares 

     ソフトウェア 30 本のリストを作った後で                 「副詞句：empezado」 

empecé a instalarlos ｴﾝﾍﾟｾ･ｱ･ｲﾝｽﾀﾗﾙﾛｽ 1 単点 v.t インストール開始した    「動詞句」 

注意：instalarlos の los は 30 softwares 

 

18 時間かかった。 

Tardé 18 (dieciocho) horas.                                       「動詞」「目的語」 

Tardé ﾀﾙﾃﾞ 1 単点 < tardar v.i 時間がかかる、手間取る                     「動詞」 

18 horas ﾃﾞｨｴｼｵﾁｮ･ｵﾗｽ n.f pl. 18 時間                                    「目的語」 

 

Windows Vista(32bit)から Windows-7(64bit)に代わったので、インストールできないソフ

トがいくつかあった。 

Como he cambiado Windows Vista(32bit) por Windows-7(64bit), algunos softwares no 

estuvieron instalado.         Como「動詞句」「目的語」「副詞句」, 「主語」「動詞句」 

Como ｺﾓ conj. （理由）〜なので 

he cambiado ﾍ･ｶﾝﾋﾞｱﾄﾞ 1 単現・完了形 （+por 〜と）代えた              「動詞句」 

Windows Vista(32bit) ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ･ﾋﾞｽﾀ･ﾄﾚｲﾝﾀﾄﾞｩｴ･ﾋﾞｯﾄ  

n. Windows Vista(32bit)                  「目的語」 

por Windows-7(64bit)  ﾎﾟﾙ･ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ･ｼｴﾃ･ｾｾﾝﾀｸﾜﾄﾛ･ﾋﾞｯﾄ 

              adv. Windows-7(64bit)と                       「副詞句：cambiado」 

algunos softwares ｱﾙｸﾞﾉｽ･ｿﾌﾄｳｪｱｽﾞ n.m pl. 幾つかのソフトウェア           「主語」 

no estuvieron instalado ﾉ･ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾛﾝ･ｲﾝｽﾀﾗﾄﾞ 3 複現・受動・否定 
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              インストールされなかった                                「動詞句」 

 

大抵はメーカーのホームページから 64bit 版のバージョンをダウンロードすることで解決

できた。 

Pero he podido instalar casi todo de la edición de 64bit que he obtenido desde página web 

de fabricante de software.         Pero「動詞句」「目的語」「副詞句」「形容詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、ところが 

he podido instalar ﾍ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｲﾝｽﾀﾗｰﾙ 1 単現・完了形 インストールできた  「動詞句」 

casi todos ｶｼ･ﾄﾄﾞ pron 殆どすべて（のソフトウェア）                    「目的語」 

de la edición 64bit ﾃﾞ･ﾗ･ｴﾃﾞｨｼｮﾝ･ｾｾﾝﾀｸﾜﾄﾛ･ﾋﾞｯﾄ adv. 64bit 版で   「副詞句：instalar」 

que ｹ pron 関係代名詞 先行詞 edición を修飾する形容詞節を導く 

he obtenido ﾍ･ｵﾌﾟﾃﾆﾄﾞ 1 単現・完了形 手に入れた、ダウンロードした「動詞句」 

desde página web de fabricante de software ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾊﾟﾋﾅ･ｳｪﾌﾞ･ﾃﾞ･ﾌｧﾌﾞﾘｶﾝﾃ･ﾃﾞ･ｿﾌﾄｳｪｱ 

          adv. ソフトウェアの販売会社のホームページから「副詞句：obtenido」 

→ que he obtenido desde página web de fabricante de software 

   ソフトウェアの販売会社のホームページからダウンロードした 「形容詞節：edición」 

 

しかし acrobat-8.0 と photoshop-cs はインストールすることができなかった。 

Después de todo no he podido instalar acrobat-8.0 y photoshop-cs. 

「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Después de todo ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ adv. 結局                     「副詞句：instalar」 

no he podido instalar ﾉ･ﾍ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｲﾝｽﾀﾗｰﾙ 1 単現・完了形・否定 

          インストールできなかった                                    「動詞句」 

acrobat-8.0 y photoshop-cs ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ･ｵｰﾁｮ･ｲ･ﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟ･ｾｴｾ 

          n. acrobat-8.0 と photoshop-cs                                 「目的語」 

 

優先順位から考えて、まず acrobat-X を購入する。 

Considerando la prioridad, compraré acrobat-X primero. 

「副詞句」, 「動詞」「目的語」「副詞」 

Considerando la prioridad ｺﾝｼﾃﾞﾗﾝﾄﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾘｵﾘﾀﾞ （現在分詞による分詞構文） 

          adv. 優先順位を考えると                           「副詞句：compraré」 

compraré ｺﾝﾌﾟﾗﾚ 1 単未・意志未来 < comprar v.t 買う                      「動詞」 

acrobat-X ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ･ﾃﾞｨｴｽ n. acrobat-X                                   「目的語」 

primero ﾌﾟﾘﾒﾛ adv. 第一番目に                                 「副詞：compraré」 

 



 スペイン語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分および料理のレシピなど 

日記の例文 18/09/2012 火曜日 晴れ 643 / 650 

18/09/2012 火曜日 晴れ 

martes 18 （dieciocho ディエシオーチョ）septiembre 2012 buen tiempo 

Word 2010、Excel 2010 それぞれの全機能を説明した技術参考書を 2 冊購入した。 

He comprado dos libros técnicos de consulta que explican toda función de Word 2010 y 

Excel 2010.                                        「動詞句」「目的語」「形容詞節」 

He comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 買った                           「動詞句」 

dos libros técnicos de consulta ﾄﾞｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃｸﾆｺｽ･ﾃﾞ･ｺﾝｽﾙﾀ 

          n.m pl. 技術参考書を 2 冊                                     「目的語」 

que ｹ 関係代名詞、先行詞 dos libros（3 複）を説明する形容詞節を導く 

explican ｴｸｽﾌﾟﾘｶﾝ 3 複現 < explicar v.t 説明する            「動詞」 

toda función de Word 2010 y Excel 2010  

ﾄﾀﾞ･ﾌﾝｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾜｰﾄﾞ･ﾄﾞｽﾐﾙﾃﾞｨｴｽ･ｲ･ｴｸｾﾙ･ﾄﾞｽﾐﾙﾃﾞｨｴｽ 

        n.f pl. Word 2010 と Excel 2010 の全機能        「目的語」 

→ que explican toda función de Word 2010 y Excel 2010 

    Word 2010 と Excel 2010 の全機能を説明している（→2 冊の本）「形容詞節」 

 

合計で 6000 円以上と高額だった。 

Me costaron más de 6000 (seis mil) yen.          「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Me ﾒ pron 私に                                                   「間接目的語」 

costaron ｺｽﾀﾛﾝ 3 複点 < costar v.t 〜のお金がかかる                        「動詞」 

más de 6000 yen ﾏｽ･ﾃﾞ･ｾｲｽ･ﾐﾙ･ｲｪﾝ n. 6000 円以上（の費用）          「直接目的語」 

注意：「主語」は前の文にある dos libros técnicos de consulta（3 複） 

 

Excel 2010 では表の内容を PDF に変換する機能が追加されているが、キメ細かな変換をす

るには acrobat-X が必要である。 

La nueva función de Excel 2010 puede convertir una tabla en un archivo de PDF, pero 

necesito acrobat-X para convertir con atención. 

「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」, pero「動詞」「目的語」「副詞句」 

La nueva función de Excel 2010 ﾗ･ﾇｴﾊﾞ･ﾌﾝｼｵﾝ･ﾃﾞ･ｴｸｾﾙ･ﾄﾞｽﾐﾙ･ﾃﾞｨｴｽ 

            n.f Excel 2010 の新機能                                       「主語」 

puede convertir ﾌﾟｴﾃﾞ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾙ 1 単現 変換することが出来る            「動詞句」 

una tabla ｳﾅ･ﾀﾌﾞﾗ n.f 表を                                         「直接目的語」 

en un archivo de PDF ｴﾝ･ｳﾝ･ｱﾙﾁｰﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾃﾞｴﾌｪ  

adv. PDF 形式のファイルに                              「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、だが 

necesito ﾈｾｼﾄ 1 単現 < necesitar v.t 必要とする                            「動詞」 
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acrobat-X ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ･ﾃﾞｨｴｽ n. acrobat-X                                   「目的語」 

para convertir con atención ﾊﾟﾗ･ｺﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾙ･ｺﾝ･ｱﾃﾝｼｵﾝ 

            adv. 注意深く変換するために                      「副詞句：necesito」 

 

カシオのラベルプリンタ TL-E20 が動作しない。 

El Casio TL-E20 que es la impresora de etiqueta no funciona.       「主語」「動詞句」 

El Casio TL-E20 ｴﾙ･ｶｼｵ･ﾃ･ｴﾚ･ｴ･ﾍﾞｲﾝﾃ n.m カシオの TL-E20 

que ｹ pron （関係代名詞）〜するところの、先行詞を説明する形容詞節を導く 

es ｴｽ 3 単現 < ser v.i 〜である                                「動詞」  

la impresora de etiqueta ﾗ･ｲﾝﾌﾟﾚｿｰﾗ･ﾃﾞ･ｴﾃｨｹﾀ n.f ラベルプリンタ「補語」 

→ El Casio TL-E20 que es la impresora de etiqueta 

            n.m カシオのラベルプリンタ TL-E20                          「主語」 

no funciona ﾉ･ﾌﾝｼｮﾅ 3 単現・否定 < funcionar v.i 作動する                「動詞句」 

 

AC アダプターが壊れたようだ。 

La unidad de alimentación parece averiada.                  「主語」「動詞」「補語」 

La unidad de alimentación ﾗ･ｳﾆﾀﾞ･ﾃﾞ･ｱﾘﾒﾝﾀｼｵﾝ n.f 電源ユニット            「主語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現 < parecer v.i (SVC) 〜らしい、ように見える              「動詞」 

averiada ｱﾍﾞﾘｱﾀﾞ p.p n.f adj. 故障した                                     「補語」 

 

真里は咳と痰が長く続くので病院に行ったら、肺炎および喘息と診断されて錠剤と吸入器

具などをもらってきた。 

Mari fue a hospital porque tenía tos y esputo por mucho tiempo, ha estado diagnosticada 

una neumonía y una asma, volvió a casa con unos comprimidos y un inhalador.               

「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞節」, 「動詞句」「補語」 

,「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Mari ﾏﾘ n. 真里                                                         「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点 < ir v.i （+a へ）行く                                       「動詞」 

a hospital ｱ･ｵｽﾋﾟﾀﾙ adv. 病院へ                                     「間接目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. （理由）〜なので、（副詞節を導く） 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線 < tener v.t （熱が、咳が）ある         「動詞」 

tos y esputo ﾄｽ･ｲ･ｴｽﾌﾟｰﾄ n. 咳と痰                   「目的語」 

por mucho tiempo ﾎﾟﾙ･ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長く          「副詞句」 

→ porque tenía tos y esputo por mucho tiempo 

           adv. 咳と痰が長く続くので                              「副詞節：fue」 

ha estado diagnosticada ｱ･ｴｽﾀﾄﾞ･ﾃﾞｨｱｸﾞﾉｽﾃｨｶﾄﾞ 3 単現・完了・受動 
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                 診断された                                           「動詞句」 

una neumonía y una asma ｳﾅ･ﾆｭｰﾓﾆｱ･ｲ･ｳﾅ･ｱｽﾏ pl.n.f 肺炎と喘息と          「補語」 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点 < volver v.i （+a 元の場所に）帰る、戻る              「動詞」 

a casa ｱ･ｶｰｻ adv. 家に                                             「間接目的語」 

con unos comprimidos y un inhalador ｺﾝ･ｳﾉｽ･ｺﾝﾌﾟﾘﾐﾄﾞｽ･ｲ･ｳﾝ･ｲﾅﾗﾄﾞｰﾙ 

                 adv. 錠剤と吸入器を持って                             「副詞句」 

注意：スペイン語では完了時制に使用される助動詞は haber だけである。英語も have だけ

である。イタリア語・フランス語・ドイツ語では 2 種類の助動詞が用意されている。 

 

あと 2 日間通院すると云うので、明日は一緒に行って自分も診察してもらうことにした。 

Porque tiene que ir a hospital dos días más, iré a consultar a un médico con Mari mañana.             

Porque「動詞句」「間接目的語」「副詞句」, 「動詞句」「副詞句」 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. （理由）〜なので、（副詞節を導く） 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現 < tener v.t （+que + 不定詞）〜しなければならない 

→ tiene que ir ﾃｨｴﾈ･ｹ･ｲｰﾙ 行かなければならない                         「動詞句」 

a hospital ｱ･ｵｽﾋﾟﾀﾙ adv. 病院へ                                     「間接目的語」 

dos días más ﾄﾞｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾏｽ adv. あと二日                                「副詞句」 

iré ｲﾚ 1 単未・意志未来 < ir v.i （+a へ）行く 

→ iré a consultar a un médico 診察を受けに行く                         「動詞句」 

con Mari mañana ｺﾝ･ﾏﾘ･ﾏﾆｬﾅ adv. 明日、真里と一緒に                   「副詞句」 

 

19/09/2012 水曜日 雨のち曇り 

miércoles 19 （diecinueve ディエシヌエベ）septiembre 2012 lluvia / nublado 

ミョウガの花芽が出ていたので、日除けネットを除去した。 

He retirado la red para toldo, como encontré unos brotes de jengibre japonés. 

「動詞句」「目的語」, como「動詞」「目的語」 

He retirado ﾍ･ﾚﾃｨﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 < retirar v.t 除去する                「動詞句」 

la red para toldo ﾗ･ﾚｯﾄﾞ･ﾊﾟﾗ･ﾄﾙﾄﾞ n.f 日除けネット                       「目的語」 

como ｺﾓ conj. 〜なので 

encontré ｴﾝｺﾝﾄﾚ 1 単点 < encontrar v.t 見つける、発見する                 「動詞」 

unos brotes de jengibre japonés n.m pl. ｳﾉｽ･ﾌﾞﾛﾃｽ･ﾃﾞ･ﾍﾝﾋﾌﾞﾚ･ﾊﾎﾟﾈｽ 

           n.m pl. ミョウガの花芽（つぼみ）                            「目的語」 

 

黒いビニールシートを片付けていると、大きなスズメバチが低空飛行で近づいてきた。 

Cuando arreglaba unos papeles negros de plástico, una grande avispa se acercaba a me 

volando a baja cota.           Cuando「動詞」「目的語」, 「主語」「動詞句」「副詞句」 
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Cuando ｸﾜﾝﾄﾞ conj. （時の副詞節を導く）〜する時 

arreglaba ｱｯﾚｸﾞﾗｰﾊﾞ 1 単線 < arreglar v.t 整理する                         「動詞」 

unos papeles negros de plástico ｳﾉｽ･ﾊﾟﾍﾟﾚｽ･ﾈｸﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗｽﾃｨｺ 

              n.m pl. ビニール製の黒い薄膜（シート）                   「目的語」 

una grande avispa ｳｰﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｱﾋﾞｽﾊﾟ n.f 大きなスズメバチ                 「主語」 

se acercaba ｾ･ｱｾﾙｶﾊﾞ 3 単線 < acercarse v.pr 近づく                      「動詞句」 

a me ｱ･ﾒ adv. 私に                                                「間接目的語」 

volando a baja cota ﾎﾞﾗﾝﾄﾞ･ｱ･ﾊﾞﾊ･ｺﾀ adv. 低空飛行で                     「副詞句」 

 

スズメバチのすきを見て車庫に逃げ込み、殺虫剤の大型スプレイをもって外にでると、スズ

メバチが近づいてきた。 

Me refugié en el garaje esperando un momento de la oportunidad de la avispa, y salí del 

garaje teniendo un pulverizador de insecticida, y ella se acercaba a me. 

「動詞句」「副詞句」, y「動詞」「副詞句」, y「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Me refugié ﾒ･ﾚﾌﾋｴ 1 単点 < refugiarse v.pr 非難する、隠れる              「動詞句」 

en el garaje ｴﾝ･ｴﾙ･ｶﾞﾗﾍ adv. 車庫内へ 

esperando un momento de la oportunidad de la avispa 

   ｴｽﾍﾟﾗﾝﾄﾞ･ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾗ･ｵﾎﾟﾙﾄｩﾆﾀﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ｱﾋﾞｽﾊﾟ adv. スズメバチの隙をうかがって 

→ en el garaje esperando un momento de la oportunidad de la avispa「副詞句：refugié」 

y ｲ conj. そして、それから 

salí ｻﾘ 1 単点 < salir v.i （+de から）出る                                 「動詞」 

del garaje ﾃﾞﾙ･ｶﾞﾗﾍ adv. 車庫から 

teniendo un pulverizador de insecticida ﾃﾆｴﾝﾄﾞ･ｳﾝ･ﾌﾟﾙﾍﾞﾘｻﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｲﾝｾｸﾃｨｼﾀﾞ 

         adv. 殺虫剤の噴霧器を手に持って 

→ del garaje teniendo un pulverizador de insecticida                「副詞句：salí」 

se acercaba ｾ･ｱｾﾙｶﾊﾞ 3 単線 < acercarse v.pr 近づく                      「動詞句」 

a me ｱ･ﾒ adv. 私に                                                「間接目的語」 

 

注意しながらスプレイを吹きかけると逃げて行ったが、多分どこかで死んでいると思う。 

Apenas pulvericé a la avispa con atención, ella huyó. Pero creo que está muerta en alguna 

parte. 

Apenas 「動詞」「副詞句」,「主語」「動詞」 

Pero「動詞」「目的語」 

Apenas ｱﾍﾟﾅｽ conj. （副詞節を導く）〜するとすぐに 

pulvericé ﾌﾟﾙﾍﾞﾘｾ 1 単点 < pulverisar v.t 散布する                         「動詞」 

a la avispa con atención ｱ･ﾗ･ｱﾋﾞｽﾊﾟ･ｺﾝ･ｱﾃﾝｼｵﾝ 
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     adv. 注意して、スズメバチに                                       「副詞句」 

huyó ｳﾖ 3 単点 < huir ｳｲﾙ v.i 逃げる                                      「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、ところが 

creo ｸﾚｵ 1 単現 < creer v.t 信じる、思う                                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ（名詞節を導く） 

está ｴｽﾀ 3 単現 < estar v.i 〜である                      「動詞」 

muerta ﾑｴﾙﾀ adj. 死んだ                                  「補語」 

en alguna parte ｴﾝ･ｱﾙｸﾞﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どこかで       「副詞句：está」 

→ que está muerta en alguna parte どこかで死んでいるという事          「目的語」 

 

日除けネットを片付けてから、ミョウガを 23 個とキュウリも 6 本収穫した。 

Después el orden he cosechado 23 (veintitres) jengibres japonés y 6 (seis) pepinos. 

「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Después el orden ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ｴﾙ･ｵﾙﾃﾞﾝ adv. 片付けの後で                    「副詞句」 

he cosechado ﾍ･ｺｾﾁｬﾄﾞ 1 単現・完了形 収穫した                          「動詞句」 

23 jengibres japonés y 6 pepinos ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾄﾚｽ･ﾍﾝﾋﾌﾞﾚｽ･ｲ･ｾｲｽ･ﾍﾟﾋﾟﾉｽ 

        n. pl ミョウガを 23 個とキュウリも 6 本を                        「目的語」 

 

ミョウガは去年より大きく成長した。 

Los jengibres japonés están crecidos más grande que ellos el año pasado. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Los jengibres japonés ﾛｽ･ﾍﾝﾋﾌﾞﾚｽ･ﾊﾎﾟﾈｽ n.m pl. ミョウガ                   「主語」 

están crecidos ｴｽﾀﾝ･ｸﾚｼﾄﾞｽ 3 複現・完了形 成長した、発育した            「動詞句」 

más grande que ellos el año pasado ﾏｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ｹ･ｴｼﾞｮｽ･ｴﾙ･ｱﾆｮ･ﾊﾟｻﾄﾞ 

             adv. 昨年より大きく                                       「副詞句」 

 

ミョウガの半分を酢漬けにした。 

He escabechado la mitad de los jengibres japonés.                「動詞句」「目的語」 

He escabechado ｴ･ｴｽｶﾍﾞﾁｬﾄﾞ 1 単現・完了形(escabechar) v.t 酢漬けにした  「動詞句」 

la mitad de los jengibres japonés ﾗ･ﾐﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾍﾝﾋﾌﾞﾚｽ･ﾊﾎﾟﾈｽ 

         n.f ミョウガの半分                                            「目的語」 

 

真里と一緒に病院に行った。 

He ido a clínica con Mari.                         「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

He ido ｴ･ｲﾄﾞ 1 単現・完了形 （+a へ）行った                           「動詞句」 

a clínica ｱ･ｸﾘﾆｶ adv. 診療所へ                                      「間接目的語」 
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con Mari ｺﾝ･ﾏﾘ adv. 真里と                                        「副詞句：ido」 

注意：ir は自動詞なので a clínica con Mari 全体を「副詞句」と捉えても構わないが、「間

接目的語」と「副詞句」に分割する方が動作の目的が理解しやすいと思う。 

 

真里と同様に、肺炎と喘息の診断だった。 

Estuve diagnosticado una pulmonía e una asma como Mari.        「動詞句」「補語」 

Estuve diagnosticado ｴｽﾄｩﾍﾞ･ﾃﾞｨｱｸﾞﾉｽﾃｨｶﾄﾞ 1 単点・受動 診断された      「動詞句」 

una pulmonía e una asma como Mari ｳﾅ･ﾌﾟﾙﾓﾆｱ･ｴ･ｳﾅ･ｱｽﾏ･ｺﾓ･ﾏﾘ 

       pl.n.f 真里と同様に、肺炎と喘息であると                           「補語」 

 

 

点滴を受けた。 

He recibido una infusión.                    「動詞句」「目的語」 

He recibido ｴ･ﾚｼﾋﾞﾄﾞ 1 単現・完了形(recibir) v.t 受けた                   「動詞句」 

una infusión ｳﾅ･ｲﾝﾌｼｵﾝ n.f 点滴                                        「目的語」 

 

明日から 2 日間は点滴のために通院する。 

Tengo que ir a clínica para la infusión dos días más. 「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Tengo que ir ﾃﾝｺﾞ･ｹ･ｲｰﾙ 1 単現 行かなければならない                    「動詞句」 

a clínica ｱ･ｸﾘﾆｶ adv. 診療所へ                                      「間接目的語」 

para la infusión dos días más ﾊﾟﾗ･ﾗ･ｲﾝﾌｼｵﾝ･ﾄﾞｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾏｽ 

       adv. あと 2 日間、点滴を受けるために                             「副詞句」 

 

肺炎は真里よりも重症との診断だった。 

Mía pulmonía estuvo diagnosticada más grave que Mari.  「主語」「動詞句」「副詞句」 

Mía pulmonía ﾐｱ･ﾌﾟﾙﾓﾆｱ n.f 私の肺炎は                                   「主語」 

estuvo diagnosticada ｴｽﾀ･ﾃﾞｨｱｸﾞﾉｽﾃｨｶﾀﾞ 1 単点・受動 診断された         「動詞句」 

más grave que Mari ﾏｽ･ｸﾞﾗﾍﾞ･ｹ･ﾏﾘ adv. 真里より重症であると「副詞句：diagnosticada」 
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